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年
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明
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年
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録

(I)
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凡

例

収

録

書

目

録

一
、
明
治
五
年
か
ら
明
治

三
十
八
年
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
国
立
国
会
図
書
館
所

蔵
の
翻
訳
文
学
書
を
、
イ
ギ

リ
ス
文
学

・
ア

メ

リ

カ

文
学

.
フ
ラ
ソ
ス
文

学

・
ド
イ

ッ
文
学

・
ロ
シ
ア
文
学

・
そ

の
他
に
分
類
す
る
。
第

一
期
は
イ
ギ

　
リ
ス
文
学
編
と
す
る
。

二
、
本
全
集

に
収
録
す
る
作
品
は
、
小
説
を
中
心
と
す
る
が
、
戯
曲

.
詩

.
評

論
等
も
含

め
た
。
た
だ
し
、
明
治

二
十
年
代

に
多
く
刊
行
さ
れ
た
探
偵
小
説

　
類

の
収
録

は

一
部
に
と
ど
め
た
。
黒
岩
涙
香
、
丸
亭
素
人
、
採
菊
散
人
、
不

　
知
火
、

一
二
三
子

の
訳
本

の
多
く
は
省

い
た
。

三
、
国
会
図
書
館

に
未
所
蔵

の
も

の
も
、
そ
の
書
誌
を
掲
げ
、
閲
覧
可
能
な
所

　
蔵
先
を
示
し
て
お
い
た
。

四
、
収
録
書

の
配
列
は
、
刊
行
年
代
順
と
し
た
。

五
、
書
誌
事
項
中
〈

〉
内
の
引
用
は
原
則
と
し
て
、
本
文

の
冒
頭
を
も

っ
て

　
し
た
。

(引
用
文
中
、
変
体
仮
名
は
現
代
表
記

に
改
め
、

ル
ビ
は
大
半

省

略

　
し
た
。
)
末
尾

の
記
号
は
上
が
国
会
図
書
館
請
求
番
号
、
下
が

マ
イ
ク

ロ

フ

　

ィ
ル
ム
版

の
収
録
リ
ー
ル
並
び

に
齣
番
号
で
あ
る
。
番
号

の
下
に

(左
)
と

　
あ
る
は
、
左
開
き

の
本

で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

六
、
索
引
は
、
翻
訳
者
索
引
、
出
版
人

・
発
行
人
索
引
、
原
著
者
及
び
原
著
索

　
引

の
三
種
を
付

し
、
書
誌
を
補
う
も

の
と
し
た
。
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魯
敏
孫
全
傅

　
兌
)

【
明
治

5
年
】

八

巻
之
一　

嶇
?
須
著
　
斎
藤
了
庵
訳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発

乾
坤

二
冊
　
木
版
和
装

23

㎝
　

題
辞

4
+
緒
言

3
+
和
蘭

訳
者
自
序

2

+
31
丁
、
坤

列
丁

ロ
ビ

ン
ソ
ン

ハ
我
祖

父

ノ
名

ヲ
魯
敏
孫

ト
云
、
其

名

ヲ
以

テ
氏

ト

ス
、

ス
〉
見
返

し
標
題

に
角

書

「英

国
」
あ

り

　
　

　
　
【
明
治

8
年
】

開
巻
驚
奇

我
/
先

考
、

ス

エ

貴

家

ノ
冑

ナ

レ

ト

モ
、

本

此
土

ノ
人

二
非

あ
ら
び
や

暴
夜
物
語
　
永
峰
秀
樹
訳
　

((
一
)
二
月
、
(
二
)
五
月
官
許
)　

東
京
　
山
城
屋
政
吉

(奎
章
閣
)
発
兌

二
冊
　
木
版
和
装

23

㎝
　

40
丁
、
二

46

丁
　
銅

板
画

4
葉

ツ
　

　
ニ
　
ア

ン

〈
昔

シ
佐

々
爾
安

ノ
朝

二

一
人

ノ
英

主

ア
リ

次
編
近
刻
と
あ
り

此
帝
生

レ
/

ナ
ガ
ラ
智
仁
勇

ヲ
兼
備

シ
〉

　

　

　

リ
ロ
ル
　
コ
マ
ナ
ン
パ
け

特

55

ー
6
1
4　

R

1

-
1

43

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
肇

4
-
14
　
　
f
-

通
俗
伊
蘇
普
物
語
　
無
盡
蔵
書

斎
主
人
訳
述
　

(
一
一
月
版
権
免

許
)
東
京
　

渡
辺
温
蔵
版

　

六
冊
　
木
版
和
装
　

序

.
口
絵

.肖
像

4

+
小
伝

・例
言

4
+
目
録

3

+
32
丁
、

二

目
録

2

+
27
丁
・

三
目
録

3

+

　

39
丁
、
四

目
録
2

+
27
丁
、

五
目
録

2
+
29
丁
、
六
目
録

2

+
28
丁
　
篁

村

・
暁
斎
挿
絵

〈
或
日
孤
葡
萄
園

に
は
い
り
。
赤
く
熟

せ
し
葡
萄

の
高
き
架
よ
り
披
飜
（
す
ず
な
り
）

に
/
さ
が
り
た
る
を
見
て

是

は
甘
さ
う

　

じ

ゃ
と
。
鼓
舌
を
し
て
賞
揚

て
。
幾
度
と
/
な
く
躍
上
り
踊
上
り
た
れ
ど
も
と
ど
か
ず
〉
　
特

40
-
１
３
７

　

R
1
ー

　
　
　
　
　
【
明
治
9
年
】

漢
訳
伊
蘇
普
譚
　
阿
部
弘
国
訓
点
　

(
一
〇
月
)
東
京
　
青
山
清
吉
出
版

(香
港
英
華
書
院
原
刻
)

　
木
版
和
装
23

㎝
　

序
2
+
伊
蘇
普
小
伝

1
+
目
次
2
+
30
丁
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〈

盤

古

ノ
初

メ
鳥

獣

皆

ナ
能

ク
言

フ
、

一
日
豺
ト
興

羊

同
シ
テ
？
ヲ
飲
ム
水
ヲ
、

豺
欲
ス
害
セ
ン
ト
/

其
羊
ヲ
〉

　

　

　

　

　

4
-
15

　

　

　

　

【
明

治

10
年

】

回
世

美

談

デ

ホ

ー
著

山

田
正
隆

訳

述

・
出

版

(十

一
月

板
権

免

許
、

二

一

一
年

一
月

、
三

一

一
年

三
月

、
四

一
〇

　
年
一
一

月

板
権

免

許
）

　

四
冊

　

活

版
和

装

16

㎝
・
19

㎝
　

凡

例

1

+
8

丁
、
二

11

丁
、
三

6
丁
、

四

5

丁

　

<

鉄

士

ノ
思

能

ク
金

石

ヲ
透

ス
ト
宜

ナ

ル
哉
？

ニ
英

国
貴

族

ノ

一
子

ナ

ル

「
ロ
ビ

ン
ソ

ン
、
狗

兒
僧
」

ト
〉

　

凡

例

に

て
六
〇

冊

予
告

。

二

は
杏

華

園

刊
行

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
特

43
-
８
１
９

　

R
-

　

　
　

　

【
明
治

11
年
】

龍
動
新
繁

昌
記
　
ジ

ョ
ン
・
マ
レ
イ
著
　
丹
羽
純

一
郎
訳
述
　
服
部
誠

一
校
閲
　

(四
月
)
東
京
　
高
橋
源
吾
郎
出
版

　
二
冊
　
木
版
和
装
　
序

(服
部
)
5
+
目
次

1
+
図
1
+
42
丁
、
二

目
次
1
+
図
1
葉

+
44
丁

　
〈
国

ノ
本

ハ
民

二
在
リ
民

ニ
ア
ツ
テ
而

シ
テ
後

チ
国
始

メ
/

テ
立

チ
政
始

メ
テ
行

ハ
ル
〉

　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　

特

70
-
79

　
題
箋

に
角

書

「英

国
」
あ
り

欧
洲
奇
事

花

柳
春
話

リ
ト

ン
著

丹
羽
純

一
郎
訳

服
部
誠

一
校
閲

(
一
〇
月
、
四

一
二
年

一
月
、
附
録
四
月
)
高
橋

R
-

434
446

393
460

 

R
l
L

源
吾
郎
出
版

五
冊

　
15

㎝
　

題

言
4
+
目
録
3
+
92
P
、
二
目
録

3
+
１
３
８
P
、
三

目
録
4
+
１
３
０
P
、
四
目
録
4
+
１
１
１
P
、
附
録

緒
言

2
+
目
録
3
+
77
P

〈
爰
ニ

説

キ
起

ス
話
柄

ハ
市
井

ヲ
距

ル

コ
ト
凡

ソ
四
里
許

ニ
シ
テ
一

ツ
/

ノ
荒
原

ア
リ
〉

特
１
３
５
９
４R
2
-
１

奇
話
欧
洲

　

　

【
明

治

12
年

】

奇
想
春

史

　

リ

ト

ン
著

　

丹

羽
純

一
郎

訳

　

服
部

誠

一
校

閲

　

(
六
月
、

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

,　,

三
冊
　
18

㎝
　
凡
例
4
+
目
録
3

+
１
１
６
P

三

一
三
年
三
月
)
高
橋
源
吾
郎
出
版

二

欠
三

目
録

2

+
１
１
６P

+
跋
語

(
リ

ト

ン
)
3
P
　

挿

画

12
葉

九

61
145

470534
226
299



⑨⑩⑪⑫

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

一
〇

　
ボ
ンベ
イ

〈
盆
伯

ノ
地
、
山
水
明
媚
、
地

ト
シ
テ
遊

ブ
可

カ
ラ
ザ

ル
ナ
ク
花
舞
柳
歌
、

日
ト

シ
テ
酔

フ
可
カ

ラ
サ
ル
ナ

シ
〉

破

損

の
た
め
、
初
編

の

一
部
を
国
立
国
語
研
究
所
本

に
て
補
充
。

特

22

-
643

西
洋
列
女
伝
　

ス
タ
ー
リ

ン
グ
著
　
宮
崎
嘉
国
訳
　
片

山
淳
吉
閲
　

(
一
一
月
)
東
京
　

石
川
治
兵
衛

(錦
森
堂
)
出
版

　
上
下

二
冊
　
木
版
和
装

22

㎝
　

緒
言

・目
録

4
+

口
絵

(銅

版
)
1

+
47
丁
、

(下
)
目
録

2
+
46
丁

　
〈
夫
れ
天

の
人

を
降
す

や
、

必
ず

之

に
賦
す

る
に
父

母
/

を
愛
敬

す

る
の
心

を
以

て
せ
ざ

る

ハ
な
し
〉

見
返
し
に
角
書

「
婦
女
必
読
」
あ
り

特

32

-
5

R
2
L

　
　
　

　
　
【
明
治
13
年
】

春
風
情
話
　

ス

コ
ッ
ト
著

　
橘

顕
三

(坪
内
逍

遙
)
訳
述

　

(四
月
)
東
京
　
中
島
精

一
出
版
　
<
未
所
蔵
〉

　
早
稲

田
大
学
演
劇
博
物
館

所
蔵
本
を
雄
松
堂

に
て
昭
和

五

三
年
復
刻
。

明
治
文
化

全
集
第

二
十

二
巻

に
翻
刻
。

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
レペ
ソ
ス
ウ
ロド

　
<
聞
道
、
往
昔

「
蘇
格
蘭
」
州

の
東
、
「
魯
西
安
」

の
山
陰

な
る
、

要
衝

の
地

に
、
「
烏

林

」

と
云

ふ

一
箇

の

絵本

堅
城
あ
り
〉

ガ
　
リ
　
パ
ル
ス
　
し
ま
め
ぐ
り

鵞
？
?

児
回
島
記

初
編
巻
之

一
小
人
国
之
部
　
斯
維
弗
的
著
　
片
山
平
三
郎

口
訳

京
　
稲

田
佐
吉

(薔
薇
樓
)
出
版

18

㎝
　

題
詞

2
P

+

口
絵

(彩
色
)
一
葉

+
序
7

+
凡
例
6

+

〈
小
生

の
父
は

ノ

ッ
チ

ン

ハ
ム
と

い
ふ
土
地

に
僅

か

の
家
屋

広
告

開
巻
驚
奇

口
に

「
第

二
大
人
国
之
部
」

ロ
ン
ド
ン
キ
　

ダ

ン

龍
動
奇
談
　

リ

ッ
ト

ン
著

18

㎝
　
序

(井
上

不
鳴
)
2
+
１
６
９

〈
？

ニ
説
起

ス

一
場

ノ
怪
談

の
予
告
あ
り

井
上
勤
訳
述

ｐ

223

P

R
2

543
354
410

 

　
　
　

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
所
蔵

九
岐
晰
筆
記
　

(八
月
)
東

宅

地

を

有

て

る
者

に
/

て

五
個

の
男

子

あ

り
〉

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

≧

(
=

月
)
徳
島
　
世
渡
谷
丈
吉
出
版

(大
阪

　
　
　
　
　
3
-
17

前
川
善
兵
衛
発
行
)

　

ワ
レ

ア

リ
余

一二

人

ノ
親

シ
キ
/
竹

馬

ノ
友

ア
リ

ケ

ル
ガ
頗

ル
博

学
多

識

ニ
シ
テ
就
中
/

理
論

ノ
学

ニ
通

ジ
平
生

ニ
天
地
間

ノ
理

ヲ
説

ク

コ
ト
/
詳

ラ
カ

ナ
レ
パ
〉

35
-
155

R
3
-
1

K
3
-
143
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1
6
1
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沿
革
奇
談

 
 
 
【
明
治
14
年
】

英
艸
紙
 

マ
ー

セ
ッ
ト
編

中
尾
氏
就
訳
述
・出
版
 
永
坂
秀
親
校
正
 
(三
月
)
東
京
 
丸
屋
善
七
発
兌

 
18

㎝
 

自
序
2
+
例
言
1
+
目
録
2
+
67
P

 
〈
絃

に
英
吉
利

国

ロ
ン
ド

ン
府

の
傍

に

「
ソ
ヒ
イ
」

と
云

へ
る
幼
き
娘
あ
/

り
〉
 

 
 

 
 
 

 
 
特

20
-
3
4
1

 

R
3
-
2
3
4

情
供
証
拠
誤
判
録
 

フ
ィ
リ

ッ
プ

ス
著
 
高
橋
健

三
訳
 

(八
月
)
司
法
省
蔵
版

 

17

㎝
 

例
言
2
+
目
次
3
+
叙
言
84
+
２
２
２
P

 

〈
距
今
凡

ソ
百
年
前
仏
蘭
西

ノ
首
府
巴
倫

セ
イ

ン
ド
、

ミ
カ

エ
ル
街

ノ
近
傍

二
住

シ
/

テ
商
廛

ヲ
設

ヶ
シ
老
媽

ア

 

リ
ケ
ル
カ
曾

テ

ヨ
リ
幾
多

ノ
金
円

ヲ
貯
蓄

シ
頗

ル
富
豪

ノ
聞

ヘ
ア
リ
〉

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 21
-
1
8
1
イ

 
Ｒ
3
-
4
6
0

天
路
歴
程
意
訳
 
〔
バ
ニ
ヤ

ン
著
〕 

佐
藤
喜
峰

訳
 

(八
月
)
東
京
 
中
田
道
之
助
出
版

 

木
版

和
装

23

㎝
 

題
辞

(小
川
義
綏
、
中
村
敬
宇
)
4
+
序

1
+
1
7
3
丁

 

〈
我
此
世

の
曠
野
を
行
不
計

一
ッ
の
穴
あ
る
と

こ
ろ
に
い
た
り
其
処

に
偃
臥
て
/
睡
り
し
か
バ

一
ッ
の
夢
を
み
た

 

り
〉

 

一
二
年

一
一
月
初
版
。
村
上
俊
吉
訳
の
加
筆
本
。
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7
-
80
 
R
3
-㎜

 
 
 
 
 

【
明
治
15
年
】

西
洋
夫
妻
事
情
 
ヂ

ッ
キ

ン
ス
著
 
加
勢
鶴
太
郎
訳
 

(五
月
)
東
京
 
兎
屋
誠
出
版

 

17

㎝
 

38
P
 

(目
次
ー

相

惚
夫
妻
、
懶
惰
夫
妻
、
野
合
夫
妻
、
貧
乏
夫
妻
、

い
さ
か
ひ
夫
婦
)

 

〈
世
に
相
惚
の
夫
婦
と
い
ふ
も
の
あ
り
是

ハ
い
か
な
る
も
の
ぞ
と
い
ハ
ん
に
相
惚
と

ハ
此
名
の
如
く
夫
/

ハ
其
妻

 

を
愛
し
婦
は
其
夫
を
敬
し
て
互
に
愛
恋
す
る
の
意
な
り
〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
所
蔵

印
度
？
覆
史
 
上
巻
 

マ
コ
ー
レ
ー
著
 
山
田
良
作
訳
・出
板
 
(五
月
板
権
免
許
)
博
聞
社
蔵
版

 

20

㎝
 
序
(小
幡
篤
次
郎
)
2
+
訳
者
序
14
+
地
図
1
枚
+
凡
例
1
+
1
1
8
P
+
誤
植
訂
正
2
P

 

〈
余
今
グ
レ
ー
グ
氏
編
纂
ノ
ヘ
ス
チ
ン
グ
ス
伝
記

ヲ
得
テ
其
ノ
人
物
ヲ
批
評
ス
ル
ニ
当
り
〉
 
 
 
 
 

23
ー
1
3
7

 

R
4
-
1

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
一



⑱⑲⑳⑳@

一
二

 

 
 
 

【
明
治

16
年
】

通
俗
泰
西
自
来

也
 

(原
名

ポ
ー

ル
、

ク
リ

ッ
フ
ー

ル
ド
) 

リ

ッ
ト

ン
著
 

(七
月
)
東
京
 
鈴
木
徳
輔

編
輯

.出
版

 

23

㎝
 

凡
例

1
+
10
丁
 
尾
形
月
耕
挿
絵

 
〈
水

ハ
方
円

の
器

に
従

ひ
、
人

ハ
善
悪

の
友

に
由

る
と
、
昔

の
人

の
云
/

ひ
け

ん
も
、

亦
強
ち

に
、
謳

ひ
が

た
か

 

る

ハ
、
爰

に
説
く
、

一
條

の
長
譚
/

を
見

て
も
、

知

る
に
足

ら
ん
〉

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 特

67
-
4
1
4

 
広
告

に

「第

二
巻
近
刻
」

と
あ

り

西
洋
珍
説

人
肉
質
入
裁
判
 
西
基
斯
比
耶
著
 
井
上
勤
訳
述
 

(
一
〇
月
)
東
京
 
長
島
永
豊
出
版

 
18

㎝
 

76
P
 
芳
宗
挿
絵

 
〈
話
説
す
伊
太
利
亜
国
の

「
ベ

ニ
ス
」
と
い

へ
る
所

に
其
名
を

「
サ
イ

ロ
ク
」
/
と
呼
る
高
利
の
金
貸
あ
り
〉

 
本
書

の
異
版
多
く

一
九
年
八
月
高
橋
種

(鶴
鳴
堂
)
翻
刻
版

の
序

に

「
此
書

の
原
版
者
版
権
を
所
有

せ
ざ

る
よ
り
人

 

々
競
ふ
て
之
を
翻
刻
す
る
既
に
数
次

に
及
べ
り
」
と
あ
り
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

31
-
2
8
1

英
国
魯
敏
孫
島
物
語
 
嘔
瑠
須
著
 
斎
藤
了
庵
訳
 
高
田
義
甫
校
 

(
一
〇
月
)
東
京
 
川
越
屋
松
次
郎
出
板

 
木
版
和
装
23

㎝
 

題
辞
1
+
和
蘭
訳
者
自
叙
2
+
31
丁
+
24
丁

通俗

R
4
-
63

R
4
-
4
2
3

①
魯
敏
孫
全
伝
の
改
題
本
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特
40
-
1
4
0

 

未
収
録

花
柳
春
話
 
牢
度
李
敦
著
 
織

田
純

一
郎
訳
述
 
(
一
一
月
、
四

一
七
年
九
月
)
東
京
 
阪
上
半
七
出
版

四
冊
19

㎝
 
叙

4
+
目
録
3
+
龍
動
略
説
1
+
挿
図
2
+
人
名
1
+
1
3
6
P
、
⇔
目
録
3
+
緒
言

(藤
西
真
之
)
1
+

挿
図
2
+
人
名
1
+
1
4
2
P
、
三

目
録
3
+
緒
言
・挿
図
・人
名
4
+
珊
P
、
四
目
録
4
+
1
9
0
P

〈
都
な
す
街
巷
を
距
る
こ
と
四
里
許
り
最
と
広
漠
な
る
荒
野
あ
り
〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
特

13
-
㎜
 

R
4
-
75
1
5
4
2
3
3
3
2
1

絶
世
奇
談

魯
敏
孫
漂
流
記
 
ヅ
｜

フ
ヲ
ー
著
 
井
上
勤

訳
 
坂
部
訓
正

校
訂
 

(
一
二
月
序
)
神
戸
 
長
尾
景
弼

(長
尾
商

店
)
出
版

(博
聞
社
蔵
版
)



2
3

⑳
2
4

㊧
2
5

⑳
2
6

20

㎝
 
正
誤
1
葉

+
序

(依
田
百
川
)
10
+
3
8
2
P
+
漂
流
記
著
者
ノ
伝
28
P
+
挿
図
14
葉

〈
予

ハ
紀
元

一
千
六
百
三
十
二
年
ヲ
以
テ
英
吉
利
国
ヨ
ー
ク
府

二
生

レ
タ
リ
然
レ
ド
元
ト
/
本
国
ノ
人
種

ニ
ハ
ア

ラ
ズ
〉
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

特
70
-
5
2
1

 
 
 
 
【
明
治
17
年
】

泰
西
舌
顧

春
窓
綺
話
 
服
部
誠

一
纂
述
 
出
版
 
(
一
月
)
東
京
 
阪
上
半
七
発
兌

二
冊

18

㎝
 

自
序

3
+
口
絵

2
+
目
次

2
(乱

丁
)
+
2
3
0
P
、
的
目
次
2
+
2
8
4
P
 
村

田
良
知
挿
絵

〈
世
人

ヨ
世
人

ハ
淡
靄
山

ヲ
罩

メ
テ
翠
黛
笑

フ
ガ
如

ク
軽
風
水

ヲ
払
/

テ
緑
波
媚
ビ

ン
ト
欲

シ
〉

原
訳
者

は
高

田
早
苗
、
坪
内
逍
遙
、
天
野
為
之

(柳

田
泉

に
よ
る
)

一
滴
千

R
5
1

特

13
5
7
6

R
5
3
3
4
4
5
8

憂
世
の
涕
涙
 

エ
ド
ワ
ー
ド
キ
ン
グ
著
 
宮
崎
夢
柳
演
義
 

(三
月
出
版
御
届
)
神
奈
川
県
府
中
 
渡

辺

壽

彦

(成
文
舎
)
編
輯

・出
版

三
冊
 
活
版
和
装

23

㎝
 

は
し
が
き

2
+
21
丁
、
二

21
丁
、
三

29
丁

〈
此
処

ハ
仏
蘭
西
伊
太
利

の
。
中

に
挾
ま
る
瑞
西
国
。
イ

ン
タ
ー
レ
ー
ク

ン
と
呼
び
傚

せ
る
。〉

政
党
余
談

特

4
0
1
3
9
Ｒ
5
2
3
1
2
6
8
3
0
2

春
鶯
囀
 
ビ
ー

コ
ン
ス
フ
ヰ
ー
ル
ド
著
 
関
直
彦
訳
述
 
福
地
桜
擬
閲
 

(三
月
、
二

四
月
、
三

六
月
、
四

九

月
)
東
京

 
関
直
彦

(橘
村
書
屋
)
・阪
上
半

七
出
版
 
村
田
良
知
挿
画

四
冊

18

㎝
 

自
序
5
+
ジ
ス
レ
イ
リ
略
伝

10

+
凡
例
2

+
題
画
4
+
目
録

3
+
2
5
9
P
、
二

序
1
+
画
4
+
目
録

4

+
2
3
5
P
、
三
序
1

+
人
名

1
+
画
4
+
目
録

5
+
2
4
3
P
、
四

序
2
+
画
2
+
目
録

3
+
2
5
0
P
、
挿
画
7
葉

〈
今

ハ
早

や
十

二
年

の
昔
と
な
り
ぬ
五
月
雨
の
天
晴
渡

る
朝

の
間

の
/
程

に
な

ん
聖

ゼ
イ

ム
ス
の
傍
な
る
兎
あ
る

邸

の
待
客
室

に
誘

ハ
れ
/

つ
ゝ
約
あ

る
人

の
今
や
出

で
来

ん
と
待
居

た
る

一
個

の
少
年
あ
り
〉

特

13
-
6
0
8

 

R
6
-
1
1
4
9
2
7
7
4
1
5

該
撒
奇
談91

自
由
太
刀
余
波
鋭
鋒
 
沙
比
阿
著
 
坪
内
雄
蔵
訳
・出
版
 
(五
月
)
東
京
・東
洋
館
書
店
発
兌

mC

題
言

(小
野
梓
)
3
+
塞
撒
奇
談
序

(依

田
百
川
)
6
+
附
言

2
+
目
次
2
+
3
0
4
P
+
題
該
撒
奇
談

3
P
 

挿

一
三



2
7
2
8
2
9
3
0

画

(渡
辺
省
亭
)
7
葉

〈
政

、

自

由

な

れ

ば

、

国

民

和

し
、

時

ん
バ
、
国
立
地

に
乱

る
て

ふ
〉

開
巻
悲
憤

【
明
治
18
年
】

が
い
せ
い
し

で
ん

慨
世
士
伝

(初
編
)

1
9

m

¶⊥

C

リ

ッ
ト

ン
著

国
民
和
す
れ
ば
国
治

る
、

坪
内
雄
蔵
翻
訳

一
人

国
を
私

し
/

て
、
文
を
舞

し
、

一
四

権
を
弄
す
る

特

13
5
7
9

(二
月
)
東
京
 
成
島
国
任
・間
野
秀
俊

(晩
青
堂
)
出
版

叙

(山

田
奠
南
)
4

+
は
し
が

き

19

+
目
次

3
+
3
7
9
P

〈
徒

に
す
ぎ

し
往
古
ぞ
忍
バ

る

ゝ
。

く
。
都

城

に
沿

ふ
て
流

る
れ
ど
も
。

広
告

に

「

印
度
征
略
史
開
巻

悲
憤

慨
世
士
伝

羅
馬

ハ
都

の
名

の
み

に
て
。

往

て
還
ら

ぬ
河
水

の
。

一
名
莉
園
自
偉
業
伝

原
名

ク
ラ
イ
ブ
公
伝

マ

コ
ー

レ

ー
著

加
藤
鎮
吉

(開
新

堂
)
・亀

井
忠

一
(三
省
堂
)
.

隊
姿
河
/

ハ
今
も

尚
。
溶

々
と

し
て
舊

の
ご
と

世

の
盛
衰

の
不
可
思
議
な
る
〉

下
巻
近
刻
」

と
あ

り
。

末
広
重
恭
訳
述
 
(九
月
)
東
京

大
平
俊
章

(
日
進
堂
)
出
版

18
c
m
1
8
6

P

(
9

～

14

、

17

～

24

、

31

～

38

、

59

～
1
0
2P

欠
)

⌒
鳴

呼
東
洋
印
度

二
於

テ

一
大
帝

国

ヲ
開

キ

タ
ル

ハ
何
人
ゾ
〉

英
国
名
士

回
天
綺
談

二
冊

18

㎝

法

典

41
P

、

加
藤
政
之
助
纂
訳
補
述
・出
版

(
一
〇
月
)
大
阪
 
岡
島
真
七
発
兌

序

(藤

田
鳴

鶴
、
尾
崎
行
雄
、
箕
浦

勝
人
)

4

1
0

2

石
川

貴

知

(桃
林
堂
)
.

10

+
自

序

6

+

目
録

4

+

ジ

ョ

ン
王
肖

像

(後
)
序

(栗
本
鋤
雲
、
矢

野
文
雄
)
9
+
目
録

(思
軒

埜
客
)
4
P

石
版
挿

画

10
葉

(広
告

で
は
12
葉
)

4
+
2
1
2
P

+
批
辞

(狷
堂
野

史
)
2

〈
方
今
領
地

ハ
五
大
洲
中

に
蔓
延
し
て
管
内
日
輪

の
没
す
る
時
な
く

百
般

の
事
、

精
を
極
め
妙
を
極

め
て
宇
内
万
邦

に
超
/
絶
し
〉

全
世
界

一
大
奇
書

原

名

ア

ラ
ピ

ア

ソ

ナ
イ

ト

政
治
風
俗
善
/

井
上
勤
訳
 
渡
辺
義
方
校
正

R
7
1
1

R
7

特

20

-
3
0
9
 

R
7
-
3
9
8

一
枚

+
1
5
4
+
大

+
書
回
天
綺
談
後

を
尽
し
美
を
尽
し
学
術
工
芸

33
-
28

R
8
i
30

(
一
一
月
別
製
)
東
京
 
大
野
堯
運



3
1
3
2
3
3

出
版
18

㎝
 
序

5
+
6
1
4
P

(
1
8
7
1
8
8

P
破
損
) 
挿

画
3
葉

〈
古
き
世

の
事

と
か
や
？

に
比
耳
斯
亜

の
国

は
世

々
の
国
王
其

の
威
権
を
振

ひ
四
/
隣
を
蠶
食

し
て
〉

諷
世
嘲
俗

繋
思
談
 
李
頓
著

尾
崎
庸
夫
訳

藤
田
茂
吉
佐
訳
纂
評

33
-
16

K
8
-
2
5
6

(
一
二
月
)
東
京
 
藤
田
茂
吉

(報
知
社
)
出
版

 

二
冊

18

㎝
 
序

(
一
六
居
士
)
6
+
叙

(藤

田
鳴
鶴
)
23
+
リ

ッ
ト

ン
肖
像

1
葉

+
小
伝

(藤

田
鳴
鶴
)
7
+
小
伝
名
称

 

備
考

4
+
例
言
4
+
目
録
7
+
5
1
3
P
+
正
誤
2
P
、
ビ
ゴ
ー
挿
画
8
葉
、
二
中
篇
叙

(鳴
鶴
)
18
+
目
録
6
+
4
6
5
P

 

+
後
序

(森

田
文
蔵
)
3
P
、
挿
画
4
葉

 

〈
英
国

エ
キ

ス

マ
ン
ダ

ム
邑

に
て

サ
ー
、
ピ
ー
タ
ー
、

チ
リ

ン
グ

リ
ー
と

い

へ
る
は
バ
/

ロ
子

ッ
ト
の
爵

を
有
し

 

勅
撰
学
士
会
員
？

に
考
古
学
会

の
会
員

に
て
相
当

の
土
地
/

を
も
有

し
〉

 

扉

に

「聞
天
櫻
叢
書
」
。
鼇
頭

に
藤

田
鳴
鶴
、
依

田
学
海

の
評
。
柳

田
説
で
は
朝
比
奈
知
泉
原
訳
。 
 

33
-
85
 

R
9
-
1
3
0
2

 
 
 
 
 
【
明
治

19
年
】

寿

其
徳
奇
談
 

ス

コ
ッ
ト
著
 
横
山
鉾

呂
久
抄
訳
 
デ

ニ
ン
グ
校
閲
 

(
一
月
再
版
、
初
版

一
八
年
一
一

月
)
東
京

 

内
田
彌
八
出
版

 

18

㎝
 
題
辞

2
+
序

(藤

田
鳴
鶴
、
デ

ニ
ン
グ
、
海
雲
漁
翁
)
7
+
自
序
8
+
凡
例
4
+
目
録

10
+
2
1
1
P
+
日
本
西

 
洋
諺

言
比
較

17
+
跋

8
+
正
誤
1
P
 
挿

画
3
葉

 
〈
鳴

呼
夫

レ
世

ト
シ
テ
盛
衰
栄
枯

ア
ラ
ザ

ル
ナ
ク
時

ト
シ
テ
変
遷
隆
/
汚

ア
ラ
ザ

ル
ナ
ク
国

ト
シ
テ
治
乱
興
亡

ア

ラ
ザ

ル

ナ

シ
〉

趣
向
ハ
沙
士
比
阿
の
肉

一
斤

文
章
は
柳
亭
種
彦
の
正
本
製

さ

く

ら

ど

き
ぜ
に
の
よ
の
な

か

何
桜
彼
桜
銭
世
中

雨
の
家
狸
遊
編
 
宇
田
川
文
海
閲

和
田
庄
蔵

(文
宝
堂
)
出
版

18

㎝
 

自
序
1

+
口
絵

5
+
1
8
0
P

(㎜
～
幽

頁
欠
番
)

旭
亭
芳
峯
挿
絵

 
 
 
 
 
 
 
 
 
特

13
5
2
0

(
一
月
)
中
村
善
兵
衛
編
輯

東
京

・

一
五

R
10
-
1



3
4
3
5

3
6
3
7

⑱

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
六

 
〈
何
桜
彼
桜
銭
の
世
な
り
け
り
何
時
は
あ
れ
ど
も
就
中
て
貴
銭
老
若
甲
も
乙
も
丙
に
は
居
れ
ぬ
桜
花
時
/
節
春
の

 
心
の
う
か
う
か
と
長
閑
け
か
ら
ぬ

ハ
人
の
み
か
狂
ふ
醐
蝶

に
揚
雲
雀
虱

で
さ

へ
も
上
這
の
〉
 
 
 
 

特
10
-
9
2
1

王
子
羅
世
拉
斯
伝
記
 
〔草
野
宜
隆
〕
訳
・出
版
 
(三
月
)
〔東
京
.野

口
愛

(奎
文
堂
)
売
捌
〕
(明
治
文
庫
所
蔵

に
ょ
る
)

 
18

㎝
 

76
P
(扉
・本
文
77
～
1
1
0
P
.奥
付
欠
)

 
〈
凡
そ
人
と
し
て
漫

に
虚
望
を
抱
き
逸
想
自
ら
楽
み
芳
年

の
志
願

ハ
歳
月

に
随
ひ
/
て
必
す
成
就
す
V

特
51
1
8
5
1

伊
曽
保
物
語
 
香
雲
散
人
記
 
大
久
保
常
吉
編
輯
 

(二
月
)
東
京
.和
田
篤
太
郎

(春
陽
堂
)
出
版

 
19

㎝
 
序
詞
2
＋
1
1
1
P
 
弘
才
挿
絵

 
〈
あ

る
川
の
ほ
と
り
に
。
牛

一
ぴ
き

こ
こ
か
し
こ
へ
。
え
じ
き
を
求
め
あ
り
き
侍
り
し
/

に
。
蛙

こ
れ
を
見
て
心

に
/
お
も
ふ
や
う
〉

し
ゆ
ん
じ
や
う
う
き
よ
の
ゆ
あ

春
情
浮
世
之
夢

R
10
-
1
4
9

R
10
-
2
4
1

特

-

-
42

R
1
0
2
7
5

欧
洲
戯
曲

ロ
ミ
ヨ
ー
ジ

ュ
リ
ー
の
劇
 
沙
士
比
阿

著
 
河
島
敬
蔵

翻
訳
 
滝
本
誠

一
校
訂
 

(五

 
月
)
和
歌
山
 
赤
城
友
次
郎
(耕
文
舎
)
出
版

 

19

㎝
 
扉

1
枚

+
題
辞

(菅
沼
政
経
)
3
+
序

(倉
田
績
)
3
+
緒
言
2
+
総
目
録
3
+
役
者
総
人
員
2
+
2
7
7
P
 
挿

 
画
8
葉

 
〈
実
に
や
浮
世

ハ
夢
の
夢
親
睦
す
ぎ
て
仇
敵
と
な
り
仇
敵
極
り
て
友
/
善
な
る
有
為
転
変

の
世
の
讐
〉

特

13
1
5
4
3

婦
人
地
球
週
遊
記
 
ブ

ラ
セ
ー
著
 
内
田
彌
八
訳
述

・出
版
 

(六
月
)
東
京
 
上
田
屋
発
兌

 

18

㎝
 
緒
言
4
+
16
P

 
〈
旭
影
輝
や
く
旗

ハ
英
吉
利
の
章
を
風

に
飜
が

へ
す
船

ハ
千
艘

二
千
艘
/
陸

に

ハ
夥
多

の
豪
商
大
佑
甍
を
?
ぺ
軒

 
を
連

ら
ね
軌
る
車

の
轄
/
と
轄
行
き
通
ふ
人
の
肩
と
肩
と
肩
を
?
ぶ
る
繁
栄
は
〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
34
-
1
2
4

泰
西
奇
談
 
冬
物
語

・
因
果
物
語
 

シ
エ
ー
キ
ス
ヒ
ー
ヤ
原
著
 
仁
田
桂
次
郎
訳
.出
版
 

(八
月
)
静
岡
仁
田
村

 

18

㎝
 
序

(藤
田
信
、
尾
崎
行
雄
)
5
+
序
7
+
凡
例
1
+
70
P

R
11
-
1

R
11
-
1
7
0



3
9
4
0
4
1

シ

シ

リ
ー

(冬
)
〈
往
昔
思
史
利

国

二
レ

ヲ
ン
テ

ス

列

恩
的

斯

王

ト
云

ヘ
ル

君
ア
リ
其

ノ
后

ハ
名

ヲ
辺
兇
密
温

ト
/
呼

べ
リ
〉

(因
)
〈
昔

シ
墺
斯
篤
利

亜
国

ノ
都
城
維
也
奈

二
寛
仁
大
度

ノ
君
侯
政

ヲ
活

メ
タ
リ
シ
カ
〉

沙
吉
比

亜
戯
曲

特

29

-
3
7
7
 

R
11
-
2
6
0

羅
馬
盛
衰
鑑
 
河
島
敬
蔵
・小
宮
山
天
香
戯
訳
 
上
田
捨
吉
編
輯
 
(九
月
)
大
阪
 
大
淵
浪
(駸

々
堂
本
店
)

出
版
19

㎝
 

題

字

例

言

(
天

香
)

 

7
ラ
ピ
ア
ス

(河
津
祐
之
、
土
居
通
豫
)
4
+
羅

馬
公
園
之
図

(銅
版
)
2
枚

+
序

(草
間
時
福
)
3
+
入
略
該
撒

の
劇

4
+
目
次

2
+
人
名

2
+
1
6
5
P
 

挿
画

(銅
版
)
2
枚

〈

弗

「
こ
り
や

三
英
双
美

小

説

そ
ち
な
ま
け
も
の
ど
も
と

汝
惰
漢
輩
疾
〈
此
処
を
立
去
ら
ず
や
汝

ハ
今
日
を
祭
日
/
な
り
と
思
う
や
〉

特

13
7
8
3

R
1
1
3
0
9

政
海

の
情
波

 
ピ
ー

コ
ン
ス
フ
ヰ
ル
ド
(俾

君
斯
裨
徳
)
著
 
渡
辺
治
訳
述
・発
行
 
市
東
謙
吉

筆

記
.校

(
)

○
月
、
二

一
二
月
、
三

二
〇
年

三
月
、
四

九
月
)
東
京
 

(発
兌
 
丸
善
書
店
、
博
聞
社
)

四
冊
19

㎝
 
肖
像

2
+
訳
例
2
+
人
物
案
内

4
+
自
叙
11
+
筆
記

の
体
裁

1
+
人
物
伝

34
+
目
録

4
+
2
8
8
P
+
正

誤

1
P
、
二
人
物
案
内

4
+
目
録

4
+
3
4
6
P
+
書
評

6
P
、
三
第
三
巻

の
批
評

(渡
辺
)
3
+
人
物
案
内
4
+
目
録

3
+
3
4
9
P
、
四

人
物
案
内

4
+
目
録

3
+
3
5
3
P
〔本
文
頁
付

は
通

し
〕

〈
折

り
し
も
夏

の
夕
な
り
甍
瓦
を
鑠
す
真

日
中

の
炎
威

は
消

え
て
尚
蒸
熱
く
夜
風
/

を
迎
ふ
る
頃
し
も
あ
れ
。

一

紳

士
正
服

に
上
衣
着
け

セ
ン
ト
。

ジ

ェ
ー

ム
ス
街
頭

の
/
倶
楽
部
館

よ
り
出
来

り
〉

第
四
巻

の
出
版
人
は
小
柳
津
要
人
。

草
葉

の
露

∩6

m
1
8

⊥

C

ブ

レ
ド

ン
女

史

原
著

 

ブ

ラ

ッ
ク

ロ
述

市
東
謙
吉
筆
記

・出
版

26
-52

R
12
i
1
8
4

(十
二
月
)
東
京
 
日
就
社
発
兌

序

(饗
庭
篁
村
、
春

の
舎
朧
)
6
+
自
序
2

+
例
言
2
+
目
録

2
+
1
0
9
P

(前
)
1
2
3
P

(後
)
 
挿
画

7

葉

(大

蘇
芳
年
)

〈
頃

し
も
弥
生

の
初

め

つ
か
た
只
あ

る
園
生

に
傍
徨

つ
ゝ
思
案

を
胸

に
奥
深
き

い
/

と
も
風
雅

の
離
れ
家

に
ま
だ

う
ら
若

き
美
婦
人
が
ピ

ア
ノ
を
奏
づ

る
あ
ざ
や
か
な

る
声
音
を
余
念
も
な
げ

に
聞
惚

た
る
紳
士
あ
り
〉
 

26
-
2
6
3

一
七

R
13
-
1
1
8
9

R
14
-
1



4
2

4
3

⑬
4

4
4
4
4

一
八

シ

ェ
キ

ス
ピ
ー
ヤ
筋
書

 

一
名
西
洋
歌
舞
伎
種
本
 
第

一
冊
 

シ

ェ
キ

ス
ピ

ー
ヤ
原
著

 
チ

ャ
ー

レ
ス

・
ラ

ム
翻
案

 
竹
内
余
所
次
郎

反
訳

・出
版
 

(
一
二
月
)
東
京
 
博
聞
社
、
辻
岡
文
助
発
兌

 
18

㎝
 

凡
例

2
+
39
P

〈
英
国
王

リ
ヤ
ー
と

い

へ
る
に
三
人

の
女
あ
り
長

ハ
ゴ
子

リ
ル
と

て
ア

ル
バ

ニ
ー
公

の
内
室
次

ハ
レ
ガ

ン
と

て

コ

 
ル
ン
ウ

ォ
ー
ル
公

の
内
室

な
り
し
が
其

次

ハ
コ
ル
デ

リ
ヤ
と
名

つ
け
年
尚

ほ
若
く
未

た
処
女

に
て
あ

り
し
か
バ
〉

広
告

に
、
第

二
冊

(
マ
ク
ベ

ス
)
第

三
冊

(
ア
ゼ

ン
ス
ノ
チ
モ

ン
)
第

四
冊

(
ロ
ミ

ョ
ー
及
ビ
ヂ

ュ
リ

エ
ッ
ト
)
第

五
冊

 

(
ハ
ム

レ

ツ

ト
)
第

六
冊

(
オ

セ

ル

ロ
)
の
予

告

あ

り
。

セ
キ

ス
ピ

ヤ
物

語

 

チ

ャ
ー

ル

ス

・
ラ

ム
著

 

品

田
太

吉

訳

・
出

版

 

(
一
二
月
)
東

京

 

18

㎝
 

序

(依

田
学
海

)
6

+
例

言

2

+
伝

記

16

+
目

次

1

+
2
0
1P
 

挿

画

(月

耕

、

国
泰

)
6
葉

〈

デ

ン

マ
ー

ク

国

の
王
妃

ガ

ル

ト

ル

ー
ド

は
国

王

ハ
ム

レ

ツ
ト

の
暴

に
崩

御

あ

り

し

に
因

り

て
〉

右

「
ハ
ム

レ

ッ
ト
太

子

復

讐

の
事

」

の
ほ

か

「
リ

ー

ア
王

の
事

」

「
ベ

ロ
ナ

ニ
才

子

の
事

」

「
マ

ク

ベ

事

」

「
シ

ム
ベ

リ

ン
王

の
事

」

「
ベ

ニ
ス
商

人

の
事

」

収

む

。

政
治
小
説
ば

い
ら

い
よ

く

ん

梅
蕾
余
薫

蘇
骨
土
著
 
牛
山
良
助
意
訳

太
郎
(春
陽
堂
出
版
)

特

52

-
2
0
0
 

R
14
-
1
3
6

ス

寡
位

の

26
2
7
0

R
1
4
1
6
3

跡
部
素
山
校
閲
 

(
一
二
月
、
後
編
二
〇
年
二
月
)
東
京
 
和

田
篤

前
後

二
冊

18

㎝
 

春
陽
堂
検
印

1
+
序

(服
部
撫
松
)
6
+
自

序

2
+
目
録

4

+
2
8
1
P

+
正
誤
3
P

(後
)
検

印

1
+

目
次

4
+
3
0
1
P

+
書
後

(素

山
)
2
P
 

挿

画

(岡
村
政

子
)
9
葉

〈
グ

レ
イ
ト
ブ
リ
テ

ン

大
布
列
？
の

一
洲

ハ
英

、
蘇
、
愛
、
威

の
四
島

よ
り
成

り
立

ち
た
る

一
箇

の
帝
国

に
し
/

て
国
域
甚

は
だ
広

か

ら
ず
と
雖
ど
も
庶
政
文
物
秩
然
と
し
て
整

の
ひ
人
民
太
は
/
だ
多

か
ら
ず
と
雖
ど
も
〉

b

天
路
歴
程

バ

ン
ヤ

ン
著

 
ホ
ワ
イ

ト
訳

19

㎝
 
3
3
2P
 

挿

図

12
葉

(出
版
月
不
記
)
倫
敦
聖
教
書
類
会
社
出
版

23
-
9

R
14
-
2
8
6
4
5
5



4
5
4
6
4
7

〈
我
れ
現
世

の
曠

野
を
辿
り
行
き
、
只
あ

る
洞
穴

の
邊

に
憩

ひ
ぬ
る
間
/

に
、
眠
気
催

ほ
し

つ
、
打
臥

せ
し
、
仮

寝

の
夢

に
、

一
箇

の
人
、
身

に
襤
褸
を
/
纒

ひ
、
手

に

一
巻

の
書

を
携

へ
、
背

に
重
荷
を
負
ひ
、
己
が
家
宅
を
背

け
/
て
佇
立
を
見
る
〉

な
お
、
同
書
第
三
版
も
同
文
庫
に
所
蔵
。
左
に
掲
ぐ
。

(二
六
年

一
二
月
)
東
京

基
督
教
書
類
会
社
出
版

明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
所
蔵

19

㎝
 

序

(
リ

チ

ャ
ー
ド
、

バ

ッ
バ

ー
ド
)
4

+
序

(高

橋

五
郎
)
4
+
肖

像

1
葉

+
目
次

4

+
3
4
2
P

+
基

督

教
書

類

会
社
書
目
2
8
＋

2
P
 

挿
画

(孤
芳
)
14
葉

内
容

は
初
版
と
変
ら
ぬ
と
思
わ
れ
る
が
、
本
文
注
が
頭
注
と
な

る

仇
結
奇

乃
赤
縄

【
明
治
20
年
】

ク

ロ

ス

ぺ
ー
パ

(定
価
総
金
巾

50
銭
、
紙
表
紙
40
銭
)

西
洋
娘
節
用
 

シ

エ
ク
ス
ヒ
ー
ア
著
 
木
下
新

三
郎
訳
 
依

田
百
川
閲
 

(
一
月
)
東
京
 
伊
藤
岩

次

郎

(誠

之
堂
)
出
版

18

㎝

序

(
依

田

百

川

、

春

の

屋

朧

)
8

+

跋

(
花

月

情

史

)
6

+

90

P

 

 

 

 

く 
 
う
 
 ㌧ム 
  
 
  
  
 
  
  
 
 レ
瞬
㌦
つ
≧
画 
  
 
  
  
』
し
」」 
ぐ

〈
昔
時
伊
太
利
国
部
侶
那
の

不

布
烈
及
び
紋
多
具

挿
画

(銅
版
)
1
葉

/
と

い

へ
る

ハ
誰
知

ら
ぬ
も

の
な
き
門
閥

の
も

の
に
し

て
/
土
地

の
二
大
豪
族
と

よ
バ
れ
け

る
が

い
か
な
る
こ
と
の
/
間
違

に
や
〉

文
学
小
説

連
理
談

リ

ヅ
ト
ン
著
 
服
部
撫
松
纂
述
 

(二
月
)
東
京
 
小
林
喜
右
衛
門

(仙
鶴
堂
)
出
版

25
2
6
3

R
1
5
1

18

㎝
 
序

(矢
野
文
雄
)
3
+
緒
言

3
+
目
次

2
+

口
絵

2
枚

+
1
6
1
P
 
挿
画
1
枚

く
凡
そ
人

の

一
生

に
は
苦

み
あ
れ
ば
楽

み
あ
り
悲

み
も
あ
れ
ぽ
憾

み
も
あ
り
万
事
/
意

の
如
く
な
ら
ざ

る
は
浮
世

の
常
な
れ
ど
も
佳

人
才
子

の
間
に
障
碍

の
遮

る
あ
/
り
て
遇
ひ
難
き
ほ
と
憾
み
の
大
な
る
も
の
は
〉

尾
題

に

「
文
学
小
説

連
理
談
上
篇
終
」
と
あ
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方
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/
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収
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友
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○
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空
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史
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葉
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迷
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烈
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濤
生

訳
)
93
〇
懺
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○
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○
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翻
案
)
1
3
1
〇
落

武
者

(湖
処
子
)
1
4
3
○
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縁
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訳
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1
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0
○
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〈
伊
太
利
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ふ
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ざ
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弊
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ち
た
る
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と
伊
太
利

の
美

し
き
邦

土
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/

し
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闇
黒

に
せ
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制

の
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く
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始

め
て
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逝
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の
昼

の
光
徐
ろ

に
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け
来
れ
る

こ
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〉

人
肉
質
入
裁
判

法

庭

之
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9
c
m

【
明
治
25
年
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講
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録

磯
辺
弥
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郎
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述
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井
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閲
 
(
二
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訂
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堂
発
行
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1R
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十
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序
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篇
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大

意
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原

文
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釈
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控
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。
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レ
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ラ
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控
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シ

テ

御

座

リ
升
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/

其
方

ニ
ハ
頑
石

ノ
如
キ
無
情

ノ
敵
。
惻
隠

ノ
心

ヲ
発

ス
ル
能
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ザ
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〉
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が
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1
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泰
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助
訳
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(四
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京
都
 
河
合
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之
助
(文
港
堂
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発
行

〈

夫
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篇
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名
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沙
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案
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9
c
m
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1
3
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挿
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葉
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ノ
作
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第
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〉
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)
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中
村
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松
発
行
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-
2
1
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2
9
-
2
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〈
小
説

を
以
て
美
術
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唱

へ
。
真
理
を
発
見
す

る
能
力
あ
り
と
は
、
泰
西
著
作
家

の
見
識

に
て
。
政
治
/

に
ま
れ
、

法
律

に
ま
れ
、
経
済

に
ま
れ
。
宗
教

に
ま
れ
、

一
科
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門
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基
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〉
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合
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目
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挿

画

16
葉

〈
或
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飼
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居
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ま
ま
ろ

し

幻
影

2
3
c
m

〔
シ

ェ
イ

ク
ス
ピ

ア
作
品
翻
案
] 

宮
崎
湖
処
子
著
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京
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台
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舐

園
坊
を
擁
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て
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〉
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弗
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葉
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蓋
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踵
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岩
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滴
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に
追

ヒ
カ
ヶ
ル
人
タ
チ
〉

今
様
長
歌

【
明
治
27
年
】

湖
上
の
美
人

1
9
c
m

ス

コ
ッ
ト
著

 
塩
井
正
男
訳
述
 

(三
月
)
東
京
 
加
藤
鎮
告

(開
新
堂
書
店
)
発
行

自

序

8

十

こ
と
わ

り
が

き

4

+

ス

コ

ッ
ト
氏

の
伝

4

+
3
9
4
P

82

ー
1
8
9
 

R
3
4
-
4
2
8
(
左

)

〈

モ
ナ

ン
の
小
川
 
風
さ
え

て
 

光
り

い
ざ

よ
ふ
 
夕
月
夜
/
か
げ

の
な
が

る
ゝ
 

谷
水
を
 

の
み
て
あ
き
た
る

さ
を

し
か
の
/
床

は
か
な
た
の

千
人
会1
9
c
m

森
の
蔭

志
げ

る
は
し
ば
み
 
そ
の
下
に
〉

エ
ッ
ヂ
ウ
オ
ー
ス
著
 
森
田
思
軒
訳
 

(四
月
)
東
京
 
垣

田
純
朗

(民
友
社
)
発
行

目
次
2

+
2
8
0
P

(千

人
会
＝

60
P
)

72
-37

R
35
i

〈
ダ

ー
ビ

ー

の
邑

の
左

ダ

ー

レ
ー
林

に
至

る
途
上

に

一
軒

の
板

屋

あ

り
舊

と

モ
ー
リ

ス

ロ
ビ

ン
ソ

ン
な

る
者
/

の

栖
み
し
所
と
云
ふ
〉

『第

四
国
民
小
説
』
所
収
。

17
-
2
8
1R
35
-
2
1
2

目
次
-

千
人
会
○
何
処

に
?

(嵯
峨

の
や
主
人
)
R
35
-
2
4
6
○
籠

の
菊

(小
中
村
義

象
)
2
5
9
〇

七
株
松

(落
合
直
文
)
2
6
6
○
末
期

の
言

(驚
濤
生
訳
)
2
7
4
○

不
二

の
高
根

(麗
水
生
)
2
8
1
○
懺
悔

(秋
風
閣
主

人
)
2
8
6
○
家
妻

(ア
ー
ビ

ン
グ
著
、
湖
処
子
訳
)
2
9
6
○
白
薔
薇

(オ
リ
ー
ヴ
、

シ

ュ
ラ
イ
子

ル
著
、
画
湖
仙
史
訳
)
3
0
2

○
夏
休

(嵯
峨

の
や
主
人
)
3
0
5
○

田
家
新
年

(麗
水
生
)
3
1
8
○
物
語

の
物
語

(秋
山
生
訳
)
3
2
3
○
千
島
大
尉

(弦
斎
居
士
)

3
3
4

○
盲
新
婦

(槐
夢
南
柯
)
3
4
9

大
宝
窟

ハ
ッ
ガ
ー
ド
著
 
宮
井
安
吉
抄
訳
 

(五
月
、

二
九
年

一
一
月
合
本
)
東
京
 
大
橋
新
太
郎

(博
文
館
)
発
行

上
下
合
本

22
c
m

目

次

2

+
1
3
6十

(下

)
1
5
5
P

三
七



1
2
5

1
2
6

1
2
7

1
2
8

1
2
9

〈

こ
の
小
説

の
舞
台

は
、
雲

の
迷
ふ
て
ふ
亜
非
利
加

の
大
荒

漠
、

ー

ン

と

、

む
す
め
い
ち
だ
い

/

士

爵

ヘ

ン
リ

ー

、

カ

ー

チ

ス
、

嬢
一
代

(情
仇
新
伝
)

2
2
c
m

い
ず
れ

〔
ク

レ
イ
著

〕

三
八

主

役

は
斯

く

い
ふ

予

ア

ラ

ン
、

ク
オ

ー

タ

ー

メ

及
び
海
軍

の
尉
官

グ

ー
ド

の
三
人

に
て
〉

黒
岩
涙
香
訳
 
(六
月
)
東
京
 
町
田
宗
七
(扶
桑
堂
)
発
行

序

4
+

口
絵
1
葉

+
前
置

2
+
3
0
1
P

〈
敦

の
世
、

詩
人
的
英
雄

1
5
c
m

孰

の
時
代

に
も
、
其
時
代
第

一
の
豪
傑
あ

る
と
同
く

又
其
時
代
第

一
の
美
人
あ
/
り
〉

カ

ー
ラ
イ

ル
著

 
蘭
山
居
士
訳
述

 

(九
月
)
大
阪

緒

言

4

十
89
P

吉
岡
平
助
(吉
岡
書
店
)
発
行

〈
夫
れ
神
又
は
予
言
者
と
し
て
の
英
雄
は
上
古
草
莽

の
世
に
現
る
べ

べ
き
に
非
ず
〉

祝
ひ
歌

1
9
c
m

ヂ

ッ
ケ
ン
ズ
著
 
若
松
賎
子
訳
 

(
一
二
月
)
東
京

85

P

〈
十

二
月

の
廿
五
日
と

い
ふ
日
は
欧
米

で
は
大
切
な

日
で
、

人
が
正

月
を
ま

つ
と
同
じ

こ
と

で
ム

リ
升
〉

子
ル
ソ
ン
将
軍
伝
直
訳
註
釈

上
下
二
冊

1
9
c
m

き
も

の
に
/

特

8

-
1
0
4
 

R
35
-
3
7
1

特

8

-
88

 

R
36

-
1

て
近
古
開
進

の
世
に
復
た
出
づ

福
永
文
之
助
(警
醒
社
書
店
)
発
行

老
少

と
も
此

日
を
待
詫
/
び

る

こ
と

は
、

大
島
国
千
代
訳
述
 
(三
月
、
下

五
月
)
東
京

1
9
8

P

、

(
下

)
2
0
6
P

（ェ
ド

マ

ン
ド

及

ビ

カ

サ

リ

ン
子

ル

ソ

ン
ノ
息

子

ナ

ル
ホ

レ

シ

ヨ

71
-
2
5
3R
36
-
1
5
9

恰
度
日
本

特

10

-
3
6
3
 

R
36

-
2
1
0

金
刺
源
次
(金
刺
芳
流
堂
)
発
行

処

ノ

ル

フ
オ

ー

ク
州

ニ
於

テ

ノ

一
村

ナ

ル
バ

ー

ン

ハ
ム

ソ

ー
プ

ノ
僧

宅

ニ
於

テ
）

フ
レ
デ
リ

ッ
ク
大
王
論
直
訳
註
釈

刺
芳
流
堂
)
発
行

上
下
二
冊

1
9
c
m

ハ
其

レ

ニ
付

テ
彼

レ
ノ
父

ガ
教
僧
デ

ァ
リ
/

シ

麻
著
 
大
島
国
千
代
訳
述
 
(八
月
、
下

三
〇
年
六
月
)
東
京

1
2
4

P

、

(下
)
1
1
2
P

特

27

-
5
8
7
 

R
36
-
2
5
7
3
7
1

金
刺

源

次

(金



1
3
0

1
3
1

1
3
2

1
3
3

〈
「
ロ
ヒ

エ
ル
」

及

ビ

「
ホ

ー

ヘ
ン
リ
デ

ン
」

詩
集

ノ
著

者

ニ
因

テ
世

上

ニ
迄

紹

介

セ
ラ

レ
ア

ル
処
/

ノ
高

キ

名

誉

ヲ
有

ツ
処

ノ
此

ノ
書
籍

ハ
左
様

ニ
有
名

ナ
ル
緒
論

ニ
就
キ
全

ク
価
値

ナ
シ

ニ
ア
ラ
ヌ
〉

【
明
治
30
年
】

子
ル
ソ
ン
提
督
伝
直
訳
註
解

上
中
下
三
冊

1
9
c
m

2
6
5

P

、

特

27

-
5
8
8
 

R
36
-
4
9
0
5
6
9

松
尾
豊
文
訳
述
 

(七
月
、
中

三

一
年
六
月
、
下

一
〇
月
)
東
京

金
刺
源
次
発
行

(中

)
1
6
7
P

、

(下

)
1
8
5
P

〈

エ
ド

マ

ン
ド

及
ビ

カ

サ
リ

ン
子

ル

ソ

ン
ノ
息

子

ナ
ル

ホ

レ
シ

ヨ

ハ
、
其

レ

ニ
付

テ
彼

レ
ノ
父

ガ
教
/

僧

デ

ア
リ

シ
処

ノ
ノ

ル

フ
オ

ー

ク
州

ニ
於

テ

ノ

一
村

ナ

ル
バ

ー

ン

ハ
ム
、

ソ
ー
プ

ノ
僧

宅

ニ
於

テ
〉

ロ
ビ

ン
ソ
ン

ク

ル

ー

ソ

ー

絶
島
漂
流
記

上
中
下
合
本

2
3
c
m

高
橋
雄
峰
訳
述

特

27

-
5
8
6
 

R
37
-
1
1
4
1
2
3
7

(
一
〇
月
再
版
、

二
七
年
初
版
)
東
京
 
大
橋
新
太
郎

(博
文
館
)
発
行

口
絵

1
葉

+
例

言

2

+
目

次

8

+
1
8
0+
1
7
0+
1
4
0P

〈

余

は
千

六
百

三
十

二
年

ヨ
ー

ク
町

に
生

れ

た

る
も

の
。

父

は
素

と
ブ

レ
メ

ン
の
産

に
し

て
、
始

め

に

ヒ

ユ
ル
に

殖
民

し
た
/

る
外
国
人
な
り

し
も
、
現

に

ヨ
ー
ク
に
移
住

し
て
〉

マ

コ
ー

レ
ー
氏

1
8
c
m

【
明
治

31

年
】

ヘ
ス
チ
ン
ゲ

ス
伝
註
釈

緒
言
1

十
1
8
8
P

子
ル
ソ
ン
提
督
伝

佐
藤
鐘
太
郎
著

・発
行
 

(
一
月
)
静
岡

上
巻

(翻
訳
全
書
第
四
編
)

都
 
河
井
卯
之
助
(文
港
堂
)
発
行

1
9
c
m

緒
言
9

十
1
2
6
P

〈

エ
ド

マ

ン
ド

、

エ

ン

ド

及

カ

ザ

リ

ン
、

77
-
53

R
37
-
3
3
4

-最

モ
読

者

ノ
希
望

ニ
適

ス

ル
ナ

ラ

ン
ト
〉

1
2
9
-

84
 

R
38
,
99

(左

)

〔
サ
ー
ゼ
イ
著
〕 
新
宮
寸
鉄
訳
述
 
新
井
清
彦
校
閲
 
(三
月
)
京

子

ル
ソ
ソ
ノ
子

ホ
レ
ー
シ
オ

ハ
千

七
百
五
十
八
年
/
九
月
十
七
日

ノ
ー

三
九



1
3
4

1
3
5

1
3
6

1
3
7

フ

ォ

ル

ク
州

ノ

一
村

バ

ー

ハ
ム
、

広
告

に

「
子

ル
ソ
ン
提
督
伝

英
雄
論

2
2
c
m

ソ

ー

プ
ノ
牧

師

ノ
住
宅

ニ
生

レ

シ
ガ
》

下

一
冊
 

印
刷
中
」

と
あ
り
。

ヵ
ー
ラ
イ

ル
著

 
土
井
林
吉
訳

(五
月
)
東
京
 
和
田
篤
太
郎
(春
陽
堂
)
発
行

序

1
+
例
言

2
+
目
録

1
+
3
0
4
P

+
略
註
7

+
小
伝

4
+
正
誤
2
P

〈
偉
人
世
上
に
出
現
の
状
如
何
、
其
世
界
史
上

に
於
け
る
形
跡
如
何
、

し
て
何

の
功
績
を
挙
げ
た
る
〉

ロ
ビ
ン
ソ

ン
ク
ル
ー
ソ
ー
伝
直
訳
註
釈

1
9
c
m

2
2
3

P

〈
余

ハ
一
千
六
百
三
十
二
年

松
尾
豊
文
訳
述

「
ヨ
ー

ク
」

市

ニ
生

レ

シ
、

レ
サ
ル

ハ
余

ハ
頭
脳

ハ
頗

ル
早

ク
漫
遊

ノ
思
想

ヲ
以

劔
侠

小

説

劔
侠

2
3
c
m

【
明
治
32
年
】

ホ

ー
プ

著

後
編

(
七

月
)

四
〇

76
-
1
3
5R
38
-
1
0
0

人
彼

に
関

し
て
何

を
か
思

へ
/

る
、
彼
果

金
刺
源
次
(金
刺
芳
流
堂
)
発
行

79
-
62

R
38
-
1
7
9

家
族

ノ
第

三
子
デ
而

シ
テ
何

ノ
職
業

ニ
モ
/
教
養

セ
ラ

テ
充

タ
サ

ル
ベ
ク
始

メ
シ
〉

森
鎧
峰

訳

・発

行
 

(
一
一
月
)
東
京

ホ

ー
プ

著

森
鎧
峰
訳
 
(三
四
年

一
〇
月
)
東
京

序

2

+

口
絵

1
葉

+
3
3
7P
、

綾
部
喜
久
二
発
行

(後
)
口
絵

1
葉

+
原
著
者

の
書

簡
1

〈
『
子

1
次
郎

さ

ん
、
貴

郎
も
何

か
斯

う
、

す

。
』
/

『
ナ

ニ
僕

で
す

か

、
別】

広
告

に

「

英
雄
崇
拝
論

1
9
c
m

小

説

劔
侠

続
編

【
明
治

33
年
】

+
前
篇

の
梗
概

4
+
2
4
0
P

定

ま

つ
た
お
仕
事

を
遊
ば

す
様

に
為
す

つ
て

は
、
/

・

ー
に
為
な
く

つ
て
も

可

い
で
す

ナ
〉

カ

ー

ラ
イ

ル
著

近

刊

(印
刷
中
)
」

と
あ

り
。

住
谷
天
来
訳
述

自
序

4
+

言
志

一
束

5
+
目
録

2

+
3
8
7
P

(
一
〇

月
)
東
京

特

27

-
5
8
9
 

R
38

-
3
4
4

年
峰
画

如
何

で
御
座
い
ま

福
永
文
之
助
(警
醒
社
書
店
)発
行

86
-
49

R
39
i
1
7
9



1
3
8

〈
余
輩

は
敢

て
?

に
少

し
く
偉

人

の
事
を
論
及

し
、
其
人
間
界

に
現
は
れ

し
状
、
其
世
界
史

に
呈

せ
し
態
、

人
の
之
に
対
す
る
観
念
、
及
其
成
果
せ
る
功
業
-

等
を
講
述
す
る
所
あ
ら
ん
と
す
<

奇
中奇
談

1
3
9

1
4
0

1
4
1

幽
霊
塔
【
明
治

34
年
】

ベ

ン
ヂ

ス

ン
著

(扶
桑
堂
)
発
行

三
冊

2
2
c
m

/
世

8
8
-
3
0

野
田
良
吉
訳
 
黒
岩
涙
香
閲
 
(
一
月
、
後
五
月
、
続
九
月
)
東
京
 
町
田
浜
雄

前
置

(ベ

ン
ヂ

ス
ン
夫
人
)

絵
1
葉
+
2
2
9
P
 
永
洗
画

〈
『
有
名
な
幽
霊
塔
が
売
物
に
出
た
ぜ
、

に
、
直

に
買
取

る
気
を
起

し
た
の
は
、

白
梅
嬢

小

頭註

(英
文
学
研
究
第

一
冊
)

山
県
操
(内
外
出
版
協
会
)
発
行

1
9
c
m

2

+
序

2

+

口
絵

1
葉

+
2
4
0P
、

(後

編
)
口
絵

1
葉

+
2
2
6P
、

(続
編
)
口

新
聞

の
広
告

に
も
見
え
て
居

る
』
と
、
未
だ
/
多
く

の
人
が
噂

せ

ぬ
中

検
事
総
長
を
辞
し
て
/
閑
散
に
世
を
送
て
居
る
叔
父
〉

90
-
19

R

サ

ッ
カ

レ
ー
著

 
山
県

五
十
雄
訳
註
 

(九
月
)
東
京
 
内
田
正
義

(言
文
社
)
、

は

し
が

き

2

十
39

P

+

(左
開

)
肖
像

1
葉

+
英

文

28
P

+
小
伝

6

+
註

釈

18

P

〈
『
で
は
お
前
、

ス
ト
ラ
ス
ブ

ル
グ

へ
上

つ
て
学
問
修
業
を
積
む
が

よ
い
神
様

は

当

つ
て
お
前

に
牧
師

の
任
を
授
け
ら
れ

た
の
で
あ

つ
て
、

【
明
治

35
年
】

雪
崩
と
百
合

1
9
c
m

(
エ

リ

オ

ッ

ト

の

『
ロ

モ

ラ

』
の
梗

概

)

緒
言

9
+
目
次

3
+
1
9
4
P

フ

ロ
ー

レ

ン

ス

〈
伊
太
利

の
芙
郎
蓮
西

に
て
、

た
し
か
に
此
騒
が

し

い
/
時

に

私
の
良
友

シ

ュ
ナ
イ
デ

ル
が
〉

R
39
-
3
1
3

40
-
1
1
3
3
2
6
21

3
9
-
2
9
4

R
40
-
3
8
4

富
永
蕃
江
稿
 
(五
月
)
東
京
 
渡
辺
為
蔵

(民
友
社
)
発
行

今

は
漫
遊
者
も
あ
ま
り
立
ち
寄
ら

ぬ
辺
り
、

路

の
中
、
古
芙
郎
蓮
西

の
中

心
に
、

ク

リ
ス

マ
ス
力

ロ
ル

セ
ル
テ
の
開
舎
立
て
り
〉

ヂ

ッ
ケ
ン
ス
著

 
草
野
柴

二
訳
 

(六
月
)
仙
台

バ
デ
ア
の
/
背
後

せ
ま
き
街
道

の
迷

佐
野
養
治
(尚
文
館
)
発
行

96
-
57

R
41
-
1

四

一
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4
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1
4
3

1
4
4

1
4
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1
9
c
m

肖
像

1
葉

+
小
伝

3

十
自
序

2
+
附
言

1
+
正
誤
表

2

+
目
次

1
+
1
9
8
P

〈
偖

て
先

づ

、

マ
ア

レ

エ
は
死

ん

で
お

つ
た
。

そ
れ

は
毛
頭
疑

ひ
な

い
こ
と

で
、

具
屋
も
、
喪

主
も
衆

ン
な
其

の
死
亡
届

に
調
印

し
た
。

ろ
び
ん
そ
ん
く
る
ー
そ
ー2
2
c
m
第

一
編
 
鈴
木
虎
市
郎
編

ス

ク

ル
ー
ジ

四
二

寺

の
/

牧
師
も
、
書
記

も
、
葬

そ
/
れ
に
斯
固
陋
爺
が
調
印
し
た
〉

(八
月
)
東
京
 
石
川
栄
司
(育
成
会
)
発
行

作
者
紹
介

1
+
目
次

1
+
序

(佐

々
木
吉

三
郎
)
4
十
は
し
が
き

3
+
39
P

〈

い

つ
の
こ
ろ
で
あ
り
ま

し
た

の
か
知
り
ま
せ
ん
が
、

ー

ソ

ー
、

と

い

ふ
人

が
在

り

ま

し

た
〉

漂
流
者
と
野
蛮
人

1
9
c
m

デ

フ
ォ
ー
著
 
河
島
敬
蔵
註
釈

緒
言

2
+
英
文

55
+
註
釈

44
P

英

吉

利

の

ヨ
ー

ク
と

云

ふ
所

に
、

96
-
10

R
41
-
1
2
7

ロ
ビ

ン
/

ソ

ン
、

ク

ル

(九
月
)
大
阪

 
浜
本
伊
三
郎
(浜
本
明
昇
堂
)
発
行

特

52

-
6
8
8
 

R

41
-
2
3
8

〈
註
釈

・

五
艘

の
独
木
舟

(ウ

ッ
ホ
ブ
子
)
大
樹

の
樹

を
穿

ち
/
取

つ
た
る
舟
野
蛮

人
な

ど

の

海

上
を
往
来
す
る
と
き
に
用
/
ゆ
る
も
の
な
り
〉

三
人
令
嬢
 
附
夏
の
夜
の
夢

1
9
c
m

ラ
ム
著
 
河
島
敬
蔵
註
訳

緒
言
1
+
三
人
令
嬢

の
大
意
6

(九
月
)
大
阪
 
浜
本
伊
三
郎
発
行

+
夏

の
夜

の
夢
大
意
5

+
英
文

36
+
註
釈

43
P

〈

(三
人
)
英

国

の
王

リ
ァ
に
三
人

の
娘
あ

り
長
を
ゴ
ネ
リ

ル

へ
り
王
は
齢
ひ
八
旬
を
越

へ
政
治
に
倦
み
〉

〈

(夏

の
)
昔
時

ア
デ

ン
ス
国

に

一
の
厳

法
あ
り
女
子

に
し
て

死
刑
に
処
す
る
法

こ
れ
な
り
〉

英
国
の
義
士
 
猶
太
の
烈
女1
9
c
m
ス

コ
ッ
ト
著

 
河
島
敬
蔵
註
釈

緒
言

2
+
英
文

69

+
註
釈

49
P

1
3
9

ー
1
4
9
 

R
41
ー
3
3
5
(左

)

と

日
ひ
次
を

レ
ガ

ン
と

日
ひ
末

を
ゴ

ル
デ

リ
ア
と

日

父
が
定
め
た
る
男
子

に
嫁
す
る
/

こ
と
を
拒
む
者
を

(
一

一
月

)
大
阪

浜
本
伊
三
郎
発
行

1
3
9

ー
1
4
9
 

R
41
ー
3
9
0
(
左

)

〈
此
大
切
な
る
物
語
り
の
残
り
を
読
者
に
了
解

せ
し
む
る
に
は
/
あ

る
重
要
な
事
件
を
知
ら
す
た
め
二
三
ペ
ー
ジ
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4
6

1
4
7

1
4
8

1
4
8

b

の
余
地
を
割
/
て
後

に
溯
ら
ざ
る
を
得
ず
〉

捧
腹
絶
倒
と
む
そ
ん
て
い

ク

リ

ス

マ

ス

富
村
邸
の
基
督
降
誕
祭

2
0
c
m

ト

ロ

ゝ

ー

プ

著

目
次

1
十
凡
例
1
十
1
2
5
P

深
沢
由
次
郎
訳
 

(
一
二
月
)
東
京

1
3
9

1
1
4
9
 
R
4
1

-
4
5
6
(
左

)

長
井
庄
吉

(太
平
洋
館
)
発
行

〈
千

八
百

七
十
…
…
年

の
基
督
降
誕
祭

日
の
寒

か

っ
た
の
は
誰
し
も
覚

え
て
居

ら
/

う
〉

失
楽
園
物
語2
2
c
m

【
明
治
36
年
】

(通
俗
世
界
文
学
第

一
編
)

繁
野
天
来
編
 
坪
内
逍
遙
閲
 
(
二
月
)
東
京

口
絵

1
葉

十
序

(坪
内
)
2
+
挿
画

に
つ
き

て

〈
太
古
、

日
月
未
だ
形
を
成
さ
ゞ

り
し
前
、

八
百
萬

の
天
使
達
を
ば
、

沙
翁
物
語

・
目
次

2
十
大

魔

王

(詩
)
6

+
1
2
4P

冨
山
房
発
行

挿
画
7
葉

81
7
3
8

R
41
-
4
5
7

天
国

の
主
た
る
造
化

の
大
神
俄

に
思
/

ひ
立
た
し

ゝ

一
大
事

あ
り

て
、

天
津
高
御
座
の
御
前

に
/
呼
び
集
め
さ
せ
給
ふ
〉

マ
ク

ベ
ス
外

二
篇

嘉
治
馬
(冨
山
房
)
発
行

2
3
c
m

(通
俗
世
界
文
学
第
二
編
) 

杉
谷
代
水
編
 
坪
内
逍
遙
閲

41
-
1
0
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-
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(三
月
)
東
京
 
坂
本

目

次

2

十

シ

エ
ー

ク

ス
ピ

ヤ

の
像

1
葉

+
m

P

十

は

し
が

き

2

+
挿
絵

に

つ
い
て
5

P

挿

画
7
葉

〈

(
マ
ク
ベ

ス
)
英
吉
利
国

の
北
部
蘇
格
蘭

の
聯
邦

を
統
治
す

る
ダ

ン
カ

ン
王

の
親
族

に
/

マ
ク
ベ
ス
と

い
ふ
〉

〈

(あ

ら
し
)
四
面
渺

々
と

し
て
見
渡
す
限

り
雲
も
濤
と

の
連
れ

る
大
海
原

の
離
/
れ
小
島

に
、

白
髪
白
鬚
髯
〉

〈

(第
十

二
夜
)
小
亜
細
亜

サ
イ
プ

ラ
ス
島

な
る

メ
ツ
サ
リ
ヤ
の

一
良
家

に
男
女

の
/
双
生
児
が
〉

聖
人
か
盗
賊
か

2
2
c
m

リ

ッ
ト

ン
著
 
原
余
三
郎
著
述

(七
月
四
版
、
初
版

三
月
)
東
京

口
絵

・献
辞

2
十
ア
ー
ジ

ン
阿
羅

図

(安
藤
仲
大
郎
)

(下
)
本
書
後
篇
発
梓

の
折

に
2
十

口
絵
1
葉

十

〈
渠

!
/
渠

は
齢

の
頃

三
十
六
七
歳

に
も
や
、

か
れ

序
執
筆
者
-

矢
野
龍
渓
、
森
林
太
郎
、

41
-
1
0
9R
42
-
81

龍
川
民
治
郎
(今
古
堂
)
出
版

1
葉

+
序

40

+
緒

言

6

+
目
次

2
十
2
0
8P

十
批

評

8
P

序

30

+
緒
言

6

+
目
次

2

+
1
8
5
P

+
跋

4

+
批

評

12
P

躯

は
繊
く
姿

は
嫋
か
な
り
、
然
れ
も
四
肢
恰
好
/

せ
り
〉

学
海
居
士
、
寧
斎
主
人
、
徳
富
蘇
峰
、
竹
越
与

三
郎
、
黒
岩
涙
香
、
佐

四
三
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4
9

1
5
0

1
5
1

1
5
2

々
醒
雪
、
饗
庭
篁
村
、
須
藤
南

翠
、
右

田
寅
彦
、

長
谷
川
天
渓
、
螽
湖
、
角

田
桜
?
、
正
木

照
蔵
、

み
さ
を
物
語

1
9
c
m

ラ
ム
著
 
田
中
酉
熊
訳
註

四
四

巌
谷
小
波
、
大

町
桂
月
、
後
藤
宙
之
助
、
泉
鏡
花
、
菊
地
幽
芳
、

遅
塚
麗
水
。

？
外
記
念
本
郷
図
書
館

・
三
康
図
書
館

(九
月
)
田
村
奈
良
吉
発
行
(英
学
新
誌
社
蔵
版
)

は
し
が

き

6

+
1
5
0P

(
み

さ

を
物

語

11

28

P
)
、

(
左
)
英

文

(
み
)
13

十

(雪

)
26

+

(旅

)
36

P

ま

ひ
る

〈
時

は
亭
午
、

あ
づ
ま
や

一
日
中

の
暑

さ
盛

り

で
あ

つ
た
。

き
涼
亭

の
中
で
糸
を
紡

い
で
ゐ
た
〉

併
録
作
品
目
次
―

英
文
訳
註

世
捨
人

1
9
c
m

賎

し
か
ら

ぬ
素

性
と
み
え
し

一
/

人

の
老
媼
が

、
家

の
戸

に
近

み
さ

を

物

語

○

雪

人

形

(
ホ

ー

ソ

ル

ン
)
R

42
-
1
8
1
○
旅

役

者

(ヂ

ョ
ー
ヂ

、

サ

ン
ド
)
2
0
4

ス
テ
ィ
ヴ
ン
ソ
ン
作
 
戸
川
秋
骨
訳
 
(四
月
)
東
京
 
田
村
奈
良
吉

(英
学
新
誌
社
)
発
行

は

し
が

き

2

+
小

伝

7

+

(
世
)
72

+

(
一
)
54

P

(
左
)
英

文

(
世
)
41

十

(
一
)
32

P

96
3
3
3

R
42
-
1
6
1

〈

(世

捨
人
)
ウ
イ

ル
が
其
養
父
母
と
共

に
住

へ
り

し
水
車

場

は
松

の
森
と
大
山
と

の
間

の
下
/

り
坂

に
な
れ

る
谷

間

に
あ

り
き
〉

1
3
9

-
2
6
2R
42
-
2
9
3

〈

(
一
夜

の
宿

り
)
千

四
百

五
十

六
年
十

一
月

の
末

の
事

な
り
き
雪

は
小

や
み
な
く
烈

し
く
降
り

し
/
き

り
て
巴
里

の
町
を
覆

ひ
、
或

は
時

に
吹
き
く

る

一
陣

の
風

に
吹
雪
と
散
り
〉

婿
選
び

(英
文
学
研
究
第
五
冊
)

会
)
、
内

田
正
義

(言
文
社
)
発
行

1
9
c
m

1
3
9

-
2
6
2
R
42
-
3
3
6

ヂ

ッ
ケ
ン
ス
著

山
県
五
十
雄
訳
註

(五
月
)
東
京

山
県
操

(内
外
出

版

協

読
者
諸

君

へ
2
十
33
P
、

(左
)
肖
像

1
葉

+
英

文

24
十
小
伝

7

+
註
訳

16
P

あ
な
に

〈
『
真
実

に
良
人
彼

の
人
は
此
前

の
集
会

の
晩
に
そ
れ
は
そ
れ
は
お
照
の
/
機
嫌
を
取

つ
た
の
で

す

よ
』
と
丸
田

お
く
さ
ん

の
内
君

は
、

一
日
働

い
て
/

帰

つ
て
か
ら
、
今

し
も
頭

の
上

に
絹

の
手
巾
を
被

せ
〉

二
人
女
王2
2
c
m
ハ
ッ
ガ

ー
ド
著

 
菊
地
幽
芳
訳

述

(五
月
)
東
京
 
菊
地
む
め
(春
陽
堂
)
発
行

は
し
が
き

ー
P

十

口
絵

(彩
色
)
2
葉

+
3
2
3
P

1
3
9
-
2
9
4

R
42
-
4
1
0



1
5
3

1
5
4

1
5
5

1
5
6

〈
わ
が
愛

児
を
失

ひ
て
よ
り

二
週
間
後

の
事

な
り
き
、
余

は
総

て
此
世

の
望
み
を
奪

ひ
去
ら
れ
、

か
 
じ
 
え
ん
り

う

ど

な
す
事
も
無
く

し
て
、

一
夕
居
屋

に
煙
草

を
喫

し
居
た
る
に
、
折

し
も
蒼
友
加
治
遠
里
氏
と
宇
土
大
尉
と
訪
ず

れ
〉

ゼ

、

マ
ー

チ

ヤ

ン
ト

、

オ
ブ

、

ヴ

エ

ニ
ス

(服
部
書
店
)
発
行
 

(川
上

一
座
上
演
)

8

m

ー
ム

C

74
-
2
9
9

R
43
i

シ
エ
ー
キ

ス
ピ
ヤ
著
 
土
肥
春
曙
訳
述
 

(六
月
)
東
京
 
服
部
国
太
郎

は

し
が

き

ー

+
登

場

人
物

1

十
41
P

〈
公
爵

 
ア

ン
ト

ニ
オ
は
出
頭

し
居

る
か
。
/

ア

ン
ト
 
出
頭
致

し
て
居
り
ま
す
。
/
公
爵

オ
、
慈
悲
憐
慈

な
ど
と

い
ふ
考

へ
は
兎

の
毛
程
も
有

ぬ
、
-
非
情

の
木
石
、
-
人
非
人

の
悪
魔
〉

ヴ

ィ

カ

ー

、

ヲ

ブ

、

ウ

ェ
ー

ク

フ

ィ

ー

ル

ド

(大
日
本
図
書
株
式
会
社
)
発
行

1
9
c
m

評
伝

12

十
人

物

1

+
目

次

3

十
4
6
4P

コ

レ

、

ア

ン

ト

ニ

97
-
17

R
43
-
1
7
2

ゴ
ー
ル
ド

ス
ミ
ス
著
 
浅
野
和
三
郎
訳
 

(七
月
)
東
京
 
宮
川
保
全

〈
妻
を
迎

へ
、

子
女
夥

多
生
ま
せ
、
そ
れ
を
立
派

に
育
て
あ
げ

る
勤
直
家

は
、
あ
/

の
独
身
生
活
を
し
て
、

は
た
ら
き
も

の

の
増
殖
を
如
何

に
せ
ん
、
な
ど

ゝ
歎
息

し
て
居

る
/
人
間
よ
り
は
、
ず

ッ
と
国
家

へ
の
奉

口
に
な
る
〉

沙
翁
物
語
 
ハ
ム
レ

ッ
ト
及

ヱ

ニ
ス
の
商
人

東
京
 
坂
本
嘉
治
馬
(冨
山
房
)
発
行

2
3
c
m

人

口

96
-
3
7
9
R
43
-
2
0
0

(世
界
通
俗
文
学
第
六
編
) 
中
島
孤
島
編
 
坪
内
逍
遙
閲
 
(八
月
)

ハ
ム

レ

ッ
ト
像

1
葉

十
序

2

+
目

次

2

+
1
2
0P

+

シ

ェ
ー

ク

ス
ピ

ヤ

の
生

涯

12
P
 

挿

画

6
葉

〈

(
ハ
)
月

は
氷

の
如
く
冴
え
渡

つ
て
、
水

の
や
う
な
空

の
色
、
寒
さ

は
泌

み
?

と
/
肌

に
迫

る
〉

41
-
1
0
9
R
43
-
4
4
5

〈
(ゴ
)
伊
太
利
ヱ

ニ
ス
の
港
が
、
世
界

の
商
権

を

一
手

に
握

つ
て
、
殷
富

の
名
/
天
下

に
轟
き
わ
た

つ
た
頃
、

の
土
地

で
も
有
名
な
高

利
貸

の

一
人

に
、
/

シ
ャ
イ

ロ
ッ
ク
と

い
ふ
猶
太
人
が
あ

つ
た
〉

沙
翁
悲
劇

ハ

ム

レ

ッ
ト

2
3
c
m

土
肥
春
曙
・
山
岸
荷
葉
著
 
(
一
〇
月
)
東
京
 
冨
山
房
発
行
(川
上
音
次
郎
興
業
権
所
有
)

写
真
1
葉

+
緒
言

(荷
葉
)
4
十
場
割

の
異
同
2
十
1
4
6
P

41
-
1
0
9R
43
-
4
9
0

四
五



四
六

1
5
7

〈
鷺
瀬
 
大
層

お
待

せ
し
て
失
礼

し
ま
し
た
。

さ
て
過

日
は
故
従

二
位
様

の
御
会
葬

、

の
御
婚
儀

に
就
き

ま
し
て
も
再
度
ま

で
も
〉

ゴ
ー
ル
ド

ス
ミ
ス

寒
村
行
 
(外
国
語
研
究
叢
書
) 
久
保
天
随
・天
野
淡
翠
共
訳

ま
た

こ
の
度
/

は
、
お
上

45

-
3
0
0
R

44
ー

(
一
〇
月
)
大
阪
 
福
岡
元
治
郎

(鐘
美
堂

本
店
)
、
東
京
 
中
村
芳
松

(鐘
美
堂
支
店
)
発
行1
7
c
m

緒

言

9

+
原
著

者

書

簡

3

+
77

P

+

ノ
ー

ト

ー5
P

〈
あ

は
れ
ゆ
か
し
き
オ
ー
バ

ン
の
/
野
中
の
村
を
恋
ひ
く
れ
ば
/
思
い
出
お
ほ
き
わ
が
身

か
な
〉

1
3
9

ー
3
8
7
 

R
44
-
1
5
9
(左

)

【
明
治

37
年
】

1
5
8

ス

コ

ッ
ト
湖
上
之
美
人
詳
解1
9
c
m
下
巻

(英
文
学
註
釈
第

一
巻
)

緒
言

2
+
1
1
3
P

(第

四
編
以
降
)

岡
村
愛
蔵
訳
述
・発
行
 

(三
月
)
東
京
 
三
省
堂

〈
恐
怖

の
中
よ
り

一
条
の
冀
望
が
湧
き
出
る
と
き
は
所
謂
対
比
に
由
り
て
非
常

の
愉
快
を
感
ず

る
も

の
な
り
〉

1
5
9

1
6
0

緒
言

に

「
昨
年
十

二
月
を
以
て
本
書
上
巻
を
発
行
す
る
や
」
と
あ
り

ア
ラ
ビ

ヤ
ン
ナ
イ

ト
物
語2
2
c
m

1
2
8

P

1
3
9

ー
4
0
8
 

R
44
-
2
2
3(左

)

第

一
編
 
深
沢
由
次
郎
訳
 

(四
月
)
東
京
 
長
井
庄
吉

(英
語
世
界
社
)
発
行

〈

サ
サ

ニ
ァ
王
朝
(
こ
は
古
代
の
波
斯
王
に
し
て
大
陸
及
び
諸
島
嶼
は
更

に
も
云
は
ず
、

殆
ど
支
那

に
至
る
迄
も
其
版
図
を
拡
張
せ
し
も

の
な
り
)
の
歴
史

に
依
れ
ば
〉

沙
翁
物
語
集

1
9
c
m

ガ

ン
ジ

ス
河
/
を
超

え
、

ラ
ム
著
 
小
松
武
治
訳
 

(六
月
)
東
京
 
日
高
藤
兵
衛

(日
高
有
隣
堂
)
発
行

自
序

4
+
原
序

6

+
序

4
+
序

(上

田
敏
)
３
＋

題

15

+
重
要

性
格

78
-
47

B
44
-
2
2
4

小
羊
物
語

に
題
す
十
句

(漱
石
)
4
+
目
次
2
十
3
6
6
P
+
解

一
般

18

+

ラ

ム
小

伝

9

+

シ

ェ
ー

ク

ス
ピ

ー

ヤ
小

伝

14
P

〈

(リ
ー

ア
王
物
語
)
昔

不
列
?

の
王

リ
ー
ア

に
三
人

の
娘
あ
り
け

り
〉

98
-
10

R
44
-
3
0
1

〈

(
オ

セ

ロ
物

語
)
以
太
利
国

ヴ

ェ
ロ
ナ
市

の
富
裕

な

る
元
老
議
官
ブ

ラ
バ

ン
シ
オ

の
娘

に
デ

ス
デ

モ
ナ
と
呼

ぶ
令



1
6
1

1
6
2

嬢
あ
り
け
り
〉

〈

(ロ

メ

オ

ジ

ュ
リ

エ

ヅ

ト

あ
り
け
り
〉

恋

物

語
)
昔

以
太

利

の
国

ヴ

ェ
ロ
ナ
市

に
、

キ

ャ
ピ

ュ
レ

ッ
ト
と

モ

ン
タ
ギ

ュ
ー
と

の
二
豪

/

族

〈

(
マ
ク
ベ

ス
物
語
)
温
和
な

る
ダ

ン
カ

ン
王

の
蘇
格
蘭

に
君
臨

し
給

ひ
け

る
時
、
諸
公

の
中

に

マ
ク
/

ベ

ス
公
と

呼

べ
る
人
あ

り
〉

〈

(
ハ
ム
レ

ッ
ト
物
語
)
丁
末

の
女
王
ガ
ー
ト
ル
ー
ト
は
、

ハ
ム
レ

ッ
ト
王
遽

か
に
崩
御
し
給

ひ
し
に
よ
り
て
〉

〈

(御
意

の
儘
物
語
)
仏
蘭
西
が
ま
だ
封
建
時
代

で
数
多

の
諸
侯
が
各
地

に
割
擦
し
〉

〈

(十

二
夜
物
語
)
セ
バ

ス
テ

ィ
ア

ン
と
其

の
妹

ヴ

ァ
イ
オ

ラ
と

は
メ

ッ
サ
リ
ナ
生
れ

の
双
生
児

の
〉

〈

(暴
風
雨
物
語
)
曾
て
或

る
離
れ
小
島
が
沖
中

に
ぽ

っ
ち
り

一
つ
あ
り
ま
し
て
、
プ

ロ
ス
ペ

ロ
と
/
云
ふ
老
人
と
、

ミ
ラ
ン
ダ
と
云
ふ
大
層
綺
麗

な
小
娘
と
〉

〈

(威
尼
斯
商
人
物
語
)
昔
猶
太
人

の
シ
ャ
イ

ロ
ッ
ク
と
呼
ぶ
高
利
貸
が
ヴ

ェ
ニ
ス
に
住

ん
で
い
て
〉

〈

(冬
物
語
)
昔

シ
ゝ
リ
ー
王

レ
オ

ン
テ

ィ
ー
ズ
と
容
色
美

は
し
く
淑
徳
人

に
優
れ
て
居

る
后
〉

カ
ー
ラ
イ
ル
英
雄
論
詳
解

1
9
c
m

解
説

4

十

62
P

醒
者
を

い
ふ
。

天
路
歴
程

本

田
増
次
郎
編
 

(
一
二
月
)
東
京

山
県
操
(内
外
出
版
協
会
)
発
行

の
意
で
、
天
命
/
を
承
け

て
之
を
人

に
告

ぐ

る
社
会

の
警

予
言
者
と
訳
す
れ
ど
も
ト
筮
家
が
身
/

の
上
を
占
ふ

の
と
違

っ
て
、
〉

バ
ン
ヤ

ン
著

 
池
享
吉
訳

督
教
書
類
会
社
)
発
行

正
続
二
冊

1
9
c
m

(
一
二
月
、
続

四
二
年

二
月
)
東
京

R
44
-
3
3
3

R
4
4
-
3
5
1

R
4
4
-
3
7
2

R
4
4
-
3
8
7

B
4
4
-
4
0
4

R
4
4
-
4
2
7

R
4
4
-
4
4
6

R
4
4
-
4
6
2

R
4
4
-
4
8
2

特

27
ー
9
8
4
 

R
45
-
39

(
左
)

ジ

ョ
ー

ジ

、

ブ

レ

ス

ウ

ェ

ー

ト

(基

目
次
2
十
挿
絵
目
次
2
+
由
来
並
緒
言
8
+
3
7
4
P

+
自
践

3
P
、

絵
目
次
1

十
2
8
1
P
 

挿
画

13
葉

(1
葉
欠
)

(続
)
緒
言

2
+
目
次
2
+
挿

四
七



四
八

〈
浮
世

の
曠
野

を
渡
り
行
き

て
、

唯
或

る
洞
穴

の
辺

り

に
休

ら
ひ
、
暫

し
身

を
/
横

た

へ
て
眠
る
程

に
、

一
と

つ

の
夢
を
夢
見
た
り
〉

98
-
55

R
45
-
40
2
4
9

【
明
治
38
年
】

1
6
3

訳註

失
楽
園

1
9
c
m

第

一
巻
 
ミ

ル
ト
ン
著
 
内
村
達
三
郎
訳
 

(六
月
)
東
京
 
田
中
源
三
郎

(有
楽
社
)
発
行

総

説

11

+
附

言

片

々
2

+
1
0
1P

+

48

+
英

文

26

P

〈
謳

へ
天
の
詩
神
よ
人
類
最
初
に
天
の
命
に
背
き
し
こ
と
を
/
又
は
神

に
禁
ぜ
ら
れ
た
る
あ
の
樹
の
菓
実

の
こ
と

1
6
4

を
〉

王
子
羅

世
刺
斯

伝
 
ジ

ォ
ン
ソ

ン
著

97

ー
2
7
9
 

R

46
ー
1
0
3
(
左

)

芝
野
六
助
訳
述
 
上
田
敏
校
閲
 
(六
月
)
東
京
 
宮
川
保
全

(大
日
本

図

書

株
式
会
社
)
発
行

1
9
c
m

序

詞

(上

田
)
9

+
自

序
4

+
目
次
5

+
2
2
4
P

〈
空
想
の
私
語
に
軽
信
し
て
耳
を
傾
け
、
浮
望

の
幻
影
を
熱
中
し
て
追
求
し
、
/
幼
年

の
約
束

は
必
ず
老
後

に
成

1
6
5

る
可
く
、
今

日

の
不
足

は
必
ず
明

日
に
与

へ
ら
/

る
可
し
と

予
期
す

る
者

は
〉

ウ

ォ
ル
ヅ
ヲ
ォ
ス
の
詩
 
浦
瀬
白
雨
訳

1
8
c
m

(七
月
)
東
京
 
平
山
勝
熊

(隆
文
館
)
発
行

序

(夏
目
金

之
助
)
2

+
は
し
が
き

2
+
小
伝

7
十
目
次

3

+
1
5
6
P

98
-
1
3
7R
46
-
1
0
4

〈

(と
は
の
命
)
牧
場
、
森
影
、
清
流
の
/
世
の
物
皆

は
幻
と
/
天
国
の
美
を
装
ひ

つ
つ
/
彩
り
し
日
も
あ
り
け
る

1
6
6

を
/
今
日
老

い
の
瀬

に
顧
み
れ
ぽ
/
物
象
と
は
に
栄
も
な
う
/
そ
の
か
み
の
香

は
失
せ
に
し
か
〉

テ

ニ
ソ
ン
の
詩
 
片
上
天
絃
訳

1
8
c
m

(
一
〇
月
)
東
京
 
平
山
勝
熊

(隆
文
館
)
発
行

書

簡

(坪
内
逍
遙
)
2

+
目
次
2

+
は
し
が
き

2
+
略
伝

8

+
1
6
6
P

98
-
1
5
1R
46
-
2
3
3

〈

(無
為

の
島
)
山
な
す
浪
は
た
ち
ま
ち
に
/
舟
を
岸
辺
に
近
づ
け
ん
/

つ
と
め
や
よ
」
と

ユ
リ
ゥ
ス
は
/
陸
を
さ

し
て
ぞ
叫
び
け
る
〉

98
-
2
0
1
R46
-
3
2
7



 
 
 
 
 
 
 

あ

と
が

き

 
水

は
方
円

の
器

に
従
う
と

い
う
。

こ
の
こ
と
は
、
祭
礼
や
儀
式

の
よ
う

に
、
形
式
が
そ
の
本
質
を
示
す
場
合
も
あ
る
。
明
治
期
日

本
人

の
精
神
領
域

を
見
定

め
る
た
め
に
、
「
明
治
期
翻
訳
文
学
書
全
集
」

と

い
う
器
を
用
意

し
て
み
た
。

こ
の
器
が
ど
れ
ほ
ど

明
治

期
日
本
人

の
精
神

の
形
を
見
定

め
る
の
に
役
立

つ
か
は
利
用
者
の
力
量
に
か
か
わ

っ
て

い
る
。
本
企
画
は
精
神

と
い
う
形
而
上
的
な

も

の
を
見
定

め
る
た
め
に

一
つ
の
形
を
与
え
、
そ
れ
の
精
細
さ
に
努
力

し
た
。
書
誌
と
は
そ

の
よ
う
な
行
為

の
こ
と
を

い
う
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

識
者
に
尋
ね
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 
 
 
 
 

*

 
書

誌
作
業
を

し

つ
つ
感

じ
た

こ
と
の

一
つ
は
、
当
時

の
翻
訳
者
が

こ
れ
ら
作
品

の
何

に
共
鳴

し
、
訳
述

の
業

に
携
わ

っ
た
の
か
、

と
い
う

こ
と
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
、

こ
れ
ら
訳
出

し
出
版

さ
れ

た
作
品

の
何

に
読
者

は
共
鳴

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

シ

ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
、
デ

フ

ォ
τ
、

ス
フ

ィ
フ
ト
、
デ

ィ
ケ

ン
ズ

の
作
品
な
ど
は
今

日
も
な
お
古
典
と
し
て
読

み

つ
が
れ
て

い
る
。

マ
コ
ー

レ
ー
、

カ

ー
ラ
イ

ル
、
デ

ィ
ズ

レ
ー
リ
、

リ

ッ
ト

ン
は
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
朝
興
隆
期
の
文
芸
を

リ
ー
ド
し
て

い

っ
た
文
学
者

で
あ
り
、
思
想
家
、

政
治
家

た
ち
で
あ
る
。

エ
ッ
ヂ

ワ
ー
ス
、

ウ
ー
ド
、

ウ
オ

ル
ト
ン
ら

の
作
品

は
今

日
読
者
を
失

っ
て
し
ま

っ
た
が
、
当
時
評
判
を
得

た
作
家

た
ち
で
あ
る
。
要
す

る
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
朝

の
同
時
代
文
学
を
ま
る
ご
と
輸

入
し
て

い
た
の
が
、

イ
ギ
リ

ス
文
学

に
関
す
る
翻

訳

の
現
状

で
あ

っ
た
。

一
つ

一
つ
の
作
品

へ
の
共
鳴
よ
り
先

に
大
英
帝
国
が
代
表

し
た
西
欧
文
明

へ
の
傾
倒
が

ま
ず
あ

っ
た

こ

と

は
、
誰
も
が
認

め
う

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

 
今

日
の
出
版
状
況

で
は
、
作
品
そ

の
も

の

へ
の
共
鳴
な
ど
な
く
と
も
、
興
味
本
位

で

一
過
性

の
も
の
で
あ
れ
、
販
売
上
有
望
と
な

れ
ば
依
頼
さ
れ
て
翻
訳
す
る

こ
と
は
い
く

ら
で
も
あ
る
。
黒
岩
涙

香
の
翻
訳

に
、
新
聞
経
営

の
必
要

上
、
多
少
そ

の
傾
向
が
あ

っ
た

四
九



五
〇

か
も

し
れ
な

い
が
、
明
治

期
翻
訳
文
学

の
大
方

は
そ
れ
と
ほ
ど
遠

い
。
節
度
あ

る
出
版
活
動
が
行
な

わ
れ

た
と
思

わ
れ
る
。

な
ぜ
な

ら
、
当
時

の
出
版
界

に
と
り
、
翻
訳
文
学
書

の
読
者

は
ま
だ
熟

成
し
て
お
ら
ず
、
作
品
そ

の
も

の
が
新

し

い
読
者

を
創

出
し
て

い

っ

た
時
代

だ

か
ら

で
あ
る
。

 

し
か
も
な
お
、
結
果

と
し
て
、
翻
訳
者

は
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
朝

の
同
時
代
文
学

を

(そ
れ
も
当
時
評
価

を
か
ち
え

た
作
品
が
中

心

で

あ

ろ
う
が
)

ま
る
ご
と
翻
訳

し
て
し
ま

っ
た
。

そ

の
よ
う

に
赴

い
て

い

っ
た
日
本
人

の
西
欧
文
明
観
、
価
値

の
基

準

の
移
行

は
、

そ

の
後

の
日
本

の
歩

み
の
中

で
ど

の
よ
う

に
固
定
化

し
、

あ
る

い
は
変
容

し
て

い

っ
た

の
か
。

 

ヴ

ィ
ク
ト
リ

ア
朝

の
同
時
代
文
学
が

ま
る
ご
と
輸

入
さ
れ

た
か
ら

と

い

っ
て
、

日
本
人
が
十
九
世

紀

の
イ
ギ

リ

ス
文
学

を
十

分

に

理
解

し
え
た
の
で
は
な

か

っ
た
こ
と
は
、

当
然

の
こ
と

で
あ

る
。

徳
川
幕
藩
体
制

の
秩
序

の
下

で
思
惟

し
て
き

た
日
本
人

に
と

り
、

西
欧
市
民
社
会
が
培

っ
て
き

た
秩
序

と
そ

の
思
惟
を
、

た
と

え
普
遍
的

な
も

の
が

双
方

に
存

し

た
と

し
て
も
、

一
朝

一
夕

に
転
移
す

る

こ
と

は
容
易

で
な

い
。

翻
訳
者

は
未
知
な

る
西
欧
社
会

と
人
間

と

の
関
係

を

(た
と
え
イ
ギ

リ

ス
の
土

地

に

一
時

滞
在

し
た
翻
訳

者

で
あ

ろ
う
と
)

日
本

の
社

会
と
人
間
と

の
関
係

か
ら
読

み
直

し
、
時

に
は
原
作

と
異
な

る
作
品
世
界

を
創
造

し
て
し
ま

っ
た
。

 

読
者

は
、
そ
れ

ら
作
品

を
西
欧

の
文
学
と

し
て
理
解

し
、
時

に
は
西
欧

の
現
実

と
理
解

し
て

い

っ
た
。

日
本

の
近
代

文
学
、

い
や

日
本

の
近
代
社
会
そ

の
も

の
が
、

そ
う
し
た
錯

誤

の
修
正
を
く
り
返

し

つ
つ
形

成
さ
れ

て

い

っ
た

こ
と

に
思

い
を
致

せ
ぽ
、
現
在

の

地
点

か
ら
そ
れ
ら

は
錯
誤

と
か
原
作

の
意

図
を
忠
実

に
反
映

し
て

い
な

い
と

い

っ
て
、
捨

て
去

る

こ
と

は
で
き

な

い
。

し
か
も
、
そ

れ
ら

は
今

日
の
わ
れ
わ
れ
を
形
成

し
て
き

た

(さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾

を
露

呈
し

は
じ

め
て

い
る
)

日
本
近
代
社
会

の
形
成

期

に
遭
遇

し

た
精
神
領
域

の
問
題

な

の
で
あ

る
。
翻
案
文
学
時
代

と
も
呼

ぶ
べ
き
明
治

五
年

か
ら
三
十

七
八
年
ま

で

の
明
治
期
翻

訳
文
学

を

一
区

切
り

に
概
括

し
た
理
由
も

こ
こ
あ

る
。

 
し

か
し
な
が
ら
、
西
欧
社
会

と
そ

の
文
学

へ
の
理
解

が
次
第

に
深

ま
り
、

英
文
学
等

へ
の
専
門
研

究
が
進
展
す

る
過

程

で
、

日
本

の
文
学

世
界

で
も
な

い
西
欧

の
文
学
世
界

で
も

な

い
明
治
期
翻
案
文

学

に
知
識
人

た
ち

は
当
惑

し
、

そ
れ

ら
を
文
化

の
後

進
性

と
理



解

し
て
い
く

こ
と
に
な

る
。
あ

た
か
も
泉
鏡
花

の
世
界
が
、
大
正
期

の
文
壇

で
否
定
さ
れ

て
い

っ
た
よ
う

に
。
そ

の
選
択

は
、
西
欧

近
代
社
会
を
創

出
し
て

い

っ
た
近
代
合
理
主
義
思
想

の

一
つ
の
帰
結
と
も

い
え
る
。
そ
し
て
、
そ

の
後

の
日
本
文
学

は
西
欧
を
内
蔵

さ

せ
て
し
ま
う

こ
と

に
よ
り
、
自

ら
の
文
学
世
界
を
確
立
し
よ
う
と
努

め
て
き

た
。
明
治
期
翻
訳
文
学

は
、
文
学
を
成
立

せ
し
め
る

社
会
的

成
熟

を
ま
だ
獲
得

し
て

い
な

い
時
代

の
、
近
代
化
過
程
に
お

い
て
日
本
人

の
内
的
世
界

の
分
裂
を
生

ん
だ

に
も

か

か

わ

ら

ず
、
厳

し

い
自

己
認
識

の
道

を
開

い
た
文
学
空
間
で
は
な
か

っ
た
ろ
う

か
。
翻
訳
者

た
ち
の
こ
れ
ら
作
品

へ
の
共
鳴
も
、
そ

の
辺

に

あ

っ
た

の
で
は
な
か

っ
た
ろ
う
か
。

そ

の
た
め
に
、

イ
ギ

リ
ス
の
同
時
代
文
学

で
評
判

に
な

っ
て

い
た
作
品
を
遍
歴
し

つ
づ
け
た
の

で
は
な

か

っ
た
か
と
考

え
る
。

 
 
 
 
 

*

 

文
学

の
範
疇
を
ど
の
よ
う

に
定

め
る
か

に
よ

っ
て
翻
訳
文
学
書

の
枠
も
移
動
す

る
。

ス
マ
イ

ル
ス
の

『
西
国
立
志
編
』、

ト
ー

マ

ス

゜
モ
ア
の

『
良
政
府
談
』
、

ミ
ル
の

『自
由
之
理
』、

ベ

ン
サ
ム
の

『
自
由
論
』、

ル
ソ
ー
の

『
非
開
化
論
』
も
文
学
と
し
て

評

価

す

る
こ
と
が
で
き

る
。

た
だ
、
本
全
集

か
ら

は
外

し
た
。
理
由

は
、
小
社

か
ら
近
く
社
会
科
学
系

の
翻
訳
書
集
成

の

マ
イ
ク

ロ
フ
ィ

ル
ム
版

を
刊
行
し
、
そ

こ
で
ほ
ぼ
そ
れ
ら
を
収
録
す

る
か
ら

で
あ

る
。

 

そ

の
よ
う
な
も

の
を
除
き
、

一
般

に
翻
訳
文
学
書

と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
る
も

の
は
、
国
会
図
書
館

に
所
蔵
さ
れ

て

い

な

く

と

も
、

す
べ
て
目
録
化
す

る
こ
と
を
め
ざ

し
た
。

し
か
し
、
力
量

の
不
足
と
時
間

の
制
約

に
ょ
り
、
イ
ギ
リ
ス
文
学
編

で
は
、
左

に
掲

げ

る
十
五
点

の
訳
書

に

つ
い
て
、

調
査
が

で
き
な
か

っ
た
。

123

世

に
渡

る
た

つ
き
風
琴

香
雨
女
史
訳

明
治

一
五
年
序

(ウ

ォ
ル
ト
ン
、
7
1の
項
参
照
)

仏
国
某
州
領
主

藤
田
鳴
鶴
訳
述

明
治

一
六
年
七
月
御
届

春
夢
楼
印
行

(一フ
ム

「
お
気

に
召
す
ま
ま
」
)

克
来
貌

公
小
伝
 

田
原
徹

訳
 
明
治

二
二
年

六
月
 
顔

玉
堂
刊

(
マ
コ
ー
レ
ー

「
ク
ラ
イ
ヴ
伝
」
)

五

一

麻
吉
侯
情
話

マ
キ
シ
ム
こ
う
じ
ょ
う
わ



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
五
二

4
 

弥
爾
頓
論
註
釈

(
マ
コ
ー
レ
ー
氏
) 

渋
江
保
訳
 
明
治

二
三
年
刊

(
マ
コ
ー
レ
ー

「
ミ
ル
ト
ン
論
」
)

5
 
刺
西
拉
斯
経
歴
史

(亜
比
斯
尼
亜
国
王
子
) 
渡
辺
松
茂
訳
 
明
治
二
三
年

一
〇
月
 
積
善
館
刊

(ジ

ョ
ン
ソ
ン

「
ラ
セ

ラ

ス

 
 

伝
」
)

6
 
天
路
歴
程

(啓
蒙
) 
佐
藤
喜
峰
訳
 
明
治
二
四
年
五
月
 
十
字
屋
刊

(.ハ
ニ
ヤ
ン

「
天
路
歴
程
」
)

7
 
大
探
険
 
菊
地
幽
芳
訳
 
明
治
三
〇
年

二
月
 
駿

々
堂
刊

(
ハ
ッ
ガ
ー
ド
)

8
 

ク
リ

ス
マ
ス
カ

ロ
ル
 
浅
野
和
三
郎
訳
 
明
治
三
五
年
四
月
 
大
日
本
図
書
刊

(デ

ィ
ケ
ン
ズ
)

9
 

質
素
倹
約

の
話
 
加
藤
眠
柳
訳
 
明
治
三
六
年

一
月
 
内
外
出
版
協
会
刊

(ゴ
ー
ル
ド

ス
ミ
ス

「
ウ
ィ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド

の
牧

 
 

師
」
)

10
 

忘
れ
か
た
美
 
若
松
賎
子
 
明
治
三
六
年

二
月
 
文
武
堂
刊

(
ミ
ス

・
プ

ロ
ク
タ
ー

「
船
乗
り
少
年
」
)

11
 
英
国
士
道
物
語
 
加
藤
眠
柳
訳
 
明
治
三
六
年
四
月
 
内
外
出
版
協
会
刊

(
ク
レ
ー
タ

「
ジ

ヨ
ン

゜
ハ
リ
フ
ァ
ク
ス

゜
ジ

ェ
ン

 
 

ト
ル
マ
ン
」
)

12
 

御
婦
人
殿
下
 
山
田
美
妙
訳
 
明
治
三
六
年
四
月
 
内
外
出
版
協
会
刊

(
マ
ッ
ク
ス

・
オ
レ
ル
)

13
 
海
賊

木
村
鷹
太
郎
訳
 
明
治
三
八
年

一
月

尚
友
館
刊

(.バ
イ
ロ
ン
)

14
 

テ

ニ
ソ
ン
の
詩
 
入
江
花
錦
訳
 
明
治
三
八
年
六
月
 
文
学
同
志
会
刊

15
 

キ
イ
ッ
の
詩
 
田
山
花
袋
訳
 
明
治

三
八
年
九
月
 
隆
文
館
刊

 
す
で
に
凡
例
で
こ
と
わ

っ
た
が
、
黒
岩
涙
香
、
九
亭
素
人
、
採
菊
散
人
、
不
知
火
、

一
二
三
子
の
翻
訳

・
翻
案
も
の
の
多
く

は
省

い
た
。
そ
の
多
く
は
、

い
わ
ゆ
る
探
偵
小
説
と
呼
ば
れ
て
い
る

一
類
で
あ
る
。
理
由
は
量
的
な
問
題

(約
八
十
点
を
確
認
)
と
調
査

不
足
の
た
め
で
あ
る
。

以
上
の
ほ
か
に
も
、
明
治
五
年

か
ら
明
治
三
十
八
年
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
文
学
の
翻
訳
書

は
ま
だ
あ
る
か

も

し

れ

な

い
。
ご
教
示
賜
わ
れ
ば
幸
甚

で
あ
る
。



 
 
 
 
 

*

 
本
企
画
を
刊
行

に
こ
ぎ

つ
け
る
ま

で
に
は
、
多
く

の
方

々
の
ご
指
導

・
ご
協
力
を
賜
わ

っ
た
。
企
画

の
発
端
は
す

で
に
十
年
以
上

前

に
な
る
が
、
木
村
毅
、
本

間
久
雄
両
先
生

に
明
治
期
翻
訳
文
学

へ
の
手
引
を

し
て

い
た
だ

い
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
当
時
、
私

は

あ

る
出
版
社

に
勤
務

し
、
翻
訳
文
学

の
復
刻
版
を
企
画

し
、
木
村
先
生

に
解
題
を
、
本
間
先
生

に
推

せ
ん
を
依
頼
し
、
不
明
な
点
に

つ
き

し
ば

し
ば
両
先
生

の
書
斎
を
訪
ね
、
教
え
を
乞
う

た
。
そ

の
と
き
う
け
た
知
識
と

メ
モ
と
集

め
た
資
料
が
今
回
の
編
集

に
ど
れ

ほ
ど
役
立

っ
た
こ
と
か
。

 

本
企
画
は
た
だ
ち
に
明
治
期
翻
訳
文
学
全
集

に
赴

い
た
の
で
は
な

か

っ
た
。
明
治
期

の
英
学
全
体

の
翻
刻
と
註
釈
書

と
翻
訳
書

の

目
録
作
成

か
ら
始
ま
り
、
そ

の
厖

大
な
量
と
と
り
と
め
の
な
さ
に
途
方

に
暮

れ
た
末

に
、
辿
り

つ
い
た
仕
事

で
あ
る
。

そ

の

過

程

で
、
高
梨
健
吉
・
惣
郷
正
明
両
先
生
か
ら
暖

か
い
ご
教
示
を
賜
わ

っ
た
こ
と

に
感
謝
す

る
。
本
目
録

に
直
訳

.
注
釈
書
が
加
わ

っ
た

の
は
、

そ
の
よ
う
な
経
緯

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
。

 

書

誌

の
作
業

を
す
す

め
て

い
く

に

つ
い
て
、
直
接
間
接
役
立

っ
た
書
物

は
多

い
。

そ
れ
ら
は
数
え

あ
げ
た
ら
き
り

が

な

い
。

た

だ
、

グ
ギ
．

ワ

・
ジ
オ

ン
ゴ
著

『
精
神

の
非
植
民
地
化
』

(宮
本
正
興
、
楠
瀬
佳
子
共
訳
)

の
読
後
感
を
記

し
て
お
き
た

い
。
「
イ
ギ

リ

ス
文
学
と
イ
ギ

リ
ス
文
化

の
優
先
的
地
位

を
拒
否
」

し
た

ヶ

ニ
ア
人

に
と

っ
て
の
英
学
と
、

日
本
人
が
接

し
て
き
た
英
学
と
は
、

果

し
て
異
な
る
も

の
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う

か
。

異
な
る
も

の
が
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、

そ
れ

は
何
だ

っ
た
ろ
う
。

そ
う

し
た
疑
問
が
脳

裏

を
横

切

っ
て

い
く
・

ト
リ

ニ
ギ

ド

の
人

E

・
ウ

ィ
リ

ア

ム
ズ
が

『
帝
国

主
義

と
知
識

人

』

(
田
中
浩

訳
)

で
提
示

し
た

.」
と
も
、

お
そ
ら
く
根
抵

で
連

な

っ
て

い
る
。

そ

の
他
、
外
国
文
化
研
究
、
翻
訳
文
学
研
究

を
し
て

い
く
う
え

で
考
え

さ
せ
て
く
れ
る
本

は
多

く
あ

っ
た
が
、
今

は
書
誌
文
献

の
み
を
末
尾

に

一
覧

し
、
謝
辞

に
代
え

る
に
と
ど

め
る
。

目
録
を
作
成
す
る

に
あ

た
り
・
最

大

の
困
難

は
原
著

の
特
定

に
あ

っ
た
。

(翻
訳
原
本

の
特
定

は
困
難
を
き

わ
め
、
そ

の
原

題

と

作
品

の
初

刊
年

を
明
示
す
る
に
と
ど

め
た
。
今
後

の
研
究

に
期
待
す
る
。)
柳

田
泉
、
豊
田
実

の
著
書

は
そ
の
手
掛
り
を
得

る
の
に
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
五
三



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
四

役

立

っ
た
。
だ
が
、
不
明

の
点

も
多
く
、
そ
れ
ら
を
明
ら

か
に
す

る
た
め
、
原
著

に
当

た
る
作
業

を
必
要
と

し
た
。
そ

の
作
業

を
、

こ
の
暑

い
夏
中

か
け

て
引
き
受

け
て
下
さ

っ
た
の
が
、
島
田
謹

二
先
生

の
教

え
を
受
け

ら
れ

た
岩
野
春

一
氏

で
あ

っ
た
。
最

後
ま

で

あ

い
ま

い
で
あ

っ
た

エ
ッ
ヂ

ワ
ー

ス
の
原
著

を
特
定
す
る

た
め
、

そ

の
全
集

を
ド
イ

ッ
の
古
書
店

で
よ
う
や
く
発

見
さ
れ
、
急
ぎ

航

空
便

で
と
り
よ
せ
て
、

報
告

し
て
下
さ

っ
た
日

の
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な

い
。

そ

の
成
果
が
、

「
原
著
者
及
び
原
著
索
引
」

で
あ
る
。

 

「
翻
訳
者
索
引
」
「
出
版
人

・
発
行

人
索
引
」

は

一
風
変

わ

っ
た
も

の
と
な

っ
た
が
、

そ

の

ヒ
ン

ト
と
し
て

『
東

京
現

在
著
作
家

案
内
』

の
存
在

を
思

い
お
こ
さ

せ
て
下
さ

っ
た
、

国
立
国
語
研
究
所

の
飛

田
良
文
教
授

に
お
礼
申

し
上
げ

る
。

 

イ
ギ

リ

ス
文
学
編

の
解
題

は

『
日
本

近
代
文
学
大
辞
典

』
よ
り
、
島

田
先
生

の
ご
了
解
を
得

て
、
転
載

さ

せ
て

い
た
だ

い
た
。

本

目
録

に
即

し
て
新

た
に
書

き
下

ろ
し
て
い
た
だ
き
た
か

っ
た
が
、
今

は
残
さ
れ

た
時

間
を
半
世
紀

に
わ
た

っ
て
研
究

さ
れ

て
き

た

フ

ラ

ン
ス
派
英
文
学

の
研
究

の
総
仕
上
げ
と
、
秋

山
真
之
第

二
部
刊
行

の
た
め
に
費

や
し
た

い
、

旧
稿

で
役

立
て
ば
利

用

し
て
か
ま
わ

な

い
、

と

の
言
葉

に
、
先
生

の
健
康
を
考
え

る
と
私

は
同
意

せ
ざ

る
を
得
な

か

っ
た
。

旧
稿

と

は

い
え
、

イ
ギ

リ
ス
文
学
編

の
概
論

と
し

て
こ
れ
以
上

ふ
さ
わ

し

い

一
文

は
な

い
と
私

は
考

え
る
。
読
者

に
ご
了
解

願
う
と

こ
ろ
で
あ

る
。

 

ま
た
、
転
載

に
あ

た
り
、
講
談
社
文
芸
局

長
大
村
彦
次
郎

氏

の
ご
配
慮
が
あ

っ
た
こ
と
を
付

記

し
て
お
く
。

 
本
目
録

に
基
づ

く

マ
イ

ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
版

を
作

成
す

る

に
際

し
て
は
、
所
蔵
先

で
あ

る
国
立

国
会
図
書
館

の
関
係

各
位

に

一
方
な

ら

ぬ
ご
協
力

を
賜
わ

っ
た

こ
と
を
申

し
述

べ
ね
ば

な
ら
な

い
。

収
録
書

の
調
査
閲

覧

か
ら

マ
イ

ク

ロ
撮
影

に
至

る
ま

で
、
業

務
内

で

あ
れ
、

三
上
良

一
図
書
閲

覧
課
長
、
浅

沼
栄

氏

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
配
慮

を
賜
わ

っ
た

こ
と

に
深
く
感
謝

す

る
。
併

せ
て
、
閲

覧

の
た

び

に
お
手
数

を
か
け
た
図
書

課

の
課
員

の
方

々
に
お
礼
申

し
上
げ

る
。

撮
影

に
際

し
て

は
複

写
課

の
大

口
欣

一
氏
、
資

料
保
存

課

の

塚
瀬
剛
氏

の
ご
配
慮

に
感

謝
す

る
。
撮

影
困
難
な
本

の
修

理

に
は
大
竹
製
本

所

の
大
竹
博
氏

の
労

を
煩

わ

し
た
。

さ

ら

に
、

坂
下
精

一
課
長
、
多

田
俊

五
次
長
、
伊
藤
尚
武

課
長

に
は
、
種

々
ご
教
示
賜

わ

っ
た

こ
と
を
記

し

て
謝
す

る
次
第
あ

る
。



 
国
会
図
書
館
本

の
破
損
を
補
充
す
る
た
め
に
、
国
立
国
語
研
究
所
図
書
館
の
ご
協
力
を
仰
ぎ
、
野
元
菊
雄
所
長
、
飛
田
良
文
部
長

の
ご
配
慮
を
賜
わ

っ
た
。
国
会
図
書
館

に
所
蔵
し
て
い
な
い
翻
訳
書
の
調
査
で
は
、
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
、
三
康
図
書
館
、
文
京
区

立
?
外
記
念
本
郷
図
書
館
な
ど
の
協
力
を
得
た
。

 

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
作
業
は
日
本

マ
イ
ク
ロ
写
真
株
式
会
社
が
担
当
し
、
実
務
は
河
南
寿
麿
、
柳
田
修
司
両
氏
の
尽
力
を
い
た

だ
き
、
撮
影
は
松
下
義
幸
、
久
保
田
寿
両
写
真
士
に
担
当
し
て
い
た
だ
い
た
。

 
 
 

一
九
八
七
年
九
月
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

榊
 
原
 
貴
 
教

 
 
 
 
 

*

 
 
 
書
誌
文
献
│

「
明
治
期
翻
訳
文
学
書
全
集
」
目
録
編
纂

に
利
用
し
た
書
目
を
挙
げ
、
こ
れ
に
代
え
る
。

明
治
文
化
全
集
 
第
二
十

二
巻

(翻
訳
文
藝
篇
) 
明
治
文
化
研
究
会
編

(明
治
初
期
翻
訳
文
藝
年
表
/
柳
田
泉
) 
昭
和
二
年
初
版

 
 

昭
和
四
十

二
年
第
二
版
 
日
本
評
論
社

西
洋
文
学
翻
訳
年
表

(「岩
波
講
座
 
世
界
文
学
」
第
八
巻
) 
木
村
毅

・
斎
藤
昌
三
編
 
昭
和
八
年
 
岩
波
書
店

日
本
沙
翁
書
目
集
覧
 
山
口
武
美
 
昭
和
八
年
 
詩
仙
洞

明
治
初
期
の
翻
訳
文
学

(明
治
文
学
叢
刊
) 
柳
田
泉
著
 
昭
和
十
年
 
春
秋
社

明
治
文
学
書
目
 
村
上
浜
吉
監
修
 
昭
和
十
二
年
 
村
上
文
庫
 
昭
和
五

一
年
復
刻
 
飯
塚
書
房

日
本
英
学
史

の
研
究
 
豊
田
実
著
 
昭
和
十
四
年
初
版
 
昭
和
四
十
四
年
三
刷
 
岩
波
書
店

明
治
大
正
昭
和
翻
訳
文
学
目
録
 
国
立
国
会
図
書
館
編
 
昭
和
三
四
年
 
風
間
書
房

日
本
キ
リ
ス
ト
教
文
献
目
録
 
明
治
編
 
国
際
基
督
教
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
委
員
会
編
 
昭
和
四
十
年
 
創
文
社

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
五



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
六

自
慶
応
四
年
至
明
治
二
三
年
翻
訳
書
目
第

一
次
未
定
稿
 
東
京
大
学
文
学
部
文
化
交
流
研
究
施
設
日
本
文
化
カ
ー
ド
小
委
員
会
 
昭

 
 

和
四
三
年
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-

明
治
・
大
正
・
昭
和
邦
訳
ア
メ
リ
カ
文
学
書
目
 
細
入
藤
太
郎
監
修
 

(財
)
国
際
文
化
会
館

・
福
田
な
を
み
編
纂
 
昭
和
四
三
年

 
 

原
書
房

日
本

の
英
学

一
〇
〇
年

(明
治
編
/
別
巻
) 

日
本

の
英
学

一
〇
〇
年
編
集
部
編

(年
表

・
高
梨
健
吉
、
大
村
喜
吉
) 

昭
和
四
三
-

 
 

四
四
年
 
研
究
社

英
米
児
童
文
学
年
表
/
翻
訳
年
表
 
清
水
真
砂
子

・
八
木
田
宜
子
編
 
昭
和
四
七
年
 
研
究
社

明
治
文
学
全
集
 
7
 

明
治
翻
訳
文
学
集

(日
本
翻
訳
史
概
観

・
木
村
毅
/
明
治
翻
訳
文
学
年
表

・
田
熊
渭
津
子
) 

昭

和

四
十
七

 
 

年
 
筑
摩
書
房

明
治
期
刊
行
図
書
目
録
 
国
立
国
会
図
書
館
整
理
部
 
昭
和
四
八
年
 
国
立
国
会
図
書
館

日
本
近
代
文
学
大
事
典
 
第
四
巻
 
日
本
近
代
文
学
館
編
 
昭
和
五
十
二
年
 
講
談
社

比
較
文
学
辞
典

松
田
穰
編
 
昭
和
五
十
三
年

東
京
堂

明
治
前
期
戯
作
本
書
目

(日
本
書
誌
学
大
系
) 

山
口
武
美
著
 
昭
和
五
十
五
年
 
青
裳
堂
書
店

明
治
期

フ
ラ
ン
ス
文
学
翻
訳
年
表

(『
フ
ラ
ン
ス
小
説
移
入
考
』
) 

富
田
仁
 
昭
和
五
十
六
年
 
東
京
書
籍

日
本

に
お
け
る
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
書
誌
 
為
房
裕
子

・
中
島
厚
子
 
昭
和
五
十
九
年
 
女
子
聖
学
院
短
期
大
学

日
本
戯
曲
総
目
録

(
一
八
八
〇
│

一
九
八
〇
) 
加
藤
衛
編
 
昭
和
六
十
年
 
横
浜
演
劇
研
究
所

そ
の
他
、
各
大
学
図
書
館
、
研
究
所
な
ど

の
所
蔵
目
録



 
 
 
 
 
 
 
翻

訳

者

索

引

-

校
閲
者
・
序
跋
等
の
筆
者
を
含
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本
索
引
は
明
治
二
十
五
年
三
月
出
版
の
『東
京
現
在
著
作
家
案
内
』
(明
治
文
化
全
集
 
第
二
十
巻

文
学

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
芸
術
篇
 
所
収
)
を
念
頭
に
お
い
て
作
成
し
た
。
『案
内
』
の
凡
例
に
「当
時
在
京
の
小
説
家
、
翻
訳
家
、
狂

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
言
作
者
等
、
諸
家
の
雅
号
を
五
十
音
順
に
列
叙
し
住
所
、
寄
寓
所
を
記
し
音
問
等
の
便
に
供
す
」
と
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本
索
引
は
も
ち
ろ
ん

「音
問
」
の
役
に
は
立
た
ぬ
が
、
翻
訳
者
の
著
作
当
時
の
住
所
、
寄
留
地
を
明
ら
か
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
る
よ
う
に
努
め
た
。
同
時
に
、
出
自
も
明
ら
か
に
し
、
雅
号
で
は
な
く
本
名
に
よ
る
五
十
音
順
の
配
列
と
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
。
『案
内
』
と
併
せ
て
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
、
双
方
補
い
合
い
、
近
代
文
学
研
究
に
役
立
つ
も
の
と
考
え
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本
稿
は
概
ね
収
録
書
の
奥
付
等
か
ら
作
成
し
た
。
厳
密
な
校
訂
を
経
て
い
な
い
第
一
次
稿
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
あ
 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

天
野
淡
翠
1
5
7

饗
庭
与
三
郎
(篁
村
、
龍
泉
居
士
、
竹
の
舎
主
人
) 
安
政

二
年
江
戸
 
 

雨
の
家
狸
遊
 
3
3

 
 
生
れ
 
序
4
1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
 
天
保
六
年
京
都
生
れ
 
題
辞
5
1

赤
司
新
三
郎
(春
煙
小
史
)

佐
賀
県
士
族
 
下
谷
区
谷
中
清
水
町

一 
 

新
井
清
彦
(河
田
泰
之
助
、
河
田
清
彦
)

京
都
府
下
丹
後
国
加
佐
郡

 
 
番
地
 
5
8 

↓
木
下
新
三
郎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
河
守
町
大
字
波
見
(美
)六
番
所
 
河
田
1
0
7
1
1
5
1
1
6

 
 
校
閲
1
3
3

浅
野
和
三
郎
(馮
虚
) 
明
治
七
年
茨
城
県
生
れ
 
1
5
4
 
 
 
 
 
 
 
 
池
亨
吉
(皐
雨
郎
) 
明
治
六
年
高
知
市
生
れ
 
高
知
県
高
知
市
中
島

赤
松
連
城
 
校
閲
9
5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
町
六
十
番
屋
敷
 
1
6
2

跡
部
正
道
(素
山
) 
校
閲
4
4
4
9
5
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
田
羊

一
郎
(東
陵
) 
慶
応
元
年
仙
台
生
れ
 
東
京
市
市
ケ
谷
田
町

阿
部
弘
国

東
京
第
九
大
区
二
小
区
小
石
川
竹
早
町
百
六
番
地

④

 

 
二
丁
目
二
十
二
番
地
1
2
0

天
野
松
村
 
序
8
1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
磯
野
徳
三
郎
(依
緑
軒
主
人
、
筑
水
)

安
政
四
年
筑
後
国
生
れ
 
福

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
七



 
 
 
岡
県
士
族
 
麹
町
区
一
番
町
十
九
番
地
 
5
2

 
磯
辺
弥

一
郎
 
文
久
元
年
豊
後
生
れ
 
東
京
府
平
民
 
東
京
市
神
田

 
 
 
錦
町

噌
丁
目
十
二
番
地
国
民
英
学
会
 
1
0
4
1
0
6

板
倉
興
太
郎
 
明
治
六
年
備
後
生
れ
 
広
島
県
平
民
 
神
田
区
駿
河

 
 

台
南
甲
賀
町
四
番
地
岡
谷
国
三
郎
方
寄
留
 
6
9

井
上
十
吉
 
文
久
二
年
徳
島
生
れ
 
校
閲
1
0
4
1
0
6

井
上
勤
 
嘉
永
三
年
阿
波
国
生
れ
 
徳
島
県
士
族
 
徳
島
県
名
東
郡

 
 

前
川
村
三
三
一
番
地

⑫
 

赤
坂
区
新
町
三
丁
目
二
十
四
番

 
 

地

⑲

府
下
芝
区
今
入
町
七
番
地
寄
留
2
2
3
0
 
麹
町

 
 

区
上
六
番
町
四
十
七
番
地
寄
留
 
5
3
6
0
8
4
8
5

井
上
不
鳴
 
文
化
九
年
生
れ
 
阿
波
徳
島
の
藩
医
 
勤
の
父
 
序
⑫

ウ
ェ
ル
ス
 
校
閲
1
1
3

植
木
貞
次
郎
(泰
東
居
士
) 
新
潟
県
平
民
 
東
京
下
谷
区
池
ノ
端
仲

 
 

町
七
番
地
広
瀬
方
 
9
1 
 
東
京
市
本
郷
区
本
郷
五
丁
目
十
五

 
 

番
地
寓
9
1

植
田
栄
(花
月
情
史
) 
跋
4
5

上
田
敏
(柳
村
) 
明
治
七
年
東
京
生
れ
 
序
1
6
0
 
校
閲
1
6
4

牛
山
良
助
(鶴
堂
) 
長
野
県
平
民
 
神
田
区
五
軒
町
二
十
番
地
 
4
4

 
 
神
田
区
末
広
町
十
二
番
地
4
4
4
9
5
0

宇
田
川
文
海
(半
痴
居
士
) 
嘉
永
元
年
江
戸
生
れ
大
阪
府
平
民

 
 
大
阪
府
東
区
北
浜
五
丁
目
二
十
三
番
地
 
6
1閲
3
3

内
田
成
道
 
東
京
府
平
民
 
東
京
麻
布
区
狸
穴
町
七
番
地
 
5
1

五
八

内
田
貢
(不
知
庵
、
魯
庵
) 
慶
応
四
年
江
戸
生
れ
 
東
京
小
石
川
江

 
 

戸
川
町
十
五
番
地
1
1
7

内
田
弥
八
(芳
渓
) 
徳
島
県
平
民
 
芝
区
三
田
二
丁
目
二
番
地
慶
応

 
 

義
塾
寄
留
 
3
7

内
村
達
三
郎
 
1
6
3

浦
瀬
七
太
郎
(白
雨
) 
1
6
5

遠
藤
速
太
 
鳥
取
県
平
民
 
東
京
府
下
神
田
区
今
川
小
路
二
丁
目
十

 
 

七
番
地
寄
留
6
6

大
久
保
常
吉
(夢
遊
、
桜
洲
) 
嘉
永
六
年
生
れ
 
神
奈
川
県
平
民

 
 
麹
町
区
有
楽
町
二
丁
目
二
番
地
 
3
5
6
4

大
倉
本
澄

大
阪
市
西
区
阿
波
座

一
番
町
九
十
三
番
屋
敷
1
1
3

大
島
国
千
代
 
京
都
府
士
族
 
東
京
市
神
田
区
今
川
小
路
二
丁
目
十

 
 

一
番
地
寄
留
 
1
2
1
1
2
8
1
2
9

大
屋
八
十
八
郎
 
東
京
市
市
ケ
谷
田
町
二
丁
目
三
十
三
番
地
 
1
2
0

大
和
田
建
樹

安
政
四
年
伊
予
宇
和
島
生
れ

校
閲

・
序
5
2

岡
千
仭
 
天
保
四
年
仙
台
生
れ
 
宮
城
県
士
族
 
東
京
芝
区
愛
宕
町

 
 
三
丁
目

一
番
地
 
5
1

小
川
漁
史
1
0
3

小
川
義
綏

題
辞
⑮

尾
崎
庸
夫
 
東
京
本
所
区
外
山
手
町
五
入
番
地
 
3
1

尾
崎
行
雄
 
安
政
五
年
生
れ
 
東
京
府
平
民
 
東
京
神
田
区
駿
河
台

 
 
南
甲
賀
町
二
番
地
 
5
9 
序
2
9
3
8



尾
崎
行
隆
 
三
重
県
士
族
 
東
京
神
田
区
駿
河
台
南
甲
賀
町
二
番
地

 
 
(在
上
海
)
5
9

織
田
純

一
郎
(旧
姓
、
丹
羽
) 
嘉
永
四
年
京
都
生
れ
 
東
京
府
平
民

 
 
本
所
区
亀
沢
町
二
丁
目
十
五
番
地
 
2
1 
 
大
阪
府
平
民
 
東

 
 
京
麹
町
区
富
士
見
町
二
十
番
地
寄
留
 
9
2 
ー

丹
羽
純

一
郎

小
野
宰
(東
奥
致
堂
) 
序
4
7

小
野
友
次
郎
 
校
閲
6
9

小
幡
篤
次
郎
 
天
保
十
三
年
豊
前
中
津
生
れ
 
序
⑰

 
 
 
 
 
か

海
雲
漁
翁
 
序
3
2

加
勢
鶴
太
郎

⑯

片
上
伸
(天
弦
、
天
絃
) 
明
治
十
七
年
愛
媛
県
波
止
波
村
生
れ
 
1
6
6

片
山
淳
吉
 
閲
⑨

片
山
平
三
郎

静
岡
県
士
族

芝
区
芝
公
園
地
松
蓮
社
寄
留

⑪

加
藤
政
之
助
(城
陽
) 
安
政
元
年
生
れ
 
埼
玉
県
平
民
 
北
足
立
郡

 
 

滝
馬
室
町
八
十
四
番
地
 
2
9

河
島
敬
蔵
(鶯
林
学
人
) 
安
政
六
年
生
れ
 
和
歌
山
県
士
族
 
和
歌

 
 

山
区
吹
上
組
西
徒
町
十
五
番
地
 
3
6
3
9
1
4
3
1
4
4
1
4
5

河
田
泰
之
助
(清
彦
)

↓
新
井
清
彦

河
津
祐
之
 
嘉
永
二
年
生
れ
 

三
河
国
西
端
藩
士
 
題
字
3
9

菊
地
清
(幽
芳
) 
明
治
三
年
水
戸
生
れ
 
1
5
2

菊
地
純
(三
渓
、
晴
雪
楼
主
人
) 
文
政
二
年
紀
伊
生
れ
 
奥
儒
者

 
 
序
5
4
6
1

喜
多
川
金
吾
(麻
渓
居
士
) 
東
京
府
士
族
 
麻
布
谷
町
五
十
七
番
地

 
 
6
3

木
下
新
三
郎
(春
煙
小
史
) 
佐
賀
県
士
族
 
東
京
本
郷
区
口
島
新
花

 
 
町
二
十
六
番
地
4
5

↓
赤
司
新
三
郎

肝
付
兼
行
 
序
5
1

九
岐
晰
 
大
分
県
平
民
 
小
石
川
区
新
諏
訪
町
二
十

一
番
地
 
筆
記

 
 
⑪

草
野
柴
二
(若
杉
三
郎
)

明
治
八
年
岡
山
県
羽
仁
村
生
れ
1
4
1

草
野
宜
隆
(丈
山
居
士
)

熊
本
県
士
族
 
麹
町
区
中
六
番
町
十
番
地

 
 
3
4

草
間
時
福
(石
鉄
居
士
) 
嘉
永
六
年
京
都
生
れ
 
序
3
9

久
保
得
二
(天
随
、
兜
城
) 
明
治
八
年
東
京
生
れ
 
高
遠
藩
士
久
保

 
 
譲
次
の
次
男
1
5
7

倉
田
績
 
序
3
6

栗
野
忠
雄
 
東
京
府
平
民
 
芝
区
烏
森
町

一
番
地
 
8
0

栗
本
鋤
雲
(匏
菴
) 
文
政
五
年
江
戸
生
れ
 
幕
府
医
官
喜
多
村
槐
園

 
 

の
三
男
 
序
2
9

呉
秀
三
 
慶
応
元
年
江
戸
生
れ
 
序
7
0

黒
岩
周
六
(涙
香
) 
文
久
二
年
土
佐
国
川
北
村
生
れ
 
1
1
2
1
2
5

 
閲
1
3
8

猜
堂
野
史
ー
↓
久
松
義
典

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
九



幸
田
露
伴

慶
応
三
年
江
戸
生
れ
1
1
8

小
松
武
治
(月
陵
)
1
6
0

小
宮
山
桂
介
(天
香
) 
安
政
二
年
常
陸
国
磯
浜
生
れ
 
水
戸
藩
士

 
 
3
9

 
 
 
 
 
さ

採
菊
山
人
1
↓
条
野
伝
平

斎
藤
恒
太
郎
 
三
重
県
平
民
 
東
京
芝
区
新
銭
坐
十

一
番
地
 
9
3

斎
藤
了
庵

①
⑳

坂
部
訓
正
 
校
訂
2
2

佐

々
木
吉
三
郎

序
1
4
2

佐
藤
喜
峰
 
福
岡
県
士
族
 
芝
区
通
新
町
十
三
番
地
 
⑮

佐
藤
鐘
太
郎

静
岡
市
二
番
町
三
十
番
地
1
3
2

塩
井
正
男
(雨
江
釣
士
) 
明
治

二
年
但
馬
国
豊
岡
町
生
れ
 
豊
岡
藩

 
 
士
の
子

東
京
市
本
郷
区
駒
込
東
片
町
百
六
十

一
番
地
1
2
2

志
賀
重
昂
(矧
川
) 
文
久
三
年
三
河
国
岡
崎
生
れ
 
儒
者
志
賀
重
職

 
 

の
子
 
序
⑪

繁
野
政
瑠
(天
来
)

明
治
七
年
生
れ

徳
島
藩
士
の
子
1
4
7

市
東
謙
吉
 
千
葉
県
平
民

東
京
日
本
橋
区
元
大
工
町
十
三
番
地
寄

 
 
留

筆
記
⑭
⑪

品
田
太
吉

新
潟
県
平
民
 
本
郷
区
弓
町

一
丁
目
二
十
六
番
地
 
4
3

芝
野
六
助

⑪

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
〇

島
崎
湊
(鴻
南
)

高
知
県
士
族
 
高
知
県
土
佐
郡
萬
々
村
二
十
二
番

 
 
地
 
5
4

条
野
伝
平
(採
菊
山
人
、
山
々
亭
有
人
) 
天
保
三
年
江
戸
生
れ
 
1
0
2

城
慶
度
 
東
京
府
平
民
 
京
橋
区
南
鍋
町

一
丁
目
八
番
地
 
7
3

末
広
重
恭
(鉄
腸
)

嘉
永
二
年
生
れ
 
宇
和
島
藩
勘
定
役
末
広
禎
介

 
 
の
次
男

東
京
麹
町
区
内
幸
町
二
丁
目
三
番
地
2
8

末
松
謙
澄
(笹
波
藩
二
、
清
捧
) 
安
政
二
年
生
れ
 
福
岡
藩
士
末
松

 
 
織
雲
の
四
男

芝
区
公
園
地
内
御
成
門
通
 
6
7 
序
5
2

菅
沼
政
経
 
題
辞
3
6

杉
谷
代
水
 
1
4
8

鈴
木
玄
龍
 
日
本
橋
区
呉
服
町
十
二
番
地
 
9
0

鈴
木
虎
市
郎
 
1
4
2

鈴
木
常
松
(青
渓
) 
大
阪
市
東
区
安
土
町
四
丁
目
三
十
八
番
屋
敷

 
 
1
0
9

住
谷
八
朔
(天
来
)

東
京
市
神
田
区
猿
楽
町
1
3
7

関
徳
(逐
軒
)

兵
庫
県
士
族
 
丹
波
篠
山
藩
儒
者
関
楓
陰

の
子
 
評

 
 
1
0
9

関
直
彦
(橘
村
)

和
歌
山
県
士
族

東
京
神
田
区
北
甲
賀
町
十
七
番

 
 

地
 
2
5

関
藤
成
緒
 
広
島
県
士
族
 
東
京
府
赤
阪
区
赤
阪
仲

ノ
町
二
十
三
番

 
 

地
寄
留
 
7
8



 
 
 
 
 
た

高
田
寅
二
郎
 
京
都
府
上
京
区
第
十
組
相
国
寺
御
前
町

一
番
戸
寄
留

 
 
8
7

高
田
義
甫
 
弘
化
三
年
生
れ
 
八
幡
の
豪
商
納
屋
嘉
八
代
目
 
滋
賀

 
 
県
下
近
江
蒲
生
郡
八
幡
町
 
校
①
⑳

高
橋
五
郎
 
序
4
4b

高
橋
健
三
(自
侍
居
士
) 
安
政
二
年
江
戸
生
れ
 
尾
州
武
術
師
範
高

 
 

橋
石
斎
の
子

⑭

高
橋
雄
峰
1
3
1

滝
本
誠

一 

安
政
四
年
江
戸
生
れ
 
愛
媛
県
士
族
 
大
坂
東
区
横
堀

 
 

二
丁
目
十
九
番
地
寄
留
 
校
訂
3
6

竹
内
余
所
次
郎
 
慶
応
元
年
生
れ
 
石
川
県
平
民
 
東
京
府
下
牛
込

 
 

区
神
楽
町

一
丁
目
十
四
番
地
寄
留
 
4
2

田
島
象
二
(任
天
学
人
)

嘉
永
五
年
江
戸
生
れ
 
跋
7
2
8
6

辰
巳
小
二
郎
 
安
政
六
年
江
戸
生
れ
 
尾
州
藩
士
 
閲

.
序
7
8

田
中
達
三
郎
 
神
田
区
今
川
小
路
二
丁
目
十
番
地
 
7
4

田
中
秀

序
7
2
8
6

田
中
酉
熊
1
4
9

田
村
左
衛
士
(峨
洋
逸
人
) 
京
都
府
左
京
区
丸
太
町
通
烏
丸
西

へ
入

 
 

常
真
横
町
十
六
番
戸
 
9
4

竹
葉
散
人
1
0
8

チ
ェ
ソ
バ

レ
ソ
 

 
序
1
0
4
1
0
6

塚
原
靖
(澁
柿
園
、
蓼
州
) 
嘉
永
元
年
江
戸
生
れ
 
幕
臣
 
東
京
府

 
 
芝
区
南
佐
久
間
町
二
丁
目
二
番
地
 
8
6b
8
9

土
井
林
吉
(晩
翠
)

明
治
四
年
仙
台
生
れ
1
3
4

坪
内
雄
蔵
(逍
遙
、
春
の
舎
朧
) 
安
政
六
年
美
濃
生
れ
 
愛
知
県
士

 
 
族
 
東
京
小
石
川
表
町
四
十
五
番
地
 
2
6 
 
東
京
府
平
民

 
 
本
郷
区
真
砂
町
十
八
番
地
 
2
7
6
5
 
序
4
1
4
5
1
6
6

 
閲
1
4
7
1
4
8
1
5
5

デ

ィ
ク
ソ
ン
 

 
序
1
0
4
1
0
6

デ

ニ
ン
グ

 
校
閲

・
序
3
2

天
涯
逸
史
 
評
6
2

土
肥
庸
元
(春
曙
) 
明
治
二
年
熊
本
県
長
洲
生
れ
 
麹
町
区
下
二
番

 
 

町
三
十
七
番
地
 
1
5
3
1
5
6

土
居
通
豫
(香
国
) 
嘉
永
三
年
土
佐
佐
川
生
れ
 
題
辞
3
9 
序
7
4

戸
川
明
三
(秋
骨
)

明
治
三
年
肥
後
生
れ
1
5
0

東
酬
居
士
 
序
7
9

富
永
徳
磨
(蕃
江
1
4
0

鳥
尾
岩
太
郎
 
徳
島
県
平
民
 
東
京
麻
布
区
芝
森
元
町
二
丁
目
十

一

 
 

番
地
寄
留
6
8

鳥
尾
小
弥
太
 
題
字
9
5

 
 
 
 
 

な

中
尾
氏
就

大
阪
府
平
民

東
京
浅
草
東
町
六
番
地
寄
留

⑬

校

 
 

閲
9
8
1
0
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六

一



中
川
太
郎
 
山

口
県
士
族
 
京
都
市
下
京
区
若
宮
通
花
屋
町
南
入
西

 
 

市
松
町
第
四
番
地
寄
留
 
9
5

永
坂
秀
親
 
校
正
⑬

中
島
茂

一
(孤
島
) 
明
治
十

一
年
長
野
県
生
れ
 
1
5
5

中
村
正
直
(敬
宇
) 
天
保
三
年
江
戸
生
れ
 
題
辞
⑮

永
峰
秀
樹

嘉
永
元
年
甲
斐
国
生
れ

医
師
小
野
通
仙
四
男

②

夏
目
金
之
助
(漱
石
) 
慶
応
三
年
江
戸
生
れ
 
序
1
6
0
1
6
5

新
宮
寸
鉄
1
3
3

仁
田
桂
次
郎
(叢
菊
野
史
)

安
政
五
年
生
れ
 
静
岡
県
平
民
 
伊
豆

 
 

国
田
方
郡
仁
田
村

一
番
地
 
3
8
7
7
8
2
8
3

二
宮
熊

二
郎
(孤
松
) 
慶
応
元
年
生
れ
 
宇
和
島
藩
士
尾
崎
覚
太
夫

 
 

の
末
子
 
6
7

丹
羽
純

一
郎

東
京
第
十
大
区
三
小
区
浅
草
今
戸
町
十

一
番
地

⑥

 
 

⑦

東
京
浅
草
区
地
方
今
戸
町
八
十
四
番
地

⑧

1
↓
織

 
 

田
純

一
郎

任
天
学
人

↓
田
島
象
二

野
田
良
吉

東
京
市
京
橋
区
三
十
間
堀
二
丁
目

一
番
地
1
3
8

 
 
 
 
 
は

服
部
誠

一
(撫
松
居
士
) 
天
保
十
二
年
磐
城
国
岳
下
村
生
れ
 
福
島

 
 
県
士
族
 
東
京
本
郷
区
湯
島
天
神
町

一
丁
目
四
番
地
 
2
3
4
6

 
 
校
閲
⑥
⑦
⑧
6
4
序
4
4

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
二

原
余
三
郎
(抱

一
庵
主
人
) 
慶
応
二
年
岩
城
国
郡
山
生
れ
 
二
本
松

 
 

藩
士
柏
木
喜
嘉
三
の
子
 
1
4
8
b

久
松
定
憲
 
安
政
元
年
大
阪
生
れ
 
評
6
1

久
松
義
典
(狷
堂
野
史
)

安
政
二
年
江
戸
の
桑
名
藩
邸
生
れ
 
批
辞

 
 
2
9

平
井
広
五
郎
 
京
都
市
上
京
区
烏
丸
御
池
下
ル
虎
屋
町
第
三
十
二
番

 
 

戸
 
9
7

深
沢
由
次
郎
 
明
治
五
年
山
梨
県
生
れ
 
1
4
6
1
5
9

福
井
有
 
三
重
県
伊
勢
国
津
市
大
字
下
部
田
八
十
二
番
地
 
9
9

福
地
源

一
郎
(桜
擬
、
桜
痴
) 
天
保
十
二
年
生
れ
 
長
崎

の
儒
医
福

 
 
地
苟
庵

の
末
子
 
東
京
府
下
谷
区
茅
町
二
丁
目
十
六
番
地
 
8
6

 
 
b
 

閲
2
5

藤
田
軌
達
(天
放
道
人
) 
大
阪
市
東
区
内
淡
路
町
二
丁
目
百
五
十
番

 
 
屋
敷
1
1
1

藤
田
信
(？
堂
居
士
) 
序
3
8

藤
田
茂
吉
(鳴
鶴
、
禎
)

嘉
永
五
年
生
れ
 
豊
後
佐
伯
藩
士
林
平
十

 
 
郎

の
第
三
子

東
京
日
本
橋
薬
研
堀
町
三
十
三
番
地
3
1

序

 
 
2
9
3
2

藤
西
貞
之
(騰
雲
)

緒
言
2
1

ブ
ラ

ッ
ク
 
4
1

ホ
ワ
イ
ト
 
4
4

b

本
多
金
十
郎
(芳
丘
居
士
)

東
京
府
平
民

牛
込
区
榎
町
四
十
七
番



 
 

地
 
6
2

本
多
孫
四
郎
 
長
崎
県
士
族
 
東
京
京
橋
区
山
城
町
十
五
番
地
 
5
5

本
田
増
次
郎
1
6
1

 
 
 
 
 
ま

前
田
太
郎
(香
縁
情
史
) 
静
岡
県
士
族
 
麻
布
谷
町
五
十
七
番
地

 
 
6
3

前
野
芳
造
(嗽
石
居
士
) 
東
京
市
下
谷
区
根
岸
金
杉
村
五
十

一
番
地

 
 
1
0
1

前
橋
孝
義
 
東
京
府
士
族
 
麹
町
区
飯
田
町
五
丁
目
二
十

一
番
地

 
 
8
1

益
田
克
徳
1
1
9

松
尾
豊
文
 
牛
込
区
肴
町
三
十
二
番
地
寄
留
 
1
3
0
1
3
5

丸
岡
久
之
助
(春
亭
九
花
、
九
華
) 
慶
応
元
年
江
戸
生
れ
 
序
詩
6
3

丸
山
平
次
郎
(竹
園
居
士
) 
大
阪
北
区
堂
島
浜
通

一
丁
目
二
十
四
番

 
 

地
 
7
9

三
浦
徹
 
日
本
橋
区
蠣
殻
町

一
丁
目
四
番
地
 
7
1

三
木
貞

一
(愛
花
仙
史
) 
文
久
元
年
上
総
大
網
生
れ
 
8
8

三
島
常
 
題
字
1
0
1

箕
浦
勝
人
 
安
政
元
年
生
れ
 
豊
後
臼
杵
藩
士
実
相
寺
常
之
丞
の
次

 
 
男
 
序
2
9

宮
井
安
吉
 
1
2
4

宮
崎
八
百
吉
(湖
処
子
、
西
邱
隠
士
)

元
治
元
年
筑
前
国
生
れ
1
1
0

宮
崎
富
要
(夢
柳
) 
安
政
二
年
土
佐
生
れ
 
土
佐
藩
士
宮
崎
富
成
の

 
 
子
 
2
4

宮
崎
嘉
国
 
東
京
府
士
族
 
神
田
区

一
ッ
橋
通
町
二
十
二
番
地
 
⑨

三
芳
蘇
江
 
評
7
0

森
晋
太
郎
(？
峰
) 
東
京
市
芝
区
西
久
保
広
町
二
十

一
番
地
 
1
3
6

森
田
文
蔵
(思
軒
居
士
、
紅
苟
園
主
人
) 
文
久
元
年
備
中
国
笠
岡
生

 
 
れ
 
1
0
5
1
2
3

 
後
序
2
9
3
1
 
叙
1
1
9

 
 
 
 
 
や

八
木
半
治
(半
の
谷
半
痴
) 
愛
知
県
士
族
 
東
京
麹
町
区
元
園
町

一

 
 
丁
目
四
十
七
番
地
 
7
2
8
6

矢
野
文
雄
(龍
溪
、
龍
谿
学
人
、
香
夢
楼
主
人
) 
嘉
永
三
年
佐
伯
生

 
 
れ
 
豊
後
佐
伯
藩
士
矢
野
光
儀
の
長
男
 
4
8 
序
2
9
4
6

矢
部
新
作
(五
洲
) 
元
治
元
年
栃
木
県
佐
野
生
れ
 
1
1
4

山
縣
五
十
雄
(螽
湖
) 
明
治
二
年
滋
賀
県
水
口
町
生
れ
 
1
3
9
1
5
1

山
岸
惣
次
郎
(荷
葉
) 
明
治
九
年
東
京
生
れ
 
東
京
市
日
本
橋
通
四

 
 
丁
目
五
番
地
 
1
5
6

山
田
奠
南
 
叙
2
7

山
田
正
隆

第

一
大
区
四
小
区
美
土
代
町
三
丁
目
四
番
地

⑤

 
 
同
二
丁
目

一
番
地

⑤

山
田
良
作
 
富
山
県
平
民
 
麻
布
区
麻
布
新
網
町

一
丁
目
五
十
四
番

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
三



 
 

地
 
⑰

横
山
鉾
呂
久
 
岐
阜
県
平
民
 
東
京
芝
区
三
田
二
丁
目
二
番
地
慶
応

 
 

義
塾
寄
留
 
3
2

横
川
文
之
助
 
千
葉
県
平
民
 
東
京
京
橋
区
新
富
町
七
丁
目
四
番
地

 
 
4
7

東
京
神
田
区
仲
猿
楽
町
十
番
地
9
6

吉
田
熹
六
(韜
庵
) 
安
政
六
年
生
れ
 
徳
島
県
平
民
 
東
京
神
田
区

 
 

小
川
町
六
十
二
番
地
 
7
5

吉
田
直
太
郎
 
和
歌
山
県
平
民
 
麹
町
区
飯
田
町

一
丁
目
公
園
内
地

 
 
内
警
第
三
号
 
5
7

依
田
百
川
(学
海
) 
天
保
四
年
江
戸

の
佐
倉
藩
邸
生
れ
 
序
2
6
4
3

 

・
閲

・
序
4
5

 
 
 
 
 
ら

蘭
山
居
士
 
1
2
6

蓼
州

↓
塚
原
靖

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
六
四

 
 
隼
町
十
番
地
 
7
0

渡
辺
治
(台
水
) 
元
治
元
年
生
れ
 
茨
城
県
士
族
 
東
京
京
橋
区
山

 
 
城
町
四
番
地
寄
留
4
0

 
赤
坂
区
赤
坂
田
町
七
丁
目
三
番
地

 
 
7
6

渡
辺
温
(無
尽
蔵
書
斎
主
人
) 
天
保
七
年
生
れ
 
幕
臣
渡
辺
重
三
郎

 
 
の
長
男

東
京
牛
込
白
銀
町
二
十
七
番
地

③

渡
辺
修
二
郎

東
京
府
平
民

東
京
本
郷
区
駒
込
千
駄
木
町
十
三
番

 
 
地
 
5
6

渡
辺
松
茂
 
岡
山
県
生
れ
 
大
坂
市
北
区
中
之
島

二
丁
目
四
十
入
番

 
 
地
 
9
8
1
0
0

渡
辺
義
方

校
正
3
0

 
 
 
 
 
わ

若
菜
貞
爾
(瑚
蝶
園
)

安
政
元
年
千
葉
佐
坪
村
生
れ
 
校
正
7
4

若
林
?
蔵
 
安
政
四
年
武
蔵
国
生
れ
 
速
記
1
1
9

若
松
賎
子
(巌
本
嘉
志
子
) 
元
治
元
年
会
津
若
松
生
れ
 
1
2
7

和
田
篤
太
郎
(鷹
城
居
士
)

安
政
四
年
岐
阜
県
荒
川
村
生
れ
 
序
5
0

和
田
万
吉
(わ
だ
の
と
ろ
み
)

慶
応
元
年
大
垣
生
れ
 
東
京
麹
町
区



出
版

人

・
発
行

人
索

引

発
兌
人
は
出
版
人

・
発
行
人
の
記
載
の
な
い
場
合
の
み
採
録
し
た
。

出
版
社
名
は
屋
号
と
し
て
(

)
内
に
示
し
た
。
た
だ
し
発
行
人

(者
)
が
出
版
社
の
代
表
者
に
す
ぎ
な
い
場
合
は

そ
の
旨
を
示
し
た
。
住
所
は
当
該
出
版
物
刊
行
時
の
も
の
で
あ
る
。

青
山
清
吉
 
東
京
第
四
大
区
三
小
区
小
石
川
大
門
町
二
十

一
番
地

 
 
④

赤
城
友
次
郎
(耕
文
舎
) 
和
歌
山
県
士
族
 
和
歌
山
区
新
町
南
組
新

 
 
中
通
三
丁
目
二
十

一
番
地
 
3
6

赤
坂
亀
次
郎
(集
成
社
書
店
) 
東
京
府
平
民
 
東
京
神
田
区
小
川
町

 
 
十
番
地
 
7
5
7
6

足
立
庚
吉
 
小
石
川
指
ケ
谷
町
十
七
番
地
 
1
0
3

綾
部
喜
久
二
 
東
京
市
神
田
区
維
子
町
三
十
四
番
地
 
1
3
6

石
川
栄
司
(育
成
会
) 
東
京
市
本
郷
区
森
川
町

一
番
地
 
1
4
2

石
川
治
兵
衛
(錦
森
堂
) 
東
京
府
平
民
 
日
本
橋
区
馬
喰
町
二
丁
目

 
 

一
番
地

⑨

石
川
貴
知
(桃
林
堂
)

東
京
神
田
区
美
土
代
町
四
丁
目
五
番
地
 
2
8

石
田
忠
兵
衛
 
大
坂
市
東
区
安
土
町
四
丁
目
三
十
八
番
地
 
9
8
1
0
0

石
渡
賢
八
郎
(イ
ー
グ
ル
書
房
) 
神
田
区
佐
久
間
町
三
丁
目
十
三
番

 
地
 
8
6

伊
藤
岩
次
郎
(誠
之
堂
) 
神
田
区
西
福
田
町

一
番
地
 
4
5

稲
田
佐
吉
(薔
薇
楼
) 
東
京
府
平
民
 
京
橋
区
三
十
間
町
堀
二
丁
目

 
 
四
番
地

⑪

井
上
蘇
吉
 
東
京
府
平
民
 
神
田
区
裏
神
保
町

一
番
地
 
5
2

今
村
金
治
郎
(鴻
盟
社
) 
長
野
県
平
民
 
東
京
麻
布
区
北
日
下
窪
町

 
 
二
番
地
寄
留
 
7
8

上
田
捨
吉
(編
輯
) 
京
都
府
平
民
 
大
阪
府
南
区
末
吉
橋
通
三
丁
目

 
 
十
五
番
地
寄
留
3
9

内
田
喜
三
郎
(吟
松
堂
)

東
京
府
平
民

東
京
神
田
区
鍛
冶
町
二
十

 
 

二
番
地
 
6
5

内
田
正
義
(言
文
社
) 
東
京
市
本
郷
区
向
ケ
岡
弥
生
町
三
番
地
1
3
9

 
 
1
5
1

内
田
彌
八
 
徳
島
県
平
民
 
東
京
芝
区
三
田
二
丁
目
二
番
地
慶
応
義

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
六
五



 
 

塾
寄
留
 
3
2
3
7

梅
原
忠
蔵
(図
書
出
版
会
社
代
表
者
) 
大
阪
市
東
区
北
久
太
郎
町
四

 
 

丁
目
番
外
一
番
屋
敷
 
1
1
1

大
島
三
郎
 
京
都
市
士
族
 
東
京
市
牛
込
区
薬
王
寺
寺
前
町
十
八
番

 
 

地
寄
留
 
1
2
1

大
野
堯
運

東
京
府
平
民

京
橋
区
滝
山
町
四
番
地
3
0

大
橋
新
太
郎
(博
文
館
) 
日
本
橋
区
本
町
三
丁
目
八
番
地
 
1
1
4
1
1
8
1
1
9

 
 
1
2
4
1
3
1

大
平
俊
章
(日
進
堂
) 
東
京
神
田
区
小
川
町
十
八
番
地
 
2
8

大
淵
浪
(駿

々
堂
本
店
) 
京
都
府
平
民
 
大
阪
府
南
区
末
吉
橋
通
三

 
 

丁
目
十
五
番
地
 
3
9

岡
島
真
七
(宝
文
館
)

大
阪
府
平
民
 
府
下
東
区
本
町
四
丁
目
五
十

 
 

九
番
地
 
2
9
6
1

小
野
英
之
助
 
東
京
府
士
族
 
北
豊
島
郡
地
方
橋
場
町

一
三
八
〇
番

 
 

地
 
5
7

垣
田
純
朗
(民
友
社
)

東
京

々
京
区
日
吉
町
四
番
地
1
0
5
 
東
京

 
 

市
京
橋
区
日
吉
町
七
番
地
 
1
2
3

柏
原
政
次
郎
 
大
阪
府
平
民
 
大
阪
府
下
西
区
阿
波
堀

一
丁
目
五
十

 
 

五
番
地
 
5
4

加
藤
鎮
吉
(開
新
堂
) 
東
京
府
士
族
 
東
京
神
田
区
表
神
保
町
二
番

 
 
地
 
2
8
8
1
 
 
東
京
市
神
田
区
表
神
保
町
二
番
地
 
9
1
1
1
3
1
2
2

金
刺
源
次
(芳
流
堂
)

東
京
市
神
田
区
今
川
小
路

一
丁
目
五
番
地

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
六

 
 
1
2
8
1
2
9
1
3
0
1
3
5

亀
井
忠

一
(
三
省
堂
) 
東
京
神
田
区
裏
神
保
町

一
番
地
 
2
8
1
0
6
1
5
8

河
合
卯
之
助
(文
港
堂
) 
京
都
府
上
京
区
第
三
十
組
妙
満
寺
前
町
十

 
 
番
戸
 
8
7 
 
京
都
市
上
京
区
寺
町
通
二
条
下
ル
妙
満
寺
前
町

 
 
十
番
戸
 
9
7
1
0
7
1
1
5
1
1
6
1
3
3

川
越
屋
松
次
郎

東
京
神
田
柳
町

一
番
地

⑳

菊
地
む
め
(春
陽
堂
)

東
京
市
日
本
橋
区
通
四
丁
目
五
番
地
1
5
2

木
村
多
喜
 
神
田
区
小
川
町
十
四
番
地
 
7
4

草
野
茂
松
(編
輯
、
民
友
社
)

東
京

々
京
区
日
吉
町
四
番
地
1
0
5

久
野
木
信
善
 
東
京
神
田
区
猿
楽
町
二
十
五
番
地
寄
留
 
8
4

神
代
洞
通
(興
教
書
院
) 
福
岡
県
平
民
 
京
都
市
油
小
路
上

ル
玉
本

 
 
町
五
番
戸
寄
留
 
9
5

広
野
仲
助
(広
知
社
) 
東
京
府
平
民
 
浅
草
区
黒
船
町
二
番
地
 
5
3

国
民
英
学
会
文
学
会
(蔵
版
) 
東
京
市
神
田
錦
町

一
丁
目
十
二
番
地

 
 
1
0
4

小
林
喜
右
衛
門
(仙
鶴
堂
) 
東
京
府
平
民
 
日
本
橋
区
新
大
坂
町
十

 
 
番
地
 
4
6

小
林
新
兵
衛
(嵩
山
房
) 
東
京
府
平
民
 
日
本
橋
区
通

二
丁
目
十
三

 
 
番
地
 
6
2
8
6
b

小
柳
津
要
人
 
大
坂
府
士
族
 
日
本
橋
区
通
三
丁
目
十
四
番
地
寄
留

 
 
4
0 
東
京
市
日
本
橋
区
通
三
丁
目
十
四
番
地
 
1
2
0

酒
井
清
蔵
 
東
京
府
平
民
 
神
田
区
表
神
保
町
五
番
地
 
5
2



阪
上
(坂
上
)半
七
 
東
京
府
平
民
 
日
本
橋
区
呉
服
町
十
二
番
地

 
 
2
1
2
3
2
5

 
 
日
本
橋
区
本
石
町
十
軒
店
六
番
地
 
9
2

坂
本
嘉
治
馬
(冨
山
房
代
表
者
)

東
京
市
神
田
区
裏
神
保
町
九
番
地

1
4
7
1
4
8
1
5
5
1
5
6

 
 
佐
野
養
治
(尚
文
館
)

仙
台
市
名
掛
町
五
番
地
1
4
1

品
田
太
吉
 
新
潟
県
平
民
 
本
郷
区
弓
町

一
丁
目
二
十
六
番
地
 
⑭

斯
波
二
郎
 
愛
知
県
平
民
 
東
京
浅
草
区
三
好
町
五
番
地
 
6
9
7
2

白
井
練

一
(共
益
商
社
) 
東
京
府
士
族
 
東
京
京
橋
区
竹
川
町
十
三

 
 
番
地
 
4
7
9
3
9
6

春
陽
堂

↓
和
田
篤
太
郎
、
菊
地
む
め

鈴
木
金
輔
 
東
京
府
平
民
 
京
橋
区
本
材
木
町
二
丁
目
二
十
六
番
地

 
 
1
0
2

鈴
木
徳
輔

静
岡
県
平
民

京
橋
区
宗
十
郎
町
十

一
番
地
寄
留

⑱

鈴
木
常
松
(積
善
館
) 
大
阪
市
東
区
安
土
町
四
丁
目
三
十
八
番
屋
敷

 
 
1
0
9

世
渡
谷
丈
吉
 
徳
島
県
士
族
 
徳
島
通
り
町
二
丁
目
九
十
五
番
地

 
 
⑫

高
橋
源
吾
郎

東
京
第
二
大
区

一
小
区
内
幸
町
二
丁
目

一
番
地

⑥

 
 
⑦

東
京
芝
区
内
幸
町
二
丁
目

一
番
地

⑧

龍
川
民
治
郎
(今
古
堂
)

東
京
市
日
本
橋
区
葺
屋
町

一
番
地
1
4
8b

田
中
源
三
郎
(有
楽
社
)

東
京
市
麹
町
区
有
楽
町
三
丁
目

一
番
地

 
 
1
6
3

田
中
治
兵
衛
(文
求
堂
) 
京
都
市
下
京
区
寺
町
通
四
条
上
ル
大
文
字

 
 
町
十
八
番
戸
 
9
4

田
村
奈
良
吉
(英
学
新
誌
社
) 
東
京
市
神
田
区
表
神
保
町
三
番
地

 
 
1
4
9
1
5
0

千
葉
胤
矩
(三
英
堂
) 
大
阪
市
南
区
長
堀
橋
筋
二
丁
目
二
十
九
番
屋

 
 
敷
 
1
0
1

千
葉
茂
三
郎
(共
隆
社
) 
京
橋
区
銀
坐
二
丁
目
六
番
地
 
8
8

土
田
宗
助
 
静
岡
県
士
族
 
麹
町
区
飯
田
町
三
丁
目
二
十
三
番
地

 
 
8
1

東
洋
館
書
店
(発
兌
) 
東
京
神
田
区
小
川
町
十
番
地
 
2
6

豊
住
謹
次
郎
 
三
重
県
伊
勢
国
津
市
大
字
地
頭
領
町
二
十
三
番
地

 
 
9
9

内
藤
加
我
(金
桜
堂
) 
山
梨
県
平
民
 
日
本
橋
区
通
四
丁
目
八
番
地

 
 
寄
留
 
7
3

長
井
庄
吉
(太
平
洋
館
、
英
語
世
界
社
) 
東
京
市
神
田
区
裏
神
保
町

 
 

一
番
地
1
4
6
1
5
9

長
尾
景
弼
(長
尾
商
店
) 
兵
庫
県
士
族
 
府
下
芝
区
愛
宕
町
三
丁
目

 
 

一
番
地
寄
留
 
2
2

中
島
勝
義
(?
育
社
) 
北
海
道
庁
平
民
 
東
京
北
豊
島
郡
全
杉
村
二

 
 
六
三
番
地
寄
留
 
5
6

長
島
永
豊

東
京
府
士
族

神
田
区
五
軒
町

一
番
地

⑲

中
田
道
之
助

京
橋
区
銀
座
四
丁
目
十
三
番
地

⑮

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
七



中
村
善
兵
衛
 
大
阪
府
平
民
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原著者及び原著索引

ア ー ノル ドEdwinArnold(1832-1904)丁 漉Lfgh'oゲA5∫4,1879.⑮

ア ラ ビ ア ン ・ナ イ トA74∂ 如 π1V喀 玩 ∫'E窺 θr'α勿 π6窺 ∫(7偽8丁 乃oπ∫απ4

απ40π8N∫9配 ∫)② ⑳ ⑭ ⑱

イ ソ ッ プ 物゚ 語 ん50ρ'5Fα ゐZ85③ ④ ⑳ ⑭ ⑭ ③ はThomasJames撰,

⑮ 日 下 部 鳴鶴 の 入 手 本,⑭ は都 運 箋 土(ト ウ ンセ ソ ト)の 英 訳 本 よ り訳

出。

ウ ォル トンCatherineAugustaWalton54η84α,56α,AEgh餉oπ5θ

8∫orッ.⑳

ウー ドHenryWood(1814-87)Eα5診Lッ ππ8,1861.⑫1888年10月

英 国 出版 の 版 よ り訳 出(例 言)

エ ィ ン ズ ワー スWilliamHarrisonAinsworth(1805-82)丁 陀 丁伽87

のρLoπ40π,1840.⑳ 丁乃6M召 π6乃65'8rR6う θZ∫,or訪 θ1㌦'αZ`45',

1873.⑳

エ ッヂ ワ ー スMariaEdgeworth(1767-1849)To-〃zorroω,in"P砂 πZαプ

TαZω",1804.⑰Tん8Lo∫ 診8冗y,in"Po伽 伽 丁αZ8∫".⑭

エ リオ ッ トGeorgeEliot(MaryAnnCross)(1819-80)Ro7πoZα,1863.

⑭

オ レルMaxO'Rell(L60nPaulBlouet)(1848-1903)」 薇 π 」B彿π απ4

1露515Zσ π4,1883.(⑲Jo1主 π 」Bz¢π,5V70773α π乃επ4,1884.⑳Joん π

Bz6〃5ハ π6ゴ9ん60Z〃。∫πhθ7・ 丁勉6θLfgん'.⑲

カ ー ラ イ ルThomasCarlyle(1795-1881)0πH6roθ5,Hθ70、Wor5雇 ρ,

侃4'h8H6rofdπHf5∫orツ,1841.⑭ ⑱ ⑭ ⑰ ⑪ ⑭ は1章 と2章,

⑱ は3章,⑪ は1章 の み の 訳 。

ギ ルバ ー ドWilliamGilbert(1804-1890)丁 陀W伽r4げ 読 θMoπ π∫痂,

1867.⑫ 抄 訳

キ ソ グEdwardKing7洗 εG8π 漉5α ηα9θMπoうZθ,1883.⑳(豊 田 実
一

に よ る)

キ ン グ,エ ドマ ン ド ・フ ーヰ リ ソ ア ムTゐ θ雅0鋸4π4Woπ48吻ZT覧 伽g5.

⑳

グ ラ シ ト・James'Graf江t(1822邑87)Tゐ θRo7π απ`θのρW4r,1845.(P)⑭



二

ク レイ　 Bertha　 M.　 Clay(Charlotte　 Monica　 Braeme)(1836-84)Po74

　　　跣07π8,1883.⑰ 　 　 r嬢 一 代 』 ⑱

倶 礼 　 Ho〃z8　 V6鍔 鰐D47ω 伽.(P)　 ⑮

コ リ ン ズWilkie　 Collins(1824-89)M伽 侃4　 W醜,1870.⑳ の 前 半

　　　 (豊 田 実 に よ る)　 r非 小 説 』 ⑫

ゴ ー ル ドス ミス　 Oliver　 Goldsmith(1728-74)　 7洗 θV∫6σ プ げV7σ ん頃6Z4,

　　　1766.⑪ ⑱ 　 　 7腕8D856吻4槻Z498,1770.⑰

コ ン フ ォル ト　 Lucy　 Randall　 Comfort　 Loη6α π4」84Zoπ5:y.⑬

サ ー ゼ イ　 Robert　 Southey(1774-1843)　 跣 θL麹{ゾN6Z50π,1813.⑪

　　　⑳ ⑭ ⑭ ⑭ 　 　 ⑬ は1886年 米 国 紐 育 刊 よ り訳 出

サ ッカ レ ー　 William　 Makepeace　 Thackeray(1811-63)7%65'oη{ザ

　　　漁rッAπ6θ 乙in"7偽6　 P励55ん6励 」Booん",1840.⑭

シ ェイ ク ス ピ ア　 William　 Shakespeare(1564-1616)」%Z∫ π∫C485〃,1599

　　　-1600.⑳ ⑳ ⑭ 　 　 Ro耀oα π4♂ 協8',1594-5.⑳ ⑮ 　 　 P厩`Z65,1608

　　　-9.⑭(ラ ム)　 Cor∫oZ伽 π∫,1607-8.㊥ 　 　 A〃'5　 W8〃'加 ∫Eπ45

　　　 WεZZ,1602-3.⑳ 　 　 Co〃zε4y(ザErro75,1592-3.⑯ 　 　 M6κ 加 鋸

　　　げV乙 πゴ5,1596-7.⑲ ⑲ ⑪ ⑱ 　 　 KfπgLε α7,1605-6.⑰ 　 　 1血 〃z碗,

　　　 1600-1.⑯ 　 　 r想 夫 恋 』 ⑱ 　 　 r幻 影 』 ⑪

ジ ョ ン ソ ン　 Samuel　 Johnson(1709-84)　 7%ε 　 Hf∫ ∫oη 　 {ゾ　 Rα ∬8Z45,

　　　P「 ∫π08げ ・A6ツ55傭 α,1759・ ⑭ ⑭ ⑳ ⑭ ⑪ 　 　 ⑭ は 英 国 龍 動George

　　　Koutledge出 版 に 注 釈

ス ウ ィス ト　 Jonathan　 Swift(1667-1745)　 7}α"εZ∫f冠o&η87σZ　 R6〃zo∫8

　　　翫'伽 ∫ け 痂8WorZ4∂ ッL8祝 πθ1　Gπ 〃伽7,1726.⑪ ⑭ ⑭

ス コ ッ トSir　 Walter　 Scott(1771-1832)7劾Brf4ε(ゾLα 彿彿8r〃zoo7
,

　　　1819.⑩ 　 　 7乳6Lα4yげ 漉8　 L砒 ε,1810.@⑫ ⑱(㊧ は 柳 田 泉 に

　　　よ る)　 ん α痂06,1819.⑭ ⑯ 　 　 7hZ8∫(ザ αGrα π4α ∫h87,1823-31.

　　　⑫

ス タ ッ フ ォ ー ド　 James　 StuHords　 7偽8　 y碗 π986hoZ〃.⑪

ス タ ー リ ン グ　 Starling　 No配84864∫ のρWo7π8π .⑨

ス タ ン レー　 Sir　 Henry　 Mor叱on　 Stanley(1841一1904)血4α 嬬85診4ガ7``α
,

　　　1890.⑭ 　 　 未 特 定 作 品 　 ⑪ ⑪

ス チ ー ヴ ン ソ ン　 Robert　 Louis　 Stevenson(1850一94)　 Wゴ 〃0'疏8　 M逝Z
,

　　　in"盛 ・ 福 ・7rツM・ π",1887.⑪ 　 瓢 醜7」%4繍V諺 〃。π,　in"邸 働

　　　A7α ろ伽Nゴg檎",1882.⑲

デ ィ ケ ン ズCharles　 Dickens(1812-70)晶 θ励85δ ツ 、Bo2
,183α 　 ⑯



一
一一

　　　 瓢8BZ4σ 乃76ゴZ,　 in"8ん8'6乃 θ5∂ッBo2".⑰ 　 　 Hσr漉0融 σ而 π5,　in

　　　 "8乃 θ励6∫ ∂ツBo2".⑪ 　 　 7腕 θ 伽Zゴ4πP7∫50π67,　 in"Tゐ θ ひπ`0擢 ・

　　　 7π87`ゴαZ7短"6〃8r",1860.⑪(豊 田 実 に よ る)　 ACゐr説 徽z∫CoroZ,

　　　 1843.⑰ ⑩

デ ィ ズ レー リ　 Benjamin　 Disraeli(Beacons丘eld)(1804-81)　 Coπ ゴπ95∂ツ,

　　　 1844.⑳ 　 　 Eπ4y2励 π,1880.⑳ 　 　 H6捌6伽7セ 吻Zθ,1837.⑩

　　　 Co伽7認FZ6而 πg,1832.⑯b

テ ニ ソ ン　 Alfred　 Tennyson(1809-92)rテ ニ ソ ンの 詩 』 ⑪

デ フ ォ ー　 Daniel　 Defoe(P1660-1731)　 7偽 εL彰 απ48'rα πg88π ψr∫2∫πg

　　　。A伽8伽r85げR・ 伽 ∫oπ α%∫06,1719.① ⑤ ⑳@⑲ ⑪ ⑯ ⑩ ⑭

トロ ロー プ　 Anthony　 Trollope　 (1815-82)　 C乃 痒 ∫'彿α5　 α'　 丁距07πρ50π

　　　魚 〃.⑯

ド リウ ム(P)『 可 憐 嬢 』 ⑮

ハ ッガ ー ド　 Sir　 Henry　 Rider　 Haggard(1856-1925)　 AZZα πQπ απ877π α∫π,

　　　1887.⑭ ⑫

・・ワ ー ドWill　 Howard勘8ZZ　 60π π4 .⑭

ノミニ ヤ ン　 John　 Bunyan　 (1628-1688)　 　皿8　 PfZgr∫7π'5　 拓ogr855　 ノテ07π

　　　砺5wrorZ4∫o∫h碗 ωh　f6hゴ5'oω 耀,1678.'84.⑮ ⑭b⑰ ⑮ は

　　　W.C.　 Burns(賓 為 霧)の 漢 訳 か ら

フ ィ リ ッ プ゚ ス,S.N.F〃 πoπ5Cα ∫6∫oπCか6卿 π5∫απ'∫αZE悔4ε π6θ,1873.

　　　⑭

フ ォー セ ッ ト,ノ ニ ム　 Th　6σ7加66ゾCh擁5伽zα ∫8η6.㊥

ブ ライ ト(John　 Bright　 P)r政 党 情 話(英 国奇 談)』 　 ⑫ 　 　 『第 一 之 美 人(世

　　　界)』 ⑳

ブ ラ ッセ ー　 Anna　 Brassey(1839一1887)　 7暁8　 V∂ツ49θ 伽 読8``5π πう8α7π",

　　　oz67　1ヒo〃z8　0π　〃L　6　068α π　プセ)7　EZ6乞 ノθπ　・Moπ〃乙5,　1878.　 ⑰

ブ ラ ッ ドン　 Mary　 Elizabeth　 Braddon(1837-1915)FZoω θr伽4　 Wθ ε4

　　　4π40訪6r5∫07∫ θ5,1884.⑪

ベ ンヂ ス ン　 Mrs .　Bendisn　 T肋P肋 π如7πTbω θr.⑭(涙 香 の 創 作 説 あ

　　　 り)

ホ ー プ　 Sir　 Anthony　 Hope(1863-1933)　 Tゐ θP冠50π θr　oヅZ8π4α,1894 .

　　　⑭ 　 　 Rψ θπ げH8π 伽 π,1898.⑱

マ コー レイ　 Thomas　 Babington　 Macaulay(1800-59)Wl〃r例Hα ∫'fπg5
,

　　　1841・ ⑰ ⑪ ⑳ ⑭ ⑯ ⑭ 　 　 Lor4α 伽3α π ε55αッ,1840.⑳ ⑭ ⑳ ⑳ ⑰ ⑭

　　　⑳ ⑮ 　 　 」昨8〃 ゴ`伽 α84彦,1842.⑰ ⑬ ⑰ ⑭ 　 　 M漉oπ3α π ε55αツ,



　 1825.⑰ ⑰　　⑯⑳⑬ は明治12年東京大学翻刻を,⑫ は明治17年 東京

　 同盟出版書蜂翻刻を,⑯ は明治19年 の翻刻版をそれぞれの翻訳 ・註釈原

　 本 と し て い る 。

マ ー セ ッ ト　 COπ τ8r5α彦∫0η0π'hθh説0型 げEπgZ4π`　 ⑬

マ ル ク ハ ム,ヘ ス チ ン グ ス　 Sir　 Albert　 Hastings　 Markham(1841-1918)

　 7腕8α6α'、Fro26㌶56α,1877.⑱

マ レイ,ジ ョ ンJohn　 Murray　 r龍 動 新 繁 昌記 』 ⑥

ミル トン　 John　 Milton(1608-74)Pb昭4∫56　 Lo∫ ∫,1667.⑰ ⑪

ラ ム　 Charles　 Lamb(1775-1834)7セZθ5介o〃z　 5h盈65ρ 即 プ6,1807・ ⑲ ⑬

　 ⑭ ⑫ ⑬ ⑭ ⑰ ⑫ ⑭ ⑭ ⑭ ⑯ ⑮ ⑱ 　 　 .A　 7hZ6《 ザRo∫4〃zπ π4α σッ4加1α4

　 B伽4ル 毎プ9σ θ診　 ⑭

リ ッ トン　 Edward　 George　 Earle　 Lytton　 Bulwer・Lytton　 (1803-73)

　 Erη65'1瞼Z伽 τ8r5,1837.⑦ ⑳ 　 　 AZ'`θ,1838.⑦ ⑳ 　 　 Tゐ8　 Lω ∫

　 Dα ツ5げPoη ψ8ご∫,1834,⑧ 　 　 A　 3診r4π98&orッ,1862.⑫(木 村 毅

　 に よ る)　 P碗Zα 妙br4,1830.⑯ ⑱ 　 　 Rf6π2∫,7腕8　 Lα5'《 ゾ 訪8

　 Roz肱 π 丁擁 伽 π8∫,1835.⑰ 　 　　K8π6伽Cん 〃fπgZッ 雇5α4"ε π砲7ε4π4

　 0μ π加5,1873.⑳ 　 　 Eπ9ε ηεArα ㎜,1832.⑬ ⑭b　 　 Hα アoZ4,

　 疏 θL4∫ ∫6ゾ 疏68α ¢oπ 　K伽g5,1848.　 ⑫ 　　　L6畝zξor疏83ゴ898{ゾ

　 Grα ηα4α,1838.⑮ 　 　 CαZ4εroπ 疏8　 Co観 ご8r,1838.⑮ 　 　 Nゴg配

　 απ4Mor痂9,1841.⑭

ワ ー ズ ワ 一 ス　 William　 Wordsworth(1770-1850)rウ ォ ル ヅ ヲ ォス の 詩 』

　 ⑮

『シェイクスピア物語』20編 訳出一覧

　 リア王 ⑫⑬⑭⑪ 　 オセロー ⑪　 ロミオとジュリエット ⑪ 　 マ

　クベス　⑬⑭⑪　　ハムレット　⑬⑭⑮⑪　　お気に召すまま　⑪　　十

　二夜　⑭⑪　　嵐 ⑫⑭⑪　　ヴェニスの商人　⑲⑬⑬⑱⑪　　冬物語

　⑳⑪　　真夏の夜の夢　⑭△　　以尺報尺　⑳△　　終りよければすべて

　よし　△　 から騒ぎ △　　じゃじゃ馬ならし　⑰ム　　ベロナの二紳

　士 ⑬△　 間違いの喜劇 ム　　アゼンスのタイモン　⑬ム　　ペリク

　 リーズ ⑭ム　　シンベライン　⑭△　　(△印は,小 松月陵訳r沙 翁物

　語十種』明治40年12月 博文館刊に収録されているもの)

　　 なお,こ のほか明治期に訳出されたものとして,菅 野徳助 ・奈倉次郎訳

　註の三省堂青年英文学叢書(rヴ ェニスの商人』40年1月,r皇 子ハム レッ

四



ト』40年7月,rオ セ ロ』42年1月,　 rロ メオとジュ リエッ ト』43年11月),

百島操訳述rシ ェー クスピア物語』(嵐,お 気に召すまま,冬 物語訳出,

42年7月 内外出版協会),吉 岡向陽訳rハ ム レツ ト』(44年7月 春陽堂)が

刊行された。

　 未刊のものとしては,仁 田桂次郎 のr泰 西奇談』が全20編 を予定 してお

り,竹 内余所次郎rシ ェキス ピーヤ筋書』がマクベス,ア ゼンスのタイモ

ン,ロ ミオとジュ リエ ッ ト,ハ ム レッ ト,オ セ ロを予告 している。刊本未

確認のものとして,粟 屋関一訳r舌 克斯畢(し え くすぴ一や)』 が㊥の 広

告にみえる。内容は 「翻雲覆雨一名たい もん物語/情 天恨地一名志 し りい

物語/暗 鳥落花一名おせ ろ物語/秋 風旅雁一一名 まきしむ物語/蓬 飛藩合一・

名い ゝぜおん物語/断 魂錆骨一名べ りくりす物語/桿 女奇婚一名かせ りん

物語」以上7編 合冊 とある。

　ほかに,柳 田泉 によって,藤 田鳴鶴訳r佛 国某州領主麻吉侯情話』(お

気に召す まま)が 報告 されている。

五



マ

イ

ク

ロ

フ

ィ

ル

ム

版

国

立

国

会

図

書

館

所

蔵

 

明
治
期
翻
訳
文
学
書
全
集
 
目
録

b' 
/

1

明
治

5
年

～
明
治
38
年

ナ

ダ

書

房



収

録

書

目

録

凡

例

一
、
明
治
五
年

か
ら
明
治
三
十
八
年
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
国
立
国
会
図
書
館
所

 
蔵

の
翻
訳
文
学
書
を
、
イ
ギ
リ
ス
文
学

・
ア
メ
リ
カ
文
学

・
フ

ラ

ン

ス
文

 
学

・
ド
イ
ッ
文
学

・
ロ
シ
ア
文
学

・
そ
の
他

に
分
類
す
る
。
第

一
期

は
イ
ギ

 
リ
ス
文
学
編
と
し
、
そ
れ
以
外
を
第

二
期
と
す
る
。

二
、
本
全
集

に
収
録
す
る
作
品

は
、
小
説
を
中
心
と
す
る
が
、
戯
曲

・
詩

・
評

 
論
等
も
含

め
た
。
た
だ
し
、
明
治

二
十
年
代

に
多
く
刊
行
さ
れ
た
探
偵
小
説

 
類

の
収
録

は

一
部

に
と
ど
め
た
。
黒
岩
涙
香
、
丸
亭
素
人
、
採
菊
散
人
、
不

 
知
火
、

一
二
三
子

の
訳
本

の
多
く

は
省

い
た
。

三
、
国
会
図
書
館

に
未
所
蔵

の
も

の
も
、
そ
の
書
誌
を
掲
げ
、
閲
覧
可
能
な
所

 
蔵
先
を
示
し
て
お
い
た
。

四
、
収
録
書

の
配
列
は
、
各
編
ご
と
に
刊
行
年
代
順
と
し
た
。

五
、
書
誌
事
項
中
〈
〉

内

の
引
用

は
原
則
と
し
て
、
本
文

の
冒
頭
を
も

っ
て

 
し
た
。
(
引
用
文
中
、
変
体
仮
名
は
現
代
表
記

に
改

め
、

ル
ビ

は
大
半

省

略

 
し
た
。
)
末
尾

の
記
号
は
上
が
国
会
図
書
館
請
求

番

号
、
下
が

マ
イ
ク

ロ
フ

 
ィ
ル
ム
版
の
収
録
リ
ー
ル
並
び

に
齣
番
号

で
あ
る
。
番
号
の
下

に

(左
)
と

あ

る
は
、
左
開
き

の
本

で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

六
、
索
引

は
、
翻
訳
者
索
引
、
出
版
人

・
発
行
人
索
引
、
原
著
者
及
び
原
著
索

 
引

の
三
種
を
付
し
、
書
誌
を
補
う
も

の
と
し
た
。

三
五



三
六

①②③

ア
メ
リ
力
文
学
編

西
洋
穴
探

【
明
治

12
年
】

(
一
)
キ

ル

ワ

ン
著

、

(
二
、

三
)
マ

ッ
ク

ケ

ー
プ

著

 

加
藤

政

之

助

訳

 

(
七

月

、

二

一
三

年

三

月

、
三

一
〇
月
)
東
京
 
中
島
精

一
出
版

一冊

1
9
c
m

緒

言

3

+
目

次

2

+
1
1
8P
、

(
二
)
目
次

2

+

二
編

序

3

十
1
7
5P
、

(
三
)
緒

言

2

+
目

次

2

十
1
4
0P

ジ

ン
ケ
ソ

〈
車
轂
相
撃
チ
人
肩
相
摩

シ
衽
ヲ

連

テ
帷

ヲ
成

シ
袂

ヲ
挙

テ
幕

ヲ
成

シ
汗

ヲ
揮

ル
ト

ハ
夫

レ
英

京
龍
動

ノ
謂
乎
〉

(初
編
)

一
 

ヨ
レ

ク

/

サ
カ

テ
雨

ヲ
成

シ
家
殷

ン
ニ
人
足

特

20
-
4
6
5

〈
紐
約
克
府

ハ
米
国
最
大

至
要

ノ
都
会

ニ
シ
テ
大
西
洋

ヲ
距

ル
九
里

ホ
ド

ソ

ン
河
/

ロ

ニ
位

セ
ル

マ
ン

ハ
タ
ン
島

ニ
在

リ
テ
〉

(二
編
)

【
明
治

14
年
】

き
ん
せ
い
ぺ
い
こ
く
き
 
だ
ん

近
世
米
国
奇
談

二
冊
和
装
合
本
〔原
著
者
不
明
〕
 
小
川
吉
之
輔
編
輯

・
出
版

1
8
c
m

小
川
活

版
所
広
告

1

+
16
十
17
丁

(七
月
)
高
知
 
柳
影
社
刊

R

-

ー
-

特

20

-
4
6
5
 

R
1
。
68
1
6
2

〈

米
州

合
衆

国

ヲ

ハ
イ

ヲ
州

な

る

ル
ー

レ

ン
ス
郡

に
セ
リ
ダ

ン
と
な

ん
呼

ぶ

一
村
あ

り
?

に
名

を
ば
ブ

ル
/

ー
ス

と
云
ひ
業
わ
理
学
の
教
師
に
て
数
多

の
弟
子
を
預
り
最
も
豊
に
世
を
送
る

一
個

の
老
人
あ
り
け
る
/
が
〉

一
九
年
五
月

に
、
上
田
捨
吉

(京
都
、
駿

々
堂
本
店
)
が
洋
装
翻
刻
本
を
出
版

仏
国
革
命

自
由
党
魁

1
8
c
m

【
明
治

15
年

マ
ダ

ム
ロ
ー
ラ
ソ
ト

真
段
郎
蘭
伝

」

上
巻
 
ア
ボ

ッ
ト
著
 
門
田
平
三
訳
述

・
出
版
 
(
四
月
)
大
坂

眞

段
郎
蘭
眞

像

一
葉

+
題
字

(箕

田
居

士
)
4
十
自

序

2
+
凡
例
2

+
目
次

2
+
95

P

特

41

81
R

1
-
2
3
9
2
5
7

〈

邦
家

ノ
治

乱
、
興
亡

ノ
状

ヲ
察

シ
、

人
間

ノ
栄
枯
、

得
喪

ノ
理

ヲ
知

ル
、
史

/
伝

ノ
多

キ
、
其
中

ニ
仏

国
革
命

ノ
大
乱

二

フ
/



其

人

ア
リ

ト
聞

ヘ
タ

ル
義

/

勇

、

絶
倫

、
英

名

、
赫

々
タ

ル

マ
ダ

ム

ロ
ー
ラ

ン
ド

ノ
伝
記

ヲ
〉

④

目
次

に
は
、
中

巻

・
下

巻

あ

り

英
国
情
史

蝶
舞
奇
縁

1
8
c
m

初
編
 
桑
野
鋭
訳
述

・
出
版
 
(五
月
)
東
京
(紫
溟
堂
蔵
版
)

和
装
木
版

し
よ
ん

序

(撫

松

逸
史

)
2

+
凡
例

・
口
絵

・
目
録

3

+
33

丁

く

ら
ぺ
り
ん
ぐ

特

20

-
5
3
9
R
-
2
7
7

〈
髪

に
約
翰
、
格
拉

倫
と
な
ん
い

へ
る
、
や

ん
ご
と
な
き
人
ゐ
ま
し
か
り
/
け
り
、
其
夫
人

の
名

を
約
翰
と
呼
做

し
、
長
女

ハ
既

に
他

に
嫁

せ
、
家

に
/

四
人

の
女
児
を
ぞ
持

た
り
け

る
〉

奥
付

に
二
編
三
編
四
編
の
予
告
あ
り

特

41

96

R

1

-
3
3
5

【
明
治

18
年

】

⑤

那
翁
外
伝

閨
秀
美
談

1
9
c
m

ア
ポ

ツ
ト

亜
勃
的
著
 
秋
庭
浜
太
郎
翻
訳
 
(五
月
)
東
京
 
山
本
秀
雄
出
版

題
字

(板
倉
松
叟
)
5

+
序

(三
嶋
毅
、
栗
本
鯤
)
7
+

口
絵

2
葉

+
目
次
2
+
4
1
0
+
跋

(服
部
誠

一
、

田
島

象

二
)

8

P

マ
ァ
チ

ン
キ
ウ

カ

 
ル
 
ピ

 
ア

ン

〈
麻

珍
求

の
島
と
云

へ
る
は
熱
帯
地
方

に
あ
り
て
加
爾
比
亜
海

の
中
心
よ
り
堀
起
せ
る
も
/

の
な
り
〉

34
-
11

R
2
-
1

一
九
年

一
月

に
、
市
川
路

周

(東
京
、
文
事
堂
)
が
板
権
譲
受

し
て
再
版
出
版
。
国
語
研
究
所
蔵

【
明
治
19
年
】

⑥

貞操

英
国
美
譚

〔
ク

ッ
ク
著
〕
 
鎗

田
山
人
編
輯

 
三
村
芳
南
校
正
 

(
一
月
、
再
版

八
月
)
東
京

鎗

田
か
ね

(
一
光

堂
)
出
版

1
9
c
m

序

2

+
1
5
8P

〈
春

の
且
に
桜
花
を
友
と
し
紅
裙
舞
袖
の
解
語

の
花
に
伴

ハ
れ
て

ハ
/
如
何
な
る
石
部
金
吉
で
も
三
弦
太
鼓
に
笛

う
ゎ

き

鼓
歌
ひ
つ
舞

つ
勃
興
思
/
情
を
顕

ハ
し
秋
の
夜
景

ハ
亦
更

に
〉

特

13
-
5
3
8
R
2
-
矧

【
明
治

20
年
】

ア
メ
リ
カ
文

学
編

三
七



⑦⑧⑨⑩

名
花
之
余
薫1
8
c
m
フ
ラ

ン
ク
リ

ン
著

 
ウ

ヱ
ル
ド
補
 
御
手
洗

正
和
訳

・
出
版

 

(三
月
)
東
京

肖
像

1
葉

+
題
字

(勝
海
舟
)
2

+
序

(中
村
正
直
、

ウ

ヱ
ー
ル
ド
)
14
+
凡
例
3

+
目
録

4
+
2
6
8P

三
八

〈
異
郷
に
在
る
老
父
遠
く

一
書
を
愛
児

の
許

に
寄
す
老
父
は
自
家

の
系
譜
及
び
祖
/
先

の
履
歴
を
捜
ぐ
り
其
事
蹟

の
僅

か
な
り
と
も
之
を
得

る
を
以
て
無

二

の
快

楽
/

と
思
惟

せ
り
〉

(第

一
～
十

六
章
)

革
命

【
明
治

21
年
】

英
雄
之
世
路1
8
c
m

33
-
2
5
2
R
2
-
3
2
4

チ
ャ
ン
ダ
ア
ス
著
 
阿
部
秀
吉
訳
述
 

(九
月
)
東
京
 
西
村
富
次
郎
発
行
(自
由
閣
発
兌
)

自
由
閣
之
印
章

1
葉

+
序

(鉄

腸
山
士
)
6

+
自
序

2
+
目
録
4

+
2
0
2P

む
か
し

せ
ん
せ
い

〈
今

ハ
曩
昔

一
千

七
百
四
十
年
代

の
こ
ろ
と

か
や
米

国

ヲ

ハ
ヨ
ゥ
洲

中
最

と
も
？

盛

の
位
地

を
占

む
る
/

ク

レ
ヴ

お
う
そ
ら

イ
ラ

ン
ド
府

ハ
イ

レ
イ
湖

に
接

近
し
道
路

宏
濶
巨
厦
甍

を
聯

ね
巍

々
と

し
て
玄
霄

に
聳

ひ
〉

摘
陰
発
微行
奇
獄

1
8
c
m

17

-
54

R
3
-
1

マ
ク
ウ

ア
ッ
テ
ル
ス
著

千

原
伊

之

吉

訳

述

(
一
一
月
)
京
都

佐
藤
庄
太

(日
本

同
盟
法
学
会
)
発

序

(井
上
操
)

4
+
凡

例
2

十
目
次

2
+
3
5
0P

〈
英
国
倫
敦
府
に
偽
造
貨
幣

の
盛

に
流
布
し
た
る
こ
と
あ
り
其
勢
ひ
正
貨

の
信
憑

を
も
妨
げ
ん
と
す
る
に
至
り
し

か
ば
政
府

の
憂
慮

一
方
な
ら
ず
〉

【
明
治
22
年
】

ベ
ン
ジ

ャ
ミ
ン
、
フ

ラ

ン
ク

リ
ン
自
叙
伝1
9
c
m

17

-
塒

R
3
仙

望
月
興
三
郎
訳
 

(
一
二
月
)
大
阪
 
上
田
貞
治
郎
(済
生
堂
)
発
行

肖
像

1
葉

+
富
氏
自
叙
伝

序

(竹
越
与

三
郎
)
4
+
原
序

(H
、
M
)
4

+
小
引

2

+
目
次

2

十
1
7
6P

〈
卑
賎

の
家

に
生
れ
、
貧
困
な
る
生
活

の
間

に
成
長
せ
し
が
、
幸

に
天
の
祐
助

に
賴
て
/
豊
富
を
致

し
、
名
を
世

界
に
知
ら
れ
、
晩
年

に
至
る
迄
、
能
く
景
福
を
保

つ
の
身
と
成
/

り
た
る
、
予

の
経
歴
を
知
ら
ま
ほ
し
く
思

ふ
、

子
孫

の
為

に
自
伝
を
叙
さ
ん
〉

(第
十

二
章
ま
で
)

特
叩

錨

R
3
幽



⑪

文
明
論

1
9
c
m

【
明
治
23
年
】

え
め
る
そ
ん
著
 
佐
藤
重
紀
訳
述
 
(
四
月
)
東
京
 
野

口
竹
次
郎
発
行
 
〔発
兌
元
 
博
文
館
〕

肖
像

1
葉

+
序

(広
沢
安
任
、
中
村

正
直
)
7
+
題
詩

(東
海
散
士
)
1
+
序

(徳
富
蘇
峰
)
4
+
自
序
10
+
例

言
三
則
2
+
著
者

小
伝

4
+
66
+
跋

(荘

田
三
平
)
4

P

〈
本
論

ノ
冒
頭

ニ
於

テ
首

ト
シ
テ
究

明

ス

ヘ
キ

モ
ノ

ハ
文
明
即
開
化
/

ト

ハ
如
何

ナ
ル
義

ナ
リ
ト
ヤ
云

フ
問
題
是

ナ
リ
〉

【
明
治
24
年
】

バ

ー
ネ

ッ
ト
女
史
著
 
若
松
し
づ
子
訳
 

(六
月
?
)

18
-
1
3
3R
3
-
3
9
3

⑫⑬⑭

小
公
子

2
1
c
m

口
絵

1
葉

+
自
序
4
+
2
6
8P
(以
下
欠
損
)

挿
画
6
葉

〈

セ
ド
リ

ツ
ク
に
は
、
誰
も
云
ふ
て
聞
か
せ
る
人
が
有

ま
せ
ん
か

つ
た
か
ら
、

た
〉

や
み
ち
 
 
と
も
し
び

闇
路
の
燈

1
9
c
m

何
も
知
ら
な

い
で
/
ゐ
た
の
で
し

パ

ン
ゼ
ー
女
史
著
 
三
浦
徹
訳

・発
行
 

(
一
一
月
)
盛
岡
(
日
曜
学
校
協
会
出
版
)

緒

言

6

+
3
0
6P

特

28

-
6
3
4

〈
堂
内

は
充
満

し

つ
、
大
小

の
童
男
童
女
、
大
人
さ

へ
に
皆
座

に
就
き
、
生
徒

は

一
同
歌

ひ
な
れ
/

た
る

「
た
の

し
き
く

に
、

天

に
あ
り
」

を
歌
終
り
ぬ
〉

翻
訳
新
声

2
2
c
m

【
明
治

25
年
】

ア
ー
ヴ

ィ
ン
グ
著

 
前
橋
孝
義
訳
 

(三
月
)
東
京
 
加
藤
鎮
吉

(開
新
堂
)
発
行

序

(松

平
康
国
、
古

郡
図
南
)
4
+
例
言

2
+
55

P

R
4
-
1

特

18
-
9
0
7
R
4
-
1
4
7

〈
猛
け
き
も

の
ゝ
ほ
ゆ

る
音
も
凄
き
鴟
梟

の
鳴
く
声
も
、

そ
/

の
あ

た
り

に
は
き
か
ぬ
な
り
。
/
梢

に
寒
き
木
が

ら
し
も
、
あ
ら
し
も

よ
そ

に
聞
ゆ
れ
ど
、
そ
/

の
あ

た
り

に
は
吹
か
ぬ
な
り
〉

(村

の
花
)

ア
メ
リ
カ
文

学
編

8
-
1
2
6

 

1

三
九

R

4
-
3
1
1

川



⑮⑯⑰

ワ
シ
ン
ト
ン

ア
ー
ビ
ン
グ

【
明
治
26
年
】

ス
ケ

ッ
チ
ブ

ッ
ク
註
釈

(開
新
堂
書
店
)
発
行

二
冊

1
9
c
m

緒

言

2

+
1
5
0P
、

四
〇

大
倉
本
澄
註
釈
 
工
藤
精

一
校
閲

(二
月
、
二

二
七
年
二
月
)
東
京
 
加
藤
鎮
吉

(
二
)
小

序

2

十
1
5
0P

〈

意

解

。
余

ハ
ほ

ー

ま

ー

ノ
言

フ
所

大

ニ
其

意

ヲ
得

タ
リ
。

即

チ
殻

ヲ
脱

シ

タ

ル
/

一

ク
蛙

ト
変

ジ
、

而

シ
テ
其
変

ジ

タ

ル
為

メ

ワ
シ
ン
ト
ン

ア
ー
ヴ

ィ
ン
グ

ス
ケ

ッ
チ
ブ

ッ
ク
釈
義

蝸

牛

ハ
間

モ
ナ

8
3
7

・
5

-
ｏ
6
3
3W
 

R
4
-
4
9
3
4
1
6

(左

)

河

田

(新

井
)
清
彦
訳
解

 

(八
月
、
二

二
七
年

四
月
、
三

六
月
、
四

二
八
年

四
月
、
五

七
月
、
六

二
九
年

七
月
、
七

三
〇
年

一
月

、
八

五
月
)
京
都

 
河

合
卯
之
助

(文
港

堂
)
発
行

八
冊

1
9
c
m

釈

義
概

言

3

+
80

P
、

二

80

P
、

三

は
し

が

き

及

目
次

2

+
99

P
、
四

83

P
、
五

71

P

(
3
8
9
～
3
9
7P

逆

と

じ

)
、
六

72

P
、
七

75

P
、
八

75

P

〈
英

ノ
戯
曲

詩

家

ジ

ョ

ン
、

リ
リ

ー

(
1
5
5
3
？
│
1
6
0
0
？
)
其

著

書

「
ユ
ー

フ

ユ
ー
ズ

」

(

 
ハ
氏

が

著

作

中
特

ニ
/
著
名

ナ
ル

七
八

の
内
題

「

黒
猫

2
1
c
m

華
盛
頓

亜
敏
具

也
)
中

ニ
日
ク
〉

(記
者

之
自
叙
)

見
聞
概
記
釈
義
」

ポ
ー
著

内
田
貢
訳
述

 
(九
月
)
東
京

凡

例

2

+
目

次

2

+

65

～

79

(
15
)
P

福
永
文
之
助

(警
醒
社
書
店
)
発
行

特

27

-
5
4
6
 

R

5
-
1

48
1
0
0
1
6
0
2
0
9
2
5
4
2
9
8
3
4
3

〈
余
が
今
筆
を
執
ら
ん
と
す
る
は
最
も
荒
唐
不
稽
な
る
物
語
な
れ
ば
、
勿
論
信
ぜ
ら
れ
る
べ
く
/
も
あ
ら
ず
又
信
ぜ

ら
れ
ん
事
を
も
欲
せ
ず
〉

『鳥

留
好
語
』
に
所
収
。

イ
ギ

リ

ス
文

学
編
1
1
7を
参
照

(第

-
期
R

33
│
3
8
0
収
録
)



⑱⑲⑳⑳

家
妻

1
9
c
m

【
明
治
27
年
】

ア
ー
ビ
ン
グ
著
 
宮
崎
湖
處
子
訳
 

(四
月
)
東
京
 
垣
田
純
朗
(民
友
社
)
発
行

目

次

2

+
1
6
0～
1
7
1(
12
)
P

〈
女

の
胸

に
か
く
れ
た
る
/
宝
を
見
れ
ば
、

/
く
し
き

香
の
薫

る
な
り
〉

わ
だ

つ
海
の
/
庭
な
る
珠
も
珠
な
ら
す
/
我
宿
ち
か
く
我
が
来
れ
ば

『
第
四
国
民
小
説
』
に
所
収
。
イ
ギ
リ
ス
文
学
編
1
2
3
を
参
照

(第

-
期
R
35
-
2
9
6
に
収
録
)

あ
り
ふ
れ
物
語

1
8
c
m

ホ
ー
ソ
ー

ン
著
 
大
島
正
健
訳
 

(五
月
)
東
京
 
福
永
文
之
助

(警
醒
社
書
店
)
発
行

は
し
が
き
１

+
目
録

(夢
な
ら

ぬ
夢
、
心

の
浮
画
、
新
天
路
歴
程
、
腹
中

の
蛇
)

1
+
91

P

〈

人
は
世

に
あ
り
て
。
多
く

の
事

に
出

で
逢

ふ
と
も
直

に
身

の
上

に
係

り
て
、
行
末

の
/
方
向
を
も
定

む
べ
き
、

い
と
大
切
な
事
柄
さ

へ
も
、
知

り
得

る
は
僅

に

一
部

に
止

る
/

の
み
。
〉

(夢

な
ら

ぬ
夢
)

空
中
軍
艦

1
9
c
m

【
明
治

29
年
】

フ
ォ
ー

セ

ッ
ト
著

 
山
岸
藪
鶯
訳
 

(七
月
)
東
京

 
大
橋
新
太
郎

(博
文
館
)
発
行

凡

例

2

+
目

次

5

+
3
1
5P

18
-
4
3
0R
5
-
3
8
9

〈
世

は
騒
が

し
き
此
頃
、
何
方

の
新
聞
社
も
業
務

い
と
繁
き

に
、
ま
し
て
世
界

に
/
名

た
ゝ
る
大
新
聞
社

の
こ
と

な
れ
ば
、
忙

は
し
さ

は
復
格
別

に
て
、
平
生

に
は
碌
/

々
出
社
さ

へ
得
為
さ
ゞ

り
し
文
学
記
者

の
我
ら
ま
で
、
社

長

の
哀

訴
的
厳
命

に
/

も
だ
し
難
く
て

一
週
間
幾
度
と
な
く
出
社
す
る
こ
と
さ

へ
あ
り
け

る
〉

ベ
ン
ヂ

ャ
ミ
ン

フ
ラ
ン
ク
リ
ン

堂
)
発
行

上
下
二
冊
自
著
言
行
録
直
訳
、
註
釈

1
9
c
m

68
-
4
2
3

大
島

国
千
代
訳
 

(
一
二
月
、
下

三
〇
年

五
月
)
東
京
 
金
刺
源

次

(芳

流

2
2
4

P
、

(
下
)
2
0
6
P
(第

十

二
章

ま

で
)

〈
私

ハ
常

ニ
私

ノ
祖
先

ノ
或

ル
僅
少

ノ
逸
事

ヲ
得

ル

コ
ト

ニ
於

テ
愉
快

ヲ
持

タ
〉

ア
メ
リ
カ
文
学
編

R
6
1
1

特

27
-
5
8
4R
6
-
1
6
6
2
9
2

四

一



2
2
2
3
2
4
2
5

か
ん
 

ば
つ

間

一
髪

1
6
c
m

【
明
治
30
年
】

(袖
珍
小
説
第
二
編
)

1
8
3
P

1

ボ
ー
著
 
森
田
思
軒
訳
 

(
一
月
)
東
京
 
大
橋
新
太
郎

(博
文
館
)
発
行

四
二

〈
余

は
已
に
久
し
く
病
み
つ
か
れ
て
、
僅
か
に
奄

々
た
る
気
息
を
あ
/
ま
す

の
み
な
り
き
、
渠
等
が
余

の
縛
を
解

き
て
余
を
し
て
そ
こ
に
/
座
ら
し
め
し
と
き
は
、
余

は
吾
が
感
覚
の
次
第

に
吾
が
躰
を
離
れ
/
ゆ
く
を
お
ぼ
え
た

り
〉

小
公
子

2
3
c
m

71
-
3
3
4B
6
-
4
0
2

バ

ル
ネ

ッ
ト
夫
人
著
 
若
松
し
づ
子
訳
 

(
一
月
)
東
京
 
大
橋
新
太
郎
(博
文
館
)
発
行

肖
像
1
葉
+
遺
稿
編
纂
の
辞

(桜
井
?
村
)
2
+
緒
言

(?
村
)
7
十
前
編
自
序
3
+

口
絵
1
葉

十
3
4
2
P
+
小

公
子

の
後

に
書

す

(巌

本
善

治
)
1
+
『
小
公

子
』
に
対

す

る
江
湖

の
評
言

15

P
 
松
井
昇

画

〈
セ
ド

リ

ッ
ク
に
は
、

誰
も

云
ふ
て
聞

か

せ
る
人
が
有

り
ま

せ
ん
か

ツ
た
か
ら
、

何
も
知

ら
な

い
で
/

ゐ
た

の
で

し
た
〉

弗
蘭
克
林

自
叙
伝
註
釈

書
店
)
発
行

上
下
二
冊
19
c
m

井
上
歌
郎
註
釈

74
-
1
1
0

(九
月
、
下

一
一
月
) 

東
京
 
小
池
淡

(後
凋
閣
書
店
)
・小
池
弘
夫

(菁
莪
堂

自
序

2
+
1
3
2P
、

(
下
)
1
5
5
P
(第
十

二
章

ま

で
)

-余

ハ
逸
話

ニ
シ
テ
苟

モ
祖

先

ニ
干

ス
ル

モ
ノ
ナ
ル
ト
キ

ハ
/
如

何

ニ
瑣
細

ナ

ル
モ
ノ

ニ
テ

モ
之

ヲ
集

ム
ル
ヲ
以

テ
常

ニ
楽

ト
為

ス
〉

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
自
伝
講
訳

19
c
m

上
巻
 
深
沢
由
次
郎
講
訳
(
一
一
月
)
東
京
 
飛
敷

一
郎

(静
寿
館
)
発
行

序

(
イ
ー

ス
ト

レ
ー
キ
、

日
本
英

学
新
誌
記

者
)
6

+
緒

言
3

+
1
2
9P
(第

三
章

ま

で
)

R
7
-
1

1
2
9

-
66
 

R

7
-
3
5
3
2
8
1

(
左

)

〈
わ
れ

は
苟
り
に
も
祖
先
の
逸
話
な
ら
ば
如
何
な
る
些
事

に
て
も
之
れ
を
探

る
/

を
も
て
常

に
楽

み
と
し
た
り
〉

奥
付

に

「
中
巻
下
巻
近
刊
」
と
あ
り

特

20
-
5
7
9
R
7
-
3
5
4



2
6
2
7
2
8
2
9

少
年
小
説

【
明
治

32
年
】

乞
食
王
子

マ
ア
ク
、

ツ

ヱ
ン
著
 
巌
谷
漣
山
人
・黒

田
湖
山
人

・川
田
河
山
人
共
訳
 

(
一
〇
月
)
東
京
 
大
橋

省
吾
(文
武
堂
)
発
行

1
5
c
m

は
し
が
き

(小
波
)
2
+
序

(湖
山
人
)
2
+
原
序
2
+
凡
例
4
+
目
次
4
十

口
絵

1
葉
十
5
7
8P

挿
画
3
葉

〈

時

は
丁
度
紀
元
千
六
百
二
十

五
年

か
ら
、
千
六
百
五
十
年

ま
で
の
間

の
、
あ
/

る
秋

の
日
の
事

で
あ

る
。
処

は

ロ
ン
ド

ン
市
中

で
、

キ
ヤ

ン
テ
と

い
ふ
貧
乏
/

な
家

に
、

一
人

の
男
児
が
生
れ

た
〉

【
明
治

33
年
】

フ
ラ
ン
ク
リ

ン
自
叙
伝
詳
解

1
9
c
m

〈
1
-
2

菅
野
徳
助
著
 
(九
月
)
東
京
 
岩
崎
鐵
治
郎
(大
学
館
)
発
行

緒
言
1
+
獅

P
(第

五
章

ま
で
)

り
得

る
を
悦

は
/

し
く
思

へ
り
〉

ふ
ら
ん

く
り
ん

1
8
c
m

自
叙
伝
直
訳
註
釈
 
下
巻

37
-
2
2
8

-余

は
常

に
如
何

な
/

る
些
末

の
事

に
て
も
祖
先

に
関
す
る
逸
事

等

を

知

松
尾
豊
文
訳
述
 
(
一
一
月
)
東
京

金
刺
源
次
(芳
流
堂
)
発
行

自
叙

に
代

へ
て
2
+
2
8
6P
(第
六
～
十

二
章
ま
で
)

R
8
-
1

特

20

-
3
6
8
 

R
8
-
4
4
0
(左

)

〈

(第
六
章
)
私

ハ
ペ
ん
し
る
が
あ

に
あ
州

ニ
私
自
身

ヲ
建

テ
シ
時

ニ
於

テ
其
処

ニ
ぼ
す
と
ん

ノ
南
方

ニ
迄
植
/
民

【
明
治
34
年
】

ス
ケ

ッ
チ
ブ

ッ
ク

会
社
)
発
行

上
下
二
冊

1
9
c
m

2
i
58

ア
ー
ビ

ン
グ
著
 
浅
野
和
三
郎
訳
 

(
一
月
、
下

九
月
)
東
京
 
宮
川
保

全
(大
日
本
図
書

株

式

肖
像

1
葉

+
略
歴
及
び
著
書
8
+
序

4
+
凡
例

1
+
目
次

2
十
3
3
5P、

(下
)
目
次
2
+
4
0
0P

〈
余

ハ
平
生
目
新
ら
し
き
風
景
を
訪
ね
、
又
物
珍
ら
し
き
人
物
習
俗
等
を
観
察
す
/
る
を
好
み
き
〉

ア
メ
リ
カ
文

学
編

R
9
-
1

88
-
86

R
9
-
1
9
0
3
3
2

四
三

地

ノ
如

何

ナ

ル

モ

ノ

ニ
於

テ

モ

ノ



3
0
3
1
3
2
3
3

エ
 
マ
ル
ソ
ン

恵
磨
遜
の
書
簡

1
9
c
m

ノ
ル
ト
ン
編
 
民
友
社
訳
 

(九
月
)
東
京
 
渡
辺
為
蔵

(民
友
社
)
発
行

四
四

口
絵

写
真
1
葉

+
序

(徳
富
蘇
峰
)
8
+
目
次
2

十
恵

磨
遜

(蘇
峰
)
24

+
緒

言

(
ノ

ル
ト

ン
)
7

十
1
2
8P

〈
拝
啓
、

フ
ラ
ー
嬢

の
推
察

せ
ら

る
ゝ
所

に
よ
れ
ば
、
此
頃
貴
/
兄

は

コ
ン

コ
ル
ド
ま

で
御
来
賀

被
下
と
も
、

御

差
閊
な
き
丈
/

に
御

暇

の
由
、

小
生
も
、

近
頃

は
特

に
閑

暇

に
て
、
善
き
感

化

は
/

何

に
て
も
感
謝

し
て
受
け

ん

と
存
居
候
〉【
明
治

35
年
】

宝
ほ
り
(英
文
学
研
究
第
四
冊
)

外
出
版
協
会
)
発
行

1
9
c
m

88
-
2
0
9
R
1
0
-
1

ボ
ー
著

 
山
縣
五
十
雄
訳
註
 
(七
月
)
東
京
 
内
田
正
義

(言
文
社
)
・山
縣
操

(内

は
し

が

き

2

+
68

P
、

(
左

開
)
英

文

51

+

ボ

ー

の
小
伝

25

P

〈
久

し
き
前

余

は
ウ

ィ
リ
ア
ム
、

レ
グ

ラ

ン
ド
な
る
者

と
親

し
き
交

を
結

び
た
り
〉

1
3
9

c

R
10
-
1
0
9

広
告

に
英
文
学
研
究
第

一
冊
「
白
梅
嬢
」
、
第

二
冊
「
荒
磯
」
(
コ
ナ
ン
ド
イ

ル
著
)
、
第
三
冊
「
英

米
詩
歌
集
」
と
あ

り

プ
リ
モ
ス
の
美
人
(英
米
文
学
研
究
叢
書
第

一
輯
)

岩
瀬
寧
津

(東
文
館
)
発
行

1
9
c
m

ロ
ン
グ

フ

ェ
ロ
ー
著
 

西
川
光
太
郎
註
訳
 

(
一
二
月
)
東
京

口
絵

1
葉

+
目
録

2
+
発

刊

の
辞

2

+
読
者
諸

君

へ
2

+
平
民
詩

人

ロ
ン
グ

フ

ェ
ロ
ー
と
其
著

作
9

+
64

P
(1
～
14

P
ま

で
切
取
)
、

(左
開
)
肖
像

1
葉

+
英
文

及
註

釈

64

P

〈
二
恋
愛

と
友
情

の
衝

突
/
室

は
閉
静

な
り
、
聞
ゆ

る
も

の
は
、
美
少
年

か
急
け

る
水
茎

の
音

と
、

シ
ー
ザ

ー
が

驚
嘆
す
べ
き
言
行
を
/
読
み
な
が
ら
、
肺
臓
よ
り
吐
き
出
す
隊
長

の
嘆
息

の
み
〉

シ
ー
ザ

ー

該
撒
殺
害

【
明
治

36
年
】

1
3
9
-
2
2
2

(英

文
学
研
究

の
六
) 

マ
ー
ク
、

ト
ウ

ェ
ー

ン
著

 
山
縣

五
十

雄
訳
註

 

(五
月
)
東

京
 

山
縣

操

(内

外

出
版
協
会
)
・内

田
正
義

(言
文
社
)
発
行

R
10
-
1
9
0



3
4
3
5
3
6
3
7
3
8
1
9
c
m

読

者

諸

君

へ
2

+

ト
ウ

ェ
ー

ン
論

38

+

11

P
、

(
左

開
)
肖

像

1
葉

+
英

文

8

+
註

釈

7

P

〈
凡
そ
世

の
中

に
新
聞
探
訪
員

に
と
り
て
血
？
く
且

つ
秘
密

の
籠
れ
る
殺
人
事
件

の
委
細
を
集

め
来
り
、
大
/

に

之
を
誇
張

し
て
、
事
情
詳
ら
か

に
書
き
上
ぐ

る
程
多
く

の
満
足
を
与

え
る
も

の
あ

る
な
し
〉

偉
人
論

1
9
c
m

エ
マ
ー
ソ

ン
著
 
大
谷

正
信
訳
 

(
一
〇
月
)
東
京
 
宮
川
保
全

(大
日
本
図
書
株
式
会
社
)
発
行

肖
像

1
葉

十

エ
マ
ー

ソ

ン
の

一
生

6

+
は

し
が
き

3

+
目
次

1

十
戴

P

〈
偉
人
を
崇
拝
す
る
の
は
人

の
天
性
で
あ
る
〉

緋
文
字

1
9
c
m

ホ
ー
ソ

ン
著
 
富
永
蕃
江
訳
 

(
一
一
月
)
東
京
 
岩
瀬
寧
津

(東
文
館
)
発
行

肖
像

1
葉

+
小
引

6
+
2
4
9
+
発
行
者
あ
と
が
き
ー

P

た
い
か

〈
鬚

生
や
し
た
る

一
群

の
人

々
は
、
中

に
婦
人
を
も
雑
え
て
木
造

の
大
厘

の
前
、

樫
木
の
門
扉
に
面
し
て
集
り
居
た
り
〉

百
年
後
の
社
会

2
3
c
m

1
3
9
-
2
9
4

e

R
10
-
2
5
5

96
-
3
3
1
R
10
-
2
9
5

鉄

の
大
鋲

う
て
る
/
厳

め
し
き

ベ
ラ
、ミ
ー
著
 
平
井
広
五
郎
訳
 

(
一
二
月
)
東
京
 
福
永
文
之
助

(警
醒
社
書
店
)
発
行

序

(矢

野
龍
渓
)
3

+
序

(平
井
)
4
+
注
意
2
+
3
3
3P

96
-
3
6
4
R
1
1
-1

〈
余
が
始
て
此
浮
世
に
産
声
を
揚
げ
た
の
は
波
士
頓

の
市
中
で
、
時
は
恰
も
紀
元
千
八
百
五
十
七
年

の
事

で
あ

る
〉

三
美
姫
物
語

2
0
c
m

【
明
治
37
年
】

ア
ー
ヴ

ィ
ン
グ
著
 
礒
部
精

一
訳
 

(
一
月
)
大
阪
 
吉
岡
平
助

(宝
文
館
)
発
行

55

P
、

(左

開

)
英

文

35

十
小

伝

1

+
註

釈

25

P

〈
昔
グ

ラ
ナ
ダ
府

に
、

ッ

ド

に

、

エ

ル

、

百
年
後
の
新
社
会

モ

ハ

メ

ッ
ド

と

称

す

る

、

ひ
だ
り
き
き

特

70

-
4
3
0
 

R
11
-
1
3
8

ム
ァ
ー
人

の
王
、

統

御

し

玉

ひ
ぬ
。

人

民

は
王
/

の
名

モ

ハ
メ

ハ
イ

ガ
リ

(左
利

の
義
)
と
云
ふ
綽
名

を
添

へ
て
呼
び
な
せ
り
〉

ベ
ラ
ミ
ー
著
 
堺
枯
川
抄
訳

・発
行
 

(三
月
)
東
京
 
平
民
社
発
行

ア
メ
リ
カ
文

学
編

1
3
8

-
2
5
6R
12
-
1

四
五



3
9
4
0
2
2
c
m

30

P
(
二

段
組

)

四
六

〈
時
は
耶
蘇
紀
元
千
八
百
八
十
七
年
(念

の
為
に
申
す
、
今
年
/

は
千
九
百
四
年
で
あ
り
ま
す
)
ア
メ
リ
カ
の
ボ

ス

ト

ン
市

に
西
/

野
と
云
ふ
金
持

の
若
紳

士
が
あ

っ
て
〉

日
本
近
代
文
学
館
所
蔵

の
第
四
版

(三
八
年
三
月
)
に
初
版
千
部
、
再
版
千
部
、
三
版
千
部
と
あ
り

英
和
対
訳

セ

ー

ラ

、

ク

ル

ー
物

語

79
-
3
0
8R
12
-68

ミ
ン
チ
ン
女
塾

の
出
来
事
 
バ
ー
ネ

ッ
ト
著
 
若
松
賤
子
訳
 
木
下
祥
真
編
輯

(
一
〇
月
)
東
京
 
山
縣
操

(内
外
出
版
協
会
)
発
行

2
2
c
m

1
0
4

P

挿

画
1
葉

〈
抑
も

の
初

め
か
ら
話

し
を

し
ま
す

と
、

ミ

ン
チ

ン
女
史
と
/

い
ふ

は
、

ロ
ン
ド

ン
府

に
居

住
を
し
た
人
で
し
て
、

其

住
/
宅

は
東
京

で
い
ふ
と
、
銀
座

通
り

の
様

な
、

大
き
な
趣
味
/

の
無

い
建
並

の
中

で
も
、

尤
も
大
き
く

て
高

く、
趣
味

の
/

至

つ
て
無

い
家

で
し
た
〉

英
文
註
釈

【
明
治

38
年
】

西
洋
浦
嶋
物
語

1
9
c
m
1
3
8
-
2
1
9

ア
ー
ビ

ン
グ
著
 
堀
越
晩
翠
編
輯
 

(五
月
)
東
京
 
中
村
赤
次
郎
(盛
文
堂
書
店
)
発
行

は
し
が
き

1
十
英
文

27
+
注
釈

22

P

ー
ハ
ド

ソ

ン
河

を
/
湖

る
者

は
何

人
も
〉

R
12
-86

1
5
8

-
88

R
12
-
1
4
4



4
1
4
2
4
3

新仏国

7
ラ
ン
ス
文
学
編

【
明
治

11

年
】

八
十

日
間
世

界

一
周

前
後
二
冊

1
9
c
m

仏
人

ヴ

ェ
ル
ヌ
著
 
川
島
忠
之
助

・出
版
 

(六
月
、
後
編

一
三
年

六
月
)
横
浜

2
0
1
P
、

(
後

編
)
2
0
8
p

〈
千
八
百
七
十

二
年
中

ニ
龍
動

ボ

ル
リ

ン
ト

ン
公
園
傍

サ
ヴ

ヒ
ル

ロ
ー
街
第
七
番
/

ニ
於

テ
千

八
百
十

四
年
中

シ

エ
リ
ダ

ン
ガ
物
故

セ
シ
家

ニ
同
府
改
進
舎

ノ
社
員
/

ニ
テ
自
身

ハ
勉

メ
テ
行
状

ノ
人

ノ
目

ニ
立

タ

ヌ
様
注
意

シ
ア

リ

シ
モ
何
時
ト

ナ
/

ク
奇
僻
家

ノ
名
聞
轟

キ
ヶ
ル
フ
ア
イ
リ
ー

ス
フ
ヲ
ツ
グ
氏

ト
称

ス
ル

一
紳
士
ゾ
住
ヒ

ケ
ル
〉

合
本

の
た
め
奥
付
欠
損
。
刊
記
は
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
所
蔵
本
に
よ
る
。

巴
里
斯
新
繁
昌
記
 
初
編1
9
c
m

目

次

1

+

44

P
ヘ

ソ
リ

ー

2
6
-
2
1
2
R
1
3

-
1
1
0
4

ガ
リ
グ

ナ

ニ
イ
著
 
丹
羽
純

一
郎
訳
述

 
(九
月
)
東
京
 
久
米

田
也
寿
出
版

〈

一
千
五
百
六
十

一
年
保
礼
第

四
世
馬
勢
留

ヲ
以

テ
遊
猟

ノ
地

ト
為
/

ス
蓋

シ
当
時
樹
木
森
鬱
、

リ
唯

タ

一
負
郭

ノ
林
越

ナ
リ

シ
也
〉

西
洋
滑
稽
さ
ん
せ
う
じ
ん

三
笑
人

1
8
c
m

【
明
治

12
年
】

山
田
保
抄
訳

・出
版

緒

言

2

+

69

P

(五
月
版
権
免
許
)
東
京

麋
鹿
之

レ

ニ
居

特

29
2
9
5

R
13
2
1
0

〈
凡
そ
地
球

の
表
面

に
、
有

る
国

々
は
数
多

に
て
、
人

の
種
類
も
色

々
に
、
/
分

ち
は
あ
れ
ど
人
情
と
、
物

の
道

理

ハ
か

は
り
な
く
、
笑

ふ
も
あ
れ
ば
/
楽

み
て
、
浮
世
を
渡
る
滑
稽

の
、
奇
談

を
愛

に
解
き
出
す
は
〉

緒
言

に

「
此
書

は
佛
蘭

西

に
て
、
開
板
し
た
る
、

滑
稽
借
家

の
奇
談
を
訳

し
た
る
者
」
「
原
書

は
長
き
物
語

に
て
、

紙
数
も
多
分

に
あ
れ
ど
、
其
中
我
国

の
人
情

に
合
は
ず
し

て
面
白

か
ら
ぬ
所

は
大
抵
削
り
去
り
、
成
丈
興
あ

る
所

四
七



4
4
4
5
4
6

の
み
を
摘
訳
」

と
あ

り

欧
州
小
説
て
れ
ま
く
く
わ
ふ
く
も
の
が
た
り

哲
烈
禍
福
譚

へ
 
ね

う
ん

閉
禰
論
著

四
八

特

13

-
5
5
3
 

R

13

-
2
3
8

宮
島
春
松
訳
 
仮
名
垣
魯
文
閲
 
三
浦
義
方
？
 
鮮
斎
永
濯

画
 
(五
月
、
三

八

月
、
五

一
〇

月
、
六

一

一
月

、
七

一
三

年

一
月

、
八

六
月

)
東

京

宇

敷

則

明

(
太

盛

堂
)
出

版

八
冊
 
木
版
和
装

1
9
c
m

1
8

丁

、
七
2
0
丁
八

23

丁

序

(魯

文

)
2

+
緒

言

・
口
絵

4

+

15

丁
、

二

20

丁
、

三

18

丁
、
四

23

丁
、
五

19

丁
、
六

も
の
い
わ
ず

〈
窟
裡
歌
声
絶
て
仙
女
不
談
話
。
う

き

め

と
し

つ
き

憂
愁
的
を
見
て
の
春
秋
ぞ
。
不
死
/
長
生
の
仙
境
も
。
翻
て
甲
斐
ぞ
な
か
り
け

る
。
媛
苅
浮
藻

ハ
末
長
/

く
。
比
翼
連
理
と

い
ひ
か
は
し
。
雲

と
な
り

又
雨
と
な

る
。〉

緒
言

に

「
三
十

六
巻

に
て
全
局
を
結
び
」
と
あ
り
。

九
十
七
時

二
十
分
間

【
明
治

13
年
】

げ
つ
せ
か
い
り
よ
か
う

月
世
界
旅
行

特

40

-
6
1
7
 

R

13
-
2
7
4
2
9
9
3
2
3
3
4
5
3
7
1
3
9
4
4
1
6
4
4
0

米
国

ジ

ュ
ー

ル
ス
、

ベ

ル

ン
著

 
井
上
勤
訳
述

 

(三
月
、
二

五
月
、

三

九
月
、
四

一
〇

月
、
五

一
一
月
、
六

～
十

一
四
年

三
月
)
大
阪
 

黒
瀬
勉

二
出
版

、
六

よ
り
三
木

美
記

出
版

一
〇
冊

1
8
c
m

序

(片

山

徹

)
3

+

凡

例

2

+

41

P
、

二

39

P
、

三

36

P
、

四

30

P
、
五

35

P
、
六

37

P
、
七

35

P
、
八

35

P
、
九

36

P
、
十

35

P
 
挿
画

19
葉

(国
立
国
語
研
究
所
蔵

の
十
九
年
九

月
再
版

は
22
葉
)

〈

亜
墨
利
加
合
衆

国
独
立
戦
争
最

中

ノ
時

ト
カ
ヤ
合
衆
国

ノ
内

「
マ
リ
/

ー

ラ

ン
ド
」

ト
云

ヘ
ル
国

ノ
首
府

「
バ

ル

チ

モ

ー

ル
」

ト

云

ヘ
ル
處

ア
リ
〉

本
文
末
尾
に

ラ
オ

ン
ド
ジ

ム
ー
ン

「
月
世
界
旅
行

ノ
次
篇

ナ

ル
月
世
界

一
周
」

の
予
告

あ
り
。
初
版

に
は

ル
ビ
な
く
、
再
版

(三

木

佐

助
刊
、

国
語
研

究
所
蔵
本
)
、

四
刷

(
二

一
年

一
二
月
、

西
村
富
次

郎
刊
、

三
康

図
書
館
蔵
本
)
は
総

ル
ビ

付

で
、

仮

名

は
本
文

・
ル
ビ
共

に
平
仮
名
。

仏
国
情
話

【
明
治
14
年
】

五
九
節
操
史

31
-
1
6
0R
14
-
1
32
55
75
95
1
1
7
1
4
0
1
6
2
1
8
4
2
0
6

歴
山
戎
馬
斯
著
 
松
岡
亀
雄
訳
 
(
一
月
、
二

二
月
、
三
六
月
)
甲
府
 
内
藤
伝
右

衛

門
(温
故



堂
)
出
版

三
冊
活
版
和
装2
0
c
m

題

言

1

+
目

録

1

+

32
丁
、

二

目

録

1

+
32
丁
、

三

目
録

1
+

47

丁

〈
道
傍
右
左
、
長
堤
数
理
堤
上

に
樹
あ
り
松
柏
殊

に
多

し
、
是
れ

モ
ン
ト
/

レ
イ

ユ 

ビ

セ
ン
ヌ
 

セ
ン
ト

モ
ー

の
ど
く
び

ル
の
三

県

よ

り
巴

里
斯

に
入

る

の
/

咽

吭

な

る

セ

ン
ト
、

ア

ン
ト

ワ
ー

ヌ
な
り
〉

巻

一
、

二

の
内

題

「
法
国
情
話

五
九
節
操
史
」

特

41

86
 

R
14
-
2
2
9
2
6
9
3
0
6

【
明
治
15
年
】

4
7
4
8

千
万
無
量

星
世
界
旅
行

1
7
c
m

一
名
世
界
蔵
 
第

一
編
 
貫
名
駿

一
著

・出
版
 

甲
田
良
造
閲
 

(六
月
)

序

(香
泉
陳

人
)
4
+
凡
例
2
+
1
4
3
+
第

二
編
目
次

(予
告
)
2

P

〈
長
空

一
碧
万
里
蒼
茫

ト

シ
テ
日
月
星
辰
此
間

ニ
輾
転

ス
ル
所

ロ
之

ヲ
名

ケ
テ
天
ト
云

フ
〉

西
洋
奇
談

富
貴
の
種
蒔

二
冊
1
8
c
m

シ

ユ
リ
ヰ
著
 
江
川
勝
信
訳
編

・出
版
 

(六
月
)
東
京

緒

言

2

十
目
録

2

+
57

P
、
二

50

P

特

49

-
8
7
2
 

R
14
-
3
5
8

〈
世

の
中

に
此
手
柏

の
両
表
時
世
ノ
＼
移

り
行
く
け

ふ
の
富
貴
を
頼
/

に
し
て
心
の
ま

ゝ
に
行
え

は
明
日

ハ
貧
賤

4
9

の
身

と
な
り
て
危
険

の
/

道

に
迷

ひ
入
り
家
を
も
身
を
も
滅
し
て
な
き
後

の
世

の
者
笑

ひ
〉

虚
無
党
退
治
奇
談

1
9
c
m

ヴ

ェ
ル

ニ
エ
著

 
川
島
忠
之
助
訳
述

・出
版
 

(九
月
)
横
浜

佛
人
小
説
序

(学
海
居
士
)
2
+
題
虚
無
党
退
治

(橘
園
小
史
)
1
+
緒
言

4
+
2
8
2P

特

52

-
2
2
5
 

R
14
-
4
3
8
4
7
3

〈
凛
洌
厳

風
欺
冷
楊
、
瓢
零
飛
雪
打
寒
燈
初
更
九
時

ノ
点
鐘

ヲ
期

シ
列
車

ノ
鱗

々
ト
/

シ
テ
？

リ
来

ル
ア
リ
夫

レ

5
0

ト
見

ル

ヨ
リ
停

車

場

ノ
役

員

ハ
ヂ

ュ
ナ

フ
ー

ル

ナ
リ

ト
/

叫

ヒ
ツ

・
東

西

ニ
奔

走

セ
リ
〉

仏
蘭
西
革
命
記

自
由
の
凱
歌

二
冊

1
9
c
m

ヂ

ユ
ー

マ
著

 
宮
崎
夢
柳
意
訳
 

(
一
〇
月
、
二

一
二
月
)
東
京
 
柳
谷
藤
吉
出
板

序

1

+

88

P
、

二

序

(浅

田
吉
太
郎
)
2
+
96

P
 

一
松
斎
芳
宗
画

26
-
2
3
6
R
15
-
1

〈
錦
繍
の
楼
閣
花
を
出
で
ゝ
高
く
雲
に
聳
え
珠
玉
の
宮
殿
柳
を
隔
て
/
て
遠
く
霞
に
連
る
霧
鬚
風
鬚
美
人
の
車
を

フ
ラ
ン
ス
文
学
編

四
九



5
1
5
2
5
3

輾
ら
す
あ
れ

ハ
鞭
糸
帽
/
影
公
子
の
馬
を
駆
る
あ
り
〉

本
文
末
尾
に

「
第
三
篇

に
次
回
の
出

る
を
待
ち
給

へ
」
と
あ
り
。
発
兌
元
は
絵
入
自
由
新
聞
社

亜
非
利

加
内
地

【
明
治

16
年
】

三
十
五
日
間
空
中
旅
行

五
〇

3
1
-
2
8
4
R
1
5
-
1
5
1
2
1
0

英

国
ジ

ユ
ー
ル
ス
、

ベ

ル
子
著

 
井
上
勤
訳

 
渡
辺
義
方
校

(九
月
、
二

一
一
月
、

三

一
二
月
、
四

一
七
年

一
月
、
五

～
七

二
月
)
東
京

宏
虎
童

(絵

入
自
由
出
版
社
)
出
版

七
冊
葉

1
9
c
m

序

(荷

香

逸

人

)
2

+

60

P
、

二

60

P
、

三

60

P
、
四

60

P
、
五

60

P
、
六

60

P
、
七

95

P

挿

画

14

〈
精
神

一
た
び
致
ら
ば
何
事
か
成
さ
ざ
ら
ん
抑

々
五
大
洲

の

一
な
る
亜
非
利
加
洲
/

は
暴
悪
な
る
人
類

の
巣
穴
に

し
て
古
来
よ
り
欧
羅
巴
人
の
該
内
地
に
旅
行
す
る
/
者
皆
な
其
肉
を
野
蛮
人
が
〉

経
世
指
針

鉄
烈
奇
談
 
自
初
編
至
五
編

(白
梅
書
屋
)
出
版

1
9
c
m

特

50

-
9
6
4
 

R
15
-
2
5
3
2
9
1
3
2
8
3
6
4
4
0
4
4
4
1
4
7
8

フ
ヱ
子

ロ
ン
著
 
伊
沢
信
三
郎
訳
 
森
重
遠
校
閲
 
(
一
二
月
)
東
京
 
森
重
遠

口
絵

1
葉

+
題

詞

(中
村

正
直
)
3
+
序

(有
井
範
)
2
+
緒
言

(荻
園
閑

人
)
6

十
凡
例

1
+
小
伝

5

+
目
次

5

+
2
1
1P

カ

リ

プ

ソ
ウ

ユ

リ
ー

ス

〈
迦

里
夫
想

ハ
勇
理
士

に
別
離

せ
し
よ
り
恋

々
の
情

や
る
か
た
な
く
、

其
憂
を
絶
滅
す
る
の
期
な
き
不
幸
を
悲
し
め
り
〉

本
文
末
尾
に

「
此
書
全
部
十
八
篇
あ
り
」
と
あ
り

開
巻
驚
奇

第
廿
世
紀
未
来
誌

19
c
m

そ
の
身
不
死
/

の
神

に
し
あ
れ
ば
、
千
秋

1
7
3
-
3
3
2

巻

之

一 

ロ
ビ
ダ
ー
著

 
富

田
兼
次
郎

・酒
巻
邦
助
合

訳

・出
板

 

(
一
二
月
)
東
京

序

(澹
奄
樵

夫
)
4
+
目
録

1

+
64

P

挿

画
1
葉

R
16
-
1
34
54
75
94

〈
池
頭
春
草

の
夢
未
だ
覚
め
ず
し
て
階
前
の
梧
葉
已
に
秋
声
あ
り
、
実
/

に
光
陰
は
人
を
待
た
ず
、
春
と
立
ち
秋

と
過
ぎ
知
ら
す
識
ら
ず
数
多
/

の
星
霜
を
重
ね
第
十
九
も
暮
れ
て
第
廿
世
紀
と
な
れ
り
〉

特

52

-
2
4
6
 

R

16
-
1
2
6



5
4
5
5
5
6
5
7

回
天
偉
績

【
明
治

17
年
】

仏
国
美
談

二
冊
合
本

ゼ
ー
ネ

ツ
ト
タ

ツ
キ
ー

税
熱
登
達
基
著

1
8
c
m

粟
屋
関

一
訳
述
 
田
島
象
二
校
閲
 
(二
月
)
東
京
 
石
原
慎
平
出
版

序

6
+
は
し
が
き
3
+

(前
編
)
塒

+
(後
編
)
77

P

挿
画
9
葉

〈
世

ハ
か
り
菰
と
み
だ
れ

っ
ゝ
、
茜
さ
す
日
も
晴
や
ら
ず
、
天

つ
日
継

は
う
き
雲

の
隔
/

つ
る
處
と
な
り
に
け
り
、

う
ら
痛
ま
し
や
西

の
か
た
佛
蘭

西
国

の
帝
王

ハ
都

の
内
/

に
塵

を
負

ひ
思

は
ぬ
憂

に
沈
ま
れ

て
〉

表
紙

・扉

の
角
書

は

総

ル
ビ
付

。

月
世
界
一
周

英国2
0
c
m

「
回
天
偉
蹟
」。

再
版

(
一
九
年

一
〇
月
、
塩
谷
芳
兵
衛

・早
川
新
三
郎
出
版
、
国
語
研
究
所
蔵
本
)
は

英
国
ベ
ル
子
著
 
井
上
勤
訳
述
 
(四
月
序
)
東
京
 
長
尾
景
弼
出
版

(博
聞
社
蔵
版
)

序

(依

田
百
川
)
7
+
前
編
月
世
界
旅
行
之
大
意

88
十
2
6
0
十
正
誤

1

P

挿
画
8
葉

35
-
1
5
1R
16
-
1
6
8
2
4
0

〈
却

テ
説

ク
数
万

ノ
見
物
人

ハ
大
胆

ナ

ル
三
人

ノ
旅
行
者

ガ
我

ガ
地
球

ヲ
出
立

ス
ル
ノ
結
/
菓

ハ
如
何

ナ
ラ

ン
ト

思

フ
心

ノ
頭
脳

ニ
逆
上

シ
テ
恰

モ
狂
人

ノ
如

ク
四
辺
雑
沓
錐

ヲ
立
/

ッ
ル
ノ
地
〉

太
政
大
臣
難
船
日
記

入
自
由
出
版
社
)
出
版

二
冊

1
8
c
m

26
-
4

R
16
-
2
8
7

英
国
ベ
ル
子
著
 
井
上
勤
訳
述
 
渡
辺
義
方
校
正
(八
月
、
二
九
月
)
東
京
 
宏

虎

童
(絵

60

P
、

(
二
)
60

P

挿

画

5
葉

〈

「
チ

ヤ

ア

ン
ス

ト

ン
」

(英
国
地
名
)
一
千
八
百
六
十
九
年
九
月
二
十
七
日

さ

折
し
も
海
/

ハ
満
潮

に
て
午

後

三

時
と
も
覚
し
き
頃

「
太
政
大
臣
」
号

ハ
阜
頭
を
離
れ
沖
合
投
し
/
て
駛

せ
出
つ
る
に
〉

続
刊
予
定

五
大
洲
中

海
底
旅
行

特

49

-
96
 

R
17
-
1

39

ベ
ル
ン
著
 
大
平
三
次
重
訳
 
服
部
誠

一
校
閲
 
(
一
〇
月
、
㈲

一
八
年
三
月
)
東
京
 
四
通
社
発

刊
、

(下
巻
)
覚
張
栄
三
郎

(起
業
館
)
出
版

二
冊

1
9
c
m

序

(撫
松
)
4

+
目
次
3

+
2
2
3P、
㈲
起
業
館
印
1
葉

+
目
次
4
十
蹴

P
 
挿
画
24
葉

フ
ラ
ソ
ス
文
学
編

五

一



5
8
5
9
6
0

お
う
す

た

ら

り
や

五

〈
説
起
す
澳
西
多
羅
利
国
は
印
度
洋

の
中

に
位
し
四
面
に
大
海
を
繞
/
ら
し
て
滞

々
た
る
滄
溟

ハ
幾
万
里
の
天
に

連
な
る
を
知
ら
ず
〉

特

13
-
4
5
0
R
17

国
会
図
書
館
蔵

36
-
1
2
4
は
覚
張
栄
三
郎

の
再
版

で
あ

る
が
、
奥
付

に
上

一
七
年

六
月
翻
刻
下

一
九
年

六
月

再

出

板

と
あ

り
。

三
版
、

四
版

は
版
権
譲
渡
本
。
下
巻
挿

画
は
11
葉

だ
が
、

三
康

図
書
館
蔵
本

に
は
12
葉
あ

り
。

白
露
革

命
外
伝

自
由
廼
征
矢
 
英
国
ベ
ル
子
著

版
社
)
出
版

1
8
c
m

井
上
勤
訳
述
 
渡
辺
義
方
校
正
 

(
一
〇
月
)
東
京
 
宏
虎
童
(絵
入
自
由
出

絵

入
自

由
出
版
社

印
1
葉

+
序

(荷
香
逸
人
)
1
+

口
絵

(芳

宗
画
)
4
+
目
次

1
十
1
3
5P

〈

頃

ハ
一
千

八
百
四
十

四
年
冬
十

二
月

の
事

な
る
が
斜

陽

ハ
既

に

コ
ル
ヂ

レ
ス
ラ
/
峰

の
彼
方

に
沈

み
日

ハ
全
た

〈
暮
れ
果
て
影
疎

々
な
る
星

の
光

ハ
地
上
を
照
し
/

て
冴

へ
わ
た
り
た
る
冬
の
天
〉

六
万
英
里

海
底
紀
行
 
英
国
ベ
ル
子
著

2
0
c
m

井
上
勤
訳
述
 

(
一
一
月
序
)
東
京
 
長
尾
景
弼
出
版

(博
聞
社
蔵
版
)

序

(依

田
百
川
)
5

+
5
5
8
+
正
誤

2

P

挿

画
8
葉

77
2
1
3

特

13

-
9
8
8
R

17
-
3
6
5

〈
説

キ
起

ス
?

ニ
紀
元

一
千
八
百
六
十
六
年

ハ
奇
妙
不
思
議

ノ
現
象
顕

ハ
レ
出
デ
最
ト
怪
/

キ
出
来
事

ノ
ア
リ
タ

ル
ガ
為

メ

ニ
最

モ
著

シ
キ
年

ト
ナ
リ
世

ノ
人
今

ニ
其
年

ヲ
記
臆

セ
/

ザ

ル

モ
ノ
ナ

シ
〉

百
川

の
序

で
は
ヴ

ェ
ル
ヌ
を

「
佛

人
」

と
記

す
。
国
語

研
究
所
蔵
本

に
は
目
次

4

P
あ
り

拍
案
驚
奇

【
明
治

18
年
】

地
底
旅
行
 
英
国
ウ
ヱ
ル
子
著

1
8
c
m

三
木
貞

一
・高
須
治
助
合
訳
 

(二
月
)
丸
谷
新
八
(九
春
堂
)
出
版

序

10
+
凡
例

3

+
目
録

4
+
2
3
5P

挿

画
8
葉

34
-
1
0
8
R18
-
1

〈
学
術
技
芸
の
漸
く
開
け
文
明
隆
昌

の
域

に
進
む
に
従
ひ
欧
州
人

ハ
/
宇
宙
間

の
事
物
を
観
て
種

々
般

々
に
神
智

を
凝
ら
し
工
風
を
極

め
/
遺
す
処

ハ
な
か
り
し
か
ど
独
り
地
中

の
内
部

の
事

に
至
り
て

ハ
〉

奥
付
欠
損

の
た
め
、
刊
記
は
国
立
国
語
研
究
所
蔵
本

に
よ
る

34
-
41

R
18
-
2
9
6



6
1
6
2
6
3
6
4

惰
態
ひ
と
の
な
な
く
せ

人
七
癖

吝
嗇
編

 
初
、
三
-
九
編
 

シ

ュ
ー
著

 
二
愛
亭
花
実
・淡

々
亭
如
水
合
訳
〔奥
付

は
森
澄
徳
聡
訳
〕

(三
月
、
四

～
六

四
月
、
七

～
九

五
月
)
東
京
 
中
村

正
義

(稽
古
堂
)
出
版

八
冊

1
9
c
m

稽
古

堂
之
印
章
1
+
序
詞

(仮
名
垣
魯

文
)
2
+
叙

(紙
鳶
堂
風
来
)
4
+

口
絵

3
十
30

P
、
三
～
八

各

30

P

、
九

36

P

ぱ
り

〈
抑
も
仏
蘭
西
の
首
都
巴
黎
と
聞

へ
し

ハ
世
界

に
名
た
ゝ
/

る
都
会
に
し
て
市
街
の
繁
昌
大
方
な
ら
ず
大
路
小
路

に
き
は
し

の
/
差
別
な
く
何

処

に
愚

ハ
非
る
中

ニ
殊

ニ
傑
出
て
熱
閙
き

ハ
〉

修
羅
浮
世

【
明

治

19
年

】

た
ん
て
つ
ち
や
う
し
ゆ

鍛
鉄
場
主

1
8
c
m

特

52

-
5
2
1
 

R

19

-
1

25

42

59

76

93
1
1
0
1
2
7

一
名
生
活

の
戦
場
 
オ
子
-
著
 
加
藤
瓢
乎
訳
述
 
(五
月
)
大
阪
 
山
田
弥
三
郎
編
輯
・出
版

序

(坪
内
雄
蔵
)
5
+
自
叙
2
+
1
5
6
+
践

(饗
庭
篁
村
)
2

P

挿
画

(ビ
ゴ
ー
、
大
蘇
芳
年
)
8
葉

〈
千
八
百
八
十
年
十
月
中

の
事

な
り
と

か
美
麗
な

る
猟
衣
裳
を
着
け
た
る

一
人

の
少
年
が
仏
国

の
ジ

ュ
/

ラ
と
云

る
山

の
半
腹

に
生

ひ
茂

り
た
る
森

の
片
蔭

に
休

ひ
〉

一
九
年

五
月
、

田
中
キ
チ
編
輯
兼
出
版

の
改
題
本
『鍛
鉄

の
主
人
』

世
界
進
歩

第

二
十
世
紀

 

ロ
ビ
ダ
ー
著

(特

10

-
3
8
6
)
あ

り

特

13

-
5
8
5
 

R
19
-
1
4
8

服
部
撫
松
訳
述
 

(六
月
、
二

二
〇
年

一
一
月
、
三
二

一
年
五
月
)
大
阪
 
岡
島

真
七

・岡
島
幸
次
郎

(岡
島
宝

玉
堂
)
出
版

三
冊

1
8
c
m

自
序

7
+
彩
色

口
絵

1
葉

+
目
録

4
+
2
3
3P、

(二
)
岡
島
版
権
所
有
之
印
1
葉

+
第

二
編

の

序

(宇

田
川
文
海

)
4

+
目
録

4
+
2
0
9P、

(三
)
目
録

3
+
2
1
1P

挿
画

29
葉

(明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
蔵

の
再
版

は
32
葉
)

ひ

つ
き

〈
鳥
行
き
兎
進

み
歳
月
瞬
時
だ
も
止
ま
ら
ず
芳
草

の
夢
未
だ
覚

め
さ
/

る
に
梧
葉
早
く
私
風

に
飄
り
春
花
私
月
去

て
復
た
来

り
四
時

の
循
環
限
り
な
く
地
球

の
始

て
成

り
し
よ
り
V

西
洋
演

劇
筋
書

【
明
治

20
年
】

恋
娘
婚
姻
事
情

26
-
2
8
1R
20
-
1
1
4
7
2
7
4

一
名

演
劇

独

稽

古

 

ラ
ビ

シ

ュ
著

 

米
国

ジ

ュ
リ

ア

ン
、

マ
ン
ガ

ス
翻
訳

 

ブ

ラ

ン
ダ

ー
、

フ
ラ
ソ
ス
文
学
編

五
三



6
5
6
6
6
7
6
8

マ
ッ
シ

ュ
ー

ス
編
纂

 
荻
原
良
太
郎

・有
賀
国
次
重
訳
 

(
一
月
)
東
京
 
山
中
孝
之
助
出
版

1
8
c
m

序

(坪
内
雄
蔵
)
2
+
原
序

の
要
領
7

+
例
言

2
十
人
物

1
+
舞
台

の
飾
付

1
+
1
3
6P

挿

画
5
葉

五
四

〈

ア

ン
子

ッ
ト
/

モ
シ
御
客
さ

ま
お
湯
を
其

処

へ
上
ま
し
た

(
ト
云

ひ

つ
ゝ
立
出

で
/
宜
処

に
立

て
)
/

ア

ノ
ア
ナ

ト

ー

ル
、

ガ

ラ
ド

ー
さ

ん
と

や

ら

御

仰

る
御

客

さ
/

ん

ハ
〉

万
里
絶
域

北
極
旅
行
 
英
国
ヴ

エ
ル
子
著

東
京

和

田
篤
太
郎

(春
陽
堂
)
出
版

前
後
二
冊
合
本

1
8
c
m

特

13

-
5
9
2
R

20
-
3
9
6

福

田
直
彦
訳
述
 
服
部
誠

一
校
閲
 
大
久
保
桜
洲
訂
正
 

(
一
月
、
後
四
月
)

序

(撫
松
)
4
+
目
録

14
+
2
7
1+
(後
編
)
2
2
5
十
跋

(愛
花
仙
史
)
4

P
 
挿

画
8
葉

〈

明
日
満
潮

を
待

つ
て
汽
船

「
ホ
ル
ワ
ル
ド
」

号

ハ
船

長
K
.
Z
.
副
船

長
/
「
リ

チ

ャ
ル
ド
」
氏
乗
込

に
て

「
ニ
ュ

ー
プ

リ

ン
チ

ェ
ス
」
船

渠

よ
り
/
出
帆

の
都
合

な
り
〉

改
良
小
説

奇
遇
魯
国
美
譚
 
ト
ン
ベ
イ
及
男
著

堂
)
出
版

1
8
c
m

26
-
2
5
1

 
R
19
-
2
4
6
3
9
5

大
石
高
徳
纂
訳
 
伊
藤
重
固
校
閲
 
(二
月
)
東
京

辻
岡

文

助

(金
松

金
松

堂
発
兌

印
1

十
題
字

(巌

谷
修
)
3

+
序

(厚
東

樹
臣
)
3

+

口
絵

1
葉

+
凡
例

2
+
目
録

3

+
1
2
0P

挿
画
8
葉

(第

4
図
欠
)

〈
?
に
西
暦
千
八
百
十

一
年

に
端
緒
を
開
き
た
る
哀

に
し
て
且

つ
頼

母
し
き

一
条
/

の
譚
あ
り
〉

学
術
妙
用

造
物
者
驚
愕
試
験
 
仏
国
ベ
ル
子
著

1
8
c
m

井
上
勤
訳
述
 

(二
月
)
東
京
 
広
野
仲
助
(広
知
社
)
出
版

序

(依

田
百
川
)
4
+
1
4
2P

挿

画
2
葉

26
-
60

R
21
-
1

〈
説

き
起

こ
す
?

に
人
あ

り

て
多
く

「
フ
ラ

ン
ダ

ア
」
国

の
地
図
を
集

め
/

眼
を
凝

し
て
其

の
隅

々
を
探

り
た
り

と
も
恐

ら
く

ハ

「
ク
ヰ

ッ
ケ

ン
/

ダ

ァ

ン
」

と
云

へ
る
小
市
街

ハ
之
を
見
出
す

こ
と
能

ハ
ざ

る
べ
し
〉

政
教
小
説

蒙
里
西
物
語
 

カ

ロ
ー
女
史
著

1
8
c
m

大
石
高
徳
纂
訳
 

(四
月
)
東
京
 
辻
岡
文
助
(金
松
堂
)
出
版

26
-
59

R
21
-87

金
松
堂
発

兌
印

1
葉

+
序

(仏
ボ

ウ

タ

ン
)
2

+
自
序

3

+
目
録

4
+

口
絵

1
葉

+
1
5
3P
 
挿

画

5
葉



6
9

〈

?

に
仏

蘭

西

国

の
サ
ボ

ワ

ー
と

い

へ
る

国

に

サ

ン
ミ

ツ

シ

ヱ

ル
と

い
ふ
と

こ
ろ
/

あ

り
〉

開
巻
驚
奇

西
洋
復
讐
奇
譚
 
前
編

二
冊
合
本

1
8
c
m

デ

ュ
マ
著
 
関
直
彦
訳
述
 
(四
月
)
東
京
 
原
亮
三
郎
(金
港
堂
)
出
版

目

次

2

+
4
2
9P
(
前
編
一
1
8
2、
前

編
二

脚

P
)

26
-
1
2
9R
21
-
1
8
2

で
ル
サ
イ

ユ

〈
馬
耳
塞
は
地
中
海

に
沿
ふ
仏
蘭
西
第

一
の
港
に
し
て
船

の
出
/
入
の
数
繁
く
豪
商
大
賈
軒
を
并
べ
貿
易
最
も
繁

昌
の
港
な
り
頃
は
千
八
百
十
五
年
二
月
二
十
八
日
の
事
な
り
け
る
V

23
-
31

R
21
-
2
8
0

末
尾

に

「後
編

に
詳

か
な
ら
ん
」
と
あ
り

7
0

五
日
紀
変

英
雄
之
肝
胆
 
上
編
 
ゆ
ご
│
著

野
田
藤
吉
郎
訳
述
 
有
賀
長
雄
校
閲
 
(四
月
)
東
京
 
原
田

庄

左

衛

門

(博
文
堂
)
・大
坂
 
松
村
九
兵
衛
(文
海
堂
)
出
版

1
9
c
m

序

(今
村
有
隣
)
4
+
原
著
凡
例

2
+
凡
例
6
+
肖
像

1
葉

+
目
次
2
+
3
0
8
+
跋

(天
囚
居
士
)
4

P

〈
仏
郎
西

ノ
民
俗
豪
？

ニ
シ
テ
、
勇

ヲ
好

ミ
闘

ヲ
喜
ビ
、
以

テ
政
事

ノ
変
更

ヲ
致
/

シ
、
互

ニ
相
攻
撃

シ
、
争
乱

7
1

止

ム
ト

キ

ナ

シ
〉

政
治
小
説

佳
人
之
血
涙
 
仏
国
ベ
ル
子
著

1
8
c
m

井
上
勤
訳
述
 
(四
月
)
東
京
 
西
村
富
次
郎
(自
由
閣
)
出
版

自

由
閣
印

1
+
題
字

(山
岡
鉄
舟
)
2
+
序

(荷
香
逸
人
)
2
+
目
次
2

+
1
7
1P

挿

画
4
葉

33
-
2
5
5
R
2
2
-
1

コ
 
 
ル
 

ジ
 
 レ
 
 
ラ
 
 
ス

〈
頃
し
も

一
千
八
百
四
十
四
年
十
二
月
斜
陽

ハ
既
に
古
児
爾
列
羅
斯
/
山
乃
彼
方
に
沈
み
日

ハ
全
た
く
暮
れ
果
て

7
2

影
疎

々
な

る
星

の
光

は
/
地
上
を
照
し
て
冴
え
わ
た
り
V

社
会
進
化

世
界
未
来
記
 
原
名
二
十
世
紀

-

m

9
θ

C

26
-
1
1
2R
22
-
1
8
2

ロ
ビ
ダ
著
 
蔭
山
広
忠
訳
 
(六
月
)
東
京
 
和
田
篤
太
郎
(春
陽
堂
)
出
版

題
辞

(中
村
正
直
)
3
+
序

2
+
目
録

4
+
4
4
0P

挿
画
12
葉

な
ふ

う
き
よ

の
ぞ

お
ほ
ぞ
ら

〈

一
嬢

 
喃
姉

君
達
塵
界
を
バ
眺

み
見
玉

へ
身

ハ
大
虚

に
舞

ひ
翔
り
て
仙
乙
女

に
異
な
ら
/
ね
バ
塵
界
と

ハ
言

ひ

た
り
か
し
〉

26
-
29

R
22
-
2
8
3

奥
付
欠
損

の
た

め
、

刊
記

は
三
康
図
書
館
蔵
本

に
よ
る
。
但
し
、
両
書

の
表
紙
異
な
る
。

フ
ラ
ン
ス
文
学
編

五
五



7
3
7
4
7
5
7
6
7
7

慨
世
史
談

断
蓬
奇
縁

五
六

エ
ル
ク

マ
ン
・
チ

ャ
ー
ト
リ
ア

ン
著
 
小
宮

山
桂
介
訳
述

 
依

田
学
海

評

点
 

(六
月
)
東
京
 
小

宮
山
桂
介
・
前
田
圓

(鳳
文
館
)
出
版

四
冊
 
木
版
和
装

2
3
c
m

題
字

1
十

口
絵

1
葉

+
序

(依

田
学
海
、
河
津
祐

之
、
不
知
老
人
、
重
恭
)
9

+
序

2
+

凡

例

2

+

人
名

1

+
目

次

2

+
32

丁
、

(
二
)
65

丁
、

(
三
)
54

丁
、

(
四
)
56

+
跋

(
栗

本

鋤

雲

)
1

丁

挿

画

15
葉

ア
ン
ス
 
タ

ツ
ト

〈
聴

カ

レ

ヨ
諸

君
。
今

ハ
昔
紀

元
千
七

百
九
十
年
代

ノ
事

ナ
リ

ケ
リ
。
/
普
魯

西

ノ
西
彊
。
安
西
達

土

ノ
山
村

ジ
ヤ

ツ
コ
フ

ワ

グ

ネ

ル

ニ
住

ミ
テ
。
若
甫
、
華
具
涅

爾

ト
呼
/

ブ

一
人

ノ
医
博
士

ア
リ

ケ
リ
〉

欧
州
奇
説恋
情
花
の
嵐

1
8
c
m

10
-62

R
23
-
61
1
3
9
2
0
4

ル
サ
ー
ジ

ュ
著
 
岩
本
五

一
編
次
 
著
作
道
人
校
訂
 

(
一
一
月
)
東
京
 
村
上
真
助
出
板

序

1
+
題
画
3

+
総

目
次
2

+
1
6
7P

シ

シ

〈
欧
洲
伊
多
利

の
南
角

に
位
せ
る
西

々
里
の

一
島

ハ
其
境
場
東
西
六
/
十
五
里
余
あ
り
て
北
部

ハ
其
土
地
極

て
豊

ニ

ウ

ナ

饒

に
山
嶺
も
亦
？
峻
な
/
ら
ね
ど
東
部

ハ
埃
徳
納

の
火
山
巍
然
と
し
て
高
天
に
聳

へ
〉

鐵
世
界

1
8
c
m

ヴ

ェ

ル

ー

ヌ
著

特

13

-
5
2
3
 

R

23

-
2
7
1

紅
芍
園
主
人
訳
述
 
森
田
思
軒
刪
潤
・出
版
 

(九
月
)
東
京
〔集
成
社
書
店
発
兌
〕

序

(思
軒
)
11
+
凡
例
三
則

(紅
芍

園
主
人
)
2

+
目
次
2

+
2
0
0P

〈
成

程
是
等

の
新

聞

ハ
流
石

に
英

国
中
屈
指

と
称

せ

ら
る

ゝ
た
け
あ

り
て
善

く
も
/
書

き
た

り
」

と
独
語

き

つ
ゝ

卓
子

の
上

に

一
枚

の
デ

ー
リ

ー

ニ

ュ
ー
ス
を
抛

け
出
だ
/

せ

る

ハ
〉

欧
洲
小
説

西
洋
梅
暦
 

一
名
恋
情
月
の
叢
雲

25
-
4
1
5R
23
-
3
6
2

ジ

ェ
ヌ
イ
ヤ

ッ
ク
著
 
福
田
直
彦
・森
知
斎
合
訳
 
香
夢
楼
主
人
校
訂

(内

題
下

に
は
紅
雪
楼
主
人
訳
述
 
夢
廼
家
さ
む
る
校
補
) 

(
一
〇
月
)
東
京
 
内
沢
安
二
郎
出
版

1
8
c
m

口
絵

1
葉

+
目
次

4
+
1
9
2P
 
挿

画
8
葉

〈
此
処

ハ
京
城
巴
里
府
よ
り
程
里
遠

か
ら
ぬ
郷

に
し
て
愛
美
と
云
る
/
地
な
り
〉

孝
女
美
談

リ
ス
ト
ウ

沙
漠
の
花
 
勿
陳
女
史
著

書
店
発
兌
〕

特

13

-
6
2
7
 

R

24

-
1

浅
井
栄
？
・
坂
本
筒
蔵
同
訳
・
出
版
 
行
徳
文
郷
批
評
 

(
一
二
月
)
東
京

〔集
成
社



7
8
7
9
8
0
8
1
1
8
c
m

題
詞

(中
村

正
直
)
2
+
原
序
5
十
女
史

の
小
伝

1
十
凡
例
3
+
目
録
2
+
2
9
4
+
正
誤
2

P

サ
イ
ペ

リ

〈

イ

ル
チ

ス
川

ハ
源
を

カ

ル
マ
ッ
ク
韃
靼

に
発
し

て
オ
ビ

の
大
河

に
入
る
其
東
/
岸

に
ト
ボ

ル
ス
ク
と
て
西
北
利

ア亜
の
首
府
あ
り
〉

政
事
上
之

放
逐
人

【
明
治
21
年
】

千
里

風

煙

 

チ

ッ
ソ

ー
、

26
-
71

R
24
-
1
2
1

ア
メ

ロ
ー
同
著
 
米
国

コ
ッ
ク
ス
英
訳
 
鈴
木
力
重
訳
 
末
広
重
恭

・西
村
時
彦

補
述
 

(
二
月
)
東
京
 
原

田
庄
左
衛
門

(博
文
堂
)
・榊
原
友
吉

(文
盛
堂
)
・杉

本

七
百
丸

(翰
香
堂
)
・小
林

喜
右
衛

門

(仙
鶴
堂
)
発
行

1
9
c
m

緒
言

(末
広
鉄
腸
)
2
+
序

(西
村

天
囚
)
3
+
自
序
2
+
2
4
2P 
挿
画
6
葉

〈

ナ
ア
チ

ン
ス
ク
の
鉱
穴

に
苦
役

せ
ら
る

ゝ
刑
徒

は
大
抵
重
罪

の
者

の
み
に
し
て
/
其

の
取
扱
振
り

は
至

っ
て
残

忍
な
り
け
れ
は
西
比
利
亜
の
追
放
人
は
皆
畏
れ
倭
/
き
て
深
く
此
地
を
嫌
ひ
け
り
〉

瞽
使
者
知
社
)

26
-
1
3
5R
24
-
2
8
2

ヴ

ェ
ル
ー

ヌ
著
 
羊
角

山
人
訳
述
 
森

田
思
軒
刪
述

・発
行
 

(
〔
五
月
〕
、
下

二
四
年

一
一
月
)
東
京
 

(報

上
下
二
冊1
8
c
m
題
瞽
使
者

(思
軒
)
8

+
例
言

四
則

(羊
角
)
3

+
目
次

2
+
2
5
0P、

(下
)
目
次
2
+
2
6
1P

キ

ツ
ソ
ツ
フ

ト
ム
ス
 
ク

〈
「
御
前
只
今

又
た
新
報
達

し
候
」
。
「
吉
剳
布
中
将
な

る
歟

、
何
処

よ
り
」。
「
吐
士
屈
よ
り
」
〉

警
世
奇
話
 

フ
ヱ
ヌ

ロ
ン
著

通俗

上
下
二
冊

1
9
c
m

加
藤
幹
雄
訳
 
(七
月
)
東
京
 
石
渡
賢
八
郎
(イ
ー
グ
ル
書
房
)
発
行

特

13

-
6
2
8
 

R
25
-
1
3
6
1

序
言

(西
村
茂
樹
)
3

+
序

(天
沼
金
三
郎
)
4
+
緒
言

4
+

フ
ヱ
ヌ

ロ
ン
氏
略
伝

4
十
目
次

2
+

口
絵

1
葉

+
90

P
、

(
下
)
目
次

2

+
71
+
跋

(勝

山

重
良

)
2

P

挿

画

6
葉

〈

王
獅
死
し
て
、
妃
獅

の
哭
声
、

山
谷

に
轟

き
し

か
ば
、
衆
獣
皆
其
洞
窟

に
走

り
、
之
を
吊
/
慰

せ
り
〉

八
十
日
間
世

界

一
周

特

13

-
5
6
8
 

R
25
-
2
8
1
3
4
2

仏
国
ベ
ル
子
著
 
井
上
勤
訳
述
 
(
一
一
月
)
東
京
 
西
村
富
次
郎
出
版
(自
由
閣
梓
)

フ
ラ
ン
ス
文
学
編

五
七



8
2
8
3
8
4
8
5
1
8
c
m

序

5
+
目
録

4
+
4
2
6P

挿
画
6
葉

(国
語
研
究
所

蔵
本
8
葉
)

パ

リ

ソ
ト
ン

サ

ル

ピ

ー

ル

五
八

〈
説
き
起
す
頃
し
も
紀
元

一
千
八
百
七
十
二
年
英
京
倫
頓
波
亜
林
頓
公
園
傍
の
左
/
児
比
伊
兜
町
七
番
地

に
住
む

フ
イ

レ
 
ア
 
ス
 

フ
ヲ
ツ
グ

一
人
の
紳
士
あ
り
其
名
を
比
列
亜
斯
扶
倶
と
云
ふ
〉

仏
蘭
西

革
命
記

じ
ゆ
う

か
ち
ど
き

自
由
の
凱
歌

冊

1
9
c
m

1
2
2
P
、

ア
レ
キ
サ

ン
ダ
ー

・
チ

ユ
ー
マ

歴
山
徳
？
麻
著

特

11

-
3
2
6
 

R

26

-
1

宮
崎
夢
柳
訳
述
 
(
一
二
月
、
二
二
二
年
五
月
)
大
阪
 
岡
本
仙
助
出
版

(二
)
序

(中
江
篤
介

・島
本
仲
道
)
10
+
1
5
5
+
跋

(和

田
稲
積
)
6

P

ホ
テ

ル
 
ダ

ウ
イ

ル

〈
頃
は

一
千
七
百
八
十
九
年
七
月
十
七
日
の
事
な
り
き
仏
蘭
西

の
首
府
巴
里
の
政
庁
な
る
堡
亭
堂
維

の
正
門
/

に

当
り
し

一
大
広
路
よ
り
四
方
八
面
の
街
衢
に
雲
霞

の
如
く
押
し
寄
せ
詰

め
寄

せ
た
る
人
民
等
〉

特

20

-
3
5
0
 

R
26
-
2
2
7
2
9
2

跋

に

「
前
稿

に
継
ぎ
之
れ
を
東
雲
新
聞

に
訳
載

し
且

っ
？

め
て

一
冊
子
と
な
」
す
と
あ

り
。

盛
業
館
発
兌

浮
世

の
巷

1
9
c
m

前
編
シ
ュ
-
著

岡
野
碩
意
訳
 
(
一
二
月
)
東
京

原
亮
三
郎
(金
港
堂
)
発
行

目
次
2
+
2
2
6
+
あ

と
が
き

3

P

挿

画

(月
耕
)
3
葉

〈
何

れ

の
君

の
統
御

に
し
て
、
何

れ

の
年
紀

に
や
あ

る
ら
ん
、
頃

ハ
十

一
/

月

の
下
旬
、
降

り
灑

ぐ
雨

ハ
、
篠

を

束

ぬ
る
が
如
く
、
襲

ひ
来

る
寒

ハ
刃
/
も

て
劈

く

に
似
た

る
〉

し
き
せ

く
う

色
是
空

1
8
c
m

P

【
明
治
22
年
】

ル
サ
ー
ジ

ュ
著

 
小
栗
貞
雄
訳

(二
月
)
東
京
 
佐
藤
乙
三
郎
発
行

17
-
36

R
26
-
3
8
2

引

(思
軒
)
2

+
新

嘉
坡

通
信

(矢
野
龍
渓
)
11

+
新
嘉
坡
通
信
評

(珂
水
漁
夫
)
2

+
66

+
評

(珂
水
漁
夫
)
3

〈
昔
し
伊
太
利
の
志

々
利
国
王
露
牙
に

一
人

の
弟
と

マ
ン
フ
 
レ
イ

一
人
の
妹
あ
り
/

て
弟
君
を
曼
布
礼
と
呼
び
妹
君
を
麻
知
佗

と
呼
び
け
る
が
不
幸

に
/

し
て
御
兄
弟

の
間
、
睦
じ
か
ら
ず
〉

1
6
2

『
一
読
一
驚

世
界

一
大
奇
聞
』
中

の

「
志

々
利
物
語
」

の
改
題
本

探
偵
ゆ

ー
べ
る

ユ
ー

ゴ

ー

著

森
田
思
軒
訳
 

(六
月
)
東
京
 
垣
田
純
朗
(民
友
社
)
編
輯
・発
行

マ
チ

ル
 
ダ

ス

19

-
靭

R

27
i



8
6
8
7
8
8
1
9
c
m

肖
像

1
葉

+
序
2
+
74
+
訳
文
探
偵

ユ
ー
ベ

ル
の
後

に
書
す

5

P

〈
昨
日
、

一
千
八
百
五
十
三
年
十
月
二
十
日
、

余
は
常

に
異
な
り

て
夜

に
入
り
府
内

に
/
赴
け
り
〉

つ
ば
き

は
な
た
ば

椿
の
花
把

2
1
c
m

ア

レ
キ
サ

ン
ダ

ー

・
デ

ユ
マ

・
フ
イ

ス

亜
歴
山
戎
馬
男
著

1
7
4

P

加
藤
紫
芳
訳
 

(六
月
墨
書
入
れ
)
東
京
 
和
田
篤
太
郎
(春
陽
堂
)発

行

特

13
-
7
6
5
R
27

48

〈
按
ず
る
に
凡
そ
想
像
を
以
て
人
物
を
構
造
せ
ん
と
欲
せ
バ
須
ら
く
先
づ
充
分

に
経
験
に
富
み
多
く
の
/
人
に
交

際
し
広
く
世
間
の
状
態

に
通
ず
る
を
要
す
べ
し
〉

「
小
説
萃
錦
」

の
組
版

に
通

し
頁
を
付

し
た
合
綴
本
。

と
あ
り
両
書

の
表
紙
異

な
る
。

【
明
治
23
年
】

ふ
ら
ん
す
さ
ん
に
ん
を
と
こ

佛
国
三
人
男

1
9
c
m

特

11
-
2
7
5
R
27

93

国
語
研
究
所
蔵
本

の
刊
記
は

「
六
月
出
版
、
七
月
発
行
」

初
編
 
〔
デ

ュ
マ
著
〕 
談
洲
楼
燕
枝
聞
書
 
長
島
伝
治
郎
編
輯
 
(
一
月
)
東
京
 
中
島
茂
十
郎
発
行

初
篇
序

(痴
嚢

狂
夫
)
2

十
彩
色

口
絵

1
葉

+
1
4
4P 
挿
画
4
葉

〈
仏
国
三
人
男
と
題
号
を
冠
ら
せ
廻
ら
ぬ
筆
を
舌
に
換

へ
申
上
升
〉

大
東
号
航
海

日
記

(『第

一
国
民
小
説
』
所
収
)

友
社
)
編
輯

・発
行

1
9
c
m

目
次
1
+
2
9
6P
(大
東

号
航
海
日
記

特

11

-
1
8
8
 

R
27
-
1
9
1

ヴ

ヱ
ル
ー
ヌ
著
 
森

田
思
軒
訳
 

(
一
〇
月
)
東

京
 
垣

田
純
朗

(民

61

P
)

〈
千

八
百
六
十

七
年

(慶
応

三
年
)
三
月
十

八
日
に
余

ハ
リ
バ

ー
プ
ー

ル
に
赴
け
り
是
は
数
日

の
内

に
紐
育

に
/
出

帆
す

へ
き
有
名
な

る
大
東

号

に
乗
込
ま
ん
心
組

の
あ
り
た
れ
バ
な
り
〉

17
-
2
8
1
R
27
-
3
9
6

『第

一
国
民
小
説
』

目
次
ー

一
口
劔

(露
伴
)
R
27
-
2
8
1
○
細
君

(春

の
屋
主
人
)
2
9
1
○
舞
姫

(?
外
)
3
1
6
○
良
夜

(饗

庭
篁
村
)
脳
○
蝴
蝶
(美
妙
斎
)
3
3
7

○
楠
木

(学
海
居
士
)
3
4
8
○
流
転

(北
？
散
士
)
3
6
5
○
新
編
破
魔
弓
(南
翠
外
史
)
3
7
8

○
拈
華
微
笑
(紅
葉
)
3
8
9

○
大
東
号
航
海
日
記

フ
ラ
ン
ス
文

学
編

五
九



8
9
9
0
9
1
9
2

教
育
奇
談

【
明
治

24
年
】

こ
こ
ろ
 
た
の
し
み

心

の

楽

上
下
二
冊
合
本

8
0

フ
ヱ
ヌ
ロ
ン
著

 
加
藤
幹
雄
訳
 

(
二
月
)
東
京

 
石
渡
賢
八
郎

(
イ

ー
グ

ル
書
房
)
発

行

1
8
c
m

序

・
口
絵

4

+

90

P
、

(
下

)
71

P

『
警
世
奇
話
』

の
改
題
本

探
偵
ゆ
ー

べ
る
及
く
ら
う
ど

六
〇

特

13

-
7
6
0
 

R
27
-
4
3
0
4
8
1

ユ
ー
ゴ
ー
著
 
森

田
思
軒

訳
 

(
一
〇
月
増
補

三
版

、

二
二
年

六
月
初
版
)
東
京

 
垣

田
純
朗

(民
友
社
)
編
輯

・発
行

1
8
c
m

三
版
序

2
+
序

2
+
再
版
探
偵

ユ
ー
ベ

ル
に
題
す

2
十
肖
像

1
葉

+

(ゆ

ー
ベ
る
)
74
+
訳
文
探
偵

ユ
ー
ベ

ル
の
後

に
書

す

5

+

(
く

ら

う

ど
)
45

P

〈

(く

ら
う
ど
)
ク

ラ
ウ
ド
と
云

へ
る

は
八
年

ば

か
り
前

巴
里

に
あ
り

て
其

の
妻

子
と
倶

に
暮

せ
/

る
貧

し
き

傭
夫

な
り
き
〉

「
探
偵
ゆ

ー
べ

る
」

は
8
5と
同
じ
。
本
書

は
8
5の
増
補
三
版

仏
蘭
西
二
人
皇
后

行

(博
文
館
発
兌
)

前
後
二
冊

2
1
c
m

ア

レ
キ
サ
ン
ジ

ユ

マ

亜
歴
山
嗹
維
馬
著

目

次

2

十
2
3
2P
、

19
-
2
6
6R
28
-1

小
川
忠
武
訳
述
 
須
永
金
三
郎
編
輯
 
(
一
一
月
)
東
京
 
野

口
竹
次
郎
発

(後
編
)
目
次
2

+
2
1
8P

〈

頃

は

一
千
七

百
八
十

四
年

の
事

な
り
き
、
仏

国

に
リ

シ

ュ
リ

ュ
ウ
と

て
英
名

世

に
匿

れ
な
き
老
/
将

軍
あ
り
け

り
、
時

し
も
卯

月

の
初
旬

な
が

ら
、
此
国

の
常

と
し

て
、
雪

は
園

生

に
降

り
敷
/

て
〉

国
語
研
究
所
蔵
本

は
略
伝
が
付

さ
れ
、
表
紙
異

な

る
。
出
版

日
も
七
日
異

な

る

懐
旧

1
9
c
m

【
明
治

25
年
】

ユ
ー
ゴ
ー
著
 
森

田
思
軒
訳

引

2

+
例
言

2
+
2
6
2P

(
一
二
月
)
東
京
 
垣
田
純
朗

(民
友
社
)
編
輯
・発
行

7
-
85

R
28
-
71
1
9
2



9
3
9
4
9
5
9
6

レ
オ
ボ
ル
ド
ド
ー
ウ

エ
ル

コ
ー

〈

こ
の
度

は
佐
官
礼

甫

杜

伯

寧

の
物
語

る
べ
き
番
と
な
れ

る
と
き
渠

は
意
外

の
面
も

ち
し
て
左
右

を

看

ま

は

し
/

た
る
が
忙
が

は
し
く
人

々
に
向

ひ
己
れ
は
従
来

の
生
涯

に
挙
げ

て
誦
す

べ
き
ほ
ど

の
事

に
遭
際
覚
え
な
/
し

と
辞
謝

し
た
り
〉

明
日
の
戦
争

1
9
c
m

【
明
治
27
年
】

ダ

ン
リ
ー
著
 
厩
堂
散
人
訳
 

(二
月
)
東
京
 
吉
村
鐘

一
(兵
事
新
報
社
)
発
行

題
字

(三
好
重
臣
、
祐

翠
)
5
+
序

(大
島
貞
恭
、
竹
内
正
策
)
6
+
緒
言

2
+
3
2
9P

42
-
1
5
5
R
2
8
-
3
0
7

〈
小
隊
長
殿
、
小
隊
長
殿
、
速
く
御
起
き
な
さ

い
大
変

で
す

「
何
だ
周
章
し

い
何
事
が
始

っ
た
か

「
何
/
事
ど

こ

ぜ

る

ま
ん

う
じ
や
御
座

い
ま

せ
ん
彼
奴
等
が

攻
入

ま
し
た

「
彼
奴
等
と

ハ
誰

の
こ
と
だ

「
日
曼
耳
人
で
す
〉

滑
稽
劇
当
世
女
学
者

2
2
c
m

モ
リ

エ
ル
著
 
松
居
松
葉
翻
案
 
(五
月
)
東
京
 
須
永
金
三
郎

(右
文
社
)発
行

序

(尾
崎
紅
葉
)
8
+
1
0
8P

お
ま

へ

ハ
ズ
バ

ン
ド

特

13
-
4
8
3
R
2
9
-1

〈
文
 
お
や
阿
妹

ハ
如
何

で
も
本
夫
を
有

ち
た

い
と

い
ふ
の
か
え
。

ま
あ
真
実

に
呆
れ

か

へ
つ
て
仕
舞

ふ
わ
、

人

の
妻

君

に
な

る
な
ん
て
阿
妹
真
実

の
気

で
そ
ん
な
事

を

い
ふ
の
か
え
〉

お
か
め
 
は
ら
も
く

陸
眼
八
目

2
3
c
m

【
明
治
28
年
】

ロ
チ
ー
著
 
飯

田
旗
郎
戯
訳
 

(
一
二
月
)
東
京
 
和

田
篤
太
郎

(春
陽
堂
)
発
行

序

(森
槐
南
)
7
+
彩
色

口
絵

1
葉

+
自
序
3

+
目
録

1
+
2
3
2P

〈

此

ミ
ヤ

コ
に
は
近
頃

ま
で
欧
米
人
は
寸
時
な
り
と
も
踏

込
む
事
を
得
ず
〉

第
一

の
佳
人

2
2
c
m

【
明
治

29
年
】

ア

ル
ノ
ー
著
 
採
菊
散

人
稿
 
井
上
勝

五
郎
著
作

・発
行
 

(二
月
)
東
京
 

(薫
志
堂
)

叙

(小
説
館

の
主
人
さ
む
る
)
2
+

口
絵

4
+
序

(採
菊
散
人
)
1
+
巻
中
人
物
1

+
1
7
6P

他

特

13

-
9
6
5
 

R
29
-
1
7
6

45
-
2
7
7R
29
-
2
4
1

〈
今
を
距
る
廿
五
六
年
前
文
久
年
間
の
事
と
か
よ
当
時
浅
草
猿
若
町
に

ハ
中
村
座
市
村
座
森
田
座
の
三
劇
場
/
軒

フ
ラ
ソ
ス
文

学
編

六

一



9
6
9
7
9
8
9
9

b

を
並
べ
互
ひ
に
新
を
競

ひ
古
き
を
尋
ね
興
行

に
間
断
な
く
〉

天
声

2
2
c
m

六
二

特

8

-
1
1
4
 

R

30
-
1

(『
め
を
と
』
附
録
)
ヴ

ォ
ル
テ
ー
ル
著
 
内
田
不
知
庵
訳
 

(五
月
)
東
京
 
大
橋
新
太
郎

(博
文
館
)
発
行

28

P

シ
リ
ア

ス

〈
無
辺
際

の
虚
空

に
懸
る

一
大

星
あ

り
、
名

け
て
狼

星
と

い
ふ
〉

初
あ
ら
し

2
3
c
m

小
説
叢
書
第
六
編
 

ユ
ゴ
ー
著
 
堀
江
松
華
庵
翻
案
 
(九
月
)
大
阪
 
早
川
熊
治
郎
発
行

序
1
+
彩
色

口
絵

(国
松

画
)
1
葉

+
1
8
6P

〈
今

は
昔
、
京
都
阿
彌
陀
峯

の
麓

に
、
五
龍
山
聖
果
寺
と
い
ふ
大
伽
藍
が
あ

ツ
た
〉

十
五
少
年

2
3
c
m

ヴ

エ
ル
ヌ
著

森
田
思
軒
重
訳
 

(
一
二
月
) 
東
京
 
大
橋
新
太
郎

(博
文
館
)
発
行

例
言

1
+
目
次

4
+
2
9
2P

〈

一
千
八
百
六
十
年
三
月
九
日
の
夜
、

43
-
2
4
1
R
40
-
3
0
4

特

8

1
-
6
3
3

 

R

30
ー
1
0
1

彌
天
の
黒
雲

は
低
く
下
れ
て
海
を
圧
し
、
闇

々
濠

々
咫
/
尺

の
外
を
弁
ず

べ
か
ら
ざ
る
中
に
あ
り
て
、
断
帆
怒
濤
を
掠
め

つ
ゝ
東
方

に
飛
奔
し
去
る

一
/
隻
の
小
船
あ
り
〉

【
明
治
31
年
】

ユ
ー
ゴ
ー
小
品
 
森
田
思
軒
重
訳

1
9
c
m

(六
月
)
渡
辺
為
蔵
(民
友
社
)
発
行

ユ
ー
ゴ

ー
小

品

に
題

す

(蘇

峰

)
12

+

目

次

2

十
3
7
8P

74
-
24

R
30
-
2
0
1

〈

(随
見
録
)

「
御
前
、
御
前

は
巴
里

を
去

り
給

は
ね
ば

な
ら
ぬ
な
り
」
と

の
悲

し
き

一
語

を

ル
ヰ

フ
/

ヒ
リ

ッ
プ

王

に
言

へ
る
も

の
は
ク

レ
ミ

ユ
ー
氏

に
て
あ

り
し
/

王

は
既

に
其
位
を
退
け

り
〉

(探
偵

ゆ

ー
ベ
る
)
R

31
-
47
 

(
ク
ラ
ウ
ド
)
R
31
-
87
 

は
各

々
8
5
9
0に
同

じ

80
-
50

R
31
-
1

〈

(死
刑
前

の
六
時
間
)
死
刑
を
申
渡
さ
れ
た
り
、
鳴
呼
。
/
過
ぎ
し
全
五
週
間
余
は
唯
だ
斯
の

一
念
を
以
て
起
居

し
た
り
き
〉

80
-
50

R
31
-
1
1
0



1
0
0

1
0
1

1
0
2

1
0
3

王
冠

2
3
c
m

【
明
治

32
年
】

コ
ッ
ペ
ー
著
 
長

田
秋
濤
抄
訳
 
依

田
学
海
校
訂
 

(
一
〇
月
)
東
京
 
和
田
む
め
(春
陽
堂
)
発
行

序

(依

田
)
5
+
彩
色

口
絵

1
葉

十
緒
言
6

+
1
6
4P

ら

ざ

あ

れ

〈
羅
雑
礼
(左
方

を
指
し
)

「
や
よ
楽
師
、
卿

は
是

よ
り
所
有
る
国

々
を
見
/

ん
と
す

る
な
ら
ん
〉

し
ゆ
つ
せ
の
 
ぬ
け
み
ち

出
世
之
間
道
【
明
治

34
年
】

や
ど
 
 
き

(
一
名

寄

り
木

)

版
協
会
)
発
行

1
9
c
m

口
上

4

十
1
5
7P

81
-
2
9
9R
3
1
-
2
1
5

ピ

カ
ー
著
 
独

シ
ル
ラ
ー
訳
 
尺
秀
三
郎
重
訳
 

(九
月
)
東
京
 
山

縣

操

(内
外
出

〈

歌
 
何
と
云
ふ
仕
合

で
せ
う
!
 

父
上
、

マ
ア
お
察
し
下
さ

い
/
比
 
何
が
!
 
藪

か
ら
棒

に
!
/

歌
 
私
は

再
び
彼
嬢
に
め
ぐ
り
逢
ひ
ま
し
た
/
比
 
誰
れ
に
?
〉

A
B
C
組
合

1
5
c
m

【
明
治

35
年
】

ユ
ー
ゴ
ー
著
 
原
抱

一
庵

訳
述
 

(
二
月
)
東
京
 
山
縣
操

(内
外
出
版
協
会
)
発
行

例
言

二
則
2
十
目
次
2
+
1
3
6P

82
-
3
5
6R
31
-
3
1
1

〈
警
視
隊
、
憲
兵
隊
、
各
旅
団
ー

凡
そ
巴
里
城
内
有
ゆ

る
武
夫

の
/

一
半

は
、
A
B
C
組
合

の
青
年
学
生
六
十

九

人

の
楯
籠
れ

る

コ
リ

ン
/

ス
保
塁

の
周
囲
を
今
や
十
重

二
十
重

に
取
囲
め
り
〉

椿
姫

2
2
c
m

【
明
治
36
年
】

ヂ

ュ

マ
・
フ

ィ
ス
著

 
長

田
秋

濤

訳

(五
月
)
東
京
 
荒
川
信
賢

(早
稲
田
大
学
出
版
部
)
発
行

94

17

R
31
-
4
0
4

文
学
叢
書
発
行

之
趣
意
2
+
謝
辞

1
+
肖
像

1
葉

+
序

5
+

マ
リ
ー
、
ヂ

ュ
プ

レ
シ
ス
夫
人

の
肖
像
1
葉

+
少
デ

ュ
マ
伝

2
十
4
7
3P
 
彩
色
挿
画

3
葉

〈
熟
く
手

に
入

ッ
て
か
ら
で
な

い
と
迂
濶

に
言
語
も
喋
れ
な
い
。
同
じ
理
/
屈
で
永
年
研
究
を
積

で
か
ら
で
な
け

フ
ラ
ソ
ス
文
学
編

六
三



六
四

で
き

1
0
4

れ
ば

、

我
手
で
人
物
を
作
り
出
し
/
小
説
な
ど
を
書
く
事

は
能
ま
い
〉

常
久
の
憾
/
船
が
ゝ
り
/
夏
の
夜

国
立
国
語
研
究
所
所
蔵

モ
オ
パ

ッ
サ
ン
著
 
荒
磯
/
心
の
隈
/
苦
闘
録
 
バ

ル
ザ

ッ
ク
著
 
兄
弟

ド

オ
デ
著

(『
や
ど
り
木
』
所
収
) 

馬
場
孤
蝶
訳
(
一
〇
月
)
東
京
 
江
原
豊
治

(弘
文
社
)
発
行

2
2
c
m

序

(斎
藤
緑
雨
)
2
+
目
次
1

+
1
4
8P

〈

(常
久

の
憾
)
わ
れ

は
嘗

二
三

の
友
と
共

に
、

カ

ン
ヌ
よ
り
、

ラ
ナ
プ
ウ

ル
に
亘
れ

る
広
野

の
も

な

か
に
あ

る
、

高
き
木
立
繁

れ
/

る
も

の
ふ
り
た

る
丘

の
う

へ
に
住

へ
る
老

い
た
る
隠
者

を
訪

は
む
と

て
〉

〈

(荒
磯
)
ル
、

ク

ロ
ア
ジ

ッ
ク
よ
り
バ

ッ
ッ
の
町
に
行
く
路

は
定

ま
れ

る
も

の
に
は
あ

ら
ざ
り
き
〉

77
-
2
5
2R
41
-
1
9
1

77
-
2
5
2
R
4
1
-
1
9
7

〈

(船

が

ゝ
り
)
千

八
百
八
十

二
年
三
月
三

日
、
支
那
海

の
航
路

に
向

う

て

ハ
ア
ブ

ル
を
出

で
た

る
横
帆
形

の
三
？

船
、

ノ
オ
ト

ル
、
/

ダ

ア
ム
、

デ
、

ヴ

ァ
ン
は
、
四
年

の
後
〉

〈

(心

の
隈
)
メ
ン
ダ

の
小
市

の
時
計

は
今

ま
さ

に
半
夜
を
告
げ

ぬ
〉

77
-
2
5
2R
41
-
2
0
6

7
7
-
2
5
2

R
4
1
-
2
1
5

〈

(夏

の
夜
)
汽
船

ク

ル
ベ
ル
は
停

ま
り

ぬ
。
わ
れ

は
わ
が
前

に
広
が

れ

る
ブ

ウ
ジ
イ

の
美

し
き
湾
景

を
賞

で

つ
ゝ

あ
り
〉

〈

(苦
闘
録
)
生
理
学

の

一
大
新
原
理
を
公

に
し
て
学
界
を
益
し
た
医
学
博
士
ビ

ア
ン
ソ
ン
は
〉

77
-
2
5
2
R
4
1
-
2
2
3

7
7
-
2
5
2

R
4
1
-
2
3
5

〈

(兄
弟
)
エ
ド

モ
ン
、
ド
、

ゴ

ン
ク
ゥ

ル
は
朝
餐

の
前
其
新
作

の
小
説
を
読

ま
ん
と

て
、
此
朝
幾

人

か
の
友
を

ヲ

1
0
5

オ
タ
イ

ユ
に
招
き

た
り
〉

鐘
楼
守

(
ノ
オ
ト

ル
 
ダ

ア
ム

ド

パ

リ

)

77
-
2
5
2R
41
-
2
5
0

ユ
ゴ
オ
著
 
尾
崎
紅
葉
訳
 
(
一
二
月
)
東
京
 
荒
川
信
賢

(早

稲

田

大
学
出
版
部
)発
行

上
下
二
冊

2
1
c
m

文

学
叢
書
発
行
之
趣
意

1
+
肖
像

(
ユ
ー
ゴ
ー
、
紅
葉
)
2
葉

+

は
し

が

き

(
逍
遥
、

早
稲

田
大

学
出
版

部
)
7

+
目
次

4

+
3
6
7P 

(下
巻
)
肖

像

(秋
濤

、
紅
葉
)
1
葉

十
序

(秋
濤
)
3

+
目

次
4

+
5
1
7P

挿

画
4
葉

 

〔但

し
、

下
巻

所
在

不
明
。
書
誌

は
三
康

図
書

館
蔵
本

に
て
補

述
〕

彩
色



1
0
6

1
0
7

1
0
8

1
0
9

〈
時

は
正

に
三
百
四
十
八
年

六
箇
月
と
十
九
日

の
昔
、
巴
里
の
街

々
は
、
内
巴
里
、
学
/
生
区
、
外
巴
里

の
三
重

の
外
壁

の
内

に
鳴

る
、
有
ゆ

る
鐘

の
音

に
其
眠
を
覚
さ
れ
た
V

【
明
治

37
年
】

王
党
民
党

(
ユ
ー
ゴ
ー
原
作
九
十
三
年
翻
案
)

2
2
c
m

小
川
煙
村
作
 
(二
月
)
東
京
 
西
村
正
雄

(新
声
社
)
発
行

彩
色

口
絵

(古
洞
)
1
葉

+
写
真

(川
上
音
次
郎
他
)
1
葉

+
序

(新
声
社
)
2
十
目
次
8
十
1
5
0P

1
1

1
⊥

9

〈
甲

『
何

と
諸
君
、
此
微
妙

の
音
楽
を
聴
く

の
も
久
し
振
ぢ

ゃ
な
』
/

乙

『
実

に
君

の
い
ふ
通
り
ぢ

ゃ
、
此

数

年

間
、
耳

に
聴
く
も

の
は
唯
軍
/
馬

の
嘶
き
、
喊

の
声
、
大
砲

の
響
、
目

に
は
剣
戟

の
光
〉

【
明
治

38
年
】

兄
と
弟
 

モ
ー
パ

ッ
サ
ン
著
 
倉

田
桜
芳
訳

2
2
c
m

(六
月
)
東
京
 
山
田
肇

(金
色
社
)
発
行

写
実
小
説

に
就

て
(渡
辺
千
冬
)
5
十

口
絵

2
葉

+
刪

P

R
32
-
1

79
-
3
0
2R
32
-
2
0
0

〈
沖

の
方

に
は
白
帆
が
見
ゆ
る
、
空

に
は
浮
雲

一
つ
な
き
う
ら

ゝ
か
さ
、
白
?
閑

に
飛

ぶ
彼
方

の
岩
/
蔭

に
は
、

五
六
人
の
客
を
乗
せ
た

一
艘

の
釣
船
が
碇
を
下
ろ
し
て
ゐ
る
V

史
外
史
伝

巌
窟
王
 
デ

ュ
マ
著
 
黒
岩
涙
香
訳

版

・
一
二
月

五
版

、
四

四
冊

2
1
c
m

99

72

R
32
-
2
8
8

(七
月
初
版

・三
九
年
九
月
九
版
、
二

三
八
年
九
月
、
三
三
九
年
三
月
初

六
月
初
版
・八
月
三
版
)
東
京
 
町
田
浜
雄
(扶
桑
堂
)
発
行

前

置

6

+

(
本
文

二
段

組
)
2
9
0
P
、

(
二
)
口
絵

1
葉

+
2
5
5P
、

(三
)
彩

色

口
絵

1
葉

+
2
4
1P
、

(
四
)
彩

色

口
絵

1
葉

+
2
2
8P

〈
拿
翁
が

エ
ル
パ

の
島

に
流
さ
れ
て
早
十

ヶ
月
ほ
ど
を
経
た
千
八
百
十

五
年

二
月
廿
九

日
で
あ

る
〉

 

な
ぽ
れ
お
ん

ユ
ー
ゴ

ー
の
詩
 
小
原
無
絃
訳

1
8
c
m

(
一
二
月
)
東
京
 
吉

田
正
太
郎

(本
郷
書
院
)
発
行

肖

像

1
葉

十
序

(佐

々
醒

雪
)
2

+
序

2

+

ユ
ー

ゴ

ー
年

譜

5

+
目

次

2

+
1
5
4P

り

す

ほ

づ

え

〈

(
の
ぞ
み
)
昇
れ
、
粟
鼠
、
樫

の
高
枝

に
、
/

花

の
ご
と
ゆ
ら
ぎ
動
け

る
/
空
高
き
樫

の
小
枝

に
〉

フ
ラ
ソ
ス
文

学
編

-
1
0
5

R
33
-
1
1
5
4
2
8
7
4
1
7

98
-
2
2
4
R
32
-
4
2
9

六
五



六
六

1
1
0

1
1
1

1
1
2

ド
イ
ツ
文
学
編

【
明
治
15
年
】

哲
爾
自
由
譚
 

一
名
自
由
之
魁
 
前
編1
8
c
m
視
而
列
爾
著
 
山
田
郁
治
訳
述
 

(十
月
)
東
京
 
佐

々
木
和
亮
出
版

シ

ル

レ

ル

緒

言

2

+
凡

例

1

+
目
録

1

+
69

P

(
15

～

22

P
欠
)

 
そ
れ
て
ん
か
を
た
も
つ
も
の
じ
ん
し
ん
を
も
っ
て
み
づ
と
し

 

 

 

 

 

 

 

 

そ
の
な
が
れ
に
し
た
が
ひ
こ
れ
を
や
れ
ば
 
 
ま
ん
し
ん
の
ぞ
く
た
ら
ざ
る
に
ち
か
し

〈
夫

有

天

下

者

。

以

人

心

為

水
。

而

順

其

流

以
行

之

。

庶

不
為

？

奏

之

続

矣

/

と

か
や

。

此

に
説

出

す

一
条

の
物
語

ハ
。
民

の
心

に
順

は
ず
。
己

か
儘
な
/

る
暴
政
を
。
施
す
者

は
後

遂

に
。
其
身

の
み
か
は
家

国
ま
で
。
亡

ぼ
す

こ
と
を
書
綴

り
。
鑑

を
后

に
貽

す
世

の
。
義

な
り
〉

独
逸
奇
書

【
明
治

17
年
】

狐
の
裁
判
 
ゲ
ー
テ
著
 
井
上
勤
訳
述1
8
c
m

)

25
-
1
2
5R
34
-
1

渡
辺
義
方
校
正
 

(七
月
)
東
京
 
宏
虎
童

(絵
入
自
由
出
版
社
)
出
版

絵
入
自
由
出
版
社
印
1
葉

+
序
(依
田
百
川
)
2
+
3
8
2
+
狐
裁
判
評
七
則

(学
海
居
士
)
4

P
 
挿
画
10
葉

〈
久
方

の
日
光
長
閑
き
春
な
れ
や
柳

ハ
垂
て
人
を
招
き
花

ハ
爛
?
て
色
を
添
ふ
空
/

に
飛
翅
ふ
鳥

の
音

ハ
宛
が
ら

気
中
の
鈴
に
似
て
牧
場

に
生
る
青
草

ハ
雨
に
浴
し
/

て
い
よ
〈

蒼
し
〉

一
九
年
四
月
刊
の
春
陽
堂
版

(国
立
国
語
研
究
所
蔵
)
の
標
題
は

「

【
明
治
19
年
】

欧
洲
書
生
気
質
 
第

一
号

和
装
活
版

2
3
c
m

禽
獣
世
界

狐
の
裁
判
」

シ

ュ
レ
ー
デ
ル
著
村
田
豊
作
訳
・
出
版

 
 
 
 
 
 
 
・ 
 
 

一
〇
月
)
東
京

(神
谷
書
房
発
兌
)

自

序

2

+

13

丁

32
-
2
6
4R
34
-
38

〈
「
如
何
な
る
事
由
か
は
知
ら
ね
ど
も
。

よ
し
や
自
身

に
来
ら
れ
ず
ば
。
書
翰
位
は
遣

る
べ
き

に
」
と

独

り
/
語

り

つ
只
管

に
思
案

に
く

る

ゝ

一
個

の
佳

人
〉

特

62

-
4
3
2
 

R
3
4
-
2
4
9



1
1
3

1
1
4

1
1
5

1
1
6

1
1
7

沙
漠
旅
行

【
明
治
20
年
】

亜
拉
比
亜
奇
譚
 

ハ
オ
フ
著

1
3
c
m

序

3

+
1
4
4P

中
川
霞
城
訳
 
(二
月
)
大
坂
 
浜
本
伊
三
郎
(巨
文
堂
)
出
版

〈
或
る
時
隊
商
か
長
き
列
を
組
み
沙
漠
の
中
を
過
ぎ
た
り
し
が
名
に
し
/
負
ふ
亜
拉
比
亜
の
大
沙
漠
の
事
な
れ
バ

渺
茫
千
里
眼
界

に
入

る
も

の
/

ハ
唯
碧
落

の
天
と
黄
白

の
砂

の
み
な
り
き
〉

(三
話
収
録
)

西
洋
古
事

神
仙
叢
話
 
〔
グ
リ
ム
著
〕 

菅
了
法
訳

1
8
c
m

目
次

2
+
1
4
5P

挿
画

(石
版
)
2
葉

(四
月
)
東
京
 
赤
坂
亀
次
郎
(集
成
社
書
店
)
出
版

特

66
-
7
4
4
 

R
34
-
2
6
4

り
ん
ご

〈

(仙
禽
を
逐

ふ
て
公
子
金
城

に
入
る
)
或

る
城
主
そ

の
城
外

に
広

ろ
き
花
園

を
持
ち
け
る
が

こ
ゝ
に

一
樹

の
林
禽

あ
り
/

て
金

の
菓
実
を
結
び
け
り
〉

(十
話
収
録
)

八
ツ
山
羊

1
9
c
m

25
-
28

R
3
4-
3
4
2

西
洋
昔
噺
第

一
号
 
〔グ
リ
ム
著
〕 

呉
文
聡
訳
 
(九
月
)
東
京
 
長
谷
川
武
次
郎

(弘
文
社
)
出
版

5
丁

(彩
色
仕
掛
絵
本
)

〈
む
か
し
?

/

八

ッ
子
を
も
ち
/

し
牝
山
羊
あ
り
け
り
/
あ

る
日
市
街

に
行
か
ん
と
し
て
子
ど
も

ら
に
む
か
ひ
、

る
す
/

の
う
ち
は
か
た
く
戸
を
と
ぢ

て
、

た
れ
が
き

た
る
と
も
か
な
ら
ず
あ
く
る
こ
と
な
か
れ
〉

字
血
句
涙

回
天
之
弦
声

乾
坤
二
冊

シ
ル
レ

ル

知
留
連
著

木
版
和
装

2
3
c
m

蘆

田
東

雄
訳
 

(
一
一
月
)
東
京
 
鎗

田
政
治
郎

(
一
光
堂
)
出
版

特

44
-
6
8
2
 

R
34
-
4
3
1

題
字

2

+
自

序

5

十
例

言

・
目
録

2

+
50

丁
、

(坤
)
47

丁

(第

2

丁
欠
) 

挿

画

11

葉

(明
治
新
聞
雑
誌
文
庫

に
二
九
年
五
月
、
小
川
寅
松
出
版

の
再
版
あ
り
)

ゼ
ル

マ
ン

〈
瑞

西
国

ハ
仏
蘭

西

ノ
東
、

日
耳
曼

ノ
南
、
ヲ
ヲ
ス
ト
リ
ヤ

墺

地
利

ノ
西
、

以

/

太
利

ノ
北

ニ
在

リ
、

谷

三
之

二
/

ニ
居

ル
、
居
民
種
類

一
ナ
ラ

ス
、
大
半
牧
畜

ヲ
以

テ
業

ト
ナ
ス
V

妖
怪
船
 

ハ
ウ
フ
著
 
高
橋
礼
五
郎
訳
述

1
7
c
m

地
二
十

二
州

ニ
分

ツ
、

山

10
-95

R
35
i
69

桃
の
舎
主
人
閲
 

(
一
二
月
)
東
京
 
松
成
伊
三
郎
(松
成
堂
)
出
版

序

(不
言
居
士
)
2

+
例
言

1
+
43

P

ド
イ
ツ
文
学
編

六
七



1
1
8

1
1
9

1
2
0

1
2
1

六
八

〈
何
時

の
頃

に
や
確
実

に

ハ
、
月
日
を
記

す
由
な
け
れ
ど
或
時
数
多

の
商

人
が
、

一
ッ
の
隊
を
組
結
び
、
亜
布
利

加
洲

に
有
名
な

る
、

サ

ハ
ラ

ノ
沙

漠
を
横
切

り
て
、
数

日

の
間
行
き

た
り
し
が
〉

【
明
治
21
年
】

は
る
の
ゆ
き

メ
ー
リ
ー
ご
さ
い
ご

春
雪
馬
利
御
最
後

和
装

2
2
c
m

ケ

ソ
し不
ン

i

シ

ル
レ
ル
著
 

〔福

地
桜
痴
訳
〕 

(二
月
～

三
月
)
東

京
日

々
新

聞
附
録
合
本

序
6
+
登
場

の
人
員

2
+
1
0
2
+
附
評

6

P

特

49

-
3
2
1
 

R

35
-
1
2
3

〈

(賢
禰
慈
)
コ
レ
待
れ
よ
貴
殿
に

ハ
何
故
あ

つ
て
此

の
お
箪
笥
を
猥

に
明
け
斯
く
乱
暴
を
な
さ
れ
る
/
ぞ
〉

泰
西
奇
譚

旅
路
之
空
 
原
名

「
メ
ル

ヘ
ン
」

(
イ
ー
グ

ル
書
房
)
発

行

1
9
c
m

巴
烏
弗
著
 
田
中
祐
吉

・秋
元
隆
次
郎
訳
述

ハ

ウ

フ

は
し
が
き

3

+
口
絵

1
葉

+
序

14
+
目
次
3

+
発
端

9
+
1
9
1P

挿

画
6
葉

ば

ぐ

だ

と

か

り

ふ

か

じ

ど

〈
昔
時
亜
刺
比
亜
国
の
名
高
き
都
馬
倶
太
徒
に
其
名
を
加
里
夫
爾
爾
土

り
け

り
〉

(四
話
収
録
)

お
ほ
か
み

木
版
和
装
【
明
治

22
年
】

10
-
1
4
1R
35
-
1
5
2

(四
月
)
東
京
 
石
渡
賢
八
郎

/
と
呼
は
れ
た
る
王
あ

家
庭
叢
話
第

一 

グ
リ
ム
著
 
上
田
万
年
重
訳
 

(
一
〇
月
)
東
京
 
吉
川
半
七
発
行

1
8
c
m

14

丁

〈

む

か

し
、

一
疋

の
年

と

ッ
た
女

羊

が

あ
ッ

て
、

小
学
講

話
材
料

【
明
治

24
年
】

西
洋
妖
怪
奇
談
 
グ
リ
ム
他
著

1
9
c
m

凡
例

1
十
目
次

4

+
2
6
5P

ガ
ラ
ス
 
ざ
ん
 
 
 

ま
 
カ

〈

(破
璃
山

の
魔
女

の
話
)

一
夕

、

七
疋

の
子
/
供
を
可
愛
が

ッ
て
育

て
ゝ
居
た
〉

渋
江
保
訳
述

(八
月
)
東
京
 
大
橋
新
太
郎

(博
文
館
)
発
行

21
-
53

R
35
-
2
1
4

特

67

-
謝

 

R

36

-
1

二
十
四
五
歳
と
も
覚
し
き
鼓
手
が
海
浜
散
歩

の
折

に
、
偶

々
砂
上

に

三
片

の



1
2
2

1
2
3

1
2
4

「
リ

ン
子

ル
」
を

見

当
/

り

し

か
ば
、
「
オ

ー
美

し
き

リ

ン
子

ル
か

な
!
」
と

て
其

一
片

を

拾

ひ

て
我

が
懐

に
納

め
、

何
気

な
く
我
が
/
家

に
帰

り
ぬ
〉

(四
十
話
収
録
)

三
康
図
書
館
所
蔵

凡
例

に

「
本
書

は
グ
リ

ム
氏
独
逸
怪
談
を
根
本
と
為

し
傍

ら
デ
ー

ナ
氏
独
逸
怪
談

及
ひ
亜
刺
比
亜
物
語
等
よ
り
其

萃
を
抜
き

た
る
も

の
な
り
」

と
あ
り
。
第

二
篇
予
告

悪
因
緑
、
地
震
 

ク
ラ
イ

ス
ト
著

松
編
輯
 
(
一
〇
月
)
東
京

1
9
c
m

う
き
よ
の
波
 

ス
テ
ル
ン
著

(『
第
二
国
民
小
説
』
所
収
) 

森
?
外
訳
 
草
野
茂

垣
田
純
朗

(民
友
社
)
発
行

目

録

1

十
3
7
0P
(悪

因
縁
＝

44
、

地

震
＝

21
、

う
き

よ

の
波
=

26

P
)

(悪
)
〈
此
世
紀

の
は
じ
め
、
黒
人
乱

を
な
し
て
白
人
を
害

せ
し
と
き

セ
ン
ト
、
ド

ミ

ン
ゴ
島

の
仏
領
〉

(地
)
〈

チ
リ
王
国

の
首

府

セ
ン
ト
、

ジ

ャ
ゴ
に
千
六
百
四
十
七
年

の
大
地
震
将

に
起

ら
む
と
す

る
を
り
囹
圄

の
柱

に
俺
り

て
立

て
る

一
少
年
あ
り
〉

(う
)
〈
そ

の
石
徳
利
取

り
て
、
炉

の
側

へ
寄

り
玉

へ
、

お
ん
僧
。
酒

は
年
経
た

る
匈
牙
利
酒
な
り
〉

イ
ギ

リ
ス
文
学
編
1
0
5
参

照

(第
1

期
R
29
-
1
6
8
・
1
9
0

・
2
0
0
に
収
録
)

【
明
治
27
年
】

白
薔
薇

(『
第

四
国
民
小
説
』
所
収
)

1
9
c
m

シ

ュ
ラ
イ
子

ル
著
 
画
湖
仙
史
訳
 

(四
月
)
垣

田
純
朗

(民
友
社
)
発
行

目

次

2

十
2
8
0P
(白

薔

薇
＝

7

P
)

〈
儂

に

一
個

の
手
箱
あ

り
、
彫
刻

な
し
た
る
褐
色

の
箱
今

は
古

び
て
、

イ
ギ
リ

ス
文
学
編
1
2
3
参
照

(第
1

期
R
35
-
3
0
2
に
収
録
)

な
ま
け
も
の
(世
界
文
庫
第
十
七
編
)

2
2
c
m

小
伝

2
+
目
次
1
十
1
6
7P

蓋

は
破
れ
、
紐

を
も
て
結
び

ぬ
〉

ア
イ

ヘ
ン
ド

ル

ッ
フ
著

 
阪

田
孫

四
郎
抄
訳
 

〔
八
月
〕
博
文
館
蔵
版

〈

父
が
粉

ひ
く
臼

の
響
、

や

ゝ
久
し
く
き

こ
え
て
、
夜
半

に
積

り
し
屋
根

の
雪
、

日
影

に
と
け
て
落

る
軒
滴
音

せ

ド
イ
ツ
文
学
編

六
九



1
2
5

1
2
6

1
2
7

1
2
8

わ
し
/
く

、
雀

は
庭

に
群
り
下

り
て
餌

を
争

ひ
、
鳴
立

る
声

か
ま
び
す
き
折

か
ら
〉

因
果
の
小
車

活
版
和
装
【
明
治
31
年
】

七
〇4
3

-
2
4
1
R
3
6
-
1
7

ケ
ラ
ス
〔
カ
ー
ル
ス
〕
著
 
鈴
木
大
拙
訳
述
 
釈
宗
演
校
閲
 

(九
月
)
東
京
 
長
谷
川
武
次
郎
発
行

2
5
c
m

ポ

ー

ル

ケ

ラ

ス

題
字

(釈
宗
演
)
5
+
緒
言
1
+
25
+
保
羅
馨
蘭
西
博
士
小
伝
2

P
 
挿
絵
彩
色

〈
何
時

の
頃

に
や
あ
り
け
ん
尚
仏
教
の
始
の
時
代
な
り
し
が
、
中
央
印
度

ハ
早
や
大
方
開
け
て
此
処
彼
処

に
大
/

な
る
都
会

い
く

つ
と
な
く
打

ち
た
て
ら
れ
、

工
業
商
業

ハ
云
ふ
に
及
ば
ず
〉

【
明
治

34
年
】

ハ
イ
ネ
の
詩
 
尾
上
柴
舟
訳
 

(
一
一
月
)
東
京
 
佐
藤
儀
助

(新
声
社
)
発
行

1
8
c
m

肖
像

1
葉

+
序

(登
張
竹

風
)
4

十
例
言

2
+
目
次

2
+
75
+

ハ
イ
子
評
伝

30

P

8

 
2
-
1
7
8

〈
お
の
が
涙

の
し
た
ゝ
ら
ば
/
麗
し
き
花
咲
き

ぬ
べ
し
/

お
の
が
な
げ
き

の
響
き
な
ば
/
鶯

の
音
と

な

り

ぬ

べ

し
/

わ
れ
を
思

は
ゞ

を
と
め
子
よ
/
花

を
ば

君

に
ま
ゐ

ら
せ
む
〉

三
八
年

二
月
渡
辺
書
店
刊

(第

五
版
)
は
7
編
追

加
し
57
編
収

録

(特

22
-
4
6
0
)

ヘ
ル

マ
ン
、
ウ

ン
ト
、
ド

ロ
テ
ヤ

(内
題

・
尾
題
、
愛

媛
伝
) 

ゲ
ー
テ
著

藤
養
治

・
山
本
音

四
郎

(東
北
図
書
出
版
舎
)
・木
村
文
助
発
行

1
9
c
m

R
36
-
1
1
4

82
-
3
7
3R
36
-
1
3
5

草
野
柴
二

訳

述

(
一
一
月
)
仙
台

佐

序

4

(
2
、

3

P
刷
漏

)
+

ゲ

ー

テ
伝

15

+

こ
と

わ

り

が

き

3

+
1
2
0P

ま
ち
ぢ
う

挿
画
4
葉

〈
主
人
。
あ

ゝ
大
相
静
か
に
な

つ
た
!
 
全
市
で
現
在
何
人
位
残

つ
て
ゐ
る
か
知
ら
ん
/
が
、
人
種
子
が
死
絶
え

て
も
是
れ
迄
だ
ら
う
〉

【
明
治
36
年
】

シ
ル
レ

ル
物

語
 

ウ

ィ
ル

ヘ
ル
ム
、

テ

ル
及

メ
リ

ー
、

ス
チ

ュ
ア
ー
ト
(通
俗
世
界
文

学
第
九
編
)

 
坪
内
逍

遙
閲
 

(
一
二
月
)
東
京

 
坂
本

嘉
治
馬

(冨
山
房
)
発

行

30
-
1
8
9R
36
-
1
9
9

徳
田
秋
江
編



1
2
9

1
3
0

1
3
1

1
3
2

23

㎝

肖
像

1
葉

+

口
絵

7
葉

+
は
し
が
き
4
+

(テ
ル
)
1
2
1
+
は
し
が
き
１
+

(
メ
リ
)
50

P

〈

(テ

ル
)
ス
ヰ

ッ
ア
ラ

ン
ド

は
欧
羅

巴

の
中
央
、

ア

ル
プ

ス
山

の
北
面

に
在

る

一
小
山
/

国
な
り
〉

〈

(
メ
リ
ー
)
蘇

国
と
英

国
と
が

い
ま
だ
合

一
せ
ざ

り
し
頃
、
即

ち
第
十
六
世
紀

の
/
後
半
、
蘇
国

に
メ
リ
ー
、

ス

チ

ュ
ア
ー
ト
と

い
ふ
女
王
お
は
し
き
〉

41
-
1
0
9

悲
劇
オ

ル
レ

ア
ン
の
少
女
(
お
と
め
)

シ
ル
レ
ル
著

藤
沢
周
治
訳

(
一
二
月
)
東
京

坂
本
嘉
治
馬

(冨
山
房
)発

行

23

㎝

口
絵

2
葉

+
緒
言

4
+
蹴

+
附
録

15

P

〈

チ
ボ
オ
ダ

ア
ク

「
ナ

ン
ト
近
所

の
衆

や
。
俺
等

は
、
ま
つ
今
日
日

の
処

で
は
、
仏
蘭
西
国

の
/
自

由
の
民
。
御

先
祖
代

々
持

ち
伝

へ
た
、

田
畑

の
主
人
ぢ
や
〉

45
-
3
5
0

【
明
治
37
年
】

う
え
る
て
る

ゲ

エ
テ
著

久
保
天
随
訳

橋
本
青
雨
補
正

(七
月
)
東
京

原
亮

一
郎

(金
港
堂
)
発
行

22

㎝

序

6
+
叙
説
28
+
2
4
4P

〈
あ

は
れ
な
る
ゴ

ル
テ
ル
の
生
涯

に
就

い
て
、
苟
く
も
尋

ね
得

べ
か
り
し
も

の
を
、
/
予

は
、

こ

ゝ
に
勉

め
て
蒐

集

し
、
今

や
之
を
卿
等

に
示
さ
む
と

は
す
る
な
り
〉

45
-
3
9
8

フ

ァ
ウ
ス
ト

ゲ
ー
テ
著

高

橋
五
郎
訳

(八
月
)
東
京

前
川
亦
三
郎

(文
栄
閣
)
発
行

19

㎝

自
序

4
+
目
次
4

+
本
劇
中

の
人
物

一
覧
2
+
献
本
詞
10
+
4
8
8P

〈
座

主
/

君
等

二
人
、
我
を
今

ま
で
？

々
/
困
難
苦
境

の
中

に
助
け
た
る
者
、
/
請

ふ
言

へ
独
逸

の
地
に
於
け

る

此

の
〔新
〕
事
業

は
/
君
等

の
眼
中

に
於
て
其
成
敗
果

し
て
何
如

ん
〉

98
-
19

【
明
治
38
年
】

へ
る
ま
ん
と
ど
ろ
て
ー
あ

(文

学
叢
書

独
逸
語
学
雑
誌
臨
時
増
刊
第
七
年
第

五
号
)

ゲ
ー
テ
著

小
笠
原
昌
斉
訳

述

巌
谷
小
波
・
山

口
小
太
郎
共
閲

(
一
月
)
東
京

東
儀

季
治

(独
逸
語

学
雑
誌
社
)
発
行

ド
イ
ッ
文
学
編

七
一

R
36
-
2
8
7

R
37
-
1

R
38
-
1

R
37
-
価



七
二

133134

23

㎝

口
絵
1
葉

+
こ
と
わ
り
2
+

ヘ
ル

マ
ン
と
ド

ロ
テ
ー
ア
の
成
立

に
就

て
3

+
目
次

1
+
90
+
雑
報

6

P

く

こ

の
市
場

の
往
来

の
、

こ
ん
な

に
寂
寞

く
成

つ
た

こ
と
は
、
実

に
今

日
が
初

め
て
。
宛
(
ま
る
で
)

然
何

か
で
掻
き
拭

つ
た

か
、
/

そ
れ
と
も
死

に
絶
え

て
し
ま

つ
た
や
う
だ
〉

79
-
捌

喜
劇
脚
本

髯

一
つ

ピ

ッ
カ
ー

ル
作

シ
ル
レ
ル
訳

千
葉
秀
浦

・青
柳
有
美

共
訳

(四
月
)
東
京

清
水
金
右
衛
門

(文

明
堂
)
発
行

23

㎝

彩
色

口
絵

(ト

ル
ナ
イ
画
)
1
葉

+
訳
者
写
真

1
葉

+
披

露

の
文

(藤

沢
浅

二
郎
)
4
+
緒
言

1
+

ト

ル
ナ
イ

１
+
登
場
人
物

2
+
1
3
8P

〈
坊
城
急
ぎ
足

に
て
登
場
、

四
辺
を
見

回
し
テ
ー
ブ

ル
の
傍

に
至
り
書
翰

を
読
む
/

「
前
略
今
夕

六
時
を
期

し

東

条
氏
庭
園
柴
折
戸

の
と

こ
ろ
よ
り
御
忍
び
被
/
下
度
候
〉

79
-
珊

ゲ

エ
テ
の
詩

橋
本
青

雨
訳

(七
月
)
東
京

中
根
駒
十
郎

(新
潮
社
)
発

行

16

㎝

口
絵
2
葉

+
序

(竹
風
)
3

+
は
し
が
き

6
+
目
次

5
+
1
6
4P
(左
)
目
次

2
+
独
文

52
+
注
釈

23

P

〈

(迎
と
別
れ
)
胸
と

ゞ
ろ
き

つ
、
駒
飛
ば

せ

つ
、
/
思

ふ
間
も
あ
ら

で
我

は
行
き

ぬ
。
/

夕
暮

は
よ
う
地

を
眠
ら

せ
、
/
山

々
を
夜

は
鎖

し
ぬ
。
/

か
し
こ
に
闇
は
林

よ
り
、
/

百

の
黒
眼

に
み
る
と

こ
ろ
、

/
樫
樹

は
狭
霧

の
衣

き

て
、
/

た
て
り
巨
塔

と
も

の
す
ご
く
〉

94
-
謝

R

斉8
144

R
38

215

R

箏
289



135136137

ロ
シ

ア
文

学

編

【
明
治
15
年
】

露
国
虚
無
党
事
情

西
河
通
徹
訳
述

(九
月
)
東
京

栗
田
信
太
郎

(競
錦
堂
)
出
版

18

㎝

序

(末
広
重
恭
)
2
+
訳
者
序
1
+
目
次
1
+
71

P

〈

不
当

ニ
モ
虚
無
党

ナ
ル
名
称

ヲ
以
テ
世

二
呼
パ

ル

・
所

ノ
魯
国
革
/
命
党

ハ
此
六
年
間
常

ニ
欧
洲

ノ
論
客
学
者

併

ニ
世
人

の
注

目
ヲ
要
/

シ
タ
リ
吾
輩

ハ
日
ト
シ
テ
著
書
新
聞
紙
又

タ

一
般
社
会

ニ
於

テ
此
/
党
派

ニ
関

ス
ル
甚

キ
誤
謬
錯
雑

ノ
説

ヲ
見
ザ

ル

コ
ト
ナ
シ
〉

序

に

「
露
国
虚
無
党
事
情
数
編

ヲ
蒐
集

シ
テ

一
冊
子

ト
為

シ
来

テ
序

ヲ
請

フ
」
と
あ
り

18
-
鵬

R
39
-
1

【
明
治
16
年
】

露
国
奇
聞

花

心
蝶
思
録

プ

シ
キ

ン
著

高
須
治
助
訳
述

服
部
誠

一
校
閲

(六
月
)
東
京

法
木
徳
兵
衛
出
板

18

㎝

訳
者
序
2
+
84

P

挿
画

4
葉

(月
岡
芳
年
画
)

〈
山
脈
幡
蜿

万
里

ニ
亘

リ
林
樹
蓊
蔚

幽
谷

ニ
連

リ
蕪

々
タ
ル
荒
原

ア
/

リ
ト
錐

ド

モ
?
棘
、
地

ニ
蔓

シ
テ
縄

カ

ニ

樵
蹊

ヲ
通

ジ
孤
狸

ノ
居

ル
/
処
、
豺
狼

ノ
叫
ブ
処
此

ハ
是

レ
露
国

ノ
北
部
即

チ
シ
ビ

リ
ヤ
地
方

ノ
/

一
村
落

ニ
シ

テ
最

モ
寒
陋

僻
鄙

ノ
境

ナ
リ
〉

特

22
1
㈱

R
39
147

【
明
治
19
年
】

泣
花
怨
柳

北
欧

血
戦
余
塵

ト
ウ

ス
ト
イ
著

森
體
訳

(八
月
)
西
邨
兒

一
(忠
愛
社
)
出
板

19

㎝

序

6
+
例
言
2
+
目
録
2
+
1
7
4P
+
正
誤

1
葉

挿
絵
朝
雅

画

〈
貴

下
は
知
ら

せ
玉

へ
り
や
。
偶
奴
(
ゲ
ヌ
)

や
禄
加
(
ル
ツ
カ
)

(種
族

の
名
)
の
民
族

は
。
既
く
も
ポ

ナ
パ
ル
/

ト
家

の
臣
隷
と
成

り

侍

り
。
如
此
無

道

の
上
も
無
き
那
破
侖
(
ナ
ポ
レ
ナ
ン
)

を
ば
。
我
皇
帝

の
仇

な
/
ら
ず
〉

27
-
36

R
39
-伽

七
三



138139140141

七
四

本
文
末
尾

に

「
第

一
編
説

ク
所
此
書

ノ
発
端

ニ
過
ギ
ズ
」
と
あ
り

【
明
治
24
年
】

あ

い
び
き

ツ

ル
ゲ
ー
ネ

フ
著

二
葉
亭
四
迷
訳

(
一
〇
月
)
東
京

垣

田
純

朗

(民
友
社
)
発
行

19

㎝

目
録

1
+
1
1
2
～
1
2
9(16
)
P

〈
秋
九
月
中
旬
と

い
ふ
こ
ろ
、

一
日
自
分
が

さ

る
樺

の
林

の
中

に
座

し
て
ゐ
た

こ
と
が
有

ッ
た
〉

『
第

二
国
民
小
説
』

(
17
-
2
8
1
)
に
所
収
。

イ
ギ
リ

ス
文

学
編
1
0
5を
参

照

(第

Ｉ
期
R
29
-
84
に
収
録
)

【
明
治

25
年
】

小
説

罪
と
罰

ド

ス
ト
イ

エ
フ
ス
キ
ー
著

内

田
貢
訳

(
一
一
月
)
東
京

内

田
芳
兵
衛

(内

田
老
鶴

圃
)
発
行

19

㎝

例
言
2

+
2
4
4P

〈
七
月
上
旬
或

る
蒸

暑
き
晩
方

の
事
。

S
(
な
に
が
し
)

…
…

「
ペ

レ
ウ
ー

ロ
ク
」

(横

町
)
の
五
階

造
/

り

の
家

の
、

道
具
附

の

小
坐
敷

か
ら

一
少
年
が
突
進

し
て
、

狐
疑
逡

巡

の
体

で
K
(
な
に
が
し
)

…
/

…
橋

の
方

へ
の

ッ
そ
り
出
掛
け

た
〉

68
-
覇

【
明
治

26
年
】

「
コ
サ
ア
ク
」

兵

(世
界
文
庫
第

八
編
)

ト

ル
ス
ト
イ
著

田
山
花
袋

訳

(九
月
)
東
京

大
橋

新
太
郎

(博
文
館
)

発
行
2

皿

28

ｐ

9臼
C

2

〈

モ
ス

コ
ウ
府

の
寂

寞
な

る
時

は
今

な

り
き
〉

43
-盟

三
七
年

一

一
月
再
版

『
寄
薩
克
兵
』

の
序

に

「
こ
は
わ
が
十

一
年
前

の
筆

の
痕

に
し

て
、

訳
者
亦

ア

メ
リ
カ
粗
製

版

に
由

り
た

る
が
為

な
り
」

と
あ
り

【
明
治

28
年
】

チ
フ
リ

ス
の
百
合

ボ
デ

ー
女
史
著

北

川
貞

行
訳

・発
行

(二
月
)
尚
絅
社
発

行

R

蔑9
199

B
39

317



1
4
2

1
4
3

1
4
4

19

㎝
1
8
7P

〈

明
月
皎

々
と
し
て
満
街
を
照
し
、
高
加
索
(
カ
ウ
カ
ス
)

の
峯
巒
、
朧
朦
と
し
て
、
遠
く
/
霧
間

に
讐
え
、

ク
ー
ラ
川
近
く
緩

流

し
て
、
水
声
滾

々
、

チ
フ
リ

ス
―

/
『
楽
園
』
の
密
柑

の
森
及
檬
檸

の
林

ハ
、
芳
香
を
放

つ
て
馥
郁

た
り
〉

特

22
錨

【
明
治
29
年
】

名
曲
ク
レ
ー
ツ

ェ
ロ
ワ

ト
ル
ス
ト
イ
訳

小
西
増
太
郎

・
尾
崎
紅
葉

共
訳

(二
月
)
垣
田
純
朗

(民
友
社
)
発
行

19

㎝

正
誤

1
+
2
5
8P
(名
曲

ク
レ
ー
ツ

ェ
ロ
ワ
＝
1
0
5P)

〈
当
今
欧
洲
大
陸

の
文
学
界

に
立
ち
て
、
独
り
嶄
然
と
し
て
衆
山
を
小

と
す
る
者

は
、
露
国

の
レ
、

二
、

ト
/

ル

ス
ト
イ
伯

に
あ

ら
ず
や
〉

17
-
劉

『第

六
国
民
小
説
』
所
収
。

目
次
-

名
曲

ク

レ
ー
ツ

ェ
ロ
ワ

○
花
あ
ら
そ

い
(A
B
子
)
R
40
-
1
5
5
○
浮
沈

(枯
葉

山
人
)
1
7
0
○
う
き
島

の
荒
狼

(金
子
春
夢
)
2
1
1
○
覿
面

(斎
藤
緑

雨
)
2
1
9

め
を
と

ト
オ
ス
ト
イ

内

田
不
知
庵
訳

(五
月
)
東
京

大
橋
新
太
郎

(博
文
館
)
発
行

22

㎝

例
言
5
+
1
2
8
+
附
録
28

P

〈
秋

の
初

め
に
亡
く

な
ら
れ
た
母
君

の
喪
中
、

マ
カ
ア
と

ソ
オ

ニ
ヤ
と
自
分

の
三
人
は
故
郷

の
ポ

コ
ロ
オ
ウ

ス
キ

イ

で
/

一
緒

に
冬
季
を
過
し
た
〉

43
-
劉

例
言

に
ト

ル
ス
ト
イ

の
翻
訳

一
覧
あ
り
。
附
録

は
、

ヴ

ォ
ル
テ
ー

ル

『
天
声
』

の
翻
訳

片
恋

(附
、
奇

遇
、
あ

ひ
ゞ
き
)

ツ
ル
ゲ

ー
ネ

フ
著

二
葉
亭
四
迷
訳

(
一
一
月
)
東
京

和

田
篤
太
郎

(春
陽
堂
)

発
行
22

㎝

凡
例
1
+

口
絵
1
葉

+
1
2
5P、
「奇
遇
」
扉
1
枚

+
71

P
、
「
あ

ひ
ゞ
き
」
扉

1
枚

+
22

P

〈
恰
(
ち
や
う
)

ど
私

の
二
十

五
の
時
で
し
た
、
と
某

と

い
ふ
男
が
話

し
出
し
た
、

で
す

か
ら
最
/
う
余
程
以
前

の
事

で
す
〉

ロ
シ
ア
文
学
編

七
五

昂
1

4(ド)0
99

40
235



七
六

1
4
5

1
4
6

1
4
7

74
-
9

(奇
遇
)
〈
自
分

の
持
村

か
ら
五
里
ば

か
り

の
処

に
グ

リ

ン
ノ

エ
と

い
ふ
村
が
有

つ
た
が
、
夏
/

の
中

は
?

く
此
村

へ
遊
猟

に
在

つ
た
〉

(あ

ひ
ゞ
き
)
〈
私

は
九
月
中
旬

の
事

で
、

一
日
自
分
が
さ

る
樺
林

の
中

に
坐

つ
て
ゐ

た

こ
と
が
有
/

つ
た
〉

【
明
治

36
年
】

ト
ル

ス
ト
イ
の
人
生
観

加
藤
直
士
訳

(七
月
)
岐
阜

五
十
嵐
喜
広

(東
京

・救
済
新
報
社
)
発
行

19

㎝

序

(松
村
介
石
)
2
+
例
言

一
則

2
+
目
次
2

+
2
1
0P、
「
基
督
教

の
真
髄
」
扉

1
枚

+
目
録

2
+
1
2
4P

〈
古

よ
り
今

に
至

る
ま

で
、

あ
ら
ゆ

る
偉

人

の
生
涯
を

一
瞥
す

る

に
、
必
ず

や
心
/
機

一
転

の
時
期
を
有

せ
ず

と

云

ふ
こ
と
な

し
。
而

か
も
其

の
劇
甚

に
し

て
顕
著
/

な

る
ト

ル
ス
ト
イ
翁

の
如
き

は
稀

な
り
〉

96
-
獅

こ
の
題
名

で
、

訳
者

は

ト

ル
ス
ト
イ

の
人
生
観

を
熟
読
後
、
換
骨
脱
胎

し
、

平
易

に
解
説
。

そ

の
あ
と

に
、

か
な

り
短
縮

し
た
形

で
、
付

録

『要

約
福
音
書
』

が
あ

る
。

(柳
富
子
氏

の

教

示

に
よ
る
)

秋

の

一
夜

ゴ

ル
キ
イ
著

馬
場

孤
蝶
訳

(
一
〇
月
)
東
京

江

原
豊

治

(弘
文
社
)
発
行

22

㎝

序

(斎
藤
緑

雨
)
2

+
目
次

1

+
1
4
8P

〈

あ

る
秋
な
り
き
。
わ

れ
は
げ

に
快

か
ら

ぬ
便
な
き
境
遇

に
在

り
し

こ
と
あ

り
〉

77
-
鯉

『
や
ど
り
木
』
所
収

。
目
次

秋

の

一
夜
○
常
久

の
憾

(
モ
オ
パ

ッ
サ

ン
)
R

41
-
1
9
1荒
磯

(.バ
ル
ザ

ッ
ク
)
1
9
7
○
船

が

ゝ
り

(
モ
オ
パ

ッ
サ

ン
)
2
0
6
○

心

の
隈

(
バ
ル
ザ

ッ
ク
)
2
1
5
○

夏

の
夜

(
モ
オ
パ

ッ
サ

ン
)
2
2
3
○

苦

闘

録

(
バ
ル
ザ

ッ

ク
)
2
3
5
○
兄
弟

(ド

オ
デ
)
2
5
0

蠻
勇

ゴ
ー
ゴ
リ
著

塚
原
澁
柿

・柴

田
流

星
共
訳

(
一
〇

月
)
東

京

森

山
守

次

(新
声
社
)
発

行

22

㎝

口
絵

１
葉

+
序

１
+
1
7
3P



1
4
8

1
4
9
1
5
0

〈

ホ
ゥ
、
伜

か
、
此
方

向

い
て
見

い
。
何

ん
ぢ
や
、
其

の
態
(
ざ
ま
)

ア
。
狼

の
法
衣
(
こ
ろ
も
)

然

た
る
も

の
を
着

や
が

つ
て
、
/
大

学
ぢ
や
皆

な
其
様
態

を
し
居
ゐ

る
の
か
。
」〉

18
-
粥

教
訓
小
説
集

ト
ル
ス
ト
イ
著

斎
木
仙
酔
訳

(
一
二
月
)
東
京

日
高
藤
兵
衛

(有
隣
堂
)
発
行

19

㎝

序
文

1
+
1
6
0P

〈

或
家

の

一
と

つ
窓

の
部
屋

に

マ
ル
チ

ン
、

ア
ウ
デ

ー
ウ

ィ
ッ
チ

ュ
と
謂
ふ
靴
師
が
住
ん
で
居
た
〉

96
-
謝

内
容
-

愛
あ
る
処
其
処
に
神
あ
り

○
穀
粒

○
黄
金

〇
三
老
翁

○
人
間
は
何

に
ょ
り
て
生
活
す
る
も

の
な
の
か

【
明
治
37
年
】

露
国
軍
事
小
説

士
官

の
娘

プ

ー
シ
キ

ン
著

足
立
北
鴎
・徳

田
秋
声
共
訳

(二
月
)
辻
駒
次
郎

(集
成
堂
)
発
行

23

㎝

序

(北
鴎
)
2
+

口
絵

1
葉

+
1
8
2P

〈
自
分

の
父

は
若

い
時

は
、
御
新
府
(
み
に
い
ふ
)

伯

の
配
下

の

一
将
校

で
あ

つ
た
が
、
陸
軍
少
佐

で
休
(
よ
)

し
た
〉

45
-㎜

虚
無
党
奇
談

キ

ュ
ー
著

松

居
松
葉
訳

(九
月
)
東
京

福
永
文
之
助

(警
醒
社
書
店
)
発
行

19

㎝

著
者

の
序

詞
2
+
訳
者

の
詞

2
+
目
録

1
+
2
2
3P

〈

い
よ
く

本
文

に
取

か

ゝ
る
前

に
、
ち
よ

つ
と
自

分

の
身

の
上
を
お
話
し
て
置
く

こ
と
が
必
要
で
あ
/

る
。
/

今

や
不
幸

に
も
、

か
く
英
吉
利

に
流
竄

の
身
と
な

つ
て
居
る
自
分

は
、
露
国
皇
帝

の
臣
民
浦
出
見
信
(
う
ら
で
み
る
の
ぶ
)

/
露
好
(
ろ
す
き
ー
)

と

い

ふ
の
が
、
本
名

で
あ

る
〉

97
-謝

同
年

一
〇
月

に
再
版

(国
語
研
究
所
所
蔵
)
。
本
書

は
フ
ラ

ン
ス
文
学
編

へ
の
収
録
が
妥
当
と
思

わ
れ
る
が
、
内
容

か
ら
判
断

し
、

こ
こ
に
収

め
る
。

【
明
治

38
年
】

ロ
シ
ア
文
学
編

七
七

へ(ド)1
258

 

R

41

-
鋭

蕉(ド)2
1

4(　)2
102



七
八

1
5
1
1
5
2

1
5
3

最
後

の
勝
利

ト

ル
ス
ト
イ
著

梅
北
雪
淵

・沖
野
五
鮎
共
訳

(
一
月
)
東
京

堀

田
達

治

(教
文
館
)
発
行

15

㎝

序

(沖
野
)
5

+
目
次

2
+
97

P

〈
昔
、
あ

る
所

に
金
持

の
百
姓
が
あ

つ
て
、
三
人

の
男

の
子
と

一
人

の
娘
/

と
を
持

つ
て
居
ま

し
た
〉

94
1
謝

男
女
観

(女
神

「
ヂ
ア
ナ
」
、
「
ク

ロ
イ

ツ

ェ
ル

・
ソ
ナ
タ
」
後
語

附
、

人
生

の
意
義
)

ト

ル
ス
ト
イ
著

橋
本
青

雨

訳

(
一
月
)
東
京

原
亮

一
郎

(金
港

堂
)
発
行

23

㎝

緒
言

4
+
目
録
5

+
1
1
1P、

「
人
生

の
意
義
」

43

P

〈

人

は
如
何

な
る
境
遇

に
在

り
と
も
、
其
已
婚
な

る
と
未
婚

な

る
と

に
論
な
く
、
基
督
先
づ
言

ひ
、

尋

い
で
ポ
オ

ル
の
述

べ
け

る
や
う

に
、
力

て
常

に
貞
潔

な
ら
ざ
る
べ
/

か
ら
ず
〉

(男
女

観
)

79
-
鵬悲
劇
闇
（
や
み
）

の
力
（
ち
か
ら
）

ト

ル
ス
ト
イ
著

落
合
浪

雄
訳

(五
月
)
東
京

清
水
金
右
衛
門

(文

明
堂
)
発
行

23

㎝

序

(
田

口
掬

汀
)
2

+
例
言

4
+
登
場
人
物

1

+
2
0
8P

ピ

ー
タ
ー
(窓

の
外

を
見

な
が

ら
)

『
あ
れ
、

又
馬
が

出

て
居

る
ぢ

や
な

い
か
!
、

人
が
/

蹴
ら

れ
た

ッ
て
ち

ツ
と

も
不
思
議
ぢ

や
な

い
、
真
個
(
ほ
ん
と
う
)

に
困

つ
ち
ま

ふ
な
、
/

オ
イ
!

ニ
キ

タ
ー
、

お
前

聾

か
、

(婦
人

の
方

に
耳
を

傾

け

て
)
唱

ふ
の
を
お
/
止

め
よ
!

何

も
聞

こ
え
や
し
な

い
』
〉

99
-
51

素
R
42

ガ4

K

薪



1
5
4

1
5
5

1
5
6

そ

の

他【明
治

7
年
】

開
化
進
歩

後
世
夢
物
語

ジ

ヲ
ス

コ
リ
デ

ス
著

上
條
信
次
訳

(
一
〇
月
)
東
京

山
城
屋
政
吉

(奎
章
閣
)
発
兌

二
冊

木
版
和
装

23

㎝

40
丁
、

(二
)
38
丁

〈
夫
？

々
数

百
年
前

ノ
景
況

ヲ
以

テ
目
今
開
花
進
歩

ノ
/
景
況

ト
比
較

ス
ル
ト
キ

ハ
後

世

ノ
景
況

ハ
又

如

何

ニ

ア
/

ル
ベ
キ
ヤ
ト
自
然
疑
団

ノ
起

ラ
ザ

ル
ヲ
得
ズ
〉

【
明
治
11
年
】

新

未
来
記

ジ

ヲ
ス

コ
リ
デ

ス
著

近
藤
真
琴
訳
述

(
一
二
月
)
東
京

青

山
清
吉

(雁
金
屋
清
吉
)
出
版

上
下
二
冊

木
版
和
装

23

㎝

題
辞

(実
美
)
1
+
序

(肥

田
浜
五
郎
)
2
+
例
言

(明
治
元
年

一
二
月
)
1
+
序

1
+

63
丁
、

'下
)
55
丁

〈
後
世
畏
る
べ
し
、
焉

ん
ぞ
来
者

の
今

に
如

か
ざ

る
を
知

ら
/

ん
。
珍

し
と
見

し
き

の
ふ
の
事

ハ
。
今
日

は
誰
知

ら
ぬ
者
も
/

な
き
様

に
成

り
ゆ
く

ハ
。
世

の
中

の
さ
ま
に
し
て
〉

【
明
治
15
年
】

欧
州
情
譜

群
芳
綺
話

初
編

ポ

ッ
カ

ス
著

大
久
保
勘
三
郎
抄
訳

服
部
誠

一
校
閲

(六
月
)
東
京

宮
川
長
次
郎
出

版18

㎝

目
次

１
+
1
0
6P

〈
凡

ソ
人

の
伉
麗

ハ
月
下

氷
人

ノ
媒
介

ニ
係

リ
往

々
ニ
シ
テ
奇
遇

ア
/

ル

ハ
古
今

ノ
春
史

ニ
乏

シ
カ
ラ
ズ
往
古
伊

多

利
(
イ
タ
リ
ヤ
)

ノ

一
都
府

フ
ロ
ラ
/

ン
ス

ニ
富
裕

ノ
貴

族

ア
リ
〉

国
立
国
語
研
究
所
所
蔵

七
九



八
〇

⑰⑱⑳

【
明
治
19
年
】

ボ
ッ
カ
ス
翁
十
日
物
語

想
夫
恋

ボ

ッ
カ

ス
著

仏
国

カ

ス
ト

ル
訳

佐
野
尚
重
訳
補
述

.出
版

菊
亭
静
校
定

山目同
瀬
真
卿

.笹

島
吉

太
郎

・
田
島
象

二
合
評

ビ
ゴ

ー
挿
画

(
一
〇
月
)
東
京

(臨
池
書
院
蔵
版
)

〔
丸
善

書
店
発
兌
〕

和
装
活
版

19

㎝

緒
言

2
+

46
丁

挿

画
3
葉

〈
意
太
利
(
い
た
り
や
)

の

一
部
な

る
西

々
留
(
し
し
る
)

は
、

地
中
海
中

の

一
島

な
り
、

山
嶽
多

し
/

と
雖

も
土
地
頗

る
膏

腴

に
し
て
、
夫

の
著
名

な

る
地
中
海

の
天
燃
灯
/

台

は
、

此
島

の
中

央

に
位

せ
り
〉

楊
牙
児
(
ヨ
ン
ゲ
ル
)

奇
談

ク
リ

ス
ト

マ
イ

エ
ル
著

神

田
孝
平
訳

成
島
柳
北
編

(
一
二
月
)
東
京

中
川
鐵
次
郎

翻
刻

18

㎝

序

2
+

口
絵

2

+
75

P

挿
絵

(月
耕
)

〈
余

ガ
給
(
ゲ
)

府

ノ
大
学
校

ニ
寄
留

セ
シ
時

ノ
事

ナ
リ
ケ
ル

(余

ト

ハ
/

原
書

ノ
作
者
以
下
同

ジ
)
余

ノ
同
寮

ニ

一
人

ノ

少
年
生
有

リ
余

/
輩
常

ニ
ヨ
ン
ゲ

ル
。

ロ
デ

ウ

ツ
キ
ト
呼
ブ

サ

レ
ド
其
本
姓

ハ
フ
/

ワ

ン
。

ロ
デ

ン
イ

キ

レ
ト
云

ナ

フ
リ
ケ

ル
〉

尾
題

「楊

牙
児

奇
獄
」。

な

お
、

明
治
新
聞
雑
誌
文
庫

に
稿
本

の
写
本

『
和
蘭
美
政

録
』

(文

久
元
年
写
)
あ

り
、

そ

の
本

文
〈
予
が

ゲ
府

の
大
学
校

に
寄
宿

せ
し
時

の
事

な
り
け
る
予
が

同
寮

に

一
人

の
若

き
書
生
あ

り
身

分
も

よ

き

人
な
り
〉

(和
装

23

㎝

55
丁
)
。

【
明
治
20
年
】

伊
国
情
史

鴛
鴛

奇
観
(
え
ん
お
う
き
く
わ
ん
)

ボ

ッ
カ

ス
翁
十

日
物
語

ノ
内

仏

国

カ

ス
ト

ル
訳

近
藤
東

之
助
重
訳

(内
題

下

に
は
菊

亭
静
訳

述
)

菊
亭
静
閲

(二
月
)
東
京

高
崎
修
助

(高
崎
書

房
)
出
版

18

㎝

口
絵

2
+
緒
言

1
+
63

P

挿
絵

(月

耕
)

〈
伊
太
利

十
大
部

の
其

一
な
る
多

斯
加
納
(
と
す
か
に
ー
)

は
東

に
ア
ベ

ニ
ー
山
あ

り
/

西

は
地
中
海

に
臨

み

て
伊

国
第

一
の
豊
饒

の
地
な
り
此
国

の
都

を
/

フ

ロ
レ
ン
ス
と

云
〉



1
6
1
6
1

1
6
2

泰
西
情
譜
密
夫
（
み
つ
ぶ
）
の
奇
獄
（
き
ご
く
）

ボ

ッ
カ

ス
著

仏
国
カ

ス
ト
ル
訳

近
藤
東
之
助
重
訳

(内
題

下

に

は

菊
亭
静
重
訳
)

(二

月
、

二
〇
月
十

一
月
再
版
)
東
京

石
渡
賢

八
郎

(イ

ー
グ

ル
書

店
)
発
行

18

㎝

石
渡
氏
印
1
葉

+
緒
言
4
+

口
絵

4
+
目
次
2
+
75

P

挿
画

(小
林
周
茂
)
4
葉

〈
今
を
距

る
三
十
年
前

の
事
な
り
き

(案
ず
る

に
千
三
百
廿
年

の
頃

と
/
知

ら
る
)
伊
太
利
国

の
都

フ

ロ
レ
ン
ス
の

高
等
学
校

に
盛
大
な
る
卒
/
業
授
与
式
を
挙
行

せ
ら
れ
国
王
殿
下
八
百
官
臣
僚
を
率
ゐ

て
〉

欧
州
新
話

谷
間
乃
鶯

仏
国

セ
ル
バ

ン
ト
著

斎
藤
良
恭
訳

(四
月
)
東
京

千
葉
茂
三
郎

(共
隆
社
)
出
版

18

㎝

共
隆
社
印
1
葉

+
序

(三
木
愛
花
)
3

+
目
次

1
+
1
1
3P

挿
画

(月
耕
)
6
葉

〈
赤
旆
(
せ
き
は
い
)

空

に
翻

て
祝
融
威
を
逞
ふ
し
時

し
も
夏

の
最
中
な
れ
バ
炎
暑

ハ
宛

ら
蒸
す
が
如
/

〈
？
？
(
ち
き
げ
)

を
着

る
も
堪
難

き

昼
の
気
候

に
引

か

へ
て
晩
風
樹

々
の
梢

に
起

り
涼
味

ハ
池
/
水

の
面

に
動
き
〉

一
読
一
驚
世
界

一
大
奇
聞

中
沢
順
三
編
輯
・
評
点

(五
月
)
大
阪

三
谷
平
助
出
板

19

㎝

序

(菊
地
純
)
3
+
目
次
5

+
2
0
8P

挿
画
4
葉

〈

(新
嘉
披
通
信
)
社
員
矢
野

の
知
人
な
る
在
新
嘉
披
(
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
)

英
人
ジ

ヨ
セ
ー
ブ
、

ク
ラ
ー
ク
氏

よ
り
最
近

の
郵

便
/

に
て

左

の
書

面
を
寄

せ
ら
れ
た
り
〉

(矢
野
龍
渓
)

し
(
べ
つ
と
み
の
た
け
)

〈

(志
別
土
（
し
べ
つ
と
）

商
人
の
物
語
)
偖
て
も
初
夜
に
於
て
演
述
の
席
に
現
れ
た
る
は
身
材
（
み
の
た
け
）

六
尺
有
余
其
の
面
茶
黒
色
を
帯
/

ひ
漆
黒
の
髭
髯
は
喉
頤
よ
り
下
頬
の
辺
迄
生
ひ
繁
れ
り
〉
(天
峯
居
士
訳
)

〈

(印
度
太
子
舎
摩
(
ジ
ヤ
ル
マ
)

の
物
語
)
次

の
夜
演
述
の
席
に
現

ハ
れ
出
で
し

ハ
年
齢
已
て
に
七
十
を
超
し
た
り
と
覚
し
き
翁

に
て
鼻
下
の
髭
す
ら

一
面
銀
の
如
く
に
幡
み
身

に

ハ
筒
袖
な
が
ら
も
〉

(笠
山
樵
客
訳
)

〈
(志

々
利
(
シ
シ
リ
ー
)

物
語
)
昔
し
伊
太
利

の
志

々
利
国
王
露
牙
(
ロ
ー
ゲ
ル
)

に

一
人

の
弟
と

一
人
の
妹
あ
り
て
弟
君
を
曼
布
礼
(
マ
イ
ン
フ
レ
イ
)

/
と
呼
び

妹
君
を
麻
知
佗
(
マ
チ
ル
ダ
ス
)

と
呼
び
け
る
が
〉
(訳
者
不
記
)
8
4参
照

〈

(金

驢
譚
（
き
ん
ろ
も
の
が
た
り
）
）

余

(柳
志
斯
（
リ
ュ
ー
シ
ャ
ス
）

)
は
或

る
時
デ

ッ
サ
リ
ー

の
都

ハ
イ
パ
タ
府

に
游

は
ん
と
て

一
頭

の
馬

を
雇
/

ふ
て
発
足

そ

の

他

八
一



1
6
3

1
6
4

1
6
5

1
6
6

1
6
7

八
二

せ
り
〉

(不
語
軒
主
人
訳
)

〈
(英
国
士
官

の
物
語
)
余

ハ
英
国
の
士
官

に
て
数
年
前
迄
は
亜
弗
利
加
ズ
ー
ル
ー
の
地
に
戦
ひ
し
が
交
代
の
/
期

至
り
て
本
国
に
帰
り
只
今

は
非
職
士
官
な
り
〉

(訳
者
不
記
)

末
尾
に

「
出
版
者

日
後
篇

ハ
昨
今
編
者

へ
依
頼
中

ニ
付
引
続
キ
近
日
出
版
可
仕
候
」
と
あ
り

嘉
波
通
信
報
知
叢
談

志
別
土
商
人
物
語

矢
野
龍
渓
訳

上
田
捨
吉
編
輯
・出
版

(
五
月
)
大
坂

(駸

々
堂
本
店
蔵
版
)

17

㎝

66

P
(「新
嘉
披
通
信
」
「
志
別
土
商
人
の
物
語
」
収
録
)
1
6
2

参
照

人
情
小
説

花
情
粋
話
(
く
お
じ
や
う
す
い
わ
)

ベ
ル
セ
ジ
オ
ー
著

仏

ル
ー
訳

大
石
高
徳
意
訳

(六
月
)
辻
岡
文
助

(金
松
堂
)
出
版

19

㎝

序

(魁
蕾
史
)
2
+
自
序
4
+
口
絵

(小
林
茂
麿
)
2
+
目
録
3
+
2
1
2
P

挿
画
5
葉

〈
外
周

の
塀

ハ
石
を
以
て
高
く
滑

に
築
き
門

の
左
右

ハ
常
磐
木
隙
/
間
も
な
く
植
列
べ
住
居

ハ
渾
て

平

家

煉

瓦

造
〉び(
じ
ん
わ
な
)

欧
州
情
史

美
人
（
び
じ
ん
）

の
罠
（
わ
な
）

仏
国

セ
ル
バ

ン
ト
著

中
村
柳
鳩
訳

三
木
愛
花
閲

(
一
〇
月
)
東
京

千
葉
茂
三
郎
（
共
隆
社
）

発
行
18

㎝

共
隆
社
印
1
葉
+
自
序
3
+
目
次
1
+
1
2
7
P

挿
画

(月
耕
)
5
葉

〈
紫
？
(
し
り
う
)

ハ
噺
て
西
に
去
り
？
車
(
さ
う
し
や
)

ハ
轟

て
東
に
来
る
紳
士
往
き
商
人
還
る
？

ハ
欧
洲
/
西
班
牙
(
イ
ス
パ
ニ
ヤ
)

の
都
バ

ラ
ド
リ
ツ
ト

を
少
し
離
れ
繁
華
を
避
け
し

一
と
構

へ
〉

ろ
(
じ
ん
か
た
ぎ
)他
邦
侵
略

露
人
気
質
（
ろ
じ
ん
か
た
ぎ
）

八
木
半
治
訳
出

(
一
〇
月
)
東
京

西
村
富
次
郎

(自
由
閣
)
出
板

18

㎝

序

(須
藤
南
翠
)
6
+
口
絵
1
葉
+
1
4
3
P

挿
画

(月
耕
)
9
葉

〈
黒
水
深
淵

の
怒
流
は
岩

に
激
し
て
霧
と
成
り
水
散
り
て
花
を
成
す
蓊
鬱
幽
棲

の
/
樹
木

は
水
音
の
之
れ
に
響
き

て
宛
な
が
ら
雷

の
轟
ろ
く
が
如
く
し
て
惨
憺
凄
愴
/
云
は
ん
方
な
き
露
西
亜
窩
？
河
(
ウ
オ
ル
ガ
)

の
殺
風
景
〉

国
立
国
語
研
究
所
所
蔵

名
将
佳
人

遠
征
奇
縁

一
名
西
洋
水
滸
伝

小
野
次
郎
纂
訳

三
木
愛
花
閲

小
西
柳
塢
評

(
一
二
月
再
版
、

初

版

一



1
6
8

1
6
9

1
7
0
1
7
1
1
7
2

九
年

一
二
月
)

東
京

千
葉
茂
三
郎

(共
隆
社
)
出
版

18

㎝

共
隆
社
印
1
葉

+
序

(紅
夢
楼
主
人
)
2
+
登
場
人
物

3
+
目
次

1
+
1
1
1P

〈
将
星
？
鴒
原

に
落

て
蜀

の
英
雄
諸
葛
亮
其
死
を
知

り
白

虹
日
を
貫

て
燕

の
壮
士
/
荊
軻
其

の
首
を
授
く
〉

『
露
国
水
滸
伝
』

(十
七
年
刊
)
の
改
題
本

(柳

田
泉

に
よ
る
)

【
明
治
21
年
】

波
斯
奇
談

奇
遇
夢
物
語

横
山
峯

一
訳
述

(
一
月
)
東
京

関

田
倉
吉

(盛
春
堂
)
出
版

22

㎝

題
字

(中
江

兆
民
)
1
葉

+
緒
言

4
+
目
次

2
+
1
4
9P

挿
画

(周
延
)
2
葉

〈
今
を
去
る
千
年
前
波
斯
(
ぺ
る
し
や
)

国

ハ
コ
ー
ス
ル
シ
ヤ
と
名
く

る
帝
あ
り
て
/
性
頗

る
奇
異
を
好

ミ
給

ふ
よ
り
美
麗
な
る

衣
服
を
装

ひ
て
諸
所
を
/
遊
行

せ
ら
る

ゝ
事
あ
り
〉

滑
稽
狂
言

双
児

の
邂
逅

プ

ロ
ー
タ
ス
著

相
良
常
雄
訳

(五
月
)
東
京

原
亮
三
郎

(金
港
堂
)
発
行

19

㎝

緒
言

(末
松

謙
澄
)
5
+
登
場
人
物

1
+
前

口
上
6
+
1
3
0P

〈

〔須
〕
あ

の
若

い
人
達

は
己

ィ
ら

に
須
本
治
(
ス
ポ
ン
ジ
)

(海
綿

の
義
)
と
云
ふ
名
を
付

け
た
か
ら
、
/
何
故
だ
と
言

っ
た
ら
、

己

ィ
ら
が
食
事
を
す
る
と
き

に
や
〉

印
度
小
説

志
別
土
商

人
物
語

絵

入
教
育
改
良
小
説

矢
野
龍
渓
訳

(七
月
)
東
京

村
上
眞
助

(文
泉
堂
)
発
行

17

㎝

叙

(夢
廼
家

さ
む
る
)
1
+
口
絵

3
+
41

P
(
1
6
2
の

「志
別
土
商
人

の
物
語
」
収
録
)

希
臘
異
聞

金
驢
譚

絵
入
教
育
改
良
小
説

森

田
思
軒
訳

(七
月
)
東
京

村
上
真
助
発
行

16

㎝

叙
言

(夢
廼
家

さ
む

る
)
1
+

口
絵
3
+
61

P
(
1
6
2

の

「
金
驢
譚
」
収
録
)

諷
世
奇
談

王
様

の
新
衣
裳

ア

ン
デ

ル
セ
ン
著

河
野
政
喜
訳

(
一
二
月
)
東
京

近
藤
音
次
郎

(祥
春
堂
)
発
行

19
ｃm
2
8

P

ー
(
　
ワ
お
)

〈

む
か
し
或
処

に
衣
服
道
楽

の
王
様
が
あ

つ
て
、
此

の
/

彼

の
と
新
式

の
衣
裳

を
買
と

ゝ
の
ふ
ば

か
り
で
御
/
庫

そ

の

他

八
三

μ
68



1
7
3

1
7
4

1
7
5

八
四

の
金
銀
を
費

は
た
す

ほ
ど
、

平
生
服
装

に
身

を
や

つ
し
て
居

ら
れ
ま

し
て
〉

【
明
治
24
年
】

二
人
む
く
助

少
年
文
学
第

二
編

ア

ン
デ

ル

セ
ン
著

尾
崎

紅
葉
訳

(三
月
)
東
京

大
橋
新
太
郎

(博
文
館
)
発

行和
装

19

㎝

序
2

+
口
絵

1
+
1
1
4P

〈

む

か
し
某
村

に
椋

助
と

い
ふ
百
姓
/

二
人
住

み
け
る
が
、

お
な
じ
名

の
紛

ら

は
し
と

て
、

四
頭

の
馬

を
持

て
/

る
を
大
椋
助
、

一
頭

の
馬

の
主
を
小
椋
助

と
、
誰

い
ふ
と
な
く
呼
び

な
/

ら

は
せ
け

り
〉

ラ
(
ム
レ
ツ
ト
)

航
海
小
説

羅
、
武
烈
号

驚
濤
生
訳
述

懺
悔

フ

ハ
ー
ジ
オ

ン
著

賣

薪
生
訳

石
美
人

白

水
居
士
翻
案

(『
第

二
国

民
小
説
』
所
収
)

草
野
茂
松
編
輯

(
一
〇
月
)
東
京

垣

田
純
朗

(民
友
社
)
発
行

19

㎝

目
録

１
+
3
7
0P

〈

(羅
、
武
烈

号
)
日

は
西

に
落
ち

た
り
波
を
彩
ど

る
斜
照

の
名
残

も
何
時

し

か
消
え

て
極

目
渺
杳

な

る
印
度
洋

は

一
面

に
蒼
/
然

た
る
暮

色

の
覆

ひ
罩

み
寂
寞
を
破

る
は
た

ゞ
我

ル
ビ

ー
号

の
徐

に
波

を
截

る
あ

る

の
み
〉

〈

(懺
悔
)
左

ら
ば
余

ハ
白
状

を
為
さ

ん
か
。
法
教
師

め

は
己
が
苦

心

の
甲
斐
あ

り
て
斯

く
な

り
ぬ
と
慢

ら

ん
が
、

斯
/
〈
思

は

ゞ
斯
く
思

へ
〉

〈

(石
美
人
)
主
婦

は
客

を
伴

な
う

て
広
間

の
内

よ
り
出

で
来

れ
り
、
見
渡

せ
ば
十

六
夜

の
月
、
高

く
碧
琉
璃

の
空

に
か

ゝ
/

り

て
海

は
白
銀

の
鏡

を
磨
き
半
開
き

た

る
胡
弓
〉

イ
ギ

リ

ス
文
学
編
1
0
5を
参
照
。

(第

Ｉ
期

R
29
-
93
、
R

29
-
1
0
7
、

R

29
-
1
3
1
に
収

録
)

【
明
治

25
年
】

金
満
家

(
一
ニ
月
)
東
京

菅
谷
与
吉

(日
吉

堂
)
発
行

18

㎝

新

嘉
披
通
信

7

+
志
別
土
商
人

の
物
語

叙

(夢
廼
家

さ
む

る
)
1
+
挿
画
3

+
志

別
土
商
人

の
物

語

37

+
貧



1
7
6

1
7
7

福

24
+
亜
非
利
加
奇
譚
叙
詞
1
+
挿
画

3
+
亜
非
利
加
奇
譚

49

P

〈
「新

嘉
披
通
信
」
「志

別
土
商
人

の
物
語
」

は
1
6
2
に
同
じ
〉

〈

(貧
福
)
昔

し

ム
ー
ア
人
種

の
猶
ほ
西
班
牙
を
占
領

せ
し
頃
グ
ラ
ナ
ダ

の
帝
都

に
孟
査
（
モ
ー
ザ
）

及
び
丙
南
吐
（
ヘ
ル
ナ
ン
ド
）

と
云

へ
る
両

人
/

の
紳
商
あ
り
〉

(森

田
思
軒
訳
)

〈

(
印
度
太
子
亜
非
利
加
奇
譚
)
印
度
国

の
太
子
舎
摩

王
故
あ
り
て
亜
非
利
加

の
地

に
渡
来

し
久
し
く
其
地

に

て
獅
子

猟
を
業
と
な
し
居
/

け
る
が
久

々
に
て
郷
里

に
帰
ら

ん
と
し
て
船
便

宜
に
(新
嘉
坂
)
に
着

し
演
説

の
席

に
列
し
て

身

の
来
歴
を
/

口
述
し
物
語
な
り
当
時
此
舎
摩

王
は
齢
已

に
七
十
を
越
た
り
と
覚

し
き
〉

【
明
治
26
年
】

西
洋
笑
本

田
村
久
和
纂
・発
行

(五
月
)
東
京

(東
京
出
版
館
)
発
行

19

㎝

序

2
+
目
次
1
+
36

P
(八
話
収
録
、
第

八
話

は
フ
ラ
ン
ク
リ

ン
の
話
)

〈
聞
き

な
ら
く
頃

ハ
島

田
の
十
七
年
質

の
流
れ

の
六
月
三
日
観
音
様
/

の
御
縁

日
十
七
日
も
過
ぎ
去
り
て
蚤

の
死

骸

の
四
十
九

日
三
年

三
月

の
其
間
地
震
、

雷
、
火
事
、
親
爺
〉

極

楽
郷

雪
の
女
王

ア

ン
デ

ル
セ
ン
著

孤
屋
(
ひ
と
つ
や
)

ハ
ー
ト
著

(『
鳥
留

好

語
』
所
収
)

内

田
魯
庵
訳

(九
月
)
東

京

福
永
文
之
助

(警
醒
社
書
店
)
発
行

21

㎝

凡
例

2
+
目
次

2
+
1
7
0P

〈

(極
楽
郷
)
万
巻

の
書
冊
を
擁
し
て
只
管
宇
宙

の
秘
密
を
探
ら

ん
と
す

る
学
者
あ
り
〉

〈

(雪

の
女
王
)
昔

し
陰
険
邪
智

な
る
大
悪
魔
あ

り
有

る
ほ
ど

の
悪
事
を
仕
尽
し
て
猶

ほ
厭
き
足
ら
ず
終

に
/
不
思

議

な
る
魔
鏡
を
鋳
造

せ
り
〉

〈

(孤
屋
)
我

々

一
行

は
駅
者

と
共

に
八
人
な
り
。
此
六
里
間
車
中

の
者
皆
無
言
な
り
き
、

一
行
中

の
/
裁
判
官
が

話
中

に
引
用

せ
し
詩
句
を
、
険
路

を
が
た

つ
く
喧
然
た

る
車
輪

の
響

に
て
半
ば
消
/
さ
れ

し
以
来

は
〉

そ

の

他

八
五



八
六

1
7
8

1
7
9

1
8
0

1
8
1

イ
ギ
リ

ス
文
学
編
1
1
7
参
照

(第

１
期

R
33
-
3
4
8
、

R
33
-
3
5
9
、
R

33
-
3
8
8
に
収
録
)

鈍
機
翁
冒
険
譚

(世
界
文
庫
第
九

・十
編
)

セ
ル
バ

ン
テ
ス
著

松
居
松
葉
抄
訳

(
一

一
月
)
東
京

大
橋

新

太

郎

(博
文
館
)
発
行

上

下
二
冊

22

㎝

小
伝
6

+
1
1
4
+
訳
者

の
解

4

P
、

(下
)
1
6
1
P

〈
近
き

ほ
ど

の
こ
と
な
り
き
。

騾
慢

呵
(
ら
ま
ん
か
)

村

の
片

ほ
と
り

に

一
人

の
紳
士
あ

り
け

り
〉

【
明
治
28
年
】

四
(
よ
つ
)

の
緒
(
を
)
ぼ

ッ
か
し
お
著

尾
崎

紅
葉
訳

(七
月
)
東
京

和

田
篤
太
郎

(春
陽

堂
)
発
行

23

㎝

口
絵

１
葉

+
1
1
5P
(鷹
料

理

＝
14

P
、

三
箇

条

=
18

P
)

〈

(鷹
料
理
)
今

は
昔
、

伊
太
利

ふ
ろ
お
れ

ん
す

に
、
系

図
も
正

し
く
、

富
裕

な
る
家

に
生

れ

て
、

容
清
秀

に
、

心

の
都
雅

は
更

な
り
、

弱
年

な
が

ら
才
芸
備

り
て
、

ふ

エ
で
り
こ
ぞ
由

々
し
き
武
士

と
沙
汰

せ
し
〉

〈

(三
箇
条
)
今

は
昔
あ

け

い
あ

の
あ

ゝ
ご
す
と

い

へ
り
し
町

に
に
こ
す

つ
ら

た
す

と
な
む
呼

べ

る
貴

人

あ

り

け

る
〉
『
四

の
緒
』
目
次
-

鷹
料

理
〇

三
箇
条

○
白

百
合

(柳
浪
)
R

46
-
19
○
左
褄

(眉
山
人
)
34
0
鐘
声

夜
半
録

(泉
鏡
花

著
、
紅
葉
閲
)
45

【
明
治
34
年
】

社
会
之
敵

イ
プ

セ
ン
著

森
皚
峰
訳

・発
行

(九
月
)
東
京

19

㎝

口
絵

(斎
藤
松
洲
)
1
葉
+
序
5
+
2
8
4
P

〈
相
州

の
沿
岸
、
そ
の
昔
は
間

の
駅
な
が
ら
/

に
、
可
な
り
に
盛

つ
た
市
街
、
そ
れ
が
鉄
/
道
が
出
来

て
か
ら
と

云
ふ
も

の
は
、
東
海
/
道

一
体

の
寂
れ
を
受
け
て
、

一
時

は
誠

に
見
る
影
も
/
な
い
哀
れ
の
も

の
に
〉

イ
プ
セ
ン
作

社
会
劇

高
安
月
郊
訳

(
一
〇
月
)

東
京

高
田
俊
雄

(東
京
専
門
学
校
出
版
部
)
発
行



1
8
2

1
8
3

1
8
4

1
8
5

22

㎝

肖
像
1
葉

+
文
学
叢
書
発
行

の
趣
意

2
+
緒
言

2
+
目
次

1
+
イ
プ

セ
ン
74
+
人
形
之
家
1
5
2
+
社
会
之
敵

1
7
2

p

〈

(人
形
之
家
)
ノ
ラ

よ

つ
く

ク
リ
ス
ト

マ
ス
の
木
を
隠
し
て
お
く
れ
〉

〈

(社
会
之
敵
)
ス
ト

ツ
ク

マ
ン
夫
人

ビ

ル
リ

ン
グ
様
、
あ

な
た
遅
く

い
ら

つ
し
や
る
か
ら
、
冷
た

い
も

の
で
御

辛
抱

し
て
戴
/

か
な
く

つ
ち
や
な
り
ま
せ
ん
〉

【
明
治

35
年
】

世
界
奇
書

ド
ン

キ
ホ
ー
テ

其

一

サ
ー
ヴ

ァ
ン
テ
ス
著

雄
島
浜
太
郎
重
訳

(四
月
)
東
京

石
川
栄
司

(育
成
会
)

発
行
22

㎝

目
次

1
+
訳
者

の
緒
言

2
+
短
歌

10
+
著
者

の
緒
言

10
+
そ

へ
が
き

１
+
49

P

〈
さ
ま
で
昔

の
こ
と
な
ら
ず
、

ラ
ー

マ
ン
チ

ャ
ー
の

一
村

に
、
そ

の
村

の
名

は
思
出
す
気
も
な
け
れ
ど
、
常

に
鎗

を
架
/
け
、
楯
を
そ
な

へ
、
瘠
馬
や
狩
犬
を
飼

ひ
お
く
紳
士

の

一
人
住

み
た
り
き
〉

伊
国
美
談

十

二
健
児

ア
ミ
チ
ス
著

原
抱

一
庵
重
訳

(五
月
)
東
京

山
縣
操

(内
外
出
版
協
会
)
発
行

15

㎝

例
言

2
+
目
次

2
+
1
5
8P

〈

一
艘

の
仏
国
船
伊
太
利

ゼ
ノ
ア
に
向
け

て
西
班
牙
バ

ー
セ

ロ
ナ
港
/
を
出
帆

せ
り
〉

西
洋
花

こ
よ

み

ポ

ッ
カ
シ
オ
著

長
田
秋
濤
訳

(七
月
)
東
京

堀
野
与
七

(文
禄
堂
書
店
)
発
行

19
ｃ
ｍ
109
ｐ

〈

(奥
様

の
試
験
)
郷

田
公
爵
と
呼

ぶ

は
、
先
祖
代

々
の
勲
功

は
勿
論
、
幾
百
年
間
連
綿
と

し
/

て
、

血
統

の
絶

た

こ
と

の
な

い
、
華
冑

の
名
門

で
あ

る
が
〉

即
興
詩
人

ア

ン
デ

ル
セ
ン
著

森
林
太
郎
訳

(九
月
)
東
京

和

田
む
め
(春
陽
堂
)
発
行

上
下

二
冊

22

㎝

例
言

1
+
目
次

3
+
2
1
3P、

(下
)
目
次
3
+
2
2
0
+
不
翻
訳
語

一
覧
23

P

そ

の

他

八
七



八
八

1
8
6

1
8
7

1
8
8

1
8
9

〈
羅
馬

に
往
き

し

こ
と
あ

る
人

は
ピ

ア
ツ
ツ
ア
、

バ

ル
ベ
リ
イ

ニ
を
知

り
た
る
べ
し
〉

【
明
治

36
年
】

血
の
涙

リ
サ
ア
ル
著

山

田
美
妙
訳

(
一
〇
月
)
東
京

山
縣
操

(内

外
出
版

協
会
)
発
行

19

㎝

は
し
が
き

(リ
サ
ア

ル
)
2
+
山
縣
悌
三
郎

氏

へ
訳
者

か
ら
呈
す

る
デ
ヂ

ケ

シ
オ
2
+
1
6
2P

〈
十

月
末

の
事

で
あ

ッ
た
が
、
ビ

ノ

ン
ド

の
茶

五
旦
那

(

)
が

知

り

人
を
集

め
て
晩
餐
御
馳
走
と

い
ふ
こ
と

で
あ

る
〉

ダ

ン
テ
神
曲
物
語

(通
俗
世
界
文
学

第
十
編
)

繁
野
天
来
訳

坪
内
適
遙
閲

(
一
二
月
)
東
京

坂

本

嘉

治

馬

(冨
山
房
)
発
行

22

㎝

口
絵

1
+
序

(坪
内
)
2
+
は
し
が
き
5

+
目
次

2
+
1
3
6P

挿

画
7
葉

〈
以
太
利

の
歌
仙
ダ

ン
テ
、
三
十

五
歳

の
春

の
花

咲
く
頃
、
醐

蝶

の
夢
心
地

に
/
人
生

の
正
し
き
道
を
失

な
ひ
て

昼
な

ほ
暗

き
林

の
奥

に
迷

ひ
入
り
、
気

う
と
/
き

一
と
夜
を

こ

ゝ
ろ
細

く
も
わ
な

ゝ
き
あ

か
し

つ
〉

【
明
治
37
年
】

オ
デ
ッ
セ
梗
概

さ
す
ら

ひ

赤
司
嚼
花

・石

田
春
風
編

(
一
月
)
東
京

原
亮

一
郎

(金
港

堂
)
発
行

19

㎝

緒
言

2
+
目
次

2

+
1
0
3P

〈
苟
も
瀛

の
文
学

を
談

ぜ
む
程

の
儕
、
誰

れ
か
は
、
詩

聖

ホ

メ
ロ
ス
を
知
/

ら
ざ

ら
む
〉

イ
リ
ア
ッ
ド
梗
概

楯

の
響

赤

司
嚼
花

・石

田
春
風
編

(
一
月
)
東
京

原

亮

一
郎

(金
港
堂
)
発
行

19

㎝

緒
言

4
+
肖
像

1
葉

+
系
図

1
葉

+
目
次

5

+
1
0
3P

〈
上

下
三
千
載
、
遠
く

詞
章

の
源
泉

と
な
り
、
古
今
空

絶

の
叙
事
詩

に
称

せ
ら
れ
、

天
弦
も

と

よ
り
凡
俗

の
唱
和

を
ゆ

る
さ
ず
、
仰

い
で
弥

よ
高
き
も

の
は
、

こ
れ
、

イ
リ

ア
ッ
ド
ニ
十
四
篇

に
非
ず

や
〉



イ
ギ
リ
ス
文
学
編

追
加

1
9
0

1
9
1

1
9
2

1
9
3

【
明
治
7
年
】

泰
西
世
説

チ

ェ
ム
ブ

ル
著

中
川
将
行
訳
述

(
一
一
月
)
大
阪

柳

原
喜
兵
衛

(河
内

屋
)
・東
京

岡

田
文
助

(河

内
屋
)
発
行

三
冊

木
版
和
装

23

㎝

緒
言
2
+
凡
例
2
+
目
録
3

+
35
丁
、

(二
)
目
録
3
+
31
丁
、

(三
)
目
録
2
+
33
丁

〈

二
匹

ノ
馬

ヲ
？
廠
(
カ
シ
ヨ
ウ
)

ヨ
リ
牽

キ
出

シ
均

シ
ク
或

ル
小
河

ニ
水

ヲ
飲

マ
シ
ム
ル

ニ
偶

ゝ
河
水
氷
合

シ
テ
其
水

ヲ
飲

ム

コ
ト
能

ハ
ズ
〉
【
明
治
19
年
】
泰
西
女
丈
夫
伝
の
内

朗
蘭
夫

人
の
伝

〔グ

レ
ー

ス
姉
妹
著
〕

坪
内
雄
蔵
訳
述

(
一
〇
月
)
大
阪

日
野
九
郎
兵
衛

(帝
国
印
書

会
社
)
出
版

19

㎝

叙

(冷

々
亭
杏

雨
)
3
+
1
5
1P

〈
紀
元

一
千
七
百
六
十
三
年
頃

か
と
よ
。
仏
蘭
西
国
パ
リ
の
都

セ
イ
/

ヌ
河

の
ほ
と
り
な
る
。

ヶ
イ
デ
、

ヲ
ル

ヘ

ウ

ル
と

い
ふ
所

に
。

一
個

の
宝
/

石

の
商
人
住
け

り
。

姓
は
浮

リ

ツ
ポ

ン
。
名

は
具
ラ
チ

ヱ
ン
〉

【
明
治
20
年
】

才
子
佳
人

奇
遇
之
夢

中
村
柳
塢
纂
訳

三
木
愛
花
評

〔
三
月
〕
東
京

菊
地
辰
三

(金

玉
堂
)
出
版

19

㎝

序

(愛
花
)
2
+
2
2
6P

挿
画
2
葉

〈
今

は
世
界

の

一
強

国
名

に
し
欧
洲

の
英
国
な
る

ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の

コ
ル
県

の
ミ
ゼ
シ
ベ

ッ
ト
と
云
ふ
処

に
二

つ

の
豪
家
あ

り
た
り
け

り

一
家

は
華
氏
と
云
ひ
〉

小
説

雨
中
花

初
編

末
広
鉄
腸

.二
宮
孤
松
訳

(
=

月
)東

京

小
林
義
則

(文
学
社
)
出
版

八
九



九
〇

1
9
4

1
9
5

1
9
6

1
9
7

18

㎝
2
1
3
P

挿

画

2

葉
ほ
ん
と
う

〈
男

「
メ
ー
ド

ラ
イ

ン
よ
直
成

に
餓
(
か
つ
)

え

る
と
云

ふ
は
辛

い
も

の
/

サ
子
/
斯

く
云
ひ
か
け

し
男

は
其
名
を

ル
イ
、

ブ

ラ
イ
ト

ル
と
呼

び
/
年

の
比

三
十
計

り
と
覚

し
く
〉

う
ち
ふ

徴
糊

宇
宙
の
舵
蔓
(
か
じ
つ
る
)

勝
岡
信
三
郎
訳
述

内
藤
耻
叟
評
記

(
一
一
月
)
榊
原
友
吉

(文
盛
書
屋
)
出
版

20

㎝

序
(依
田
百
川
)
4
+
叙

(夢
南
迂
史
)
3
+
チ
ヤ
ア
ル
ス
肖
像
1
葉

+
序
言
(鶴
城
居
士
)
4
+
凡
例
3
+
目

録
3
+
1
6
6
+
批
評
(内
藤
)
2

挿
画
7
葉

〈
天
閑
温

に
し
て
青
雲
談
靆
き
四
嵒
嶮
峻
し
く
し
て
禽
鳥
の
翔
行
に
/
道
な
く
樹
林
枝
を
交

へ
て
色
益
す
緑
り
に

谿
水
滾

々
と
し
て
響
谺
/
角
を
撲
ち
寂

々
蓼

々
人
跡
を
絶
ち
雅
致
風
韵
自
か
ら
完
備
は
る
〉

う
き
よ
か
が
み

巻
之

一

摩
爾
利
亜
登
著

橋
本
武
訳
・出
版

(
一
一
月
)
東
京

木
版
和
装
22

㎝

序

(松
の
や
の
主
人
)
1
+
25
丁

〈
今
を
さ
る
百
二
十
二
年
前
西
暦

一
千
七
百
六
十
四
年

の
こ
と
な
り
し
と
か
や
英
/
国
に
江
戸
輪
宝
太
と
い
ふ
丈

夫
あ
り
け
る
〉
【
明
治
24
年
】

老
婆
毒
計

緑
林
の
豪
客

不
破
曾
武
伯
の
冒
険

ス
モ
レ
ッ
ト
著

河
野
基
戯
訳
・発
行

(
一
一
月
)
東
京

15

㎝

緒
言
4
+
挿
画
(景
信
画
)
2
+
33

P

〈
不
破
曾
武
(
ふ
あ
ぞ
む
)

伯

ハ
其
日

一
人
の
道
案
内
者
を
力
と
侍
み
/
本
村
を
出
立
し
け
る
が
、
人
里
遠
き
深
山
の
裡

に
日

ハ

全
く
暮
れ
果
て
夜

ハ
鳥
羽
玉
の
真
の
暗
山
林
寂
寞
と
物
凄
く
〉

【
明
治
%
年
】

短
編
小
説

愛
の
杯

テ
イ
ラ
著

佐
藤
て
つ
子
訳

(五
月
)
東
京

福

氷
文
之
助
(警
醒
社
書
店
)
発
行

19

㎝

序

(星
野
光
多
)
1
+
24

P



1
9
8

1
9
9

2
0
0

〈
久

し
き
以
前

の
事
な
る
が
、
或
る
遠
き
国

に

一
人

の
幼
き
男

の
童
/
あ
り
け
り
〉

【
明
治
30
年
】

彫
像
師

袖
珍
小
説
第

四
編

コ
ン
ウ

エ
イ
著

内

田
魯
庵
訳

〔
一
月
〕
東
京

〔博
文
館
〕
発
行

16

㎝
1
4
2P

〈

六
月

の
末
、
晴

々
し
き
午
後

の
事
、

二
百
年
来
此
土
地
を
子

か
ら
/
孫
、
孫

か
ら
曾
孫
と
伝

へ
く

て
永
代
小

作

し
た
る
農
夫

ア
ブ

ラ
/

ハ
ム
、

レ
イ
は
例

の
如
く
牧
場

の
門

に
立

つ
て
〉

【
明
治

32
年
】

軍
事
小
説

帝
国

々
難
の
夢

(軍
人
文
庫
)

那
須
野
舎
訳

(三
月
、
（
二
）
五
月
、
（
三
）
六
月
)
東
京

伊
藤
芳
松

(兵
事
雑
誌
社
)
発

行三
冊
19

㎝

叙

(呑
海
狂
夫
)
4
+
緒
言
2

+
凡
例
1

+
2
1
1
+
平
壌

の
戦
争

(長
岡
外
史
)
39
+
英
雄

の

風
流

(武
骨

子
)
20

P
、

(二
)
1
8
0
+
二
人
特
務

(山
内
暖
雪
)
40
+
新
報
11

P
、

(三
)
1
8
0
+
小
説
妖
怪
談

(
ヘ
ロ
ン
著
、

墨
畝
訳
)

32
+
新
報

14

P

〈
戦
争
!

露
西
亜
と
戦
争
!
/

と

の
風
説

の
、
歌
舞
伎
座
内

に
伝

は
る
や
、
階
上
階
下
数
千

の
観
客

は
、
忽
ち

咲
き
/
始

め
た
が
〉

【
明
治
33
年
】

勇
少
年
冒
険
談

初
航
海

リ
ー
ド
著

桜
井
鴎
村
補
訳

(九
月
五
版
、
三
二
年
六
月
初
版
)
東
京

大
橋
省
吾

(文
武
堂
)
発

行16

㎝

緒
言
3

+
目
次

2
+

口
絵

(中
村

不
折
画
)
1
葉

+
3
1
2P

〈
諸
君
!

私

は
、

只
今

で
は
、

印
度
通

ひ
の
商
船

の
長

で
し
て
、
不
肖
な
が
ら
、
多
く
/

の
水
夫
共

に
も
尊
敬

さ
れ
る
身
分
と
な
り
ま
し
た
が
〉

イ
ギ
リ
ス
文
学
編

追
加

九
一



九
ご

2
0
1

堅
信
美
談

薄
命
児

ス
ト

レ
ッ
ト

ン
著

田
中
太
郎
訳

(
一
二
月
)
東

京

福
永

文
之

助

(警
醒
社
書
店
)
発
行

19

㎝

緒
言

6

十
目
次

2
十

(ウ

エ
ス
ト
)
1
十
2
0
8P

〈
此
所

は
英
吉
利
国

の
大
都

会

ロ
ン
ド

ン
市

の
片
隅

な
る
イ

ー

ス
ト
、

エ
ン
ド

の
/
天
使
街

と
て
、
聖

「
ポ

ー
ル
」

の
大
伽
藍

よ
り

一
哩
余
り
を
距

て
た
る
音

に
聞
/

こ
え
し
饑
寒
窟

の

一
つ
で
あ

る
〉



あ
と
が
き

伝
統

に
培
わ
れ

た
強

固
な
価
値
意
識

と
滔

々
た
る
欧
米

の
近
代
合
理
主
義

の
波

に
洗
わ
れ

て
、
明
治
期

日
本

人
は
内
的
世
界

の
分

裂
を
生

ん
で
い

っ
た
。

そ
れ

は
美
術

を
日
本

画
と
洋
画
と
に
分
類

し
て
し
ま

っ
た
よ
う

に
、
音
楽
や
演
劇

に
お
い
て
も
、
ま
た
文
学

の
場
に
お
い
て
も

こ

の
分
裂

を
克
服
で
き
な

い
ま
ま

に
、
今

日
に
及
ん
で

い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
近
代

日
本

に
お

い
て
芸
術

を
成
立

せ
し
め
る
条
件
が
何

で
あ

る
か
と

い
う

テ
ー

マ
を
孕

ん
で
い
る
。

日
本

の
近
代

は
、
国
家

の
諸
制
度

を

「
国
民
」
と

「個
人
」
だ
け
で

つ
く

っ
て
き
た
。
し
か
し
そ
れ
ら
制
度

の
手
本
と
な

っ
た

ヨ

ー

ロ
ヅ
パ
で
は
、
「
国
民
」
と

い
う
意
識

に
先
だ

っ
て
、
十

二
、
三
世
紀
以
来

日
常
生
活

に
即
し
て
は
ぐ
く
ま
れ
て

き

た

「
市
民
」

意
識

の
伝
統
が
あ
り
、
今

日
も
な

お

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
的
社
会
秩
序

の
根
底

に
息
づ

い
て
い
る
。
そ
れ
が
、
生
活

の
場

に
お
い
て
さ
ま
ざ

ま
な
自

己
貫
徹
を
可
能
と
す
る
条
件

で
あ

る
と
す
る
な
ら
ば

、
少
な
く
と
も
明
治

の
日
本

に
は
な
か

っ
た
も

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識

の
下

で
、

日
本

に
な
ぜ

そ

の
よ
う
な
条
件
が
生
成

し
な
か

っ
た

の
か
を
考
え

つ

つ
、
『
明
治
期
翻
訳
文
学

書
全
集
』
を
編

ん
だ
。
利

用
を
期
待
す
る
も

の
で
あ
る
。

*

第

一
期

に
引
き

つ
づ
き
、
第

二
期

の
目
録

に
収

録
で
き
な
か

っ
た
翻
訳
文
学
書

を

一
覧

し
て
お
く
。
左

の
十

二
点
中
、
『我
懺
悔
』

と

『
烈
女

の
疑

獄
』

の
二
点

は
国
会
図
書
館

の
目
録

に
は
あ
る
が
、
書
庫

で
行
方
不
明

の
た
め
収
録
不
可
能
と
な

っ
た
も

の
。
編
者

の
予
備
調
査
が
不
十
分

で
あ

っ
た

こ
と
を
お
詑
び
す

る
次
第

で
あ

る
。

〔
1
は
上
田
聖
書
館
文
庫
、

2

・
8
は
早
稲

田
大
学
図
書
館
、

11
は
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
所
蔵
〕

九
三
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1234567890111211234

富
蘭

克
林
自
叙
伝

(勤
勉
立
志
)

望
月
与

三
郎

訳

明
治

ニ
ニ
年

一
〇

月

大
阪

上

田
済

生
堂

(
フ
ラ

ン
ク
リ

ソ
)

贋
金

つ
か

ひ

坪
内
造
遙
訳

明
治

二

一
年

大
阪

駸

々
堂

(グ
リ

ー
ン

「
X
Y
Z
」
)

二
万
里
海
底
旅
行

梅
木
梅
太
郎
訳

明
治

=

二
年

京
都

山
本

(ヴ

ェ
ル
ヌ

「
海
底

二
万

リ
ー
グ
」
)

西
洋

血
潮
小
暴
風

(仏
国
革
命
起

源
)

桜

田
百
衛
訳

明
治

一
五
年

一
二
月

絵

入
自

由
新

聞
社

(デ

ュ
マ

・
ペ

ー

ル

「
ジ

ョ
セ
フ
、

バ

ル
サ
モ
」
)

〔同
志
社
大
学

キ
リ

ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
会

所
蔵
〕

黄
昏

日
記

(新
篇
)

小
宮
山
天
香
訳

明
治

一
八
年

三
月

大
阪

駸

々
堂

(デ

ュ
マ

・
フ
ィ
ス

「
椿
姫
」
)

野

の
花

馬
場
孤
蝶
訳

明
治

三
五
年

新
声
社

(ド

ー
デ

ー
)

自

由

の
弓
弦

(瑞

西
独
立

)

斎

藤
鉄

太
郎
訳

明
治

一
三
年

一
二
月

白
水
増
吉

(
シ
ラ
ー

「
ウ

ィ
ル

ヘ
ル
ム

・
テ

ル
」
)

う
ゐ
る

へ
る
む

て
る

佐
藤
芝
峰

訳

明
治

三
八
年

秀
文
書
院

(ゲ

ー
テ
)

我
懺
悔

加
藤
直

士
訳

明
治

三
五
年

一
〇

月

警
醒
社

書
店

(
ト

ル
ス
ト
イ
)

〔昭
和
女

子
大
学
近
代
文
庫
所
蔵
〕

烈
女

の
疑

獄

(魯

国
奇

聞
)

杣

田
策

太
郎
抄

訳

明
治

一
五
年
五
月

由
己
社

鬼
啾
啾

(虚
無
党
実
伝
記
)

宮
崎
夢
柳
訳

明
治

一
八
年

一
〇

月

旭
活
版
所

(
ス
テ
プ

ニ
ヤ
ク

「
地
底

の

ロ
シ
ア
」
)

学
童

日
誌

(教
育
小
説
)

杉
谷
代
水
訳

明
治

三
五
年

一
二
月

春
陽
堂

(
ア
ミ
チ

ス

「
ク
オ

レ
」
)

な
お
、

こ
の
ほ
か

に
当

初
収
録

を
予
定

し
て
お
り
な
が
ら
、

逸

し
た
四
点
が
あ

る
。
左

に
掲
ぐ
。

梨
園

の
曙

一
名

西
洋
演
劇
脚
本

高
橋
義
雄
訳

明
治

二
〇
年

一
月

(
ヘ
ン
リ

ー
、

イ

ー
、

ジ

ョ

ン

ズ

「
洋
琴

調
子
整
」
、

ゼ

ヲ
ヂ
、

ソ
ー
ン

「
恋

衣
乾

ぬ
間

の
渚
」
、

ゼ

ヲ
ジ
、

マ
ク
フ

ハ
ー

レ
ン

「
ガ
イ

フ

ォ
ー
ク

ス
地
雷
火
奇
譚

」、

テ

ー
、

イ

ー
、

ハ
ル
マ
ー

「
女
権
拡

張
情

理
岐
」
)

水
沫
集

森
鴎
外
訳

明
治

二
五
年

七
月

春
陽

堂

女
優

ナ
ナ

永
井

荷
風
訳

明
治

三
六
年
九
月

新
声
社

(ゾ

ラ
)

恋

と

刀

永
井
荷

風
訳

明
治

三
六
年

一

一
月

新
声
社

(ゾ

ラ
)



2
は
岩
波
書

店
版

『
鴎
外
全
集
』
第

一
巻
、
第

二
巻
、

お
よ
び

「於

母
影
」
は
第
十
九
巻

に
、
3

・
4
は
岩
波
書
店
版

『
荷
風
全

集
』
第
十
八
巻

に
収

め
ら
れ

て
い
る
。

1
は
国
立
国
語
研
究
所
と
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫

に
所
蔵

さ
れ

て
い
る
。

*

ロ
シ
ア
文
学
編

の
収
録
書
は
後
半

が
ほ
と

ん
ど
ト

ル
ス
ト
イ

の
作
品

で
あ

る
。
そ

し
て
、

こ
の
後

も
切
れ
る
こ
と
な
く
ト
ル
ス
ト

イ

の
作
品

は
翻
訳
さ
れ

て
い
く
。
柳
先
生
が
、
本
全
集
を
明
治

三
十
八
年

ま
で
と
し
た
根
拠

を
繰
り
返

し
問
わ
れ
た
事
情
が

こ
こ
に

あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ロ
シ
ア
文
学
編

を
利
用
す

る
方

の
た
め
に
、
収
録
書
以
外

の
明
治
期

に
翻
訳
出
版
さ
れ

た
ト
ル
ス
ト
イ

の
作

品
を

一
覧

し
て
お
く
。

(○
印

は
国
会

図
書
館
所
蔵
本
、

〔

〕

内

は
請
求
番
号
)

○

36
年

3
月

○

5
月

○

10
月

○

37
年

8
月
7
月

7

月

○

9

月

39
年

1
月

○

4

月

○

6
月

○

10
月

○

40
年

4
月

我
宗
教

加
藤
直

士
訳

文

明
堂

〔88
-
3
7
5
〕

人
生
之
意
義

神
東
惇
訳

経
世
社

〔特

54
-

91
〕

万
国
平
和
会
議
評
言

一
名
軍
備
全
廃
論

神
東
惇
訳

経
世
社

〔
94
-
8
0〕

ト
ル
ス
ト
イ
の
日
露
戦
争
観

加
藤
直
士
訳

日
高
有
隣
堂

〔
9
8
4
-
ｃ
T

65
ｔ
K〕

筒

を
枕

に

二
葉
亭

四
迷
訳

金
港
堂

セ
パ

ス
ト
ウ
ポ

ル
の
落
城

峨
嵯

の
屋

お
む
ろ
訳

春
陽
堂

〔三
康
図
書
館
所
蔵
〕

ト

ル
ス
ト
イ

の
日
露
戦
争

論

平
民
社
訳

文
明
堂

・
信
陽
堂

〔97
-
2
2
0
〕

イ

ワ
ン
の
馬
鹿

内

田
魯
庵
訳

火
鞭
会

〔早
稲

田
大
学
図
書
館
所
蔵
、
再
版
〕

ア

ン
ナ

・
カ
レ
ン
ナ

柴
田
流

星
訳

上
田
屋

〔
26
-
3
5
1
〕

人

生

の
意
義

河
上
肇

・
小
田
頼
造
訳

古
今
堂

〔97
-
4
2
8〕

芸
術
論

有
馬
祐
政
訳

博
文
館

〔
78
-

3
〕

ト
ル
ス
ト
イ
短
篇
集

百
島
冷
泉
訳

内
外

出
版
協
会

〔31
-
3
2
0
〕

あ
と
が
き

九
五
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○

7
月

○

11
月

○

41
年

3
月
9
月

○

10
月
11
月

○

42
年

4
月

○

6
月

○

10
月

○

43
年

1
月

○

1
月

○

44
年

6
月

○

45
年

3
月

○

6
月

下
僕
の
生
涯

神
崎
順

一
訳

平
民
書
房

〔32
-
3
2
8
〕

人
道
主
義

小
田
頼
造
訳

隆
文
館

〔
76
-
3
6
2
〕

二
人
巡
礼

百
島
冷
泉
訳

内
外
出
版
協
会

〔特
13
-
7
6
9
〕

生
ひ
立
ち
の
記

近
松
秋
江
訳

国
民
書
院

〔早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
〕

長
恨

筑
山
正
夫
訳

昭
文
堂

〔
32
-
3
6
9
〕

復
活

前
編

内
田
魯
庵
訳

丸
善

〔
三
康
図
書
館
所
蔵
〕

ト
ル
ス
ト
イ
小
説
集

百
島
冷
泉
訳

内
外
出
版
協
会

〔
32
-
3
9
0
〕

ト
ル
ス
ト
イ
の
教
訓
及
其
自
叙
伝

榎
本
恒
太
郎
訳

内
外
出
版
協
会

〔
1
7
-
4
7
1

〕

杜
翁
叢
書
二
編

(人
生
の
意
義
、
神
想
録
)

榎
本
恒
太
郎
訳

内
外
出
版
協
会

〔95
-

76
〕

復
活

後
編

内
田
魯
庵
訳

丸
善

〔
93
-
2
9
7
〕

簡
易
聖
書

小
田
頼
造
訳

金
尾
文
淵
堂

〔
29
-
3
2
0
〕

性
欲
論

大
住
嘯
風
抄
訳

精
神
修
養
社

〔
3
3
2
-
1
1
3

〕

生
ひ
立
ち
の
記

青
年
編

徳
田
秋
江
訳

東
京
国
民
書
院

〔32
-
3
6
5
〕

三
奇
人

(『毒

の
園
』
所
収
)

昇
曙
夢
訳

新
潮
社

〔
3
3
8
-

89
〕

な
お
、
柳

先
生

に
は

「
原
著
者
及
び
原
著
索
引

」

の

ロ
シ
ア
文
学
編

の
項
作

成

に
あ

た
り
、

ご
協

力
賜

わ
り
ま
し
た
。

*

第

二
期

の
目
録
作
成

に
あ

た
り
、
解

題

を
快
く
担
当

し

て

い
た
だ

い
た
福

田
陸
太
郎
、
富

田
仁
、
小
堀

桂

一
郎
、
柳
富

子

の
四
先

生

に
は
、
あ

た
た

か

い
助
言

.
示
唆

.
教

示
を
数

々
賜
わ

っ
た

こ
と

に
、
深
く

感
謝

い
た
し
ま
す
。

そ

の
う
え
、
福

田
、

富

田
、
柳

三
先
生

に
は
、

ご
多
忙

に
も

か
か
わ
ら
ず

国
会

図
書
館

に
ま

で
足

を
運

ん

で
い
た
だ
き
、
収

録
書

の
ほ
ぼ

全
点

に
わ
た

っ
て
目
を
通



し
て
い
た
だ

い
た
こ
と

に
対

し
て
も
、
改

め
て
お
礼
申

し
上
げ

る
次
第

で
あ
り
ま
す
。
特
に
、
柳
先
生
は
講
義

や
会
議

の
間
隙
を
ぬ

っ
て
、
連

日

の
よ
う
に
通

っ
て
い
た
だ
き
、
そ

こ
で
と
ら
れ

た

ノ
ー
ト
の
量
と
用
意
さ
れ
た
資
料

は
、
お
そ
ら
く

一
冊

の
単
行
本
を

書
き
上
げ

る
に
十

分
な
ほ
ど

の
も

の
で
あ

っ
た
。

で
き
う
れ
ば

『
日
本

に
お
け
る

ロ
シ
ア
文
学
』

を
著
述

さ
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る

も

の
で
あ
り
ま
す
。

本
目
録

に
基
づ
く

マ
イ
ク

ロ
フ

ィ
ル
ム
版
を
作
成
す

る
に
際

し
て
は
、
第

一
期

に
引
き

つ
づ

い
て
、
所
蔵
先

で
あ
る
国
立
国
会
図

書
館

の
関
係
各
位

に

一
方
な
ら

ぬ
ご
協
力
を
賜
わ

っ
た

こ
と
を
申
し
述

べ
ね
ば

な
ら
な

い
。
収
録
書

の
調
査
閲
覧
か
ら

マ
イ
ク
ロ
撮

影

お
よ
び
事
後
調
査

に
至

る
ま

で
図
書
閲
覧
課

の
三
上
良

一
前
課
長
、
高
梨
翌
課
長
、
浅
沼
栄
係

長
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ご
配
慮
を
賜

わ

っ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
す

る
。
併

せ
て
、
閲
覧

の
た
び

に
お
手
数
を

か
け
た
図
書
閲
覧
課

の
方

々
に
お
礼
申

し
上
げ
る
。
撮
影

に

際

し
て
は
複
写
課

の
大

口
欣

一
氏

の
ご
配
慮

に
感
謝

す
る
。
そ

の
他
、
調
査

の
た
め

に
同
館

の
さ
ま
ざ

ま
な
部
署

の
方

々
に
お
世
話

に
な
り
、
ご
教
示
賜
わ

っ
た
こ
と
を
記

し
、

一
々
氏
名

を
明
記

し
な

い
が
、

お
礼
申

し
上
げ
る
次
第

で
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
調
査

の
た
め
に
、
国
立

国
語
研
究
所
図
書
館
、
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
、
三
康
図
書
館
、

日
本
近
代
文
学
館
を
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ

の
成
果

は
多
く
あ
り
、
特
記
す

べ
き

こ
と
は
目
録

の
そ
れ
ぞ
れ

の
項

へ
所
蔵
館
名
と
と
も

に
注
記
し
、
本

目

録
を
豊

か
に
す
る

こ
と
に
役
立

た
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

マ
イ

ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
化
作
業

は
日
本

マ
イ

ク

ロ
写
真
株
式
会
社
が
担
当

し
、
実
務
は
河
南
寿
麿
、
柳

田
修

司
両
氏

の
尽
力

を
い
た

だ
き
、
撮
影

は
第

一
期

に
引
き

つ
づ
き
、
久
保

田
寿
写
真
士

に
担
当

し
て
い
た
だ

い
た
。

一
九
八
八
年

七
月

榊

原

貴

教

*

あ
と
が
き

九
七
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書
誌
文
献
―

西
欧
翻
訳
文
学
全
般
に
わ
た
る
も
の
は
概
ね
第

一
期

の
目
録
書
に
掲
げ
て
お
い
た
の
で
、

こ
こ
で
は
そ
の
遺
漏
と
英
米
文
学
以
外

の
国
毎

の
も

の
を
掲
げ
、
補
遺
と
す
る
。

西
洋
文
学

の
移
入

(明
治
文
学
研
究
第
七
巻
)

柳

田
泉
著

昭
和
四
十
九
年

春
秋
社

日
本
に
移
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
文
学

高
橋
邦
太
郎
稿

(
目
仏
文
化
協
定
締
結
記
念

日
仏
文
化
交
流
展
目
録
)

昭
和
二
十
八
年

丸
善
株
式
会
社

日
独
文
化
展
覧
会
出
品
目
録

昭
和
十

二
年

(財
)
日
独
文
化
協
会

ド
イ

ッ
文
学
案
内

岡
田
朝
雄

・
岡
田
珠
子
共
著

昭
和
五
十
四
年

朝
日
出
版
社

ロ
シ
ア
文
学
案
内

中
村
喜
和

・
灰
谷
慶

三

・
島

田
陽
共
著

昭
和
五
十

二
年

朝

日
出
版
社

イ
ス
パ

ニ
ア
文
学

・
哲
学
邦
訳
文
献
年
表

(翻
訳

・
翻
案
編
)

辻
井
正
衛
編

昭
和
四
十
六
年

天
理
大
学
学
術
研
究
会

そ
の
他
、
作
家
毎
の
書
誌
は
あ
る
が
、
省
略
す
る
。



翻

訳

者

索

引

-

校
閲
者
・
序
践
等
の
筆
者
も
含
む

本
稿
は
概
ね
収
録
書
の
奥
付
等
か
ら
作
成
し
た
、
厳
密
な
校
訂
を
経
て
い
な
い
第

一
次
稿
で
あ
る
。

住
所
、
寄
留
地
は
当
該
出
版
物
刊
行
時
の
も
の
で
あ
る
。
複
数
の
住
所
が
あ
る
も
の
は
、
転
居
の
あ

っ
た
こ

と
を
示
す
。
目
録
1
の
索
引
と
あ
わ
せ
て
利
用
さ
れ
た
い
。

あ

饗
庭
与
三
郎
(篁
村
)

安
政
二
年
江
戸
生
れ

跋
6
2

青
柳
猛
(有
美
)

明
治
六
年
秋
田
県
生
れ
1
3
3

赤
司
繁
太
郎
(嚼
花
)
1
8
8
1
8
9

赤
沼

朗
(金
三
郎
、
天
心
狂
史
)

序
8
0

秋
庭
浜
太
郎
(楓
山
)

岡
山
県
士
族

牛
込
区
西
五
軒
町
五
十
二
番

地
寄
留

⑤

秋
元
隆
次
郎
(幻
夢
)

日
本
橋
区
薬
研
堀

一
番
地
1
1
9

浅
井
栄
熈

熊
本
県
士
族

本
郷
区
真
砂
町
二
五
番
地
寓
7
7

浅
田
吉
太
郎

序
5
0

浅
野
和
三
郎
(馮
虚
)

明
治
七
年
茨
城
県
生
れ
2
9

藍
田
束
雄
(葦
田
半
窓
睡
仙
)

東
京
府
平
民

東
京
府
南
豊
島
郡
金

杉
村
四
百
三
番
地
1
1
6

阿
部
秀
吉
(？
渓
仙
史
)

宮
城
県
平
民

港
区
南
佐
々
間
町

一
丁
目

三
番
地
寄
留

⑧

足
立
荒
人
(北
鴎
)

明
治
二
年
山
口
県
生
れ
1
4
9

有
井

範

序
5
2

有
賀
国
次

長
野
県
平
民

浅
草
区
南
元
町
二
六
番
地
8
4

有
賀
長
雄

万
延
元
年
大
阪
生
れ

閲
7
0

粟
屋
関

一
(東
洋
)

山
口
県
士
族

神
田
維
子
町
二
三
番
地
奇
留
5
4

飯
田
旗
郎
(旗
軒
、
眼
花
道
人
)

慶
応
二
年
江
戸
生
れ
9
5

伊
沢
信
三
郎

安
政
三
年
生
れ

長
野
県
士
族

東
京
小
石
川
区
小

日
向
第
六
天
町
五
十
番
地
5
2

石
田
元
季
(春
風
)
1
8
8
1
8
9

イ
ー
ス
ト
レ
イ
キ

O
°
2
5

礒
部
精

一
3
7

板
倉
松
叟

題
字
⑤

九
九



伊
藤
重
固

閲
8
6

井
上
歌
郎

東
京
市
麹
町
区
三
番
町
二
番
地
2
4

井
上
勤

高
知
県
士
族

・
徳
島
県
士
族

大
坂
西
区
江
戸
堀
通
二
丁

目
十
番
地
奇
留
4
5

東
京
芝
区
二
葉
町
七
番
地
寄
留
4
5

赤
坂
区
赤
坂
新
町
三
丁
目
二
四
番
地
寄
留
5
1
5
5

神
田
区

駿
河
台
南
甲
賀
町
八
番
地
寄
留
5
6
5
8
5
9
1
1
1麹
町
区
上
六

番
町
四
七
番
地
寄
留
6
7
7
1
8
1

井
上
操
(法
律
学
士
)

序
⑨

今
村
有
隣

序
7
0

巌
本
善
治

文
久
三
年
但
馬
国
生
れ

跋
●

巌
谷
季
雄
(漣
山
人
、
小
波
)

明
治
三
年
東
京
生
れ

●

閲
⑫

巌
谷

修
(
一
六
居
士
)

題
字
●

岩
本
五

一
(香
夢
楼
主
人
)

東
京
府
平
民

京
橋
区
南
鍋
町
二
丁
目

二
番
地

●

上
田
万
年

慶
応
三
年
生
れ

愛
知
県
士
族

本
郷
区
駒
込
西
片
町

十
番
地
●

宇
田
川
文
海

序
●

内
田
貢
(魯
庵
、
不
知
庵
)

慶
応
四
年
江
戸
生
れ

東
京
小
石
川
区

江
戸
川
町
十
五
番
地

●
●

神
田
区
猿
楽
町
五
番
地
●

住
所
不
記
●

b
●
●

江
川
勝
信

福
岡
県
士
族

芝
区
白
銀
猿
町
八
六
番
地
尾
崎
宗
隆
方

寄
留
●

一
○
○

大
石
高
徳

静
岡
県
士
族

本
所
区
北
二
葉
町
二
番
地
●
●
●

大
久
保
桜
洲

訂
正
●

大
久
保
勘
三
郎

茨
城
県
士
族

東
京
府
浅
草
区
象
潟
町
七
番
地
寄

留

●

大
倉
本
澄

大
阪
市
西
区
阿
波
座

一
番
町
九
十
三
番
屋
敷

⑮

大
島
国
千
代

東
京
市
神
田
区
今
川
小
路
二
丁
目
十

一
番
地
寄
留

●
赤
阪
区
新
町
三
丁
目
二
一
番
地
寄
留
●

大
島
貞
恭
(鶯
山
)

序
●

大
島
正
健
(相
川
漁
夫
)

⑲

大
谷
正
信
(続
石
)

明
治
八
年
松
江
生
れ
●

大
平
三
次

東
京
府
平
民

京
橋
区
新
肴
町

一
番
地
四
通
社
●

岡
野

碩

東
京
下
谷
区
池
ノ
端
仲
町
十
四
番
地
●

小
笠
原
昌
斉
●

小
川
多

一
郎
(煙
村
)

明
治
十
年
京
都
生
れ
●

小
川
忠
武
●

小
川
吉
之
輔

高
知
県
平
民

土
佐
郡
西
弘
小
路
二
番
地
住
●

沖
野
岩
三
郎
(五
鮎
)

明
治
九
年
紀
州
生
れ
●

荻
原
良
太
郎

長
野
県
平
民

神
田
区
宮
本
町
十
六
番
地
●

小
栗
貞
雄

大
分
県
士
族

赤
坂
区
表
町
三
丁
目
九
番
地
●

尾
崎
徳
太
郎
(紅
葉
)

慶
応
三
年
江
戸
生
れ
●
●
●

序
●

長
田
忠

一
(秋
濤
)

明
治
四
年
静
岡
県
生
れ

幕
臣
長
田
鈍
太
郎

の

長
男
●
●

東
京
市
牛
込
区
若
松
町
四
七
番
地
●

序
●



雄
島
浜
太
郎
●

落
合
昌
太
郎
(浪
雄
)

●

尾
上
八
郎
(柴
舟
)

明
治
九
年
岡
山
県
津
山
生
れ

藩
士
北
郷
直
衛

の
三
男

●

小
野
次
郎

京
橋
区
南
佐
柄
町
四
番
地

●

小
原
要
逸
(無
絃
)

●

か

魁
蕾
史

↓
古
川
精

一
(魁
蕾
)

鶴
城
居
士

序
●

蔭
山
広
忠

東
京
府
士
族

東
京
府
下
北
豊
島
郡
谷
中
村
六
七
番
地

●
画
湖
仙
史

●

荷
香
逸
人

序
●
●
●

珂
水
漁
夫

評
●

片
山

徹

序
●

勝
麟
太
郎
(海
舟
)

文
政
六
年
江
戸
生
れ

幕
臣

題
字
⑦

勝
岡
信
三
郎
(硯
岳
樵
夫
)

静
岡
県
士
族

浅
草
区
栄
久
町
三
番
地

寄
留

●

勝
山
重
良
(青
城
山
人
)

跋
●

加
藤
直
士

明
治
六
年
山
形
県
生
れ

●

加
藤
瓢
乎
(紫
芳
、
聯
画
閑
人
)

安
政
三
年
大
垣
生
れ

●
●

翻
訳
者
索
引

加
藤
政
之
助

埼
玉
県
平
民

東
京
芝
区
三
田
二
丁
目
二
番
地
寄
留

①

大
坂
靱
仲
通
二
丁
目
十
六
番
地
寄
留

①

加
藤
幹
雄

麹
町
区
飯
田
町
五
丁
目
三
三
番
地
寄
留

●
●

門
田
平
三

大
坂
府
平
民

大
坂
西
区
堀
北
通

一
丁
目
十

一
番
地

③

仮
名
垣
魯
文
(野
崎
文
蔵
)

文
政
十
二
年
江
戸
生
れ

閲
●

上
條
信
次

弘
化
三
年
長
野
県
生
れ

●

川
島
忠
之
助

千
葉
県
平
民

嘉
永
六
年
江
戸
生
れ

幕
臣
川
島
奥

六
の
末
子

神
奈
川
県
下
横
浜
相
生
町
三
丁
目
四
六
番
地

山

中
伝
次
郎
方
寄
留

●

神
奈
川
県
横
浜
区
住
吉
町
五
丁
目

五
九
番
地

●

河
島

基
(山
北
野
史
)

東
京
市
芝
区
三
田
同
朋
町
十

一
番
地

●

川
田
河
山
人

●

河
田
清
彦
(泰
之
助
、
改
名
新
井
)

京
都
府
下
丹
後
国
加
佐
郡
河
守

町
大
字
波
美
六
番
戸

⑯

河
津
祐
之

序
●

神
田
孝
平

文
政
十
三
年
美
濃
生
れ

●

菊
地

純
(三
渓
)

文
政
二
年
紀
伊
国
生
れ

序
●

菊
亭

静

●
●

校
●

閲
●

北
川
貞
行

東
京
市
牛
込
区
袋
町
六
番
地

●

橘
園
小
史

序
●

厩
堂
散
人

●

↓
吉
村
鐘

一

一
〇
一



驚
濤
生

●

行
徳
文
郷

批
評
●

草
野
柴
二

明
治
八
年
岡
山
県
生
れ

●

工
藤
精

一

東
京
市
四
ツ
谷
区
仲
町
三
丁
目
三
十
番
地

閲
⑮

久
保
得

二
(天
随
)

明
治
八
年
東
京
生
れ

●

倉
田

清
(桜
芳
)

●

栗
本
鋤
雲
(鯤
、
匏
菴
)

文
政
五
年
江
戸
生
れ

幕
臣

序
⑤

跋

●

呉

文
聡

広
島
県
士
族

麹
町
区
元
園
丁
二
丁
目
入
番
地

●

黒
岩
周
六
(涙
香
)

文
久
二
年
土
佐
生
れ

東
京
市
麻
布
区
笄
町

一

七
四
番
地

●

黒
田
直
道
(湖
山
人
)

明
治
十

一
年
滋
賀
県
生
れ

●

桑
野
鋭
(顧
柳
散
人
)

安
政
五
年
生
れ

福
岡
県
士
族

東
京
下
谷

区
西
町
三
番
地
寄
留

④

紅
雪
楼
主
人

●

香
泉
陳
人

序
●

甲
田
良
造

閲
●

厚
東
樹
臣
(渤
海
)

序
●

河
野
政
喜
(在

一
居
士
)

京
橋
区
築
地
二
丁
目
二
二
番
地

●

紅
夢
楼
主
人

序
●

↓
三
木
愛
花

古
郡
図
南

序
⑭

小
西
増
太
郎

文
久
二
年
広
島
生
れ

●

一
〇
二

小
西
柳
塢

評
●

古
梅
道
人

題
字
●

小
林
茂
麿

口
絵
●

小
宮
山
桂
介
(天
香
)

東
京
府
平
民

神
田
区
西
小
川
町
二
丁
目

一

番
地

●

近
藤
東
之
助

茨
城
県
平
民

東
京
本
郷
区
湯
島
両
門
町
十
四
番
地

●
●

近
藤
真
琴

芝
区
内
新
銭
座
六
番
地

●

さ

斎
木
延
次
郎
(仙
酔
)

明
治
十
三
年
広
島
県
生
れ

●

採
菊
散
人

↓
条
野
伝
平

斎
藤
良
恭

千
葉
県
士
族

京
橋
区
南
鍛
冶
町

一
番
地
木
原
信

一
方

寄
留

●

斎
藤

賢
(緑
雨
)

慶
応
三
年
伊
勢
国
生
れ

御
典
医
の
長
男

序

●

堺

利
彦
(枯
川
)

小
倉
藩
士
堺
得
司

の
三
男

明
治
三
年
生
れ

東
京
府
豊
多
摩
郡
淀
橋
町
角
筈
七
三
八
番
地

●

阪
田
孫
四
郎
(霧
山
人
)

●

酒
巻
邦
助

下
谷
区
御
徒
士
町

一
丁
目
四
三
番
地

●

坂
本
筒
蔵

熊
本
県
士
族

熊
本
県
熊
本
区
新
屋
敷

●

相
良
常
雄
(春
煙
小
史
)

●



桜
井
彦

一
郎
(鴎
村
)

明
治
五
年
松
山
生
れ

●

序
●

笹
島
吉
太
郎
(蜻
洲
)

評
●

佐
々
政

一
(醒
雪
)

明
治
五
年
京
都
生
れ

序
●

佐
藤
重
紀

会
津
生
れ

神
田
区
小
川
町
十
八
番
地

⑪

佐
藤
て
つ
子

横
浜
山
手

一
七
八
番

フ
ェ
リ
ス
女
学
校
寄
留

●

佐
野

尚
(臥
牛
楼
)

大
分
県
士
族

東
京
下
谷
区
池
ノ
端
七
軒
町

二
八
番
地

●

繁
野
政
瑠
(天
来
)

明
治
七
年
生
れ

徳
島
藩
士
の
子

●

柴
田
流
星

⑰

渋
江

保
(幸
福
散
士
)

江
戸
生
れ

●

島
本
仲
道
(北
洲
)

序
⑫

荘
田
三
平

跋
⑪

条
野
伝
平
(採
菊
散
人
)

天
保
三
年
江
戸
生
れ

●

末
広
重
恭
(鉄
腸
)

愛
媛
県
士
族

嘉
永
二
年
生
れ

東
京
芝
区
琴

平
町
三
番
地
寄
留

●

東
京
府
麹
町
区
内
幸
町
二
丁
目

一

番
地

●

序
⑧
●
●

末
松
謙
澄
(青
萍
逸
人
)

緒
言
●

菅
野
徳
助

明
治
三
年
石
巻
生
れ

●

菅

了
法

島
根
県
平
民

神
田
三
崎
町

一
丁
目

一
番
地
寓

●

鈴
木
貞
太
郎
(大
拙
)

明
治
三
年
金
沢
生
れ

前
田
藩
の
医
師
の
子

●

鈴
木

力

福
島
県
士
族

東
京
本
郷
区
本
郷
森
川
町

一
番
地
寄
留

翻
訳
者
索
引

●

須
藤
光
暉
(南
翠
)

安
政
四
年
宇
和
島
生
れ

御
目
付
役
須
藤
但
馬

の
次
男

序
●

須
永
金
三
郎
(編
輯
)

牛
込
区
矢
来
町
三
番
地

●

関

直
彦
(橘
村
居
士
)

東
京
府
士
族

安
政
四
年
生
れ

麹
町
区

飯
田
町
三
丁
目
十
五
番
地

●

尺
秀
三
郎
(鉄
学
士
)

●

鎗
田
か
ね
(山
人
)

東
京
府
平
民

京
橋
区
南
紺
屋
町
十
九
番
地

⑥

た

高
須
治
助
(治
輔
、
墨
浦
)

東
京
府
平
民

浅
草
区
福
富
町
十

一
番

地

●
●

高
瀬
真
卿
(鉄
窓
)

評
●

高
橋
五
郎

安
政
三
年
柏
崎
生
れ

東
京
芝
区
三
島
町
十
二
番
地

●

高
橋
礼
五
郎
(杏
堂
散
史
)

東
京
府
平
民

麹
町
区
元
園
町

一
丁
目

四
七
番
地

●

高
安
三
郎
(月
郊
)

明
治
二
年
大
阪
生
れ

医
師
の
子

●

田
口
鏡
次
郎
(掬
汀
)

明
治
八
年
秋
田
県
生
れ

序
●

竹
内
正
策
(鷲
山
)

序
●

竹
越
与
三
郎
(三
叉
)

慶
応
元
年
武
蔵
国
生
れ

序
⑩

一
○
三



田
島
象
二
(本
名
伊
達
、
任
天
居
士
)

嘉
永
五
年
江
戸
生
れ

跋
⑤

閲
●

評
●

田
中
太
郎

東
京
市
赤
坂
区
丹
後
町

一
番
地

●

田
中
祐
吉
(柏
城
)

小
石
川
区
小
石
川
水
道
町
五
四
番
地

●

田
村
久
和
(徒
笑
外
史
)

東
京
市
本
郷
区
駒
込
千
駄
木
町
五
十
番
地

●
田
山
録
弥
(花
袋
)

明
治
四
年
館
林
生
れ

秋
元
藩
士
田
山
？
十
郎

の
次
男

●

談
洲
楼
燕
枝

●

千
葉
秀
浦

●

千
原
伊
之
吉

大
分
県
平
民

京
都
府
上
京
区
第

二
十

一
組
養
安
町

第

一
番
戸
寄
留

⑨

著
作
道
人

校
訂
●

痴
嚢
狂
夫

序
●

塚
原

靖
(渋
柿
園
)

嘉
永
元
年
江
戸
生
れ

幕
臣
の
子

●

坪
内
雄
蔵
(春
廼
屋
朧
)

東
京
府
平
民

東
京
府
本
郷
区
真
砂
町
十

八
番
地

●

序
●
●

閲
●

東
海
散
士
(柴
四
郎
)

嘉
永
五
年
生
れ

会
津
藩
士

題
詩
⑪

徳
田
浩
司
(近
松
秋
江
)

明
治
九
年
岡
山
県
生
れ

●

徳
田
末
雄
(秋
声
)

明
治
四
年
金
沢
生
れ

加
賀
藩
士
徳
田
雲
平

の

三
男

●

徳
富
猪

一
郎
(蘇
峰
)

文
久
三
年
肥
後
生
れ

序
⑪
●
●

一
○
四

登
張
信

一
郎
(竹
風
)

明
治
六
年
広
島
県
生
れ

序
●
●

富
田
兼
次
郎

日
本
橋
区
越
前
堀

一
丁
目
十
番
地

●

富
永
徳
磨
(蕃
江
)

●

な

内
藤
耻
叟
(碧
海
)

評
●

中
江
篤
介
(兆
民
)

弘
化
四
年
土
佐
生
れ

序
●

題
辞
●

中
川
霞
城

●

中
川
将
行

●

中
沢
順
三
(編
輯
)

●

長
島
伝
治
郎

東
京
府
平
民

東
京
市
本
所
区
南

二
葉
町
十
三
番
地

●

中
村
豊
之
助
(柳
塢
)

三
重
県
士
族

京
橋
区
南
八
丁
堀

一
丁
目
三

番
地
寄
留

●
●

中
村
正
直
(敬
宇
)

天
保
三
年
江
戸
生
れ

幕
臣

序
⑦
⑪

題
詞

●
●

題
辞
●

成
島
惟
弘
(柳
北
)

天
保
八
年
江
戸
生
れ

幕
臣

●

那
須
野
舎

●

西
川
光
太
郎
(孤
松
)

東
京
小
石
川
小
日
向
台

●

西
河
通
徹

麹
町
区
内
幸
町
二
丁
目
二
番
地

●

西
村
茂
樹

文
政
十

一
年
江
戸
佐
倉
藩
邸
生
れ

序
●

西
村
時
彦
(天
囚
居
士
)

鹿
児
島
県
士
族

慶
応
三
年
生
れ

東
京



神
田
区
猿
楽
町

一
丁
目
九
番
地
寄
留

●

跋
●

二
宮
孤
松

愛
媛
県
士
族

東
京
府
芝
南
佐
久
間
町
二
丁
目
十
八
番

地

●

丹
羽
純

一
郎

東
京
第
十
大
区
三
小
区
浅
草
今
戸
町
十

一
番
地

●

貫
名
駿

一
(松
柏
)

●

野
田
藤
吉
郎
(栄
城
居
士
)

佐
賀
県
士
族

東
京
麹
町
区
下
二
番
町

四
九
番
地
寄
留

●

は

賣
薪
生

●

梅
北
雪
淵

●

白
水
居
士

●

橋
本

武
(東
洋
逸
史
)

東
京
府
士
族

東
京
府
下
赤
坂
区
新
坂
町

十
七
番
地

●

橋
本
忠
夫
(青
雨
)

●
●

服
部
誠

一
(撫
松
逸
史
)

天
保

一
二
年
生
れ

東
京
府
下
本
郷
区
湯

島
天
神
町

一
丁
目
四
番
地

●

東
京
府
北
豊
島
郡
金
杉
村

一
二
二
番
地

●

序
④

跋
⑤

閲
●
●
●
●

馬
場
勝
彌
(孤
蝶
)

明
治
二
年
土
佐
生
れ

●
●

原
余
三
郎
(抱

一
庵
)

慶
応
二
年
岩
代
国
生
れ

●
●

肥
田
浜
五
郎

幕
臣

序
●

平
井
広
五
郎

●翻訳
者
索
引

広
沢
安
任

序
⑪

深
沢
由
次
郎

明
治
五
年
山
梨
県
生
れ

東
京
市
神
田
区
三
崎
町
三

丁
目

一
番
地

●

福
田
直
彦

熊
本
県
士
族

神
田
区
美
土
代
町
三
丁
目
三
番
地

●

●

福
地
源

一
郎
(桜
痴
)

天
保
十
二
年
長
崎
生
れ

儒
医
の
男

●

不
言
居
士

・
序
●

藤
沢
浅
二
郎

序
●

藤
沢
周
治
(古
雪
)

●

二
葉
亭
四
迷
(長
谷
川
辰
之
助
)

元
治
元
年
生
れ

尾
張
藩
士
長
谷

川
吉
数
の
男

●
●

不
知
老
人

序
●

古
川
精

一
(魁
蕾
)

安
政
元
年
江
戸
生
れ

序
●

星
野
光
多

序
●

堀
江
純

一
(松
華
庵
)

●

堀
越
岩
松
(晩
翠
)

●

ま

前
橋
孝
義

東
京
市
麹
町
区
土
手
三
番
町
十
四
番
地

⑭

松
居
真
玄
(松
葉
)

明
治
三
年
宮
城
県
生
れ

東
京
市
本
郷
区
弓
町

一
丁
目
二
番
地

●
●
●

松
尾
豊
文

●

一
○
五



松
岡
亀
雄

福
岡
県
士
族

東
京
麹
町
飯
田
町
五
丁
目
三
番
地

●

松
平
康
国

序
⑭

松

の
や
の
主
人

序
●

松
村
介
石

安
政
六
年
明
石
生
れ

明
石
藩
士

序
●

三
浦

徹
(倒
扇
楼
主
人
)

岩
手
県
盛
岡
市
川
原
小
路
三
番
戸
寄
留

⑬

三
浦
義
方

校
●

三
木
貞

一
(愛
華
、
紅
夢
楼
主
人
)

千
葉
県
平
民

京
橋
区
南
紺
屋

町
四
番
地

●

閲
●
●

序
●

評
●

跋
●

三
嶋

毅
(吉
備
高
梁
、
中
洲
)

序
⑤

箕
田
居
士

題
字
③

御
手
洗
正
和

静
岡
県
士
族

東
京
麻
布
材
木
町
六
八
番
地

⑦

三
村
芳
南

校
正
⑥

三
好
重
臣

題
字
●

宮
崎
富
要
(夢
柳
)

安
政
二
年
土
佐
生
れ

土
佐
藩
士
宮
崎
富
成
の

男

東
京
府
平
民

神
田
区
表
神
保
町
四
番
地

●

大
阪

北
区
堂
島
浜
通
六

一
番
屋
敷

●

宮
崎
八
百
吉
(湖
處
子
)

元
治
元
年
筑
前
生
れ

⑱

宮
島
春
松

信
州
松
代
生
れ

牛
込
区
市
谷
田
町
二
丁
目
三
番
地

●

民
友
社

●

夢
南
迂
史

叙
●

一
〇
六

村
田
豊
作
(寸
木
田
人
)

佐
賀
県
士
族

東
京
本
郷
区
駒
込
肴
町
六

番
地

●

望
月
興
三
郎
(玉
砕
軒
主
人
)

大
阪
西
区
江
戸
堀
上
通

一
丁
目
九
十

六
番
屋
敷

⑩

桃
の
舎
主
人

閲
●

森
重
遠
(荻
園
閑
人
)

閲
●

↓
出
版
人

森
晋
太
郎
(皚
峰
)

東
京
市
芝
区
西
久
保
広
町
一
二

番
地

●

森
公
泰
(大
来
、
槐
南
)

文
久
三
年
名
古
屋
生
れ

序
●

森

知
斎

東
京
府
平
民

麹
町
区
元
園
町
二
丁
目
四
番
地

●

森
林
太
郎
(鴎
外
)

文
久
二
年
石
見
国
生
れ

⑫
●

森

體
(肌
香
夢
史
)

岡
山
県
平
民

東
京
府
麻
布
区
本
村
町

一
八

一
番
地

●

森
澄
徳
聡

神
奈
川
県
士
族

四
谷
坂
町

一
二
二
番
地

●

森
田
文
蔵
(思
軒
居
士
、
紅
芍
園
主
人
、
羊
角
山
人
、
不
語
軒
主
人
)

文
久
元
年
生
れ

岡
山
県
平
民

東
京
本
所
区
横
網
町
二
丁
目

七
番
地

●

東
京
日
本
橋
区
薬
研
堀
三
三
番
地

●

住
所
不
記

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

引
●

や

八
木
半
治
(半
の
舎
半
痴
)

愛
知
県
士
族

三
河
国
渥
美
郡
田
原
村

一
七
四
番
地

●

矢
野
文
雄
(龍
渓
)

嘉
永

三
年
生
れ

豊
後
佐
伯
藩
士
矢
野
光
儀
の



男

●
●
●
●
●

序
●

山
岡
鉄
舟

題
字
●

山
縣
五
十
雄
(螽
湖
)

明
治
二
年
滋
賀
県
生
れ

●
●

山
岸
覚
太
郎
(藪
鶯
)

●

山
口
小
太
郎

閲
●

山
田
郁
治
(松
湖
漁
史
)

大
分
県
士
族

東
京
府
京
橋
区
宗
十
郎
町

四
番
地
寄
留

●

山
田

保

士
族

東
京
南
鍋
町
二
丁
目
二
番
地

●

山
田
武
太
郎
(美
妙
)

慶
応
四
年
東
京
生
れ

南
部
藩
士
山
田
吉
雄

の
男

●

夢
廼
家
さ
む
る

校
補
●

叙
●
●
●
●

横
山
峯

一

鳥
取
県
平
民

鳥
取
県
伯
者
国
八
橋
郡
法
萬
村
十
九
番

地

東
京
本
郷
区
菊
坂
町
五
六
番
地
寄
留

●

吉
村
鐘

一
(厩
堂
散
人
)

東
京
市
四
谷
区
荒
木
町
二
番
地

●

依
田
百
川
(学
海
)

天
保
四
年
江
戸
佐
倉
藩
邸
生
れ

序
●
●
●
●

●

評
●
●

ら

笠
山
樵
客

●
●

わ

若
松
し
づ
子
(巌
本
嘉
志
子
)

元
治
元
年
岩
代
国
生
れ

松
川
勝
次
郎
の
子

⑫
●
●

和
田
稲
積

跋
●

渡
辺
義
方

校
●
●
●
●

会
津
藩
士

翻
訳
者
索
引

一
○
七



一
○

八

出
版
人

・
発
行
人
索
引

発
兌
人
は
原
則
と
し
て
、
出
版
人

・
発
行
人
の
記
載
の
な
い
場
合
の
み
採
録
し
た
。

明
治
期
刊
行
図
書
に
は
著
者
が
出
版
人
を
兼
ね
て
い
る
場
合
が
多
い
が
、
本
索
引
で
は
、
翻
訳
者
索
引
で
検

索
で
き
る
出
版
人
は
省
い
た
。
書
誌
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
例
え
ば

「訳
述

・
出
版
」
と
あ
る
の
が
そ

れ
で
あ
る
。

あ

青
山
清
吉
(雁
金
屋
清
吉
)

小
石
川
区
内
大
門
町
一二

番
地

●

赤
坂
亀
次
郎
(集
成
社
)

神
田
小
川
町
十
番
地

●

荒
川
信
賢

東
京
市
小
石
川
区
関
口
町
二
百
番
地

●
●

↓
早

稲
田
大
学
出
版
部

五
十
嵐
喜
広

岐
阜
市
稲
葉
区
三

一
五
七
番
地
ノ
一
ノ
ニ
外

二
筆
合

併
地

●

石
原
慎
平

島
根
県
士
族

神
田
五
軒
町
十
八
番
地
寄
留

●

石
川
栄
司
(育
成
会
)

東
京
市
本
郷
区
森
川
町

一
番
地

●

石
渡
賢
入
郎
(イ
ー
グ
ル
書
房
)

神
田
区
花
田
町

一
番
地

●

神
田
区
佐
久
間
町
三
丁
目
十
三
番
地

●
●
●

伊
藤
芳
松
(兵
事
雑
誌
社
)

東
京
市
赤
坂
区
丹
後
町
二
六
番
地

●

井
上
勝
五
郎
(薫
志
堂
)

日
本
橋
区
南
紺
屋
町

一
番
地

●

岩
崎
鐵
治
郎
(大
学
館
)

東
京
市
神
田
区
堅
大
工
町
五
番
地

●

岩
瀬
寧
津
(東
文
館
)

東
京
市
下
谷
区
北
大
門
町
十
六
番
地

●
●

上
田
貞
治
郎
(上
田
済
生
堂
)

大
阪
市
南
区
安
堂
寺
橋
通
三
丁
目
十

一
番
屋
敷

⑩

上
田
捨
吉

京
都
府
平
民

大
坂
府
南
区
末
吉
橋
通
三
丁
目
十
五
番

地
寄
留

●

宇
敷
則
明
(太
盛
堂
)

神
田
区
淡
路
町
二
丁
目
四
番
地

●

内
沢
安
二
郎

東
京
府
平
民

日
本
橋
区
西
川
岸
町
十
二
番
地

●

内
田
正
義
(言
文
社
)

東
京
市
本
郷
区
向
ケ
岡
弥
生
町
三
番
地

●

●
内
田
芳
兵
衛
(内
田
老
鶴
圃
)

日
本
橋
区
大
伝
馬
町
二
丁
目
十
六
番

地

●



江
原
豊
治
(弘
文
社
)

東
京
市
下
谷
区
中
根
岸
町
五
四
番
地

●
●

大
橋
省
吾
(文
武
堂
)

東
京
神
田
区
仲
猿
楽
町
十
六
番
地

●
●

大
橋
新
太
郎
(博
文
館
)

日
本
橋
区
本
石
町
三
丁
目
十
六
番
地

●

●

東
京
日
本
橋
区
本
町
三
丁
目
八
番
地

●
●
●
●
●
●

●

岡
島
幸
次
郎
(岡
島
宝
玉
堂
)

大
阪
府
平
民

大
阪
府
下
東
区
南
久

宝
寺
町
四
丁
目
九
番
地

●

岡
島
真
七
(宝
文
館
)

大
阪
府
平
民

大
阪
府
下
東
区
本
町
四
丁
目

五
九
番
地

●

岡
田
文
助
(河
内
屋
)

東
京
本
町
四
丁
目

●

岡
本
仙
助

大
阪
東
区
唐
物
町
四
丁
目
十
二
番
屋
敷

●

か

垣
田
純
朗
(民
友
社
)

東
京
京
橋
区
日
吉
町
二
十
番
地

●

東

京
京
橋
区
日
吉
町
四
番
地

●
●
●
●
●
●
●

東
京
市
京

橋
区
日
吉
町
七
番
地

⑱
●

覚
張
栄
三
郎
(起
業
館
)

新
潟
県
平
民

芝
区
三
島
町
六
番
地

●

加
藤
鎮
吉
(開
新
堂
)

東
京
府
士
族

東
京
市
神
田
区
表
神
保
町
二

番
地

⑭
⑮

金
刺
源
次
(金
刺
芳
流
堂
)

東
京
市
神
田
区
今
川
小
路

一
丁
目
五
番

地

●
●

河
合
卯
之
助
(文
港
堂
)

京
都
市
上
京
区
寺
町
通
二
条
下
ル
妙
満
寺

出
版
人
・
発
行
人
索
引

寺
前
十
番
戸

⑯

同
十
三
番
戸

⑯

菊
地
辰
三
(金
玉
堂
)

東
京
府
平
民

京
橋
区
竹
川
町
十
八
番
地

●

木
村
文
助

仙
台
市
大
町
四
丁
目
十
四
番
地

●

救
済
新
報
社

東
京
市
芝
区
三
田
四
国
町
二
ノ
十
六

●

久
米
田
也
寿

東
京
第

一
大
区
十
四
小
区
堺
町
八
番
地

●

栗
田
信
太
郎
(競
錦
堂
)

芝
区
露
月
町
十
五
番
地

●

黒
瀬
勉
二

山
口
県
士
族

大
坂
東
区
本
町
四
丁
目
十
五
番
地
寄
留

●

小
池
淡
(後
凋
閣
書
店
)

東
京
市
神
田
区
小
川
町
四
番
地

●

小
池
弘
夫
(脊
義
堂
書
店
)

東
京
市
神
田
区
小
川
町

一
番
地

●

宏
虎
童
(絵
入
自
由
出
版
社
)

東
京
府
平
民

京
橋
区
三
十
間
堀

一

丁
目
二
番
地

●
●
●
●

小
林
喜
右
衛
門
(仙
鶴
堂
)

東
京
府
平
民

日
本
橋
区
新
大
坂
町
十

四
番
地

●

小
林
義
則
(文
学
社
)

滋
賀
県
士
族

東
京
府
日
本
橋
区
本
町
四
丁

目
十
六
番
地

●

近
藤
音
次
郎
(春
祥
堂
)

京
橋
区
銀
座
四
丁
目
十
二
番
地

●

さ

榊
原
友
吉
(文
盛
堂
、
文
盛
書
屋
)

東
京
府
平
民

日
本
橋
区
若
松

町
一
二

番
地

●
●

一
〇
九



坂
本
嘉
治
馬
(合
資
会
社
冨
山
房
)

東
京
市
神
田
区
裏
神
保
町
九
番

地

●
●
●

佐
々
木
和
亮

兵
庫
県
士
族

東
京
府
京
橋
区
宗
十
郎
町
四
番
地
寄

留

●

佐
藤
乙
三
郎

東
京
府
平
民

日
本
橋
区
大
伝
馬
町
二
丁
目
十
五
番

地

●

佐
藤
儀
助
(新
声
社
)

神
田
区
錦
町
二
丁
目
六
番
地

●

佐
藤
庄
太
(
日
本
同
盟
法
学
会
)

大
分
県
平
民

京
都
府
上
京
区
第

二
十

一
組
養
安
町
第
四
番
戸
寄
留

⑨

佐
藤
養
治

仙
台
市
名
掛
町
五
番
地

●

清
水
金
右
衛
門
(文
明
堂
)

東
京
市
本
郷
四
丁
目
五
番
地

●
●

自
由
閣

京
橋
区
中
橋
大
鋸
町
四
番
地

●

↓
西
村
富
次
郎

尚
絅
社

東
京
市
神
田
区
駿
河
台
東
紅
梅
町
六
番
地

正
教
会
附
属

女
子
神
学
校
内

●

菅
谷
与
吉
(日
吉
堂
)

神
田
区
佐
久
間
町

一
丁
目
九
番
地

●

杉
本
七
百
丸
(翰
香
堂
)

日
本
橋
区
本
町
四
丁
目
十
八
番
地

●

須
永
金
三
郎
(右
文
社
)

東
京
市
牛
込
区
矢
来
町
三
番
地

●

関
田
倉
吉
(盛
春
堂
)

埼
玉
県
平
民

東
京
本
郷
区
元
富
士
町
三
番

地

●

鎗
田
政
次
郎
(
一
光
堂
)

東
京
府
平
民

東
京
府
下
京
橋
区
南
紺
屋

町
十
九
番
地

●

一

一
○

た

高
崎
修
助
(高
崎
書
房
)

東
京
府
平
民

東
京
日
本
橋
区
浜
町
二
丁

目
十
二
番
地

●

高
田
俊
雄
(東
京
専
門
学
校
出
版
部
)

東
京
市
牛
込
区
赤
城
下
町
二

七
番
地

●

千
葉
茂
三
郎
(共
隆
社
)

東
京
府
平
民

京
橋
区
銀
座

二
丁
目
六
番

地

●
●
●

辻

駒
次
郎
(集
成
堂
)東
京
市
日
本
橋
区
馬
喰
町
二
丁
目

一
番
地

●

辻
岡
文
助
(金
松
堂
)

東
京
府
平
民

日
本
橋
区
横
山
町
三
丁
目
二

番
地

●
●
●

飛
敷

一
郎
(静
寿
館
)

東
京
市
神
田
区
三
崎
町
三
丁
目

一
番
地

●

東
儀
季
治
(独
逸
語
学
雑
誌
社
)

東
京
市
牛
込
区
中
町
三
五
番
地

●

東
京
専
門
学
校
出
版
部

東
京
府
豊
多
摩
郡
戸
塚
村
大
字
下
戸
塚
六

七
四
番
地

●

な

内
藤
伝
右
衛
門
(温
故
堂
)

山
梨
県
平
民

西
山
梨
郡
甲
府
常
盤
町

四
番
地

●

長
尾
景
弼

兵
庫
県
士
族

府
下
芝
区
愛
宕
下
町
三
丁
目

一
番
地
寄



留

●
●

中
川
鐡
次
郎

●

中
島
精

一

大
分
県
士
族

東
京
芝
区
三
田
四
丁
目
二
六
番
地
寄
留

①

中
島
茂
十
郎

群
馬
県
平
民

東
京
市
芝
区
新
銭
座
町
十
六
番
地
寄

留

●

中
根
駒
十
郎
(新
潮
社
)

東
京
市
牛
込
区
新
小
川
町

一
丁
目
十
三
番

地

●

中
村
赤
次
郎
(盛
文
堂
書
店
)

東
京
市
牛
込
区
神
楽
町
三
丁
目
六
番

地

●

中
村
正
義
(稽
古
堂
)

静
岡
県
士
族

四
谷
坂
町

一
二
二
番
地

●

西
川
正
雄
(新
声
社
)

東
京
市
神
田
区
綿
町
二
丁
目
六
番
地

●

西
邨
兒

一
(忠
愛
社
)

東
京
府
平
民

東
京
府
神
田
区
小
川
町
六
二

番
地

●

西
村
富
次
郎
(自
由
閣
)

東
京
府
平
民

京
橋
区
南
伝
馬
町

一
丁
目

八
番
地

⑧
●
●
●

野

口
竹
次
郎

日
本
橋
区
本
石
町
二
丁
目
十
八
番
地

⑪

日
本

橋
区
本
石
町

一
丁
目
九
番
地

●

法
木
徳
兵
衛

東
京
府
平
民

日
本
橋
区
元
大
坂
町
十

一
番
地

●

は

博
文
館

●
●

↓
大
橋
新
太
郎

出
版
人
・
発
行
人
索
引

博
聞
社

東
京
銀
座
四
丁
目

●
●

長
谷
川
武
次
郎
(弘
文
社
、
長
谷
川
商
店
)

東
京
府
平
民

京
橋
区

南
佐
柄
町
二
番
地

●

東
京
市
京
橋
区
日
吉
町
十
番
地

●

浜
本
伊
三
郎
(巨
文
堂
)

大
坂
府
平
民

府
下
東
区
北
久
宝
寺
町
四

丁
目
九
番
地

●

早
川
熊
治
郎

大
阪
市
南
区
塩
町
通

一
丁
目

一
八
四
番
屋
敷

●

原
田
庄
左
衛
門
(博
文
堂
)

東
京
府
平
民

東
京
日
本
橋
区
久
松
町

十
五
番
地

●
●

原
亮

一
郎
(金
港
堂
書
籍
株
式
会
社
)

東
京
市
下
谷
区
龍
泉
寺
町
四

一
四
番
地
(東
京
市
日
本
橋
区
本
町
三
丁
目
十
七
番
地
)

●
●

●
●

原
亮
三
郎
(金
港
堂
)

東
京
府
士
族

日
本
橋
区
本
町
三
丁
目
十
七

番
地

●
●
●

日
高
藤
兵
衛
(有
隣
堂
)

東
京
市
本
郷
区
元
富
士
町
二
番
地

●

日
野
九
郎
兵
衛
(帝
国
印
書
会
社
)

大
阪
府
平
民

大
阪
府
東
区
淡

路
町
二
丁
目
十
三
番
地

●

広
野
仲
助
(広
知
社
)

東
京
府
平
民

浅
草
区
黒
舟
町
二
番
地

●

福
永
文
之
助
(警
醒
社
書
店
)

東
京
京
橋
区
出
雲
町

一
番
地

⑰
⑲

●
●

東
京
市
京
橋
区
尾
張
町
二
丁
目
十
五
番
地

●
●

東
京
市
京
橋
区
采
女
町
二
四
番
地

⑩

兵
事
新
報
社

東
京
市
南
豊
島
郡
内
藤
新
宿
北
裏
町
五
十
番
地

●

一
=



平
民
社

東
京
市
麹
町
区
有
楽
町
三
丁
目

一
番
地

●

堀
田
達
治
(教
文
館
)

東
京
市
京
橋
区
銀
座
四
丁
目
三
番
地

●

堀
野
与
七
(文
禄
堂
書
店
)

東
京
日
本
橋
榑
正
町

一
番
地

●

ま

前
川
亦
三
郎
(文
栄
閣
)

東
京
日
本
橋
区
箔
屋
町
十
六
番
地

●

前
田
圓
(鳳
文
館
)

東
京
府
士
族

京
橋
区
弥
左
衛
門
町
十
五
番
地

●

町
田
浜
雄
(扶
桑
堂
)

東
京
市
京
橋
区
北
愼
町
十
二
番
地

●

松
成
伊
三
郎
(松
成
堂
)

東
京
府
平
民

日
本
橋
区
南
伝
馬
町
三
丁

目
六
番
地

●

松
村
九
兵
衛
(文
海
堂
)

大
坂
府
平
民

大
坂
南
区
心
斎
橋
筋

一
丁

目
四
三
番
地

●

丸
谷
新
八
(九
春
堂
)

東
京
府
平
民

京
橋
区
三
十
間
堀

一
丁
目
五

番
地

●

三
木
美
記

大
坂
府
平
民

大
坂
東
区
北
久
宝
寺
町
四
丁
目
四
四
番

地
住

●

三
谷
平
助

大
阪
府
平
民

東
区
安
土
町
四
丁
目
三
番
地

●

宮
川
長
次
郎

東
京
府
平
民

東
京
府
芝
区
芝
愛
宕
町

一
丁
目
三
番

地
居
住

●

宮
川
保
全
(大
日
本
図
書
株
式
会
社
代
表
者
)

東
京
市
京
橋
区
銀
座

一
丁
目
二
二
番
地

●
●

一

=

一

民
友
社
↓

垣
田
純
朗
、
渡
辺
為
蔵

村
上
真
助
(文
泉
堂
)

東
京
府
平
民

浅
草
区
北
富
坂
町
十
三
番
地

●
●
●

森
重
遠
(白
梅
書
屋
)

東
京
府
士
族

東
京
小
石
川
区
小
日
向
台
町

三
丁
目
二
十
番
地

●

森
山
守
次
(新
声
社
)

東
京
神
田
錦
町
二
丁
目
六
番
地

●

や

柳
原
喜
兵
衛
(河
内
屋
)

大
阪
心
斎
橋
通
北
久
太
郎
町

●

柳
谷
藤
吉

東
京
府
平
民

芝
区
田
村
町
八
番
地

●

山
縣

操
(内
外
出
版
協
会
)

●
●

東
京
市
神
田
区
南
甲
賀
町

八
番
地

●
●
●
⑫

東
京
市
本
郷
区
駒
込
西
片
町
十
番
地

●

山
城
屋
政
吉
(奎
章
閣
、
発
兌
)

●

山
田

肇
(金
色
社
)

東
京
市
本
郷
区
弥
生
町
三
番
地

●

山
田
弥
三
郎

大
阪
府
平
民

大
阪
府
東
区
淡
路
町
三
丁
目
三
六
番

地
中
川
市
之
輔
方
寄
留

●

山
中
孝
之
助

東
京
府
平
民

東
京
京
橋
区
銀
座
二
丁
目
九
番
地

●

山
本
音
四
郎
(東
北
図
書
出
版
舎
)

仙
台
市
新
伝
馬
町
六
番
地

●

山
本
秀
雄

愛
知
県
士
族

神
田
区
末
広
町
十

一
番
地
寄
留

⑤

吉
岡
平
助
(宝
文
館
)

大
阪
市
東
区
備
後
町
四
丁
目
七
八
番
邸

●



吉
川
半
七

東
京
府
平
民

京
橋
区
南
伝
馬
町

一
丁
目
十
二
番
地

●

吉
田
正
太
郎
(本
郷
書
院
)

東
京
市
本
郷
区
駒
込
東
片
町
二
六
番
地

●

わ

早
稲
田
大
学
出
版
部

東
京
府
豊
多
摩
郡
戸
塚
村
六
四
七
番
地

●

●

和
田
篤
太
郎
(春
陽
堂
)

岐
阜
県
平
民

東
京
日
本
橋
区
通
四
丁
目

五
番
地

●
●
●
●
●
●

和
田
む
め
(春
陽
堂
)

東
京
市
日
本
橋
区
通
四
丁
目
五
番
地

●
●

渡
辺
為
蔵
(民
友
社
)

東
京
市
京
橋
区
日
吉
町
四
番
地

●
●

出
版
人

・
発
行
人
索
引

=

三



原著者及び原著索引

アメリ力文学編

ア ー ヴ ィ ン グWashingtonIrving(1783-1859)5舵'6ん 一Booた.1819-20.

⑭ ⑮ ⑯ ● ● ⑭ はTheprideofthevillageの 訳 。 ⑮ は 「きや つ せ る

社 ノ出 版 二係 ル赤 表 紙 ノ原 本 二拠 ル 」 訳 。 ● は 「前 半 を 順 次 訳 出せ る も

の 」(そ の うち二 編 を 省 略)。 ● はRipvanWinkleの 注 釈 。 丁陀

丁ゐr88B8傭'ザ 協Prご π`8∬85.1891,Yoshioka.(翻 刻 版)●

r家 妻 』 ⑭

アボ ッ トJacobAbbott(1803-79)Hピ5'orツ のρル翫4〃 π8RoZ♂ απ4.1860,

NewYork.③rジ ョセ フ ィ ン皇 后 伝 』 ⑤

エ マ ソ ンRalphWaldoEmerson(1803-82)C加 砺2傭oπ.⑪Rψr8・

58π'α'勿8M初.1850.● 『恵 磨 遜 の 書 翰』(ノ ル トン編)●

キ ル ワ ソ,ダ ニ ー ル ・ジセ ッ フ 『龍 動 雑 記 』 ①

ク ッ クE.J.Cooke,1匠yLα4yP∂ なαhoπ'45:4'7π878Zα ∫foπ(ゾ 切7gfπfα,

ωr`∫ うッAπ α57b4h∫ π,1㌦7伽 π αη4Pπgr伽.1879.⑥(豊 田 実 に

よ る)

チ ャ ン ダ ア ス 丁舵For伽 π80/Coπ9π8ro7.⑧(豊 田 実 に よ る)

ハ ー トFrancisBretHarte(1836-1902)『 孤 屋 』 ●

バ ー ネ ッ トFrancesEllzaHodgsonBurnett(1849-1924)L漉Z8Lor4

F4π π∫Z〃oッ,1886.⑫ ●3〃 αC7θ ω8,0rW7ヒ α'11々 卿8π θ4α ∫ル窃5∫

ハ雄π`海π,5.1888.●

パ ソ ゼ ーPansy(IsabellaAlden)7砂L8癖 ∫.⑬

フ ォー セ ッ ト,ダ ウ グ ラス 魚7'7π αππ,痂 θ απ4κ 痂5∫:07痂 θ400〃3(ゾ

訪89ア6α'`"y.⑳

フ ラ ン ク リンBenjaminFranklin(1706-1790)A協o∂'ogrψ 勿.⑦ ⑩ ●

● ⑳ ● ● ● ⑦ は ヘ ス チ ン グ ・ウ ェ ー ル ドの補 述 あ り。 ⑩ ● ● ● に は

補 述 な し。 ● は 「か っ せ る会 社 出 版 ノ小 本 」 が 原 著 。 ● ● は 「東 京 三 省 一

堂 翻 刻 の 書 に 拠 れ り」

ベ ラ ミーEdwardBe1愚amy(1850幽1898)Loo腕 π9Bα 酌 ω474,2000-188Z

1888.⑳ ●



ボ ーEdga,AllanP。 。(・8・9-・849)Th・blackcat,・TσZ・&"・845・ ●

雅 。P髭 αη4訪 。P,π4ぬ 彿.● 伽 。G。Z4β π9.1843・ ●

ホ_ソ_ンNathani。1Hawth。,n。(1804-1864)丁 倣 ・一%Z4乃Z…1837-

42.●7フ ε85αzアZ6∫Lθ 甜87.1850.●

マ_ク.ト ウ ェ イ ンMarkTwain(SamuelLanghomeClements)(1835-

1910)丁 舵P「 伽6伽4疏6P側 ρ8r.1889,NewYork.●(凡 例 に

よ る)Th6Kご 〃痂9{ザ 」読 π5Cα654r"Lo64Zゐ84."●

マ ク ウ ア ッテ ル ス,ジ ョル ジD8診8`∫ 勿85(ガEπroρ4π4五7π 〃 ゴ64・1878・

⑨

マ ッ ク ケ ー プ,ゼ ー ム ス ・デL∫g玩4π48h440ω げ1V6ωyo酌Lザ 乙 ①

ロン グ フ ェ ローHenryWadsworthLongfellow(1807-82)臓6Cωr∫ ・

51Lゴρ(ザMπ6∫5'α π{ノf5h.1858.●

原著者不明

原著者不明

ヒヤ刊

r近 世 米 国 奇 談』 ②

「アル ピニ ヤ,ヲ ール ヨ ン グ

④

モ ー ザ ル 」1846,フ ヒ ラ デ ル

二

7ラ ンス文学編

ア メ ロー,コ ン ス タ ン ト 翫 漉5.(ジ ョ ー ジ ・デ ー ・コ ッ ク ス英 訳)●

ア ル ノ ー 「メ ゼ リ・一」 ●

ヴ ェル ニ エPaulVernier,Cho556α πN疏 ゴZf5∫8.●

ヴ ェル ヌJulesVerne(1828-1905)L8Tbμ74π ルあπ48ε π80/oπ75.

1873.(Aro微4疏8ωorZゐ π 疏88fg配y4α ッ∫.1874.tr.byS.W.

White)● ●D6ZαT8r7ε ∂Zα 加 π8.1865.(1aro㎜ ∫hε8〃 疏 診o

疏 ε 常oo短 π97肋 πr∫20而 ηπ∫8∫.1873.)● 米 国 「チ カ ゴ」 府 「ドソ

子 リイ,ロ イ ド」 商 会 発 兌 に よ る 訳 。A躍o獄48Z4L雌8.1870.

●Cf7198ε2πo∫ π6∫ επBαZZoπ.1863.(Ff"8ω8θ ゐ∫ ぼπ4ゐ αZZooπ4

ηoyαg80ヅ8ご τμorα 擁oπ αη4読5`o脚rッfπCε π診r41/V勃f`4.1869.)●

L8α1α π`εZZor.1875.(丁 肋 ∫駕加 加or∫0ゾ 訪8Ch伽`8"07一 一一ゐ"ツoゾ

」.R.Kα2α 砺 π,ρ α556πg8r.tr.byE.E.Frewer.London,1880)●

Vごπ9∫ ハ4ごZZ8Lε6z4θ550z65Z8∫773εr∫,1869一70 .(Tτ 砂8π砂2ho%547㎡

Z8α9駕85麗 η4θγ 疏 θ56α ・1873 .)● ●5πf切48福4r∫ 伽Pb2.(英 訳

は 「ゼ ・ペ ー ル ・オ フ ・ リマ 」 か)● ●L・V卿9偲 πc。 π漉4。

1αT・r7・ ・1864・(Jb駕rπ6ッOlプ εhθ`ε π診θ7q1馳 診h8ε α78h
.1874.)⑳

丁肋 卿 堀 げ げ`θ.●(柳 田 泉 に よ れ ば ロシ ア 語 か ら の 重 訳 と い う)

D・ 伽rO灘 ・1874・(Do`診070記5θ ⑫87fηzε 箆診.)● 職 ・B89驚 鋭 ・5



ノb伽 π6.tr.byW.H.G.Kingston.London,1883.● 雌6属

8〃ogの ゲ.1876.(ル 翫 乃4θZ5〃ogqが,疏 ε`oπ 痒850ゾ 疏 θC鯤 プ.tLby

W.H.G.Kingston.London,1883.)●AFZoα 伽gα ∫ッ.●

Dθ π謬11π546循`4π ごε5.1888.●

ヴ ォル テ ー ルFran亨oisMarieArouetVoltaire(1694-1778)r天 声 』 ● う

エ ル ク マ ン ・シ ャ ト リア ンErckmann-Chatrian〔EmileErckmann(1822-

99),AlexandreChatrian(1826-90)〕1瞼4σ 彿6丁 形765θ.1863.●

凡 例 に 「去 ル71年 ノ 所 著 二係 ル 」 とあ り

オ ーネGeorgesOhnet(1848-1919)Lθ 彿 α2診rθ4ε ノbrg65.1882.● 自

叙 に原 著 「第199回 出 版 」 とあ り

ガ リグ ナ ニ イr仏 国 巴 里 斯 新 繁 昌 記 』 ⑫

カ ロー女 史M伽7ゴ`8F87r49π 侃Z67卜 α"αfZ.1870,●

コ ペFrangois-Edouard-JoachinCoPP6e(1842-1908)Poπ7♂8Coπmπ π6。

1895.●

ジ ャ ヌイ ヤ ッ ク,グ ール ドンr西 洋 梅 暦 』 ●

シ ューEllgさneSae(1804-57)L85ψ'ρ461諺 ∫`ψ 髭α駕躍.●L85

2πッ5'{}r8548」Fhr∫&1842-3.●

シ ュ リー 「上 古 史 」 ●

タ ッキ ー,ゼ ーネ ッ トLザ86ゾJbα π.●

ダ ン リーr明 日 の戦 争 』 ●

チ ヅ ソ ー,ヴ ィ ク トル.E∬ 漉&(ジ ョ ー ジ ・デ ー ・コ ッ クス 英 訳)●

デ ュ マ ・ペ ー ルAlexandreDumas,P6re(1802-70)L6Q麗 〃 απ∫8-c勿8

● 丁厩 ∫π9げ 痂 θBα ∫∫沼 ε ● ●LθCo〃 πε48Mb撹 θ一C冠5∫o.

1844-46.● ● 『仏 国 三 人 男 』 ● 〔「三 銃 士 」 の 訳 か 〕LθCo碗 θr

46知R6伽.● 〔● の 本 文 末 尾 に 〈ア レキ サ ン ド,ジ ュマ 氏 の 著 書 は

概 ね 表 題 は異 なれ 共 数 書 関 係 連 続 せ り 故 に 関 係 あ る数 部 の稗 史 を 通

読 せ ざれ ば 間 解 せ ざ る事 あ り 左 に 順 序 を 正 し て 掲 記 せ ん に 第 一 編

「ジ ョセ ヅ プパ ル サ モ譚 」 第 二 編 「皇 后 の頸 圏 」 第 三 編 「革 命 の惨 劇 」

第 四 編 「ア ン ジ ピ トウ譚 」 第 五 編 「紅 家 の 侠 士 」 是 ナ リ 又 別 に シ ャ

ル ニ ー譚 と云 ふ 書 あ り〉 とあ る。r西 洋 血 潮 小 暴 風(仏 国革 命 起 源)』(桜

田 百 衛 訳,15年12月,絵 入 自 由 新 聞 社=同 志 社 大 学 所 蔵)は 第 一 編 。 ●

が 第 二 編 。 ● ● が 第 四 編 。〕

デ ュ マ ・フ ィ スAlexalldreDumas,ms.(1824-95)LαDα2π α4%躍`α 一

7πδ疏4虚.1848.● ●

ドー デ ーAlphonseDaudet(1840-97)「 兄 弟 」 ●

原著

者
及
び
原
著
索 ・
引



トン ベ イ 父 子BoπF毘r85.●

バ ル ザ ッ クHonor6deBalzac(1799-1850)「 荒 磯 」 「心 の 隈 」 「苦 闘 録 」

●

ピ ッ カ ー ルLouis-BenoitPicard(1769一1828)M珍4如6r86∫r4〃 ψ4π ちoπ

LθM砂8π46ρ4御8π か.1797.(シ ラ ー独 訳)● 「デ ル,ネ ッセ,

ア ル ス,オ ン ヶ ル 」1803.(シ ラ ー 独 訳)●

フ ェ ヌ ロ ンFrangoisdeSalignacdelaMothe-F6nelon(1651-1715)

L8∫.4d夢 η8π診π7848丁 皆Z6〃多αgπ2.1699.● ●F励Z65.1700.● ⑳

モ ー パ ッサ ンHenriRen6AlbertGuydeMaupassant(1850-93)「 常 久

の 憾 」 「船 が ゝ り」 「夏 の 夜 」 ● 湾6〃88'J初 π.1888.●

モ リエ ー ルJeanBaptistePoquelinMoliさre(1622-73)L65F67π7π65

3α"4π'85.1672.●

ユ ゴ ーVictorHugo(1802-85)月 宏5∫oケ84'π 加Cr翻8.● 月 励6κ,

``α ヒ0585Vπ85(Thingsseen)
."● ● ● α4π46(弛6%認.◎ ⑳

L848rπ ∫6r力 擢4'綿Coπ44〃1π6.● 〔● の 目次 にr国 民 之 友 』 へ の

初 出 一 覧 あ り。 「随 見 録 」(21年5月 ～10月)「 探 偵 ユ ー ベ ル 」(22年1月

～3月)「 ク ラ ウ ド」(23年1月 ～2月)「 死 刑 前 の 六 時 間 」(29年8月 ～

30年2月)〕B麗g-」 〃gαZ.1826.⑫Nb∫r8-D4〃 多ε46P〃 ・ゴ5.

1831.● ● 丁乃6F冠8π4∫ ρ∫ 疏8ABC,``L65Mピ56r4δZ85."1862.

●Qπ4〃8-"fπg'一 ∫r8∫28.1874.●rユ ー ゴ ー の 詩 』 ●

ラ ビ シ ュEugさneLabiche(1815-88)A〃 駕〃ψ845擁'.(ジ ュ リア ン ・マ

ン ガ ス英 訳)●

リス トウ女 史(1772一1807)EZfzの8痂,or2h882π85の ρ5の 〃 ゴ鳳 ●

ル サ ー ジ ュAlaln-Ren6Lesage(1668-1747)」F8'αZ1瓢 α7fg8,"m5診ofr8

46GπBZ45485〃2擁 〃4η8.,,● ● ●

ロチPierreLoti(1850-1923)Jbρoπ π87`ε4'α π如 拠"8 .1889.●

ロ ビ ダ ーA .Robida,LεV痂g診`δ 翅 θ3泥`Z8.● ● ●

原 著 者 不 明 『三 笑 人 』 ●

四

ドイツ文学編

ア イ ヘ ソ ドル ッ フJosephFreiherrvonEichendorff(1788-1857)A銘5

48彿Lθ6θ η ε伽ε5翫z698π ゴ`1吃診5.1826.●

カ ー ル スPaulCarus(1852-1919)「 カ ル マ」(米 国 哲 学 雑 誌 「オ
ッ プ ン,

コ ー ル ト」 掲 載)●

ク ラ イ ス トBemdHein・i・hWilhelmv・nKlei・t(1777-1811)1)`εV≧
..



106π π9∫ π8'.Do〃 廊go.⑫DωE746θ ゐ6π 痂C鰯 ♂.⑭

グ リム 兄 弟JacobGrimm(1785-1863),WilhelmGrimm(1786-1859)

Kゼπ487一 π724瓢2z己577zあ7℃h872.(1812,14,22)● ● ● ●

ゲ ー テJohannWolfgangvonGoethe(1749-1832)R伽8セ 翫`h5.⑪

漉77π σππ ππ4Do70痂 εα.1797.● ●D∫8L8ゴ46π485∫ ππg8π

W認 ゐ8r5.1774.●F傭5'.1808,1832.● 『ゲ エ テ の詩 』 ●

シ ュ レー ゲ ルAugustWilhelmvonSchlegel(1767-1845)「 ス ッデ ン テ

ン,ウ ン ド,リ ュ ツ オ ウエ ル」 ⑫

シ ュ ライ 子 ル,オ リー ブr白 薔 薇 』 ⑭

シ ラ ーFriedrichvonShiller(1759-1805)W乞 〃1匡θZηzT6ZZ.1804.● ●

● ● は1867年,ス ツ ッ トガ ル ト版 全 集 に よ る。1瞼r∫ α8伽 〃'.

1800.● ●D∫8」 加9介 傭"oπOrZ8伽5.1801.● 『出 世 之 間

道 』(仏 ピ カ ー の独 訳)● 一 →(仏 ピカ ール 参 照)「 デ ル,ネ ッセ,

ア ル ス,オ ン ケ ル 」(仏 ピ ッカ ール の独 訳)●

ス テ ル ンAdolfStern(1835-1907)D∫ εFZ碗 ♂85L8∂8π5.⑫

ハ イ ネHeinrichHeine(1797-1856)Bπ6h4θrL廓4θr.1827.●

翫 π8σ64歪61猛8.1844.●

ハ ウ フWilhelmHauH(1802-27)Dゴ8Kα7側4π θ.1826.● ● ● ●

は 「カ リー フ鶴 殿 下 」 「幽 霊 船 」 「三 尺 ム ッ ク」 の3話 。 ● は 「妖 怪 船 」

1話 。 ● 「鶴 鳥 加 利 夫 王 の 譚 」(DieGeshichtevonKalifStorch)「 波

登 美 救 助 譚 」(DieGlschtevonderErrettungFatme's)「 美 少 年 耶 香

夢 之 譚 」(DieGeschichtevondemSchonenYakof)「 断 壁 譚 」(Die

GeschichtevonderabegehauenenHand)の4話 収 録 。

原著

者
及
び
原
著
索引

ロシア文学編

キ ュー,ウ ィ リア ム ・ル(仏 人?)r虚 無 党 奇 談 』 ●

ゴ ー ゴ リNicolaiVasilievichGogol(1809-52)TapacBWb6a .●

ゴ ー リキ ーMaksimGorkii.(1868-1936)0双Ha》K胆oceHHo .1895.●

ツ ル ゲ ー ネ フIvanSergeevichTurgenev.(1818-83)CBH八aHHe,"3an.

HcKHoxoTHHKa"1852.● ●Ac月.1858.●TpHBcTpeqH.

⑭

ドス トエ フ ス キ ーFeodorMichaelovichDostoevsky・(1821-81)npecT一 五

yn肥HHeHHaKa3aHHe.1866.●FrederichWhishawの 英 訳(1886,

Vezetery刊)に よ る

トル ス トイLevNikolaevichTolstoi・(1828-1910)Bo蕗HaHMHp .1864一



Kpe加ep・Bac・HaTa.・887-89●69.●Ka3aKH.1852-63.●

CeMe加oec"acTbe.●(ヴ ヰ ゼ ヅテ リイ版 ・ウ ォー ン版 ・ム ソ ロオ 版

に よる)『 トル ス トイ の人 生 観』 〔目録 を見 よ〕● 『教 訓 小 説 集 』

〔目録 を見 よ〕●CKa3Kao614BaHe-AypaKeHero双Byx6paTbHx・

1885.(TheStoryofIvanthefool)● ハ孤y2KqHHaHΣKeH山HHa・

●(チ ェル トコ ッフ編,ロ ン ドン刊。nocπec凋oBHeK《Kpe加epoBo負

coHaTe》.ほ か2編 も含む)B舶cTbTbMH.1886.● 〔● の 例言 に

「トオ ス トイ の作 に して 我 が 国 に翻訳 せ られ 」た もの と して 「(a)端 西館

(水 沫 集 に 出づ,原 名 「ル チ ェール ン」)鴎 外訳 ㈲ 初 陣(国 会 新 聞 に

出づ,原 名 「セ ヴハ ス トボル」)露 伴 訳{c)お ひ た ち の記(原 名 「幼 年

篇 」 裏 錦 に 出づ)(d}コ サ ック兵(世 界文 庫)花 袋 訳 」 とあ り〕

プー シキ ンAlexanderSergivichPushkin.(1799-1837)KanHTaHcKa籔

ハoqKa.1836.● ●

原 著者 不 明r露 国虚 無 党 事 情』 ●

イ タ リ ア 文 学 編

ア ミチ スEdmondodeAmicis.(1846-1908)Cπor8.1886.● 第39版 の

英 訳 に よ る

ダ ン テDanteAligbieri.(1265-1321)Dfη 初4Coηz〃384fα.●

ピ トリオ ・ベ ル セ ジ オ ー ハ1伽 麗 〃6∫P琵 〃ωπ如 ゴ∫8∫.● ア メ デ ー ・ル ー の

仏 訳 に よ る

ポ ッ カ ッチ ョGiovanniBoccaccio.(1313一75)Dε`α 〃z8roπ.1348-53.●

● ● ● ● ● ● ● ● はCastres,Co撹848Bo`αc85.1880.に よ る

六

スペイン文学編

セ ルバ ンテ スMigueldeCervantesSaavedm.(1547-1616)No"8Z45

θ78〃ψZ〃 θ5.1613.● ● 柳 田泉 に よ る と
,仏 訳r模 範 小 説 集』 中 の

● は 「血 の力」,● は 「手 管 の あ る結 婚 」 の訳EZ痂g8π ゴ050海44Zgo

D・πQ厩 ・'・4・ZαM々 励 α・1605,1615.● ● ● は 「ヂ ヨー ヂ
,

マ ン ロー出版 の英訳 とラオ トレ ッヂ の と よ り之 を重 訳 」

デ ン マ ー ク 文 学 編

ア ソデル セ ンHan・Ch・i・tianAnde・seM・805 -75)Eη 鰐7
,1b7屈8

∫φrBφ 瓶(E"6剛r・gl磁5∫07ゴ ε7.)1835-72 .● ⑭ ● ● は そ の

JesXabit・N・uf・DuG・and-duqの 訳 伽 ρ廟 鋤 蝋 ・834●



オ ラ ン ダ 文 学 編

ジオ ス コ リデスr紀 元2065年,一 名未来 の瞥見』 〔「ア ンノ,チ ウィンチ フ,

ホ ンデル ト,フ 午イ フ,エ ンセ スチ フ,エ ー ソブ リッキ,イ ソデ,ツ ー

コムス ト」柳 田泉 に よる〕(1865)● ⑮

ク リス トマイ ケルD6」 碗g8Z搬 πRo46痒 顕8.●

ノ ル ウ ェ ー 文 学 編

イ プセ ンHenrikIbsen.(1828-1906)EπFo既 頃6π4θ.1882.● ●

E'Dπ 肋 読ブ67π.1879●

そ の 他

ア プ レイ ア スApuleius,1協'4〃zoψho585.● ●(柳 田泉 に よる)

フハ ージオ ン 『懺 悔』 ●

プ ロータス 「メエ ーチ ミ,オ ル,ツ ワイ ン,プ ロザ ース」(リ リー訳)●

ホ メ ロスHomeros,04y5566α(Odyssey).●1Z∫ α∫(Iliad).●

ともにB%げ π`乃'∫〃zッ漉oZogy.,丁 舵 五98げF4ゐZθ.(米Tilton社)お

よびCharlesMillsCayley,α α55∫`7πツ疏5∫ πEπgZf5hL∫'〃4伽78.

190α(BostonCinn社)に よる

ホ ワイ ト(英?)翫 勿8r54Z雇 伽 型.●

リサ ールJos6RizalyMercado.(1861-96)(フ ィ リッピソ)Nolf7π8

服 πg878.1887.●

原 著者 不 明

r志 別土商 人 の物語 』 ● ●●●r印 度 太子 舎摩 の物 語』 ● ●

r英 国士官 の物 語』 ●r貧 福』 ●r羅,武 烈号 』 ●r石 美

人』 ●r西 洋笑 本』 ●r違 征奇縁 』 ●lr奇 遇夢 物語 』 ●

イ ギ リ ス 文 学 編 追 加

グ レース 『社 会 の女王 』中,ロ ーマ ン夫人 の項 ●(柳 田泉 に よる)

コン ウ ェイ,ヒ ュー 『彫 像師 』 ●

ス トレッ トンHesbaStretton(1832-1911)L漉Z8M惣g'5C㍑Z4r8π.●

チ ェムブル 『泰 西世 説』 ●

テ イ ラ,エ リザ ・デ ーr愛 の杯 』 ⑰

リー ド 丁加masMyneReid.(1818-83)R微.A獺 ッ ¢08既 ⑪

William1¢QleLr1897年 英 国大 戦争 」 ●

原著

者
及
び
原
著索

引

七
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／
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ロ
シ
ア
文
学
編

【
明
治

35
年
】

①
我
懺
悔

ト
ル
ス
ト
イ
著

加
藤
直
士
訳

(十
月
)
東
京

福
永
文
之
助

(警
醒
社
書
店
)
発
行

19

㎝

12
行

(鼇
頭
付
)

序

(住
谷
天
来
)
3
+
例

言
8
+
目
次

8
+
213

+
獄
中
吟

6
+
奥
広

6

ｐ
〔
40
銭
〕

〈
余

は
希
臘

正
教
会

の
信
仰

に
循
り

て
洗
礼
を
受

け
、

且

つ
教
育

せ
ら
れ

た
り
。
余

は
余

の
幼
時
よ
り
之

に
よ
り

て
誨

へ
ら
れ
、

又
青
年
と

し
て
自
ら
之
を
学
び

ぬ
。

然
る

に
余

は
齢
十

八
歳

に
し

て
大
学
を
退
き

し
時

よ
り
、

余

が
教

へ
ら
れ

し
或
物

に
関
し

て

一
切

の
信
仰

を
放
棄

し
た
り
。
〉

【
明
治

36
年
】

②

我
宗
教

ト
ル
ス
ト
イ
著

加
藤
直
士
訳

(三
月
)
東
京

清
水
金
右
衛
門

(文
明
堂
)
発
行

22

㎝

13
行

口
絵

1
葉

+
序

(住
谷
天
来
)
5
+
例
言

4

+
目
次

2
+
334

ｐ
〔
75
銭
、
上
製

90
銭
〕

〈
余

は
当

初
よ
り
此
書

に
説
く
所

の
如
き
宗
教

思
想

を
懐
き

し

に
非
ず
。

既
往
三
十

五
年

の
間
余

は
実

に

一
種

の

虚
無
党
な
り
き
―

此
語
に
ょ
り
て
余
は
政
治
上
の
革
命
家
た
り
し
と
云
ふ
に
あ
ら
ず
、
唯
だ
余
は
世
上

の
何
物

を
も
信
ぜ
ざ

り
し
と

云
ふ

の
み
。
〉

③

人
生
之
意
義

ト
ル
ス
ト
イ
著

神
東
惇
訳

(五
月
)
東
京

高
橋
信
定

(経
世
社
)
発
行

18

㎝

13
行

肖
像

1
葉

+
緒
言

1
+
30

ｐ
〔10
銭
〕

〈
人

生

の
目
的
と

は
何
ぞ

や
、

何
故

に
生
活

せ
る
や
、

換
言
す
れ
ぽ

何
故

に
吾

は
生
活

せ
る
や
、

余

は
是

れ
等

の

疑
問

に
対

し
て
喜

ん
で
解

釈
を
試

み
ん
と
欲
す

〉

④

万
国
平
和
会
議
評
言

一
名
軍
縮
全
廃
論

ト
ル
ス
ト
イ
著

神
東
惇
訳

(十
月
)
東
京

兼
子
慶
太
郎

(経
世
社
)

発
行



15

㎝

10
行

肖
像

1
葉

+
緒
言

2
+
23
+
奥
広

6

ｐ
〔
6
銭
〕

〈
拝
啓

卿
等
が
曩

に
其

の
尊
重
す

べ
き
書
翰
を
以
て
述

べ
ら
れ

し
如
く
、

万
国
軍
備
廃
止

に
関
す

る
最
も
容
易

に
し

て
且

つ
最
も
確
実
な
る
方
法
は
、

一
に
個
人
が
軍
隊
義
務

を
拒
絶
す

る
に
あ
り
と

の
意
見
は
、
頗

る
正
当
な

る
も

の
に
し
て
、
余
も
亦
常

に
斯
く

の
如
き

は
、

武
断
政
治

の
恐
る
べ
き

且
つ
絶
え
ず
増
大
し
来

る
不
幸

よ
り
逃

る

ゝ
唯

一
の
方
策
な
り
と

の
意
見
を
抱
持
せ
る
も

の
な
り
〉

【
明
治

37
年

】

⑤

ト
ル
ス

ト
イ
の

日
露
戦
争
観

加
藤
直
士
訳

(八
月
)
東
京

日
高
藤
兵
衛

(日
高
有
隣
堂
)
発
行

15

㎝

10
行

肖
像

1
葉

+
小
引

3
+
185
+
奥
広
37

ｐ
〔30
銭
〕

〈

又
も
戦
争

は
始
ま
れ
り
、

何
人
に
も
無
用
無
益
な
る
困
厄

に
再
び

し
、

詐
欺
此

に
再
び
し
、

一
般
人
類

の
愚
妄

残
忍
亦
此

に
再
び

せ
ん
と
す
〉

付
録

『
ト
翁
時
局
談
』
仏
国

フ
イ
ガ
ー

ロ

新
聞
記
者
訪
問
録

及

『
倫

敦

タ
イ

ム

ス
の
批

評
』

【
明
治

39
年
】

⑥

ア
ン
ナ
、
カ
レ
ン
ナ

ト
ル
ス
ト
イ
著

柴

田
流
星
訳

(四
月
)
東
京

高
橋
重
蔵
発
行

上

田
屋
書
店
発
売

22

㎝

14
行

肖

像

1
葉

+
訳

者
序

2

+
330

p
〔
85
銭
〕

〈
氛
影
は
オ
ブ

ロ
ウ

ス
キ
ー
家
を
襲

ふ
た
。
／

オ
ブ

ロ
ウ

ス
キ

ー
侯
爵

夫
人

は
良
人
が
子
供

の
娯
姆

に
傭

ふ
た
仏

蘭

西
女
と
私
し
て
居

る
こ
と

を
知

つ
て
、

最
う
良
人
と

一
つ
家
根

の
下

に
は
棲
ま
ぬ
と
迄
断
言

し
た

の
で
あ

る
〉

⑦

人
生
の
意
義

ト
ル
ス
ト
イ
著

河
上
肇

・
小
田
頼
造
共
訳

(六
月
)
東
京

瀧
川
民
治
郎

(今
古
堂
書
店
)
発
行

19

㎝

10
行

序

(小

田
)
24
+
例
言
1
+
91
+
跋

(河
上
)
4
+
奥
広

14

p
〔30
銭
〕

〈

足
下

は
問
ふ
て
曰
く
、
「
人
生

の
目
的
は
何
ぞ
や
、
何
が
為

に
人
は
生
活
す

る
や
、
更

に
換
言
す

れ

ば
、
予

は

何
が
為
に
生
活
す
る
や
」
と
。〉

ロ
シ
ア
文
学
編

明
治
35
年
～
39
年



【
明
治

40
年
】

⑧

ト
ル
ス
ト
イ
短
篇
集

百
嶋
冷
泉
訳

(四
月
)
東
京

山
縣
操
(内
外
出
版
協
会
)
発
行

19

㎝

13
行

自
序

(訳
者
)
2
+
目
次

2
+
225

+
奥

広

4

P
〔
30
銭
〕

〈
ブ

ラ

ツ
ク
デ
イ

マ
市

に
、

商
店

二
軒
と
住
居

一
軒
と
を
構

へ
て
居

る
、

イ
バ

ン
と
云

ふ
若

い
商
人
が

住
む

で
居

た
。

／
彼

は

一
寸
美
貌

い
、

人
好

の
す
る
、
諧
謔
家

の
、
歌
自
慢

の
、

而
し

て
、

青
年
時
代

は
な

か
な

か
の
暴
飲

家

で
あ

つ
た
け
れ
ど
、

結
婚

し
て
か
ら
は
全

然
変
化

つ
て
、
適

々
の
交

際

の
外

は
酒
を
使
用

ひ
な
く
な

つ
た
。〉

目
次
―

◯
神

の
審
判

〔引
用
〕

◯
高
架
索

の
囚
人

○
悔
改
め
た
る
罪
人

◯
愛
の
反
響

◯
三
個
の
死

◯
爾

の
隣

◯
大
人
と
小
児

◯
空
太
鼓

◯
悪
魔

の
た
く
ら
み

◯

『
余
り
不
廉

い
?
』

◯
三
個
の
教
訓

⑨

下
僕

の
生

涯

ト

ル
ス
ト
イ
著

神
崎
順

一
訳

(七
月
)
東
京

熊
谷
勝

(平
民
書
房
)
発
行

20

㎝

11
行

肖
像

1
葉

+
訳
者
序

1
+
巻
首

に
題
す

3
+
127

+
付
録

(ズ

ラ
テ
市

の
珈

琲
店
)
19

p
〔
25
銭
〕

〈
千

八
百
七
十
年

の
冬
、

聖

ニ
コ
ラ

ス
の
翌
日

の
事

で
あ

る
。

寺
領

の
祭
礼
な

の
で
、

料
理
屋

の
持

主
、

第

二
等

組
合

の
商
人

ワ
ツ
シ
リ

ー
、

ア

ソ
ド

レ
イ

チ

ユ
、
ブ

レ
フ
ノ
ウ
は
外

へ
出

て
行
く

こ
と
が

出
来
な

か

つ
た
。〉

〈
印
度

の
ズ

ラ
テ
市

に
、
諸

国

の
旅

人
が

集
ま

つ
て
互

ひ

に
馳
走
を
仕
合

ふ
珈

琲
店

が
あ

つ
た
。
〉

⑩

泰
西
名
著
集

馬
場
孤
蝶
訳

(七
月
)
東
京

今
津
隆
治

(如
山
堂
書
店
)
発
行

23

㎝

13
行

序

(上

田
敏
、
島
崎
藤
村
)
4
+
目
次

2

+
204

+
奥
広

8

P

肖
像

5
葉

◯
狼

(
ツ
ル
ゲ

ー
ネ

フ
)
〈
時

し
も
夕
方
、
独
、

板
馬
車
を
急
が

せ
て

の
、

猟

の
帰

途

で
あ

つ
た
。
〉

目
次
―

◯
狼

◯
心

の
通
路

(バ

ル
ザ

ッ
ク
)

◯
月
夜

◯
鐘

の
音

◯
負

債

◯
月

か
げ

(以

上
、

モ
ー
パ

ッ
サ

ン
)

◯

二
人

楽

師

◯
戦

後

(以

上

、

ド

ー
デ

ー
)

◯

灯

台

守

(H

・
シ

ェ
ン
キ

イ

ウ

イ

ッ
ク
)

⑪

革
命
奇
談

神
愁
鬼
哭

レ
オ

・
ド
イ

ッ
チ
著

幸
徳
秋
水
訳

(八
月
)
東
京

伊
藤
元
治
郎

(隆
文
館
)
発
行

19

㎝

11
行

肖

像

1
葉

+
訳

者

序

4

+

目
次

4

+
170

+
奥

広

8

P
〔
40
銭

〕



〈

一
千

八
百
八
十
四
年

三
月

の
初
め
、
予

は
瑞
西

ツ
ー
リ

ヒ
を
出

で
バ
ー
ゼ

ル
を
経
て
、
独
逸

パ
ー
デ

ン
州

フ
ラ

イ
ブ
リ

ヒ
に
赴
け
り
、
此
旅
行

の
目
的

は
、
瑞
西

に
て
印
刷

せ
し
露
国
社
会
党

の
文
書

を
、

本
国
に
密
輸

入
せ
ん

と
て
な
り
き
、
〉

⑫

人
道
主
義

ト
ル
ス
ト
イ
著

小

田
頼
造
訳

(
一
一
月
)
東
京

平
山
勝
熊

(隆
文
館
)
発
行

23

㎝

14
行

序

(綱
島
梁
川
)
5
+
序

(訳
者
)
6
+
例
言
1
+
目
次

4
+
530

+
奥
広

14

p
〔95
銭
〕

〈
多
年

田
舎

の
生
涯
を
送
り
し
余
は
、
千

八
百

八
十

一
年
莫
斯
科

に
移

せ
し
が
、
其

の
先
づ
余
を
驚

か
せ
る
も

の

は
、
実

に
都
会

に
於
け
る
激
甚

な
る
貧
窮

の
情
態

に
て
あ
り
き

。〉

【
明

治

41
年
】

⑬

カ
ル

コ
集

長
谷

川
辰
之
助
訳

(
一
月
)
東
京

和

田
静
子

(春
陽
堂
)
発
行

19

㎝

12
行

222

+
奥

広

2

P
〔
60
銭

〕

〈
夜

祈
疇

を
済

し

て

か
ら
、

粉

屋

の

チ

ホ

ン
は
や

つ
と

こ
な
と

上

衣

を
脱

い
で
下

衣

一
枚

に
な

り
、

背
中

ぢ

ゆ

う

を
ぼ

り
く

掻
き

つ
ゝ
寝

台

の
側

へ
来

た

。
〉

(
ゴ

ー

リ
キ

イ

「
ふ
さ

ぎ

の
虫

」
)

〈
職

を
離

れ

た

田
舎

教
師

の
キ

リ

ー

ル
、

イ

ワ

ー

ノ
ウ

ィ
チ
、

ヤ

ロ
ス
ラ
ー

フ

ツ

ェ
フ
は
卓

子

に
肘

を
持

た

せ
、

両

手

で
顳

？

を
確

と
圧

へ
、

前

に
散

ら
け

た
統

計

表

を
茫

然
諦

視

て
、

さ

て
此

四
角

な

紙

を
如

何

し

た

も

の

か

と
、

散

々
使

っ
て
草

臥

れ

た
脳

髄

か

ら
、

此

知

恵

一
つ
絞

り
出

さ
う

と

試

み

た

。
〉

(
ゴ

ー
リ

キ
イ

「
二
狂

人
」
)

〈
忘

れ

も

せ

ぬ
、

其

時
味

方

は
森

の
中

を
走

る

の
で
あ

つ
た

。
〉

(
ガ

ル

シ

ン

「
四

日
間
」
)

〈

テ

レ
ビ

ン
氏

は

ふ
と

目
を
覚

し
た
が

、

誠

に
好

い
心
持

だ

。
〉

(付

録

二
葉

亭

作

「
露
助

の
妻

」
)

⑭

二
人
巡
礼

通
俗
文
庫
第
五
編

ト
ル
ス
ト
イ
著

百
島
冷
泉
訳

(三
月
)
東
京

山
縣
文
夫

(内
外
出
版
協
会
)
発
行

19

㎝

13
行

序

2

+
目
次

1
+

90

p
+

口
絵

1
葉

+

ト

ル

ス
ト
イ
伯

の
家

庭

12

+
奥

広

10

P
〔
20
銭
〕

◯

二
人

巡

礼
〈

二
人

の
老

人
が

、

エ
ル

サ

レ
ム

へ
巡

礼

に
出

懸

る

こ
と

を

約
束

し

た
〉

ロ
シ
ア
文
学
編

明
治
40
年
～
41
年



◯
神
の
教
子
〈
あ
る
処
に

一
人
の
百
姓
が
住
む
で
居
た
。
〉

⑮

そ
の
前
夜

ツ
ル
ゲ
ネ
ー
フ
著

相
馬
御
風
訳

四
月
(東
京
)

山
縣
文
夫

(内
外
出
版
協
会
)
発
行

19

㎝

12
行

肖
像

1
葉

+
398

+
奥
広

8

p
〔70
銭
〕

〈
千

八
百
五
十
三
年

の
夏

の
あ

つ
い
盛

で
あ

つ
た
。

コ
ー

ン
ト
ン
フ
か
ら
程
遠

か
ら
ぬ
莫
斯
科
河

の
河
岸
、

高

い

菩

提
樹

の
蔭
を
枕

に
偃
臥

つ
て
ゐ
る

二
人

の
青
年
が
あ

る
。〉

⑯

血
笑
記

ア

ン
ド

レ
ー

エ
フ
著

長
谷
川

二
葉
亭

訳

八
月

(東
京
)

西
本
波

太

(易
風
社
)
発
行

19

㎝

11
行

248

+
奥
付

1

p
〔
85
銭
〕

〈

…
物

狂
ほ
し
さ
と
怕

う
し
さ
と
だ
。
／

始

て
之

を
感

じ
た

の
は
某
街
道

を
引

上
げ

る
時

で
あ

つ
た
。

も

う
十
時

間
も
歩
き
続
け

て
、
休
憩
も

せ
ず
、
歩
調
も
緩

め
ず
、

倒
れ

る
者

は
棄

て

ゝ
行
く

。
〉

⑰

う
き
草

ッ
ル
ゲ
ネ
フ
著

長
谷
川
二
葉
亭
訳

(九
月
)
東
京

金
尾
種
次
郎

(金
尾
文
淵
堂
)
発
行

22

㎝

11
行

408

+
奥
付

1

p
〔
1
円
20
銭
〕

〈
夏

の
静

か
な
朝

の
事

で
あ

つ
た
。
晴

や
か
な
空

に
日
は
最
う
高
く
昇

て
ゐ
た
が
、

野

は
未
だ
露

に
煌

め

い
て
、

今

し
が

た
靄

の
霽

れ
た
谷
間

か
ら

は
何
処
と
な
く
良

い
匂

の
す

る
涼
風
が
通

つ
て
、

し

つ
と
り
濡
れ

た
森

の
中

に

は
早
起
き

の
小
禽
が

面
白

さ
う

に
囀
づ

る
声
が
す

る
。〉

⑱

長
恨

ト

ル
ス
ト
イ
著

筑

山
正
夫
訳

(
一
〇

月
)
東

京

宮
城
伊
兵

衛

(昭
文
堂
)
編
輯

・
発
行

19

㎝

12
行

筑

山
肖
像

1
葉

+
序

(徳
富
健

次
郎
、

嶋
村
抱

月
)
7

+

口
絵

1
葉

+
244

+
筑

山
正
夫

君
を
悼

み
て

(小
山
東
助
)
15
+
長
恨

の
後

に

(佐
藤
緑
葉
)
4
+
奥
広

4

p
〔
60
銭
〕

〈
同
じ
客
車

の
相
客

も
停
車
停
車

で
降

り

て
行

っ
て
、

乗
込
む
旅
客

と
入
換

る

の
で
、

初

駅
以
来
、

今

に
乗

通

し

の
者

は
我
が
外

に
は
三
人
だ
け

…
…
。〉

⑲

露
国
文
豪

チ
エ
ホ
フ
傑
作
集

瀬
沼
夏
葉
訳

(
一
〇
月
)
東
京

薄

田
鶴
二
(獅
子
吼
書
房
)
発
行



19

㎝

12
行

肖
像

2
葉

+
序

(
ヶ
ー
ベ
ル
)
6
+
序
2
+
小
伝

4
+
目
次

1
+
342

+
奥
広

4

p
〔
90
銭
〕

◯

六
号
室
〈
町
立
病
院

の
庭

の
内
、
牛
蒡
、
蕁
草
、
野
麻

な
ど

の
簇
り
茂

つ
て
ゐ
る
辺

に
、
小
や
か
な
る
別
室

の

一
棟
が
あ

る
。〉

◯
人
影
〈
大
き
な
縄
が
ブ
ウ

ン
と
云
ひ
さ
ま
飛
来

つ
て
、
今
、
熟
睡
中

の
検
事
補

ガ
ア

モ
ン
の
鼻

の
孔
に
入
る
、

此

の
夜
夜
中
、

闇

に
逃
げ
迷
ふ
た
か
、
好
奇
心

に
駆
ら
れ
て
か
、
将
又
偶
然

に
来
た
も

の
か
、

左

に
右
、
鼻

は
此

の
異
種
類

の
物
体

の
止
ま

つ
て
ゐ
る
の
に
堪

へ
切
れ
ず
、
俄

に
ガ

ア
ギ

ン
は
思

ふ
さ
ま
、
力

一
杯
、
耳
を
も
裂
く

許
り

の
大
き

い
嚏

を
し
た

の
で
あ

つ
た
。〉

◯

ド

ス
ト

エ
フ
ス
キ
ー
(薄
命
)
〈
父
上

の
死
去
な
さ
れ
た

の
は
、

私
が
十
四
の
歳
、
思

へ
ば

一
生

の
中
、
最
も
幸

福

で
あ

つ
た

日
は
、

唯
幼
年
時
代
許

り
、
其
時
分

は
都

に
ゐ
た
の
で
は
な
く
、
此
所

よ

り

も

未
だ
程
遠

い
地
方

の
、

あ
る
片

田
舎

に
住
ん
で
ゐ
た
の
で
、
父

は
当
時
、

さ
る
公
爵
家

の
広

大
な
る
所
有
地

の
管
理
人

を

し

て

い

た
。
〉

目
次
―

◯
六
号
室

◯
里
の
女

◯
余
計
者

◯
人
影

◯
月
と
人

◯
写
真
帖

◯
た
は
む
れ

◯
叱

ツ
!

◯
艶
福
男

◯
村
役
場

◯
失
策

◯
官
吏
の
死

◯
を
ん
な

◯
正
誤
表

◯
付

薄
命

⑳

復
活

前
編

ト

ル
ス
ト
イ
著

内
田
貢
訳

(
一
〇
月
)
東
京

丸
善
株
式
会
社

(小
柳
津
要
人
)
発
行

(五
版

大
正

二
年
七
月
)
22

㎝

14
行

肖
像

1
葉

+
例
言
6
+
ト
ル
ス
ト
イ
及
『復
活
』
著
述
始
末

27
+
460

p

挿
絵

14
葉

〔
1
円

50
銭
〕

〈
何
十

万
と

い
ふ
人
間
が
、
寄

つ
て
集

つ
て
、
自
分
達
が
押
合
ひ
圧
合
ひ
し
て
る
猫

の
額
ほ
ど

の
小

ッ
ぽ
け
な
土

地
を
変
改

し
や
う
と
、

一
生
懸
命

に
な

つ
て
、

石
を
敷

か
う
と
、
草

や
木

の
根
を
絶
や
さ
う
と
、
木
を
伐
倒
さ
う

と
、
鳥

や
獣
を
追
出
さ
う
と
、

石
油
や
石
炭

の
煙
で
空
気
を
濁
さ
う
と
、
春

は
矢
張
春
だ
〉

(
2
1
)

ツ
ル
ゲ
ー
ネ

フ
短
篇

集

吉
江
孤
雁
訳

(
一
一
月
)
東
京

山
縣
文
夫

(内
外
出
版
協
会
)
発
行

ロ
シ
ア
文
学
編

明
治
41
年



19

㎝

12
行

略
伝

2
+
序

言

1

+

目
次

1

+
246

+
奥

広

24

p
〔
50
銭

〕

◯

森

林

の
旅

〔
1

2

p
欠
、

次

頁

に
凸
版

に
て
補

充

〕

目
次
―

◯
森
林

の
旅

◯
ビ

エ
ジ

ン
の
曠

野

◯
死

◯
莓

の
清

水

◯
散
文
詩

(自
然
、

ク
リ

ス
ト
)

◯
森

と
原
野

◯
犬

◯
山
番

(
2
2
)

露
国
名
著

白
夜
集

昇
曙
夢
訳

(
一
一
月
)
東
京

竹
沢
章

(章
光
閣
)
発
行

22

㎝

13
行

肖

像

1
葉

+

は

し
が

き

1

+

目
次

1

+
278

+
奥

付

2

p
〔
1
円
〕

◯

草

場

(
ツ

ル
ゲ

ー
ネ

フ
)
〈

七

月

の
、

と

或

る
美

く

し
き

日

で
あ

る
。

天

候
が

久

し

く
定

ま

つ
た
時

で
も

な

け

れ

ば

、

到

底

も

見

ら
れ

ん
美

く

し
き

日

で
あ

る

。
〉

◯
凄
艶

(
ツ
ル
ゲ

ー
ネ

フ
)
〈
十
六
世
紀

は
中
頃

の
事
、

伊
太
利

の

フ

ェ
ル
ラ

、
―

(此
地

は
当
時
文
芸

の
保

護

者

た
る
名

君

の
治

下

に
隆
盛
を
極

め
て
居
た
)
―

に
二
人

の
青
年
が
居

た
。〉

◯
雪
吹

(プ

ー
シ
キ

ン
)
〈

一
千

八
百
十

一
年

(
ナ
ポ

レ
オ
ン
が
露

西
亜

に
侵

入
し
た
前

の
年
)

と
云

へ
ば
露

西
亜

人

の
脳
髄

に
深
く
染
み

こ
ん
で
ゐ
る
年

で
あ

る
が
、

恰
度
其
年

の
末

の
事

で
あ

る
。〉

◯
黒
人

(プ

ー
シ
キ

ン
)
〈
改
革

の
洗
礼

を
受

け
た
ば

か
り

の
新

し

い
国
家

に
須
要

な
人
材
を
養

ふ
べ
く

彼
得

大
帝

が

外
国

に
派
遣

し
た
青
年

留
学
生

の
中

に
、

大
帝

の
教
子

で
、

名

を
イ
ブ

ラ
ギ

ム
と
呼

ぶ

一
人

の
黒

人
が

居

た
〉

◯

海

少

女

(プ

ー

シ
キ

ン
)
〈

塩

焼

。

ア

ッ

ハ

…

、

ま

ア
何

ん

て

こ

ッ
た

。
〉

◯
奇
火

(
コ
ロ
レ

ン

コ
)
〈
我
曽

て
お
ぼ

つ
か
な
き
秋

の
夕

ま
ぐ
れ
、

黯
澹

た
る
西
比
利
亜

の
河
を
舟
航

せ
し

こ
と

あ
り
。
〉

◯
窒
扶
斯

(
チ

ェ
ー
ホ

フ
)
〈
彼
得
堡

か
ら
莫

斯
哥

へ
下

る
郵
便
列
車

の
喫
煙
室

に
若

い
陸
軍
中
尉

の
ク
リ

モ
フ
と

い
ふ
が
乗

つ
て
る
。
〉

◯
拳
銃

(
チ

ェ
ー
ホ

フ
)
〈
夏

の
唯
或

る
日
曜

日

の
午
後

五
時
頃
、

ウ

ォ

ロ
ー
ヂ

ャ
と
呼

ぶ
十
七
歳

の
青
年
が

シ

ュ



ツ

ル
ゲ

ー
ネ

フ
短

篇
集

ツ

ル

ゲ

ー

ネ

フ

作

吉

江

孤

雁

譯

森

林

の

旅

―

(
第

一

日
)

見

る
限

り
大

地
を
覆

つ
て

ゐ
る
廣

い
松

の
森

、「
そ

の
森
」
を
見

る
と

、
大
洋

の
姿

が

お
も

は
れ

る
。

し

て
、
そ
れ

の
狙

ふ
感
じ

は
ど

ち
ら
も
異

ら
な

い
。

そ

の
無
情

な
原
始

的

の
力

は

、
宏

大
と

い
か

め
し

さ
と

の
中

に
漲

つ
て
、

眼

の
前

を
？

め

て
ゐ

る
。

永
劫

の
森

の
心

か

ら
、

不
死

の
水

の
胸

か
ら

、
同
し
聲

が
響

い
て
來

る
、
「
吾

汝

と
何

の
關

す

る
所
あ

ら
ん
」

と

、
自

然

は
人

に
向

つ
て
言

ふ
。
「
汝
死

を
脱
れ

ん
と
如

何

に
努

む
る

も
、
吾

に
主

上
權

あ

ロ
シ
ア
文
学
編

明
治
41
年



り

」

と

。

け

れ

ど

、
森

林

は
大

海

に
比

べ

て
、

一
層

陰
鬱

で
あ

る
、

一
層

單

調

で
あ

る
。

こ
と

に

松

の
森

と

な

る
と

、

い
つ
も

何

の
變

化

も

な
く

、
殆

ん
ど

一
の
響

も
聞

こ
え
な

い
。

大

洋

は
威
嚇
し
だ
り
、
愛
撫
け
た
り
、
色

々
な
風
を
し
て
？
戯
た
り
、
様
々
な
聲
で
話
し
掛
け

た
り
す
る
。
ま
た
蒼
穹
の
影
を
醸
し
て
、
其
蒼
穹
か
ら
は
同
じ
永
劫

の
吐
息
が
洩
れ
て
來

る
。
が

、
此

永
劫

の
中

に

は
吾

々
人

類

と

脈

の
通

つ
て

ゐ
る
所

が
あ

る
。

…

眞

闇

で

、
變

化

の
な

い
松

の
森

は

、
け
だ

る

い
靜

け

さ
が

あ

る
か

、

で

な
け

れ
ば

、

に
ぶ

い
唸

り
聲

が

充

ち

て

ゐ
る
。
―

此

れ

に
向

ふ
と

、
人

の
心

の
深

い
底

か
ら

、
押

へ
難

い
身

の
も

ろ

さ

を
感

じ

て
來

る
。

昨
日
生
れ
て
明
日
死
ぬ
運
命
を
持

つ
て
ゐ
る
蜉
蝣
の
身
に
は
、
永
劫

の
女
紳
が
、
自
分

に
つ
ゆ
の
同
情
も
か
け
ず
、
冷
か
に
見

て
ゐ
る
の
が
、
到
底

も
耐

へ
切
れ
な

い
こ
と
だ
。

若

い
元
氣

の
望
も
夢
も
、
此
氷
の
や
う
な
森
の
呼
吸
に
包
ま
れ
る
と

、
沈
ん
で
了
ひ
、
消



ミ

ヒ
ン
家

の
別
荘

の
園
亭

に
腰
を
掛
け

て
ゐ
た
。
病
身

で
あ
る
上

に
臆
病

で
、

一
向
風
采

の
挙
ら
な

い
デ

レ
助

で

あ
る
。〉

◯
悪
魔

(ゴ
ー
リ
キ
イ
)
〈
秋

は
物

の
哀
れ

の

一
入
身

に
泌
む
時

で
、
何
処
と
な
く
無
常

の
影
が
指
し
、
生
き

て
る

の
も
何
だ

か
大
儀
だ
!
〉

【
明
治

42
年
】

(
2
3
)

暮
れ
ゆ
く
海

ゴ
ー
リ
キ
イ
著

中
村
孤
月
訳

(二
月
)
東
京

山
縣
文
夫

(内
外
出
版
協
会
)
発
行

19

㎝

12
行

は
し
が
き

1
+
肖
像

1
葉

+
194

+
奥
広
18

p
〔
40
銭
〕

◯
暮
れ
ゆ
く
海
〈
海
が
面
白
く
笑

つ
て
居
る
。
／
微

々
と
温

い
風

に
愉
快
く
吹
か
れ
な
が

ら
、

故
意
と
身
を
縮
め

て
、
其
表

に
は

一
面

に
漣
？
が
燦

々
と

日
光

に
眩
く
、

其
銀

の
数
千

の
唇

で
、

よ

つ
と
大
空

に
笑

ひ
返
し
て
〉

◯
彼

の
少
女

〈
私
等
二
十

六
人
は
、

陰
気
な
湿

い
地
窖

に
閉
ぢ
込
め
ら
れ

た
二
十
六

の
活
き

て
る
器
械

で
、
朝
か

ら
晩
ま
で
菓

子
や
乾
麺
麭

の
粉
を
捏
ね
く

つ
て
居
て
、
窓

の
前
あ
厭
や
な
溝

で
、
湿
気
で
青
く
な

つ
た
煉
瓦
が
ぎ

つ
し
り
詰

つ
て
居
る
ん
で
す
。〉

(
2
4
)

父
と
子

ツ
ル
ゲ
ネ

フ
著

相
馬
御
風
訳

(三
月
)
東
京

中
根
駒
十
郎

(新
潮
社
)
発
行

19

㎝

12
行

例
言
1
+
作
中

の
主
な
る
人
物
2
+
529

+
奥
広
2

p
〔
1
円
〕

〈

『ど
う
だ

い
、

ペ

エ
ト

ル
、

ま
だ
見
え
ん
か
な
』
／

か
う
云
ふ
問
が
、

千
八
百
五
十
九
年
五
月
二
十
日
、

Ｓ
駅

の
駅
舎

の
低

い
階

段

へ
帽
子
も
被
ら
ず

に
顕

は
れ

た
。
年

の
頃
四
十
を
少

し
越
え
た
位

の
、

身

に
は
汚
れ
腐

つ
た

上
衣

に
弁
慶
縞

の
ヅ
ボ

ソ
を
着
け
た
田
舎
紳

士
の
口
か
ら
洩
れ
た
。〉

(
2
5
)

ト

ル
ス
ト
イ
小
説
集

百
島
操
訳

(四
月
)
東
京

山
縣
文
夫

(内
外
出
版
協
会
)
発
行

19

㎝

12
行

序

1
+
同
じ
著
者

に
依
り
て
編
著
さ
れ

た
る
書

1
+
目
次

1
+
185

+
奥
付

20

p
〔
40
銭
〕

◯
熊
狩
〈
私
達

は
熊
狩

の
遠
征

に
出
懸
け
た
。

直
ぐ

一
人
が

一
頭
を
発
見
け
て
発
砲
し
た
が
、
唯
傷

を
負

は
せ
た

ロ
シ
ア
文
学

編

明
治
41
年

～
42
年



に
過
ぎ
な
か

つ
た
。
熊
は
赤
い
血
を
雪
に
た
ら
し
く

何
処

へ
か
逃
げ
て
了

つ
た
。
〉

目
次
―

◯
熊
狩

◯
大
悪
魔
小
悪
魔

◯
富
の
力

◯
愛
の
勝
利

◯
世
捨
人

◯
親
子
三
代

◯
珈
琲
店

◯
唯
六
尺

(
2
6
)

ト
ル
ス
ト
イ
の
教
訓
及
び
其
の
自
叙
伝

榎
本
秋
村
訳

(六
月
)
東
京

山
縣
文
夫

(内
外
出
版
協
会
)
発
行

19

㎝

12
行

肖
像

1
葉

+
目
次

3
+
186

+
奥
広

22

p

〈
其

の
当
時

の
我
が

母
を
思
ひ
出
さ

ん
と
す

る

に
、

親
切
と
愛
情
と

の
深
き

光
を
堪

え
た

る
褐
色

の
眼

や
、
薄

き

捲
髪

の
丁
度
下

の
頸

に
あ
る
小
さ
き

黒
痣

や
、
縫
箔

せ
る
白
き

頸
圏

や
、
幾

度
も
幾
度
も
我

を
抱
き

々
々
せ
る
、

然

か
も
我
が
屡

々
接
吻
せ
る
繊
弱
な
る
軟

か
き

手
を
僅

に
想
像
す

る

の
み
。
〉

(
2
7
)

心

ア

ン
ド

レ
イ

エ
フ
著

上

田
敏
訳

(六
月
)
東
京

和

田
静
子

(春
陽
堂
)
発
行

23

㎝

10
行

肖
像

1
葉

+
序
文

5
+
目
次

1
+
326

+
奥
広

6

p
〔
75
銭
〕

◯
心
〈
千
九
百
年
十
二
月
十

一
日
医
師

ア

ン
ト

ン

・
イ

グ

ナ
チ

エ
ヰ

チ

・
ケ
ル
ジ

ェ
ソ
ツ

ェ
フ
は
人
殺

を
し
た
。

犯
罪
当

時

の
模
様
ま
た
之

に
先

つ
種

々
の
事
実
ま

で
が
、

此
犯
人

の
精
神
状
態

に
ど

こ
か
異
常

の
点
が

あ
り
さ
う

だ
と

い
ふ
疑
念

を
起
さ

せ
た
。〉

目
次
―

◯
心

◯
こ
れ
は
も
と

◯

ク
サ
カ

◯
旅
行

(
2
8
)

三
人

ゴ
ル
キ
ー
著

田
岡
嶺
雲
訳
兼
発
行

(七
月
)
東
京

黒
白
社
発
行

前
川
文
栄
閣
発
売

20

㎝

序

1
+
肖
像

1
葉

+
本
書
刊
行

の
縁
由

に
つ
き

て
6

+
192

+
奥
付

1

p
〔
40
銭
〕

〈

ケ

ル
ゼ

ン
ツ
の
森

の
中

に
は
、

寂

し
気

に
墓
が
幾

ら
も
散
ば

つ
て
、

其
下

に
は
既

に
塵
土

に
化

し
た
許
多

の
古

義
宗
徒

の
骨
が

痙
め
ら
れ

て
ゐ

る
、

が
中

で
今
も
猶

此
村

の
話
柄

に
遺

つ
て
ゐ
る

の
は

ア
ン
チ
ペ
で
あ

る
。
〉

(
2
9
)

乞
食

二
葉
亭
四
迷
訳

(
八
月
)
東
京

岡
三
郎

(彩
雲
閣
)
発
行

15

㎝

8

行

228

+
奥

付

1

p
〔
38
銭

〕



◯
乞
食

(ゴ
ー
リ
キ
イ
)
〈
渡
船
を
待
合
せ
な
が
ら
、

二
人
は
断
岸

の
影
に
足
を
踏
伸
し
て
、
鼻

の
先

へ
ざ

ぶ

り

く

と
浪
を
打
寄

せ
て
は
、

ど
う
ど
う
と
流
れ
行
く

ク
パ

ン
の
濁
流
を
、

久
し
い
間
墨

々
と
視

め
て
ゐ
た
。〉

◯
狂
人

日
記

(ゴ
ー
ゴ
リ
)
〈
十
月
五
日
／
今

日
は
余
程
変
な
事
が
あ

つ
た
。
朝
、
随
分
遅
か

つ
た
が
、
起
る
と
、

マ
ウ
ラ
が
靴

の
磨

い
た
の
を
持

つ
て
来

る
、
何
時
だ

ッ
て
聞
く
と
、
も
う
疾
く

に
十
時

に
打

つ
た
と

い
ふ
か
ら
、

そ
こ
く

に
衣
服
を
着
た
。〉

(
3
0
)

猟
人
日
記

ツ
ル
ゲ
ー
ネ

フ
著

戸
川
秋
骨

・
敲
戸
会
同
人
共
訳

(九
月
)
東
京

宮
城
伊
兵
衛

(昭
文
堂
)
発
行

22

㎝

15
行

は
し
が
き

3

+
凡
例

2
+

目
次

2
+
764

+
奥

広

8

p
〔
2
円

30
銭
〕

〈

誰

で
も

ボ

ル

ボ
ヴ

ス
キ

イ

の
地
方

か

ら

チ
ヅ

リ

ン
ス
キ
イ

の
地
方

へ
通

つ
て
行

つ
た

こ
と

の
あ

る
人

は
、

オ

ー

レ
ル
州

の
民
族

と

ガ

ル
ー

ガ
州

の
民
族

と

の
間

に
際
立

つ
た
違

ひ
が

あ

る

の

に
気
が

付

く

で
あ

ら
う

。
〉

(
3
1
)

杜
翁
叢
書

第

一
編

人
生
の
意
義

ト
ル
ス
ト
イ
著

榎
本
恒
太
郎
訳

(
一
〇
月
)
東
京

山
縣
文
夫

(内
外
出
版
協
会
)
発
行

19

㎝

12
行

序

5

+

49

+
奥

広

22

p
〔
10
銭
〕

〈

人

間
う

て

曰
く

『
人
間

生

活

の
目
的

は
何

ぞ

や
。

人

間

は
何

故

に
生
活

す

る

か
』

と

、
〉

(
3
2
)

杜
翁
叢
書

第

二

編

想
神
録

ト
ル
ス
ト
イ
著

榎
本
恒
太
郎
訳

(
一
〇
月
)
東
京

山
縣
文
夫

(内
外
出
版
協
会
)
発
行

19

㎝

12
行

は
し
が
き

1
+
46
+
奥
広

22

p
〔10
銭
〕

〈
神

は
我
が
達

せ
ん
と
勉
む
る
所

に
し
て
我
が
生
活
は
神

に
達

せ
ん
と
す
る
努
力
な
り
。〉

(
3
3
)

説小

信
仰

ア
ン
ド
レ
ー
フ
著

中
村
春
雨
訳

(
一
一
月
)東
京

杉
本
要

(梁
江
堂
)
・
中
山
三
郎

(春
秋
社
)
発
行

23

㎝

12
行

序

2

+

口
絵

(満
谷

国

四
郎

画
)
1
葉

+
272

+
奥

広

18

p
〔
80
銭

〕

◯
信

仰

〈

ワ

ッ
シ
リ

ー

・
フ

ィ
ヴ

ァ
ス
キ

ー

の

一
生

は
、

苦

い
、

謎

の
如

き

運

命
許

り
続

い
て
来

た

。
〉

◯
沈

黙

〈

五
月

の
月
明

ら

か
な

夜

で
あ

つ
た
。

妻

が

イ
グ

ナ
チ

ゥ
ス
の
事

務

室

に
入

つ
て
来

た
時
、

杜

鵑

が
鳴

い

た
、

妻

の
顔

に
は
心

の
苦

悩
が

現

は
れ

て
、

手

に
持

つ
小

い
ラ

ン
プ

は
慄

え

て
ゐ

た

。
〉

ロ
シ
ア
文
学
編

明
治
42
年



(
3
4
)

短
編
六
種

ゴ

ー
リ
キ

ー
集

相
馬
御
風
訳

(
一
二
月
)
東
京

大
橋
新

太
郎

(博
文
館
)
発
行

23

㎝

11
行

原
作
者

ゴ
ー
リ
キ
ー
に
就

て
7

+
302

+
奥
広

6

P
〔45
銭
〕

◯

チ

ェ
ル
カ

ッ
シ

ュ
〈
蒼

い
南
方

の
空

は
埠
頭

か
ら
立
ち
騰
る
塵

烟

に
曇

ら
さ
れ
、
燃
ゆ

る
が
如
き

太
陽

は
灰
色

の
薄
絹
を
透

し
た
や
う

に
ド

ン
ヨ
リ
と
緑

の
海
を
照

り
下

ろ
し
て
居

る
。
〉

目
次

◯

チ

ェ
ル
カ

ッ
シ

ュ

◯
秋

の

一
夜

〔145
～
150

p
欠
、
本
書

89
～

91

p
に
凸
版

に
て
補
充
〕

◯
青

い
小

猫

◯
道
連
れ

◯
仲
間

◯
意
中

の
人

【
明
治

43
年
】

(
3
5
)

黄
金
杯

森
林
太
郎
訳

(
一
月
)
東
京

和

田
静
子
(春
陽
堂
)
発
行

22

㎝

14
行

233

+
出

典

2

+
奥

広

6

p
〔
90
銭

〕

◯

犬

(
ア

ン
ド

レ
ー

エ
フ
)
〈

此

犬

は
名

を

付

け

て
人

に
呼

ば

れ

た

こ
と

は
な

い
。

永

い
冬

の
間
、

何

処

に
何

う

し

て
居

る

か
、

何

を

食

べ

て
居

る

か
、

誰

も

知

ら

ぬ
。
〉

目
次

―

◯

黄

金

杯

(
ワ

ッ
セ

ル

マ

ン
)

◯

い

つ
の

日

か
君

帰

り

ま
す

(
ル

ス
ト
)

◯

父

(
シ

ェ
ー

フ

ェ
ル
)

◯

山
彦

(
ヒ

ッ
ペ

ル
)

◯

顔

(デ

ー

メ

ル
)

◯

ソ

ク

ラ
テ

エ
ス
の
死

(
ク

レ
ー

ゲ

ル
)

◯

わ

か
れ

(
ホ

ル

ツ
、

シ

ュ
ラ

ー

フ
)

◯

犬

◯

牧

師

(
ラ

ー

エ
ル

レ

ー

フ
)

(
3
6
)

簡
易
聖
書

ト
ル
ス
ト
イ
著

小
田
頼
造
訳

(
一
月
)
東
京

金
尾
種
次
郎

(金
尾
文
淵
堂
)
発
行

15

㎝

10
行

(鼇

頭
付
)

原
著

者
序

44
+
訳
者
序

8

+
例
言

1
+
目
次

6

+
434

+
索
引

10

p
〔
65
銭
〕

〈

イ

エ
ス

・
キ
リ

ス
ト
は
次

の
如
く

し
て
生

れ

た
り
。

イ

エ
ス
の
母

マ
リ

ア
は

マ
リ
ア
に
許
嫁

し
居

る
の
に
、

二

人
が

未
だ
夫
妻
生
活

を
始

め

る
以
前

に

マ
リ

ア
は
子
を
生

み
ぬ
。〉

(
3
7
)

チ

エ
ー

ホ
フ
短
篇

集

チ

ェ
ー
ホ

フ
著

楠

田
麦
圃
訳

(二
月
)
東
京

山
縣
文
夫

(内
外

出
版
協
会
)
発
行

23

㎝

12
行

目
次

1

+
170

+
奥

広

26

p
〔
30
銭

〕



◯

百
姓

〈

モ

ス

コ
ー

の

ス
ラ
ビ

ア

ン

ス
キ

ー

・
バ

サ
ア

ル
旅

館

の
給

仕

ニ
コ
ラ
イ

・
チ
キ

ル
デ

ュ
フ
は
健
康

を

失

し

た
。

両
脚

は
麻

痺

し

て
感

覚

を

失

つ
て
了

つ
た

。
〉

目
次

◯

百
姓

◯

ジ

ノ

ッ
チ
カ

◯
悲

愁

◯

追

放

◯
提

琴

◯
牧

笛

(
3
8
)

決
闘

チ

エ
エ
ホ
フ
著

小
山
内
薫
訳

(四
月
)
東
京

前
川
又
三
郎

(文
栄
堂
)
・
大
阪

杉
本
要

(杉
本
書
店
)
発

行19

㎝

11
行

小
引

2
+
296

+
奥
広

18

p
〔1
円
〕

〈
朝

の
八
時

は
、
土
地

の
官
吏
や
避
暑

の
旅
客
が
、
蒸
暑
く

て
寝
苦

し
い
夏

の
夜

の
汗
を
洗

ひ
に
、

い
つ
も
海
水

に
来
る
時
刻
で
あ

る
。〉

(
3
9
)

短
編
三
種

ツ
ル
ゲ
ネ
ー
フ
集

吉
江
孤
雁
訳

(四
月
)
東
京

大
橋
新
太
郎

(博
文
館
)
発
行

19

㎝

11
行

ツ

ル
ゲ

ー
ネ

フ
の
作

物

8

+
目
次

1

+
340

+
訂

正

1

+
奥

広

8

p
〔
48
銭
〕

◯

幻

〈

長

い
間

私

は

眠

つ
く

こ
と
が

出

来

な

く

て
、
寝

返
り

ば

か

り
し

て
ゐ

た

。
〉

目
次
―

◯
幻

◯
唖

◯

フ
ァ
ウ

ス
ト

(
4
0
)

国
事
探
偵

ゴ
ル
キ
イ
著

馬

場
孤
蝶

訳

(六
月
)
東
京

宮
城
伊
兵
衛

(昭
文
堂
)
発
行

22

㎝

15
行

354

+
奥

付

1

p
〔
1
円
〕

〈

エ
フ
セ

エ

・
ク
リ

ム

コ
フ
の
父

親
が
、

山
林

へ
盗
伐

か
密

猟

に
入

つ
て
山

番

に
銃

殺

さ
れ

た

の
は
、

エ
フ

セ

エ

の
四

つ
の
歳

で
、

七
歳

の
時

に

は
、

母
親
が

亡

つ
た

。
〉

(
4
1
)

露
西
亜
現
代

代
表
的
作
家

六
人
集

昇
曙
夢
訳

六
月
(東
京
)

西
村
波
太
(易
風
社
)
発
行

19

㎝

11
行

序

文

(
エ
リ

セ
ー

エ
フ
)
14
+
自

序

4

+

目
次

1

+
338

+
奥

付

1

p

◯
夜

の
叫

(バ

リ

モ

ン
ト
)
〈

ま

た

し

て
も
例

の
夜
中

の
叫

び
声

が

聞
え

る
。

あ

の
顫

え
な

が

ら
段

々
と
高

ま

つ
て

行

く

叫

び

声

は
何

者

の
慟

哭

だ

ら
う

。
〉

ロ
シ
ア
文
学

編

明
治
42
年
～
43
年



◯
静

か
な
曙

(ザ

イ

ツ

エ
フ
)
〈
其
夏
、
私

は
さ

る
城
市

に
住

ん
で
居
た
。

昼

は
働

い
て
、
晩

に
は
、
半
ば

ガ

ラ
ン

と

し
た
、

自
分

の
寓
舎

へ
帰

つ
た
。〉

◯
閑
人

(ク
ー
プ

リ

ン
)
〈

イ

ワ
ン

・
ウ

ィ
ア

ノ
ル
イ

チ

・
ナ

セ
ド

キ

ン
は
古

い
大
き

な
銀
縁

の
眼
鏡
を
鼻

先

に
滑

し
た
ま

ゝ
頸
筋

を
捻

つ
て
、

周
囲
を
剃

つ
た
唇
を
前

へ
突
出

し
て
険
相
な
、

毛
深

い
斑
白

の
眉
を
上
下

に
び
く

つ

か
せ
な
が

ら
、

視
学
官

に
宛

て
た

一
通

の
手
紙

を
認
め
た
。〉

◯

か
く
れ

ん
ぼ

(
ソ

ロ
グ

ー
プ
)
〈

レ

レ
チ
カ
の
室

は
晴

々
と

し
て
、
美

し
く
、
楽

し
さ
う

で
あ

つ
た

。〉

◯
妻

(
ア
ル
ッ
イ
パ

ー
セ

フ
)
〈
私

の
妻

は
丈

の
高

い
、

ス
ラ
リ
と

し
た
縹
緻

の
好

い
女

で
あ

つ
た
。
〉

◯
霧

(ア

ン
ド

レ
ー

エ
フ
)
〈
其

日
は
払
暁

か
ら
平
常

に
な

い
、
凝

然
と
沈

ん
だ
霧

が
街
道
と

云
ふ
街
道

を
閉
ざ

し

て
居

た
。
〉

(
4
2
)

脚本

ど
ん
底

ゴ

ー
リ
キ
ー
著

昇
曙
夢
訳

(
一
〇
月
)
東
京

田
中
増
蔵

(聚
精

堂
)
発
行

19

㎝

12
行

献
辞

1
葉

+
序

に
代

へ
て
11
+
人
物

2
+
347

+
奥
広

2

p
〔
90
銭
〕

〈
男
爵

そ
れ

か
ら
？
／

ク
ワ

シ

ニ
ャ

い
や
だ

よ
。
最
う

こ
れ

で
お
仕

舞
な

ん
だ

か
ら
、
彼
方

へ
お
出

で
。〉

(
4
3
)

貴
族

の
家

ツ
ル
ゲ

ー
ネ

フ
著

相
馬
御

風
訳

(
一
〇
月
)
東
京

佐
藤

義
亮

(新
潮
社
)
発
行

19

㎝

12
行

緒

言

1

+
456

+
奥

付

1

p
〔
1
円

〕

〈
華

や
か
な
春

の
日
は
次
第

に
黄
昏

の
色

に
薄

れ

て
行

つ
た
。
晴
渡

つ
た
空

の
上

に
高
く
薔

薇
色

を
し
た
小

さ
な

雲
が
幾

つ
も

見
え

た
が
、

そ
れ
と

て
何
方

か

へ
動

い
て
行
く
と

云
ふ

で
は
な
く
、

た

ゞ
其

の
ま

ゝ
ジ

ッ
と
空

の
緑

の
底

深
く

へ
沈

み
行
く
も

の

ゝ
や
う

で
あ

つ
た
。〉

【
明
治

44
年
】

人
の

一
生
／
飛
行
機

森
林
太
郎
訳

(
一
月
)
東
京

和
田
静
子

(春
陽
堂
)
発
行

22

㎝

14
行

376

+
奥

広

6

p
〔
90
銭

〕

(
4
4
)



◯
人

の

一
生

(
ア

ン
ド

レ
ー

エ
フ
)
〈

口
上

(鼠

色

の
人
、

人

の

一
生

を
説

く

。
)

真

四

な

る
大
座

敷
。

全

く

空

虚

な

り
。

戸
も

窓

も

な

し
。

総

て
そ

の
う

ち

に
あ

る
も

の
は
煙

の
色

に
似

た

る
鼠
色

の
同

じ
調

子

に
な

し
あ

り
。
〉

◯
飛

行
機

(
シ

ュ
ト

ゥ

ッ
ケ

ン
)
〈

主

人
。

ひ

ど

い
降

り
だ

な
。

／

世

話
娘
。

却

て
ど

つ
と

降

つ
て

し
ま

つ
て
、

早

く

晴

れ

る
方

が

好
う

ご
ざ

い
ま
す

わ

。
〉

(
4
5
)

性
欲
論

ト

ル
ス
ト
イ
著

大
住
嘯
風
訳

(六
月
)
東
京

安
藤
嶺
丸

(精
神
修
養
社
)
発
行

19

㎝

12
行

汎

例

2
+
目
次

7

+
179

p
〔
135
136

p
欠

〕

〔
50
銭
〕

〈
甞

て
小

説

「
ク

ロ
イ

ツ

ェ
ル

ソ
ナ

タ
」

を

公

に
し

て

か
ら
、

今

日

に
至

る
迄
、

読

者

は
？

々
書

を
寄

せ
て
其

小

説

の
中

心

思
想

を

ば

最

つ
と
簡

明

に
説

明
し

て
呉

れ

と

云

ふ

て
来

た
。
〉

(
4
6
)

お
転
婆

ゴ
ル
キ
イ
著

吉

田
両
耳
生
訳

(七
月
)
東
京

大
倉
広
三
郎

(広
文
堂
書
店
)
発
行

22

㎝

12
行

献
辞

1

+
272

+
奥

広

2

p
〔
90
銭
〕

〈

地
方

の
或

る
大

学

の
講

師

に
任
命

さ
れ

た

四

五

日
後
、

ヒ

ッ
ポ

ラ
イ

ト
、

セ
ル
ギ

ー

ヰ

ッ
チ
、

ポ

ル
カ

ノ
フ
は

ウ

ォ
ル
ガ
河
畔

の
或

る

一
地
方

の
所

有

地

に
住

ん

で
ゐ

る
妹

か
ら

電
報

を
受
取

つ
た
〉

【
明

治

45

年
】

(
4
7
)

生
ひ
立

ち
の
記

青
年
時
代

ト
ル
ス
ト
イ
著

徳
田
秋
江
訳

(
三
月
)
東
京

河
野
正
義

(東
京
国
民
書
院
)
発
行

19

㎝

12
行

序

言

2

+
目
次

4

+
410

p
〔
90
銭
〕

〈
私

は
、

ド

ミ
ト

リ
イ
と

の
交

際

が
、

私

に
人
生

に
就

い
て
新

な

る
見
解

、

ま

た
そ

の
目
的

及
び

負

担
を

啓

示

し

た
と

言

つ
た

。
〉

(
4
8
)

露
国
新

作
家
集

毒
の
園

昇
曙
夢
訳

(六
月
)
東
京

佐
藤
義
亮
(新
潮
社
)
発
行

19

㎝

11
行

序

に
代

へ
て

13

+
目
次

1

+
320

+
奥

広

4

P
〔
90
銭

〕

〇

毒

の
園

(
ソ

ロ
グ

ー
プ

)
〈

『
書

生

さ

ん
、

お
前

さ

ん

は
何

を
其

様

に
考

へ
込

ん

で
居

な

さ

る

?
』

と
、

宿

主

の

ロ
シ
ア
文
学
編

明
治
43
年
～
45
年



婆
さ

ん
が
青
年

に
恁
う
訊

い
た
。〉

◯
地
下
室

(ア

ン
ド

レ
ー

エ
フ
)
〈
彼

は
酒

に
溺
れ

て
職
業
も
友

人
も
失

ひ
、

最
後

に
残

つ
た
も

の
ま
で
も
酒

に
潰

し
た
揚
句

の
果

は
、
泥
棒

や
売
春
婦
と

一
緒

に
地
下
室

に
住

ま
ふ
身
と

な

つ
た
。〉

◯
夜

(
ア
ル
ツ
イ
バ

ー
セ

ブ
)
〈
大
晦

日
の
夜

で
あ

つ
た
。

／
N
病

院

の
若

い
ド

ク
ト
ル
で

セ
ー
メ

ン

・
イ

ワ
ー

ノ

ヰ

チ

・
グ

レ
ボ

ブ
と
云
ふ
、
体

の
ガ

ツ
シ
リ
し
た
、

強

い
、

丈
夫
な
男
が

一
人
病

院

の
宿

直
室

に
坐

つ
て
居

た
〉

◯
白
夜

(
カ
ア

メ
ン
ス
キ

ー
)
〈
家

の
上
層
だ
け

は
ま
だ
、

熱
を
病

ん
で
る
や
う

な
入

日
の
光

を
真

赤

に
浴
び

て
居

た
が
、
階

下
は
穏

や
か

に
、
森
然
と
静
ま
り
返

つ
て
、

物
寂

し
く
、

灯
火
さ

へ
点

つ
て
居
な

か

つ
た
。
〉

◯

三
寄

人

(A

・
ト
ル
ス
ト
イ
)
〈
『
貴
方

は
白
夜
が

お
好
き

で
す

か
、
』
若

い
人

々
の
群
が
斯
う
訊

い
た
。〉

◯
嫉
妬

(バ
リ

モ

ン
ト
)
〈
嫉
妬

は
昔

か
ら
眼

の
青

い
怪
物
だ
と
呼
ば
れ

て
居

る
。〉

◯
囈
言

(
ク
ー
プ

リ

ン
)
〈

マ
ル

コ
フ

一
等
大
尉

の
中
隊

は
懲
罰
隊
と
連
絡
す

る
為

に
進

行
し
た
。
〉

◯
死

(ザ

イ

ツ

ェ
フ
)
〈
閉
じ
籠

め
た
病
室

の
窓
框
を
取
外

し
て
、

パ
ウ

ェ
ル

・
ア

ン
ト

ヌ
イ
チ
が

四
月

の
空

気
を

胸

一
杯

に
吸

い
込
み
な
が
ら
、

蒼
白

い
空
や
、

雀

や
、
小
さ

な
園

に
チ
ラ
ホ
ラ
芽
を
萠
き
出

し
た
ば

か
り

の
弱

々

し

い
青
葉

や
を
見
た
時
、

彼

は
是
れ
が
見
納

め
の
春

だ
な
と

思

つ
た
。〉



北
欧
文
学
編

【
明
治
36
年
】

(
4
9
)

さ
さ
や
き

藤
沢
古
雪
著

(七
月
)
東
京

原
亮

一
郎
(金
港
堂
書
籍
株
式
会
社
)
発
行

19

㎝

12
行

序

(梅

沢

和
軒

)
2

+
目
次

1

+
題

詩

(柴

舟
)
+
144

+
奥

広

2

p
〔
25
銭
〕

◯

人
形

の
す

ま

ゐ

(
イ
プ

セ

ン
)
〈

ノ
ラ

「
ヘ
レ
ネ
や

降
誕

祭
樹

を
よ
く

仕

舞

て
置

て
お
呉

れ
、

御
飾

り
が
出

来

る

と

小

供

連
が

見

に
来

る

か
ら

」

(下

男

に
向

ひ
財
布

を
さ

ぐ

り
。
)

ノ

ラ

「
御
苦

労
様
、

い
か

ほ
ど

で
す

。
」
〉

目
次
―

◯
さ
う
び

の
曲

◯
風

の
夜

◯
生
け
る
道
具

◯
澪

の
は
ま
木

◯
お
の
が
心

(以
上
、
創
作
)

◯
き
ず

の
痕

◯
少
音
楽
家

◯
ぜ
う
す

の
判
決

(以
上
、

シ

エ
ソ
キ

イ
ヰ

ッ
ク
)

◯
人
形
の
す

ま
ゐ

【
明
治
40
年
】

(
5
0
)

小
九
郎
次
大
九
郎
次

青
年
英
文
学
叢
書
第

五
編

ア
ン
デ

ル
セ
ン
著

菅

野
徳
助

・
奈
倉
次
郎
訳
注

(
一
月
)
東

京

亀
井
忠

一
(三
省
堂
書
店
)
発
行

15

㎝
(横
組
)

口
絵

1
葉

+
叢
書
序

3
+
緒
言
2
+
103

+
奥
広

14

p
〔
15
銭
〕

◯
小
九
郎
次

大
九
郎
次
〈
む

か
し
、
あ

る
村

に
同
じ
名

の
二
人

の
男
が
住

ん
で
お

つ
て
、
両
人
と
も
九
郎
次

と
云

ふ
名

で
あ

つ
た
が
、

一
方

は
四
匹

の
馬
を
有

つ
て
る
の
に
、
外

の
は
唯

一
匹
し
か
有
た
な
か

つ
た
。〉

〇
着
道
楽
〈
其
昔
し
、
新
し

い
衣
裳
を
有

つ
の
が
好
き
な
王
様
が
あ

つ
て
、
金
と
云
ふ
金

は
皆
綺
羅
を
飾
る
に
費

つ
て
し
ま
う
た
。〉

(
5
1
)

反
魂
鳥
／

マ
ツ
チ
売

青
年
英
文
学
叢
書
第
十

一
編

ア

ン
デ

ル
セ
ン
著

菅

野
徳
助

・
奈
倉
次
郎
訳
注

(八
月
)

東

京

亀
井
忠

一
(三
省
堂
書
店
)
発
行

15

㎝
(横
組
)

口
絵

1
葉

+
叢
書
序

3
+
本
編
序

2
+
96
+
奥
広

9

p
〔15
銭
〕



◯
反
魂
鳥

〈
支
那

の
国
で
は
、

勿
論
皇
帝
が
支
那
人
、

し
て
其

の
周
囲

の
人

々
も
皆
支

那
人

で
あ

る
。〉

◯

マ
ツ
チ
売

〈
恐

ろ
し
く
寒
く

て
、
雪
が
降

つ
て
、
真

暗

に
な

つ
て
来
た
、

そ
れ

は
夕
方

で
あ

つ
た
か
ら

而

も
大
晦
日

の
晩

で
あ

つ
た
。〉

(
5
2
)

名
著
新
訳

本
間
久
四
郎
訳

・
発
行

安
田
靱
彦
画

(
一
一
月
)
東
京

文
禄
堂
書
店
売
捌

22

㎝

12
行

ポ

ー
肖
像

1
葉

+

口
絵

1
葉

+
序

(夏

目
漱

石
、

上

田
敏

、

抱

月

)
11

+
自

序

3

+

目
次

2

+

エ
ド

ガ

ー

・
ア

ラ

ン

・
ポ

ー
が

事

19

+
152

+
奥

広

26

p

◯

樅

の
木

(
ア

ン
デ

ル

セ

ン
)
〈
あ

る
森

の
中

に
、

一
本

の
小

さ

な
樅

の
木
が

あ

り

ま

し

た
。

日
が

よ

く

当

た

る

の

と
、

空

気

が

充

分

な

の
と

で
、

大

層

愉

快

さ

う

に
立

つ
て

ゐ

ま

し

た

。
〉

◯

思

ひ

同
志

(
ア

ン
デ

ル

セ

ン
)
〈

一
つ
の

お

玩

具
箱

の
中

に
、

独

楽

と

小

さ

な

球

と

が

交

つ
て

入

つ
て

ゐ

ま

し

た

〉

目
次
―

〇
黒
猫
物
語

〇
陥
穽
と
振
子

〇
赤
死
病

の
仮

面

(以
上
、

ポ

ー
)

◯

お
も

ひ
妻

(ド
イ

ル
)

◯
樅

の
木

◯

思

ひ
同

志

◯

鑿

石
処

に

て

の
第

一
日

(
ミ

ラ

ー
)

◯

泉

の
幻

影

(
ホ
ウ

ソ

ン
)

◯

哲

学

者

日
記

(
ス

ー
ヴ

ェ
ス
ト

ン
)

◯

峡

の
宿

(
ホ

ウ

ソ

ン
)

(
5
3
)

魔

法
破

ア

ン
デ

ル

セ
ン
著

雨
谷
石
燕
訳

(
一
二
月
)
東
京

中
井
政

次

(開

文
社
)
発
行

18

㎝

10
行

63
+
奥
広

2

p

挿
絵

7
葉

〔12
銭
〕

〈

ジ

ョ
ン
は
父
が
重

い
病

に
罹

つ
て
到
底
癒

る
見
込
み
が

な

い
が
、

ど

ふ
か
し
て
今

一
度
丈
夫

な
体

に
し
て
あ
げ

て
出

来

る
だ
け
孝
行

を
し
て
見
た

い
と
思

ひ
な
が

ら
今
夜

も
宵

か
ら
少

し
も
眠
ら
ず
看
病

し

て
〉

【
明
治

41
年
】

(
5
4
)

赤
靴
物
語

通
俗
文
庫
第
四
編

ア
ン
デ

ル
セ
ン
著

百
島
操
訳
編

(二
月
)
東
京

山
縣
文
夫

(内
外
出
版
協
会
)

発

行

19

㎝

13
行

序

2

+

目
次

1

+
100

+
奥

広

8

p

挿

画

1
葉

〔
20
銭

〕



◯
赤
靴
物
語
〈
昔
あ
る
処

に
、

カ

レ
ン
と

い
ふ
大
層
美
し
い
、
そ

し
て
可
愛
ら
し
い
小
娘
が

住
む

で
ゐ
た
。〉

◯

マ
ツ
チ
売
娘
〈
雪
が
ど

ん
く

降
り
し
き

つ
て
居
る
大
晦
日

の
夕
景
に
、

一
人

の
悲
惨
な

マ
ツ
チ
売

の
娘
が
、

声

を

涸

ら

し

て
、

／

『
マ
ツ
チ
や

マ
ツ

チ
、

マ

ツ

チ
は

い
か
が

？
』

／
と

呶

鳴

り
な

が

ら
、

傘
も

さ

ゝ
ず

に
、

素

足

の
ま

ゝ
で
市
街

を

歩

行
き

廻

つ
て
居

た
。
〉

目
次
―

○
赤
靴
物
語

◯
醜

い
家
鴨

○

マ
ツ
チ
売
娘

◯
四
季
物
語

◯
親
ご

ゝ
ろ

◯
く
り
す
ま
す
樹

【
明
治
42
年
】

(
5
5
)

脚本

蘇
生

の
日

イ
ブ

セ
ン
著

千
葉
掬
香
訳

(七
月
)
東
京

西
本
波
太

(易
風
社
)
発
行

19

㎝

12
行

序

(逍

遙
)
6

+
小
引

2

+
261

+
イ
ブ

セ

ン
著

作
年

表

1

+
奥

付

1

P
〔
70
銭

〕

〈
妻

(夫

の
何
事

を

か
言

は
む

と

す

る
を
暫

時

待

ち

居

た
り

し

も

の

ゝ
如

く

な

り

し
が
、

や
が

て

一
声

の
歎

気

と

共

に
手

に
せ
る
新

聞

を
墜

す

)

「
あ

ゝ
、

あ

ゝ
、

あ

ゝ
!
」

／

彫
刻

家

(新

聞

よ
り

眼
を

離

し

て
)

「
お

や
、

御

前

何

か

お

し

か
?
」
〉

(
5
6
)

建
築
師

イ
ブ

セ
ン
著

千
葉
掬
香
訳

(七
月
)
東
京

西
本
波

太

(易
風
社
)
発
行

18

㎝

12
行

序

に
代
ふ
る
対
話

(森
林
太
郎
)
7
+
建
築
師
管
見

7
+
290

+
奥
付

1

p
〔70
銭
〕

〈
老
た
る
工
人

(余
り

の
心
配

に
堪

へ
き
れ
ぬ
様

に
て
、
突
然
卓
を
離
れ
戸

口
に
進
み
出

で
、
苦

し
げ

に
大
息
す
)

「
あ

ゝ
厭
だ
厭
だ
、

己
は
既
辛
抱
為
切
れ
ね
え
!
」
〉

(
5
7
)

ヘ
ダ

・
ガ
ブ

ラ
ア

イ
ブ

セ
ン
著

千
葉
掬
香
訳

(
一
一
月
)
東
京

西
本
波
太

(易
風
社
)
発
行

19

㎝

12
行

序

(逍
遙
)
8
+
小
引

21
+
307
+
イ
ブ

セ
ン
著
作

目
録

1
+
奥
付
1

P
〔80
銭
〕

〈
伯
母

(戸

の
内
側

に
立
ち
、

耳
を
峙

て
、

小
声

に
な
り
)

「
お
や
ま
あ
、
未
だ
起
き
な

い
の
か
ね
え
!
」〉

奥
付

の
著
者
が
永
井
荷
風
と
な

っ
て
い
る
の
は
、

発
禁
と
な

っ
た
同
年
九
月
刊

の

『
歓
楽
』

の
奥
付
流
用
か
。

(
5
8
)

ジ

ョ
ン

・
ガ

ブ
リ

エ
ル

・
ボ
ル
ク

マ
ン

イ
ブ

セ
ン
著

森
林
太
郎
訳

(
一
一
月
)
東
京

木
沢
孚

(画
報
社
)
発
行

北
欧
文
学
編

明
治
40
年
～
42
年



19

㎝

12
行

359

p
+
奥
付

1

p
〔
1
円
〕

夫
人
〈

(聞
き

耳
を
立

つ
。

目

の
内

に
喜

の
色
輝
き
、
覚

え
ず

珥
く

。)

エ
ル

ハ
ル
ト
か
な
。

漸
う

の
事

で
。

(夫

人

は
立
ち
上

り
、
窓
懸

の
所

よ

り
外

を
覗
く
。

失
望

し
た
る
ら
し
く

又
長
椅

子

に
懸

り
編
物
す

。〉

【
明
治

43
年
】

(
5
9
)

イ
ブ
セ
ン

社

会

劇

鏑
木
秀
子

土
肥
春
曙
訳

(三
月
)
東
京

和
田
静
子

(春
陽
堂
)
発
行

22

㎝

13
行

緒
言

1
+
340

+
登
場

人
物

2
+
奥
広

2

P
〔
85
銭
〕

◯

鏑
木
秀

子
〈
伯

母

(戸

の
傍

に
立

ち
耳
欹

て
ゝ
小
声

で
)
マ
ア
二
人
と
も

ま
だ
起
き

な

い
ん
だ
ね

!
／

下
卑

(同

じ
く

小
声

で
)

ね
え
、
貴
女
、

私
が
申

上
げ

た
通
り

で
ご
ざ

い
ま
せ
う
。
〉

(
6
0
)

目
次
―

◯

ア

ン
ダ
ー
セ
ン

原

著

翻
案
劇

鏑
木
秀
子

○
史劇
源

義

朝

◯

ヴ

ェ

ニ
ス

の
商

人

(
シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア
)

教
育
お
伽
噺

和
田
垣
謙
三

・
星
野
久
成
共
訳

(
一
〇
月
)
東
京

小
川
寅
松

(尚
栄
堂
)
発
行

18

㎝

14
行

彩
色

口
絵

1
葉

+
緒
言

2
+
目
次

6
+
335

+
奥

広

4

p
〔
65
銭
〕

◯
高
慢

な
蕎
麦
〈

少
年
諸
君
も
御

存
知

で
し

ょ
う
が
、

雷
雨

の
あ
と

で
蕎
麦
畑

へ
行

つ
て
見

る
と
、

火

に
焦
げ

た

や
う

に
、
真

黒

々
に
な

つ
て
居

り
ま
す

。〉

◯

マ
ツ
チ
売
娘

〈
寒

い
く

大
晦

日

の
晩

で
あ

り
ま

し
た
。
雪
が

サ
ラ
サ
ラ
降

つ
て
四
辺
も
真

暗
な

町
中

を
、

一

人

の
小
娘
が
何
も
被

ら
ず
何
も
履

か
ず

に
、
彼
方

此
方
と
彷
徨

ふ
て
居

り
ま
し

た
。〉

目
次
―

◯
高
慢
な
蕎
麦

◯
二
人
木
兵
衛

◯
小
指
姫
物
語

◯
不
思
議
な
燧
石

◯

マ
ツ
チ
売
娘

◯
お
墓

の
小
供

◯
神
様

の
焼
だ
さ
れ

◯
白
鳥

の
王
子

◯
王
女
の
試
験

◯
鉛
の
兵
隊
さ
ん

◯
鶯
と
支
那

の
天
子

様

◯
不
思
議

の
仇
討

◯
樫

の
木

の
夢

◯
里
子

◯
亡
者
の
お
礼

◯
て
ふ
く

の
嫁
選
び

◯
延
命
菊

◯
裸
体

の
王
様

◯
独
楽
君
と
毬
嬢

◯
赤

い
靴

◯
悪
戯
小
僧

◯
お
母
様

◯
薔
薇
と
蝸
牛

◯
雪
の
女
王

◯
天
か
ら
降

つ
た
木

◯
三
の
胡
桃

◯
樅

の
木

◯
豚
飼
王
子

◯
五
ツ
粒

の
豌
豆

◯
五
十
銭
銅
貨
の
洋
行



◯
甲
虫
の
自
慢

◯
御
堂
の
鐘

◯
上
機
嫌

◯
不
思
議
な
人
形

◯
家
鴨
の
心

◯
伊
苦
子
の
パ
ン

◯
お
銭

入
れ
の
豚

◯
繕
ひ
針

◯
兄
弟

◯
石
碑

◯
鋳
物
の
豚

◯
お
隣
り
同
志

◯
昔
の
家

◯
幸
福
な
家
族

◯
新
年
の
客

◯
月
の
物
語

◯
兎
と
蝸
牛
と
燕

◯
洗
濯
屋
の
息
子

◯
林
檎
の
枝

◯
柳

の
笛

◯

一
寸
法

師

◯
友
情

◯
大
事
な
宝

◯
罎

の
首

◯
雪
達
摩

(
6
1
)

嫌
は
れ
者

青
年
英
文
学
叢
書
第
十
九
篇

ア

ン
デ

ル
セ
ン
著

菅
野
徳
助

・
奈
倉
次
郎
訳
注

(
一
二
月
)
東
京

亀
井
忠

一
(三
省
堂
書
店
)
発
行

15

㎝
(横
組
)

口
絵

1
葉

+
叢
書
序

3
+
諸
言

2
+
106

+
奥
広

19

p
〔
15
銭
〕

〈
野
外

へ
出
る
と
何
も
彼
も
美

し
い
事

よ
。
時

は
今
夏
で
あ

つ
て
小
麦

は
黄
色

で
燕
麦

は
青
く
乾
草

の
堆
が
緑
色

の
野
に
立

つ
て
居

て
鶴

は
埃
及
語

で
し
や
べ
り
な
が

ら
其

の
長

い
脚

で
歩
き
廻

つ
て
居

る
、
彼

は
其
言
葉
を
母
御

か
ら
教

は

つ
た
の
だ
。〉

【
明
治
44
年
】

(
6
2
)

ア
ン
デ

ル
セ
ン
物
語

内
山
春
風
訳

(三
月
)
東
京

谷
沢
光
吉

(光
世
館
書
店
)
発
行

19

㎝

12
行

口
絵

1
葉

+
献
辞

1

+
目
次

2

+
290

+

ア

ン
デ

ル

セ

ン
が

事

ど

も

7

+
奥

付

1

p

彩

色

口
絵

8

葉

〔
85
銭

〕

◯
野
鵠
〈
冬

に
な

る
と
、
其
処

へ
燕
が
飛

ん
で
行
く
遠

い
く

或
地
方

に
、
曽

て

一
人

の
王
が
住

ん
で
居
た
〉

◯
樫

の
木
〈
或
深

い
く

森
林

の
中

に
不
図
小
さ
な
樅

の
木
が
生
え
た
。

そ

の
四
辺

の
心
地
よ
さ
。

太
陽
が
其
れ

を

ク
ワ

ッ
と
照
せ
ば
微
風

は
折

々
来
り
戯
れ
、

其
処
や
彼
処

に
は
若

か
る
老

へ
る
多
く

の
仲
間
が
立

つ
て
居
て
、

つ
ゆ
寂

し
い
こ
と
も
な

い
。
〉

目
次
―

◯
野
鵠

◯
樅
の
木

◯
赤
い
靴

◯
小
人
魚

◯
鐘

◯
母
の
情

◯
水
の
滴
り

◯
薔
薇
の
精

◯
家
鴨
の
子

◯
四
季
物
語

◯
雛
菊

北
欧
文
学
編

明
治
42
年
～
44
年



(
6
3
)

新
訳
解
説

ア
ン
ダ
ア
ゼ
ン
お
伽
噺

近
藤
敏
三
郎
訳

(四
月
)
東
京

長
谷
川
好
太
郎

(精
華
堂
書
店
)
発
行

19

㎝

12
行

彩

色

口
絵

1
葉

+
は
し
が
き

2
+
解
題

2
+
目
次

2
+
264

+
奥
広

2

P
〔40
銭
〕

◯
皇
帝

の
お
召
物
〈
昔
も
昔

大
む

か
し
、

或
国

に

一
人

の
皇
帝
が
あ

り
ま
し
た
、

此

の
お
方

の
お
道

楽

は
新

ら
し

い
お
召
物
が

お
好
き

で
し

て
、

何

で
も

人
目
を
驚

か
す
様

な

の
が
欲

い
、

天
下

一
品
と

い
ふ

の
を
織

ら

せ
た
い
な

ど

ゝ
、
宮

廷

の
お
手
許
金

は
悉
皆
其

の
為

め

に
使

は
れ
る

の
で
し
た
〉

◯
燐
寸
売

の
小
娘
〈

手
も
足
も
捩
断
れ

る
程
寒

い
、
雪

の
引
切

り
な

し

に
降

り
積

る
、
真
暗

な
大
晦

日
の
夜

の
こ

と

で
御

座

い
ま
す
。

／

こ
の
寒
気
と
暗
闇

の
中
を
、

見

る
も
哀
れ
な

一
人

の
小
娘
が

戞

々
と
身
を
慄

は
せ
な
が

ら

頭
を
覆
ふ
帽
子
も
傘
も
な
く
、

足

に
は
靴
も
穿

か
ず
、
街
衢

を
彷
徨

い
て
ゐ
ま
し
た
〉

目
次
―

◯
皇
帝
の
お
召
物

◯
雛
菊

◯
不
思
議
な
鞄

◯
燐
寸
売
の
小
娘

◯
火
打
箱

◯
悪
戯
児

◯
森

の
鶯

◯
独
楽
太
郎
と
お
毬

◯
お
妃
様
と
炒
豆

◯
高
慢
な
蕎
麦

◯
襯
衣
の
領
子

◯
仮
装
の
王
子

◯

一

滴

の
水

◯
鉛

の
兵
隊

◯
縢
針

◯
白
鳥
の
行
方

(
6
4
)

安
得
仙
家
庭
物

語

上
田
万
年
説
話

鐘
美
堂
編
輯
部
編
纂

(四
月
)
東
京

福
岡
元
治
郎

(鐘
美
堂
書
店
)
・
大

阪

中
村
由
松

・
中
村
寅
吉

(鐘

美
堂
書
店
)
発
行

22

㎝

12
行

彩
色

口
絵

(橋

口
五
葉
画
)
1
葉

+
序

4

+
目
次

4
+
610

+
奥
付

1

p

挿
画

12
葉

〔
1
円

50
銭
〕

◯
醜

い
家
鴨

の
雛
〈

野

に
出

て
見

る
と
何
も
彼

も
美

し
く
見

え
る
夏

の
事
、

小
麦

は
黄
色

に
、
燕

麦

は
青
く
、

緑

色

濃
き
牧
場

に
は
枯
草

の
幾
堆
が

立

っ
て
居

て
、

長

い
赤

い
足

で
歩
き

ま

は

っ
て
る
鸛

は
、

品

の
い

い
阿

母
か
ら

習

っ
て
埃

及
語

で
喋
舌

っ
て
居

る
。〉

◯

木
燧
売

〈
恐

ろ
し
く
寒

く

っ
て
、
雪

が
降

っ
て
、
真

暗

に
な

っ
て
来

た
、

そ
れ

は
夕
が

た

で
あ

っ
た

の
だ
―

而
も

大
晦

日

の
晩

で
あ

っ
た

の
だ

。〉

目
次
―

醜
い
家
鴨

の
雛

◯
霞
の
衣

◯
爺
さ
ん
の
為
る
事

◯
反
魂
鳥

◯
も

の
に
な
る

◯
火
打
箱

◯



幸
福
な

一
家

◯
鸛

◯
木
燧
売

◯
雪
の
女
王

◯
小
九
郎
次
大
九
郎
次

◯
野
育
の
白
鳥

◯
墓
中
の
幼
児

◯
歳

の
話

◯
蝦
蟆

◯
母
親
の
噺

◯
雛
菊

◯
小
海
姫

◯
競
走
者

◯
影
法
師

◯
蝸
牛
と
薔
薇
の
木

◯
大
悪
王

◯
麺
麭
を
踏
み
し
娘

◯

一
莢
の
五
粒
豆

◯
煙
突
掃
除
童
と
飼
羊
女

(
6
5
)

人
民

の
敵

イ
ブ

セ

ン
著

太
田
三
次
郎
訳

・
発
行

(八
月
)
東
京

政
教
社
発
行

23

㎝

13
行

序

2

+
231

+
奥

付

1

p
〔
75
銭
〕

〈

ヨ

ハ
ン
ナ

若

一
時

間
遅

か

ら
う
も

の
な

ら
貴

方

は
煮

返

し
も

の
で
我
慢

な

さ

ら
な
け

や
、

な

り

ま

せ
ん

よ
。

／

ビ

ッ
リ

ン
グ

(食

ひ

な
が

ら
)
非

常

に
甘

味

し

い
…

…
大

変

に
結
構

！
〉

(
6
6
)

幽
霊

イ
ブ

セ
ン
著

森
林
太
郎
訳

(
一
二
月
)
東
京

高
見
勝

(金
葉
堂
)
発
行

17

㎝

11
行

330

P
+
奥
付

1

p
〔
90
銭
〕

〈

女
中
。

(
か
す

め

た

る
声

に
て

。
)

な

ん

の
用
が

あ

る

の
だ

ら
う

ね

え
。

そ

こ
を

お
動
き

で
な

い
よ
。

そ

の
体

か

ら

は
雨

が
ぼ

た
ぼ

た
垂

れ

る
ぢ

や

な

い
か
。
〉

北
欧
文
学
編

明
治
必
年



英
米
文
学
編

【
明
治

36
年
】

(
6
7
)

艶
美
の

悲
劇
詩

パ
リ
シ
ナ

バ
イ

ロ
ン
著

木
村
鷹
太
郎
訳

(三
月
)
東
京

大
草
常
章

(松
栄
堂
書
店
)
発
行

18

㎝

10
行

(下
段
英
文
)

序

1
+
72
+
奥
付

1

p
〔
20
銭
〕

〈

ナ
イ

チ

ン
ゲ

ー
ル
の
高
き
調

の
囀

り
は
／
今

は
樹

の
間

に
ひ

ゞ
く
時

な
り
。
／
恋
人
等

の
交

は
す

言

の
葉

は
／

其

さ

ゝ
や
き

の

一
語

一
語

に
楽

し
き
時
な
り

。〉

【
明
治
38
年
】

(
6
8
)

海
賊

バ
イ

ロ
ン
著

木
村
鷹

太
郎

訳

(
一
月
)
東
京

副
島
優

(尚
友

館
書
店
)
発
行

〔
65
銭
〕

19

㎝

12
行

肖
像

1
葉

+

口
絵

2
葉

+
序

6

+
目
次

3
+

『海

賊
』

に
就

い
て
37
+
227

+
注
釈

9
+
奥
広

6

P

〈
緑
、

色
濃
き
海
原

の
／
歓
び
躍

る
波

の
上
／
吾
等

の
思
想

は
て
し
な
く
／
吾
等

の
心
自
由

に
て
、

／
風

吹
き

す

さ

ぶ
其
限

り
、
浪

は
泡
立

つ
其
極

み
、

／
吾
が

帝
国
と
打
ち
な
が

め
、
吾
が

住
家

と
そ
望
む

な
る
〉

【
明
治

39
年
】

(
6
9
)

シ

ェ
レ
ー

の
詩

小
原
無
絃

訳

(
一
月
)
東

京

日
高
藤
兵

衛

(
日
高
有

倫
堂
)
発
行

19

㎝

10
行

(下
段
英
文
)

肖
像

1
葉

+

シ

ェ
レ
ー
小
伝

(下
中
芳
岳
)
7

+
献
辞

1
+
序

1
+
目
次

2

+
140

+
奥

広

16

p
〔35
銭
〕

〈

(雲

の
詩
)
わ
れ

は
大
海
、
細
流

よ
り
、

／
渇
け

る
花

に
そ

ゝ
が

ん
と
、

／
す

ゞ
し
き

雨

を
齎

し

つ
／

わ
れ

は
か

す
け
き

影
を

垂
れ
、

／
真

昼

の
夢

に
よ

こ
た

は
る
／
木

々
の
瑞
葉

を
か
ば

ふ
か
な
〉

(
7
0
)

バ

ー

ン
ス
の
詩

小
原
無
絃
訳

(二
月
)
東

京

日
高

藤
兵
衛

(日
高
有

倫
堂
)
発

行

〔
30
銭
〕

19

㎝

10
行

(下

段
英
文
)

肖
像

1
葉

+
バ

ー

ン
ス
の
小
伝

(下
中
芳
岳
)
8

+
序

1

+
目
次

3

+
130

+
奥
広

16

p



〈

(山
雛

菊

に
与
ふ
)
瓣

の
尖
、
真
紅

の
や
さ
し
小
花
よ
、

／
凶

つ
日
、
爾
れ

こ
そ
わ
れ

に
逢
ひ
た
れ
、
／
あ
わ
れ

や
、
繊
き
爾
が
茎
、

わ
れ

は
／
塵
埃

の
裡

に
砕
き
去
る
を
や
、
／
あ

ゝ
今
、
爾
れ
を
ば
救

は
ん
ず

る
も
／

か
な
し

や
、
策
な
し
、
麗

は
し
珠
よ
〉

(全

30
編
)

(
7
1
)

乙
女
の
操

ロ
ン
グ

フ

ェ
ロ
ー
著

高
須
梅
溪
訳

(三
月
)
東
京

中
根
駒
十
郎

(新
潮
社
)
発
行

19

㎝

11
行

口
絵

1
葉

+
序

(抱

月
)
2

+
自

序

2
+

94

+

『
エ
ヴ

ン
ジ

ェ
リ

ン
』

の
作

者

・
『
エ
ヴ

ン
ジ

ェ
リ

ン
』

に
就

て
38

+
奥

広

6

p
〔
30
銭
〕

〈

(序

歌
)
此

処

は
昔

な
が

ら

の
森

な

り
。

老
松

の
梢
、

失

鳩

塔

の
幹

の
苔

衣
、

緑

な

る

を
纒

へ
る
が
、

高

く

御
空

に
聳

え

た

り
。
〉

(
7
2
)

ツ
ワ
イ
ス
ト
ー
ル
ド

・
テ
ー
ル
ス

ホ
ウ

ソ
ー
ン
著

松
本
信
夫
訳

(九
月
)
東
京

宮
川
保
全

(大
日
本
図
書
株

式
会
社
)
発
行

19

㎝

12
行

(鼇
頭
付
)

肖
像

1
葉

+
序

(畔
柳
都
太
郎
)
4
+
緒
言

4
+
目
次

2
+
小
伝

12
+
456

+
奥
広

1

p

〈

(
ハ
イ
デ

ッ
ガ
ー
博

士
の
実
験
)
か
の
奇
人
な
る

ハ
イ
デ

ッ
ガ
ー
老
医
学
博
士

は
、
或

る
時
其
書
斎

に
会
す
る
や

う

四
人

の
老
友
を
招
待
し
た
〉

(
7
3
)

恵
馬
遜
傑
作
集

エ
マ
ー
ソ
ン
著

大
谷

正
信
訳

(
一
一
月
)
東
京

宮

川
保
全

(大
日
本
図
書
株
式
会
社
)
発
行

19

㎝

12
行

は
し
が
き

8
+
恵
馬
遜

の

一
生

22
+
目
次

1
+
304

+
奥
付

2

p

〈

(自
然
論
)
現
代

は
回
顧
的
な
り
。
祖

先
の
墳
墓

を
建
造
す
る
な
り
。
伝
記
を
草

し
、
歴
史
を
草

し
、

批
評
を
草

す

る
な
り
〉

(
7
4
)

三
人
姫

青
年
英
文
学
叢
書
第
三
篇

ア
ー
ヴ

ィ
ン
グ
著

菅
野
徳
助

・
奈
倉
次
郎
訳
注

(
一
二
月
)
東
京

亀
井

忠

一
(
三
省

堂

書

店
)
発

行

15

㎝
(横

組
)

口
絵

1
葉

+
叢

書
序

3

+
緒

言

2
+
124

+
奥

広

2

p
〔
15
銭

〕

英
米
文
学
編

明
治
36
年
～
39
年



〈

そ

の
昔

し
グ

ラ
ナ
ダ

に
世
を
知

ろ
し
め
す

モ

ハ
メ
ッ
ド
と
云
ふ
王
が
あ

つ
た
。
其
御
名

に
加

へ
て
臣
下

の
者
共

は

エ
ル
、

へ
ー
ガ
リ
即

ち

レ
フ
ト

ハ
ン
デ

ッ
ド

(左
り
ぎ
き
)
と
云
ふ
添

へ
名

を
奉

つ
た
〉

[
明
治
40
年
】

(
7
5
)

ヴ

エ
ニ
ス
の
商
人

青
年
英
文
学
叢
書
第
四
篇

ラ
ム
著

菅
野
徳
助

・
奈
倉
次
郎
訳
注

(
一
月
)
東
京

亀
井
忠

一
(三
省
堂
書
店
)
発
行

15

㎝
(横

組
)

口
絵

1
葉

+
叢
書
序

3
+
緒
言

2
+
87
+
奥

広

14

P
〔
15
銭
〕

〈
猶
太
人

シ
ヤ
イ

ロ
ツ
ク
は
ヴ

エ
ニ
ス
に
住

ん
で
お

つ
て
、
基
督
信
者

の
商

人
等

に
高

い
利
息

で
金

を
貸

し
て
、

莫
大

な
身
代

を
積

上
げ

た
高
利
貸

で
あ

つ
た
。〉

(
7
6
)

宇
宙
人
生

の
神
秘
劇

天
魔

の
怨

バ

イ

ロ
ン
著

木
村
鷹

太
郎
訳

(
一
月
)
東
京

山
本
錬
蔵

(岡
崎

屋
書

店
)
・
宮
下
松

太
郎

(二
松

堂
書
房
)
発
行

19

㎝

12
行

口
絵

1
葉

+
目
次

1
+
序
論

『
カ
イ

ン
』

に
就

い
て
40

+
188

+
付
録

人
道

と
耶
蘇

教
と

の
衝
突

42
+
奥
付

1

P
〔
70
銭
〕

〈

ア
ダ

ム

永
遠
、

無
限
、

全
智

の
神

よ
―
爾

は

一
言
も

て
海

の
上
な
る
暗
黒

よ
り
、

水

の
上

に
光

を
造

り
し
神

な

り
―
頒

む

べ
き

か
な
。

エ
ホ
バ

は
帰

る
光

と
共

に
頒
む

べ
き

か
な
。
〉

付
録

は

『
バ

イ
ロ

ン

文
界

の
大
魔

王
』

の
中

の
第
十
章
。

(
7
7
)

無
人
島
日
記

青
年
英
文
学
叢
書
第
五
篇

デ

フ
ォ
ー
著

菅
野
徳
助

・
奈
倉
次
郎
訳
注

(三
月
)
東
京

亀
井
忠

一
(三
省
堂
書
店
)
発
行

15

㎝
(横
組
)

口
絵

2
葉

+
叢

書
序

3
+
緒
言

3
+
174

+
奥

付

1

p
〔
15
銭
〕

〈
千
六

百
五
十
九
年
、

九

月
三
十

日
。

―

余
、
哀

れ
果
敢

な

い

ロ
ビ

ン
ソ
ン
、

ク

ル
ー
ソ
ー
、

沖

で
恐

ろ
し

い

暴
風
雨

(あ
ら
し
)
中
難
船

に
出
遇
ひ
〉



(
7
8
)

蘆
分
小
舟

ヂ

ッ
ケ
ン
ス
著

池
雪
蕾
訳

(三
月
)
東
京

和

田
静

子

(春
陽
堂
)
発
行

19

㎝

13
行

彩
色

口
絵

1
葉

+
251

+
奥
広

4

P
〔45
銭
〕

〈
浮
世

の
海

は
広
け
れ
ど
も
、
頼

る
べ
渚

の
蘆
分
け
小
舟
、
沖
遠
く
漕
ぎ
出
づ
る
迄

の
障
り
繁
き

に
、
さ
ら

で
も

露
け
き
袂

を
絞

り
て
、
さ

て
は
且

つ
散
る
棹

の
雫
を
も
、
猶
ほ
袖

ぬ
ら
す
涙

の
雨

か
と
嘆

た
る

ゝ
は
、
誰
が
身
の

上

に
も
変
り
無
き
憂
き
節

で
あ

ろ
う
。〉

(
7
9
)

汗
血
千
里

マ
ゼ

ッ
パ

バ

イ

ロ
ン
著

木
村
鷹
太
郎
訳

・
発
行

(三
月
)
東
京

真
善
美
協
会
発
行

20

㎝

10
行

序

1
+
目
次

3
+
緒
言

『
マ
ゼ

ッ
パ
』

に
就

い
て
15
+
104

+
注
釈

4
+
奥
付

1
+
木
村
鷹
太
郎
氏

重
要
著
訳
目
録

2
+
広
告

7

p

〈
時

は
維
れ
、
惨
激
な
る
ポ

ル
タ
ワ
戦
争

の
後
、

／
運
命
瑞
典
王
を
離
れ
去
り
、

／
今

や
既

に
闘
ふ
能

は
ず
、

又

た
血
を
濺
ぐ
能

は
ざ

る
、
殺
戮
さ
れ
し
軍
隊
を
／
累

々
と
し
て
王

の
四
周

に
残

し
た
り
。〉

(
8
0
)

皇
子

ハ
ム
レ

ッ
ト

青
年
英
文
学
叢
書

ラ
ム
著

菅
野
徳
助

・
奈
倉
次
郎
訳
注

(七
月
)東
京

亀
井
忠

一

(三

省

堂
)
発
行

15

㎝
(横
組

)

口
絵

1
葉

+
叢

書

序

3

+
緒

言

2
+
134

+
謹

告

6

+
奥

付

1

p
〔
15
銭

〕

〈

丁
抹

の
王
妃

ガ

ー

ト

ル
ー
ド
、

ハ
ム
レ

ッ
ト
王

の
俄

か

の
崩

御

に
由

つ
て
寡

婦

と

な
ら

れ

た

る
が
、

王

死

し

て

未

だ

二

ヶ
月

も

立

た

ぬ
中

に
、

王

の
弟

ク

ラ
ウ
デ

ィ
ア

ス
と

結
婚

し
た
〉

(
8
1
)

含
差
草

シ

ェ
レ
ー
著

木
村
鷹
太
郎
訳

(九
月
)
東
京

宮
本
林
治

(武
林
堂
)
発
行

19

㎝

10
行

肖
像

1
葉

+
序

4
+
目
次

4
+
緒
言

39
+
82
+
註
釈
4
+
奥
付

1

p
〔70
銭
〕

一
条

成
美
画

く
御
園

の
内

に
含
差
草
／

一
も
と
生
え
ぬ
。
う
ら
若
き
／
風
、

白
銀

の
露
を
も

て
／
其
を

は

ご

く

め

ば
、
扇
な

す
／
其
葉
を
昼
は
ひ
ろ
げ

つ
ゝ
、
夜

の
接
吻

に
閉
す
な
り
〉

(
8
2
)

沙
翁
悲
劇

は
む
れ

つ
と

シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
著

山
岸
荷
葉
翻
案

(
一
〇
月
)
東
京

和
田
静
子

(春
陽
堂
発
行
)

英
米
文
学
編

明
治
39
年
～
40
年



15

㎝

11
行

緒
言
4

+

口
絵

1
葉

+
目
録

・
人
物

4
+
233

+
山
姫
松

轡
鑑

・
花
街
丹
前
姿

5
+
新

曲
毒
汁

4
+

春
陽

堂
発
行
書

の
上
演
年
表

(明
治

33
～

40
年
)
8
+
奥
広

16

p
〔
25
銭
〕

〈
氏
康

い
か

に
方

々
。
前

の
射

日
野
の
城

主
、

ま

つ
た
予
が
為

に
は
血
を
分
け

し
兄
君
た
る
、
葉

村
老
公
が
御

他
界

以
後
、

日
は

い
と

ゞ
浅
き
が
ゆ

え
、

か
の
人
情

の
極
よ
り
、
城

内
悉
く
愁
眉
を
顰

め
〉

(
8
3
)

通
俗
文
庫

第

一
編

天
路
歴
程

バ

ン
ヤ

ン
著

百
島
冷
泉
訳

(
一
一
月
)
東
京

山
縣
操

(内
外
出
版
協

会
)
発
行

19

㎝

13
行

口
絵

1
葉

+
序

2
+
例
言

2
+
92
+
奥

広
4

p
〔
20
銭
〕

〈

こ
れ

は
私
が
浮
世

の
曠
野
を
流
浪

つ
て
、

と
あ

る
洞
穴

に
休
息

み
、

つ
い
眠

つ
て
了

つ
た
時
、
見

た
夢
物

語

で

あ

る
。〉

(
8
4
)

父
子

の
決
闘

ア
ー
ノ
ル
ド
著

田
村
逆
水
訳

(
一
一
月
)
東
京

木
下
子
之
吉

(木
下
出
版

商
社
)

19

㎝

10
行

口
絵

1
葉

+
序

4

+
凡

例

2

+
序

論

11

+
108

+
付

録

縁

の
糸

79

+
奥

付

1

p
〔
45

銭

〕

〈
暁
風
残

月
、

ほ

の
ぐ

と
明
け
行
く
空

に
、

オ
ク
ザ

ス
の
河

の
面

に
は
／
狭
霧

立

ち
籠

め

つ
〉

(
8
5
)

短編
バ

イ

ロ
ン
詩
集

児

玉
花
外
訳

(
一
一
月
)
東

京

岩
崎
鉄
次
郎

(大
学
館
)
発
行

15

㎝

10
行

序

1
+
肖
像

1
葉

+
緒
言

2
+
バ
イ

ロ
ン
の
生
涯

14
+
目
次
5

+
222

+
奥
広

10

p
〔
30
銭
〕

〈

(若
き
令

嬢

の
天
折
)
美

し
か
り
し
令
嬢

の
墳

墓
を
我
れ
訪
つ

れ
て
、

／
我
が
愛
す

る
屍

の
土

の
上

に
、

四
季
を

り
く

の
花
を
撒
き
散

ら
し

ゝ
時
、

／
風
も
荒

さ
ま
ず
、

夜
も

い
と

ど
淋

し
く
静

や

か
に
、

些

の
微

風
さ

へ
樹
梢

を
鳴
ら
さ
ず
。
)

(
8
6
)

女

子
大
学

テ

ニ
ソ
ン
著

深
江
種

明
訳

(
一
二
月
)
東

京

内

田
正
義

(東

西
社
)
発
行

19

㎝

12
行

(竈

頭
付
)

彩
色

口
絵

1
葉

+
自
序

3

+
250

+
奥
付

2

p
〔
60
銭
〕

〈
吾
輩

は
皇

子

で
あ

る
。

眼
涼

し
く
顔
美

し
く
、
婀

娜
な
気
性

は
春

の
様
、

女

子

に
似

た
る
垂
髪

は
、
吾

が
床

の

上

に
影
冴
ゆ

る
、
北
斗

の
光

に
色
付

て
、
黄

金

の
環

を
連

ね

て
居

る
。〉



(
8
7
)

沙
翁
物
語
十
種

ラ
ム
著

小
松
月
陵
訳

(
一
二
月
)
東
京

大
橋
新
太
郎
(博
文
館
)
発
行

19

㎝

12
行

口
絵

2
葉

+
序
文

2
+
解
題

一
般
5
+
目
次

2
+
290

p

〈

(夏

の
夜

の
夢
)
亜

丁
市

に

一
つ
の
法
律
が
施

か
れ
て
、

親
た
る
も

の
は
其
娘

を
自
分

の
好
む
青
年

に
、

否
応
云

は
せ
ず
嫁

に
行
く
や
う

に
強
迫
す
る
権
利
を
与

へ
ら
る

ゝ
事
と
成

つ
た
。〉

目
次
―

○

夏

の
夜

の
夢

○

し

つ
ぺ

い
返
し

○
終
よ
き
皆

よ
し

○

か
ら
騒
ぎ

○
？
婦
馴
ら
し

○

ヴ

ェ

ロ
ナ
の
二
紳

士

○
間

違

の
喜

劇

○

タ
イ

モ

ン

○

ペ
リ

ク
リ

ー
ズ

○

シ
ム
ベ

リ

ン

(
8
8
)

ガ

リ
ヴ

ァ
ー
小
人
国
旅
行

青
年
英
文
学
叢
書

菅
野
徳
助

・
奈
倉
次
郎
訳
注

(
一
二
月
)
東
京

亀
井
忠

一

(三

省
堂
書
店
)
発
行

15

㎝
(横
組
)

叢
書

序
3
+
緒
言
2
+
189

+
奥
広
10

p
〔
15
銭
〕

〈
私

の
父
は

ノ
ツ
チ

ソ
ガ

ム
シ
ヤ
に
少
し
地
面
を
有

つ
て
て
、
私

は
五
人

の
息
子

の
三
番

目
で
あ

つ
た
。〉

(
8
9
)

ア
ダ

ム
の
日
記

ト
ウ

ェ
ー
ン
著

本
間
久
四
郎
訳

・
発
行

(
一
二
月
)東
京

文
禄
堂
書
店
発
行

19

㎝

10
行

口
絵

1
葉

+
読
者

に
申

す

4

+

マ
ァ
ク
、

ト
ウ

エ
ー

ン
が

事

5

+
60

+
奥

広

4

p

挿

画

16
葉

〈

月

曜

日

今

朝

髪

の
毛

の
長

い
変

な
動
物

現

は
る
。

正
体
解

ら
ず

。

煩

さ
く

付
き

纏

ふ

こ
と

御
話

に
な

ら
ず
、

困

つ
た
も

の
な
り

〉

【
明
治

41
年

】

(
9
0
)

愛
国
小
説

魔
法
修
業
者

リ

ッ
ト

ン
著

抱
花
生
訳

(二
月
)
東
京

岩
崎
鉄
次
郎

(大
学
館
)
発
行

19

㎝

12
行

は

し
が
き

(九

穂
散

士
)
1

+
目
次

5

+

口
絵

1
葉

+
242

+
奥

広

18

p

〈

時

し
も

西
暦

一
四
九

一
年

の
夏
、

西

班

牙

王

フ

エ
ル
デ

イ

ナ

ソ
ド
と
后

イ

サ
ベ

ラ

の
大

軍

は
稲
麻

竹

葦

の
如

く

ク

ラ

ナ
ダ

の
都

市

を

取

囲
み

ぬ
。
〉

(
9
1
)

黄
金
虫

ボ

ー
著

本
間
久
四
郎
訳

(二
月
)
東
京

堀

野
与
七

(文
禄
堂
)
発
行

英
米
文
学
編

明
治
40
年
～
41
年



19

㎝

10
行

口
絵

1
葉

+

は

し
が

き

4

+

94

+
あ

と

が
き

6

+
広

告

8

+
窓

の
顔

(
コ
ナ

ン

・
ド

イ

ル
)
58

+
あ

と

が

き

1

+
奥

広

2

p
〔
30
銭

〕

〈

数

年

前

に
私

は
ウ

ィ

リ

ア

ム
、

レ
グ

ラ

ン
ド
と

云

ふ
人

と

懇

意

に
な

つ
た
。

此

人

は
或

る

名
門

の
末

で
、

曽

て

は
富

有

の
身

で
あ

つ
た
さ

う

だ

が

。
〉

(
9
2
)

伝
記
物
語
(少
年
画
師
)

青
年
英
文
学
叢
書

ホ
ー
ソ
ル
ン
著

菅
野
徳
助

・
奈
倉
次
郎
訳
注

(五
月
)
東
京

亀

井
忠

一
(三
省
堂
書
店
)
発
行

15

㎝
(横
組
)

肖
像

1
葉

+
叢
書
序

3
+
緒
言

3
+
96
+
奥
広

9

p
〔
15
銭
〕

〈

エ
ド

ワ
ー
ド
、

テ

ム
プ

ル
が

八
九
歳

の
時
分
、
眼
病

に
罹

つ
た
。〉

(
9
3
)

ロ
ビ

ン
ソ

ン
漂
流

記

通
俗
文
庫
第

六
編

デ

フ
ォ
ー
著

百
島

操
訳

(六
月
)
東
京

山
縣
文

夫

(内
外
出
版
協

会
)
発
行

19

㎝

13
行

序

1
+
79
+
奥
広

8

p
〔20
銭
〕

〈

私

は
紀

元

一
千
六
百
三
十

二
年

に
、

英

国
は

ヨ
ー
ク
市

に
生
ま
れ

た
者

で
あ

る
。〉

(
9
4
)

ジ

ョ
ン
ブ

ル

又
名
英
吉
利
気
質

マ
ク

ス

・
オ
ー

レ
ル
著

正
木
照
蔵

訳

高
橋

五
郎
校
閲

(九
月
)
東
京

鶴

田
久
作

(玄
黄
社
)
発
行

19

㎝

12
行

序

(林
董
)
3
+
原
序

2
+
小
引

5

+
目
録

11
+
352

+
奥
付

1

p
〔
55
銭
〕

〈

「
ジ

ョ
ン
ブ

ル
」

は
筋

力
逞

し
き
腕
と
、
長
く
広
く

平

た
く

且

つ
重
き

足
と
、

何

に
て
も

掴

み
た
る
も

の

は
、

確

り
と
保

ち
得

る
鉄
顎
と

を
有
す

る

一
大
地

主
な
り
〉

(
9
5
)

豪
胆
少
年
奮
闘
美
談

対
訳
詳
注

西
洋
御
伽
噺
叢
書
第
二
篇

松
浦
政
泰
訳

(九
月
)
東
京

内
田
正

一
(東
西
社
)
発
行

19

㎝
(横
組
)

口
絵

2
葉

+
筋
書

1
+
82
+
付
録

慣
用
句
要

覧
7

+
奥
広

4

p
〔
20
銭
〕

〈
数
年

前
、

ホ

ー
ル
と

い
ふ
澳

太
利

の
小
さ

い
町

に
、

オ
ー
グ

ス
ト
、

シ

ュ
ツ
レ
ー
ラ
と

い
ふ
が
、

家
族

と
共

に



住

ん
で
居
た
。〉

(
9
6
)

小
人
島
大
人
島
抱
腹
珍
談

対
訳
詳
注

西
洋
御
伽
噺
叢
書
第
四
編

ス
ウ

ィ
フ
ト
著

松
浦
政
泰
訳
注

(
一
◯
月
)
東
京

内

田
正

一
(東
西
社
)
発
行

19

㎝
(横
組
)

口
絵

1
葉

+
緒
言

2
+
目
次

1
+
108

+
奥
広

3

p
〔
20
銭
〕

〈
子
供

の
時

か
ら
、
水
夫

に
な

ッ
て
異
国

へ
行
き
、

珍
ら
し

い
物
を
見
た
い
も

の
と
思

ッ
て
居
た
か
ら
、

学
校
又

家
庭

で
書
物
を
読
む
時

に
も
、
そ

ん
な
生
涯
を
送

る
時

に
役

に
立
ち
そ
う
な
事
柄
を
知

り
た
い
と
、

い
つ
も
心
掛

け
て
居
た
。〉

(
9
7
)

ミ
ル
ト
ン

失
楽
園

始
祖
夫
婦
純
愛

の
巻

ミ
ル
ト
ン
著

内
村
達
三
郎
訳
注

(
一
一
月
)
東
京

宮
辺
富
次
郎

(建
文

館

)
発
行

19

㎝

口
絵

1
葉

+
序

2

+
総

説

18

+
154

+
奥

広

12

+

(横

組
)
英
文

原
文

35

+

V
o
c
a
b
u
la
r
y

51

p

〈

噫

「
災

な

る
哉

地

に
居

る
者

よ
」

と
、

是

れ

な

ん
悪

龍

再
び

敗

れ

て
其

耻

辱

を
人

類

に
雪

が

ん
と

し
怒

り

て
地

に
降

り
し
時

な
り
き

〉

【
明
治

42
年
】

(
9
8
)

オ
セ

ロ

青
年
英
文
学
叢
書
第
十
六
篇

ラ
ム
著

菅

野
徳
助

・
奈
倉
次
郎
訳
注

(
一
月
)
東
京

亀
井
忠

一

(三

省

堂
書

店
)
発
行

15

㎝
(横

組
)

口
絵

1
葉

+
叢

書

序

3
+
緒

言

1

+
105

+
奥

広

6

p
〔
15
銭
〕

〈

ヴ

ェ
ニ
ス
の
有

福

な

る
議
官

プ

ラ

バ

ン

シ

ヨ
ー

に
デ

ズ
デ

モ

ナ
と

云

ふ
優

し

い
美

し

い

一
人

の
娘
が

有

つ
た
〉

(
9
9
)

悲
劇

オ
セ

ロ

シ

ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
著

菅

野
徳
助
訳
注

(三
月
)東
京

鶴

田
久
作

(玄
黄
社
)
発
行

〔
1
円
50
銭
〕

22

㎝
(横

組
)

緒

言

4
+

ジ

ョ
ン
ソ

ン
の
沙

翁

論

4

+
登

場
人

物

1
+
396

+
奥

広

2

p

挿

画

10
葉

〈

ロ
デ

リ

ゴ
。

い
や

モ
ー
聞
き

た
う

な

い
。

イ

ヤ
ゴ

ー
殿
、

貴

殿

は
我

財
布

を
、

紐

は
自

分

の
も

の

ゝ
様

に
、

思

英
米
文
学
編

明
治
41
年
～
42
年



ふ
儘

に
な
し
置
き

な
が
ら
、

(予

て
よ
り
)
此
事

を
承
知

し
居

る
と

は
〉

(
1
0
0
)

冒
険
奇
談

奮
闘
の
生
涯

デ

フ
ォ
ー
著

松
島
剛
監
修

学
窓
余
談
社
訳

(四
月
)
東
京

和
田
静
子
(春
陽
堂
)
発
行

19

㎝

14
行

(鼇

頭
付
)

彩
色

口
絵

1
葉

+
地
図

2
葉

+
序

4
+
肖
像

1
葉

+
小
伝

7
+
凡
例

1
+
目
次

2
+
338

+
奥
広

2

p

〈
我

は
紀
元

一
千
六
百
三
十

二
年

に
、
英

国

の
イ

ン
グ

ラ
ン
ド
州

ヨ
ル
ク
市

の

一
良
家

に
生
ま
れ

た
り
。〉

(
1
0
1
)

シ

ェ
ー
ク

ス
ピ

ー
ア
物
語

通
俗
文
庫
第

八
編

ラ
ム
著

百
島
操
訳

(七
月
)
東

京

山
縣
文
夫

(内

外
出
版
協

会

)
発

行

19

㎝

13
行

序

1

+
目
次

1

+

90

+
奥

広

20

p

〈

曽

て
、

あ

る
離

れ

小
島

が

、

沖

に
唯

一
つ
ぼ

つ
ち
り

あ

つ
た
。

此

の
島

に

は
プ

ロ
ス
ペ

ロ
と

い
ふ
老

人
が

、

そ

れ

は
く

美

し
い
唯

一
人

の
娘
、

ミ
ラ

ン
ダ
と
両
人

で
住

ん
で
ゐ

た
。〉

目
次
―

◯
暴
風
雨
物
語

(引
用
)

◯
御

意

の
儘
物

語

◯
冬
物
語

(
1
0
2
)

ロ
ビ

ン
ソ
ン
ク

ル
ー

ソ
ー
の
話

初
等

英
語
叢

書
第

八
篇

デ

フ
ォ
ー
著

鈴
木

正
士
訳
注

(
一
一
月
)
東
京

小

酒
井

五

一
郎

(英
語

研
究
社
)
発
行

19

㎝
(横
組
)

叢
書

の
序

2

+
緒
言

3
+
小
伝

3

+
146

+
奥

広

8

p
〔
25
銭
〕

〈
僕

は
千
六

百
三
十

二
年
、

ヨ
ー
ク
市

に
初
生
声
を
挙
げ

た
。〉

(
1
0
3
)

ガ

リ
ヴ

ァ
ー
旅

行
記

ス
フ

ィ
フ
ト
著

松
原

至
文

・
小
林

梧
桐
訳

(
一
一
月
)
東

京

小
林
啓
蔵

(昭
倫
堂
)
発
行

19

㎝

12
行

は
し
が
き

6

+

口
絵

1
葉

+
発
行
人

よ
り
読
者

へ
(
シ

ン
プ

ソ

ン
)
4
+
目
次

12

+
487

+
奥
付

1

p

挿

画

3
葉

〔80
銭
〕

〈

私

の
父

は

ノ

ッ
チ

ン
ガ

ム

シ
ャ
ア
に
些
少
許
り

の
地
面
を
持

つ
て
居

た
も

の
で
、

私

は
其

五
人
息

子

の
三
番

目

で
あ

る
。〉



(
1
0
4
)

ラ

セ

ラ

ス
王

子
物

語

ジ

ョ
ン
ソ

ン
著

坂

本

大
風

訳

(
一
二
月
)
東

京

山

縣
文

夫

(内

外

出
版

協

会
)
発
行

19

㎝

12
行

肖
像

1
葉

+
緒

言

3

+
目
次

3
+

96

+
奥

広

24

p
〔
20
銭
〕

〈

世

の
人
、

明

日
あ

り
と

思

ふ

こ
と
勿

れ
。

明

日
を
空

頼

み

し

て
、

今

日

の
尊

き

こ
と

を
知

ら

ぬ
も

の

は
、

此

の

上
も

な

き
愚

者

。

幼
時

の
望

は
必
ず

老

後

に
成

る
と

は
定

ま

ら
ず

。
〉

(
1
0
5
)

ハ

ム
レ

ッ
ト

シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア
著

坪

内

逍
遙

訳

(
一
二
月
)
東

京

早

稲

田
大
学

出
版

部

・
富

山
房

発
行

19

㎝

12
行

写
真

1
葉

+
緒

言

14

+
登

場

人
物

4

+
266

+
付
録

「
ハ
ム

レ

ッ
ト
」

と

キ

ッ
ド
が
作

と

の
関

係

18

+
奥

付

1

p
〔
1
円

35
銭

〕

〈

バ

ァ

何
者

ち

ゃ
？
／

フ
ラ

ン

あ

い
や

其
許

こ
そ
。

待

て
、

名

宣

ら

し

め
。

／

バ

ァ

今

上

万
歳

！
〉

【
明
治

43
年
】

(
1
0
6
)

ア
イ
バ

ン
ホ
ー

ス

コ
ッ
ト
著

小
原
無
絃
訳

(二
月
)
東
京

山
縣
文
夫

(内
外
出
版
協
会
)
発
行

19

㎝

12
行

80
+
奥
広

24

p
〔20
銭
〕

〈
今

は
八
百
年

の
昔
、

英
国
は
、
獅

子
魂
と
呼
ば

れ
た
程

の
武
勇
絶
倫
な

リ
チ
ャ
ー
ド
王

の
治
下

に
あ

ッ
た
。〉

(
1
0
7
)

処
世
論

エ
マ
ー
ソ
ン
著

高
橋
五
郎
訳

(二
月
)
東
京

鶴
田
久
作

(玄
黄
社
)
発
行

19

㎝

12
行

(鼇

頭
付
)

序

4
+
目
次

2
+
414

+
奥
広

8

p
〔1
円

20
銭
〕

〈
数
年
前

の
、
或

る
冬
季
中
、
偶

ま
我
が
国

の
都
会

に
て
は
、
時
勢

の
理
と

い
ふ
事
を
論
ず

る
甚

だ
盛

ん
に
し
て
、

奇
遇
と
言
は
ば
言

へ
、

四
五

の
名
士
は
破
士
頓

又
は
新
約
克

の
市
民

に
向

ひ
て
、
各

々
時
代

の
精
神

に
関
す

る

一

場

の
演
説
を
為
し

つ
ゝ
あ
り
き
。〉

目
次
―

◯
運
命

◯
勢
力

◯
富
有

◯
修
養

◯
礼
儀

◯
礼
拝

◯
余
論

◯
美

◯
迷
想

(
1
0
8
)

エ
マ
ー
ソ
ン
論
文
集

第

一
巻

水
島
慎
次
郎
訳

(三
月
)
東
京

山
縣
文
夫

(内
外
出
版
協
会
)
発
行

22

㎝

14
行

序

2
+
例
言

1
+
目
録

3
+
153
+
奥
広

16

p
〔
30
銭
〕

英
米
文
学
編

明
治
42
年
～
43
年



〈
近
き
頃
、
我
が
米

国
の
都
市

は
、

一
冬
、

大

に

「時
代

」

の
理
論

を
研
究

し
た
り
。

ボ

ス
ト
ン
、
紐

育

の
両
地

に
て
、
各

々
四
五
の
名
あ
る
人
物
が
、

同
時

に
市
民

の
前

に

「
時
代
精
神
」

の
講
話
を
為

し

ゝ
も

一
奇

と
謂

ふ
べ

し
。〉

(運
命
、
力
、
富

の
三
編
収
録
)

(
1
0
8
)

b

ヴ

ェ
ニ
ス
の
商
人

法

廷
の
場

土
肥
春
曙

訳

(三
月
)

↓
(
5
9
)イ
プ
セ
ン

社

会

劇

鏑

木

秀

子

317

～

340

p

〈
公
爵

ア

ン
ト

ニ
オ
は
ま
ゐ

つ
て
居
る
か
。

／

ア

ン
ト

ニ
オ

此

処

に
さ
し
控

へ
て
居
り
ま
す
。

／
公
爵

慈

悲
憐
愍
な
ど
と

い
ふ
考

は
兎

の
毛
程
も
有

た
ぬ
、
情

な
き
木

石
、
人
非
人

の
悪
魔

シ
ヤ
イ

ロ
ツ
ク
の

や

う

な

者

を
敵

手

に
、
今

日
当
法

廷

へ
ま
ゐ

つ
た

の
は
、
予
も

気

の
毒

に
思
ふ
。
〉

(
1
0
9
)

後

の

ロ
ビ

ン
ソ

ン

初
等

英
語
叢
書
第
十

一
篇

デ

フ

ォ
ー
著

鈴
木
正
士
訳
注

(五
月
)
東
京

小

酒
井

五

一
郎

(英
語
研
究
社
)
発
行

19

㎝
(横
組
)

叢
書

の
序

2
+
緒
言

3
+
目
次

1
+
発
音
符

1
+
142

+
奥
広

16

p
〔
25
銭
〕

〈
僕

は
孤
島
を
見
捨

て

ゝ
、

英

国
に
帰

つ
て

い
く

と
、

丸
で

一
人

の
知
己
も
居
な

い
、

他
郷

に
来
た
も
同
様

で
あ

る
。〉(1
1
0
)

小
公
子

バ

ー
ネ

ッ
ト
著

巌

谷
季
雄
訳

(六

月
)
東
京

野
村
鈴
助

(新
橋
堂
書
店
)
・
服
部

国
太
郎

(服
部
書
店
)

発
行

挿
画

2
葉

〔
75
銭
〕

18

㎝

11
行

序

2
+
舞
台

面

1
+

口
絵

1
葉

+
256

+
家
庭
劇
小
公

子

に
就

て
(中
村
春
雨
)
4
+
奥
付

1

p

〈

メ
リ
ー

ま

ア
、

何
う

だ
ら
う
。

矢
張
り
人

に
備

つ
て
居

ら

つ
し
や
る

ん
だ
ね

エ
。

ど

ん
な
大
家

の
坊
様

だ

つ

て
、

我
家

の
坊
様

の
や
う
な
、

御
容
貌

の
好

い
、

推
出

し

の
立
派
な
方

は
、

本
当

に
あ

り
や
し
無

い
。〉

(
1
1
1
)

漂
流
奇
談

新
訳
ロ
ビ
ン
ソ
ン

デ

フ
ォ
ー
著

笹
山
狂
浪
訳

(七
月
)
大
阪

又
間
安
次
郎

(精
華
堂
書
店
)
発
行

19

㎝

12
行

は
し
が
き

1

+
目
次

3
+
191

+
付

一
年

間

の
日
誌

38
+
奥
付

1

p
〔35
銭
〕

〈
西
暦
千

六
百
三
十

二
年

に
イ
ギ

リ

ス
の

ヨ
ー
ク
と

い

へ
る
町

に
於

て

一
人

の
冒
険
児

は
呱

々
の
声

を
挙

け
た
り
〉



(
1
1
2
)

新訳

フ
ラ
ン
ク
リ

ン
伝

笹

山
狂
浪
訳

(七
月
)
大
阪

又
間
安
次
郎

(精
華
堂
書
店
)
発
行

19

㎝

12
行

は
し
が
き

1
+
目
次

8
+
228
+
奥
付

1

p
〔
35
銭
〕

〈
私

は
私

の
祖
先

の
逸
話
だ
と
ド

ン
奈

に
瑣
細
な
も

の
で
も
蒐
集
す
る
の
を
道
楽

に
し
て
ゐ
た
〉

(
1
1
3
)

新
亜
刺
比
亜
物
語

ス
チ
ー
ヴ

ン
ソ
ン
著

若
月
紫
蘭

・
帆
引
徹
巌
訳

(八
月
)
東
京

鈴
木
種
次
郎

(三
教
書
院
)

・
山
本
銀
次
郎
発
行

〔1
円
50
銭
〕

22

㎝

13
行

は
し
が
き

2
+
小
伝

4
+
目
次

1
+
彩
色

口
絵

1
葉

+
504

+
奥
付

2

p

挿
画
12
葉

〈

(自
殺
倶
楽
部
)
ボ

ヘ
ミ
ヤ
国
の
王
子

フ

ロ
リ
ゼ

ル
親
王
は
、

其
挙
動

の
如
何

に
も
奇
異
な

の
と
、
加
ふ
る
に
其

性
質
が
寛
仁
大
度

な
の
で
、

目
下
逗
留
中

の
倫
敦

で
は
上
下

一
般

の
敬
愛

は
素
晴
し

い
も

の
で
あ

る
〉

目
次
―

◯
自
殺
倶
楽
部

◯
大
宝
石

◯
別
荘
の
美
人

◯
不
思
議
な
家

◯
夜
の
宿

(
1
1
4
)

ロ
ミ
オ

と

ジ

ュ
リ

エ

ッ
ト

シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア
著

坪
内

逍

遙

訳

(九

月
)
東

京

早
稲

田
大

学
出

版

部

・
富

山
房

発

行
19

㎝

12
行

口
絵

1
葉

+
緒

言

38

+
登

場

人
物

4

+
220

+
奥
付

1

p
〔
1
円

35
銭
〕

〈

サ

ム

グ

レ
ゴ

リ

ー
、

実

の

こ

っ
ち

ゃ
、

誰
れ

が
炭

奴

の
役

な
ぞ

を

す

る
も

の
か
え

。
〉

(
1
1
5
)

小

公

子

通

俗

文
庫

第

十
編

バ

ー
ネ

ッ
ト
著

百
島

操

訳

(
九

月
)
東

京

山

縣
文

夫

(内

外
出

版

協
会

)
発

行

19

㎝

13
行

序

1

+
緒
言

1

+
79

+
奥

広

8

p
〔
20
銭
〕

〈
紐

育

の
或

る

町

に
、

セ
ド

リ

ッ
ク

の
母
親

は
、

セ
ド

リ

ッ
ク
と

外

に

メ
リ

ー
と

い
ふ
女

中

を

一
人
使

つ
て
佗

住

を
し
て
居
た
。
―

〉

(
1
1
6
)

フ
ラ
ン
ク
リ

ン
自
叙
伝

竹
村
脩
訳

(九
月
)
東
京

山
縣
文
夫

(内
外
出
版
協
会
)
発
行

22

㎝

14
行

肖
像

1
葉

+
249
+
奥
広

16

P
〔
80
銭
〕

〈
余

は
祖
先

の
逸
話
と

い

へ
ば
、
其

の
事

の
大
小
を
問

は
ず
知

ら
ま
く
欲

せ
し
か
ば
、
卿
と
共

に
英

国
に
滞
在
中
、

英
米
文
学
編

明
治
43
年



縁
者

の
遺
墨

に
我
が
祖
先

の
事

を
研
究

し
、

又
此
旅
行
も
、

斯

か
る
目
的

に
因
り
し
も

の
な

る
は
〉

(
1
1
7
)

小

公
女

バ

ア
ネ

ッ
ト
著

藤
井
繁

一
訳

(
一
◯

月
)
東
京

田
中
増
蔵

(聚
精
堂
)
発
行

22

㎝

14
行

序

(坪
内
逍
遙
)
2
+
例
言
1
+
目
次

2
+
彩
色

口
絵

1
葉

+
374

+
奥

広

6

p
〔
1
円
〕

〈
薄
暗

い
冬

の
或

る
日

の
こ
と
、
黄

色
な
重
苦
し

い
濃
霧
が
、

ど
ん
よ
り
と
倫
敦

の
街
衢

を
罩

め
て
、
家

々
に
は

洋
灯
が
点
さ
れ
、

店
舗

の
硝

子
戸
は
、

丁
度
夜
間

の
や
う

に
キ
ラ
く

と
瓦
斯

の
光
り

に
輝

い
て
居

る
時
、
妙

な

顔
容

の
、

小
さ
な
少
女
さ

ん
が
、

お
父
さ

ん
と

一
緒

に
、

一
頭
立

の
馬
車

に
乗

つ
て
、

徐

か

に
大
通

り
を
駈
さ

せ

て
居
ま
し

た
。
〉

(
1
1
8
)

ロ
メ
オ

と
ジ

ュ
リ

エ
ト

青
年
英
文
学
叢
書

ラ

ム
著

菅

野
徳
助

・
奈

倉
次
郎
訳
注

(
二

月
)
東
京

亀
井

忠

一
(三
省
堂
書
店
)
発
行

15

㎝
(横
組
)

口
絵

1
葉

+
叢

書
序

3
+
緒
言

1
+
123

+
奥
広

18

p
〔15
銭
〕

〈
ヴ

ェ
ロ
ナ
市

に
キ

ャ
ビ

ュ
レ
ッ
ト
、

モ
ン
タ
ギ

ュ
と
云

ふ
二
大
豪

族
が
あ

っ
た
。〉

【
明
治

44
年
】

(
1
1
9
)

奮
闘
美
談

ろ
び
ん

そ
ん
く
る
う
そ
う

デ

フ
ォ
ー
著

松
島
剛
監
修

学
窓
余
談

社
訳

(
一
月
)
東

京

和

田
静

子

(春

陽
堂
)
発
行

22

㎝

15
行

肖
像

1
葉

+
地

図
3
葉

+
合
巻
序

2
+
序

3
+
小
伝

7

+
凡
例

2
+
目
次

5
+
719

+
奥

付

2

p

〈
我

は
紀

元

一
千
六
百
三
十

二
年

に
、
英

国

の
イ

ン
グ

ラ

ン
ド
州
、

ヨ
ル
ク
市

の

一
良
家

に
生

れ
た

り
。〉

(
1
2
0
)

ガ

リ
ヴ

ァ
ー

旅

行

記

小
人
国
大
人
国

ス
ウ

ィ
フ
ト
著

近
藤
敏
三
郎
訳

(
一
月
)
東
京

長
谷
川
好
太
郎

(精
華
堂
)
発
行

19

㎝

12
行

口
絵

2
葉

+
解

説

2
+
緒

言

2
+
230

(61
～
66

p
欠
)
+
奥
広

2

p

〈
俺

の
父
と

い
ふ

の
は
全
体

ノ

ッ
チ

ン
ガ

ム

シ
ャ
ア
ー
に
猫

の
額
程

な
地
面
を
持

っ
て
ゐ
た
人

で
、

俺

は
其

の
五

人
あ

っ
た
息

子

の
内

で
、

三
番

目
に
生
れ

た
腕
白
者
だ

っ
た

の
だ
〉



(
1
2
1
)

エ

マ
ー
ソ

ン
論

文

集

戸

川

秋
骨

訳

(
三
月
、

(下)

四

五
年

一
月
)
東

京

鶴

田
久
作

(玄

黄
社

)
発

行

二
冊

19

㎝

12
行

(上
)
肖
像

1
葉

+
緒

言

4

+

目
次

2

+
630

+
奥
広

8

p
、

(下

)
肖
像

1
葉

+
目
次

1
+
491

+

奥

広

15

p
〔
(上
)
1
円

40
銭
、

(下
)
1
円

20
銭
〕

〈

(歴

史

論
)
あ

ら

ゆ

る
個

人

を
通

し

て

一
貫

せ

る

一
個

の
心

あ

り
。

各

個
人

は
み
な

此

の
心
と

そ

の
全
局

に
到

る

の
溝

渠

た

る
な

り

。
〉

(
1
2
2
)

オ

セ

ロ
ー

シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア
著

坪

内

逍
遙

訳

(
四
月

)
東

京

荒

川
信

賢

(
早
稲

田
大
学

出
版

部

)
・
坂

本
嘉

冶

馬

(富

山
房

)
発
行

19

㎝

12
行

彩

色

口
絵

1
葉

緒

言

12

+
登

場
人

物

2
+
249

+
奥

付

1

p
〔
1
円

35
銭

〕

〈

ロ
デ

リ

え

ゝ
！

聴

か

ぬ
わ

い
。

予

の
財

布

を
自

身

の

ゝ
や
う

に
使

ひ
散

ら

い
て
ゐ

た
お

主
が
、

此
事

を
知

つ
て

ゐ
た

と

は
酷

い
わ

い
。
〉

(
1
2
3
)

ガ

リ

ヴ

ァ
ー

小
人
国
大
人
国
漂
流
記

ス
ウ

ィ
フ
ト
著

風
浪

生
訳

(四
月
)
東
京

磯
部
辰
次
郎

(甲
陽
堂
)
発
行

19

㎝

11
行

口
絵

1
葉
+
凡
例

3
+
目
次

2
+
165

+
奥
付

1

p

〈
私

(
ガ
リ
ヴ

ァ
ー
自
分
を
か
く
言
ふ
)
は
生
れ
付
海
が
好

で
あ

つ
た
の
で
、
今

に
成
人

に
な

つ
た
ら
水
夫

に
な

つ

て
世
界
各
国
を
旅
行
し
、
あ
わ
よ
く
ば
前
人
未
発

の
所

へ
行

つ
て
、

珍
ら
し
い
も

の
を
見
物

し
た

い
も

の
だ
〉

(
1
2
4
)

イ
ー
ノ

ッ
ク

ア
ー
デ

ン

テ

ニ
ス
ン
著

長
谷
川
康
訳

(五
月
)
東
京

宮
辺
富
次
郎

(建
文
館
)
発
行

19

㎝

12
行

彩
色

口
絵

1
葉

+
序

2
+
88
+
奥
広
16
+
(横
組
)
肖
像

1
葉

+
E
n
o
ch

A
rd
e
n

に
就

い
て
2
+

英
文
原
文
34
+
注
釈
49
+
正
誤

1

p
〔
60
銭
〕

〈
遙

に

つ
ゞ
く

岨
岸

に

壊
れ
落
ち
た
る

罅
隙
あ
り
、
／
其
罅
隙

に
は

泡
ぞ
立

つ

磯

の
真
砂
地

ほ
の

白
し
、

／
か
な
た

の
狭
き

埠

頭
に
は

一
ト
群
な
ら

ぶ

赤
き
屋
根
、
／
わ
び
し
く
起

て
る

廃
寺
を

見
上

げ

つ
行
け
ば

尚
高
う
／
長
き
街
道

高
塔

の

立
て
る
磨
舎

に

通

ふ
な
り
〉

英
米
文
学
編

明
治
43
年

～
44
年



(
1
2
5
)

小
山
羊

の
歌

エ
ッ
ヂ

ヲ
ー

ス
著

本
間
久
訳

黒
崎
修
斎

画

(五
月
)
東
京

中
井
真

三

(良

明
堂
書

店
)
発
行

19

㎝

11
行

は
し
が
き

2
+
目
次

1
+
170

+
奥

付

2

p
〔
60
銭
〕

〈

ウ

エ
ル
ス
と

云
ふ
海
辺

の
僻

田
舎

で
は
、

昔

か
ら
五
月

一
日
を

大
祭

日
の

一
つ
と
し

て
、

楽

し
く
祝

ふ
習
慣

に

な

つ
て
ゐ
た
。
今
年
も
其

五
月

一
日
が
近
づ

い
て
来

た
。〉

(
1
2
6
)

ハ
ム
レ

ッ
ト
物
語

ラ

ム
著

相
馬
御
風
訳

坪
内

逍
遙
閲

(六
月
)
東
京

富

山
房

発
行

19

㎝

12
行

88
+
奥
広

2

p
〔
20
銭
〕

〈
時

は
真
夜
中
、

丁
抹

国

エ
ル
シ
ノ
ア
の
宮
城

は
月
光

を
遮

つ
て
高
く
黒
く
聳
え

て
居

る
。
空
気

は
凍

え
る
程
冷

た

い
。

だ
が
今
宵

こ
の
城
塁
を
警
護
す

る
三
人

の
者

は
、
寒

さ

に
も
優

る
恐

ろ
し
さ

に
わ
な
く

と
身
を
震

は

せ
て
居

る
。〉

(
1
2
7
)

ハ
ム
レ

ッ
ト

家
庭

お
伽
文
庫
第
七
篇

ラ
ム
著

吉

岡
向

陽
訳

鰭

崎
英
明
画

(七
月
)
東
京

和

田
静
子

(春

陽
堂
)
発
行

23

㎝

10
行

口
絵

2
葉

+
48
+
続
大
岡
裁
判

(高

野
辰
之
)
31
+
奥
広

2

p
〔
10
銭
〕

〈

丁
抹

王
が
俄

に
崩
御
あ

つ
て
よ
り
、

ま
だ

二
箇

月
も
経

た

ぬ
中

に
、

其

の
王
妃

わ
王

の
弟

の
ク

ロ
ー
ヂ
ア

ス
と

云
ふ
人
と
結

婚
し
た

。〉

(
1
2
8
)

絶
島
奇
談

新
訳

ロ
ビ
ン
ソ
ン
漂
流
記

デ

フ
ォ
ー
著

笹
山
狂
郎
訳

(九
月
)
大
阪

立
川
熊
次
郎

(立
川
文
明
堂
)
発
行

13

㎝

12
行

口
絵

1
葉

+
目
次

4
+
285

+
奥

広

6

p

〈
そ

は
西
紀
千

六
百
三
十

二
年

の
事

な
り
き
、

予

は
英

国

の

ヨ
ー
ク

の
町

に
於

て
勇

ま
し
く
呱

々
の
声

を
挙
げ

ぬ
〉

(
1
2
9
)

新
訳
註
解

ク

リ
ス

マ
ス
、
カ

ロ
ル

ヂ

ッ
ケ

ン
ス
著

紅
薔
薇
生

訳
注

(
一
一
月
)
東

京

富

田
能
次

(文

陽
堂
)
発
行

19

㎝

12
行

(鼇

頭
付

)

小
伝

2
+
目
次

1
+
237

+
奥
広

38

p
〔
40
銭
〕

〈
却
説
、
株

式
仲
買

人

の

マ
ー

レ
ー
は
死

ん
だ
。

こ
れ

は
毫

し
も

疑

の
無

い
事

で
、

此

の
男

の
埋
葬

の
登
記

に
は
、



お
寺

の
坊
さ

ん
も
書
記
も
葬
儀

屋
も
、

そ
れ
か
ら
喪
主
も
皆
調
印
し
た
。

即
ち

ス
ク
ー
ル
ジ
も
調
印
し
た

の
で
あ

る
。
〉

(
1
3
0
)

ガ

リ
ヴ

ァ
ー
旅
行
記

ス
ウ

ィ
フ
ト
著

佐
久
間
信
恭
訳

(
一
二
月
)
東
京

小
川
寅
松

(小
川
尚
栄
堂
)
発
行

19

㎝

12
行

彩
色

口
絵

2
葉

+
緒
言
2
+
目
次

8
+
358
+
奥
付
1

p
〔50
銭
〕

〈
余

の
父

は
ノ

ッ
チ
ン
ガ

ム
シ
ヤ
ー
に
少
し
許
り
地
面
を
持

て
居
り
、

余
は
五
人

の
息
子

の
三
番
目
で
あ

つ
た
〉

(
1
3
1
)

聖
戦

バ

ン
ヤ

ン
著

松

本
雲
舟
訳

(
一
二
月
)
東
京

福
永
文
之
助

(警
醒
社
書
店
)
発
行

22

㎝

14
行

口
絵

1
葉

+
序

2
+
読
者

へ
15
+
聖
戦
解
題

23
+
目
次

2
+
357
+
奥
付

1

p
〔
1
円
10
銭
〕

〈
旅
行

の
途
次
、
私

は
い
ろ
く

な
地
方
や
国

々
を
歩

い
た
が
、

或
時
図
ず
も
宇
宙

の
有
名
な
大
陸

に
入

つ
て
往

つ
た

。
〉

【
明
治
45
年
】

(
1
3
2
)

小

桜
新
吉

ヂ

ッ
ケ
ン
ス
著

堺
枯
川
訳

(五
月
)
東
京

新
井
由
蔵

・
松
本
亀
造

(公
文
書
院
)
発
行

22

㎝

14
行

は
し
が
き

2
+
彩
色

口
絵

(古
洞
画
)
1
葉
+
320

+
奥
付

1

p
〔85
銭
〕

〈
小
桜
新
吉

は
或
年

の
或

日
、
小
桜
町

の
養
育
院
で
此
浮
世

に
生
れ
出
た
。〉

(
1
3
2
)

訳註

デ

ッ
ケ
ン
ス
物
語

大
橋
栄
三
訳

(六
月
)
東
京

鹿
島
長
次
郎

(興
文
社
)
発
行

19

㎝
(
横

組
)

肖

像

1
葉

+
序

(浅

田
栄
次

)
2
+

は

し
が
き

1

+
デ

ッ
ケ

ン
ス
百
年
祭

記

念

印
紙

1
葉

+

C
h
a
r
le
s
D
ic
k
e
n
s
5

+
120

+
奥
付

1

p

挿

画

3
葉

〈

(
オ
リ
ヴ

ァ
ー

ト

ウ

ィ
ス
ト
)
オ
リ

ヴ

ァ
ー
は
救

恤
院

で
生

れ
、

母
と

云

ふ

は

オ
リ
ヴ

ァ
ー
の
生

れ

た
其

夜

亡

く

な

つ
た

の

で
あ

る

。
〉

〈

(
デ

ー
ヴ

ィ
ド

コ

ッ
パ

フ

ィ
ー

ル
ド
)
私

は

サ

ッ
フ

ォ
ー

ク

ス
州

の
ブ

ラ

ン
ダ

ス
ト

ン
と

云

ふ
土

地

で
、

金

曜

日

(
と

云

ふ

日
柄

の
悪

い

日
)
の
夜

正
十

二
時

に
生

れ

ま

し
た
〉

英
米
文
学
編

明
治
44
年
～
45
年



〈

(
大

あ

て

こ
と
)
父

の
苗

字

は

ピ

ィ
リ

ッ
プ
、

私

の
実

名

は

フ

ィ
リ

ッ
プ

で
あ

っ
た
、

(
で
本

来

な

ら

ば

フ

ィ
リ

ッ
プ

・
ピ

ィ
リ

ッ
ブ
と

云

ふ

の
を

)
小

児

の
廻

ら

ぬ
舌

で
私

は
自

分

の
こ
と

を

ピ

ッ
プ

と

云

て
お

っ
た

〉

(
1
3
4
)

運
命
小
説

テ
ス

前
編

ハ
ー
デ
著

山

田
行
潦
訳

・
発
行

(六
月
)
東
京

榊
原
友
吉

(文
盛
堂
書

店
)
発
行

19

㎝

12
行

序

(島

村

抱

月
)
2
+
解

題

4

+

訳
者

よ

り

3

+
488

+
付

録

6

+
奥

付

1

p
〔
1
円

〕

〈

五

月
も

末

の
或

る
夕

暮
、

シ

ャ

ス
タ

ン
町

を
後

ろ

に
、

地
続

き

の
ブ

ラ

ッ
ク

ム

ー

ア

の
谷

を

さ

し

て

マ

ロ

ッ
ト

村

へ
と

帰

る
四

十

恰

好

の
男
が

あ

る
〉



黒
岩
涙
香
編

【
明

治

15
年

】

(
1
3
5
)

雄
辨
美
辞
法

米

ク
ワ
ツ
ケ
ソ
ブ

ス
著

黒
岩
大
訳

堀

口
昇
校
閲

(三
月
)
東
京

関
根
寅
之
助
出
版

輿
論
社

発
兌
明
治

二
十
年

七
月
三
版

19

㎝

12
行

序

(末
広
重
恭
)
3
+
緒
言
2
+
目
次

8
+
93
+
奥
付
1

p
〔30
銭
〕

〈
夫

レ
言
語

ハ
人
間
交
通
上
欠

ク
可

カ
ラ
サ
ル
ノ
者

ト
ス

太
古
蒙
昧

ノ
世
人

々
ノ
交
通
未

タ
開

ケ
サ
ル

ニ
当

ツ

テ

ハ
所
謂

ル
言
語

ナ
ル
者

ナ
ク
相
互

ニ
思
想

ヲ
通

ス
ル
ノ
便

ヲ
欠

キ
タ
リ
〉

(
1
3
6
)

政
体
各
論

米

ヒ
ル
ド

レ
ス
著

黒
岩
大
訳

(
一
二
月
)
東
京

大
塚
英
祐

(秩
山
堂
書

舗
)
出
版

18

㎝

12
行

序

(堀

口
昇
)
2
+
緒
言

2
+
目
録

2
+
108
+
奥
広
5

p
〔
50
銭
〕

〈

(第

一
章

政
府

ノ
三
大
原
則

ヲ
論
ズ
)
世
人
或

ハ
日

フ

政
府

ノ
権
力

ト
人
民

ノ
苦
痛

ト

ハ
消
長

ヲ
共

ニ
シ
比

例

ヲ
同

フ
ス
ル
者

ナ
リ
〉

【
明

治

16
年

】

(
1
3
7
)

議
事
／
演

説
／
討
論

傍
聴
筆
記
新
法

英

ピ

ッ
ト

マ
ン
著

黒
岩
大

・
日
置
益
訳
補

神

田
乃
武
校
訂

(七
月
)
東
京

丸
家

善

七
出
版

〔
62
銭

5
厘
〕

19

㎝

12
行

序

(辻
新
次
)
2
+
緒
言

2
+
小
引

2
+
目
次

1
+
75
+
読
法
練
習

16
+
正
誤

2
+
奥
付

1

p

〈

(第

一
章

略
字

ヲ
用

ル
ノ
理
由
)
我
国
古
来
漢
字
片
仮
名
平
仮
名
等

ノ
文
字
久
ク
世

ニ
行

ハ
レ
タ
リ

就
中
漢

字

ハ
其
用
最

モ
広

シ
ト
雖

ト
モ
字
画
錯
雑

ニ
シ
テ
疾
書

ニ
便

ナ
ラ
ズ
〉

【
明
治
20
年
】

(
1
3
8
)

西
洋
女
大
学

英

ラ
ト
ク
リ
フ
夫
人
著

片
岡
信
訳

((上)

一
◯
月
序
、
(下)

二
十

二
年
四
月
)
東
京

早
矢
仕
民
治

(丸



善
書
店
)
発
行

18

㎝

12
行

題
字

(三
条

実
美
)
6
+
序

(末
松

謙
澄

・
Ｍ
ｒｓ．
E
b
y
)
5
+
凡
例

2
+
目
次

2
+
98

p
、

(下
)
99

～
172
+
奥
付

2

p

〈

(婦

人
談
話

の
心
得
)
談
話

ハ
交
際

の
道

に
欠
く
可
か
ら
ざ

る
者
な
れ

ハ
交

際

の
心
掛
あ

る
者

は

一
通

り
談

話

の

法
を

心
得
ざ

る
可

か
ら
ず

〉

【
明
治

21
年
】

(
1
3
9
)

裁
判小
説
人
耶
鬼
耶

仏
ガ
ボ
リ
オ
著

涙
香
小
史
訳

(
一
二
月
)
東
京

岩
本
五

一
(小
説
館
)
発
行

18

㎝

13
行

緒
言

5
+
巻
中
替

人
名

1
+
243

+
奥

付

2

p

挿
画

6
葉

〈

仏
国

の
都

巴
里
府

よ
り
僅

か
離
れ

し
棒
木
場

の
辺

り
尊
長
村

に
寡
婦

お
伝

と

て
年

頃

五
十

七
八
な
る
独
り
暮

し

の
女

あ
り
〉【
明
治

22
年
】

(
1
4
0
)

銀
行
奇
談

大
盗
賊

仏
ガ
ボ
リ
オ
著

涙
香
小
史
訳

芳
宗
画

(四
月
)
東
京

内
藤
加
我
(金
桜
堂
)
発
行

18

㎝

13
行

前

文

・
口
絵

9
+
凡
例

1
+
186
+
奥

付

1

p

〈
小
倉

銀
行

と
云

へ
る

ハ
仏
国

巴
里

の
府

に
て
金
満
第

一
と
崇

め
ら
れ
手

広
く
取
引

な
す
有

名

の
私
立
銀
行

な
る

が
昨
年
十
月

三
十

日

の
事

と

か
朝

の
八
時
頃
此

銀
行

の
前

に
馬
車

を
留

め
悠
然
と

し

て
下
来

る
紳

士
あ
り
〉

内
題

・
尾
題

の
角

書

は

「
裁
判
小
説
」

と
印
刷
さ
れ

た

の
を
、
墨

で
訂

正
。

(
1
4
1
)

法
庭
の
美
人

英

コ
ヌ
ウ

エ
ー
著

涙
香
小
史
訳

明
信
画

(五
月
)
東
京

岩
本
五

一
(小
説
館
)
・
井
上
勝
五
郎

(薫
志
堂
)
発
行

18

㎝

13
行

前
文

・
口
絵

8
+
122
+
奥
付

1

p
(表
紙
は
和
装

の
美
人
)

〈
読
者
よ

余

ハ
二
十
七
歳

の
夏
学
力
優
等
を
以
て
医
科
大
学
を
卒
業
し
医
学
博
士
の
学
位
を
得

た
り
〉



(
1
4
2
)

銀
行
奇
聞

他
人

の
銭

仏

ガ
ボ
リ
オ
著

涙
香
小
史
訳

明
信
画

(五
月
)
東
京

岩
本
五

一
・
井
上
勝

五
郎

・
富

田
直

次
郎
発
行

18

㎝

13
行

序

(小
説
館

の
主
人
)
・
口
絵
6
+
150
+
奥
付

1

p

(表
紙
は
和
装

の
男
女
)

〈
仏
国
巴
里
府

に
て
可
入
町
と
云

へ
る
は
最
も
物
静
な
る
所

に
し
て
人
車

な
ど

の
往
来
も
繁

か
ら
ず
此
町
に
住
む

人

々
は
互
ひ
に
顔
を
見
知
り
あ

ひ
道

に
て
逢
ふ
も
必
ず
言
葉
を
通
す
程
な
れ
ば
向

ふ
三
軒
両
隣

り
さ

へ
口
も
交
か

ざ

る
都
会

の
風
俗

に

ハ
似
も
遣
ら
ず
永
く
住
慣
れ

た
る
人

の
み
に
て
〉

(
1
4
3
)

銀
行
奇
談

魔
術
の
賊

涙
香
小
史
訳

(七
月
)
東
京

岩
本
五

一
(小
説
館
)
発
行

富
田
直
二
郎

・
井
上
勝
五
郎
専
売

17

㎝

13
行

(袋
綴
洋
装
)

自
序

4
丁
+
169

p
+
奥
付

1
丁

〈
北
米
国

に
て
勃
敦
府
と
云
ふ
は
紐
育
克

に
続
く
繁
華

の
土
地
な
り

此
所

に
名
高
き
白
井
銀
行
と
云

へ
る
は
今

年

五
十
七
歳
な
る
其
頭
取
白
井
英

二
の
名
誉
と
共

に
広
く
世
間

に
知
ら
れ
凡

て
金
銀
を
取
扱

ふ
商
店

に
て
之
と
肩

を
並

る
者
な
し
〉

(
1
4
4
)

雙
子
奇
縁

二
葉
草

彩
霞
園
柳
香
稿

(八
月
)
東
京

井
上
勝
五
郎

(薫
志
堂
)
発
行

岩
本
五

一
・
富
田
直

二
郎
専
売

17

㎝

13
行

(袋

綴
洋
装
)

序
文

(小
説
館
主
人
)
・
口
絵
4
+
55
+
奥
付

1
丁

〈
上
野
停
車
場

の
時
計

ハ
丁
度
九
時
を
う
ち
今
三
十

五
分
を
経

ち
な
バ
発
車
と
云
ふ
〉

(
1
4
5
)

無
惨

小
説
叢
第

一
巻

涙
香
小
史
作

(九
月
)
東
京

岩
本
五

一
(小
説
館
)
編
輯

・
発
行

19

㎝

12
行

小
説
叢
発
刊

の
主
意

4
+
平
家
姫
小
松

(右

田
寅
彦
)自
序

2
+
言
訳
状

3
+
30
+

新
案
の

小
説

無
滲
・

凡
例

2
+
86
+
広
告

4

P

〈
世

に
無
惨
な
る
話

し

ハ
数

々
あ
れ
ど
本
年

七
月
五
日

の
朝
築

地
字
海
軍
原

の
傍

ら
な
る
川
中

の
投
込
あ
り
し
死

骸

ほ
ど
無
惨

な
る
有
様

は
稀
な
り
〉

(
1
4
6
)

海
底
の
重
罪

仏
ボ
ア
ゴ
ベ
著

涙
香
小
史
訳

(九
月
)
東
京

辻
岡
文
助

(金
松
堂
)
発
行

黒
岩
涙
香
編

明
治
20
年
～
22
年



18

㎝

13
行

序

(天
趣
散
士
)
3
+

口
絵

5
+
259

+
奥
付

1

p
〔
30
銭
〕

〈
西
洋

に
は
密
輸
入
と
云

へ
る
事
あ

り

其

は
払

ふ
べ
き
税

を
払

わ
ず
受
く

べ
き
検
査

を
受

け
ず

し

て
密

か
に
外

国

の
品
を
積
来

る
不
法

の
業

た
り
〉

(表
紙

は
「
海
底
之

重
罪
」
)

(
1
4
7
)

指
環

仏
ボ

ア
ゴ
ベ
著

涙
香
小
史
訳

(
一

一
月
)
東
京

岩
本

五

一
・
金
桜

堂

・
今

古
堂
発
行

19

㎝

13
行

序

(夢
廼
家
さ
む
る
)
2
+

口
絵

6
+
287

+
奥
付

1

p
〔30
銭
〕

〈
時

ハ
是
れ
春
猶

ほ
早
き
寒
き
朝

日

の
漸
や
く
出

ん
と
し

て
往
来

も
左
ま

で
繁

か
ら
ぬ
頃

仏
国
巴
里

の
都

な

る
春

田

の
町
を
南

よ
り
北

へ
往
く

一
輛

の
辻
馬
車

あ
り
〉

(
1
4
8
)

仏
蘭
西

小

説

有
罪
無
罪

仏
ガ
ボ
リ
オ
著

涙
香
小
史
訳

(
一
一
月
)
東
京

井

ノ
ロ
松
之
助

(魁
真
楼
)
発
行

18

㎝

13
行

序

(兆
民
居

士
)
2
+
凡
例

3
+

口
絵

5
+
319

+
奥
広

8

p
〔
35
銭
〕

(年

英

・
芳
宗
画
)

〈

千
八
百
七
十
年

と
は
吾

国

の
明
治

三
年

に
当

る
歳

に
し

て
則

ち
仏
国
が
独
逸

の
兵

に
攻
ら
れ

巴
里

の
都
を

ま
で

も
攻
落

さ
れ

た
る
時

な
り

此

翌
年

と
云

へ
ば

我
明
治
四
年

の
事

な
る
可
し

七
月

二
十

二
日

の
夜

十

二
時

を
過

ぎ
孰
れ

の
家
も
寝
鎮

ま
り
た
る
頃
無
整

馬

に
打
乗

り
此
町
を
矢

の
如
く
馳

せ

て
行
く

一
人

の
農
夫

あ
り
〉

(
1
4
9
)

劇

場

の
犯
罪

仏
ボ

ア
ゴ
ベ
著

涙
香
小
史
訳

(
一

一
月
)
東

京

岩
本

五

一
(小
説

館
)
編
輯

・
発
行

19

㎝

15
行

序

(天
笠
庵
小
法
師
)
・
口
絵

8
+
300

+
奥
付

1

p

〈
茲

に
説
出
す

は
仏

国
巴
里

の
社
会
を
驚

か
し
め

た
る
大
犯
罪

の
顛
末

に
し
て
事
皆

紳
士
貴

婦
人

の
秘
聞

に
属

せ

り
〉

(表

紙

は
扶
桑
堂
版

と
女
性

の
服

の
模
様
、

背
景

の
花
が

異
な

る
)

(
1
5
0
)

真

ッ
暗

米
グ
リ
ー
ン
著

涙
香
小
史
訳

(
一
二
月
)

内
藤
加
我

(金
桜
堂
)
発
行

18

㎝

13
行

(袋
綴
洋
装
)

凡
例
5
+
口
絵
5
+
289
+
奥
付

1

p

(表
紙

は
椅
子
に
掛
け
る
横
向

の
女
性
)

〈
読
者
よ
余
は
新
育
府

の
代
言
人
な
り

昨
年
初

め
て
代
言
の
免
許
を
得

た
れ
ど
未
だ
其
看
板
を
掛
け
ず
今
猶

ほ

有
名
な
る
代
言
人
実
入
吉
雄

の
事
務
所

に
在
り
実
入
吉
雄

の
下
働
き
を
為
せ
り
〉

特
13
-
540



【
明
治
23
年
】

(
1
5
1
)

幽
霊

涙
香
小
史
訳

(
一
月
)
東
京

井
上
勝
五
郎
発
行

17

㎝

12
行

(袋
綴
洋
装
)

序

(小
説
館
主
人
)
・
口
絵

3
丁
+
86
+
奥
付

1

p

〈
幽
霊

を
神
経
病

の
所
為
な
り
と
云
ふ

ハ
最
古

め
き
し
説

に
し
て
今

ハ
又
学
者

の
中

に
も
幽
霊
あ
り
と
唱

ふ
る
人

多

し
〉

(表
紙

は
和
服

の
男
女
)

(
1
5
2
)

梅
花
郎

〔英

フ

ェ
ン
著
〕

涙

香
小
史
訳

芳
宗

画

(
一
月
)
東
京

富

田
直
次
郎

(明
進
堂
)
編
集

・
発
行

19

㎝

13
行

凡
例
10
+
185

+
奥
付

1

p

〈
茲

ハ
是
れ
仏
国

フ
エ
レ
ッ
ト
岬

の
辺
り
夏

の
日

ハ
早
や
既

に
斜

め
に
波

を
照

し
て
海

の
果

に
入
り
月

さ

へ
東

に

登
ら
ん
と
す

今

宵

ハ
山
手

の
迎
賓
館

に
於

て
村
津
伯

の
催

ふ
せ
る
夜
会
あ
り
と

て
坂
を
登
り
行
く
四
五
人

の
少

年
紳
士
あ

り
〉

(
1
5
3
)

片
手
美
人

仏
ボ

ア
ゴ
ベ
著

涙
香
小
史
訳

(
二
月
)
東
京

岩
本

五

一
編
輯

・
発
行

聚
栄
堂
梓

18

㎝

13
行

序

(梅
廼
家

か
ほ
る
)
・
口
絵

8
+
278

+
奥
付

1

p
〔
30
銭
〕

(表
紙

は
大
川
屋
版
と
異
な

る
)

〈
仏
国

巴
里

の
都

に
て
鳥
瀬
銀
行

と
云

へ
ば
誰
知
ら

ぬ
者
な
き
有
名

の
私
立
銀
行
な

り

其
頭
取
鳥
瀬
栄

一
と
云

へ
る

ハ
日
頃
忙

し
き
身
な
れ
ど
も
毎
水
曜
日

の
夜

に

ハ
必
ず
懇
意

の
人

々
を
招
き

て
小
宴
会
を
開
き
之

に
我
最
愛

の
娘

お
花
嬢

を
も
侍

ら
せ
て
人

々
が
嬢
を
賞

る
を
聞
き
此
上
な
き
楽
み
と
為
す
と

か
や
〉

(
1
5
4
)

美
少
年

仏
ボ

ア
ゴ
ベ
著

涙
香
小
史
訳

(
二
月
)
東
京

扶
桑
堂
発
行

19

㎝

13
行

序

(三
筋
町

の
隠
士
)
・
口
絵

8
+
285

+
奥
広

2

p

〈
昨
年

の
春
或
夜

の
事

「
オ
ペ

ラ
、

コ
ミ
ク
」
と
云
ふ
仏
国

の
名
高
き
芝
居

に
男

一
人
女

二
人
を

一
組
と
し
た
る

見
物

あ
り

女
は
数
年
前

に
死
亡

し
た
る
銀
行
家
頭
取
野
瀬
何
某

の
未
亡
人
な
る
野
瀬
夫
人
と
娘
紫
紋
嬢

に
し
て

男

は
其
叔
父
野
瀬
保
路
な
り
〉

黒
岩
涙
香
編

明
治
22
年
～
23
年



(
1
5
5
)

悪
党
紳

士

仏
ボ

ア
ゴ
ベ
著

涙

香
小

史
訳

(三
月
)
東
京

岩
本
五

一
編
輯

富

田
直

二
郎

(明
進

堂
)
発
行

19

㎝

13
行

序

(夢
廼
家
さ
む

る
)
・
口
絵

8
+
283

+
奥
付

1

p

〈
仏
国

の
僅
諺

に

「最

も
貴
婦

人

に
似

た
る
は
色
を
売

る
女
な

り
」
と
云

ふ
言
葉
あ

り
〉

(
1
5
6
)

此
曲
物

仏
ボ

ア
ゴ
ベ
著

涙

香
小
史
訳

(四
月
)
東
京

岩
本

五

一
編
輯

井
上
勝

五
郎
発

行

18

㎝

12
行

序

(香
夢
楼

の
隠
士
)
・
口
絵

3
丁
+
260

p
〔
7
8
265
266

p
は
袋
綴
〕
+
奥
付

1
丁
〔
20
銭
〕

〈
茲

に
説
出
す

は
塔

の
上

の
犯
罪
と

て

一
時
仏
国

巴
里
府

の
人

心
を
悽
動

せ
し
め

た
る
惨
話

の
顛
末

な
り
〉

(
1
5
7
)

美
人

の
獄

涙

香
小
史

・
丸
亭
素

人
合
著

習
古
画

(八
月
)
東
京

筒
井

民
治
郎

(今
古
堂
)
・
金

桜
堂
発

行

18

㎝

12
行

序

(夢
幻
散

士
)
2
+

口
絵

6
+
259

+
奥
付

1

p
〔25
銭
〕

〈
広
く
長
き
廊
下

の
両
側

に
幾
室

と
も
数
知
れ
ず
戸

を
並

て
列

る
密
房

ハ
是
れ
、
其
名
を
聞
く

さ

へ
も
恐

ろ
し
き

重
罪
人

の
牢
屋

な
り
〉

〈
英

国

に
「美

人

の
獄
」
と
呼
バ
れ
た

る
大
事
件
あ
り
、
殆
ど
英

国

の
上
下
社

会
を
動

か
し
た
り
〉

(序
)

(
1
5
8
)

涙
香
集

涙
香
小
史
訳

(七
月

を
墨

に
て
九

月
と
訂

正
)
東
京

岩
本

五

一
編

纂

・
発
行

19

㎝

12
行

序

(
一
二
三
散
史
)
・
口
絵

8

+
275
+
奥
付

1

p

挿

画

2
葉

〈

(金

剛
石

の
指
環
)
物

の
祟

り
ほ
ど
恐

ろ
し
き

は
莫

し

詰

ら
ぬ
品
物

も
崇

る
と
き

は
人

の
命

に
罹

る
と
か
や

余
が
妻

の
環

た
る
指
環

の
如
き

は
実

に
妻

の
命

に
祟

り
し
者

な
り
〉

〈

(恐

ろ
し
き

五
分
間
)
僅

に
五
分
間

と
云

へ
ば

最
短
き
事

な
れ

ど
余

ハ
其
恐

ろ
し
さ
を
生
涯
忘

れ
得
ず
〉

〈

(婚
姻
)
英
国

の
西
部

ウ

エ
ル

ス
と
云

ふ
所

に
リ

ソ
ズ

イ

ナ
ン
ト
と
呼
ぶ
湖
水
あ

り
〉

〈

(紳

士
三
人
)
倫
敦

に
リ
リ
ピ
ピ
嬢

と
云

ふ
美

人
あ
り

容
貌

の
美

し
き
が
上

に
年

々
五
千
円

の
所
得
あ

り
〉

〈

(電
気
)
時

は
八
月

の
中
旬
午
後

三
四
時
と

云

へ
ば

暑
き
盛

り
な
る
べ

し
〉

〈

(生
命
保

険
)
母
と

云
ひ
子

と
云

ふ
世

に
是

ほ
ど

の
親

し
き
者

ハ
な

し
〉



〈

(探
偵
)
米
国

オ
リ

ア
ン
州

の
警
察
署
内
探
偵
詰
所

の
上
坐

の
扣

へ
余
念
も
な
く
書
類
を
取
調

べ
居
る
老
官
吏

は

言

で
も
著
き
探
偵
長

な
ら

ん
〉

〈

(広
告
)
余
が
曾

て
其
新
聞

の
記
者
を
勤

め
し
頃
盛

ん
に
芝
居
改
良
と
云

へ
る
事
流
行

し
寄

と
接

る
と
其
議
論

を

初

る
程
な
り
し
か
ば
余
も
妻

も
其
流
行
熱

に
浮
さ
れ
自

ら
俳
優
と
為

り
改
良
歌
舞
伎

の
舞
台

に
上

る
覚
悟
を
定

め

余

は
妻
と
共

に
俳
優

の
稽
古

を
初
め
た
り
〉

(
1
5
9
)

妾

の
罪

涙

香
小
史
訳

(九
月
)
東
京

鈴
木
金
輔

(三
友
舎
)
編
輯

・
発
行

18

㎝

13
行

序

(骨
皮
道
人
)
・
口
絵

4
丁
+
363
+
奥
付

1

p

〈

ア
、
妾
―
自
ら
想

ひ
て
も
我
身

の
恐

ろ
し
さ

に
身
震
す

心

に
罪
あ
る
者

は
我
が
神
経

に
襲

は
る

ゝ
と

か
や
〉

(
1
6
0
)

執

念

仏
ボ

ア
ゴ
ベ
著

涙
香
小
史
訳

(九
月
)
東
京

岩
本
五

一
発
行

19

㎝

14
行

序

(香
夢
楼
主
人
)
・
口
絵
8
+
420

+
奥
広

2

P

〈
名

に
し
負

ふ
仏
国
巴
里

の
都

は
世
界
第

一
と
知
ら
れ
た
る
繁
華

の
地
な
れ
ば

一
年

三
百
六
十

日
婚
礼

の
無
き
日

は
莫

し
〉

(
1
6
1
)

活
地
獄

一
名
大
金

の
争

ひ

仏

ボ
ア
ゴ
ベ
著

涙
香
小
史
訳

(
一
二
月
)
東
京

岩

本

五

一
編

纂

町
田
宗
七

(扶
桑
堂
)
発
行

・
印
刷

18

㎝

14
行

序

(香
夢
楼

主
人
)
1
+

口
絵
7
+
331

+
奥
付

1

p

〈
今

は
昔

し
其
名
天
下

に
震

ひ
た
る
智
謀
無
双

の
拿
勃
翁

も
ウ
ヲ
タ
ル
ウ
に
戦

ひ
敗
れ
英
国
と
独
逸

と

一
味

に
な

り
仏

の
皇
族
ブ

ル
ボ

ン
家
を
助
け
再
び
仏
国
を
帝
王

の
御
代

に
せ
ん
と
進

ん
で
巴
里

の
囲
み
し
頃

(千

八
百
十

五

年
)

仏
国
に

一
種

の
秘
密
革
命
党
あ
り
〉

【
明
治

24
年
】

(
1
6
2
)

決
闘

の
果

仏
ボ

ア
ゴ
ベ
著

涙
香
小
史
訳

(五
月
)
東
京

鈴
木
金
輔

(三
友
社
)
編

集

・
発
行

黒
岩
涙
香
編

明
治
23
年
～
24
年



18

㎝

13
行

序

(笠
園
主
人
)
3
+

口
絵
7
+
236

+
奥
付

1

p
(末
尾

4

P
は
袋
綴
)

〈
我
国

に
は
維
新

以
前

に
果

し
合

の
風
俗
あ
り

此

頃
又
決

闘

の
説
行

は
る

然
れ
ど
も
決
闘

の
最
も
盛

な
る
は

仏
国
な
り
〉

(
1
6
3
)

玉
手
箱

仏
ボ

ア
ゴ
ベ
著

涙
香
小
史
訳

(五
月
)
東
京

鈴
木
金
輔

(三
友
舎
)
編
輯

・
発
行

18

㎝

15
行

凡
例

・
口
絵

8
+
375

+
奥
付

1

p

〈
夜

ハ
早

や

二
時

三
時
を
過
ぎ
暁
方

将

に
近
か
ら

ん
と
す

る
頃
ド
、

ル
、

オ
ペ
ラ

の
町
を
急

も

せ
ず

に
話

し
な
が

ら
連
立
行
く

二
人

の
紳
士
あ

り
〉

(
1
6
4
)

巨
魁
来

仏

ボ

ア
ゴ
ベ
著

涙
香
小
史
訳

(八
月
)
東

京

町

田
宗
七
発
行

18

㎝

13
行

序

(竹
葉
舎

晋
升
)
・
口
絵

8

p
+
訳

者
序

2
+
359

+
奥
付

1

p

〈
頃
は
千
八
百
三
年

の
夏
と
か
よ

英
国

へ
逃
隠
れ
た
る
勤
王
党

の
残
類
私

に
商
船

に
乗
込
て
次
第
く

に
帰
り

来

る
と

の
風
評
あ
り
〉

(
1
6
5
)

如
夜

叉

仏
ボ

ア
ゴ
ベ
著

涙

香
小
史
訳

(
一
一
月
)
東
京

町

田
宗

七

(扶
桑

堂
)
発
行

19

㎝

12
行

叙

(在
天
生
)
・
口
絵

8
+
483
+
奥
付

1

p

挿
画

6
葉

〈
巴
里
府

パ
チ
ノ
ー

ル
街

に
西
山

三
峰
と

て
可
な
り
名
高

き
彫
刻
師
あ

り
〉

(
1
6
6
)

何
者

仏

ボ

ア
ゴ
ベ
著

涙
香
小
史
訳

(
一

一
月
)
東

京

山
中
閑

(都

新
聞
社
)
編
輯

・
発
行

19

㎝

16
行

序

(井
上
笠
園
)
2
+

口
絵

4
+
182

+
奥
付

1

p
〔
18
銭
〕

〈
噫

是
れ
空
前
絶
後

の
大
裁
判
な

り
、
罪

人

ハ
何

物
ぞ
何
が
為

め
に
其
罪

を
犯

し
た
る
や
、
判
事
も
知

ら
ず
検
察

官
も
知

ら
ず

、
弁
護

人
も
亦
知

ら
ず

、
傍
聴
人

固
よ

り
知

ら
ざ

る
な

り
、
知
ず

し
て
宣

告

し
知
ず

し
て
死
刑

に
処

せ
ん
と
す
〉



(
1
6
6
)

b

死
美
人

仏
ボ

ア
ゴ
ベ
著

涙
香
小
史
訳

(四
月
、

(後
)
五
月
)
東
京

町

田
宗

七
編
輯

・
発
行

〔白
表
紙
〕

二
冊

19

㎝

12
行

(前
)
は
し
が
き

(飯
田
忍
)
・
口
絵

8
+
367

+
奥
付

1

p
、

(後
)
序

2
+
396
+
奥
付

1

p

〈
雪

は
紛

々
と
降

り
し
き
り
て
巴
里

の
町

々
は
銀
を
敷
き

し
に
異
な
ら
ず

唯

一
面

の
白
皚

々
を
踏
破
り
た
る
靴

の
痕

だ
も
見
え
ず

夜
は
既

に
草
木
も
眠
る
て
ふ
丑
満

を
過
ぎ
午
前
三
時

に
も
間
近
け
れ
ば
寒
さ
は
宛
な
が
ら
骨

に
貶
す

る
か
と
怪
ま
る
〉

(本
書

は
昭
和

55
年
、

旺
文
社
文
庫

に
収
録
)

崩
壊
本
に
て
未
収
録

(
1
6
7
)

血
の
文
字

二
日
間

の
記
事

仏
ガ
ボ

リ
オ
著

涙
香
小
史
訳

桂
舟
画

(『綾

に
し
き
』
所
収
)

(八
月
)
東
京

三
宅
米
吉

(金
港
堂
書
籍
会
社
)
発
行

23

㎝

14
行

元
禄
人
形

(江
見
水
蔭
)
19
+
走
馬
灯

(
三
十

三
階
堂
主
人
)
36
+
血

の
文
字
90
+
奥
付

1

p

挿
画

4
葉
〔
25
銭
〕

〈
余
が
医
学
を
修

め
て
最
早
卒
業

せ
ん
と
し
頃

(時

に
余
が

二
十
三
)
余

は
巴
里
府
プ

リ

ン
ス
街

に
下
宿

し
ゐ
た
る

が
余
が
借
れ
る
間

の
隣

の
室

に
中
肉
中
背

に
て
髭
髯
を
小
綺
麗

に
剃
付

て
容
貌

に
も
別

に
癖

の
無
き

一
人

の
下
宿

人
あ
り
〉

(
1
6
7
)

b

非
小
説

英

コ
リ
ン
ズ
著

涙
香
小
史
訳

(八
月
)

↓

第

Ⅰ
期
(
1
1
2
)

に
収
録

【
明
治

26
年
】

(
1
6
8
)

大
金
塊

英

フ

ェ
ン
ほ
か
著

涙
香
小
史
訳

(
二
月
)
東
京

町
田
宗
七

(扶
桑
堂
)
編
輯

・
発
行

19

㎝

10
行

序

(竹
葉
舎
晋
升
)
2
+

口
絵

14
+
270

+
奥
付

1

p

〈
世

に
値
高
き
品
物

は
数
多
あ
れ
ど
英
国

の
貴
族
竹

田
男
爵

の
家

に
蓄

へ
あ
る

二
個

の
金

の
大
塊
ほ
ど
見
事

な
る

者

は
類

ひ
少
な

し
〉

(
1
6
9
)

正
史
実
歴

鉄
仮
面

仏
ボ

ア
ゴ
ベ
著

涙
香
小
史
訳

((上)
五
月
、
(中)
六
月
、
(下)
七
月
)
東
京

町
田
宗
七

(扶
桑
堂
)
発
行

黒
岩
涙
香
編

明
治
24
年

～
26
年

【
明
治
25
年
】



三
冊

23

㎝

12
行

(上
)
序

(竹
葉
舎

晋
升
)
・
口
絵

8
+
彩

色

口
絵

(信

一
画
)
1
葉

+
279

+
奥
付

1

p
、

(中
)
序

(晋
升
)
・
彩
色

口
絵

4
+
231

+
奥
広

5

p
、

(下
)
序

(晋
升
)
・
彩

色

口
絵

4
+
253

+
奥
広

3

P

挿
画

10
葉

〈

(序
説
)
三
十
年

の
永
き
月

日
を
鉄

の
仮
面

に
顔
を
隠

し
て
送

り
し
と
云

は
バ
人
誰
か
誠
と
思

は
ん
、
去
れ
ど

も

実
際

に
斯

る
人
あ

り
た
り
〉

〔各

30
銭
〕

【
明
治

27
年
】

(
1
7
0
)

探
偵
小
説

帽
子
の
痕

涙
香
小
史
訳

(
一
月
)
東
京

三
井
新
次
郎

(金
桜
堂
)
編
輯

・
発
行

22

㎝

12
行

序

(柳

煙
散

士
)
・
口
絵

4
+
帽
子

の
痕

18
+
松
風

(夢

の
家
)
40
+
琵
琶

(愛
花
)
16
+
奥
付

1

p

〈
探
偵

の
妙

は
極

め
て
瑣
細

な
る
手
掛

り
を
本

と
し

て
其

の
犯
罪

を
見
破

る

に
在

り
と
か
や
〉

(
1
7
0
)

b

嬢

一
代
(情
仇
新
伝
)

英
ク
レ
イ
著

涙
香
小
史
訳

(六
月
)

↓

第

Ⅰ
期
(
1
2
5
)

に
収
録

【
明

治
28
年
】

(
1
7
1
)

捨

小
舟

英

ブ

ラ

ッ
ド

ン
著

涙

香
小
史
訳

((上)

八
月
、
(中)
九
月
、

(下)

一
一
月
)
東
京

町
田
浜
雄

(扶
桑
堂
)
発

行

三
冊

23

㎝

12
行

(上
)
序

(愛

花
)
4
+
275

+
奥
付

1

p
、

(中
)
253

+
奥
付

1

p
、

(下
)
245

+
奥
付

1

p

〈
今

よ
り
三
十
年
前
、

ク
リ

フ
と
称
す

る
英
国

の

一
港

場

に
、
水
夫

倶
楽
部
と
綽
名

せ
ら
る

ゝ
酒
店
あ

り
〉

【
明
治
29
年
】

(
1
7
2
)

怪

の
物

ド

ー

ニ
イ
著

涙

香
小
史

訳

(
三
月
)
東
京

町
田
浜
雄

(扶
桑
堂
)
編
輯

・
発
行

23

㎝

12
行

序

(紅
夢
楼
)
2
+
彩
色

口
絵

(永
洗

画
)
1
葉

+
凡

例
6

+
230

+
奥
広

2

p

〈
読

者
よ
、
余
が
開
業

せ
し
倫

敦
町
尽
れ

の
家

と
云

ふ
は
、
大
道

よ
り
稍

々
入
込

み

て
広
き
空

地

の
片
隅

に
建

ら

れ

た
る
者

に
し
て
、
先
づ

野
中

の

一
軒
家

と
も
称
す
可
き
最
静

に
最
淋

し
き
家

な

り
き
〉

(
1
7
3
)

女
退
治

〔
ノ
リ
ス
著
〕

涙
香
小
史
訳

(七
月
)
東
京

町
田
浜
雄
(扶
桑
堂
)
編
輯

・
発
行



23

㎝

12
行

序

(愛
花
)
3
+
彩

色

口
絵

(永
洗
画
)
1
葉

+
219
+
奥
付

1

p

〈
英
国
倫
敦
府

の
上
流
社
会

に
外
洲
浪
麿
と
呼
ば

る
ゝ

一
紳
士
あ

り
〉

(
1
7
4
)

探
偵小
説
三
筋
の
頭
髪

探
偵
小
説
第
十
二
集

嘯
月
稿

(
一
一
月
)
大
坂

大
淵
渉
(駸
々
堂
)
発
行

22

㎝

13

行

96

P

〈
人
殺

し
あ
り
た
り
く

と

の
叫
声

に
、
何
処
だ
く

と
立
騒
ぐ
野
次
馬
連
を
始
と
し
、
朝
未
明
よ
り
群

り
集
ふ

老
幼
男
女
、
無
惨

に
も
切
刻
な
ま
れ

た
る

一
個

の
死
骸
を
中

に
囲

み
て
、
茲
処
湊
川
中
橋
付
近

の
堤
上

は
、
人
も

て
山
を
築
き

た
ら
ん
如
く
、

ガ
ヤ
ぐ

と
罵

り
騒
ぎ

ぬ
〉

(
1
7
5
)

女
庭
訓

〔英
ブ

ラ

ッ
ド

ン
著
〕

涙
香
小
史
訳

(
一
一
月
)
東
京

町
田
浜
雄

(扶
桑
堂
)
編
輯

・
発
行

22

㎝

12
行

序

(愛
花
)
4
+
彩
色

口
絵

(永
洗
画
)
1
葉
+
289

+
奥
付

1

p

〈
冬
も
早
や
寒
き
最
中

に
届
き
て
木
枯

の
吹
冷

る
十

二
月
中
旬
過
ぎ

の
或

る
日
暮

に
英
京

な
る
パ
タ
ル
シ
ー
橋

の

許

に
立

ち
橋

の
袂

に
風
を
避
け

つ
ゝ
、
物

思
は
し
げ

に

一
通

の
手
紙
を
、
立
な
が

ら
披
き

て
読
む

一
少
女
あ
り
〉

(
1
7
6
)

探
偵小
説
六
人
の
死
骸

探
偵
小
説
第
十
五
集

香
骨
作

嘯
月
補

(
一
二
月
)
大
阪

大
淵
渉
(駸

々
堂
)
発
行

22

㎝

13
行

90

P

〈
北
風
無
遠
慮

に
吹
き
荒
み
、

八
百
八
街
閲
と
し
て
声
な
く
、
寒

さ
に
涙

も
氷
ら

ん
と
す
ら

ん
。〉

【
明
治

30
年
】

(
1
7
7
)

人

外

境

上

仏

ベ

ロ
ー
著

涙
香
小
史
訳

(
二
月
)
東
京

町

田
浜
雄

(扶
桑
堂
)
編
輯

・
発
行

23

㎝

12
行

序

(愛
花
)
4
+
彩
色

口
絵

(永
洗
画
)
1
葉

+
276
+
奥
広

2

p

〈
仏
国

の
都

巴
里
府

に
て

マ
リ
ン
シ

エ
ー
ブ
と
云

へ
る
町
は
多
く
豊

に
暮
す
人

々
の
住
む
所

な
る
が
其
中

に
も
四

囲

に
樹
木

の
茂
り
た
る
最
奥
ゆ

か
し
き

一
構

は
誰

の
住
居
な
る
や
知
ね
ど
室
内

の
飾
付

に
て
察
す
れ
ば

、
好

み
も

最
と
高
尚
な

る
美
人

の
居
ぞ
と
は
知
ら
る
〉

(中
巻

は
日
本
近
代
文
学
館

に
所
蔵
)

黒
岩
涙
香
編

明
治
26
年
～
30
年



(
1
7
8
)

武

士
道

一
名
秘
密
袋

仏
ボ

ア
ゴ
ベ
著

涙

香
小
史
訳

(
一
二
月
、
後
編

三

十

一
年

四

月
)
東
京

町

田
浜
雄

(扶
桑
堂
)
編
輯

・
発
行

二
冊

23

㎝

12
行

(上
編
)
題

詞

(愛
華
)
4
+
彩

色

口
絵

(永
洗

画
)
1
葉

+
285

+
奥
付

1

p
、

(後

編
)
彩
色

口
絵

1
葉

+
232

+
奥
広

2

p

〈

仏
国

の

『
グ

ラ

ン
ビ

ル
』

と
云

ふ
所

は
西
北

の
海

に
突
出

た
る
山

の
端

に
し
て
、

千
仭

の
絶
壁
直

ち

に
海

に
臨

み
、
海

よ
り
見

上
れ
ば
殆
ど
攀
難
き
崖

に
し
て
崖

の
上

に
グ

ラ

ン
ビ

ル
の
町

は
城

の
如
く
高

く
懸

り
〉

【
明
治

32
年
】

(
1
7
9
)

露
国
人

米

ノ
リ

ス
著

涙
香
小
史
訳

(
一
月
)
町
田
浜
雄

(扶
桑
堂
)
編
輯

・
発
行

22

㎝

10
行

自
序

2
+
彩
色

口
絵

(永
洗

画
)
1
葉

+
256

+
奥
広

2

p

〈
頃

は
暑
さ

の
稍
や
催
さ
ん
と
す
る
六
月

の

一
夕
、
英

国
倫

敦

の
ベ
イ

ス
ウ

ヲ
タ

ー
と
称
す

る
静
け
き
巷

に
、
殊

に
静

に
住
む
畑
村
夫
人
が
家

の
客
間

に
四
個

の
人
あ

り
〉

【
明
治

34
年
】

(
1
7
9
)

b

奇
中
奇
談

幽
霊
塔

米
ウ
イ

リ
ア

ム
ソ

ン
著

野

田
良
吉
訳

(
一
月

～
九
月
)

↓

第

Ⅰ
期
(
1
3
8
)

に
収
録

【
明
治

36
年
】

(
1
8
0
)

天
人
論

宇
宙
倫
理
観

黒
岩
周
六
著

(五
月
)
東
京

荒
川
千
代
三
(朝
報
社
)
発
行

22

㎝

13
行
2
段

凡
例
1
+
目
録
1
+
161
+
奥
付
1

p
〔
35
銭
〕

〈
人
は
疑
問

の
中
に
生
れ
疑
問

の
中
に
死
す

何
故

に
生
れ
た
る
や
が

一
の
疑
問
な
り
、
生
存
中

に
何
を
為
す
可

き
や
が

二
の
疑
問
な
り
、
死
す
れ
ば
何

の
境

に
入
る
や
が
三
の
疑
問
な
り
〉

(
1
8
1
)

雪
姫

英
ク
レ
イ
著

涙
香
小
史
訳

〔奥
付

に
は
野
田
良
吉
著
〕

(六
月
)
東
京

町
田
浜
雄

(扶
桑
堂
)
発
行

22

㎝

12
行

彩
色

口
絵

(永
洗
画
)
1
葉
+
211
+
奥
付

1

p



〈
『
雪
姫
』
と

は
曾

て
澳
国

に
派
遣

せ
ら
れ
た
る
外
交
家
河
畑
良
年

の

一
女
清
子
が
綽
名

な

り
、
本
名

の
清
子

に

て
は
知
ら
ぬ
人
も
多
け
れ
ど

『
雪
姫
』
と
云
は
ゞ
英
国
第

一
の
美
人
と
し
て
噂

に
聞
及
ば

ぬ
人
も
な

し
〉

【
明

治

37
年

】

(
1
8
2
)

精
力
主

義

黒
岩
涙
香
文
集

(五
月
)
東
京

平
山
勝
熊

(隆
文
館
)
発
行

23

㎝

14
行
2
段

目
次

2
+
201

+
後

に
書
す

2
+
備
考

2
+
奥
広

2

p

〈
支
那

に
は
座
右

の
銘
と
か
箴

と
か
云
ふ
如
き
者
あ
り
、
西
洋

に
も

モ

ッ
ト
と
称

し
気
を
引
立

る
如
き
言
葉
を
選

び
て
或

は
意
気
を
表

し
、
或

は
自
ら
警
戒
す
る

の
風
あ

る
を
見

る
〉

(
1
8
3
)

英
和
対
訳

科
学
小
説

暗

黒
星

米

ニ
ウ
カ
ム
著

黒
岩
涙
香
訳

(九
月
)
染
谷
仙
蔵

(朝
報
社
)
発
行

22

㎝

13
行

2
段

凡
例
1
+
83
+

『
暗
黒
星
』
を
読

み
て
(天
生
)
4
+
奥
付

1

p

〈
『
暗
黒
星
！

暗
黒
星
！
』
／
遙

か
に
天

の

一
方

に
、
怪

し
き
暗
黒
星
が
現
れ
た
と

の
信
号

が
、
火
星
世
界

の

天
文
台

か
ら
発
せ
ら
れ
た
〉

【
明
治

38
年
】

(
1
8
3
)

b

史
外
史
伝

巌
窟

王

仏
デ

ュ
マ
著

涙
香
小
史
訳

(七
月
～
三
十
九
年

六
月
)

↓

第

Ⅱ
期
(
1
0
8
)

に
収
録

【
明
治

39
年
】

(
1
8
4
)

噫

無
情

仏

ユ
ゴ
ー
著

涙
香
小
史
訳

(
(前
)
一
月
初
版

・
一
二
月
六
版
、

(後
)
四
月
初
版

・
六
月

三
版
)
東
京

町

田
浜
雄

(扶
桑
堂
)
発
行
〔各

70
銭
〕

二
冊
22

㎝

14
行

(前
)
小
引
6
+
彩
色

口
絵

1
葉
+
284

+
奥
広

2

p
、

(後
)
彩
色

口
絵

1
葉

+
252

+
奥
広
2

p

〈
仏
国

の
東
南
端
ブ

ロ
ボ

ン
と
云
ふ

一
州

に
ダ
イ

ン
(Ｄ
ｉｇ
ｎ
ｅ)
と
称
す

る
小
都
会
が
あ

る
〉

(
1
8
5
)

人
生
問
題

黒
岩
周
六
講
演

(四
月
初
版

・
五
月
再
版
)
東
京

高
島
大
圓

(丙
午
出
版
社
)
編
輯

・
発
行

22

㎝

14
行

序
説

5
+
序

(高
島
)
1
+
目
次

2
+
272

+
奥
広

2

p
〔55
銭
〕

黒
岩
涙
香
編

明
治
30
年
～
39
年



〈

(神

は
有

る
耶
無
き
耶
)
神

の
有
無

は
、
科
学
上

の
智
識

を
以

て
証

明
す

可
き
者

な

る
や
否
、
別
言

せ
ば

神
を
信

ず

る
心

は
科
学

の
研
究

よ
り
生
じ
来

る
者

な
る
や
否
、
是
れ
大
な

る
疑
問
な

り
〉

(
1
8
6
)

人

の
妻

英

ク

レ
イ
著

涙

香
小
史
訳

(
一
〇
月
)
東
京

町
田
浜
雄

(扶
桑
堂
)
発
行

22

㎝

15
行

2
段

彩
色

口
絵

1
葉

+
294
+
奥
広

2

p
〔70
銭
〕

〈

茲

に
説
出
す

は
或
人

々
の
身

の
上

で
あ

る
、
作

り
話

や
小
説

の
様

に
旨
く
辻
褄

は
合

ぬ
か
も
知
れ

ぬ
が
、
読

で

了

つ
た
後

で
考

へ
る
と
、

成
る
ほ
ど
小
説

よ
り
も

不
思
議
だ
と
驚
く

か
も
知
れ

ぬ
〉

【
明
治

40
年
】(
1
8
7
)

(
1
8
8
)

椿説椿説

山

と
水

佳

人
ビ
デ

イ
姫

の
伝

後
編

英
バ

レ

ッ
ト
著

涙

香
小
史
訳

(四
月
)
東
京

町
田
浜
雄
発
行

22

㎝

15
行

2
段

彩
色

口
絵

1
葉

+
235

+
奥
広

2

p
〔65
銭
〕

〈
余

は

マ
シ
ウ

の
後

に
従

ッ
て
山
路
を
攀
ぢ

た
。

マ
シ
ウ

の
、
打

扮

は
若

し
昼
間
見

た
ら
ば
、
何

れ
ほ
ど

か
異
様

で
有

ら
う
〉

(前
編

は
日
本
近
代
文
学
館
、

三
康
図

書
館

に
所
蔵
)

【
明
治

41
年
】

花
あ
や
め

英

ク

レ
イ
著

涙

香
小
史
訳

(
一
月
)
東
京

町
田
浜
雄

(扶
桑
堂
)
発

行

22

㎝

14
行

彩
色

口
絵

(半
古

画
)
1
葉

+
213

+
奥
広

2

p
〔
65
銭
〕

〈
何

千
年

の
昔

か
ら
血
統
連
綿

と
続

け

て
居

る
貴

族

の
家

で
も
、

盛
衰
と

云
ふ
事

は
免

か
れ

ぬ
〉

(
1
8
9
)

郷

土
柳
子

の
話

涙

香
小

史
訳

(六
月
)
東
京

町

田
浜
雄

(扶

桑
堂
)
発
行

22

㎝

15
行

2
段

口
絵

1
葉

+
177

+
柳

子

の
其
後

80
+
奥
広

2

p
〔
55
銭
〕

〈
英
国

の
南

の
海
岸

に
シ
ヤ
ド
と
云

ふ
小

な
静

な
町
が
あ

る
、

町
だ

か
村

だ
か
分
ら

ぬ
ほ
ど

の
寂

れ
た
土
地
だ
け

れ
ど
、
都

か
ら
遠

か
ら

ぬ
だ
け
夏

に
は
多
少

の
避
暑
客
も
来

る
〉



【
明
治
42
年
】

(
1
9
0
)

野

の
花

英

ハ
ー
デ
イ
著

涙
香
小
史
訳

(
(前
)
一
月
、

(後
)
五
月
)
東
京

町

田
浜
雄

(扶
桑
堂
)
発
行

〔各
75
銭
〕

二
冊
22

㎝

12
行

(前
)
彩
色

口
絵

1
葉

+
276

(169
170
欠
)
+
奥
付

2

p
、

(後
)
彩
色

口
絵

1
葉

+
270

+
奥
広
2

p

〈
大
事

の
子
を
兵
隊
に
遣
る

の
は
何
所

の
親
も
心
快

く
は
思

は
ぬ
者
、
け
れ
ど
行
く
当
人
は
少
年

の
血
気

で
、
是

か
ら
軍
人

の
仲
間

に
入
る
と
思

へ
ば
肉
も
躍

る
ほ
ど
気
が
勇
む
〉

【
明
治
43
年
】

(
1
9
1
)

新説
破

天
荒

英
グ
リ

フ
ィ
ス
著

黒
岩
涙
香
訳

(
二
月
)
東
京

町
田
浜
雄

(扶
桑
堂
)
発
行

22

㎝

14
行

目
次

2
+

口
絵

4
葉

+
326
+
奥
広

2

p
〔
1
円
20
銭
〕

〈
時
は

一
千
九
百
年
、
即
ち
十
九
世
紀
が
茲

に
尽
き
、

二
十
世
紀
が
之

か
ら
始

ま
ら
う
と
云
ふ
年

(明
治
三
十

三

年
)

の
十

一
月

五
日
、
米
国
か
ら
英
国

へ
行
く
定
期
船
ボ

ー

ロ
号
が
大
西
洋

の
波

の
上

で
旭

日
の
出

る
の
を
迎
え

た
〉(
1
9
2
)

人
尊
主
義

黒
岩
周
六
著

(四
月
)
東
京

野
村
鈴
助

(新
橋
堂
書
店
)
・
服
部
国
太
郎

(服
部
書
店
)
発
行

23

㎝

13
行

自
序

4
+
人
尊
主
義
と
は
何
ぞ
12
+
目
次
2
+
148

+
目
次
2
+
奥
付
1

p
〔55
銭
〕

〈

(『
人
尊

主
義
』
と

は
何
ぞ
)
人

は
尊
貴

な
り
、
尊
気

は
人
な

り
、
全
宇
宙

に
人
よ
り
ほ
か
尊
貴
と
云
は
る
可
き

者
あ
ら
ず
〉【
明
治
45
年
】

-

(
1
9
3
)

青
年
思
想
論

講
話
叢
書
第

一

黒
岩
周

六
述

(六
月
)
東
京

染
谷
仙
蔵

(朝
報
社
)
発
行

19

㎝

9
行

序

4
+
127

+
奥
付
1
+
理
想
団
主
意
及
規
約
5
+
広
告
4

p

〈

(青
年
と
政
治
思
想
)
支
那

の
青
年
が
革
命

を
企

て
た
こ
と

は
、
其
結
果

や
利
害

は
孰
れ
と
す
る
も
青
年
問
題

の

上

に
大
な
る
光

り
と
熱
と
を
注
射

し
た
者
と
云

ふ
可
き

で
あ
る
。
〉

黒
岩
涙
香
編

明
治
39
年
～
45
年



【
大

正
2
年
】

(
1
9
4
)

第二

青
年
思
想
論

一
名

大
正
維
新
論

黒
岩
周

六
述

(四
月
)
東
京

染

谷
仙
蔵

(朝

報
社
)
発
行

19

㎝

9
行

凡
例
2

+
目
次
2
+
228

+
奥
付

1

p
〔
25
銭
〕

〈

(乃
木
将
軍

の
自
殺
を
聞
き

て
)
我
が

国
家

は
乃
木
将
軍

の
自
殺

に
よ
り

て
偉
大

な
る
者
を
失

ひ
た
る
か
将

た
偉

大
な

る
者
を
得

た
る
か
〉

(
1
9
5
)

小
野
小
町
論

黒
岩
涙

香
述

(七
月
)
東
京

山

田
藤
吉
郎

(朝
報
社
)
発
行

19

㎝

11
行

題
字

1
+
序

言
4

+
目
録

2
+
285

+
跋
言

(沼
波

武
夫

、
深

川
清
喜
堂
、
橋

田
長

次
郎
、
立
川
雨

村
)
10

+
索
引

10
+
奥
広

6

p
〔60
銭
〕

〈
諸

君
、
『貞
女

は

一
夫

に
だ
も
見
え
ず
』
と

云
ふ
こ
と

は
女

の
覚
悟

で
あ
り
ま
す
〉

(
1
9
6
)

予
が
婦

人
観

大

正
文
庫
第

五
編

黒
岩

周
六
著

(七
月
)
東
京

高

島
大
圓

(丙
午
出
版
社
)
発
行

17

㎝

10
行

序

8
+
目
次

7
+
261

+
黒
岩
先
生
並

に
読
者
諸

君

(高
島

)
6
+
奥
広

24

p
〔
60
銭
〕

〈

(通
俗
女
生

一
元
論
)
蜜
蜂

の
類

に
は
女

王
と
云
ふ
者
が
有

つ
て
其
社
会

を
支

配

し
て
居

る
〉

(
1
9
7
)

八
十
万
年
後

の
社
会

英

ウ

ェ
ル
ズ
著

黒
岩
涙

香
訳

(九
月
)
〔扶
桑
堂

発
行
〕

15

㎝

10
行

342

p
〔奥

付
欠
〕

〈
「
出
来

る
筈
が
無

い
」

と
思

は
れ

た
事
柄
が
、
出
来

る
様

に
な
る
、

其
れ
が

文
明

で

あ

る
、
「
ナ

ニ
、
空
中
旅

行

！
、
其
様

な

こ
と

は
出
来

る
筈
が
無

い
」

と
吾

々

の
先
祖

は
云
う

た
、
今

日

で
は
其
空
中
旅

行
が
容
易

で
あ

る
〉

【
大

正
3
年
】

(
1
9
8
)

島

の
娘

英

ベ
ザ

ン
ト
著

黒
岩

周

六
訳

((上)
七
月
、

(終
編
)
一
一
月
)
東
京

町

田
浜
雄

(扶

桑
堂
)
発

行

二
冊

22

㎝

13
行

(上
)
彩

色

口
絵

1
葉

+
273

+
奥
広

3

p
、

(終
)
彩
色

口
絵

1
葉

+
287

+
奥
広

2

p
〔各

85
銭
〕

〈
英
国

の
本

土

か
ら
西
南

三
十

哩
ほ
ど
離
れ

た
海

上

に
紫
瑠
璃
群

島
と

云
ふ
小
島
が

あ

る
。
〉



【大

正
4
年
】

(
1
9
9
)

実
行
論

黒
岩
周
六
著

坂
井
新

一
編

(六
月
)
東
京

大
倉
広

三
郎

(広
文
堂
書
店
)
発
行

19

㎝

12
行

序

(編
輯
所
)
3
+
目
次

2
+
336

+
目
次

(発
表
順
)
2
+
奥
広
14

p
〔
90
銭
〕

〈

(空
理

に
馳
す
る
勿
れ
)
世

の
中

の
有
様
を
見
る
と
、
人
と
人
と

の
間

に
は
常

に
争
が
あ

る
が
、
其
争

は
何

で
あ

る
か
を
考

へ
る
と
、
先
ず

一
番
大

い
な
る

の
が
利
益

の
争

い
で
あ
る
〉

【
大
正
8
年
】

(
2
0
0
)

社
会
と
人
生

黒
岩
周
六
著

(
一
月
)
東
京

原
武

(止
善
堂
書
店
)
発
行

18

㎝

12
行

序

2
+
凡
例
2
+
目
次

4
+
320
+
奥
広
4

p
〔
1
円
50
銭
〕

〈

(善
を
為
す
勇
気
)
吾
人

は
善
事
を
為
す

に
人
を
恐
れ
ざ

る
可
か
ら
ざ

る
か
、
悪
人

は
人
を
恐
れ

て
其

の
悪
事

を

躊
躇
す
る

こ
と
有

り
、
善
人
も
亦
人
を
恐
れ

て
善

行
を
躊
躇
す
可
き
か
〉

【
大
正
11
年
】

(
2
0
1
)

黒
岩
涙
香

涙
香
会
編

(
一
〇
月
)

23

㎝

肖
像

1
葉

+
口
絵

1
葉

+
序

2
+
凡
例
1
+
目
次

9
+
先
生
自
ら
語

る
430

+
諸
名
士

の
談
話

(内
村
鑑
三
、

関
和
知
、
山
縣
五
十
雄
、
石
川

三
四
郎
、
倉
辻
白
蛇
、
塩
谷
恒
太
郎
、
大
谷
誠
夫
、
漆
間
真
学
、
尾
崎
行
雄
)
覲

～
614

+
先
生
と
余
技
615
～
750

+
会
員

の
見
た
る
先
生
751
～
924

+
黒
岩
涙
香
先
生
略
年
譜
925

～
928

p
〔以
下
欠
〕

【大

正
15
年
】

(
2
0
2
)

土
佐
五
名
家
随
筆
集

明
治
大
正
随
筆
選
集

19

田
中
貢
太
郎
編

(九
月
)
東
京

水
守
栄

(人
文
会
出
版
部
)
発
行

19

㎝

14
行

序

2
+
小
伝

11
+
書
懐

一
律
代
題
詞

(秋
水
)
1
+
目
次
8
+
中
江
兆
民
随
筆

1
～
56
+
黒
岩
涙

香

随
筆

57
～
115

+
幸
徳
秋
水
随
筆
117
～
181

+
田
岡
嶺
雲
随
筆
183
～
264

+
大

町
桂
月
随
筆
265
～
303

+
奥
広

4

p
〔
1
円
〕

黒
岩
涙
香
編

大
正
2
年
～
15
年



(
2
0
3
)

涙
香
文
選

石
井
文
作
編

(
一
〇

月
)
東
京

万
朝
報
社
発
行

19

㎝

13
行

序

(秀
村
得

一
)
2
+
は
し
が
き

(斯
波

貞
吉
)
2

+
凡
例

1
+
目
次

2
+
351

+
奥
広

4

p

〈

(発
刊

の
辞
)
目
的

万
朝
報

は
何

が
為

め

に
発
刊
す

る
や
、
他
な

し
普
通

一
般

の
多
数
民

人

に

一
目
能
く
時
勢

を
知
る

の
便
を
得

せ
し
め
ん
為

の
み
、
此
目
的
あ

る
が
為

に
我
社

は
勉

め
て
其
価

を
廉

に
し
其
紙
を
狭
く

し
其
文

を
平
易

に
し
且

つ
我
社

の
組
織

を
独
立

せ
り
〉

〈
十
月

六
日

は
故
黒
岩
涙
香
先
生

の
第
七
回
忌

に
相
当
す

る
。

本
書

は
之
を
記
念

せ

ん
が

為

に
、
故
人

の
諸
作

物

中

よ
り
特

に
当
時
世
人

の
心
を
動

か
し
た
る
論
説
と
、
故
人
が
新
聞
界

の
偉
人

と
し

て
万
朝
報
創
業
以
来
幾

多
試

み
た
る
記
念
事
業

の
中

よ
り
最
も
意
味
深
き
も

の
ゝ
み
を
抄
録

し
た
も

の
で
あ

る
。
〉

(序
)



うよ…直に夜が明けるわ。眞實よ……汝さんも酒でも飲んだの？…

…追拂を喰つだんぢやなくつて？……まアそんな事はどうだつて好い

けれど』こんな風に彼女は僕を慰めた……僕を勵ました。

あゝ僕は三度まで呪はれやうとするのだらうか。この一些事の中に、僕

にとつて何たる反語の世界の藏せられる事ぞ。まア想像しても見たまへ。

人間運命の歸趨に深く心を秘めて、社會組織の改造を考へ、政事上の革命

を考へ、さては著者自身にすらも計り知り難いやうな深意を藏する幾多の

名書を讀破し―更に自ら進んで「有力な社會の力」たらんとして、現

に僕は力を傾注して居たのだ。自ら省みて多少拗執に失したと思はぬで

もないが、兎に角僕は僕として存在すべき特權を有して居るのだ。自己の

生活上相當なる必然的勢力を有するのだ、隨つて人類社會に一個の偉大

なる歴史的地歩を占むるに充分なる權能を有するのだ―と、少なくとも

これ位までには自負して居たのだ。而も今や如何。金で操を賣る女が、肌

の温味に僕を暖めて居るのだ。人の世に何等の地位なく、何等の價値なき

憐れな、傷け害はれ、追はれ獵り立てられた動物―それが身を以て僕を

温めて居るのだ。それに比べて僕自身は如何だらう。女の方から自分を助

けて呉れるまで、此方から助けやうと云ふ氣を夢にも持たなかつたではな

いか。せめてその考へだけは起つたとしても、如何にして助くべきかを知

らなかつたではないか。

あゝ、僕はせめては此事の凡ては夢―厭はしく、重苦しき夢なれかし

とまで思つた。

が、だめだ、とてもだめだ。冷たい雨の滴は僕の上に容赦もなく落ちる。



女はシッカジと身を押し付ける。暖かい息が僕の顔を煽る、微にヴオッカ

の臭があるにも拘らずそれが僕には氣持が好い。風は怒り吁える。雨は舟

の上を打ち、波は盛に響く。二人は寒さに慄きつゝも、痙攣的に相抱いて

居る。凡て此等の事は夢とすべく餘りに眞實だ。誰れかこの現實、此の事

實の如く重苦しい怖ろしい夢を見るものか。

だが、ナタシヤは絶えず何か彼か喋舌りつづけた。女てなくてはとても

得られぬ深切と、同情とが言葉の節々に蘢つて居だ。その聾、その深切な言

葉にほだされて、微かな焔が僕の身内に燃え、何時となく胸の奥に何物か

溶けて流るゝを覺えざるを得なかつた。

と、やがて僕のからは涙が雨霰の如くに流れ出て、今の先胸に結ぼれ

た邪なる思、愚なる思、悲しき思、汚たる思の凡てを洗ひ去つた。ナタ

シャは重ねて僕を勵まじた。

『さアく。最う好いぢやないか。泣かなくても好いわ。なアに、神樣は

いつか叉好い目に遇はしてくださるだらうからね……氣を取り直して、

今一度好い處へ落ち着いて見るさ……何とかならアね』

斯う云つてナタシヤは接吻を績けた繰り返し幾度も僕を接吻して

くれた……燃えるやうな接吻……たゞそれだけ

だが、僕が女から接吻を受けたのは、この時が始めてゞ、而もそれが叉

此の上ない接吻であつた。何しろそれ以後の接吻と云ふものは、眼玉の飛

び出る程の高價な費をして、おまけに酬ゆる所は眞實若干もなかつた。

は矢張あの時の接吻を最上のものと思ふ。

『まア、そんなにクヨくするもんぢやないつてばさ。ほんとに隨分な弱



虫だよ。汝さんが自分て好い所を探せなくつても、妾が明日になつたら何

とかして上げますよ―』その穩かに説得するやうな囁きは、僕の耳には

まるで夢の中からでも來る聲のやうに響いた。

その儘そこで夜明まで二人は寐た。

夜が明けると僕等は舟の蔭から匍ひ出て、町へ行つた……やがて二人

は惜しい別を取交した。そして最う二度とは遇はなかつた。その後半年も

かゝつて僕はあゝ云つた類のナタシヤ―今こゝに書いた如く秋の一夜を

共に明したその人のやうなナタシヤを、隅から隅まで探し歩いたが

若しや既に死んだのであるならば―實を云へばその方が女には好いの

だが―安らかに眠れかし。だが若しまだ此世の人であるならば矢

張僕は彼女の上に平和あれかしと祈る。あゝ、どうぞいつまでも彼女の心

に、自己の過れる生活に對する自覺などの起らぬやうに……此の世に活き

て居られる限り、そんな自覺は甲斐ない餘計な苦しみに過ぎぬのだから…

0



第

Ⅰ
期

・
第

Ⅱ
期

正
誤
表

〈
第
Ⅰ
期
〉

⑫

龍
動
奇
談

↓

龍
動
鬼
談

⑰

五
月
板
権
免
許
↓

十
七
年

二
月
序

(
2
7
)

24
－
8

↓

28
－
4

(請
求
記
号
)

(
3
5
)

香
雲
散
人
記

↓

香
雪
散
人
訳

(
5
2
)

ハ
ロ
ー
ル
ド

↓

ハ
ロ
ー
ル
ド
物
語

(
9
4
)

本
文
348

p

↓

248

p

(
1
0
8
)

R
29
-
1

↓

R
30
-
1

(
1
0
9
)

R
29
-
77

↓

R
30
-
77

(
1
2
8
)
(
1
2
9
)

明
治

27
年

↓

明
治
29
年

(
38
頁

13
行

の
次

に

【
明
治
29
年
】
が
脱
落
)

(
1
3
8
)

ベ

ン
ヂ

ス
ン
著
↓

ウ
イ
リ

ア
ム
ソ
ン
著

〈
第
Ⅱ
期
〉
(
4
1
)

川
島
忠
之
助

・
出
版
↓

川
島
忠
之
助
訳

・
出
版

以

上
、
「
収
録
書
目
録
」

の
項
で
判
明
し
て

い
る
誤
記

・
誤
植
を
掲
げ
、
訂
正

い
た

し
ま
す
。

国
会

図
書
館

に
お

い
て
第

Ⅰ
期
(
2
7
)

の

『
慨
世
士
伝
』

を
誤
植

の
請
求
記
号

で
請
求

さ
れ
た
方

に
は
、

ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
。
お
詑
び

い
た
し
ま
す
。



索

引



翻

訳

者

索
引

―

校
閲
者

・
序
跋
等
の
筆
者
も
含
む

一
、
出
版
制
度

の
変
容

に
伴
い
、
明
治

二
十
年
代
の
刊
行
図
書

の
奥
付
か
ら
、
著
訳
者

の
出
自

・
住

所
が
姿
を
消
す
。
第
Ⅲ
期

の
収
録
書

は
当
然

の
こ
と
な
が
ら
出
自

・
住
所

の
表
示
が
な
い
。
本
稿

で
は
、
出
生
年

・
出
生
地
を
調
査
し
て
付
す

こ
と
と
す
る
。

一
、
住
所
表
示

の
あ

っ
た
図
書
は
、
Ⅰ
期
Ⅱ
期
同
様
採
録
し
た
。
☆
印
は
、
住
所
が
記
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
を
示
す
。

あ

浅
田
栄
次

慶
応
三
年
徳
山
生
れ

序
●

雨
谷
石
燕

●

飯
田
忍

(竹
の
家
)

序
●
b

池
雪
蕾

土
佐
生
れ

●

石
川
三
四
郎

明
治
九
年
埼
玉
県
生
れ

三
九
年
万
朝
報
入
社

談

●

井
上
唖
々

(九
穂
散
士
)

明
治

一
一
年
名
古
屋
生
れ

序
●

井
上
笠
園

(真
雄
)

慶
応
四
年
生
れ

序
●
●

岩
本
五

一

(小
説
館
主
人
、
香
夢
楼
、
夢
廼
家
さ
む
る
、
梅
廼
家
か

ほ
る
)

京
橋
区
元
数
奇
屋
町

一
丁
目
三
番
地

序
●
●
●
●

日
本
橋
区
檜
物
町
四
番
地

序
●
●
●

☆
序
●
●

↓

出
版
人
索
引

巌
谷
季
雄

(小
波
)

明
治
三
年
東
京
生
れ

●

上
田
万
年

慶
応
三
年
江
戸
生
れ

●

上
田
敏

(柳
村
)

明
治
七
年
東
京
生
れ

●

序
●

内
田
貢

(魯
庵
)

慶
応
四
年
江
戸
生
れ

⑳

内
村
鑑
三

文
久
元
年
江
戸
生
れ

談
●

内
村
達
三
郎

●

内
山
春
風

●

梅
沢
和
軒

明
治
四
年
米
沢
生
れ

序
●

漆
間
真
学

安
政
六
年
生
れ

談
●

榎
本
秋
村

(恒
太
郎
)

●
●
●

江
見
水
蔭

明
治
二
年
岡
山
生
れ

●

エ
リ
セ
ー

エ
フ
、
S

一
八
八
九
年

ロ
シ
ア
生
れ

序
●



大
住
嘯
風

(舜
)

明
治

一
四
年
東
京
生
れ

●

太
田
三
次
郎

愛
知
県
生
れ

●

大
谷
繞
石

(正
信
)

明
治
八
年
松
江
生
れ

●

大
谷
誠
夫

明
治
三
年
生
れ

二
七
年
都
新
聞
入
社
、
の
ち
社
長
と

な
る

談
●

大
橋
栄
三

●

大
町
桂
月

(芳
衛
)

明
治
二
年
高
知
生
れ

●

尾
崎
行
雄

安
政
五
年
神
奈
川
県
生
れ

談
●

小
山
内
薫

明
治

一
四
年
広
島
生
れ

●

小
田
頼
造

明
治

一
四
年
山
口
県
生
れ

⑦
⑫
●

尾
上
柴
舟

明
治
九
年
岡
山
県
生
れ

題
詩
●

小
原
無
絃

(要
逸
)

●
●
●

か

片
岡
信

東
京
府
平
民

京
橋
区
南
紺
屋
町
二
十
四
番
地

●

加
藤
直
士

明
治
六
年
山
形
県
生
れ

①
②
⑤

河
上
肇

明
治

一
二
年
山

口
県
生
れ

⑦

神
崎
順

一

明
治

一
五
年
生
れ

⑨

神
田
乃
武

安
政
四
年
江
戸
生
れ

校
訂
●

木
村
鷹
太
郎

明
治
三
年
宇
和
島
生
れ

東
京
市
芝
区
金
杉
浜
町
三

十
五
番
地

●

東
京
府
下
淀
橋
町
柏
木
三
百
九
番
地

●

●
●

☆
●

翻

訳

者

索

引

楠
田
麦
圃

(斧
三
郎
)

●

倉
辻
白
蛇

(明
義
)

明
治

一
〇
年
生
れ

万
朝
報
記
者

談
●

黒
岩
大

高
知
県
士
族

東
京
芝
区
愛
宕
町

一
丁
目
十
二
番
地
寄
留

●
●
●

―
↓
黒
岩
涙
香

黒
岩
涙
香

(周
六
、
大
)

文
久
二
年
高
知
県
生
れ

●
～
●
●
～

●
●
●
～
●

〔麻
布
区
麻
布
笄
町
百
七
十
四
番
地

●
●
●
●

●
●
●
〕

畔
柳
都
太
郎

(芥
舟
)

明
治
四
年
山
形
県
生
れ

序
●

ケ
ー
ベ
ル

一
八
四
八
年

ロ
シ
ア
生
れ

序
⑲

香
骨

(黒
岩
涙
香
)

●

幸
徳
秋
水

明
治
四
年
高
知
県
生
れ

三

一
年
万
朝
報
入
社

⑪
●

児
玉
花
外

明
治
七
年
京
都
生
れ

●

小
林
梧
桐

●

小
松
月
陵

(武
治
)

●

小
山
東
助

明
治

一
二
年
宮
城
県
生
れ

三
六
年
毎
日
新
聞
入
社

跋
⑱

近
藤
敏
三
郎

●
●

さ

彩
霞
園
柳
香

(雑
賀
豊
太
郎
)
安
政
四
年
大
坂
生
れ

●

堺
枯
川

(利
彦
)

明
治
三
年
福
岡
県
生
れ

三
二
年
万
朝
報
入
社●



坂
本
大
風

(栄
吉
)

●

佐
久
間
信
恭

文
久
元
年
沼
津
生
れ

●

笹
山
狂
浪

(準

一
)

●
●
●

佐
藤
緑
葉

(利
吉
)

明
治

一
九
年
群
馬
県
生
れ

跋
⑱

塩
谷
恒
太
郎

談
●

柴
田
流
星

(勇
)

明
治

一
二
年
東
京
生
れ

⑥

斯
波
貞
吉

明
治
二
年
生
れ

三
二
年
万
朝
報
入
社

序
●

島
村
抱
月

(滝
太
郎
)

明
治
四
年
島
根
県
生
れ

序
⑱
●
●
●

下
中
芳
岳

(弥
三
郎
)

明
治

一
一
年
生
れ

●
●

嘯
月

●
●

神
東
惇

麹
町
区
下
二
番
町
四
十
八
番
地

③
④

末
広
鉄
腸

(重
恭
)

嘉
永
二
年
宇
和
島
生
れ

序
●

末
松
謙
澄

安
政
二
年
豊
前
生
れ

序
●

菅
野
徳
助

明
治
三
年
石
巻
生
れ

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

鈴
木
正
士

(熊
本
中
学
校
教
諭
)

●
●

住
谷
天
来

(入
朔
)

序
①
②

関
和
知

明
治
三
年
千
葉
県
生
れ

三
九
年
万
朝
報
入
社

談
●

痩

々
亭
骨
皮

(西
森
武
城
)
文
久
元
年
江
戸
生
れ

序
●

瀬
沼
夏
葉

(郁
子
)

明
治
入
年
高
崎
生
れ

⑲

相
馬
御
風

(昌
治
)

明
治

一
六
年
糸
魚
川
生
れ

⑮
●
●
●
●

た

田
岡
嶺
雲

(佐
代
治
)

明
治
三
年
高
知
生
れ

三
〇
年
万
朝
報
入

社

東
京
市
下
谷
区
中
天
王
寺
町
二
十
二
番
地

●

☆
●

高
島
米
峰

(大
圓
)

明
治
八
年
新
潟
県
生
れ

序
●
●

↓

出

版
人

高
須
梅
溪

(芳
二
郎
)

明
治

一
三
年
大
阪
生
れ

●

高
橋
五
郎

(吾
良
)

安
政
三
年
柏
崎
生
れ

●

閲
●

竹
村
脩

●

立
川
雨
村

跋
●

田
中
貢
太
郎

明
治

一
三
年
高
知
生
れ

編
●

田
村
逆
水

(全
宣
)

●

竹
葉
舎
晋
升

序
●
●
●

千
葉
掬
香

(鉱
蔵
)

明
治
三
年
東
京
生
れ

●
●
●

筑
山
正
夫

明
治
四
〇
年
没

(
二
四
歳
)

⑱

辻
新
次

天
保

一
三
年
松
本
生
れ

序
●

綱
島
梁
川

(栄

一
郎
)

明
治
六
年
岡
山
県
生
れ

序
⑫

坪
内
逍
遙

(雄
蔵
)

安
政
六
年
美
濃
生
れ

東
京
市
牛
込
区
余
丁

町
百
十
二
番
地

●
●
●

☆
序
●
●
●

閲
●

天
笠
庵
小
法
師

序
●

土
肥
春
曙

(庸
元
)

明
治
二
年
熊
本
生
れ

●

戸
川
秋
骨

(明
三
)

明
治
三
年
肥
後
生
れ

●
●



徳
田
秋
江

(浩
司
、
近
松
秋
江
)

明
治
九
年
岡
山
県
生
れ

●

徳
富
蘆
花

(健
次
郎
)

明
治
元
年
熊
本
県
生
れ

序
⑱

な

中
江
兆
民

(篤
介
)

弘
化
四
年
高
知
生
れ

●

序
●

中
村
孤
月

(八
郎
)

明
治

一
四
年
東
京
生
れ

●

中
村
春
雨

●

序
●

奈
倉
次
郎

明
治
五
年
伊
豆
生
れ

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

夏
目
漱
石

(金
之
助
)

慶
応
三
年
江
戸
生
れ

序
●

沼
波
武
夫

(瓊
音
)

明
治

一
〇
年
名
古
屋
生
れ

三
八
年
万
朝
報

入
社

跋
●

野
田
良
吉

●

昇
曙
夢

(直
隆
)

明
治

一
一
年
奄
美
大
島
生
れ

牛
込
区
市
ヶ
谷

田
町
二
丁
目
二
十
二
番
地

●

☆
●
●
●

は

橋
田
長
次
郎

跋
●

長
谷
川
康

(開
成
中
学
校
講
師
)

●

長
谷
川
辰
之
助

(二
葉
亭
四
迷
)

元
治
元
年
江
戸
生
れ

⑬
⑯
⑰

●
馬
場
孤
蝶

(勝
弥
)

明
治
二
年
高
知
生
れ

⑩
●

林
董

嘉
永
三
年
佐
倉
生
れ

序
●

翻

訳

者

索

引

日
置
益

三
重
県
平
民

神
田
区
駿
河
台
東
紅
梅
町
二
番
地
寄
留

●

秀
村
得

一

序
●

一
二
三
散
史

序
●

風
浪
生

●

深
江
種
明

●

深
川
清
喜
堂

跋
●

藤
井
白
雲
子

(繁

一
)

●

藤
沢
古
雪

(周
次
)

●

二
葉
亭
四
迷
↓

長
谷
川
辰
之
助

紅
薔
薇
生

●

抱
花
生

●

星
野
久
成

(楽
天
)

●

帆
引
徹
巌

●

堀
口
昇

嘉
永
三
年
高
崎
生
れ

校
閲
●

序
●

本
間
久
四
郎

(久
)

東
京
市
芝
区
神
谷
町
九
番
地

●
●
●

☆
●

ま

正
木
照
蔵

●

松
浦
政
泰

●
●

松
島
剛

(利
道
)

安
政
元
年
江
戸
生
れ

監
修
●
●



松
原
至
文

(致
遠
)

明
治

一
七
年
三
重
県
生
れ

●

松
原
三
十
三
階
堂
主
人

(岩
五
郎
)

慶
応
二
年
伯
耆
国
生
れ

●

松
本
雲
舟

(赳
)

明
治

一
五
年
生
れ

●

松
本
信
夫

●

丸
亭
素
人

(遠
藤
速
太
)

元
治
元
年
生
れ

●

三
木
愛
花

(貞

一
、
愛
華
、
紅
夢
楼
)

文
久
元
年
大
網
生
れ

●

序
●
●
●
●
●
●

右
田
寅
彦

(柳
塢
亭
)

慶
応

二
年
臼
杵
生
れ

●

水
島
慎
次
郎

●

夢
幻
散
士

序
●

百
嶋

(島
)
冷
泉

(操
)

東
京
府
豊
多
摩
郡
西
大
久
保
村
五
百
四

⑭
●

☆
⑧
●
●
●
●
●

森
林
太
郎

(鴎
外
)

文
久
二
年
石
見
国
生
れ

●
●
●
●

序
●

や

山
縣
五
十
雄

(螽
湖
)

明
治

二
年
滋
賀
県
生
れ

二
八
年
万
朝
報

入
社

談
●

山
岸
荷
葉

(惣
次
郎
)

明
治
九
年
東
京
生
れ

●

山
田
行
潦

(直
)

東
京
市
下
谷
区
上
根
岸
町
八
十
八
番
地

●

夢
の
家

●

吉
江
孤
雁

(喬
松
)

明
治

一
三
年
長
野
県
生
れ

●
●

吉
岡
向
陽

●

吉
田
両
耳
生

(良
次
)

●

わ

若
月
紫
蘭

(保
治
)

明
治

一
二
年
防
府
生
れ

四

一
年
万
朝
報
入

社

●

和
田
垣
謙

三

万
延
元
年
豊
岡
生
れ

●



出
版
人

・
発
行
人
索
引

あ

新
井
由
蔵

東
京
市
京
橋
区
木
挽
町
二
丁
目
十
三
番
地

●

荒
川
千
代
三

(朝
報
社
)

京
橋
区
弓
町
二
十

一
番
地

●

荒
川
信
賢

(早
稲
田
大
学
出
版
部
)

東
京
市
小
石
川
区
音
羽
町
四

丁
目
十

一
番
地

●

↓

早
稲
田
大
学
出
版
部

安
藤
嶺
丸

(精
神
修
養
社
)

東
京
市
浅
草
区
橋
場
町
百
三
番
地

●

石
井
文
作

(万
朝
報
社
)

東
京
市
京
橋
区
銀
坐
二
丁
目
四
番
地

●

磯
部
辰
次
郎

(磯
部
甲
陽
堂
)

東
京
市
日
本
橋
区
蠣
殻
町
二
丁
目

九
番
地

●

伊
藤
元
治
郎

(隆
文
館
)

東
京
市
京
橋
区
南
鍋
町

一
丁
目
二
番
地

⑪

井
上
勝
五
郎

(薫
志
堂
)

京
橋
区
南
紺
屋
町

一
番
地

●
●
●
●

●
●

井
ノ
口
松
之
助

(魁
真
楼
)

東
京
市
京
橋
区
南
大
工
町
九
番
地

●

今
津
隆
治

(如
山
堂
書
店
)

東
京
市
日
本
橋
区
上
榎
町
十
番
地

⑩

岩
崎
鉄
次
郎

(大
学
館
)

東
京
市
神
田
区
鍋
町
二
十

一
番
地

●

●

岩
本
五

一

(小
説
館
)

京
橋
区
銀
坐

二
丁
目
十
二
番
地

●

京
橋
区
元
数
寄
屋
町

一
丁
目
三
番
地

●
●
●
●
●
●
●
●
●

日
本
橋
区
檜
物
町
四
番
地

●
●
●
●

↓

翻
訳
者
索
引

上
田
屋
書
店

東
京
市
神
田
区
裏
神
保
町

一
番
地

⑥

内
田
正

一

(東
西
社
)

東
京
神
田
区
表
神
保
町
十
番
地

●
●

内
田
正
義

(東
西
社
)

東
京
市
本
郷
区
向
岡
弥
生
町
三
番
地

●

↓

東
西
社

大
草
常
章

(松
栄
堂
書
店
)

東
京
市
日
本
橋
区
橘
町

一
丁
目

一
番

地

●

大
倉
広
三
郎

(広
文
堂
書
店
)

東
京
市
京
橋
区
南
榎
町
十
八
番
地

●

東
京
市
京
橋
区
南
榎
町
十
八
番
地

●

大
塚
英
祐

(秩
山
堂
書
舗
)

東
京
府
士
族

神
田
区
小
川
町
十
番

地

●

大
橋
新
太
郎

(博
文
館
)

東
京
市
日
本
橋
区
本
町
三
丁
目
八
番
地



●
●
●

大
淵
渉

(駸

々
堂
)

大
坂
市
東
区
末
吉
橋
通
四
丁
目
八
十
六
番
邸

●
●

岡
三
郎

(彩
雲
閣
)

東
京
市
神
田
区
表
神
保
町
三
番
地

●

小
川
寅
松

(小
川
尚
栄
堂
)

東
京
市
京
橋
区
南
紺
屋
町
十
八
番
地

●
●

か

鹿
島
長
次
郎

(興
文
社
)

東
京
市
日
本
橋
区
馬
喰
町
二
丁
目

一
番

地

●

金
尾
種
次
郎

(金
尾
文
淵
堂
)

東
京
市
京
橋
区
元
数
寄
屋
町
二
丁

目
十
三
番
地

⑰

東
京
市
麹
町
区
平
河
町
五
丁
目
五
番
地

●

兼
子
慶
太
郎

(経
世
社
)

東
京
青
山
原
宿
百
八
十
三
番
地

④

亀
井
忠

一

(三
省
堂
書
店
)

東
京
市
神
田
区
裏
神
保
町

一
番
地

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

木
沢
孚

(画
報
社
)

東
京
市
神
田
区
西
小
川
町

一
丁
目
九
番
地

(画
報
社
＝
本
郷
区
切
通
坂
町
二
十
五
番
地
)

●

木
下
子
之
吉

(木
下
出
版
商
社
)

東
京
市
芝
区
神
明
町
十
二
番
地

●

熊
谷
勝

(平
民
書
房
)

東
京
市
本
郷
区
弓
町
二
丁
目

一
番
地

⑨

河
野
正
義

(東
京
国
民
書
院
)

東
京
市
神
田
区
駿
河
台
袋
町
十
六

番
地

●

小
酒
井
五

一
郎

(英
語
研
究
社
)

東
京
市
麹
町
区
富
士
見
町
六
丁

目

一
番
地

●
●

小
林
啓
蔵

(昭
倫
堂
)

東
京
市
本
郷
区
東
片
町
百
三
十
六
番
地

●

小
柳
津
要
人

(丸
善
株
式
会
社
)

東
京
市
日
本
橋
区
通
三
丁
目
十

四
、
五
番
地

⑳

さ

榊
原
友
吉

(文
盛
堂
書
店
)

東
京
市
日
本
橋
区
鉄
砲
町
三
番
地

●

坂
本
嘉
治
馬

(冨
山
房
)

東
京
市
神
田
区
裏
神
保
町
九
番
地

●

↓

冨
山
房

佐
藤
義
亮

(新
潮
社
)

東
京
市
麹
町
区
飯
田
町
三
丁
目
二
十
五
番

地

●
●

清
水
金
右
衛
門

(文
明
堂
)

東
京
市
本
郷
区
本
郷
四
丁
目
五
番
地

②

春
陽
堂

麹
町
区
飯
田
町
五
丁
目
十
番
地

●

↓

和
田
静
子

真
善
美
協
会

東
京
府
下
淀
橋
町
柏
木
三
百
九
番
地

●

杉
本
要

(杉
本
梁
江
堂
)

東
京
市
京
橋
区
中
橋
広
小
路
六
番
地

●

杉
本
要

(杉
本
書
店
)

大
阪
市
東
区
北
渡
辺
町
八
十
九
番
地

●



鈴
木
金
輔

(三
友
舎
)

京
橋
区
本
材
木
町
三
丁
目
二
十
六
番
地

●
●
●

鈴
木
種
次
郎

(
三
教
書
院
)

東
京
市
神
田
区
佐
柄
木
町
二
十

一
番

地

●

薄
田
鶴
二

(獅
子
吼
書
房
)

東
京
市
京
橋
区
南
小
田
原
町
三
丁
目

九
番
地

⑲

政
教
社

東
京
市
神
田
区
鎌
倉
町

●

関
根
寅
之
助

(輿
論
社
)

埼
玉
県
平
民

東
京
神
田
淡
路
町

一
丁

目

一
番
地
寄
留

●

副
島
優

(尚
友
館
書
店
)

東
京
市
神
田
区
錦
町

一
丁
目
十
番
地

●

染
谷
仙
蔵

(朝
報
社
)

東
京
市
京
橋
区
木
挽
町
二
丁
目
十
三
番
地

●
●
●

た

高
島
大
圓

(米
峰
、
丙
午
出
版
社
)

東
京
市
小
石
川
区
原
町
六
番

地

●
●

高
橋
重
蔵

東
京
青
山
千
駄
ヶ
谷
四
百
七
十
番
地

⑥

高
橋
信
定

(経
世
社
)

麹
町
区
元
町
三
丁
目

一
番
地

③

高
見
勝

(金
葉
堂
)

京
橋
区
木
挽
町

一
ノ
三

●

瀧
川
民
治
郎

(今
古
堂
書
店
)

東
京
市
日
本
橋
区
馬
喰
町
三
丁
目

十
四
番
地

⑦
出
版
人

・
発
行
人
索
引

竹
沢
章

(章
光
閣
)

東
京
市
日
本
橋
区
箔
屋
町
十
四
番
地

●

立
川
熊
次
郎

(立
川
文
明
堂
)

大
阪
市
東
区
博
労
町
四
丁
目
十
三

番
地

●

田
中
増
蔵

(聚
精
堂
)

東
京
市
本
郷
区
龍
岡
町
三
十
四
番
地

●

●

谷
沢
光
吉

(光
世
館
書
店
)

東
京
市
日
本
橋
区
松
島
町
二
十
九
番

地

●

朝
報
社

(万
朝
報
社
)

東
京
市
京
橋
区
弓
町
二
十

一
番
地

●
●

●
●
●

↓

荒
川
千
代
三
、
石
川
文
作
、
染
谷
仙
蔵
、
山

田

藤
三
郎

辻
岡
文
助

(金
松
堂
)

東
京
市
日
本
橋
区
横
山
町
三
丁
目
二
番
地

●

筒
井
民
治
郎

(今
古
堂
)

日
本
橋
区
新
和
泉
町

一
番
地
寄
留

●

●

鶴
田
久
作

(玄
黄
社
)

東
京
市
神
田
区
雉
子
町
三
十
二
番
地

●

●
●
●

東
西
社

神
田
区
表
神
保
町
十
番
地

↓

内
田
正
義

富
田
直
次

(
二
)
郎

(明
進
堂
)

日
本
橋
区
通
四
丁
目
七
番
地

●
●
●
●
●

富
田
能
次

(富
田
文
陽
堂
)

東
京
市
神
田
区
美
土
代
町
三
丁
目

一

番
地

●



な

内
藤
加
我

(金
桜
堂
)

日
本
橋
区
通
四
丁
目
八
番
地

●

同

四
丁
目
四
番
地

●
●
●

中
井
真
三

(良
明
堂
書
店
)

東
京
市
京
橋
区
西
紺
屋
町
十
六
番
地

●

中
井
政
次

(開
文
社
)

東
京
市
神
田
区
猿
楽
町
二
十

一
番
地

●

中
根
駒
十
郎

(新
潮
社
)

東
京
市
麹
町
区
飯
田
町
三
丁
目
二
十
五

番
地

●

牛
込
区
新
小
川
町

一
丁
目
十
三
番
地

●

中
村
由
松

・
中
村
寅
吉

(鐘
美
堂
書
店
)

大
阪
市
南
区
安
堂
寺
橋

通
三
丁
目
五
十
七
番
地

●

中
山
三
郎

(春
秋
社
)

東
京
市
神
田
区
鈴
木
町
十
六
番
地

●

西
本
波
太

(易
風
社
)

東
京
市
麹
町
区
飯
田
町
六
丁
目
二
十
四
番

地

⑯
●
●
●
●

野
村
鈴
助

(新
橋
堂
書
店
)

東
京
市
京
橋
区
出
雲
町

一
番
地

●

●

は

長
谷
川
好
太
郎

(精
華
堂
書
店
)
東
京
市
神
田
区
多
町

一
丁
目
十
五

番
地

●
●

〔大
阪
店
／
大
阪
市
南
区
安
堂
寺
町
心
斉
橋
筋
西

入
〕

服
部
国
太
郎

(服
部
書
店
)

東
京
市
日
本
橋
区
傅
正
町

一
番
地

●
●

早
矢
仕
民
治

(丸
善
書
店
)

東
京
府
平
民

神
田
宮
本
町
五
番
地

●

原
武

(止
善
堂
書
店
)

東
京
市
神
田
美
土
代
町

一
丁
目
四
十
二
番

地

●

原
亮

一
郎

(金
港
堂
書
籍
株
式
会
社
)

●

日
高
藤
兵
衛

(日
高
有
隣
堂
)

東
京
市
本
郷
区
元
富
士
町
二
番
地

⑤

本
郷
区
千
駄
木
林
町
百
九
十
六
番
地

●
●

平
山
勝
熊

(隆
文
館
)

東
京
市
京
橋
区
南
鍋
町

一
丁
目
二
番
地

⑫

赤
坂
区

一
ツ
木
七
十
四
番
地

●

福
岡
元
治
郎

(鐘
美
堂
書
店
)
東
京
市
日
本
橋
区
本
銀
町
三
丁
目
二

番
地

●

福
永
文
之
助

(警
醒
社
書
店
)

東
京
市
京
橋
区
尾
張
町
二
丁
目
十

五
番
地

●

☆
①

冨
山
房

東
京
市
神
田
裏
神
保
町

●

☆
●
●

堀
野
与
七

(文
禄
堂
書
店
)

東
京
市
日
本
橋
区
傅
正
町

一
番
地

●

●
●

ま

前
川
又
三
郎

(前
川
文
栄
閣
)

東
京
市
京
橋
区
中
橋
広
小
路
六
番

地

●
●

又
間
安
次
郎

(精
華
堂
書
店
)

大
阪
市
南
区
安
堂
寺
町
四
丁
目
六



十
番
地

●

〔東
京
店
／
東
京
市
多
町

一
丁
目
十
五
番
地
〕
●

町
田
宗
七

(扶
桑
堂
)

東
京
日
本
橋
区
新
右
衛
門
町
十
番
地

●

●
●
●
●
b
●
●

町
田
浜
雄

(扶
桑
堂
)

東
京
市
京
橋
区
北
榎
町
十
二
番
地

●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

松
本
亀
造

(公
文
書
院
)

東
京
市
日
本
橋
区
通
四
丁
目
四
番
地

●

丸
家
善
七

東
京
府
平
民

日
本
橋
区
通
三
丁
目
十
四
番
地

●

水
守
栄

(人
文
会
出
版
部
)

東
京
市
牛
込
区
矢
来
町
三
番
地

●

三
井
新
次
郎

(金
桜
堂
)

日
本
橋
区
通
三
丁
目
十
三
番
地
寄
留

●

宮
川
保
全

(大
日
本
図
書
株
式
会
社
)

東
京
市
京
橋
区
銀
座

一
丁

目
二
十
二
番
地

●
●

宮
城
伊
兵
衛

(昭
文
堂
)

東
京
市
本
郷
区
弓
町

一
丁
目
二
番
地

⑱
●
●

三
宅
米
吉

(金
港
堂
書
籍
会
社
副
社
長
)

本
郷
区
妻
恋
町
六
番
地

●

〔金
港
堂
＝
東
京
市
日
本
橋
区
本
町
三
丁
目
十
七
番
地
〕

宮
下
松
太
郎

(
二
松
堂
書
房
)

東
京
市
神
田
区
上
白
壁
町
九
番
地

●

宮
辺
富
次
郎

(建
文
館
)

東
京
市
神
田
区
猿
楽
町
二
番
地

●
●

宮
本
林
治

(武
林
堂
)
東
京
市
麹
町
区
麹
町

一
丁
目
三
番
地

●

や

山
縣
文
夫

(内
外
出
版
協
会
)

東
京
府
下
北
豊
島
郡
巣
鴨
町
大
字

上
駒
込
十
九
番
地

⑭
⑮
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●

山
縣
操

(内
外
出
版
協
会
)

東
京
市
本
郷
区
駒
込
西
片
町
十
番
地

⑧
●

山
田
藤
吉
郎

(朝
報
社
)

東
京
市
麻
布
区
新
龍
土
町
十
二
番
地

●

山
中
閑

(都
新
聞
社
)

東
京
市
麹
町
区
内
幸
町

一
丁
目
五
番
地

●

山
本
銀
次
郎

東
京
市
本
所
区
吉
岡
町
十
二
番
地

●

山
本
鐐
蔵

(岡
崎
屋
書
店
)

東
京
市
神
田
区
雉
子
町
三
十
二
番
地

●

万
朝
報
社
↓

朝
報
社

ら

隆
文
館

東
京
市
京
橋
区
尾
張
町

一
丁
目

一
番
地

●

わ

早
稲
田
大
学
出
版
部

東
京
市
牛
込
区
早
稲
田

●
●

☆
●

↓

荒
川
信
賢

出
版
人

・
発
行
人
索
引



和
田
静
子

(春
陽
堂
)

東
京
市
日
本
橋
区
通
四
丁
目
五
番
地

⑬

●
●
●
●
●
●
●
●
●

↓

春
陽
堂



書

名

索

引

一
、
本
索
引
は

「明
治
期
翻
訳
文
学
書
全
集
」
の
完
結
に
伴
い
、
Ⅰ
期

・
Ⅱ
期

・
Ⅲ
期

・
別
集
の
目

録
書
に
収
め
た
作
品
の
検
索
を
容
易
な
ら
し
め
る
た
め
に
作
成
し
た
も

の
で
あ
る
。

一
、
し
か
し
、
五
百
五
十
点
余
を
収
め
た
本
全
集
は
、
当
然
の
な
り
ゆ
き
と
し
て
、
明
治
期
の
翻
訳

文
学
書
を
網
羅
す
る
形
と
な

っ
た
。
こ
こ
に
収
録
で
き
な
か

っ
た
図
書
は
、
主
と
し
て
、
涙
香
以

外
の
探
偵
小
説
と
明
治
三
十
九
年
以
後
の
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
文
学
で
あ
る
。

一
、
研
究
の
便
宜
を
は
か
る
た
め
、

「近
代
日
本
黎
明
期
文
学
書
集
成
」

に
収
め
た
翻
訳
書
も
本
索

引

に
収
録
し
て
お
い
た
。

あ

噫
無
情

(
ユ
ゴ
ー
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

愛

の
杯

(短
編
小
説
)

(
テ
イ
ラ
著

佐
藤

て

つ
子
訳
)

Ⅱ
●

ア
イ
バ

ン
ホ
ー

(
ス

コ
ッ
ト
著

小
原
無
絃
訳
)

Ⅲ
●

あ

い
び
き

(
ツ
ル
ゲ
ー
ネ

フ
著

二
葉
亭

四
迷
訳
)

Ⅱ
●

Ⅰ
●

赤
靴
物
語

(
ア
ン
デ

ル
セ
ン
著

百
島
操
訳
)

Ⅲ
●

秋

の

一
夜

(
ゴ
ル
キ
イ
著

馬
場
孤
蝶
訳
)

Ⅱ
●

悪
因
縁

(
ク
ラ
イ

ス
ト
著

森
鴎
外
訳
)

Ⅱ
●

悪
党
紳
士

(ボ

ア
ゴ
ベ
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

亜
細
亜
の
光
輝

(
ア
ー
ノ
ル
ド
著

中
川
太
郎
訳
)

Ⅰ
●

蘆
分
小
舟

(小
説
)

(デ

ィ
ケ
ン
ス
著

池
雪
蕾
訳
)

Ⅲ
●

明
日
の
戦
争

(
ダ

ン
リ
ー
著

厩
堂
散
人
訳
)

Ⅱ
●

ア
ダ

ム
の
日
記

(
ト
ウ

ェ
ー
ン
著

本
間
久

四
郎
訳
)

Ⅲ
●

兄
と
弟

(
モ
ー
パ

ッ
サ
ン
著

倉
田
桜
芳
訳
)

Ⅱ
●

痘
痕
伝
七
郎

(
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
著

条
野
採
菊
翻
案
)
↓

黎
明

期

怪

の
物

(ド
ー

ニ
イ
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

荒
磯

(バ

ル
ザ

ッ
ク
著

馬
場
孤
蝶
訳
)

Ⅱ
●

亜
拉
比
亜
奇
譚

(沙
漠
旅
行
)

(
ハ
オ
フ
著

中
川
霞
城
訳
)

Ⅱ
●

暴
夜
物
語

(開
巻
驚
奇
)

(永
峰
秀
樹
訳
)

Ⅰ
②

ア
ラ
ビ
ヤ

ン
ナ
イ
ト
物
語

(深
沢
由
次
郎
訳
)

Ⅰ
●



あ

り
ふ
れ
物
語

(
ホ
ー
ソ
ー
ン
著

大
島

正
健
訳
)

Ⅱ
⑲

闇
黒
亜
弗
利
加

(
ス
タ
ン
レ
ー
著

矢
部
新
作
訳
)

Ⅰ
●

暗
黒
星

(英
和
対
訳
科
学
小
説
)

(
ニ
ュ
ー
カ
ム
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

ア

ン
ダ
ア
ゼ

ン
お
伽
噺

(近
藤
敏

三
郎
訳
)

Ⅲ
●

ア
ン
デ

ル
セ
ン
物
語

(
内
山
春
風
訳
)

Ⅲ
●

安
得
仙
家
庭
物
語

(
ア
ン
デ

ル
セ
ン
著

上

田
万
年
説
話
)

Ⅲ
●

ア
ン
ナ

・
カ

レ
ン
ナ

(
ト
ル
ス
ト
イ
著

柴

田
流
星
訳
)

Ⅲ
⑥

家
妻

(
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
著

宮
崎
湖
処
子
訳
)

Ⅱ
⑱

活

地
獄

(
ボ
ア
ゴ
ベ
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

い
さ
子

(
ウ
ー
ド
著

織

田
純

一
郎
訳
)

Ⅰ
●

石
美
人

(白
水
居
士
翻
案
)

Ⅱ
●

偉
人
論

(
エ
マ
ー
ソ
ン
著

大
谷
正
信
訳
)

Ⅱ
●

伊
曽
保
物
語

(
前
田
香
雪
訳
)

Ⅰ
●

伊
蘇
普
物
語

(新
訳
)

(鈴
木
常
松

訳
)

Ⅰ
●

伊
蘇
普
物
語

(寓
意
勧
懲
)

(
田
中
達

三
郎
訳
)

Ⅰ
●

伊
太
利

の
囚
人

(
デ

ィ
ケ
ン
ス
著

森

田
思
軒
訳
)

Ⅰ
●

一
読

三
嘆

(
訐
隠
発
秘
)

(
マ
ッ
ク
ス
ヲ
ー

レ
ル
著

尾
崎

行
雄

・

尾
崎
行
隆
訳
)

Ⅰ
●

一
輪

の
牡
丹
花

(
シ

ェ
イ
ク

ス
ピ

ア
著

丸
山
平
次
郎
筆
記
)

Ⅰ

●

い

つ
の
日
か
君
帰
り
ま
す

(
ル
ス
ト
著

森
鴎
外
訳
)

Ⅲ
●

犬

(
ラ
ー

エ
ル
レ
ー
フ
著

森
鴎
外
訳
)

Ⅲ
●

イ

ー
ノ
ッ
ク
ア
ー
デ

ン

(
テ

ニ
ソ
ン
著

長
谷
川
康
訳
)

Ⅲ
●

祝
ひ
歌

(
デ

ィ
ケ
ン
ズ
著

若
松
賤
子
訳
)

Ⅰ
●

因
果

の
小
車

(
ケ
ラ
ス
著

鈴
木
大
拙

訳
)

Ⅱ
●

印
度
開
国
紀
事

(
マ
コ
ー
レ
ー
著

高

田
寅

二
郎
訳
)

Ⅰ
●

印
度
開
国
征
略
史

(
マ
コ
ー
レ
ー
著

渡
辺
松
茂
訳
)

Ⅰ
●

印
度
奇
観

(
マ
コ
ー
レ
ー
著

前
橋
孝
義
訳
)

Ⅰ
●

印
度
征
略
史

(
マ
コ
ー

レ
ー
著

末
広
重
恭
訳
)

Ⅰ
●

印
度
顛
覆
史

(
マ
コ
ー

レ
ー
著

山

田
良
作
訳
)

Ⅰ
⑰

ヴ

ィ
カ
ー
、
ヲ
ブ
、
ウ

ェ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド

(
ゴ
ー
ル
ド

ス
ミ
ス
著

浅
野
和
三
郎
訳
)

Ⅰ
●

ヴ

ェ
ニ
ス
の
商
人

(
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
著

土
肥
春
曙
訳
)

Ⅲ
●

ヴ

エ
ニ
ス
の
商
人

(
ラ
ム
著

菅
野

・
奈
倉
訳
)

Ⅲ
●

う
え
る
て
る

(
ゲ
ー
テ
著

久
保
天
随
訳
)

Ⅱ
●

ウ

ォ
ル
ヅ

ヲ

ォ
ス
の
詩

(
浦
瀬
白
雨
訳
)

Ⅰ
●

う
き
草

(
ツ
ル
ゲ
ー
ネ

フ
著

二
葉
亭

四
迷
訳
)

Ⅲ
⑰

う
き
よ
か
が

み

(摩
爾
利
亜
登
著

橋
本
武

訳
)

Ⅱ
●

浮
世

の
巷

(
シ

ュ
ー
著

岡
野
碩
訳
)

Ⅱ
●

憂

世

の
涕
涙

(
一
滴
千
金
)

(キ

ソ
グ
著

宮
崎
夢
柳
訳
)

Ⅰ
●

う
き
よ

の
波

(
ス
テ
ル
ン
著

森
鴎
外
訳
)

Ⅱ
●

雨
中
花

(小
説
)

(末
広
鉄
腸

・
二
宮
孤
松
訳
)

Ⅱ
●

宇
宙

の
舵
蔓

(
文
明
世
界
)

(勝

岡
信

三
郎
訳
)

Ⅱ
●



英
国

の
義
士
、
猶
太

の
烈
女

(
ス

コ
ッ
ト
著

河
島
敬
蔵
註
釈
)

Ⅰ
●

英
国
美
譚

(貞
操
)

(
ク

ッ
ク
著

鎗
田
山
人
編
)

Ⅱ
⑥

英
国
魯
敏
孫
島
物
語

(斎
藤
了
庵
訳
)

Ⅰ
⑳

英
雄
崇
拝
論

(
カ
ー
ラ
イ

ル
著

住
谷
天
来
訳
)

Ⅰ
●

英
雄
崇
拝
論

(
カ
ー
ラ
イ

ル
著

大
屋

・
石
田
訳
)

Ⅰ
●

英
雄
之
肝
胆

(
五
日
紀
変
)

(
ユ
ー
ゴ
ー
著

野
田
藤
吉
郎
訳
)

Ⅱ

●

英
雄
之
世
路

(革
命
余
聞
)

(
チ
ャ
ン
ダ

ア
ス
著

阿
部
秀
吉
訳
)

Ⅱ
⑧

英
雄
論

(
カ
ー
ラ
イ
ル
著

土
井
林
吉
訳
)

Ⅰ
●

A
B
C
組
合

(
ユ
ゴ
ー
著

原
抱

一
庵
訳
)

Ⅱ
●

恵
馬
遜
傑
作
集

(
エ
マ
ー
ソ
ン
著

大
谷
正
信
訳
)

Ⅲ
●

エ
マ
ー
ソ
ン
論
文
集

(戸
川
秋
骨
訳
)

Ⅲ
●

エ
マ
ー
ソ
ソ
論
文
集

(水
島
慎
次
郎
訳
)

Ⅲ
●

恵
磨
遜

の
書
簡

(
ノ
ル
ト
ン
編

民
友
社
訳
)

Ⅱ
●

鴛
鴦
奇
観

(伊
国
情
史
)

(ポ

ッ
カ

ッ
チ

ョ
著

近
藤
東
之
助
訳
)

Ⅱ
●

遠
征
奇
縁

(名
将
佳
人
)

(小
野
次
郎
訳
)

Ⅱ
●

生
ひ
立
ち

の
記

青
年
時
代

(
ト
ル
ス
ト
イ
著

徳

田
秋
江
訳
)

Ⅲ
●

王
冠

(
コ
ッ
ペ
ー
著

長
田
秋
濤
訳
)

Ⅱ
●

黄
金
虫

(ポ
ー
著

本
間
久
四
郎
訳
)

Ⅲ
●

黄
金
杯

(
ワ

ッ
セ
ル
マ
ン
著

森
鴎
外
訳
)

Ⅲ
●

王
様

の
新
衣
裳

(
諷
世
奇
談
)

(
ア
ン
デ

ル
セ
ン
著

河
野
政
喜
訳
)

Ⅱ
●

欧
洲
書
生
気
質

(
シ

ュ
レ
ー
ゲ
ル
著

村

田
豊
作
訳
)

Ⅱ
●

欧
洲
美
談

(
才
子
佳
人
艶
話
)

(
ホ
ワ
ー
ド
著

島
崎
湊
訳
)

Ⅰ
●

欧
洲
美
談

(婦
女
立
志
)

(田
島
象
二
訳
)↓

西
国
烈
女
伝
の
改
題

本

王
党
民
党

(
ユ
ゴ
ー
著

小
川
煙
村
訳
)

Ⅱ
●

王
子
羅
世
刺
斯
伝

(
ジ

ョ
ン
ソ
ン
著

芝
野
六
助
訳
)

Ⅰ
●

王
子
羅
世
拉
斯
伝
記

(
ジ

ョ
ン
ソ
ン
著

草
野
宜
隆
訳
)

Ⅰ
●

お
ほ
か
み

(
グ
リ
ム
著

上

田
万
年
訳
)

Ⅱ
●

陸
目
八
目

(
ロ
チ
著

飯
田
旗
郎
訳
)

Ⅱ
●

オ
セ

ロ

(
ラ
ム
著

菅
野

・
奈
倉
訳
)

Ⅲ
●

オ
セ

ロ
ー

(
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
著

坪
内
逍
遙
訳
)

Ⅲ
●

お
転
婆

(
ゴ
ー
リ
キ
ー
著

吉

田
良
次
訳
)

Ⅲ
●

乙
女

の
操

(
ロ
ン
グ
フ

ェ
ロ
ー
著

高
須
芳

二
郎
訳
)

Ⅲ
●

小
野
小
町
論

(
黒
岩
涙
香
著
)

Ⅲ
●

折
枝
の
梅
が
香

(
ア
ル
ノ
ー
著

条
野
採
菊
訳
)
↓

黎
明
期

オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女

(悲
劇
)

(
シ
ラ
ー
著

藤
沢
周
治
訳
)

Ⅱ
●

女
退
治

(
ノ
リ
ス
著
か

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

女
庭
訓

(
ブ
ラ

ッ
ド

ン
著
か

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

書

名

索

引



か

懐

旧

(
ユ
ゴ
ー
著

森

田
思
軒
訳
)

Ⅱ
●

慨
世
士
伝

(
開
巻
悲
憤
)

(リ

ッ
ト

ン
著

坪
内
逍
遙
訳
)

Ⅰ
●

回
世
美
談

(
デ

フ
ォ
ー
著

山
田
正
隆
訳
)

Ⅰ
⑤

海
賊

(バ

イ

ロ
ン
著

木
村
鷹
太
郎
訳
)

Ⅲ
●

海
底
紀
行

(
六
万
英
里
)

(
ヴ

ェ
ル
ヌ
著

井
上
勤
訳
)

Ⅱ
●

海
底

の
重
罪

(ボ

ア
ゴ
ベ
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

海
底
旅
行

(
五
大
洲
中
)

(
ヴ

ェ
ル
ヌ
著

大
平

三
次
訳
)

Ⅱ
●

回
天
綺
談

(英
国
名
士
)

(加
藤
政
之
助
訳
)

Ⅰ
●

回
天
之
弦
声

(
字
血
句
涙
)

(
シ
ラ
ー
著

蘆

田
東
雄
訳
)

Ⅱ
●

顔

(デ

ー
メ
ル
著

森
鴎
外
訳
)

Ⅲ
●

革
命
奇
談
神
愁
鬼
哭

(
ド
ウ
イ

ッ
チ
著

幸
徳
秋
水
訳
)

Ⅲ
⑪

花
情
粋
話

(
人
情
小
説
)

(ベ

ル
セ
ジ
オ
ー
著

大
石
高
徳
訳
)

Ⅱ

●

花
心
蝶
思
録

(
露
国
奇
聞
)

(プ

ー
シ
キ

ン
著

高
須
治
助
訳
)

Ⅱ

●

佳
人
之

血
涙

(政
治
小
説
)

(ヴ

ェ
ル
ヌ
著

井
上
勤
訳
)

Ⅱ
●

片
恋

(附
、

奇
遇
、

あ

ひ
ゞ
き
)

(
ツ
ル
ゲ
ー
ネ

フ

二
葉
亭

四
迷

訳
)

Ⅱ
●

片
手
美
人

(ボ

ア
ゴ
ベ
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

鏑
木
秀
子

(
イ
プ

セ
ン
社
会
劇
)

(土
肥
春
曙
訳
)

Ⅲ
●

カ
ー
ラ
イ

ル
英
雄
論
詳
解

(本

田
増
次
郎
編
)

Ⅰ
●

ガ
リ
ヴ

ァ
ー
小
人
国
旅
行

(
ス
ウ

ィ
フ
ト
著

菅
野

・
奈
倉
訳
)

Ⅲ
●

ガ
リ
ヴ

ァ
ー
旅
行
記

(
ス
ウ

ィ
フ
ト
著

松
原

・
小
林
訳
)

Ⅲ
●

ガ
リ
ヴ

ァ
ー
旅
行
記

(
ス
ウ

ィ
フ
ト
著

佐

久
間
信
恭

訳
)

Ⅲ
●

鵞
瑛
幡
児

回
島
記

(
絵
本
)

(
ス
ウ

ィ
フ
ト
著

片
山
平

三
郎
訳
)

Ⅰ
⑪

花
柳
春
話

(
欧
洲
奇
事
)

(
リ

ッ
ト
ン
著

織

田
純

一
郎
訳
)

Ⅰ
⑦

花
柳
春
話

(通
俗
)

(
リ

ッ
ト
ン
著

織

田
純

一
郎
訳
)

Ⅰ
●

カ

ル
コ
集

(
ゴ
ー
リ
キ
ー
、

ガ
ル
シ
ン
著

二
葉
亭

四
迷
訳
)

Ⅲ

⑬

可
憐
嬢

(坪
内
逍
遙
著
)

Ⅰ
●

簡
易
聖
書

(ト
ル
ス
ト
イ
著

小
田
頼
造
訳
)

Ⅲ
●

間

一
髪

(ポ
ー
著

森
田
思
軒
訳
)

Ⅱ
●

巌
窟
王

(史
外
史
伝
)

(デ

ュ
マ
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅱ
●

寒
村
行

(ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
著
)
(久
保

・
天
野
訳
)

Ⅰ
●

漢
訳
伊
蘇
普
譚

(阿
部
弘
国
訓
点
)

Ⅰ
④

奸
雄
の
末
路

(リ
ッ
ト
ン
著

吉
田
熹
六
訳
)

Ⅰ
●

奇
遇
之
夢

(才
子
佳
人
)
(中
村
柳
塢
訳
)

Ⅱ
●

奇
遇
夢
物
語

(波
斯
奇
談
)
(横
山
峯

一
訳
)

Ⅱ
●

奇
遇
魯
国
美
譚

(改
良
小
説
)

(ト
ン
ベ
イ
著

大
石
高
徳
訳
)

Ⅱ

●



奇
獄

(摘
陰
発
微
)

(
マ
ク
ウ
ア
ッ
テ
ル
ス
著

千
原
伊
之
吉
訳
)

Ⅱ
⑨

鬼
啾
啾

(虚
無
党
実
伝
記
)

(
レ
ウ

ロ
ッ
フ
著

宮
崎
夢
柳
訳
)
↓

黎
明
期

奇
想
春
史

(
欧
洲
奇
話
)

(リ

ッ
ト
ン
著

織

田
純

一
郎
訳
)

Ⅰ
⑧

貴
族

の
家

(
ツ
ル
ゲ
ー
ネ

フ
著

相
馬
御
風
訳
)

Ⅲ
●

狐

の
裁
判

(
独
逸
奇
書
)

(ゲ
ー
テ
著

井
上
勤
訳
)

Ⅱ
●

義
勇
兵

(仏
国
史
談
)

(カ
ボ

ロ
ー
著

宮
崎
夢
柳
訳
)
↓

黎
明
期

教
育
お
伽
噺

(
ア
ン
デ

ル
セ
ン
著

和

田
垣
謙

三
訳
)

Ⅲ
●

鏡
花
水
月

(
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
著

渡
辺
治
訳
)

Ⅰ
●

教
訓
小
説
集

(
ト
ル
ス
ト
イ
著

斎
木
仙
酔
訳
)

Ⅱ
●

巨
魁
来

(ボ

ア
ゴ
ベ
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

兄
弟

(
ド
ー
デ

ー
著

馬
場
孤
蝶
訳
)

Ⅱ
●

虚
無
党
奇
談

(
キ

ュ
ー
著

松
居
松
葉
訳
)

Ⅱ
●

虚
無
党
退
治
奇
談

(
ヴ

ェ
ル

ニ
エ
著

川
島
忠
之
助
訳
)

Ⅱ
●

嫌
は
れ
者

(
ア
ン
デ

ル
セ
ン
著

菅
野

・
奈
倉
訳
)

Ⅲ
●

銀
行
の
賊
↓

魔
術
の
賊

(銀
行
奇
談
)
の
改
題
本

近
世
偉
業

(亜
弗
利
加
探
検
)

(
ス
タ
ン
レ
ー
著

前
野
芳
造
訳
)

Ⅰ
●

近
世
米
国
奇
談

(小
川
吉
之
輔
編
)

Ⅱ
②

金
鉄
腸

(激
浪
濯
血
)

(サ
ー
ゼ
イ
著

城
慶
度
訳
)

Ⅰ
●

金
満
家

(矢
野
龍
溪

・
森

田
思
軒
訳
)

Ⅱ
●

金
驢
譚

(希
臘
異
聞
)

(森
田
思
軒
訳
)

Ⅱ
●

空
中
軍
艦

(
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
著

山
岸
藪
鶯
訳
)

Ⅱ
⑳

苦
闘
録

(バ

ル
ザ

ッ
ク
著

馬
場
孤
蝶
訳
)

Ⅱ
●

草
葉

の
露

(
小
説
)

(ブ

レ
ド

ン
著

ブ

ラ
ッ
ク
訳
)

Ⅰ
●

具
雷
武
伝
釈
義

(
マ
コ
ー
レ
ー
著

河
田
清
彦
訳
)

Ⅰ
●

ク
ラ
イ
ブ
伝
詳
解

(
マ
コ
ー
レ
ー
氏
評
論
)

(関
藤
成
緒
編
)

Ⅰ
●

克
来
貌
伝
註
釈

(
マ
コ
ー
レ
ー
氏
)

(斎
藤
恒
太
郎
訳
)

Ⅰ
●

ク
ラ
イ
ヴ
伝
直
訳

(
マ
コ
ー
レ
ー
著

遠
藤
速
太
訳
)

Ⅰ
●

ク
ラ
イ
ヴ
伝
直
訳

(
マ
コ
ー
レ
ー
著

栗
野
忠
雄
訳
)

Ⅰ
●

ク
リ
ス
マ
ス
カ

ロ
ル

(頭
註
)

(デ

ィ
ケ
ン
ス
著

草
野
柴
二
訳
)

Ⅰ
●

ク
リ
ス
マ
ス
、

カ

ロ
ル

(新
訳
註
解
)

(
デ

ィ
ケ
ン
ス
著

紅
薔
薇

生
訳
)

Ⅲ
●

暮
れ
ゆ
く
海

(
ゴ
ー
リ
キ
ー
著

中
村
孤
月
訳
)

Ⅲ
●

黒
岩
涙
香

(涙
香
会
編
)

Ⅲ
●

黒
頭
巾

(デ

ィ
ケ
ン
ス
著

内
田
魯
庵
訳
)

Ⅰ
●

群
芳
綺
話

(
欧
洲
情
話
)

(ポ

ッ
カ

ッ
チ

ョ
著

大
久
保
勘

三
郎
訳
)

Ⅱ
●

「
ク

ロ
イ

ツ

ェ
ル

・
ソ
ナ
タ
」
後
語

(
ト
ル
ス
ト
イ
著

橋
本
青
雨

訳
)

Ⅱ
●

経
国
美
談

(斉
武
名
士
)
(矢
野
龍
溪
訳
)↓

黎
明
期

繋
思
談

(諷
世
嘲
俗
)

(リ

ッ
ト
ン
著

尾
崎

・
藤

田
訳
)

Ⅰ
●

書

名

索

引



閨
秀
美
談

(那
翁
外
伝
)

(
ア
ボ

ッ
ト
著

秋
庭
浜
太
郎
訳
)

Ⅱ
⑤

警
世
奇
話

(
フ

ェ
ヌ
ロ
ン
著

加
藤
幹
雄
訳
)

Ⅱ
●

ゲ

エ
テ
の
詩

(
橋
本
青
雨
訳
)

Ⅱ
●

劇
場

の
犯
罪

(
ボ

ア
ゴ
ベ
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

血
笑
記

(新
訳
)

(
ア
ン
ド

レ
ー

エ
フ
著

二
葉
亭

四
迷
訳
)

Ⅲ
⑯

月
世
界

一
周

(
ヴ

ェ
ル
ヌ
著

井
上
勤
訳
)

Ⅱ
●

月
世
界
旅
行

(
九
十
七
時

二
十
分
間
)

(ヴ

ェ
ル
ヌ
著

井
上
勤
訳
)

Ⅱ
●

決
闘

(
チ

ェ
ー
ホ

フ
著

小
山
内
薫
訳
)

Ⅲ
●

決
闘

の
果

(
ボ
ア
ゴ
ベ
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

日
耳
曼
政
略
史

(
マ
コ
ー
レ
ー
著

横
川
文
之
助
訳
)

Ⅰ
●

剣
侠

(
ホ
ー
プ
著

・森
皚
峰
訳
)

Ⅰ
●

建
築
師

(脚
本
)

(イ
プ

セ
ン
著

千
葉
掬
香
訳
)

Ⅲ
●

恋
娘
婚
姻
事
情

(
西
洋
演
劇
筋
書
)

(ラ
ビ

シ

ュ
著

荻
原

・
有
賀

訳
)

Ⅱ
●

豪
傑

一
世
鏡

(自
由
之
笞
恩
愛

の
泄
)

(
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
著

板

倉
興
太
郎
訳
)

Ⅰ
●

皇
子

ハ
ム
レ
ッ
ト

(
ラ
ム
著

菅
野

・
奈
倉
訳
)

Ⅲ
●

後
世
夢
物
語

(
開
化
進
歩
)

(
ジ
オ

ス

コ
リ
デ

ス
著

上
条
信
次
訳
)

Ⅱ
●

豪

胆
少
年
奮
闘
美
談

(
松
浦
政
泰
訳
)

Ⅲ
●

郷

土
柳
子

の
話

(
黒
岩
涙
香

訳
)

Ⅲ
●

国
事
探
偵

(
ゴ
ー
リ
キ
ー
著

馬
場
孤
蝶
訳
)

Ⅲ
●

国
民
小
説

(第

一
)
Ⅱ
●

(
第

二
)

Ⅰ
●

Ⅱ
●
●
●

(第

四
)

Ⅰ
●

Ⅱ
⑱
●

(第

六
)
Ⅱ
●

国
民
の
元
気

(血
涙
万
行
)

(谷

口
政
徳
訳
)
↓

黎
明
期

極
楽
郷

(
ア
ン
デ

ル
セ
ン
著

内

田
魯
庵
訳
)

Ⅱ
●

心

(
ア
ン
ド

レ
ー

エ
フ
著

上

田
敏
訳
)

Ⅲ
●

心
の
隈

(
バ

ル
ザ

ッ
ク
著

馬
場
孤
蝶
訳
)

Ⅱ
●

心
の
楽

(
教
育
奇
談
)

(
フ

ェ
ヌ

ロ
ン
著

加
藤
幹
雄
訳
)

Ⅱ
●

「
コ
サ
ア
ク
」
兵

(
ト
ル
ス
ト
イ
著

田
山
花
袋
訳
)

Ⅱ
●

哥
薩
克
兵
―
↓

「
コ
サ
ア
ク
」
兵

の
改
題
再
版

小
桜
新
吉

(
小
説
)

(デ

ィ
ケ
ソ
ス
著

堺
利
彦
訳
)

Ⅲ
●

乞
食

(
ゴ
ー
リ
キ
ー
著

二
葉
亭
四
迷
訳
)

Ⅲ
●

乞
食

王
子

(少
年
小
説
)

(
ト
ウ

ェ
イ

ン
著

巌

谷

・
黒
田

・
川

田

訳
)

Ⅱ
●

湖
上

の
美
人

(今
様
長
歌
)

(
ス

コ
ッ
ト
著

塩
井
正
男
訳
)

Ⅰ
●

五
九
節
操
史

(
仏
国
情
話
)

(デ

ュ
マ
著

松
岡
亀
雄
訳
)

Ⅱ
●

国
会
之
瑕
瑾

(
仏
国
革
命
余
波
)

(
フ
ァ
イ

ェ
ッ
ト
著

水
谷
由
章

訳
)
↓

黎
明
期

滑
稽
劇
当
世
女
学
者

(
モ
リ

エ
ー
ル
著

松
居
松
葉
訳
)

Ⅱ
●

此
曲
物

(ボ

ア
ゴ
ベ
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

小
山
羊

の
歌

(
エ
ッ
ヂ

ワ
ー
ス
著

本
間
久
訳
)

Ⅲ
●

ゴ
ー
リ
キ
ー
集

(
短
編

六
種
)

(相
馬
御
風
訳
)

Ⅲ
●



昆
太
利
物
語

(デ

ィ
ズ

レ
ー
リ
著

福
地

・
塚
原
訳
)

Ⅰ
●
b

さ

西
国
烈
女
伝

(田
島
象
二
訳
)
↓

黎
明
期

最
後

の
勝
利

(
ト
ル
ス
ト
イ
著

梅
北

・
沖
野
訳
)

Ⅱ
●

沙
翁
物
語

ハ
ム
レ
ッ
ト
及
ヱ

ニ
ス
の
商
人

(
ラ
ム
著

中
島
孤
島

訳
)

Ⅰ
●

沙
翁
物
語

マ
ク
ベ

ス
外

二
篇

(
ラ
ム
著

杉
谷
代
水
編
)

Ⅰ
●

沙
翁
物
語
集

(
ラ
ム
著

小
松
月
陵
訳
)

Ⅰ
●

沙
翁
物
語
十
種

(
ラ
ム
著

小
松
月
陵
訳
)

Ⅲ
●

何
桜
彼
桜
銭
世
中

(
ラ
ム
著

雨

の
家
狸
遊
編
)

Ⅰ
●

さ
さ
や
き

(
シ

ェ
ン
キ

ィ
ヰ

ッ
ク
、
イ
プ

セ
ン
著

藤
沢
古
雪
訳
)

Ⅲ
●

さ
す
ら
ひ

(
オ
デ

ッ
セ
梗
概
)

(赤
司

・
石
田
訳
)

Ⅱ
●

沙
漠

の
花

(
孝
女
美
談
)

(リ
ス
ト
ウ
著

浅
井

・
坂
本
訳
)

Ⅱ
●

猿
乃
裁
判

(
優
勝
劣
敗
)

(倶
礼
著

井
上
勤
訳
)

Ⅰ
●

懺
悔

(
フ

ハ
ー
ジ
オ
ン
著

賣
薪
生
訳
)

Ⅱ
●

三
十
五
日
間
空
中
旅
行

(亜
非
利
加
内
地
)

(
ヴ

ェ
ル
ヌ
著

井
上

勤
訳
)

Ⅱ
●

三
笑
人

(
西
洋
滑
稽
)

(山
田
保
訳
)

Ⅱ
●

三
人

(
ゴ
ー
リ
キ
ー
著

田
岡
嶺
雲
訳
)

Ⅲ
●

三
人
姫

(
ア
ー
ヴ

ィ
ン
グ
著

菅
野

・
奈
倉
訳
)

Ⅲ
●

三
人
令
嬢

(
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
原
作

条
野
採
菊
翻
案
)

Ⅰ
●

三
人
令
嬢

附
夏

の
夜

の
夢

(
ラ
ム
著

河
島
敬
蔵
訳
)

Ⅰ
●

三
美
姫
物
語

(
ア
ー
ヴ

ィ
ン
グ
著

礒
部
精

一
訳
)

Ⅱ
●

シ

ェ
キ

ス
ピ
ー
ヤ
筋
書

(
ラ
ム
著

竹
内
余
所
次
郎
訳
)

Ⅰ
●

シ

ェ
ー
ク
ス
ピ
ー
ア
物
語

(
ラ
ム
著

百
島
操
訳
)

Ⅲ
●

シ

ェ
レ
ー
の
詩

(小
原
無
絃
訳
)

Ⅲ
●

士
官
の
娘

(露
国
軍
事
小
説
)

(プ

ー
シ
キ

ン
著

足
立

・
徳
田
訳
)

Ⅱ
●

色
是
空

(
ル
サ
ー
ジ

ュ
著

小
栗
貞
雄
訳
)

Ⅱ
●

該
撒
殺
害

(
ト
ウ

ェ
ー
ン
著

山
縣

五
十
雄
訳
)

Ⅱ
●

自
叙
伝
直
訳
註
釈

(
ふ
ら
ん
く
り
ん
)

(松
尾
豊
文
訳
)

Ⅱ
●

自
叙
伝
註
釈

(弗
蘭
克
林
)

(井
上
歌
郎
註
釈
)

Ⅱ
●

地
震

(
ク
ラ
イ

ス
ト
著

森
鴎
外
訳
)

Ⅱ
●

自
著
言
行
録
直
訳
、

註
釈

(ベ

ン
ヂ

ャ
ミ
ン
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
)

(大

島
国
千
代
訳
)

Ⅱ
●

詩
人
的
英
雄

(
カ
ー
ラ
イ

ル
著

蘭
山
居
士
訳
)

Ⅰ
●

実
行
論

(
黒
岩
涙
香
著
)

Ⅲ
●

失
楽
園

(
ミ
ル
ト
ン
著

内
村
達

三
郎
訳
)

Ⅲ
●

失
楽
園

(訳
註
)

(
ミ
ル
ト
ン
著

内
村
達
三
郎
訳
)

Ⅰ
●

失
楽
園
物
語

(
ミ
ル
ト
ン
著

繁
野
天
来
編
)

Ⅰ
●

死
美
人

(ボ

ア
ゴ
ベ
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●
b

志
別
土
商
人
物
語

(
印
度
小
説
)

(矢
野
龍
溪
訳
)

Ⅱ
●

書

名

索

引



志
別
土
商
人
物
語

(嘉
坡
通
信
報
知
叢
談
)

(矢
野
龍
溪
訳
)

Ⅱ
●

島

の
娘

(
ビ
ザ

ン
ト
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

下
僕

の
生
涯

(
ト
ル
ス
ト
イ
著

神
崎
順

一
訳
)

Ⅲ
⑨

社
会
劇

(
イ
ブ

セ
ン
作
)

(高
安
月
郊
訳
)

Ⅱ
●

社
会
と
人
生

(
黒
岩
涙
香
著
)

Ⅲ
●

社
会
之
敵

(
イ
プ

セ
ン
著

森
皚
峰
訳
)

Ⅱ
●

十

五
少
年

(
ヴ

ェ
ル
ヌ
著

森

田
思
軒
訳
)

Ⅱ
●

十

二
健
児

(伊
国
美
談
)

(
ア
チ
ミ
ス
著

原
抱

一
庵
訳
)

Ⅱ
●

執
念

(ボ

ア
ゴ
ベ
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

自
由

の
凱
歌

(仏
蘭

西
革
命
記
)

(デ

ュ
マ
著

宮
崎
夢
柳
訳
)

Ⅱ

●
●

自
由
太
刀
余
波
鋭
鋒

(該
撒
奇
談
)

(
シ

ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
著

坪
内

逍
遙
訳
)

Ⅰ
●

自
由
廼
征
矢

(
白
露
革
命
外
伝
)

(ヴ

ェ
ル
ヌ
著

井
上
勤
訳
)

Ⅱ

●

出
世
之
間
道

(
ピ
カ
ー
著

尺
秀

三
郎
訳
)

Ⅱ
●

ジ

ユ
リ
ア

ス
、

シ
ー
ザ
ー
講
義

(
シ

ェ
イ
ク

ス
ピ

ア
著

大
倉
本
澄

訳
)

Ⅰ
●

春
鶯
囀

(
政
党
余
談

)

(デ

ィ
ズ

レ
ー
リ
著

関
直
彦
訳
)

Ⅰ
●

春
情
浮
世
之
夢

(
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
著

河
島
敬
蔵

訳
)

Ⅰ
●

春
窓
綺
話

(泰

西
活
劇
)

(
ス

コ
ッ
ト
著

服
部
誠

一
訳
)

Ⅰ
●

春

風
情
話

(
ス

コ
ッ
ト
著

坪
内
逍
遙
訳
)

Ⅰ
⑩

情
供
証
拠
誤
判
録

(
フ
ィ
リ

ッ
プ
著

高
橋
健

三
訳
)

Ⅰ
⑭

小
九
郎
次
大
九
郎
次

・
着
道
楽

(
ア
ン
デ

ル
セ
ン
著

菅
野

・
奈
倉

訳
)

Ⅲ
●

商
海
狂
瀾

(キ
ャ
ッ
セ
ル
著

久
松
義
典
訳
)
↓

黎
明
期

小
公
子

(
バ
ー
ネ

ッ
ト
著

若
松
賤
子
訳
)

Ⅱ
⑫
●

小
公
子

(
バ

ー
ネ

ッ
ト
著

百
島
操
訳
)

Ⅲ
●

小
公
女

(バ

ー
ネ

ッ
ト
著

巌
谷
小
波
訳
)

Ⅲ
●

小
公
女

(バ

ー
ネ

ッ
ト
著

藤
井
繁

一
訳
)

Ⅲ
●

小
人
国
大
人
国

(
ス
ウ

ィ
フ
ト
著

近
藤
敏

三
郎
訳
)

Ⅲ
●

小
人
国
大
人
国
漂
流
記

(
ス
ウ

ィ
フ
ト
著

風
浪
生
)

Ⅲ
●

小
人
島
大
人
島
抱
腹
珍
談

(
ス
ウ

ィ
フ
ト
著

松
浦
政
泰
訳
)

Ⅲ
●

小
人
国
発
見
録

(政
治
小
説
)

(ジ

ョ
ル
ジ
著

鳥
尾
岩
太
郎
訳
)

Ⅰ
●

肖
像
画

(
ゴ
ー
ゴ
リ
著

二
葉
亭
四
迷
訳
)

↓

黎
明
期
Ⅱ
●
b

鐘
楼
守

(
ユ
ゴ
ー
著

尾
崎
紅
葉
訳
)

Ⅱ
●

女
子
大
学

(
テ

ニ
ソ
ン
著

深
江
種
明
訳
)

Ⅲ
●

処
世
論

(
エ
マ
ー
ソ
ソ
著

高
橋

五
郎
訳
)

Ⅲ
●

ジ

ョ
ン

・
ガ
フ
リ

エ
ル

・
ボ

ル
ク

マ
ン
(イ
プ

セ
ン
著

森
鴎

外
訳
)

Ⅲ
●

ジ

ョ
ン
ブ

ル

(
オ

レ
ル
著

正
木
照
蔵
訳
)

Ⅲ
●

白
梅
嬢

(
サ

ッ
カ

レ
ー
著

山
縣

五
十
雄
訳
)

Ⅰ
●

白
浪
艶
話

(
父
子
奇
遇
)

(リ

ッ
ト

ン
著

小
川
漁
史
訳
)

Ⅰ
●



シ
ル
レ
ル
物
語

(
徳
田
秋
江
編
)

Ⅱ
●

白
薔
薇

(
シ

ュ
ラ
イ
ネ
ル
著

画
湖
仙
史
訳
)

Ⅱ
●

新
亜
刺
比
亜
物
語

(
ス
テ
ィ
ブ

ン
ソ
ン
著

若
月

・
帆
引
訳
)

Ⅲ

●

信
仰

(
小
説
)

(ア
ン
ド

レ
ー

エ
フ
著

中
村
吉
蔵
訳
)

Ⅲ
●

新
世
帯

(新
案
奇
想
英
和
小
説
)

(ギ
ル
バ

ー
ト
著

本
多
金
十
郎

訳
)

Ⅰ
●

人
生

の
意
義

(
ト
ル
ス
ト
イ
著

橋
本
青
雨
訳
)

Ⅱ
●

人
生
之
意
義

(
ト
ル
ス
ト
イ
著

神
東
惇
訳
)

Ⅲ
③

人
生

の
意
義

(
ト
ル
ス
ト
イ
著

河
上

・
小
田
訳
)

Ⅲ
⑦

人
生

の
意
義

(杜
翁
叢
書
)

(ト
ル
ス
ト
イ
著

榎
本
恒
太
郎
訳
)

Ⅲ
●

人
生
問
題

(黒
岩
涙
香
著
)

Ⅲ
●

神
仙
叢
話

(西
洋
古
事
)

(グ
リ
ム
著

菅

了
法
訳
)

Ⅱ
●

人
尊
主
義

(黒
岩
涙
香
著
)

Ⅲ
●

人
道
主
義

(
ト
ル
ス
ト
イ
著

小
田
頼
造
訳
)

Ⅲ
⑫

人
肉
質
入
裁
判

(
西
洋
珍
説
)

(ラ
ム
著

井
上
勤
訳
)

Ⅰ
⑲

人
肉
質
入
裁
判
法
庭
之
場
講
義
録

(
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
著

礫
辺
弥

一
郎
訳
)

Ⅰ
●
●

新
編
黄
昏
日
記

(デ

ュ
マ
著

小
宮
山
桂
介
訳
)
↓

黎
明
期

新
未
来
記

(
ジ
オ
ス

コ
リ
デ

ス
著

近
藤
真
琴
訳
)

Ⅱ
●

人
民

の
敵

(
イ
プ

セ
ソ
著

太
田
三
次
郎
訳
)

Ⅲ
●

新
訳

ロ
ビ

ン
ソ
ン

(奇
流
漂
談
)

(デ

フ
ォ
ー
著

笹
山
準

一
訳
)

Ⅲ
●

新
訳

ロ
ビ
ン
ソ
ン
漂
流
記

(絶
島
奇
談
)

(デ

フ
ォ
ー
著

笹
山
準

一
訳
)

Ⅲ
●

姿
の
夜
桜

(英
国
革
命
)
(高
安
亀
次
郎
訳
)↓

黎
明
期

ス
ケ

ッ
チ
ブ

ッ
ク

(
ア
ー
ヴ

ィ
ソ
グ
著

浅
野
和
三
郎
訳
)

Ⅱ
●

ス
ケ

ッ
チ
ブ

ッ
ク
釈
義

(
ワ
シ
ン
ト
ン
ア
ー
ヴ

ィ
ン
グ
)

(河
田
清

彦
訳
)

Ⅱ
⑯

ス
ヶ

ッ
チ
ブ

ッ
ク
註
釈

(
ワ
シ
ン
ト
ン
ア
ー
ビ

ン
グ
)

(大
倉
本
澄

訳
)

Ⅱ
⑮

寿
其
徳
奇
談

(
ス

コ
ッ
ト
著

横
山
鉾
呂
久
訳
)

Ⅰ
●

ス
コ
ッ
ト
湖
上
之
美
人
詳
解

(岡
村
愛
蔵
訳
)

Ⅰ
●

蘇
丹
令
探
検
実
記

(亜
弗
利
加
内
地
)

(藤

田
軌
達
訳
)

Ⅰ
●

ス
タ
ン
レ
ー
探
険
実
記
↓

闇
黒
亜
弗
利
加
の
改
題
本

捨
小
舟

(
ブ
ラ

ッ
ド

ン
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

政
海

の
情
波

(
三
英
双
美
)

(デ

ィ
ズ

レ
ー
リ
著

渡
辺
治
訳
)

Ⅰ

●

聖
人
か
盗
賊

か

(
リ

ッ
ト
ン
著

原
抱

一
庵
訳
)

Ⅰ
●

b

聖
戦

(バ

ン
ヤ
ン
著

松
本
雲
舟
訳
)

Ⅲ
●

政
体
各
論

(
ヒ
ル
ド
レ
ス
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

政
党
情
話

(英
国
奇
聞
)

(ブ

ラ
イ
ト
著

八
木
半
治
訳
)

Ⅰ
●

青
年
思
想
論

(
黒
岩
涙
香
著
)

Ⅲ
●

書

名

索

引



西
洋
梅
暦

(欧
洲
小
説
)

(ジ

ェ
ヌ
イ
ヤ

ッ
ク
著

福
田

・
森
訳
)

Ⅱ
●

西
洋
浦
嶋
物
語

(英
文
註
釈
)

(
ア
ー
ヴ

ィ
ン
グ
著

堀
越
晩
翠
編
)

Ⅱ
●

西
洋
女
大
学

(
ラ
ト
ク
リ

フ
著

片
岡
信
訳
)

Ⅲ
●

西
洋
花

こ
よ
み

(
ボ

ッ
カ

ッ
チ

ョ
著

長

田
秋
濤
訳
)

Ⅱ
●

西
洋
夫
妻
事
情

(デ

ィ
ケ
ン
ス
著

加
勢
鶴
太
郎
訳
)

Ⅰ
⑯

西
洋
復
讐
奇
譚

(開
巻
驚
奇
)

(デ

ュ
マ
著

関
直
彦
訳
)

Ⅱ
●

西
洋
娘
節
用

(仇
結
奇
乃
赤
縄
)

(
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
著

木
下
新

三
郎
訳
)

Ⅰ
●

西
洋
妖
怪
奇
談

(
小
学
講
話
材
料
)

(グ
リ
ム
著

渋
江
保
訳
)

Ⅱ

●

西
洋
列
女
伝

(
ス
タ
ー
リ
ン
グ
著

宮
崎
嘉
国
訳
)

Ⅰ
⑨

西
洋
笑
本

(
田
村
久
和
纂
)

Ⅱ
●

性
欲
論

(
ト
ル
ス
ト
イ
著

大
住
嘯
風
訳
)

Ⅲ
●

精
力
主
義

(黒
岩
涙
香
著
)

Ⅲ
●

世
界

一
大
奇
聞

(
一
読

一
驚
)

(矢
野

.
森

田
訳
)

Ⅱ
●

世
界
事
実
奇
談

(
キ

ン
グ
著

渡
辺
修

二
郎
訳
)

Ⅰ
●

世
界
未
来
記

(社
会
進
化
)

(
ロ
ビ
ダ

ー
著

蔭
山
広
忠
訳
)

Ⅱ
●

セ
キ

ス
ピ
ヤ
物
語

(
ラ
ム
著

品
田
太
吉
訳
)

1
●

絶
島
漂
流
記

(
ロ
ビ

ン
ソ
ン
ク
ル
ー
ソ
ー
)

(高
橋
雄
峰
訳
)

Ⅰ
●

ゼ
、

マ
ー
チ
ャ
ン
ト
、
オ
ブ
、
ヴ

ェ
ニ
ス

(
シ

ェ
イ

ク
ス
ピ

ア
著

土
肥
春
曙
訳
)

Ⅰ
●

セ
ー
ラ
、

ク
ル
ー
物
語

(
英
和
対
訳
)

(バ

ー
ネ

ッ
ト
著

若
松
賤

子
訳
)

Ⅱ
●

鮮
血

日
本
刀

(
フ
オ
ー
セ
ッ
ト
著

本
多
孫

四
郎
訳
)

Ⅰ
●

戦
場
之
花

(
繍
衣
錦
袍
)

(グ

ラ
ン
ト
著

前
田

・
喜
多
川
訳
)

Ⅰ

●

全
世
界

一
大
奇
書

(
井
上
勤
訳
)

Ⅰ
●

千
人
会

(
エ
ッ
ヂ

ワ
ー

ス
著

森

田
思
軒
訳
)

Ⅰ
●

千
里
風
煙

(
政
事
上
之

放
逐
人
)

(
チ

ッ
ソ
ー
、

ア
メ
ロ
ー
著

鈴

木
力
訳
)

Ⅱ
●

想
神
録

(杜
翁
叢
書
)

(
ト
ル
ス
ト
イ
著

榎

本
恒
太
郎
訳
)

Ⅲ
●

造
物
者
驚
愕

試
験

(
学
術
妙
用
)

(
ヴ

ェ
ル
ヌ
著

井
上
勤
訳
)

Ⅱ

●

想
夫
恋

(泰

西
情
話
)

(
シ

ェ
イ

ク
ス
ピ

ア
原
案

竹
葉
散
人
著
)

Ⅰ
●

想
夫
恋

(ポ

ッ
カ

ス
翁
十
日
物
語
)

(ポ

ッ
カ

ッ
チ

ョ
著

佐
野
尚

訳
)

Ⅱ
●

雙
鸞
春
話

(デ

ィ
ズ

レ
ー
リ
著

牛
山
良
助

訳
)

Ⅰ
●

ソ
ク
ラ
テ

エ
ス
の
死

(
ク

レ
ー
ゲ
ル
著

森
鴎
外
訳
)

Ⅲ
●

蘇
生

の
日

(
脚
本
)

(
イ
プ

セ
ン
著

千
葉
掬
香
訳
)

Ⅲ
●

即
興
詩

人

(
ア

ソ
デ

ル
セ
ン
著

森
鴎
外
訳
)

Ⅱ
●

そ

の
前
夜

(
ツ
ル
ゲ
ー
ネ

フ
著

相
馬
御
風
訳
)

Ⅲ
⑮



園
之
咲
分

(家
庭
教
育
)

(
ゴ
ー
ル
ド

ス
ミ
ス
著

植
木
貞
次
郎
訳
)

Ⅰ
●

た

第

一
の
佳
人

(
ア
ル
ノ
ー
著

条
野
採
菊
訳
)

Ⅱ
●

第

一
之
美
人

(
世
界
)

(ブ
ラ
イ
ト
著

八
木
半
治
郎
訳
)

Ⅰ
●

大
金
塊

(
マ
ン
ヴ
ィ
ル

・
フ

ェ
ン
、

ハ
ル
リ
ス
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

大
人
国
旅
行

(
南
洋
漂
流
)

(デ

フ
ォ
ー
著

大
久
保
常
吉
訳
)

Ⅰ

●

泰
西
奇
談

嵐
之
巻

(
ラ
ム
著

仁
田
桂
次
郎
訳
)

Ⅰ
●

泰
西
奇
談

智
孟
物
語

(
ラ
ム
著

仁

田
桂
次
郎
訳
)

Ⅰ
●

泰
西
奇
談

女
房
持
虎

の
巻

(
ラ
ム
著

仁

田
桂
次
郎
訳
)

Ⅰ
●

泰
西
奇
談

冬
物
語

・
因
果
物
語

(
ラ
ム
著

仁
田
桂
次
郎
訳
)

Ⅰ
●

泰
西
世
説

(
チ

ェ
ム
プ

ル
著

中
川
将
行
訳
)

Ⅱ
●

泰
西
名
著
集

(
ツ
ル
ゲ
ー
ネ

フ
、
バ

ル
ザ

ッ
ク
、

モ
ー
パ

ッ
サ
ン
、

ド

ー
デ

ー
、

シ

ェ
ン
キ
イ
ウ
イ

ッ
ク
著

馬
場
孤
蝶
訳
)

Ⅲ

⑩

大
東
号
航
海
日
記

(
ヴ

ェ
ル
ヌ
著

森

田
思
軒
訳
)

Ⅱ
●

大
盗
賊

(
銀
行
奇
談
)

(ガ
ボ
リ
オ
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

第

二
十
世
紀

(世
界
進
歩
)

(
ロ
ビ
ダ

ー
著

服
部
誠

一
訳
)

Ⅱ
●

第

二
十
世
紀
未
来
誌

(
開
巻
驚
奇
)

(
ロ
ビ
ダ

ー
著

富
田

・
酒
巻

訳
)

Ⅱ
●

第

二
青
年
思
想
論

(
黒
岩
涙
香
著
)

Ⅲ
●

大
氷
海

(
マ
ル
ク

ハ
ム
著

幸

田
露
伴
訳
)

Ⅰ
●

大
宝
窟

(
ハ
ツ
ガ
ー
ド
著

宮
井
安
吉
訳
)

Ⅰ
●

宝

ほ
り

(ポ
ー
著

山
縣
五
十
雄
訳
)

Ⅱ
●

太
政
大
臣
難
船
日
記

(英
国
)

(ヴ

ェ
ル
ヌ
著

井
上
勤
訳
)

Ⅱ
●

楯

の
響

(
イ
リ
ア

ッ
ド
梗
概
)

(赤
司

・
石
田
訳
)

Ⅱ
●

谷
間
乃
鶯

(
欧
洲
新
話
)

(
セ
ル
バ

ン
テ
ス
著

斎
藤
良
恭
訳
)

Ⅱ

●

谷
間
の
姫
百
合

(
ク
レ
ー
著

末
松

・
二
宮
訳
)

Ⅰ
●

他
人
の
銭

(銀
行
奇
聞
)

(ガ
ボ
リ
オ
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

旅
路
之
空

(
ハ
ウ
フ
著

田
中

・
秋
元
訳
)

Ⅱ
●

玉
手
箱

(
ボ
ア
ゴ
ベ
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

男
女
観

(
ト

ル
ス
ト
イ
著

橋
本
青
雨
訳
)

Ⅱ
●

断
腸
花

(欧
洲
佳
劇
)

(
ス
タ

ッ
フ
ォ
ー
ド
著

宇
田
川
文
海
訳
)

Ⅰ
●

探
偵
ゆ
ー
ベ
る

(
ユ
ゴ
ー
著

森

田
思
軒
訳
)

Ⅱ
●

探
偵
ゆ
ー
ベ
る
及
く
ら
う
ど

(
ユ
ゴ
ー
著

森

田
思
軒
訳
)

Ⅱ
●

ダ

ン
テ
神
曲
物
語

(繁
野
天
来
訳
)

Ⅱ
●

鍛
鉄
場
主

(
修
羅
浮
世
)

(
オ
ネ
ー
著

加
藤
瓢
乎
訳
)

Ⅱ
●

鍛
鉄
の
主
人
↓

鍛
鉄
場
主

(修
羅
浮
世
)
の
改
題
本

書

名

索

引



断
蓬
奇
縁

(慨
世
史
談
)

(
チ
ャ
ー
ト
リ

ア
ン
著

小
宮
山
桂
介
訳
)

Ⅱ
●

チ

エ
ホ
フ
傑
作
集

(露

国
文
豪
)

(瀬
沼
夏
葉

訳
)

Ⅲ
⑲

チ

エ
ー
ホ

フ
短
編
集

(楠

田
斧

三
郎
訳
)

Ⅲ
●

父

(
シ

ェ
ー
フ

ェ
ル
著

森
鴎
外
訳
)

Ⅲ
●

父
と
子

(
ツ
ル
ゲ
ー
ネ

フ
著

相
馬
御
風
訳
)

Ⅲ
●

地
底
旅
行

(拍
案
驚
奇
)

(ヴ

ェ
ル
ヌ
著

三
木

・
高
須
訳
)

Ⅱ
●

血

の
涙

(
リ
サ
ア
ル
著

山
田
美
妙
訳
)

Ⅱ
●

血

の
文
字

(
ガ
ボ
リ
オ
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

チ
フ
リ

ス
の
百
合

(
ボ
デ

ー
著

北
川
貞

行
訳
)

Ⅱ
●

長
恨

(
ト
ル
ス
ト
イ
著

筑
山
正
夫
訳
)

Ⅲ
⑱

彫
像
師

(
コ
ン
ウ

ェ
イ
著

内

田
魯
庵
訳
)

Ⅱ
●

蝶
舞
奇
縁

(
英
国
情
史
)

(桑
野
鋭
訳
)

Ⅱ
④

鳥
留
好
語

(
ア
ン
デ

ル
セ
ン
、
ポ

ー
、

ハ
ー
ト
、
デ

ィ
ケ
ン
ス
、

エ

ッ
ヂ

ワ
ー
ス
著

内

田
魯
庵
訳
)

Ⅰ
●

Ⅱ
⑰
●

千
代

の
礎

(
ウ

ォ
ル
ト
ン
著

三
浦
徹
訳
)

Ⅰ
●

通
俗
伊
蘇
普
物
語

(渡
辺
温
訳
)

Ⅰ
③

通
俗
泰

西
自
来
也

(
リ

ッ
ト
ン
著

鈴
木
徳
輔
編
)

Ⅰ
⑱

月
雲
両
面
鏡

(毒
婦

ハ
於
延
節
婦

ハ
音
羽
)

(条
野
採
菊
訳
)↓

黎

明
期

椿

の
花
把

(デ

ュ
マ
著

加
藤
紫
芳
訳
)

Ⅱ
●

椿
姫

(デ

ュ
マ
著

長
田
秋
濤
訳
)

Ⅱ
●

燕
の
山
ぶ
み

(大
倭
仮
名
)

(田
島
象
二
訳
)
↓

黎
明
期

妻

の
嘆

(政
治
小
説
)

(
コ
リ

ン
ス
著

井
上
勤
訳
)

Ⅰ
●

罪
と
罰

(
小
説
)

(ド

ス
ト

エ
フ
ス
キ
ー
著

内

田
魯
庵
訳
)

Ⅱ
●

ツ
ル
ゲ
ネ

ー
フ
集

(短
編
三
種
)

(
吉
江
狐
雁
訳
)

Ⅲ
●

ツ
ル
ゲ
ー
ネ

フ
短
篇
集

(吉
江
狐
雁
訳
)

Ⅲ
●

ツ
ワ
イ

ス
ト
ー

ル
ド

・
テ
ー
ル
ス
(
ホ
ー
ソ
ー
ン
著

松
本
信
夫
訳
)

Ⅲ
●

帝
国

々
難

の
夢

(
軍
事

小
説
)

(那
須
野
舎

訳
)

Ⅱ
●

テ
ス

(運
命
小
説
)

(
バ
ー
デ

ィ
著

山

田
行
潦
訳
)

Ⅲ
●

鉄
仮
面

(正
史
実
歴
)

(ボ

ア
ゴ
ベ
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

鉄
世
界

(
ヴ

ェ
ル
ヌ
著

森

田
思
軒
訳
)

Ⅱ
●

デ

ッ
ケ
ン
ス
物
語

(訳
註

)

(大
橋
栄

三
著
)

Ⅲ
●

テ

ニ
ソ
ン
の
詩

(片
上
天
絃
訳
)

Ⅰ
●

哲
烈
禍
福
譚

(
欧
洲

小
説
)

(
フ

ェ
ヌ

ロ
ン
著

宮
島
春
松
訳
)

Ⅱ

●

鉄
烈
奇
談

(
経
世
指
針
)

(
フ

ェ
ヌ
ロ
ン
著

伊
沢
信

三
郎
訳
)

Ⅱ

●

哲
爾
自
由
譚

(
シ
ラ
ー
著

山

田
郁
治
訳
)

Ⅱ
●

伝
記
物
語

(
少
年
画
師
)
(
ホ
ー
ソ
ー

ン
著

菅

野

・奈
倉
訳
)

Ⅲ
●

天
声

(
ヴ

ォ
ル
テ

ー
ル
著

内

田
魯
庵

訳
)

Ⅱ
●

b
●

天
人
論

(
黒
岩
涙
香
著
)

Ⅲ
●

天
魔

の
怨

(バ
イ

ロ
ン
著

木
村
鷹

太
郎
訳
)

Ⅲ
●



天
路
歴
程

(
バ

ニ
ヤ
ン
著

池
亨
吉
訳
)

Ⅰ
●

天
路
歴
程

(バ

ニ
ヤ
ン
著

ホ
ワ
イ
ト
訳
)

Ⅰ
●
b

天
路
歴
程

(バ

ニ
ヤ
ン
著

百
島
操
訳
)

Ⅲ
●

天
路
歴
程
意
訳

(バ

ニ
ヤ
ン
著

佐
藤
喜
峰
訳
)

Ⅰ
⑮

塔
上
の
犯
罪
↓

此
曲
物
の
改
題
本

毒

の
園

(露
国
新
作
家
集
)

(
ソ
ロ
グ
ー
プ
、
ア
ン
ド

レ
ー

エ
フ
、

ア
ル
ツ
イ
パ

ー
セ
フ
、
カ
ア
メ
ン
ス
キ
ー
、
A

・
ト

ル

ス

ト

イ
、
バ

リ
モ
ン
ト
、
ザ
イ
ツ

ェ
フ
著

昇
曙
夢
訳
)

Ⅲ
●

土
佐
五
名
家
随
筆
集

(
中
江
兆
民
、
黒
岩
涙
香
、
幸
徳
秋
水
、
田
岡

嶺
雲
、
大
町
桂
月
著
)

Ⅲ
●

富
村
邸

の
基
督
降
誕
祭

(捧
腹
絶
倒
)

(
ト

ロ
ロ
ー
プ
著

深
沢
由

次
郎
訳
)

Ⅰ
●

ト
ル
ス
ト
イ
小
説
集

(
百
島
操
訳
)

Ⅲ
●

ト

ル
ス
ト
イ
の
人
生
観

(加
藤
直
士
訳
)

Ⅱ
●

ト

ル
ス
ト
イ
短
篇
集

(百
島
操
訳
)

Ⅲ
⑧

ト
ル
ス
ト
イ

の
教
訓
及
び
其

の
自
叙
伝

(榎
本
恒
太
郎
訳
)

Ⅲ
●

ト
ル
ス
ト
イ

の
日
露
戦
争
観

(
加
藤
直
士
訳
)

Ⅲ
⑤

鈍
機
翁
冒
険
譚

(
セ
ル
バ

ン
テ
ス
著

松
居
松
葉
訳
)

Ⅱ
●

ド

ン

キ
ホ
ー
テ

(世
界
奇
書
)

(
セ
ル
バ

ン
テ
ス
著

雄
島
浜
太

郎
訳
)

Ⅱ
●

ど

ん
底

(脚
本
)

(
ゴ
ー
リ
キ
ー
著

昇
曙
夢
訳
)

Ⅲ
●

な

雪
崩
と
百
合

(小
説
)

(
エ
リ
オ

ッ
ト
著

富
永
蕃
江
訳
)

Ⅰ
●

夏

の
夜

(
モ
ー
パ

ッ
サ
ン
著

馬
場
孤
蝶
訳
)

Ⅱ
●

何
者

(
ボ
ア
ゴ
ベ
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

な
ま
け
も

の

(
ア
イ

ヘ
ン
ド

ル
ッ
フ
著

阪

田
孫
四
郎
訳
)

Ⅱ
●

贋
金

つ
か
ひ

(
グ
リ
ー
ン
著

坪
内
逍
遙
訳
)
↓

黎
明
期

二
人
巡
礼

(
ト
ル
ス
ト
イ
著

百
島
操
訳
)

Ⅲ
⑭

二
人
女
王

(
ハ
ッ
ガ
ー
ド
著

菊
地
幽
芳
訳
)

Ⅰ
●

二
人
む
く
助

(
ア
ン
デ

ル
セ
ン
著

尾
崎
紅
葉
訳
)

Ⅱ
●

如
夜
叉

(
ボ
ア
ゴ
ベ
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

人
外
境

(
ベ

ロ
ー
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

含
羞
草

(
シ

ェ
レ
ー
著

木
村
鷹
太
郎
訳
)

Ⅲ
●

子

ル
ソ
ン
将
軍
伝
直
訳
註
釈

(
サ
ー
ゼ
イ
著

大
島
国
千
代
訳
)

Ⅰ
●

子
ル
ソ
ン
提
督
伝

(
サ
ー
ゼ
イ
著

新
宮
寸
鉄
訳
)

Ⅰ
●

子
ル
ソ
ン
提
督
伝
直
訳
註
解

(
サ
ー
ゼ
イ
著

松
尾
豊
文
訳
)
Ⅰ
●

納
耳
遜
伝

(
軍
人
必
読
)

(
サ
ー
ゼ
イ
著

内
田

・
岡
訳
)

Ⅰ
●

残
花
憾
葉
桜

(
ベ

ロ
ッ
ト
著

条
野
採
菊
訳
)
↓

黎
明
期

後

の
ロ
ビ

ン
ソ
ン

(デ

フ
ォ
ー
著

鈴
木
正
士
訳
)

Ⅲ
●

野

の
花

(
バ
ー
デ

ィ
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

書

名

索

引



は

梅
花
郎

(
フ

ェ
ン
著

か

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

ハ
イ
ネ

の
詩

(
尾
上
柴
舟
訳
)

Ⅱ
●

梅
蕾
余
薫

(
政
治
小
説
)

(
ス

コ
ッ
ト
著

牛
山
良
助
訳
)

Ⅰ
●

白
夜
集

(露
国
名
著
)

(
ツ
ル
ゲ
ー
ネ

フ
、

プ

ー
シ
キ
ン
、

コ
ロ
レ

ン

コ
、
チ

ェ
ー
ホ
フ
、
ゴ
ー
リ
キ
ー
著

昇
曙
夢
訳
)

Ⅲ
●

バ
イ

ロ
ン
詩
集

(
短
編
)

(児

玉
花
外
訳
)

Ⅲ
●

薄
命

(
ド

ス
ト

エ
フ
ス
キ
ー
著

瀬
沼
夏
葉
訳
)

Ⅲ
⑲

薄
命
児

(
堅
信
美
談
)

(
ス
ト
レ

ッ
ト
ン
著

田
中
太
郎
訳
)

Ⅱ
●

八
十
日
間
世
界

一
周

(新

説
)

(ヴ

ェ
ル
ヌ
著

川
島
忠
之
助
訳
)

Ⅱ
●

八
十
日
間
世
界

一
周

(通
俗
)

(ヴ

ェ
ル
ヌ
著

井
上
勤
訳
)

Ⅱ
●

八
十
万
年
後

の
社
会

(
ウ

ェ
ル
ズ
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

初
あ
ら
し

(
ユ
ゴ
ー
著

堀
江
松
華
庵

訳
)

Ⅱ
●

初
航
海

(勇
少
年
冒
険
談

)

(
リ
ー
ド
著

桜
井
鴎
村
訳
)

Ⅱ
●

破
天
荒

(
新
説
)

(グ
リ

フ
ィ
ス
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

花
あ

や
め

(椿
説
)

(
ク

レ
イ
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

英
艸
紙

(沿
革
奇
談
)

(
マ
ー
セ

ッ
ト
編

中
尾
氏
就
訳
)

Ⅰ
⑬

ハ
ム
レ

ッ
ト

(
シ

ェ
イ
ク

ス
ピ

ア
著

坪
内
逍
遙
訳
)

Ⅲ
●

ハ
ム
レ
ッ
ト

(
ラ
ム
著

吉

岡
向
陽
訳
)

Ⅲ
●

ハ
ム
レ

ッ
ト

(
沙
翁
悲
劇
)

(
シ

ェ
イ

ク
ス
ピ

ア
著

土
肥

・
山
岸

訳

Ⅰ
●

は
む
れ

つ
と

(沙
翁
悲

劇
)

(
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
著

山
岸
荷
葉
訳
)

Ⅲ
●

ハ
ム
レ

ッ
ト
物
語

(
ラ
ム
著

相
馬
御

風
訳
)

Ⅲ
●

パ
リ
シ
ナ

(艶
美

の
悲
劇
詩
)

(バ
イ

ロ
ン
著

木
村
鷹
太
郎
訳
)

Ⅲ
●

巴
里
斯
新
繁
昌
記

(仏
国
)

(
ガ
リ
グ

ナ

ニ
イ
著

織

田
純

一
郎
訳
)

Ⅱ
●

春
雪
馬
利
御
最
後

(
シ
ラ
ー
著

福
地
桜
痴
訳
)

Ⅱ
●

ハ
ロ
ー
ル
ド
物
語

(
サ
ク
ソ
ン
王

の
名
残
)

(リ

ッ
ト

ン
著

磯
野

徳

三
郎
訳
)

Ⅰ
●

万
国
平
和
会
議
評
言

(
ト
ル
ス
ト
イ
著

神
東
惇
訳
)

Ⅲ
④

反
魂
鳥

・
マ
ツ
チ
売

(
ア
ン
デ

ル
セ
ン
著

菅
野

・
奈
倉

訳
)

Ⅲ

●

バ

ー
ン
ス
の
詩

(
小
原
要
逸
訳
)

Ⅲ
●

蛮
勇

(
ゴ
ー
ゴ
リ
著

塚
原

・
柴

田
訳
)

Ⅱ
●

悲
劇

オ
セ

ロ

(
シ

ェ
イ

ク
ス
ピ

ア
著

菅
野
徳
助
訳
)

Ⅲ
●

髯

一
つ

(喜

劇
脚
本
)

(ピ

ッ
カ
ー
ル
著

千
葉

・
青
柳
訳
)

Ⅱ
●

非
小
説

(
コ
リ

ン
ズ
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅰ
●

美
少
年

(ボ

ア
ゴ
ベ
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

美
人

の
獄

(
黒
岩
涙
香
著
)

Ⅲ
●

美
人

の
罠

(
欧
洲
情
史
)
(
セ
ル
バ

ン
テ

ス
著

中
村
柳
塢
訳
)

Ⅱ
●



人
耶
鬼
耶

(
裁
判
小
説
)

(ガ
ボ
リ
オ
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

狐
屋

(
ハ
ー
ト
著

内

田
魯
庵
訳
)

Ⅱ
●

人

の

一
生

・
飛
行
機

(
ア
ン
ド

レ
ー

エ
フ
、

シ

ュ
ト

ゥ
ッ
ケ
ン
著

森
鴎
外
訳
)

Ⅲ
●

人

の
妻

(
ク

レ
イ
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

人
七
癖

(情
態
奇
話
)

(
シ

ュ
ー
著

二
愛
亭

・
淡

々
亭
訳
)

Ⅱ
●

緋
文
字

(
ホ
ー
ソ
ー
ン
著

富
永
蕃
江
訳
)

Ⅱ
●

百
年
後

の
社
会

(
ベ
ラ
ミ
ー
著

平
井
広
五
郎
訳
)

Ⅱ
●

百
年
後

の
新
社
会

(
ベ
ラ
ミ
ー
著

堺
枯
川
訳
)

Ⅱ
●

漂
流
者
と
野
蛮
人

(デ

フ
ォ
ー
著

河
島
敬
蔵
註
釈
)

Ⅰ
●

フ

ァ
ウ
ス
ト

(
ゲ
ー
テ
著

高
橋
五
郎
訳
)

Ⅱ
●

富
貴

の
種
蒔

(
西
洋
奇
談
)

(
シ

ュ
リ
ー
著

江
川
勝
信
訳
)

Ⅱ
●

武
士
道

(ボ

ア
ゴ
ベ
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

父
子
の
決
闘

(
ア
ー
ノ
ル
ド
著

田
村
逆
水
訳
)

Ⅲ
●

婦
人
地
球
週
遊
記

(ブ

ラ
セ
ー
著

内

田
弥
八
訳
)

Ⅰ
●

双
児

の
邂
逅

(
滑
稽
狂
言
)

(プ

ロ
ー
タ
ス
著

相
良
常
雄
訳
)

Ⅱ

●

二
葉
草

(雙
子
奇
縁
)

(彩
霞
園
柳
香
稿
)

Ⅲ
●

復
活

(
ト
ル
ス
ト
イ
著

内
田
魯
庵
訳
)

Ⅲ
⑳

仏
国
美
談

(
回
天
偉
績
)

(タ

ッ
キ
ー
著

粟
屋
関

一
訳
)

Ⅱ
●

船
が

ゝ
り

(
モ
ー
パ

ッ
サ
ン
著

馬
場
孤
蝶
訳
)

Ⅱ
●

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
自
叙
伝

(竹
村
修
訳
)

Ⅲ
●

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
自
叙
伝
詳
解

(菅
野
徳
助
訳
)

Ⅱ
●

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
自
伝
講
訳

(深
沢
由
次
郎
訳
)

Ⅱ
●

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
伝

(
新
訳
)

(笹
山
準

一
訳
)

Ⅲ
●

仏
国
三
人
男

(デ

ュ
マ
著
?

談
洲
楼
燕
枝
聞
書
)

Ⅱ
●

仏
蘭
西
二
人
皇
后

(
デ

ュ
マ
著

小
川
忠
武
訳
)

Ⅱ
●

プ

リ
モ
ス
の
美
人

(
ロ
ン
グ
フ

ェ
ロ
ー
著

西
川
光
太
郎
訳
)

Ⅱ

●

フ
レ
デ
リ

ッ
ク
大
王
論

(
マ
コ
ー
レ
ー
著

河
田
泰
之
助
訳
)

Ⅰ

●

弗
勒
徳
力
大
王
論

(挿
註
)

(
マ
コ
ー
レ
ー
著

横
川
文
之
助
訳
)

Ⅰ
●

フ
レ
デ
リ

ッ
ク
大
王
論
直
訳
註
釈

(
マ
コ
ー
レ
ー
著

大
島
国
千
代

訳
)

Ⅰ
●

奮
闘

の
生
涯

(冒
険
奇
談
)

(デ

フ
ォ
ー
著

学
窓
余
談
社
訳
)

Ⅲ

●

文
明
論

(
エ
マ
ソ
ン
著

佐
藤
重
紀
訳
)

Ⅱ
⑪

ヘ
ス
チ
ン
グ

ス
伝
註
釈

(
マ
コ
ー
レ
ー
氏
)

(佐
藤
鐘
太
郎
訳
)

Ⅰ

●

ヘ
ス
テ

ィ
ン
グ
釈
義

(
マ
コ
ー
レ
ー
著

河

田
清
彦
訳
)

Ⅰ
●

ヘ
ダ

・
ガ
ブ

ラ
ア

(イ
プ

セ
ン
著

千
葉
掬
香
訳
)

Ⅲ
●

ヘ
ル
マ
ン
、
ウ
ン
ト
、
ド

ロ
テ
ヤ

(ゲ
ー
テ
著

草
野
柴

二
訳
)

Ⅱ
●

書

名

索

引



へ
る
ま
ん
と
ど

ろ
て
ー
あ

(
ゲ
ー
テ
著

小
笠
原
昌
斉
訳
)

Ⅱ
●

ベ

ン
ジ

ャ
ミ
ン
、

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
自
叙
伝

(望
月
興
三
郎
訳
)

Ⅱ

⑩

帽
子

の
痕

(探
偵
小
説
)

(黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

傍
聴
筆
記
新
法

(議
事
演
説
討
論
)

(ピ

ッ
ト
マ
ン
著

黒
岩
涙
香

訳
)

Ⅲ
●

法
庭

の
美
人

(
コ
ン
ウ

ェ
イ
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

北
欧
血
戦
余
塵

(泣
花
怨
柳
)

(ト
ル
ス
ト
イ
著

森
體

訳
)

Ⅱ
●

牧
師

(ラ
ー

エ
ル
レ
ー

フ
著

森
鴎
外
訳
)

Ⅲ
●

星
世
界
旅
行

(千
万
無
量
)

(貫
名
駿

一
著
)

Ⅱ
●

北
極
旅
行

(
万
里
絶
域
)

(ヴ

ェ
ル
ヌ
著

福

田
直
彦
訳
)

Ⅱ
●

翻
訳
新
声

(
ア
ー
ヴ

ィ
ン
グ
著

前
橋
孝
義
訳
)

Ⅱ
⑭

ま

誠
之
鏡

(哀
別
奇
遇
)

(
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
著

赤

司
新

三
郎
訳
)

Ⅰ
●

魔

術

の
賊

(銀
行
奇
談
)

(黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

マ
ゼ

ツ
パ

(汗

血
千
里
)

(バ
イ

ロ
ン
著

木
村
鷹

太
郎
訳
)

Ⅲ
●

真
段
郎
蘭
伝

(仏
国
革
命
自
由
党
魁
)

(
ア
ボ

ッ
ト
著

門
田
平
三

郎
訳
)

Ⅱ
③

真

ッ
暗

(グ
リ
ー
ン
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

魔
法
修
業
者

(愛
国
小
説
)

(
リ

ッ
ト

ン
著

抱
花
生
訳
)

Ⅲ
●

魔
法
破

(
ア
ン
デ

ル
セ
ン
著

雨
谷
石
燕
訳
)

Ⅲ
●

幻
影

(
シ

ェ
イ
ク

ス
ピ

ア
著

宮
崎
湖
処
子
翻
案
)

Ⅰ
●

曼
府

の
叛
乱

(
エ
イ
ン
ズ

ワ
ー
ス
著

塚
原
蓼
州
訳
)

Ⅰ
●

み
さ
を
物
語

(
ラ
ム
著

田
中
酉
熊
訳
)

Ⅰ
●

三
筋

の
頭
髪

(嘯
月
著
)

Ⅲ
●

密
夫

の
奇
獄

(泰

西
情
譜
)

(ポ

ッ
カ

ッ
チ

ョ
著

近
藤
東
之
助
訳
)

Ⅱ
●

み
な
れ
ざ

を

(
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
著

和
田
万
吉
訳
)

Ⅰ
●

明

日

(
エ
ッ
ヂ

ワ
ー
ス
著

内

田
魯
庵
訳
)

Ⅰ
●

弥
爾
敦
論

(
マ
コ
ー
レ
ー
著

平
井
広

五
郎
訳
)

Ⅰ
●

弥
児
頓
論

(批
評

の
鏡
)

(
マ
コ
ー
レ
ー
著

吉

田
直
太
郎
訳
)

Ⅰ

●

婿
選
び

(デ

ィ
ケ
ン
ス
著

山
縣

五
十
雄
訳
)

Ⅰ
●

無
惨

(新
案

の
小
説
)

(黒
岩
涙
香
著
)

Ⅲ
●

無
人
島
日
記

(デ

フ

ォ
ー
著

菅

野

・
奈
倉
訳
)

Ⅲ
●

嬢

一
代

(情
仇
新
伝
)

(
ク

レ
イ
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅰ
●

名
花
之
余
薫

(
フ
ラ

ン
ク
リ

ン
著

御
手
洗
正
和
訳
)

Ⅱ
⑦

名
曲

ク
レ
ー

ツ

ェ
ロ
ワ

(
ト
ル
ス
ト
イ
著

小
西

・
尾
崎
訳
)

Ⅱ

●

名

著

新

訳

(
ボ

ー
、

ド

イ

ル
、

ア

ン
デ

ル

セ

ン
、

ミ

ラ
ー
、

ホ

ー

ソ

ー

ン
、

ス
ー

ヴ

ェ
ス

ト

ル
著

本

間

久

四
郎

訳
)

Ⅲ
●

め

を
と

(
ト

ル

ス
ト

イ
著

内

田
魯

庵

訳

)

Ⅱ
●



女
神

「
ヂ

ア
ナ
」

(ト

ル
ス
ト
イ
著

橋
本
青
雨
訳
)

Ⅱ
●

瞽
使
者

(ヴ

ェ
ル
ヌ
著

森

田
思
軒
訳
)

Ⅱ
●

蒙

里
西
物
語

(政
教
小
説
)

(
カ

ロ
ー
著

大
石
高
徳
訳
)

Ⅱ
●

や

八
ツ
山
羊

(グ
リ
ム
著

呉
文
聡
訳
)

Ⅱ
●

や
ど
り
木

(ゴ
ー
リ
キ
ー
、
モ
ー
パ

ッ
サ
ン
、
バ

ル
ザ

ッ
ク
、
ド
ー

デ
ー
著

馬
場
孤
蝶
訳
)

Ⅱ
●
●

山
と
水

(椿
説
)

(パ

レ
ッ
ト
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

山
彦

(
ヒ
ッ
ペ
ル
著

森
鴎
外
訳
)

Ⅲ
●

闇
路

の
燈

(
パ
ン
ゼ
ー
著

三
浦
徹
訳
)

Ⅱ
⑬

暗

の
力

(悲
劇
)

(
ト
ル
ス
ト
イ
著

落
合
浪
雄
訳
)

Ⅱ
●

有
罪
無
罪

(仏
蘭
西
小
説
)

(ガ
ボ
リ
オ
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

雄
弁
美
辞
法

(
カ

ッ
ケ
ン
ボ

ス
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

幽
霊

(黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

幽
霊

(イ
プ

セ
ン
著

森
鴎
外
訳
)

Ⅲ
●

幽
霊
塔

(奇
中
奇
談
)

(ウ
イ
リ
ア
ム
ソ
ン
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅰ

●

幽
霊
と
対
話

(文
明
奇
談
)

(
ラ
ム
著

井
上
勤
訳
)

Ⅰ
●

雪

の
女
王

(
ア
ン
デ

ル
セ
ン
著

内
田
魯
庵
訳
)

Ⅱ
●

雪
姫

(ク
レ
イ
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

ユ
ー
ゴ
ー
小
品

(森
田
思
軒
訳
)

Ⅱ
●

書

名

索

引

ユ
ー
ゴ
ー
の
詩

(小
原
無
絃
訳
)

Ⅱ
●

指
環

(ボ
ア
ゴ
ベ
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

妖
怪
船

(
ハ
ウ

フ
著

高
橋
礼

五
郎
訳
)

Ⅱ
●

予
が
婦
人
観

(黒
岩
涙
香
著
)

Ⅲ
●

世
捨
人

(英
文
訳
註
)

(
ス
チ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
著

戸
川
秋
骨
訳
)

Ⅰ

●

四
の
緒

(ボ

ッ
カ
ッ
チ

ョ
著

尾
崎
紅
葉
訳
)

Ⅱ
●

夜
と
朝

(
リ

ッ
ト
ン
著

益

田
克
徳
訳
)

Ⅰ
●

楊
牙
児
奇
談

(
ク
リ
ス
ト

マ
イ

ケ
ル
著

神
田
孝
平
訳
)

Ⅱ
●

ら

羅
世
良
斯

(ジ

ョ
ン
ソ
ン
著

福
井
有
訳
)

Ⅰ
●

ラ
セ
ラ
ス
王
子
物
語

(
ジ

ョ
ン
ソ
ン
著

坂
本
栄
吉
訳
)

Ⅲ
●

刺
世
拉
斯
伝

(亜
微
志
尼
亜

ノ
王
子
)

(
ジ

ョ
ン
ソ
ン
著

田
村
左

衛
士
訳
)

Ⅰ
●

ラ
セ
ラ
ス
伝
註

釈

(ジ

ョ
ン
ソ
ン
氏
)

(大
島
国
千
代
訳
)

Ⅰ
●

羅

、
武
烈
号

(航
海
小
説
)

(驚
濤
生
訳
)

Ⅱ
●

猟
人
日
記

(
ツ
ル
ゲ
ー
ネ

フ
著

戸
川
秋
骨
訳
)

Ⅲ
●

緑
蓑
談

(雨
熄
漫
筆
)

(リ
ー
バ

ー
著

須
藤
南
翠
翻
案
)
↓

黎
明

期

緑
林

の
豪
客

(老
婆
毒
計
)

(
ス
モ
レ
ッ
ト
著

河
野
基
訳
)

Ⅱ
●

涙
香
集

(黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●



涙
香
文
選

(石
井
文
作
編
)

Ⅲ
●

烈
女
之
名
誉

(波
斯
新
説
)

(矢
野
龍
溪
訳
)

Ⅰ
●

恋
情
花
の
嵐

(欧
洲
奇
説
)

(ル
サ
ー
ジ

ュ
著

岩
本
五

一
編
)

Ⅱ

●

恋
慕
と
嫉
妬

(
コ
ン
フ
ォ
ル
ト
著

井
上
勤
訳
)

Ⅰ
●

連
理
談

(文
学
小
説
)

(
リ

ッ
ト
ン
著

服
部
撫
松
訳
)

Ⅰ
●

六
人

の
死
骸

(香
骨
著
)

Ⅲ
●

露

国
虚
無
党
事
情

(
西
河
通
徹
訳
)

Ⅱ
●

露

国
人

(
ノ
リ
ス
著

黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

露
国
水
滸
伝
↓

遠
征
奇
縁

(名
将
佳
人
)
の
改
題
本

露
西
亜
現
代
代
表
的
作
家
六
人
集

(
バ
リ

モ
ン
ト
、
ザ
イ
ツ

エ
フ
、

ク
ー
プ

リ
ソ
、
ソ

ロ
グ

ー
プ
、

ア
ル
ツ
イ
バ

ー
セ
フ
、

ア
ン
ド

レ
ー

エ
フ
著

昇
曙
夢
訳
)

Ⅲ
●

露
人
気
質

(他
邦
侵
略
)

(
ホ
ワ
イ
ト
著

八
木
半
治
訳
)

Ⅱ
●

ろ
び

ん
そ
ん
く
る
う
そ
う

(奮
闘
美
譚
)

(デ

フ
ォ
ー
著

学
窓
余

談
社
訳
)

Ⅲ
●

ろ
び
ん
そ

ん
く

る
ー
そ
ー

(デ

フ
ォ
ー
著

鈴
木
虎
市
郎
編
)

Ⅰ
●

ロ
ビ

ン
ソ
ン
ク

ル
ー
ソ
ー
伝
直
訳
註
釈

(デ

フ
ォ
ー
著

松
尾
豊
文

訳
)

Ⅰ
●

ロ
ビ

ソ
ン
ソ
ク
ル
ー
ソ
ー
の
話

(デ

フ
ォ
ー
著

鈴
木
正
士
訳
)

Ⅲ
●

魯
敏
孫
全
伝

(デ

フ

ォ
ー
著

斎
藤
了
庵
訳
)

Ⅰ
①

ロ
ビ

ン
ソ
ン
漂
流
記

(デ

フ
ォ
ー
著

百
島
操
訳
)

Ⅲ
●

魯
敏
遜
漂
流
記

(新
訳
)

(デ

フ
ォ
ー
著

牛
山
良
助

訳
)

Ⅰ
●

魯
敏
遜
漂
流
記

(絶
世
奇
談
)

(デ

フ
ォ
ー
著

井
上
勤
訳
)

Ⅰ
●

羅
馬
盛
衰
鑑

(沙
吉
比
亜
戯
曲
)

(
シ

ェ
イ
ク

ス
ピ

ア
著

河
島

・

小
宮
山
訳
)

Ⅰ
●

ロ
ミ
オ
と
ジ

ュ
リ

エ
ッ
ト

(
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
著

坪
内
逍
遙
訳
)

Ⅲ
●

ロ
メ
オ
と
ジ

ュ
リ

エ
ト

(
ラ

ム
著

菅
野

・
奈
倉
訳
)

Ⅲ
●

朗
蘭
夫
人

の
伝

(泰

西
女
丈
夫
伝

の
内
)

(グ

レ
ー

ス
著

坪
内

逍

遙
訳
)

Ⅱ
●

龍
動
鬼
談

(開
巻
驚
奇
)

(
リ

ッ
ト

ン
著

井
上
勤
訳
)

Ⅰ
⑫

龍
動
新
繁
昌
記

(
マ
レ
イ
著

織
田
純

一
郎
訳
)

Ⅰ
⑥

倫
敦
塔

(悲

風
惨
雨
)
(
エ
イ

ン
ズ

ワ
ー
ス
著

三
木
愛
花
訳
)
Ⅰ
●

わ

我
懺
悔

(
ト
ル
ス
ト
イ
著

加
藤
直
士
訳
)

Ⅲ
①

我
宗
教

(
ト
ル
ス
ト
イ
著

加
藤
直
士
訳
)

Ⅲ
②

わ
か
れ

(
シ

ュ
ラ
ー
フ
著

森
鴎
外
訳
)

Ⅲ
●

妾

の
罪

(黒
岩
涙
香
訳
)

Ⅲ
●

瓦
連
兵
須
珍
虞
斯
伝

(
マ
コ
ー

レ
ー
著

渡
辺
松
茂
訳
)

Ⅰ
●

華
連
平
斯

丁
伝
直
訳

(標
注
)

(
マ
コ
ー

レ
ー
著

鈴
木
玄
龍
訳
)

Ⅰ
●



原著者及び原著索引

ロシア文学編(〔 〕はⅡ期収録書)

ア ル ツ ィパ ー シ ェ フ,ミ ハ イ ー ル ・ペ トロ ー ヴ ィチMHXaHJineTPOBHq

Apubi6a田eB(1878-1927)

妻(?Kexa,1904)⑳ 夜(Hoqb)⑯

ア ン ド レー エ フ,レ オ ニ ー ド ・ニ コ ラー エ ヴ ィチJleoHHRHHKO毋aeBHq

AHApeeB(1871-1919)

血 笑 記(KpSCHbllicMex1904)⑯ 心(MblC」lb,1902)⑰

こ れ は も と αKH朋 一6bl」IN,1901)⑳ 旅 行 ⑳

信 仰QKH3HbBac湖 朋 ΦHBe営cKoro,1903)⑳

沈 黙(1Wo朋aHHe,1900)⑳

ク サ カ/犬(Kycaxa,1901;独 訳Kussaka)⑳ ⑳

霧(BTyMaHe,1902)⑳

人 の一 生()KH3HbqemBeKa,1907;独 訳DasLebendesMenschen)⑭

地 下 室(BnOABaπe,1901)⑯

カ メ ー ンス キ ー,ア ナ トリイKaMexcKHH

白 夜 ⑱

ガ ル シ ン,フ セ ヴ ォ ロ ド ・ ミハ イ ロ ヴ ィ チBceBoJlo双MHxa勇JloBHql'aputHx

(1855-88)

四 日 間(ueTbipeA朋,1877)⑬

ク プ リー ン,ア レ クサ ソ ドル ・イ ワー ノ ヴ ィチA,nexcaHAp―HBaHoBHqKynpHx

(1870-1938)

閑 人 ⑳ 囈 言(llyTaxHua)⑬

ゴ ー ゴ リ,ニ コ ラ イ ・ワ シ リエ ヴ ィ チHHKOJIaNBacHハbeBHqroroπb(1809-

1852)

狂 人 日記(3anHCKHcyMac田e双 田ero,1835)⑲

ゴ ー リキ ー,マ キ シ ムMaKCHMropbKHH(1868一1936)

ふ さ ぎ の 虫(TocKa,1896)⑬ 二 狂 人(OutH6xa,1895)⑬

悪 魔(OqopTe)⑳ 暮 れ ゆ く海(Ma,nbBa,1897)⑬

彼 の 少 女(刀Ba八UaTb皿ecTbKoAxa,18gg)⑳.



三 人(Tpoe,1900)⑳

乞 食("1ApxHnKJIexbxa,1894)⑳

チ ェ ル カ ッ シ ュ(qePKal乢1895)⑭

秋 の 一 夜(OAxax(AbloceHblo,1895)⑭ 〔Ⅱ期 ⑯ 〕

青 い 小 猫(3asy6Hxa,1897)⑭ 道 連 れ(ToBapHLuH,1897)⑭

仲 間(双py皿KH,1898)⑭ 意 中 の 人 ⑭

国 事 探 偵(田nHoH)⑳ ど ん 底(HaAxe,1902)⑫

お 転 婆(BapeHbKaO刀ecoBa,1898)⑯ .

コ ロ レ ン コ,ウ ラ ジ ー ミル ・ガ ラ クチ オ ノ ヴ ィチBJIa双HMHpraJlaKTHoHoBHq

KopoπeHKo(1853-1921)

奇 火(OrOHbKH,1900)⑫

ザ イ ツ ェ フ,ポ リス ・コ ソス タ ソ チ ノ ヴ ィ チBopHcKoHcTaHTHHoBHq3a加eB

(1881-1972)

静 か な 曙(THxHe30PN,1906)⑪ 死(CMePTb)@

ン ロ グ ー プ,フ ヨー ドル ・ク ジ ミー チ Φ6双opKy3bMI-iiiCoJlory6(1863-1927)

か くれ ん ぼ(np∬TKHr蠱 惑 の 書 』 の 一 編)⑳

毒 の 園(OTpa翩eHHb揃caA,1908)⑬

チ ェ ー ホ フ,ア ソ トン ・パ ー ヴ ロ ヴ ィ チAHToHnaB刀oBHqqexoB(1860-1904)

六 号 室(n飢aTaNo.6,1892)⑲ 里 の 女(Ba6bl,1891)⑲

余 計 者(JIH田HHe冊 〇八H,1886)⑲

人 影(BnoTeMKax,1886)⑲ 月 と人(双aqHKH,1885)⑲

写 真 帖(A凸60M,1884)⑲ た は む れ(田yToqKa,1886)⑲

叱 ツ!(Tccc!…,1886)⑲ 艶 福 男(CqacT朋BqHK,1886)⑲

村 役 場(CnpaBKa,1883)⑲ 失 策(Hey双aqa,1886)⑲

官 吏 の 死(CMepTbqHHoBHHKa,1883)⑲

を ん な(3ara八 〇qaHHaTypa,1883)⑲

窒 扶 斯(THΦ,1887)@拳 銃(Bo八 〇八H,1887)⑫

百 姓(MyxcHKH,1897)⑰ ジ ノ ッチ カ(3HHo脳a,1887)⑰

悲 愁(rope,1885)⑰ 追 放(BCCbl」IKe,1892)⑰

堤 琴(CKpHntcaPoT皿 齟bAa,1894)⑰

牧 笛(CBHpeハb,1887)⑰

決 闘(丑y訓b,1891;英 訳Thedue1と ア ン リ ・シ ロル 氏 の 仏 訳 よ り訳)

38
ツ ル ゲ ー ネ フ,イ ワ ソ ・セ ル ゲ ー ヴ ィ チHBaHCepreeBHqTyprexeB(1818-83)

狼/ツ ル ゲ ー ネ フ短 篇 集/猟 人 日記(3anHCKHOXOTHKKS,1852)⑩ ⑳



⑳(英 訳Sportsmsn'ssketchよ り訳)〔 Ⅱ期 ⑭ ⑭ 〕

そ の 前 夜(HaKaHyHe.1860;英 訳Ontheeveよ り訳)⑮

う き草(PyAHH,1856)⑰ 犬(Co6aKa,1866)⑳

散 文 詩(CTHXOTBOpeHNABnpo3e,1882)⑳

ビ ェ ジ ンの 曠 野/草 場/ビ エ ジ ンの草 場(bexcHxSyr,1851)⑳ ⑫ ⑳

凄 艶(necHbTop)KecTBy}on其e苴A田6BH,1881)⑳

父 と子(OTUHHAeTH,1862;ガ ー ネ ッ トの英 訳Fatherandchildrenと

レ ク ラ ム版 ヴ ィ ル ヘ ル ム ・ラ ン ゲ の独 訳 に よ る訳)⑳

幻(npH3paKH,1864)⑳ 唖(MyMy,1854)⑳

フ ァ ウス ト(ΦayCT,1856)⑳

貴 族 の 家(瓜BopHHcKoerxesRo,1859;ガ ー ネ ッ トお よび ラル ス トンの二

種 の英 訳Ahouseofgentlefolkよ り訳)⑬

ドイ ッチ,レ オ

革 命 奇 談 神 愁 鬼 哭(r西 比 利 に 於 け る十 六 年 』)⑪

ドス トエ フ ス キ ー,フ ヨー ドル ・ ミハ イ ロ ヴ ィ ッチ Φ6AopM、Hxa勘OBHq

ノエOcToeBcKHH(1821-81)

薄 命(beAxbieハlo八H,1846)⑲

トル ス トイ,ア レ ク セ イ ・ニ コ ラ ー エ ヴ ィチAハeKceHHHKo刀aeBHqTo刀cTo跳

(1883-1945)

三 奇 人 ⑯

トル ス トイ,レ フ ・ニ コ ラ ー エ ヴ ィ ッチJleBHHKo刀aeBHqTOSiCTOH(1828一

1910)

我 懺 悔(Myconfession;HcnoBe双b,1882)①

我 宗 教(BqeMMOABepa,1884)②

人 生 の 意 義(Themeaningoflife,London,1902)③ ⑦ ⑳ 〔Ⅱ期 ⑩ 〕

万 国 平 和 会 議 評 言 ④

トル ス トイ の 日露 戦 争 観(〇 八yMa伽ecb,1904)⑤

ア ン ナ ・カ レ ンナ(AHHaKapexxxa,1875-77)⑥

神 の 審 判(BornpasRyBHRKT,AaHecKopocxaxceT,1876)⑧

高 架 索 の 囚 人(KaBKa3cKHHn肥HHHK・1872)⑧

悔 改 め た る罪 人(Ka}OIUH齔HrpeulxxK,1886)⑧

愛 の 反 響(1'Aeπ κ}60Bb,TaMH60r,1885)⑧ 〔Ⅱ期 ⑭ 〕

三 個 の 死(TpHcMepTH,1859)⑧

爾 の 隣(YcTnHUiboroHbHenoTymHu異b,1885)⑧

大 人 と小 児 ⑧



空 太 鼓(PS60THHKEMe」lbHHKnycTOH6apa6aH,1886)⑧

悪 魔 の た く らみ(BpaxcbeπenKo,aboxcbeKpenKo,1886)⑧

r余 り不 廉 い?』(皿oporOCTOHT)⑧

三 個 の 教 訓(TpHnPHTqH,1895)⑧

下 僕 の 生 涯(Xo3∬HHxpa60THHK,1894一95)⑨

ズ ラ テ 市 の 珈 琲 店(CypaTcK朋KacpeHHR)⑨ ㊥

人 道 主 義(TaKPTO泌eHaMAe.naTb?,1885;英 国 「自 由 時 代 出 版 社 」 発

行 のLeoTolstoy'sWhatshallwedoaed.byA.C.F.andI.F.M.

よ り訳)⑫

二 人 巡 礼(双BacTapHKa,1885)⑭

神 の 教 子(KpecTHHK,1886)⑭

長 恨(KpeHuepoBacoHaTa,18gO)⑯

復 活(BocxpecexHe,1899)⑳ 熊 狩 ⑮

大 悪 魔 小 悪 魔/愛 の 勝 利(CKa3Kao6HBaHe一AypaxeHeroRsyx6paTbRx

:CeMeHe一BoHxeHTapace-6pK)xaHeHxeMOHcecTpeManaxe,Ho

cTapoM八BHBoπeHTpexqepTeHHTax,1885)⑮ 〔Ⅱ期 ⑰ 〕

富 の 力(1伽bHc,1886)⑳ 世 捨 人(TpKcTapua,1886)⑮

親 子 三 代(3epHocKypHHoeVRHuo,1886)⑮ 〔Ⅱ期 ⑭ 〕

唯 六 尺(MxoroハHqemBeKyseMnHHyxくHo,1886)⑳

トル ス トイ の 教 訓 及 び 其 の 自叙 伝 ⑳

想 神 録(ト ル ス トイ が 「如 何 に 『神 』 を 理 解 せ しか を … … 日記,私 翰,手 帳,

未 完 の 原 稿,及 び 此 の 種 の 幾 多 の 書 冊 よ り抜 粋 せ る も の 」)⑫

簡 易 聖 書(KpaTKoeHs,noxcexHeEBaHre朋H英 国 「同 胞 主 義 出 版 社 ゴ 及 び

「ウ ォル タ ー,ス コ ッ ト株 式 会 社 」 発 行 のGospelinbrief,1896よ り の

訳)⑯ 〔Ⅱ期 ⑯ 〕

性 欲 論(nocπecmBHeK《Kpe触epoB祕coHaTe》,1889-90ほ か,「 ウ ラ ヂ

ミル ・チ ェ ル トコ フが トル ス トイ の 著 作 か ら性 欲 に 関 した 問 題 を ば 集 録 し

た 書 」 の 訳)⑮ 〔Ⅱ期 ⑫ 〕

青 年 時 代(x)HocTb,1855-57)⑰

バ リモ ン ト,コ ン ス タ ン チ ン ・ ド ミー ト リエ ヴ ィ チKOHCTBHTHH

刀〔MHTpHeBHqBaπbMoHT(1867-1942)

夜 の 叫(KpHKBHo脳)⑳ 嫉 妬(PeBHocTb)⑭

プ ー シ キ ン,ア レキ サ ン ドル ・セ ル ゲ ー ヴ ィチA.neKCaHRpCepreeBHq

ny坦KHH(1799-1837)

雪 吹(赫eTe乃,1830rベ ー ル キ ン物 語 』 に 収 録)@



黒 人(ApanneTpaBe甜Koro,1827)⑫

海少 女(翻 案)⑫

北欧文学編

ア ンデ ル セ ン,ハ ンス ・ク リス チ ャ ンHansChristionAndersen(1805-75)

子 供 に 話 して 聞 か せ る お話 集(Eventyr,fortaltefirBφrn;お 話 と物 語 集

EventyrogHistorier,1835-72;英 訳FairyTales)⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑭ ⑪ ⑫

● ●

イ プセ ン,ヘ ン リ クHenriklbsen(1828-1906)

人 形 の す ま ゐ(Etdukkehjem,187g)⑲

蘇 生 の 日(Naarvidφdevaagner,1899)㊥

建 築 師(BygmesterSolness,1892)⑯

ヘ ダ ・カ ブ ラ ア/鏑 木 秀 子(HeddaGabler,1890)⑰ ⑲

ジ ョ ン ・ガ プ リエ ル ・ボ ル クマ ン(JohnGabrielBorkman,1896;独 訳 よ

り訳)⑭

人 民 の敵(Enfolke丘ende,1882;ウ ィ ル ヘ ル ム ・ラ ン ゲ の独 訳,ア イ ン ・

フ ォル ク ス ・フ ァ イ ン ドよ り訳)㊥

幽 霊(Gengangere,1881;独 訳Gespensterよ りの 訳)⑯

英 米 文 学 編

ア ー ヴ ィ ン グ,ワ シ ソ トンWashingtonIrving(1783-1859)

三 人 姫(ThreebeautifulPrincesses,"TheAlhambra",1832)⑭

ア ー ノ ル ド,マ シ ュ ーMatthewArnold(1822-88)

父 子 の 決 闘(SohrabandRustum,1853)⑭

エ ッヂ ワー ス,マ ラ イ アMariaEdgeworth(1767～1849)

小 山 羊 の 歌 ⑭

エ マ ン ソ,ラ ル フ ・ウ ォル ドーRalphWaldoEmerson(1803一82)

恵 馬 遜 傑 作 集(Nature,1836;TheAmericanScholar,1837;Self-reliance

1841;Compensation,1842)⑬

処 世 論/エ マ ー ソ ソ論 文 集(Theconductoflife,1860)⑰ ⑪

エ マ ー ン ソ論 文 集(Essays,1841一4)⑭

オ レル,マ ッ クスMaxO'Rell(LeonPaulBlouet)(1848-1903)

ジ ョ ン ブ ル(∫ohnBullandhisIsland,1883)⑭

シ ェイ クス ピ ア,ウ ィ リア ムWilliamShakespeare(1564-1616)

ヴ エ ニス の商 人(MerchantofVenis,15g6一7)⑲ ⑱b



は む れ つ と/ハ ム レ ッ ト(Hamlet,1601一1)⑫ ⑮

悲 劇 オ セ ロ/オ ―セ ロ ー(Othello,1604)⑳ ⑫

ロ ミオ と ジ ュ リエ ッ ト(RomeoandJuliet,1594-5)⑭

シ ェ リー,パ ー シ ・ビ ィ シ ェPercyByssheShelley(1792一1822)

シ ェ レ ー の 詩 ⑲

含 羞 草(Sensitiveplant,1820)⑪

ジ ョ ン ン ン,サ ミ ュ エ ルSamue1Johnson(1709-84)

ラ セ ラ ス 王 子 物 語(ThehistoryofRasselas,princeofAbyssinia,1759)

⑰

ス ウ ィ フ ト,ジ ョナ サ ンJonathanSwift(1667-1745)

〔ガ リヴ ァ ー 旅 行 記 〕(Travelsintoseveralremotenationsoftheworld

byLemuelGulliver,1726)88960● ●2●3●

ス コ ッ ト,ウ ォル タ ーWalterScott(1771-1832)

ア イ バ ソ ホ ー(lvanhoe,1819)⑱

ス チ ー ヴ ン ソ ソ,ロ バ ー ト ・ル イ スRobertLouisStevenson(1850-94)

新 亜 刺 比 亜 物 語(NewArabiannight,1882)⑬

デ ィ ヶ ン ス,チ ャ ー ル スCharlesDickens(1812-70)

蘆 分 小 舟(ThelifeandadventuresofNicholasNickleby,1838一9)⑯

ク リス マ ス ・カ ロ ル(Achristmascaro1,1843)⑭

小 桜 新 吉(01iverTwist,1838)⑫

デ ツヶ ン ス物 語(OliverTwist;DavidCoPPer丘eld,1848-50;Greatexpe・

ctations,1860-1)●3

テ ニ ン ン,ア ル フ レ ッ ドAlfredTennyson(1809-92)

女 子 大 学(Theprincess,1847)⑯

イ ー ノ ッ ク ア ー デ ソ(EnochArden,1864)⑭

デ フ ォー,ダ ニ エ ルDanielDefoe(?1660一1731)

〔ロ ビ ソ ン ソ ・ク ル ー ソー〕(TheIifeandstrangesurprisingadventuresof

RobinsonCrusoe,1719)093000● ●1●1●1●

ドイ ル,コ ナ ソSirArthurConanDoyle(1859-1930)

お も ひ 妻(Aroundtheredlamp)⑫

窓 の 顔 ⑪

バ イ ロ ン,ジ ョー ジ ・ゴ ー ドンGeorgeGordonByron(1788-1824)

パ リ シ ナ(Parisina ,1816)⑰ 海 賊(Thecorsair,1814)⑭

天 魔 の 怨(Cain;amistery,1821)⑯ マ ゼ ッパ(Mazeppa,1819)⑲

バ イ ロ ン詩 集 ⑮



バ ー デ ィ,ト ー マ スThomasHardy(1840-1928)

テ ス(TessoftheD'Urbervilles,1891)⑭

バ ー ネ ッ ト,フ ラ ンセ ス ・エ リザFrancesElizaBurnett(1849-1924)

小 公 子(LittleIordFauntleroy,1886)⑪ ⑮

小 公 女(Alittleprincess,1888)⑰

バ ニ ヤ ン,ジ ョ ンJohnBunyan(1628-1688)

天 路 歴 程(ThePilgrim'sprogressfromthisworldtothatwhichisto

come,1678.'84.)$a

聖 戦(Theholywar,1682)⑭

バ ー ン ス,ロ バ ー トRoberttBurns(1759一96)

バ ー ンス の 詩 ⑩

フ ラ ン ク リン,ベ ンジ ャ ミンBenjaminFranklin(1706一1790)

〔フ ラ ソ ク リン 自伝 〕(Autobiography,1818)⑫ ⑯

ボ ー,エ ドガ ー ・ア ラ ソEdgarAllanPoe(1809-1849)

黒 猫 物 語(The:blackcat)⑫

陥 穽 と振 子(Thepitandthependulum,1843)⑫

赤 死 病 の 仮 面(Themasqueofthereddeath)⑫

黄 金 虫(Thegold-bug,1843)⑪

ホ ー ソ ー ン,ナ サ ニ エ ルNathanialHawthorne(1804-64)

泉 の 幻 影 ⑫ 峡 の 宿 ⑫

ツ ワイ ス トー ル ド ・テ ー ル ス(Twice一toldtales,1837)⑫

伝 記 物 語(Biographicalstories,1842.の 緒 言 とBenjaminWest)⑫

マ ー ク ・ トウ ェイ ンMarkTwain(SamuelLanghorneClements)(1835-

1910)

ア ダ ム の 日記 ⑲

ミラ ー,ビ ュ ー(ス コ ッ トラ ン ド生 れ,1803一1856)

鑿 石 処 に て の 第 一 日 ⑫

ミル トソ,ジ ョ ンJohnMilton(1608―74)

失 楽 園(Paradiselost,1667,bookIV)⑰

ラ ム,チ ャ ー ル ズCharlesLamb(1775-1834)

〔シ ェイ ク ス ピ ア物 語 〕(Talesfromshakespeare,1807)ヴ ェ ニ ス の 商 人

⑮ 皇 子 ハ ム レ ッ ト ⑳ 沙 翁 物 語 十 種 ⑰ オ セ ロ ⑱ シ ェ

ー ク ス ピー ア物 語 ⑪ ロ メ オ と ジ ュ リエ ト ⑱ ハ ム レ ッ ト物 語

⑭ ハ ム レ ッ ト ⑰

リ ッ トンEdwardGeorgeEarleLyttonBulwer-Lytton(1803一73)



魔 法 修 業 者 ⑳

ロ ソ グ フ ェ ロ ー,ヘ ソ リー ・ ワ ー ズ ワー スHenryWadsworthLongfellow

(1807一82)

乙 女 の 操(Evangeleline,1847)⑳

そ の 他

ヴ ァ ッサ ー マ ソ,ヤ ー コ プJacobWassermann(1873-1934)

黄 金 杯(SaraMarcolm)⑳

ク レ ー ゲ ルTimmKroger(1844-1918)

ン ク ラ テ エ ス の 死(SokratesTod)⑳

シ ェ ー フ ァ ー,ウ ィ ル ヘ ル ムWilhelmSchafer(1868-1952)

父(DerVater)⑳

シ ェ ンキ エ ヴ ィチ,ヘ ン リ ッ クHenrykSienkiewicz(1846一1916)

燈 台 守(Latemik,1881)⑩ き ず の 痕(Quovadis,1896)㊥

少 音 楽 家(Jankomuzykant,1879)⑲ ぜ うす の 判 決 ⑭・

シ ュ トユ ッ ヶ ソEduardStucken(1865-1936)

飛 行 機(Myrrha)⑭

ス ー ヴ ェ ス トルEmileSouvestre(1806-54《ノ》)

哲 学 者 日記(Unphilosophesouslestoits,1850)⑫

デ ー メ ル,リ ヒ ァル トRichardDehmel(1863-1920)

顔(DasGesicht)⑮

ドー デ,ア ル フ オ ン スAlphonseDaudet(1840一97)

二 人 楽 師 ⑩ 戦 後 ⑩

バ ル ザ ッ ク ,オ ノ レ ・ ドHonoredeBalzac(1799-1850)

心 の 通 路 ⑩

ヒ ッペ ルHildegardvonHippel

山 彦(DieGeschichteeinerLiebe)⑳

ホ ル ツ,ArnoHolg(1863一1929),シ ュ ラ ー フJohannesSchlaf(1862-1941)

わ か れ(EinAbschied)⑳

モ ー パ ッサ ン,ギ イ ・ ドGuydeMaupassant(1850-1893)

月 夜 ⑩ 鐘 の 音 ⑩ 負 債 ⑩ 月 か げ ⑩

ラ ー ゲ ル レ ェ ヴSelmaLagerlof(1858-1940)

牧 師(DerPrediger)⑳

ル ス ト,ア ソナ ・ク ロ ア ッサ ンAnnaCroissant-Rust(1860-1943)

い つ の 日か 君 帰 ります(DertreueJohnie)⑳



マ
イ
ク

ロ
フ
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ル
ム
版
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期
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学
書
全
集

目
録

(Ⅳ)

付

明
治
翻
訳
文
学
再
考

ナ

ダ

書

房



森
田
思
軒
翻
訳
作
品
目
録

(翻
訳
関
連
文
献
を
含
む
)

*
印
は
思
軒
訳
と
推
定
さ
れ
る
も

の

発
行
日
の
次

の

[

]
内
は
訳
文
に
付
さ
れ
た

「
思
軒
」
以
外
の
署
名

柳
田

『移
入
』
＝
柳
田
泉

『西
洋
文
学
の
移
入
』

(春
秋
社
、

一
九
七
四
年
)
を
参
照

柳
田

『研
究
』
＝
柳
田
泉

『
明
治
初
期
翻
訳
文
学

の
研
究
』

(春
秋
社
、

一
九
六

一
年
)
を
参
照

明
治

19

(
一
八
八
六
)
年

＊
10
月

「
印
度
太

子
舎
摩

の
物
語

」

『郵

便
報

知
新

聞
』

(
10
月

12

日
－

20
日
)

[
笠

山
樵

客
]

原

作

不
詳

[
柳
田

『
研
究
』

「
森

田
思
軒

と

い
う

」
]

明
治

20

(
一
八

八
七
)
年

1
月

「
金
驢

譚
」

『
郵
便
報

知
新

聞
』

(
1
月

18

日
－
2
月

2

日
)

[
不
語
軒

主
人

]

ア
プ

レ
イ

ア

ス

(希

)

『
黄
金

の
驢

馬
』

＊
3
月

「
英
国

士
官

の
物
語

」

『
郵

便
報

知
新

聞
』

(
3
月

1
日

－
3

日
)

[無

署
名

]

原
作

者

不
詳

[
柳
田

『
移

入
』

「
思
軒

か
抱

一
庵

か
」
]

3
月

「
佛
、
曼

二
学

士

の
譚
」

『郵

便
報

知
新

聞
』

(
3
月
26

日

－
5
月

10
日
)

[紅

芍
園
主

人
]

ヴ

ェ
ル
ヌ

(仏

)

『
ベ
ガ

ム
ズ

・
フ
ォ
ー

チ

ュ
ン
』

5
月

「
天
外

異

譚
」

『
郵
便
報

知
新

聞

』

(
5
月

26
日

－
7
月

23

日
)

[大

塊

生
]

ヴ

ェ
ル
ヌ

(仏

)

『
ヘ
ク
ト

ー

ル

・
セ

ル
ヴ

ァ
ダ

ッ
ク
』

5
月

『
一
読
／

一
驚

世
界

一
大
奇

聞

』

(大

阪

三
谷

平
助

)



[既
出

「
印
度
太

子
舎
摩

の
物
語
」

(
19
年

10
月
)
、

「
金
驢

譚
」

(
20
年

1
月
)
、

「
英
国
士
官

の
物
語
」

(
20
年

3
月
)
を

含

む
]

8
月

「
煙
波

の
裏
」

『
郵
便
報
知
新

聞
』

(
8
月

26
日
－
9
月
14
日
)

[独

醒
子
]

ヴ

ェ
ル
ヌ

(仏
)

『
封
鎖
破

り
』

＊
8
月

「貧
福

」

『
郵
便
報
知
新
聞
』

(
8
月

6
日
－
12
日
)

[薔
薇
園
主
人
]

原
作

不
詳

9
月

「盲

目
使
者
」

『
郵
便
報
知
新

聞
』

(
9
月

16
日
-
12
月
30
日
)

[羊
角

山
人
]

ヴ

ェ
ル
ヌ

(仏
)

『
ミ

シ

ェ
ル

・
ス
ト

ロ
ゴ

フ
』

9
月

『鉄

世
界
』
紅
芍
園
主
人

訳

森

田
思
軒
刪
潤

(集
成
社
)

[
既
出

「
佛
、
曼

二
学
士

の
譚
」

(
20
年

3
月
)

の
改
題
本
]

10
月

『才

子
／

妙
案

天
外
奇

談
』
東
條

種
家
編

(大
阪

大
庭
和
助
、

[出
版

日
記
載
な
し
]
)

[
既
出

「
印
度
太
子
舎
摩

の
物

語
」

(
19
年

10
月
)
、
「
佛
、
曼

二
学

士

の
譚
」

(
20
年

3
月
)
、
「
金
驢

譚
」

(
20
年

1
月
)
、

「
英
国

士
官
物
語
」

(20
年

3
月
)
、

「
貧
福
」

(
20
年

8
月
)
を
含

む
]

10
月

「
翻
訳

の
心
得
」

『
国
民
之
友
』

(
21
日
)

明
治

21

(
一
八
八
八
)
年

1
月

「夢

中
夢
」

『郵
便
報

知
新
聞
』

(
1
月

2
日
－
1
月
25
日
)

[覚
後
庵
主
]

原
作

不
詳

1
月

「
大
東

号
航
海

日
記
」

『
国
民
之
友
』

(
1
月

24
日
―
4
月

20
日
)

ヴ

ェ
ル
ヌ

(仏
)

『
浮

べ
る
都
府
』

2
月

「
大

氷
塊
」

『
郵
便
報
知
新

聞
』

(
2
月

7
日

-
4
月

18
日
)

[静
廬
外
史
]

ヴ

ェ
ル
ヌ

(仏
)

『毛

皮

の
国
』

明
治
翻
訳
文
学
再
考



4
月

『
各
国
／

才
子

寄

合
演
説
』

村
上
真

助

編
集

(村

上
真

助
、

15

日

[
印
刷

]
)

[
既
出

「
金
驢

譚
」

(
20
年

1
月
)
、

「
貧
福

」

(20
年

8
月
)
、

「
印
度

／
太

子

亜
非
利
加

奇
譚

」

(
19
年

10
月
)
を

含
む
]

4
月

「
幻
影
」

『
郵
便
報

知
新
聞
』

(
4
月

27
日

－
7
月

19
日
)

[笠

峯

居
士
]

原
作

不
詳

5
月

「後

序
」

『
諷
世
／

嘲
俗

繋

思
談
』

尾
崎
庸
夫

(集

成
社
、

21
日
)

5
月

『
瞽
使
者
』
羊

角

山
人
訳

森

田
思
軒

刪
述

・
発
行

(報
知

社
、

15
日
)

[
既
出

「
盲
目
使

者
」

(
20
年

9
月
)

の
改
題

本
。
後

篇

は

24
年

11
月

2
日
発
行

]

6
月

「
随

見
録
」

『
国
民
之
友

』

(
6
月

1

日
－
10
月

19
日
)

ユ
ゴ
ー

(
仏
)

『
随

見
録
』
中

の

一
話

7
月

「定

数
」

『
郵
便
報

知
新

聞
』

(
7
月

31
日
-

8
月

22

日
)

[蕉

陰
散

史
]

原

作

不
詳

7
月

『
希
臘
／

異

聞

金
驢

譚
』

絵

入
教

育

改
良
小
説

森

田
思
軒

訳

(文
泉

堂

)

[
既
出

20
年

1
月
、

5
月
]

9
月

「
炭

坑
秘
事

」

『郵

便
報

知
新

聞
』

(
9
月

4
日

－
10
月

28
日
)

[紅

芍
園

主
人

]

ヴ

ェ
ル
ヌ

(
仏
)

『
洞
窟

の
子
』

11
月

「
女
旅
客

」

『郵

便
報

知
新

聞
』

(
11
月

25

日
-
28

日
)

[
臥
禅

居
士

]

原
作

不
詳

11
月

「
右

足
」

『郵

便
報

知
新

聞
』

(
11
月

29

日

-
30
日
)

[臥

禅
居

士
]

原
作

不
詳

12
月

「
密

封
書
」

『郵

便
報

知
新

聞
』

(
12
月

1
日

-
4

日
)

[
臥
禅

居
士

]

原

作

不
詳



12
月

「
元

日
」

『
郵
便
報

知
新
聞
』

(
12
月

8
日
-
11
日
)

[臥
禅
居

士
]

原
作
不
詳

12
月

「
猫
」

『郵
便
報

知
新
聞
』

(
12
月
12
日

1
15
日
)

[臥
禅
居
士
]

原
作

不
詳

12
月

「倫
敦

辻
馬
車
」

『
郵
便
報
知
新
聞
』

(
12
月

18
日
－
23
日
)

[臥
禅
居

士
]

原
作

不
詳

12
月

「
時
計
獄
」

『
郵
便
報
知
新
聞
』

(12
月

25
日
－
27
日
)

[臥
禅
居
士
]

原
作

不
詳

明
治

22

(
一
八

八
九
)
年

1
月

「
探
偵

ユ
ー

ベ
ル
」

『
国
民
之
友
』

(
1
月

1
日
－
3
月

2
日
)

ユ
ゴ
ー

(仏
)

『随

見
録
』
中

の

一
話

1
月

「
破
茶

碗
」

『
新
小
説
』

(1
月

5
日

－
2
月

25
日
)

ツ

ェ
ッ
ケ

(独
)

『
破
茶

碗
』

思
軒
居
士
訳

(須
藤
光

暉

(同

好
会
)
発
行

[刊
行
月

日
記
載
な

し
]
)

[既
出

『新
小
説
』

掲
載

の

「
破
茶
碗
」

(
22
年

1
月
)

の
合
綴
版
]

＊
1
月

「
探
征
隊
」

『郵
便
報

知
新
聞
』

(
1
月

2
日

－
3
月

30
日
)

[
西
滸
生
]

ヴ

ェ
ル
ヌ

(仏
)

『
グ

ラ

ン
ト
船

長

の
子
等

』

[柳

田

『
研
究

』
「
こ
れ
は
明
ら
か

に
思
軒

で
あ

る
」
]

3
月

「
大
叛
魁

」

『
新
小
説
』

(
3
月

15
日
－
11
月
30
日
)

ヴ

ェ
ル
ヌ

(仏
)

『蒸
気

の
家
』

4
月

「
西
文
小

品

旅
館

の
夕
」

『郵
便
報

知
新
聞
』

(
4
月

5
日
)

ア
ー

ヴ
ィ

ン
グ

(米
)

『
ス
ケ

ッ
チ

・
ブ

ッ
ク
』
中

「
幽
霊
新
郎
」

の
序

明
治
翻
訳
文
学
再
考



4
月

「
幽
霊
新
郎

」

『郵
便
報

知
新

聞
』

(
4
月

10
日

－
21
日
)

ア
ー

ヴ

ィ

ン
グ

(米
)

『
ス
ケ

ッ
チ

・
ブ

ッ
ク
』
中

4
月

「
代

言
人
」

『
郵
便
報

知
新
聞
』

(
4
月

30

日
－

5
月

2
日
)

[臥

禅
居

士
]

原

作

不
詳

5
月

「
狼
声

」

『
郵
便
報

知
新

聞
』

(
5
月

4
日

－
8
日
)

[臥
禅

居

士
]

原
作

不
詳

5
月

「
一
大
奇

術
」

『郵

便
報

知
新

聞
』

(
5
月

11
日
)

[
臥
禅
居

士
]

原
作

不
詳

5
月

「
西
文
小

品

伊
太

利

の
囚
人
」

『
国

民
之
友

』

(
5
月

11
日

－
6
月

12
日
)

デ
ィ
ケ

ン
ズ

(英
)

『
ア

ン

コ

マ
ー

シ

ャ
ル

・
ト

ラ
ヴ

ェ
ラ
ー
』
中

5
月

「
ま

ち

が
ひ
」

『
郵
便

報
知

新
聞

』

(
5
月
23
日

－
24
日
)

[臥

禅
居

士
]

原
作

不
詳

5
月

「是

は

ソ
モ
」

『
郵
便
報

知
新

聞
』

(
5
月

25
日

－
26
日
)

[臥

禅
居

士
]

原
作

不
詳

6
月

「
偶

語

巴
里
探

偵

の
話
」

『
郵
便

報
知

新

聞
』

(
6
月

1
日

1
2

日
)

[悠

哉
庵

]

原
作

不
詳

6
月

『
探

偵

ユ
ー

ベ

ル
』

森

田
思
軒

訳

(民
友

社
、

19
日
)

[
既
出

21
年

1
月
]

6
月

「
月
珠
」

『郵

便
報

知
新

聞
』

(
6
月

28

日

－
10
月

6
日
)

[省

庵
居

士
]

コ
リ

ン
ズ

(英

)

『
ム
ー

ン

・
ス
ト

ー

ン
』

9
月

「
叙
」

『
夜

と
朝

』

(益

田
克

徳
訳

述
、

速

記
法

研
究

会
)



[同
書

は

明
治

26
年

10
月
、
博
文
館

よ
り
訂
正
再
版
発
行
]

10
月

「
月
珠

の
続
稿

に
引
す

」

『郵
便
報

知
新
聞
』

(
10
月
29
日
)

10
月

「
月
珠
」

『
郵
便
報
知
新

聞
』

(10
月

29
日
-
11
月
10
日
)

コ
リ

ン
ズ

(英
)

『
ム
ー

ン

・
ス
ト
ー

ン
』

12
月

「
毛
家
荘
秘
事
」

『新

小
説
』

(12
月

8
日
－
23
年

6
月

10
日
)

原
作
不
詳

明
治

23

(
一
八
九

〇
)
年

1
月

「
新
年
」

『郵
便
報

知
新
聞
』

(1
月

1
日
-
4
日
)

ス
ー

ヴ

ェ
ス
ト

ル

(仏
)

『
巴
里
屋
根
裏

の
哲
学
者
』
中

1
月

「
ク

ラ
ウ
ド
」

『国

民
之
友
』

(
1
月

3
日
－
2
月
13
日
)

ユ
ゴ
ー

(
仏
)
『
ク

ロ
ー
ド

・
グ
ー
』

3
月

「
ル
ヰ

フ
ヒ
リ

ッ
プ
王

の
出
奔
」

『
少
年
文
範
』
上
編

(
少
年

園
、

7
日
)

[既
出

「
随

見
録
」

(
21
年

6
月
)

の
冒
頭
第

一
章

]

3
月

「
財

の
行
く

へ
」

(第

二
)

『郵
便
報

知
新
聞
』

(3
月

31
日
－
5
月

17
日
)

原
作

不
詳

[柳

田

『
移
入
』

「
森
田
思
軒
」
と
あ

り

フ
ラ

ン
ス
の
項

に
分
類
」

4
月

[無
題

]

『
浮
城
物

語
』

(矢

野
文
雄
著
、
報
知
社
、

4
月

16

日
)

[
『
浮
城
物

語
』

の
巻
頭

に
寄
せ
た
序

文
。

ヴ

ェ
ル
ヌ
に
触

れ
る
]

＊
8
月

「
庶
武

の
凶
報
」

『郵
便
報

知
新
聞
』

(
8
月

12
日
－
16
日
)

[蕉
陰
散
史

]

原
作

不
詳

[柳
田

『
移
入
』
「
森
田
氏

か
」
]

8
月

「
昼
寝

」

『郵

便
報
知
新

聞
』

(
8
月

18
日
－
20
日
)

[
倥

々
斎
]

ホ
ー

ソ

ン

(米
)

「
デ
イ

ヴ

ィ

ッ
ド

・
ス
ワ

ン
」

明
治
翻
訳
文
学
再
考



9
月

『
大
叛
魁

』

(春

陽
堂
)

[
既
出

22
年

3
月
。

『新

小
説
』

に
掲
載
さ

れ
た
も

の

の
合

綴
本

]

10
月

「
大
東

号
航
海

日
記
」

『
国
民

小
説

(第

一
)
』

(
民
友
社

)

[
既
出

21
年

1
月
]

明
治

24

(
一
八
九

一
)
年

1
月

「歳

尽
」

『都

の
花
』

(
4
日
)

ス
ー

ヴ

ェ
ス
ト

ル

(仏

)

『
巴
里
屋
根

裏

の
哲

学
者
』

1
月

「
偶
書

訳
本

『
白

衣
婦
人
』

に
題
す
」

『
郵
便
報

知
新

聞
』

(
15

日
)

3
月

「
偶
書

再
版

探
偵

ユ
ー

ベ

ル
に
題
す
」

『
郵
便
報

知
新

聞
』

(
30

日
)

4
月

「
西
文

小
品

旅

行

の
説

」

『
郵
便

報
知
新

聞

報

知
叢

話
』

(
5

日
)

ベ
ー

コ
ン

(英

)

『
随
想
集

』
中

4
月

「
西
文

小

品

費

の
説
」

『郵

便
報

知
新

聞

報

知
叢

話
』

(
19
日
)

べ
ー

コ
ン

(英
)

『随

想
集

』
中

4
月

「
昼
寝

」

『
今
世

名
家
文

鈔
』

(
民
友
社

、

8
日
)

[既
出

23
年

1
月
]

10
月

『
探
偵

ユ
ー

ベ
ル
及

ク

ラ
ウ
ド
』

森

田
思
軒

訳

(
民
友
社

、

3

日
)

[
既
出

23
年

8
月

]

10
月

「
偶
書

『
探
偵

ユ
ー

ベ
ル
及

ク

ラ
ウ
ド
』

の
首

に
書

す
」

『
郵

便
報

知
新

聞
』

(
11
日
)

10
月

「
伊
太

利

の
囚
人
」

『
第

二
国

民

小
説
』

(
民
友
社

、

10

日
)

[
既
出

22
年

5
月
]

11
月

「
偶
書

『
小

公
子
』

を

読

む
」

『
郵
便

報
知

新

聞
』

(
15

日
)



＊

『魔

術
』

(
日
吉
堂
)

[
不
語
軒
主

人
]

[
柳
田

『移

入
』
「
森

田
思
軒

？
」
。
「
金
驢

譚
」

で
同
名
を
使
用
]

明
治

25

(
一
八
九

二
)
年

1
月

「
自
信
」

『国

民
之
友
』

(
3
日
)

[
『移

入
』

は

「
雑

・
未
詳
」

の
項

に
分
類
]

1
月

「
懐

旧
」

『国

民
之
友
』

(
1
月

13
日
－
10
月
23
日
)

ユ
ゴ
ー

(仏
)

『
ビ

ュ
グ

・
ジ

ャ
ル
ガ

ル
』

4
月

『瞽
使
者

』
羊
角

山
人

訳
述

訳
者
兼
発
行
人

森

田
文
蔵

(長
島
書
房
発
兌
、

15
日
)

[
既
出

21
年

5
月

(
二
冊
本

を

一
冊

に
ま
と

め
て
三
版
と
し
て
発
行
)
]

4
月

「
西
文

小
品

観
物

師

の
函

」

『
文
学
』

(4
月

20
－
5
月

20
)

ホ
ー

ソ
ン

(米
)

『
フ
ァ

ン
シ
ー
ズ

・
シ

ョ
ウ

・
ボ

ッ
ク

ス
』

5
月

『
金
満
家
』

(
日
吉

堂
)

[既
出

「
貧
福
」

(
20
年

8
月
、
森

田
思
軒

の
署
名
)
、

「
印
度
／
太

子

亜
非
利
加
奇

譚
」

(
19
年

10
月
)
を
含

む
]

11
月

「
用
達
会

社
」

『
国
民
之
友
』

(
11
月

3
日

－
12
月

3
日
)

ホ
ー

ソ

ン

(米
)

『
ザ

・
イ

ン
テ
リ
ジ

ェ
ン
ス

・
オ

フ
ィ
ス
』

12
月

「
訳
本

『
罪
と
罰
』
」

『
国
会
』

(12
月

11
日
)

12
月

「滑

稽
氏
」

『国

民
之
友
』

(
13
日
)

エ
ン
ゲ

ル

(
独
)

12
月

『懐

旧
』

(民
友
社
、

16
日
)

[
既
出

25
年

1
月
]

12
月

「
不
思
議

の
後
家
」

『
国
民
之
友
』

(
23
日
)

エ
ン
ゲ

ル

(独
)

明
治
翻
訳
文
学
再
考



明
治

26

(
一
八
九

三
)
年

1
月

「
隔
簾
影

」

『
国
会

』

(
1
月

3

日
－

7
月

14

日
)

ブ

ラ

ッ
ド

ン

(英
)

『
オ
ー
ド

レ
イ
夫

人

の
秘
密

』

1
月

「
一
シ
リ

ン
グ
銀
貨

の
履
歴

」

『
国
民
之

友
』

(
3
日
)

ア
デ

ィ
ソ

ン

(英
)

「
一
シ
リ

ン
グ
銀
貨

の
冒
険

」

1
月

「
肥
大

紳
士
」

『
国

民
之
友
』

(
1
月

13
日
、

23

日
)

ア
ー
ヴ

ィ
ン
グ

(米
)

「
ザ

・
ス
タ
ウ
ト

・
ジ

ェ
ン
ト

ル

マ
ン
」

2
月

「
千
人
会

」

『国

民
之
友

』

(
2
月

3
日

－
4
月

3
日
)

エ

ッ
ジ

ワ
ー

ス

(
英
)

「
ザ

・
ロ

ッ
タ

リ
ー
」

6
月

「
用
達
会
社

」

『第

三
国

民
小
説

』

(民
友

社
、

1
日
)

[
既
出

、

25
年

11
月

]

7
月

「
入
雲

異
譚
」

『
日
本

之
少

年
』

(
7
月

1
日

－
27
年

12
月

25

日
)

ヴ

ェ
ル

ヌ

(仏

)

『
不
思
議

の
島

』

9
月

「
白
蓮
庵

雑
話

に
は
か
盲

」

『国

会
』

(
9
月

1

日
－

3
日
)

原
作

不
詳

[
柳

田

『
移

入
』

「
フ
ラ

ン
ス
物

か
」
]

明
治

27

(
一
八
九

四
)
年

1
月

「
無
名

氏
」

『
国
会
』

(
1
月

5
日

－
8
月

22

日
)

ヴ

ェ
ル

ヌ

(
仏
)

『
ア

・
フ

ァ
ミ
リ

ー

・
ウ
イ

ズ
ア

ウ
ト

・
ネ
イ

ム
』

4
月

「
千

人
会

」

『第

四
国

民

小
説
』

(民
友

社
)

[既

出
、

26
年

2
月

]

12
月

「寛

政
中

の
世
界

環
航

者
」

『国

民
之

友
』

(
12
月

23

日

－
28
年

3
月

20

日
)



[
翻
訳
か
否

か
不
詳
]

明
治

28

(
一
八
九

五
)
年

2
月

「
紀

元
前

の
著
名
な

る
航
海
者
」

『
太
陽
』

[柳
田

『研
究
』
]

[
翻
訳
か
否

か
未
詳
]

4
月

「海

賊
」

『
国
会
』

(
4
月

16
日
－
6
月

6
日
)

原
作

不
詳

[柳

田

『移

入
』
イ
ギ
リ

ス
に
分
類
]

5
月

「
亜
歴

セ

ル
カ
ー
ク
」

『太

陽
』

(
5
月

5
日
、

6
月

5
日
)

原
作

不
詳

[
『
ロ
ビ

ン
ソ

ン

・
ク

ル
ー

ソ
ー
』

の
原

型
と
な

っ
た

ア

レ
ク

サ

ン
ダ
ー

・
セ

ル
カ
ー
ク

の
話
。

リ
チ

ャ
ー
ド

・

ス
テ

ィ
ー

ル
の

『
ザ

・
イ

ン
グ
リ

ッ
シ

ュ
マ
ン
』

(
一
八
七
三
年
)
所
載

の
物

語
に
よ
る
]

明
治

29

(
一
八
九

六
)
年

1
月

「
秘
密

書
類
」

『
名
家

談
叢

』

5
号
附
録

(
1
月
20
日
)

ポ

ー

(米
)

『
盗
ま
れ
た
手
紙
』

2
月

「
間

一
髪

」

『
太
陽
』

(
5
日
)

ボ

ー

(米

)

『陥
穽

と
振
り
子
』

3
月

「
冒
険
／
奇

談

十
五

少
年
」

『
少
年
世
界
』

(
3
月

1
日
－
10
月
15
日
)

ヴ

ェ
ル
ヌ

(仏
)

『
二
年
間

の
学
校
休
暇
』

4
月

「寛

政
中

の
世
界
環
航
者
」

『第

七
国
民
小
説
』

(民
友
社
、

1
日
)

[
既
出
、

27
年
12
月
]

5
月

「
小
公
子

の
翻

訳
者
若
松
賤

子
君
」

『
女
学
雑
誌
』

(
25
日
)

8
月

「
牢

帰
り
」

『家

庭
雑
誌
』

(
10
日
)

デ

ィ
ケ

ン
ズ

(英

)

『
ピ
ク
ウ

ィ

ッ
ク

・
ペ
イ

パ
ー
ズ
』
中

明
治
翻
訳
文
学
再
考



8
月

「
死
刑
前

の
六
時
間
」

『国

民
之
友
』

(
8
月

15
日

－
30
年

2
月

13
日
)

ユ
ゴ
ー

(
仏
)

『
死
刑
囚
最

後

の
日
』

12
月

『
十

五
少
年
』
森

田
思
軒

訳

(博
文

館
、

18
日
)

[
既
出

29
年
3
月
]

明
治

30

(
一
八
九
七
)
年

1
月

「
一
月

一
日
」

『新

小
説
』

(
1
日
)

ス
ー

ヴ

ェ
ス
ト

ル

(仏

)

『
巴
里
屋

根
裏

の
哲

学
者
』

中

1
月

『
間

一
髪
』

思
軒
居

士
訳

(
袖
珍
小

説
第

二
編
、
博

文
館
、

5
日
)

[
既
出

「
間

一
髪
」

(
29
年

2
月

)
、

「
亜
歴

山

セ

ル
カ

ー
ク
」

(
28
年

5
月
)

を
収

録
]

8
月

「
羅
馬

人
叢
話
」

『
新

小
説
』

原
作

不
詳

[
柳
田

『
移

入
』
は
イ

タ

リ
ア

に
分
類
]

10
月

「
作
家

苦

心
談

思
軒
氏

が
翻
訳

論
」

『新

著
月
刊

』

(
3
日
)

11
月

『
小
／

説

列
国
変

局
志
』

肝
付
兼

行

訳

(春

陽
堂
、

4
日
)

ピ
ー

・
コ
ロ
ム
ほ

か
三
名

(英
)

[
肝
付
兼

行

の
訳

と
あ

る
も

実

際
は
思
軒

の
訳
]

[
11
月

14
日
思
軒

・
森
田

文
蔵

死
去
。

以
後

の
作

品
は
死

後
出

版
]

12
月

「
歳

尽
」

『
明
治

小
説

文
庫

第

一
編
』

(博

文
館

)

[
既
出

24
年

1
月
]

明
治

31

(
一
八
九

八
)
年

5
月

『頼

山
陽

及
其

時
代

』
拾

弐
文
豪

、
第

一

一
巻

(民
友

社
)

6
月

『
ユ
ー

ゴ
ー
小

品
』

森
田

思
軒

重
訳

(民
友

社

、

4
日
)

[既

出

「随

見

録
」

「
探
偵

ユ
ー

ベ

ル
」

「
ク

ラ
ウ
ド

」

「
死

刑
前

の
六

時
間

」

の
4
篇

を

収

め
る

]



9
月

『
無
名
氏

』
森
田
思
軒

訳

(春
陽
堂
、

11
日
)

[
既
出

27
年

1
月
]

明
治

37

(
一
九

〇

四
)
年

10
月

『瞽
使
者

』
前

・
後

編
二
冊

思
軒
居

士
訳

(
国
民
書
院
、

21
日
、
後

編
11
月
19
日
)

[
既
出

21
年

5
月
報

知
社
よ
り
出
版
さ

れ
た
同
書

の
5
版
と
し

て
出
版
]

明
治

39

(
一
九
〇

六
)
年

5
月

「
森

田
思
軒
氏

と
其
原

稿
」

『
文
章
世
界
』

(
15
日
)

[巻

頭

の
写
真
集

に
思
軒

の

「
牢
帰

り
」

(
29
年

8
月
)

の
原
稿

写
真
を

掲
載

]

9
月

「
翻
訳

の
苦
心
」

『唾

玉
集

』

(春
陽
堂

)

[
30
年

10
月

「
作
家
苦

心
談
」
改
題
]

明
治

40

(
一
九
〇
七
)
年

5
月

『
思
軒

全
集

』
巻

一

(堺
屋
石
割
書
店
、

1
日
)

[
収
録
作

品

は
、

「
随

見
録
」

「
探
偵

ユ
ー

ベ

ル
」

「
ク

ラ
ウ
ド
」

「懐

旧
」
「
死

刑
前

の
六
時
間
」

「
大
東
号

航
海

日
記
」

「
大

叛
魁
]

「
破
茶

碗
」
「
用
達
会

社
」
「
千

人
会
」
「
間

一
髪

」

の
11
編
。

の
ち
金
尾
文
淵
堂

へ
版
権
移
動
。

同
全
集

は
巻

一
で
中

絶
]

明
治

45

(
一
九

一
二
)
年

5
月

『
瞽
使
者

南
心
中
』

(新
富
座
、
プ

ロ
グ

ラ
ム
)

[
思
軒
訳

の

『
瞽
使
者
』

が
新
富
座

で
上
演

さ
れ

た
時

の
プ

ロ
グ

ラ
ム
。

4
幕
も

の
。

鏡
花

の

「
南

心
中
」

(
3
幕

)
ほ

か

と

の
同
時
上
演

]

大

正
15

(
一
九

二
六
)
年

2
月

『
死
刑
前

の
六
時

間
』

(
東
京

堂
、

10
日
)

明
治
翻
訳
文
学
再
考



[「ク
ラ
ウ
ド
」
、
「死
刑
前

の
六
時
間
」
、
「探
偵

ユ
ー
ベ
ル
」
を
収
録
。
木
村
毅

の

「解
題
」

(二
六
頁
)
付
]

昭
和
3

(
一
九

二
八
)
年

3
月

「
十
五
少
年
」

『少
年
文
学
集
』
現
代

日
本
文
学
全
集
33

(改
造
社
、

1
日
)

昭
和

4

(
一
九
二
九
)
年

3
月

「十
五
少
年
」

『森
田
思
軒

黒
岩
涙
香
』
明
治
大
正
文
学
全
集

第
八
巻

(春
陽
堂
、
15
日
)

[白
石
實
三
解
説
。
冒
頭
に

「懐
旧
」

の
原
稿

の
写
し
を
掲
載
]

昭
和
13

(
一
九

三
八
)
年

10
月

『十
五
少
年
』

(岩
波
文
庫
、

1
日
)

[豊
島
与
志
雄

「解
説
」
。

一
九
八
八
年

「第

3
刷
」
発
行
]

昭
和
31

(
一
九
五
六
)
年

6
月

「森
田
思
軒
」

『近
代
文
学
研
究
叢
書
』
第
三
巻

(昭
和
女
子
大
学
光
葉
会
、
10
日
)

[「
著
作
年
表
」
を
含
む
]

昭
和
45

(
一
九
七
〇
)
年

2
月

「十
五
少
年
」

『明
治
少
年
文
学
集
』
明
治
文
学
全
集
95

(筑
摩
書
房
、

20
日
)

昭
和
52

(
一
九
七
七
)
年

11
月

「十
五
少
年
」
『若
松
賤
子

森
田
思
軒

桜
井
鴎
村
集
』
日
本
児
童
文
学
大
系

2

(ほ
る
ぷ
社
、
20
日
)

昭
和
56

(
一
九
八

一
)
年

4
月

『根
岸
派
文
学
集
』
明
治
文
学
全
集

26

(筑
摩
書
房
、

20
日
)

[「翻
訳

の
心
得
」
「
[青
年
文
学
会
講
演
]
」
「
『小
公
子
』
を
読
む
」

ほ
か
収
録
。
手
塚
昌
行
編

「年
譜
」
を
併
載
]



収

録

書

目

録

凡

例

一
、
第
Ⅳ
期
は
、
国
立
国
会
図
書
館
未
所
蔵
の
英
米
の
明
治
期
翻
訳
文
学
書
を

中
心
に
編
集
し
た
。
こ
れ
で
、
第
Ⅰ
期
か
ら
第
Ⅳ
期
ま
で
の
収
録
図
書
を
検

索
す
れ
ば
、
明
治
期
の
翻
訳
文
学
書
は
、
ほ
ぼ
網
羅
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
こ
こ
で
の
遺
漏
は
、
明
治
三
十
年
代
以
降

の
仏
独
の
翻
訳
文
学
で
、

こ
れ
は
第

Ⅴ
期
と
し
て
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

一
、
収
録
書
は

「西
欧
詩

の
移
入
」
と

「続

・
英
米
文
学
編
」
に
分
け
、
配
列

は
原
則
と
し
て
、
刊
行
年
代
順
と
す
る
。

三
、
書
誌
事
項
中

〈

〉
内
の
引
用
は
原
則
と
し
て
、
本
分
の
冒
頭
を
も

っ
て

し
た
。

(引
用
文
中
、
変
体
仮
名
は
現
代
表
記
に
改
め
、

ル
ビ
は
大
半
省
略

し
た
。
)
末
尾
の
記
号
は
上
が
国
会
図
書
館
請
求
番
号
、
下
が

マ
イ
ク

ロ
フ

ィ
ル
ム
版

の
収
録
リ
ー
ル
並
び
に
齣
番
号
で
あ
る
。
番
号
の
下
に

(左
)
と

あ
る
は
、
左
開
き

の
本

で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
定
価
は

〔

〕
内

に
示
し

た
。
奥
広
は
奥
付
広
告
の
略
。

四
、
索
引
は
、
原
著
者
索
引
を
作
成
し
、
こ
こ
に
収
録
し
た
作
品
を

一
覧
し
て

お
い
た
。



Ⅰ

西
欧
詩

の
移
入

【明
治

17
年
】

①

翻刻

新
体
詩
歌

竹
内
隆
信
編
輯
兼
原
版
主

小
室
屈
山
校
閲

(五
月
)
山
梨

内
藤
伝
右
衛
門
翻
刻

四
冊

18

㎝

(一)
序

(小
室

屈

山
)
2
+
緒

言

(竹
内
節

)
1
+
目
次

+

16
丁
、
(二)

目
次

1
+

13
丁
、
(三)

序

(坂
部

雨

軒

)
1
+
目
次

1
+

13
丁
、

(四)
序

(柳

田
斗

墨
)
1
+
目
次

1
+

14
丁

〔収
録

は
巻

一
の
み
、

8
銭
〕

〈

お
さ
ら

ば
さ
ら

ば

い
ざ

さ
ら
ば
。
再

び
会

は
ぬ
暇
乞

ひ
／
栄
誉

に
長
く
別

る

べ
し
。
人

の
習

は
皆
都

て
／
利
運

の
端

の
芽
出

し
な

ば
。

八
重

に
花

咲
き

花
盛

り

／
位

に
位

重

り

て
。

栄

耀
栄

華
を

極

む
れ

ば

／

愚
な

胸

に
思

ふ

様

。
運
命

強
く

望

み
か
な

い
／

天

に
も

登

る
龍
な

り
と

。
悦

び

い
さ

む
を

う
か
さ

よ
〉

(ウ

ル
ビ
ー
)

巻

一
所

収

の
西

欧

詩
―

ヘ

ン
リ

ー

四

世

(
シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア

、

外

山

正

一
訳

)
、

ハ
ム

レ

ッ
ト

(
シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア
、

井

上

哲

次

郎

訳

)
、

ウ

ル

ゼ

ー

(
シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア

、

外

山

正

一
訳

)
ほ

か

②

新

体
詩
鈔

〔新

体
詩

抄

の
再

版
〕

外

山
正

一

・
矢

田
部

良
吉

・
井

上
哲
次

郎
撰

(十

二
月
)
東
京

井

上
哲
次

郎

・
丸
家
善

七
出
版

〔初
版

明
治

十
五

年

八
月
〕

木
版

和
装

23

㎝

序

(井
上

・
矢

田
部

・
外

山
)
7
+
凡
例

1

+
目
次

1

+
53

+
跋

1
丁

〈
な

が
ら

ふ

べ
き

か
但

し

又

な

が
ら

ふ

べ
き

に
非

る
か
／
爰

が
思
案

の
し
ど

こ
ろ
ぞ

運
命

い
か
に

つ
た
な

き

も

／

こ
れ

に
堪
ふ

る
が
大

丈
夫

か
〉

(
ハ
ム

レ

ッ
ト
、
矢

田
部

良
吉

訳
)

〈
死

ぬ

が
増

か
生
く

る

が
増

か

思
案

を
す

る

ハ
こ

ゝ
ぞ

か
し
／

つ
た
な

き
運

の
情

な
く

う

き

め
か

ら
き

め
重

な

る
も

／

堪
え

忍
ぶ

が
男

児
そ
よ

〉

(
ハ
ム

レ

ッ
ト

、
外

山
正

一
訳

)

所

収

の
西
欧

詩
―

兵

士

帰
郷

の
詩

(ブ

ル
ー

ム

フ
ィ
ー

ル
ド

、
外

山

ゝ
山
訳

)
、
英

国
海

軍

の
詩

(キ

ャ
ン
ベ

ル
、

矢

田
部

尚

今
訳

)
、

軽
騎

隊
進

撃

ノ
詩

(
テ

ニ
ソ

ン
、
・
山
訳
)
、
墳

上
感
懐

の
詩

(グ

レ
ー
、
尚

今

訳
)
、

人

生

の
詩



(
ロ
ン
グ

フ

ェ

ロ
ー
、
・
山
訳

)
、

玉

の
緒

の
歌

(
ロ
ン
グ

フ

ェ
ロ
ー

、

井

上

巽

軒

訳

)
、

船

将

の
詩

(
テ

ニ
ソ

ン
、

尚

今

訳

)
、

悲

歌

(キ

ン
グ

ス

レ
ー
、
ゝ
山

訳

)
、

ウ

ル

ゼ
ー

(
シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア
、
ゝ
山

訳

)
、

春

の
詩

(ド

レ

ア

ン
、

尚

今

訳

)
、

児

童

の
詩

(
ロ
ン
グ

フ

ェ

ロ
ー
、

尚

今

訳

)
、

ヘ
ン
リ

ー

四

世

(
シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア
、
ゝ
山

訳

)
、

ハ
ム

レ

ッ

ト

(
尚

今

訳

)
、

ハ
ム

レ

ッ
ト

(
ゝ
山

訳
)

【
明

治

19
年

】

③

青

萍

詩

存

末

松

謙

澄

著

(
八

月
)
東

京

小
林

義

則

(
文

学

社

)
出

版

木

版

和

装

23

㎝

題

辞

3

+
序

2

+

凡
例

1

+

24

+
跋

(
依

田

百

川

)
1

／

読

1
丁

グ

レ
ー

の

「
瑩

上

感

懐

詩

」

の
漢

訳

所

収

【
明

治

20
年

】

④

新

体

詩

歌

竹

内

隆

信

編

輯

小

室

屈

山
校

閲

(
二

月

)
東

京

高

橋

平

三
郎

出

版

12

㎝

序

(
小

室

)
3

+
緒

言

1

+
目

次

2

+

97

+
跋

2

p

内
容
―

〔第

一
集

〕
顕

理
四
世
を
読

め
る
／

ハ
ム

レ

ッ
ト
／

玉

の
緒

の
歌
／

ウ

ル
ゼ
ー

〔第

二
集
〕
カ

ム
フ

ヘ
ル

氏
英
国
海

軍

の
詩
／

シ

ャ
ー
ド

レ
ア

ン
氏
春

の
歌
／

西
詩
和

訳

(坪
井

正
五
郎
)

〔第

三
集
〕
テ

ニ
ソ
ン
氏
軽
騎

隊

進
撃

の
詩
／
題

秋

・
西
詩
和
訳

(望
月
秋
太
郎
)
／

ロ
ン
グ

フ

ェ
ロ
ー
氏
人

生

の
詩
／

ロ
ン
グ

フ

ェ
ロ
ー
氏

児
童

の

詩

〔第

四
集
〕
虞

礼
氏
墳
上
感
懐

の
詩
／
西
詩
和
訳

・
プ

レ

ッ
ク

ハ
ー
ト
作

(大

竹
美
馬
)

〔第

五
集
〕
チ

ャ
ー

ル

ス
、
キ

ン
グ

ス
レ
ー
氏
悲
歌

内
容

・
構
成

は
①

『
翻
刻
／
新
体
詩
歌
』
と
同
じ
。

マ
イ

ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
版

に
は
、
原
本
保
存
上
判
読

不
能
個

所

が
あ

り
。

⑤

偶評
明
治
新
体
詩
歌
選

佐
藤
雄
治
編

(四
月
)
大
阪

津
田
市
松
出
版

16

㎝

題
字

(大

庭
景
陽
)
3

+
緒

言

1
+
目
次

7
+
215
p

挿
画

5
葉

1

西
欧
詩

の
移
入

明
治
17
年
～
20
年



所
収

の
西
欧

詩
―

西
詩

和

訳

(坪
井

正
五

郎
訳
)
、

児
童

の
歌

(
ロ
ン
グ

フ

ェ
ロ
ー
、

尚
今

訳

)
、
悲
歌

(キ

ン
グ

ス

レ
ー

、
ゝ
山

訳

)
、

高

僧

ウ

ル

ゼ
ー

の
詩

(
シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア

、
ゝ
山

訳

)
、

春

の
歌

(ド

レ

ア

ン
、

尚

今

訳

)
、

玉

の
緒

の
歌

(
ロ
ン
グ

フ

ェ

ロ
ー

、

巽

軒

訳

)
、

英

国

海

軍

の
詩

(キ

ャ

ン

ベ

ル
、

尚

今

訳

)
、

墳

上

感

懐

の
詩

(
グ

レ

ー

、

尚

今

訳

)
、

兵

士

帰

郷

の
詩

(ブ

ル
ー

ム

フ

ィ
ー

ル
ド

、
ゝ
山
訳

)
、

船

将

の
詩

(
テ

ニ
ソ

ン
、

尚

今

訳

)
、

軽

騎

隊

進

撃

の
詩

(
テ

ニ
ソ

ン
、
ゝ
山

訳

)
、

ヘ
ン

リ

ー

第

四

世

(
シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア

、
ゝ
山

訳

)
、

ハ
ム

レ

ッ
ト

(
シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア
、

尚

今

訳

)
、

ホ

ー

ヘ
ン
リ

ン

デ

ン
戦

争

ノ
詩

(
キ

ャ

ン

ベ

ル
、

山

陰

樵

夫

訳

)
、

人

生

の
詩

(
ロ
ン
グ

フ

ェ

ロ
ー

、
ゝ
山

訳

)

こ

の
他

に
創

作

詩

あ

り

て
、

計

73
編

収

録

⑥

詩文
英
語
解
釈

山
田
研

一
著

・
出
版

(五
月
)
東
京

加
藤
鎮
吉

(開
新
堂
)
出
版

18

㎝

序

3

+

69

+
奥

行

2

+
英

文

28

p

〔
30
銭

〕

〈

日

ハ
沈

ミ

ツ

ゝ
倫

田

ニ

雪

ハ
烈

シ

ク
降

リ

積

リ

／

住

家

ヲ
出

ル

モ
ノ

モ

ナ

シ

流

レ

モ
速

キ

「
イ

ー

サ

ー
」

ノ

冬

ノ

空

ナ

ル

ソ

ノ

暗

サ

〉

(キ

ャ

ン

ベ

ル

「
波

蘭

ノ
首

府

「
ワ
ー

ソ

ー

」

ノ

没

落

」
)

他

に

ジ

ョ
ン

ソ

ン
、

ス

ペ

ン
サ

ー

、

ラ

ム
、

ミ

ル
、

シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア

、

マ

コ
ー

レ
ー

、

ベ
ー

コ

ン

の
詩

句

訳

解

【
明

治

25
年

】

⑦

サ
ン
ダ

ー

ユ
ニ
ヲ
ン

第
四
読
本
詩
集
訳
解

鈴
木
重
孝
訳

(十
月
)東
京

金
刺
源
次
発
行

19

㎝

目

録

4

+

168

+
奥

広

4

p

【
明

治

26
年

】

⑧

増訂

英
国
七
大
家
詩
文
集
訳
注

香
取
春
介
訳

((上)

一
月
、
増
訂
三
版
三
三
年
二
月
、
(下)
二
七
年
四
月
)
東
京

金

刺

源

次

(
芳

流

堂

)
発

行

二

冊

19

㎝

(上)

緒

言

1

+

170

+
奥

広

20

p

〔
ア

ヂ

ソ

ン
、

ス

コ

ッ
ト

、

ラ

ム
〕

(下)

緒

言

1

+

193

+
奥

広

10

p

〔
キ

ャ

ン

ベ

ル
、

マ

コ
ー

レ
i

、

テ

ニ
ソ

ン
、

サ

ッ
カ

レ
ー

〕



〈
丁
抹

ノ
ガ
ー
ト

ル
ー
ド
女
王

ハ
ム

レ

ッ
ト
王
不
意

ノ
崩
御

ニ
因
リ
寡

婦
ト
ナ
リ
給

ヒ
王
ノ
崩

御
后
未

タ
六
旬

ヲ

閲

セ
サ

ル

ニ
王

ノ
骨
肉

ク

ロ
ー
ヂ

ャ
ス
ト
婚
儀

ヲ
結

ビ
給
ヒ
タ
リ
〉

(ラ

ム

「
ハ
ム
レ

ッ
ト
」)

【明
治

27
年

】

⑨

英
詩
和
訳
―

一
名

ユ
ー

ニ
オ
ン
第
四
読
本
詩
訳

越
山
平
三
訳

工
藤
精

一
閲

(
一
月
)東
京

大
橋
新
太
郎

(博

文
館
)
発
行

15

㎝

例
言

2
+
目
次

6
+
259

p

〔10
銭
〕
寸
珍
百
種

(
38
)

〈
此
時
若
き

ヒ
ヤ

ワ
サ
は

す

べ
て

の
鳥

の
云
ふ

こ
と
を
／
能
く
聞
き
分
く
る
其
上
に

鳥

の
名
前

や
秘
密
を
も

／
皆
な
探

り
知

る
こ
と
を
得

て

夏

に
は
鳥

が
如
何

に
し

て
／
其
ね
ぐ
ら
を
ば
造
る
か
を

冬

に
は
鳥

が
如
何

に

し

て
／
其
身
体
を

ば
防
ぐ

か
を

其

胸
中

に
会
得
し
ぬ
〉

(
ロ
ン
グ

フ

ェ
ロ
ー

「
ヒ
ヤ

ワ
サ

の
山
猟

」
)

⑩

欧
米

名
家
詩

集

大
和

田
建
樹

訳

((上)

一
月
、
(中)

二
月
、
(下)
三
月
)
東
京

大

橋
新
太

郎

(博

文
館

)発

行

三
冊

19

㎝

(上)
自
叙

2
+
目
次

4
+

198

+
奥
広

10
p
、
(中)
目
次

4
+
192
+
奥
広

4
p
、

(下)
目
次

4

+
208

+
奥
広

32

p
〔各

20
銭
〕
国
民
文
庫
(1)
(2)
(3)

〈
リ

ン
デ

ン
の
野

に
日
は
落
ち

て

し
づ
か

に
暮

る

ゝ
雪

の
色
／

ア
イ
サ
ー
川

の
水

ひ
と
り

闇
を
破

り
て
ひ

ゞ

く
な

り
〉

(キ

ャ
ン
ベ
ル

「
ホ
ー

ヘ
ン
リ

ン
デ
ン
」
)

〈
苔

む
す

岩

に
座
を

占
め

て

下

ゆ
く
水
を

な

が
め

つ

ゝ

心
や

し
な

ふ
其
折
も

／

又
は
人

な
く

あ

る
じ
な

き

森

の
下
草

ふ
み
わ
け

て

静

け
さ
探

る
其
折
も

／
野
飼

の
鹿

に

つ
れ
ら
れ

て

高
嶺

に
の
ぼ
り
谷
に
お
り

瀧

の

お
と
き
く
其

折
も
／
な

ほ
独

に
は
非
ず

か
し

言
葉
か
は
し

て
打
ち
か
た
る

自
然

の
友

こ
そ

い

つ
も

身
に
／
さ

れ
ど
競
争
衝
突

の

さ
わ
ぎ
絶
え

せ
ぬ
人

界
に

身

は
置
き
な
が
ら
幸
福

の
／
光
を
共

に
受
け
が
た
き

貧
苦

あ

ま

た

の
世

の
中

に

遊
ぶ
我

こ
そ
た

ゞ
ひ
と
り
／
栄

花

の
春
も
追

ひ
来
ね
ば

き

の
ふ

の
友
は
今
日

の
敵

死
す

と

て
吊

ら

ふ
人

も
な

し
／
世

に
す

て
ら
れ

て
忘

ら
れ

て

の
こ
る
我

身

は
唯

こ

ゝ
に

是

こ
そ
ま

こ
と

の
独

な

Ⅰ

西
欧
詩

の
移
入

明
治
20
年
～
27
年



れ
〉

(
バ
イ

ロ
ン

「
独
」
)

【
明
治

29
年

】

⑪

訳解
英
国
七
大
傑
作
集

第
三
巻

新
井
清
彦
訳

(七
月
)
京
都

河
合
卯
之
助

(文
港
堂
)
発
行

19

㎝

105
+
奥

広

6

p

〔キ

ャ
ン
ベ

ル

・
マ
コ
ー

レ
ー
収
録
〕

〈
夏

の
ゆ
ふ

べ
の
晴
景

色

弓
な
す

み
そ
ら
燦

煥

と
／

輝
く
星
を

つ
ら

ね

て
ぞ

丘
よ

り

丘
に
亘

る
と
き

／

意

あ

る
目

は
程

た

ふ
き

日

の
ご
と

ひ
か
る
頂

の
／
雲

に
交

る
彼

の
山

に

惹

る

ゝ
事

ぞ
奈
な

ら

む
〉

(キ

ャ
ン
ベ

ル

「
希
望
之
快
楽

」
よ

り
)

⑫

英
文
評
釈

坪
内

雄
蔵

・
増

田
藤
之

助
講
述

(無
刊

記
)
東
京

専

門
学

校
蔵

版

21

㎝

(坪
内
)
251

p
、

(増

田
)
361
p

〈
農
夫

ア
ラ

ン
と
共

に
賎

が
屋

に
／
ヰ

リ

ア
ム
と
ド

ラ
と
。
ヰ

リ

ア

ム
は
ア

ラ

ン
が
子

に
て
／
ド

ラ
は
其

が
姪
な

り
き
。

彼
れ

し
ば
く

ふ
た

り
を
な

が
め

て
／
し
ば
く

思

ひ
け

ら
く

「
我
れ

彼
等

を

ば

め
を
と

ゝ
せ
ん
」

と
〉

(
テ

ニ
ソ
ン

「ド
ラ
女
物
語
」
坪
内
訳
)

〈
夕
鐘
陰

々
日
の
暮
れ
去
る
を
告
ぐ
／
帰
牛
は
吼

へ
つ
ゝ
遅

々
と
し
て
野
辺
を
た
ど
り
／
耕
夫
は
労
に
疲
か
れ
て

徐
う
に
家
に
向

ふ
／
天
地
冥
黯
唯
だ
吾
れ
独
り
在

り
〉

(グ

レ
ー

「
悲
歌
」
増
田
訳
)

収

録

詩

人
―

ク

ー

パ

ー

、

テ

ニ
ソ

ン
、

ア

ヂ

ソ

ン
、

プ

ラ

イ

ア

ン
ト

、

グ

レ
ー

、

バ

ー

ン
ズ

、

エ

マ

ソ

ン
ほ

か

【
明
治

30
年
】

⑬

英

独
詩

文
研

鑽

高
橋

五
郎
講

注

(七

月
)
東
京

関
貢
米

(増

子
屋
書

店
)
発
行

三
冊

19

㎝

(一)
目
次

1

+
告

1

+
169

p
、

(二)
目
次

1
+

155

p
、
(三)
目
次

1
+

120

p

口
絵

12
葉

収

録

詩

人

―

バ
イ

ロ

ン
、

ポ

ー

プ

、

テ

ニ
ソ

ン
、

エ

マ

ソ

ン
、

ワ

ー

ズ

ワ
ー

ス
、

カ

ー

ラ

ル
、

グ

レ
ー

ほ

か

⑭

愛
吟

内
村
鑑
三
選
訳

(七
月
、
七
版
三
八
年

一
〇
月
)
東
京

福
永
文
之
助

(警

醒
社
書
店
)
発
行



15

㎝

自
序

3
+
目
次

4
+
98
+
英
文

27
p

〔
15
銭
〕

〈
登
る
月

に
星

か
く

れ

金

の
如
き

そ

の
ひ
か
り

後
所
此
所

に
影
撤
き

て

青
き
野
原

の
上

に
輝

る
／
斯
く
も

静
け

き
宵

の
間

に

小
森

の
陰

に
独

寝

て

夢

に
も
遇
わ

ぬ
婀
娜
神

の

接
吻

に
触
れ
し

エ
ン
デ

ィ
ミ
オ

ン
〉

(
ロ
ン
グ

フ

ェ
ロ
ー

「
エ
ン
デ
ィ
ミ
オ

ン
」
)

収

録

詩

人
―

他

に

テ

ニ
ソ

ン
、

ベ

ン

・
ジ

ョ
ン
ソ

ン
、

ゲ

ー

テ
、

カ

ー

ラ
イ

ル
、

ブ

ラ
イ

ア

ン
ト

ほ
か

⑮

あ

ー
さ
ー
王
英
雄
物

語

テ

ニ
ソ

ン
作

高

橋
五
郎
講

述

(九
月
、
再
版
三

一
年
九
月
)
東
京

関
貢
米

(増

子
屋

書
店
)
発

行

19

㎝
(左

開
)
34
+
40
P

〔
20
銭
〕

【
明
治

31
年

】

⑯

チ
ャ
イ
ル
ド

ハ
ロ
ー
ル
ド

江
湖
漂
泛
録

バ
イ

ロ
ン
作

高
橋
五
郎
講
述

(九
月
)東
京

関
貢
米

(増
子
屋
書
店
)
発
行

19

㎝

英

文

40

+

69

p

〔
25
銭

〕

⑰

英
文
学

短
篇
詩
集
評
釈

高
橋
五
郎
講
注

(
一
〇
月
)
東
京

関
貢
米
(増
子
屋
書
店
)
発
行

19

㎝

60

p

〔
20

銭

〕

収

録

詩

人

―

グ

レ

ー

、

ワ

ー

ズ

ワ

ー

ス
、

ト

ム

ソ

ン
、

ヤ

ン

グ

、

ロ
ジ

ャ

ー

ス
、

キ

ャ

ン

ベ

ル
、

カ

ム

エ

ン
ズ

⑱

和
訳
詳
解
英
文
傑
作
集

井
上
歌
郎
著

(
一
一
月
)
東
京

中
村
宗
次
郎
(東
京
英
語
学
会
)
発
行

19

㎝
(左

開
)

自
序

1
+
目
次
3

+
105
+
付
録

17
+
奥
広

12

p
〔
20
銭
〕
英

語
学
自
習
全
書
(11)

〈
汝
も

亦
た
航
進

せ
よ

我
が
国

の
船
航
進
せ
よ

強
固
且

つ
偉
大
な

る
共
和
国
よ
。
種

々
の
恐
懼
あ
る

に
も
拘
は

ら
ず
将
来

に
干
し

て
種

々
の
希

望
を
存
す
る

に
拘

は
ら
ず

慈
恵

は
絶

へ
ず
汝

の
運
命

に
掛
り
居

り

絶
え
ず
恩

恵
を

享

け
居

れ
り
〉

(
ロ
ン
グ

フ

ェ
ロ
ー

「
国

の
船
」
)

Ⅰ

西
欧
詩

の
移
入

明
治

29
年
～
31
年



他

に
ア
ジ

ソ

ン
、

シ

モ

ン
ズ
、

デ

ィ
ケ

ン
ズ
、

ゴ
ー

ル
ド

ス
ミ

ス
、

ア
ー

ヴ

ィ
ン
グ
、

フ
ラ

ン
ク
リ

ン
な

ど
収
録

⑲

最
近
英
文
傑
作

集
注
釈

井
上

十
吉
著

(
一
〇

月
)
東
京

河
出
静

一
郎

(成
美

堂
書
店

)
発
行

22

㎝
(左

開
)

英
文

136

+
訳
注

194

p

口
絵

1
葉

〔80
銭
〕

〈
比
談

ハ
余

即
チ

R
o
u
e
n
ノ
屠
牛

者

タ

ル
下

賤

ノ

Ｂ
ｅ
ｒ
ｏ
ｌｄ
ノ
外

何

人

モ
語

ル
能

ハ
ズ

海

上

ニ
乗

リ
出

シ
タ

ル

ハ
実

ニ
王
家

ノ
陪
従

タ
リ

シ

然

レ
ト

モ
比
談

ハ
余

ノ
外

何
人

モ
語

ル
能

ハ
ズ
〉

(
ロ
セ

ッ
テ
ィ

Ｔ
ｈ
ｅ

Ｗ
ｈ
ｉｔｅ

S
h
ip
)

【明
治

34
年

】

⑳

英
詩
評
釈
紅
紫
爛
慢

関
貢
米
編

(五
月
)
東
京

山
本
鐐
蔵

(岡
崎
屋
書
店
)
発
行

23

㎝
(左

開
)

目
次

2
+

127
p

口
絵

1
葉

〔中
学

英
文
臨

時
増
刊

〕

〈
夜

に
入
り

て
猶
打

つ
ゞ
く

餐
宴

の
声

た
か
し

ベ
ル
ヂ

ア
ム

の
首
府

集

ふ
美

人
勇

士

の
顔

に

無

数

の
燈

火

閃

き
渡

り
て

酣
楽

万
人

の
心
を
う

ち

ぬ
、
／

う

ち
鳴

ら
す

新

婚

の
鐘

の
音

に

た

と

へ
ん
如

く

人

の
心

も

浮
き

立

ち
ぬ
、

さ

て
何
事

か
、

黙
れ

！
静

ま
れ

！
聞

け

！

吊
鐘

陰

に
籠

り
て
響

く

音
す

！
〉

(
バ
イ

ロ
ン

「
戦

争

の

前
夜
」
)

ほ

か
に
、

ユ
ゴ
ー
、

ワ
ー
ズ

ワ
ー

ス
、
キ

ャ
ン
ベ
ル
、

シ

ェ
リ
ー
、

ブ

ラ
ウ

ニ
ン
グ
な

ど

収
録

【
明
治

35
年

】

(
2
1
)

は
な

川

上
瀧
弥

・
森
広

著

(
一
月
、
増
補

訂

正
三
版

三

六
年
六

月
)
東
京

芳

野
兵
作

(裳

華
房

)
発

行

23

㎝

三
版

緒

言

4

+
緒

言

4

+

ロ
ン
グ

フ

ェ

ロ
ー

の

Ｆ
ｌo
ｗ
ｅ
ｒ
3

+
目
次

6
+

165
+
批

評

14

+
は

な

こ
と

ば

32

+
奥
広

32
p

彩
色

図

13
葉

〔
1
円

50
銭
〕

ワ
ー
ズ

ワ
ー

ス
、

バ
ー

ン
ズ
、

ロ
ン
グ

フ

ェ
ロ
ー
、

ミ

ル
ト

ン
な

ど
花

に
ち

な

む
詩
を

多

く
引

用
す

る

(
2
2
)

英

米
詩

歌
集

山
縣

五
十

雄
訳

注

(三
月

)
東
京

内

田
正
義

(言
文
社

)
・
山
縣

操

発
行



19

㎝

は

し

が
き

2

+

目
次

2

+

52

+
奥

広

8

+
注

釈

32

+
英

文

36

+
目

次

1

p

〔
25
銭

〕
英

文

学

研
究

(3)

〈

リ

ン

デ

ン

の
上

に

日

は
落

ち

て

、

踏

み

に
じ

ら

れ

ぬ

白

雪

は

、

血

に
汚

さ

れ

て
横

は

る

。

ア
イ

サ

ー

河

は

と
く

流

れ

、

暗

さ

は
冬

に
さ

も

似

た

り

。
〉

(
キ

ャ

ン

ベ

ル

「
ホ
ー

ヘ
ン
リ

ン
デ

ン
の
戦

」
)

ほ
か

に
、

カ

ー

ラ
イ

ル
、

ロ
ン
グ

フ

ェ

ロ
ー

、

ワ
ー

ズ

ワ
ー

ス
、

バ
イ

ロ
ン
、

テ

ニ
ソ

ン
、

ス

コ

ッ
ト

な

ど
収

録

(
2
3
)

文
学
叢
書
英
詩
文
評
釈

坪
内
雄
蔵
著

(六
月
)
東
京

高
田
早
苗
(東
京
専
門
学
校
出
版
部
)
発
行

22

㎝

文
学
叢
書

発
行

の
趣
意

2
+
は
し

が
き

2
+
目
次

4
+
599
+

ハ
ム

レ

ッ
ト
翻
訳

51
p
〔
1
円

60
銭
〕

〈
牧
場
も
杜

も
流

水
も

下
界
も
森
羅

の
万
象
も
／
霊

し
き
光

に

つ

ゝ
ま
れ

て

我

に
は
見
え
し
時
あ

り
き
、
／

た

と

へ
ば
夢

裡

に
見
る
如
く
、
清
く
尊
く
、
あ

ざ
や
か
に
。
〉

(
ワ
ー
ズ

ワ
ー

ス

「幼
時
を
憶
う

て
不
死
を
知
る

の

歌
」
)

(
2
4
)

英
文
の
友

号
外

自
然

の
心

国
木
田
独
歩
著

(六
月
、
再
版
七
月
)
東
京

小
川
寅
松

(小
川
尚
栄
堂
)
発
行

19

㎝
(左

開
)

大
詩
人

ヲ
ー
ズ

ヲ
ー

ス
4
+
英

文
37
+
注
釈

48
+
奥
広

5

p

口
絵

1
葉

〔13
銭
〕

〈

(大
意

)
余
は
数

々
の

ル
ー

シ
ー
グ

レ
ー

の
事
を

聞
き
、

又
た
野
を
歩

む
時
、
朝
ま

だ
き
此
友
な
き
童
女
を
見
た

る
こ
と
も

あ
り
し
。
此
童
女

は
全
く

一
人

に
て
遊

び
仲
間
と
て
は
無
く
、
広

々
と
し
た
る
荒

野
に
住

み
た

り
。
然

れ
ど
最

早
此
童
女
を
見

る
こ
と
能

は
ず
な

り
ぬ
。
〉

(
ワ
ー
ズ

ワ
ー

ス

「
ル
ー
シ
ー

・
グ

レ
ー
」
)

【
明
治

36
年

】

(
2
5
)

泰

西
国
歌

英
語
青
年
社
編
輯

・
発
行

(二
月
)
東
京

15

㎝
(左

開
)

序

1
+
目
次

3
+

138
+
奥
広

3

p

バ
ー

ン
ズ
、
キ

ッ
プ
リ

ン
グ
、

ゴ
ー

ル
ド

ス
ミ

ス
、

キ

ャ
ン
ベ
ル
、
キ
ー

ツ
、

テ

ニ
ソ

ン
、

ハ
イ
ネ
な
ど
収
録

(
2
6
)

英
詩

研
究

中
巻

山
縣
五
十
雄
注

釈

(
一
一
月
)
東
京

内
田
正
義

(言
文
社
)
発
行

19

㎝

中
巻
を
発

行
す

る

に

つ
き

て
1
+
目
次

2

+
288
+
奥

広

8
p
〔
50
銭
〕

Ⅰ

西
欧
詩

の
移
入

明
治
31
年
～
36
年



〈
橇

の
鈴
を

聞
け
、
橇

の
銀
声

の
鈴
を

聞
け
彼
等
鈴

の
好
音

は
何
等

多
量

の
欣
喜
を

預
示
す

る
ぞ
、

如
何

に
彼
等

鈴

は
夜

の
寒
気

に
チ

ン
チ

ン
リ

ン
リ

ン
と
響

く
そ
、

而
し

て

一
天

に
散
布

せ
る
星

は
純
情

の
喜

悦
を

以

て
閃
く

か

と
思

は
る
〉

(ポ

ー

「鈴
声

」
)

〈
落

日

の
西

山

に
傾
く

頃

H
o
h
e
n
lin
d
e
n
の
原

野
は
白

雪

一
面

に
降

り
積

り
、
Ｉｓ
ｅ
ｒ
の
急

流

は
冬

の
暗
夜

に
弁

ず

べ
く
も
あ

ら
ざ

り
き
〉

(キ

ャ
ン
ベ
ル

「
ホ
ー

ヘ
ン
リ

ン
デ

ン
」
)

(
2
7
)

英
詩

研
究

〔上
中

下
合
本

〕

山
縣
五

十
雄
注

釈

(三

七
年

七
月
)
東
京

内
田

正
義

(言
文

社
)
発

行

18

㎝

緒

言

2

+
目
次

6

+
872

p

サ

ッ
カ

レ
ー
、

ア
ー

ノ

ル
ド
、

ワ
ー
ズ

ワ
ス
、

ロ
ン
グ

フ

ェ
ロ
ー
、
ボ

ー
、
キ

ャ
ン
ベ
ル
、

シ

ェ
リ
ー
な

ど
収

録

(
2
8
)

い
ざ
さ

ら
ば

千
葉

紅
東

著

(
一
〇
月

)
東
京

長
井
庄

吉

(太

平
洋
館

)
発
行

19

㎝

序

(小
島

烏
水

、
河

井
酔
茗

)
8
+
序

1
+
目
次

1
+
284

+
奥

広

2
p

(
135
～

138

p
欠

)
挿
画

4
葉

〈
あ

ゝ
甘
美
な

る

こ

の
村

よ
、
／

か
く

の
如
愉

快

多
き
遊
戯

の
連

続
も

て
／

労

働
を
怡

ま

し
め
た

る

こ

の
村

よ
。
／

こ
れ
等

の
怡
楽

多
き
感
化

を

ば
、
汝

が
小

屋

の
囲

周

に
盆
湧

せ
し
め

け
ん

こ

の
村

よ
。
〉

(ゴ

ー

ル
ド

ス
ミ

ス

「
荒

村

行
」
)
(
2
9
)

E
n
o
c
h
A
rd
e
n

テ

ニ
ソ

ン
作

Ｍ

・
U
n
o
注

釈

(
一

一
月
、

四
版

四
三
年

四

月
)
東
京

大

橋

省
吾

(英
学

新
報

社
)
発

行

15

㎝
(左

開
)

緒

言

4
+
小
伝

3

+
英

文

(イ

ノ

ッ
ク

ア
ー

デ

ン
)
67

+
緒

言

2

+
英

文

(ド

ラ
)
14
+
注

29

+
奥

広

10

p

口
絵

1
葉

⑩

Ｈ
ｅ
ｒo
ｉｃ
Ｂ
ａ
llａｄ
s

桜

井
彦

一
郎

著

・
発
行

(
一
二
月
)
東
京

英

文
新

誌

社
発

行

16

㎝
(左

開
)

目

次

1

+
102

p

口
絵

(
テ

ニ
ソ

ン
)
1
葉

〔
20
銭
〕

キ

ャ
ン
ベ

ル
、

テ

ニ
ソ

ン
、

ブ

ラ
ウ

ニ
ン
グ
、

バ
ー

ン
ズ
、

バ
イ

ロ
ン
な

ど

の
詩

を

収
録



(
3
1
)

ス

コ
ッ
ト
湖

上
之
佳

人
詳
解

岡
村
愛
蔵

訳

(
一
二
月
、
合
本
再
版

三
九
年

二
月
)
東
京

三
省
堂
発
売

19

㎝
(左

開
)

緒

言

4
+
二
版
序

2
+
(上)
128
+
(下)
113

p
〔
55
銭
〕

〈
蘇
格
蘭

の
琴

よ
。
其
琴
は

S
t.
F
illa
n
's
sp
rin
g
の
辺
に
欝
蒼

と
し
て
繁
茂

せ
る
枝

の
垂
れ
た

る
楡
樹

の
上
に

長
ら
く
朽
ち

亡
び
懸

つ
て
居
た
。
絶
間

々
々
に
吹
き
来

る
微

風
に
音
楽

の
声
を
発
す

る

の
み
。
〉

【
明
治

37
年

】

(
3
2
)

英
文
学
叢
誌

第

一
輯

東
京
文
科
大
学
英
文
学
会

編
纂

(二
月
)東
京

立

田
義

元

(文
会
堂
書
店
)
発
行

19

㎝

序

詞

8
+
目
次

2
+
165
+
付
録

6
p

〔55
銭
〕

〈
暮

れ
果

て

ゝ
、
わ

び
し
く
も
、
あ
ら

し

の
皐

に

一
人
。
峯

に
聴
く

風

の
音
、

岩
を

下
る
早
瀬
。
雨
凌
ぐ
軒
端
も

な
く
、

風
吹
く
皐

に

一
人
。
〉

(オ
シ
ア

ン

「
セ

ル

マ
の
歌
」
夏

目
金
之
助
訳
)

ほ
か

に

ブ

ラ
ウ

ニ
ン
グ

(上
田
敏
)
、

ロ
セ

ッ
テ

ィ
(高

田
知

一
郎
)
、

テ

ニ
ソ

ン
(若
月
保
治

)、
ポ

ー

(小
野
竹

三
)
、

シ

ェ
リ
ー

(小
山
内
薫
)
、

バ
イ

ロ
ン
(皆

川
正
禧
)
な

ど
訳
を

収
録
。

(
3
3
)

薄
も

み
ぢ

小
野
竹
三
編

(
一
一
月
)
東
京

山
縣
操

(内
外
出
版
協
会
)
発
行

19

㎝

題
辞

1
枚

+
は
し

が
き

2
+
序

1
+
目
次

2
+
46
p

〔20
銭
〕
対
訳
英
米
名
家
詩
抄
(1)

〈
頭
髪
美
は
し
き
夕
べ
の
天
使
！
／
今
し
日
は
山
に
憇

へ
ば
／
汝
が
愛

の
炬
火
を
点
け
よ
―

／
光
ま
ば
ゆ
き
冠

い
た

ゞ
き
／

吾
等

が
夕

べ

の
床

に
笑

め
！
／
愛
す

る
人

に
も
。
か
く

て
汝

れ
／

み
空

の
青

き
帳

曳

く

と
き
／

汝

が
露

そ

ゝ
げ
―

ふ
さ
は
し

の
眠
り

に
／

は
し
き
眼
閉

つ
る
花
毎

に
。
〉

(ブ

レ
イ

ク

「夕

づ

ゝ
に
」
)

【
明
治

38
年
】

(
3
4
)

三
人

の
歌
女

若
月
保
治

著

(二
月
)
東
京

山
縣
操

(内
外
出
版
協
会
)
発
行

19

㎝
(左

開
)

は
し

が
き

1
+
目
次

1
+
74
p
〔
25
銭
〕
対
訳
英
米
名
家
詩
抄
(2)

〈

自
然

の
歌
、

人

の

い
ま

し

め
。
／

あ
ら
き
鳥

の
叫
よ

り
／
美

は
し

き
音

の
鶯

と
／

聞
く

や
無
限

の
調

の
数
／

人

1

西
欧
詩

の
移
入

明
治
36
年
～
38
年



の
歩

み

の
始
ま

れ
ば
。
／

ぬ
す

み
烏

の
語

る
を
聞

き

て
／
燃

ゆ
る
情

の
恋

ぞ
さ

む
れ

ば
／

え

ら

む

に
さ
わ
ぐ

胸

の

思
。
〉

(G

・
メ

レ
デ
ィ

ス

「
三
人

の
歌
女
」
)

ほ
か

に
、

テ

ニ
ソ
ン
、
ブ

レ
イ

ク
、

ホ
ー

ソ

ン
、

ロ
セ

ッ
テ
イ
、

ワ
ー

ズ

ワ
ー

ス
、

キ
ー

ツ
な
ど

の
詩
収
録

。

(
3
5
)

テ

ニ
ソ
ン

の
詩

入
江
花
錦

訳

(六
月
)
東
京

大

月
隆

(文
学

同
志
会

)
発
行

20

㎝

序
詩

1
+
序

(佐
藤
旭

望
、
松
盧

主
人

正
彦
、

紫
雲
、

紫
蕨
)
6

+
序

詩

4
+
三
井

先
生

に

3
+
目
次

2

+

210

+
奥

広

9

p
〔
60
銭
〕

〈
崖

ま
た
崖

の
裂
け

し
罅
／

黄
染

め

清
き

真
砂

を

ば
／

磨

き

て
流

る

ゝ
さ

ゝ
流

、
／
傍

に
岸
を

横

這

へ
る
／

狭
き

埠
頭
場

の
周
囲

に
は
／

赤
き

瓦

の
家

の
簇

〉

(「
エ
ノ

ッ
ク

・
ア
ー

デ

ン
」
)

(
3
6
)

西
吟
新
訳

小
原

無
絃

訳

(
一
〇
月

)
東
京

吉

田
正
太
郎

(本
郷
書

院
)
発

行

19

㎝

序

1
+
目
次

2

+
154
+
奥

広

10

p
〔
30
銭
〕

〈
ま
ら
う

ど

よ
。
曽

て
も
聞

き

つ
。／

今

も

ま

た
聞
く

ぞ
う

れ
し

き
。
／

お

ゝ
汝

れ

を
鳥

と

や
呼

ば

む
。
／

た

ゞ
よ

へ
る
声
と

や
呼
ば

む
。
〉

(
ワ
ー

ズ

ワ
ー

ス

「郭

公

に
与

ふ
」
)

〈

照
子

の
身

上
聞
き

し

こ
と
あ

り

東
雲

の
野
を
わ

れ
過

ぎ

て

は

し
な
く
も

逢

ひ
も

し
た

り
き
。
寂

し
げ

に

ひ

と

り
行

け

る
を

。
／
友

ひ
と

り
。

照

子

は
も

た
ず
。

は

て
し
ら

ぬ

沼
池

に
棲

み
ぬ
。

人

の
世

に
お

ひ
立

ち

出

で
し

な

つ
か
し

の
も

の

ゝ
極

み
や
。
〉

(
ワ
ー
ズ

ワ
ー

ス

「
ル
ー

シ
ー
、

グ

レ
ー
」
)

ほ
か

に
、

ス

コ

ッ
ト
、

フ
レ

ッ
チ

ャ
ー
、

ヒ
ー

マ
ン
ス
夫

人
、

キ

ャ

ン
ベ
ル
、

バ
イ

ロ
ン
な
ど

の
詩

収

録

(
3
7
)

キ
イ

ツ

の
詩

田
山
花

袋
訳

(
一
〇

月
)
東
京

平
山
勝

熊

(隆
文
館

)
発

行

16

㎝

例
言

2
+
目
次

3
+
キ

ー

ツ
の
小
伝

15
+

144
+
奥

広

8

p

〔
50
銭

〕

〈
美

し
イ

サ

ベ
ラ
、
悲

し
イ

サ

ベ
ラ
、
／

ロ
オ

レ
ン
ゾ

オ
、
若

々
し
、
恋

の
虜

。
／

二
人

こ
そ
胸

打
騒

ぎ
、

悶

な
く

て
／

対

ひ
居

ら
れ

ね
、

ひ
と

つ
家

に
ぞ
。
／

互

に
打
添

ひ
、
嬉

し

と
思

ふ
も
、

敢

て
座

ら

じ
、
同

じ
食

卓

。
／

さ

な



り
、
同
じ
屋

根

の
下
得
も
眠
ら
じ
よ
。
／
し

か
す

が
に
互

に
夢
、
互

に
涙
。
〉

(「恋

の
花
壺
」
)

(
3
8
)

ロ
セ

ッ
チ

の
詩

小
原
無
絃
訳

(
一
〇
月
)東
京

川
岡
東

一
(昌
平
堂
川
岡
書

店
)発

行

18

㎝

献
辞

1

+
目
次

1
+

ロ
セ

ッ
チ

の
小
伝

2
+

110

+
奥
広

4
p

口
絵

(肖
像

)
1
葉

〔30
銭
〕

〈
薔
薇
花

と
ろ
け

て
、
白
銀
燃

ゆ
る
／
色
な

つ
か
し
き

天

つ
御
空
を
／
春
あ

け
ぼ

の

ゝ

朝

戸
出

は
や
う
／
暁

の
女
神

の

飛
ぶ
を
見
た
り
や
。
／
似
た

り
な

我
妹
、

ち
ぎ
り
し
人

の
／

わ
が
雄
姿
を

う

ち
見
上
げ

つ

ゝ
、／

さ

と
顔
あ

か
ら
め

眼
匂

へ
る
よ
。
〉

(「ち

ぎ
り
」
)

(
3
9
)

ふ
る
郷
集

入
江
花
錦
著

(
一
二
月
)
東
京

大

月
隆

(文
学
同
志

会
)
発
行

13

㎝

献
辞

1
+
テ

ニ
ソ

ン
原
詩

1
+
目
次

3

+
ひ
と

こ
と

2
+
139
+
奥

広

8
p
〔20
銭
〕

〈
農
夫

ア
ラ

ン
は
ウ
イ

ル
ヤ
ム
／
ド

ラ

の
二
人
と
諸
共

に
／

賤
が
伏
屋

に
棲

い
け
る
／

ウ
イ

ル
ヤ

ム
、
渠

の
養
育

児
／

ド

ラ
女
は
渠

の
姪
な

り
き
。
〉

(テ

ニ
ソ
ン

「
ド

ラ
女
」
)

ほ
か
に
、
キ

ャ
ン
ベ
ル

「
ア

ル
リ

ン
公

の
嬢
」
、

ミ

ル
ト

ン

「
パ
ラ
ダ
イ

ス
、

ロ
ス
ト
」
抄
録
。

【明
治

39
年
】

(
4
0
)

西
詩
愛
吟
集

小
原
無
絃
訳

(
一
月
)
東
京

福

岡
新
三

(福
岡
書

店
)
・
岡
村

庄
兵
衛

(岡
村
書

店
)発

行

15

㎝

序

(与
謝
野
寛
)
3
+
目
次

4

+
193

p

口
絵

1
葉

〔
25
銭
〕

〈
わ

れ
率

て
揚
れ
、
／
雲

の
彼
方

に
わ

れ
率

て
揚

れ
。／

あ

は
れ
、
雲

雀

よ
、
汝

が
歌

つ
よ

し
。／

わ

れ
率

て
揚

れ
／

雲

の
彼
方

に
わ
れ
率

て
揚

れ
。
／
歌

ひ
、
歌

へ
よ
、／

九
天
遠
く
鳴

り
ぞ
響

か
む
。／

わ
れ
率

て
揚
れ
、
／

天
上

汝

れ

が
よ
し

と
思

へ
る
／

聖
き
御
国

に
わ
れ
を
導

け
。
〉

(
ワ
ー
ズ

ワ
ー

ス

「
雲
雀

に
与

ふ
」
)

ほ
か

に
、

ロ
ン
グ

フ

ェ
ロ
ー
、
プ

ロ
ク
タ
ー
、

コ
ウ

ル
リ

ッ
ジ
、

シ

ェ
リ
ー
、

テ

ニ
ソ
ン
な
ど

の
詩
収
録
。

(
4
1
)

虹

の
か
げ

小
原
無

絃
訳

(二
月
)
東
京

山
縣
操

(内
外

出
版
協

会
)
発
行

19

㎝

序

1
+
目
次

2

+
50
+
奥
広

2
+
英
文

37
+
英

文
目
次

1
p

口
絵

2
葉

〔
30
銭
〕
対
訳
英
米
名
家

詩
抄
(3)

Ⅰ

西
欧
詩

の
移
入

明
治
38
年
～
39
年



〈
胸
よ

り

下
は

麦

に
小
隠
れ
／

黄
金

の
光

り

あ

び
し
姿

は
、
／

輝
や

く
接

吻

身

に
得

て
立

て
る
／

照

る

日

の
神

の

恋

女
さ
な

が
ら
。
〉

(
フ
ー
ド

「
路
得
」
)

ほ
か

に
、
キ

ン
グ

ス
レ
ー
、

コ
ウ

ル
リ

ッ
ジ
、

バ
イ

ロ
ン
、

テ

ニ
ソ

ン
、

バ
ー

ン
ズ
な

ど
。

(
4
2
)

花

の
詩

小
原
無

絃
訳

(三
月
)
東
京

吉

田
正
太
郎

(本

郷
書

院
)
発
行

19

㎝

題

詩

1
+
序

1
+
テ

ニ
ソ

ン
英

詩

1
+
夕
千
鳥

の
君

に
2

+
目
次

6
+

134

+
低

唱

41
+
花
語
集

15
+
花
問

答

11
+
奥
広

11
p

彩
色

口
絵

4
葉

〔
50
銭
〕

〈

ル
ー

ミ

ン
の
花

咲
く

谷
を
／

行
く

水

の
さ

や
ぎ

静

か
や
。
／
露

お

も

み
、
白

百
合

泣

い
て
／

ゆ
ら

ぐ

か
な
、

風

の
ま

に
く

。
〉

(
コ
ウ

ル
リ

ッ
ジ

「
百
合

花
」
)

ほ

か

に
、

ヒ

ー

マ
ン

ス
夫

人

、

ゲ

ー

テ
、

シ

ェ
リ

ー

、

ロ
セ

ッ
テ

ィ
、

ユ
ゴ

ー

、

グ

レ
ー

、

バ
イ

ロ
ン
な

ど

。

(
4
3
)

海

の
詩

小

原

無

絃

訳

(
四

月

)
東

京

富

田

能

次

(
文

陽

堂

)
発

行

13

㎝

序

6

+

目

次

4

+

150

+
奥

広

2

p

彩

色

口

絵

2
葉

〔
35
銭

〕

〈
海

の
辺

の
王
国

に

て

い
と
く

古

き
昔

の
こ
と
／

ア

ン
ナ

ベ
ル
、

リ
ー
と

し
言

は

ゞ

君
等
も

知
ら

れ
ん

一

人

の
少

女
住

み
た

り
。
／

こ

の
乙
女

恋

ひ
恋

は

る

ゝ
よ

り

ほ
か

の
思

ひ
と

て
は
な
く

住

み
け
り
。
／

海

の
辺

の
こ

の
王
国

に

て

わ

れ
も
妹

も
童

児
な

り
き
。
〉

(ポ

ー

「
ア

ン
ナ

ベ
ル
、

リ
ー
」
)

ほ
か

に
、

ハ
イ

ネ
、

ロ
ン
グ

フ

ェ
ロ
ー
、

シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア
、

バ
イ

ロ
ン
、

ロ
セ

ッ
テ

ィ
な

ど
。

(
4
4
)

あ

や
め
草

あ

や
め
会

(代

表
野

口
米
次

郎
)
著

(六
月

)
東
京

今
津

隆

治

(如
山
堂

書
店

)
発

行

22

㎝

発
刊

の
辞

4
+
目
次

2
+
92
+
奥

広

10

+
英

詩

21

+
英

詩

目
次

1

p

口
絵

3
葉

〔
60
銭

〕

日
英
米

詩

人

の
合

同

詩
集

。

日
本

人

は
岩

野
泡

鳴

、
蒲

原

有

明
、

児

玉

花

外
、

上

田
敏

ら

が
、

英

詩

は

シ

モ

ン

ズ
、

ノ
グ

チ
、

ピ
ー

ボ

デ
ー
、

イ

ェ
ー

ツ
、

タ

ッ
プ
ら

が
寄
稿

。

(あ

や

め
会
詩
集

第

一
)

(
4
5
)

対
訳
評
注
英
詩

の
栞

浦

口
文
治
著

(九
月
)
東
京

大
橋
省
吾

(英
学
新
詩
社
)
発
行



16

㎝

序

(坪
内
雄
蔵
、
岸
本
能
武
大
)
4
+
序

3

+
目
次

4
+
212
p
(肖
像

7
枚
含
む
)
〔
45
銭
〕

〈
日
は
か
た

む
き

て

リ

ン
デ

ン
の
／
村

は
し

ろ
た

へ

雪
き
よ
し
。
／
水
勢

は
や
き

イ

ー

ザ
ア

の
／
冬

の
流

の

影
く
ら

し
。
／

光
景

一
変

リ

ン
デ

ン
の
／

夜
半

の
金

鼓

ひ
ゞ
き

つ

ゝ
／
よ

み

の
焔
を

よ
び
お

こ
し
／
あ

た
り

の
や

み
を

破

り
け

り
。
〉

(キ

ャ
ン
ベ
ル

「
ホ
ー

ヘ
ン
リ

ン
デ

ン
」
)

〈
汝

と

の
ぼ
ら

ん

雲

わ
け

て
、／

な

が
歌
を

ゝ
し
揚
雲
雀
。
／
な

れ
と

の
ぼ
ら
ん

雲
わ

け

て
、／
雲

井

の
空
も

な

が
歌

に
／

ひ

ゞ
き

て
と
も

に

歌

ふ
な

り
。
／

我

み
ち

び
き

て

あ

が

れ

か
し
／
な

が

し
た

ひ
ゆ
く

其

里

に
〉

(
ワ
ー
ズ

ワ
ー

ス

「雲
雀

に
寄
す
」
)

ほ
か
に
、

ロ
ン
グ

フ

ェ
ロ
ー
、

テ

ニ
ソ

ン
、

ブ
ラ
イ

ア

ン
ト
、

バ
ー

ン
ズ
、

シ

ェ
イ
ク

ス
ピ

ア
な
ど
収
録
。

(
4
6
)

西
詩

の
薫

西
村
酔
夢
著

(
一
〇
月
)
東
京

篠
崎

純
吉

(参
文
舎
)
発
行

19

㎝

序

1
+
目
次

5
+
285
+
跋
言

1

p
〔
50
銭

〕

〈
わ

が
髪
は
臼
し
、
さ
れ
ど
年
老

い
た
る
故

に
あ

ら
ず
、
／
ま

た

一
夜

の
中

に
／

白
く
な
り
た
る

に
も
あ
ら
ず
、
／

卒
爾
た
る
憂
懼

の
為

め
に
し

か
く
な

り
た

る
人

の
ご
と
。
／

わ

が
四
肢

は
萎
め

り
、

さ
れ
ど
苦
役

の
為

め
に
あ
ら

ず

、／

た

ゞ
忌
む

べ
き
安
息

を
も

て
害

は
れ

ぬ
。

こ
れ
、
わ

が
四
肢
は
牢
屋

の
俘
囚
と
な

り

つ
れ

ば
な

り
。
〉

(バ

イ

ロ
ン

「
シ

ヨ
ン
の
囚
人
」
)

ほ
か
に
、

バ
ー

ン
ズ
、

コ
ウ

ル
リ

ッ
ジ
、

シ

ェ
リ
ー
、
キ

ー

ツ
、

ロ
ン
グ

フ

ェ
ロ
ー
な
ど
収
録

(
4
7
)

豊
旗
雲

あ

や
め
会

(代
表
野

口
米
次
郎
)
著

(
一
二
月
)
東
京

戸
田
直

秀

(左

久
良
書

房
)
発
行

22

㎝

目
次

2

+
56
+
奥

付

1
+
英
詩

32
p

口
絵

2
葉

〔42
銭
〕

日
英
米
詩
人

の
第

二
合

同
詩
集

。

日
本
人

は
上

田
敏
、
高
安

月
郊
、

岩
野
泡
鳴

、
小
山
内
薫
、
河
井
酔
名
、
蒲
原

有

明
ら

が
、
英
詩

は
ノ
グ
チ
、

シ
モ

ン
ズ
、

ハ
ウ

ス

マ
ン
、
プ
ト

ナ
ム
ら
が
寄
稿
。

(あ
や
め
会
詩
集
第

二
)

【明
治

40
年
】

Ⅰ

西
欧
詩

の
移
入

明
治
39
年
～
40
年



(48)

ベ
ニ
ス

の
商
人

担
保
の
肉

シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
原
作

富
樫
蟠
神
著

(七
月
)
東
京

松
岡
寅
男
磨

(有
明
堂
)
発
行

13

㎝

序

(イ
ー

ス
ト

レ
ー
キ
)
1
+
自
序

4
+
田

口
松
圃

氏

に
謝
す

2
+
66

p
〔
15
銭
〕

〈
猶
太

人
な

る

シ

ャ
イ

ロ

ッ
ク
、

ベ

ニ
ス

の
市

に
寄

寓

し

て

高

利

貸

な

る
営

業

に
、

鉅

万

の
富

を

作

り

け

り
。
／

貪
慾
飽

く
な
き
振

舞

は
、
衆

人

の
怨
恨

の
目
標

と
な

り
、
中

に
も
豪

商

ア

ン
ト

ニ
オ
、
荐

り

に
彼

が
非

を

鳴

ら
す
。
〉

(
4
9
)

英
詩
評

釈

戸
沢
姑
射
著

(五
月
、
再

版

八
月
)
東
京

服
部
喜
太

郎

(求
光
閣
書

店
)
発
行

22

㎝

序

2
+

106

+
奥

広

6

p
〔
20
銭

〕

〈

入
相

の
鐘
鳴

り
渡
り

て
、

牛
群

の
唸
り

つ

ゝ
徐

う
に
野
面
を

迂
廻

り
行
く
あ

り
、

農
夫

の
疲

れ
た

る
脚
も

て
家

路
を
さ

し

て
辿

り
行
く
も
、

見
え

し

が
、

や

が

て
四
辺

は
暗

に
包

ま

れ

て
残

る
も

の
は
予

一
人

と

な

れ

り
〉

(グ

レ
ー
‘Ｅ
le
g
y
in
a
C
o
u
n
tr
y
C
h
u
rc
h
y
a
rd
')

ほ
か
に
、

テ

ニ
ソ

ン
、

ロ
セ

ッ
テ
ィ
収
録
。

【明
治

41
年

】

(
5
0
)

有

明
集

蒲
原
有

明
著

(
一
月

)
東
京

西
本
波

太

(易
風
社

)
発

行

19

㎝

献
辞

1
+
目
次

5

+
223
+
著
書

目
録

1

p

著
書

肖
像

1
葉

〔
75
銭
〕

〈
真
昼

時
と

そ
な

り
に

け
る
、
あ

る
か
な

き

か

の
／

軟

風
も

い
ぶ
き
絶

え

ぬ

る

日
盛

や
、
／

野

の
か
た

を

見
や

れ

ば

ひ
と

つ
鐘

の
か
げ
、
／

う

ね
り

つ
づ

け
る
生
垣

の
囲

ひ

の
隙

を
／

軒
低

き

鄙

の
屋

白
く

か

つ
照

り

つ
、
／

壁
を

背

に
盲

の
漢

子
凭

り
か

か
り
、
／

そ

の
面
を

ば
振

り
か

へ
し

日

に
ぞ
あ

て
た

る
。
〉

(
ロ
セ

ッ
テ

ィ

「
真
昼

」
)

訳
詩

は
、

ロ
セ

ッ
テ

ィ
と
ブ

レ
イ

ク
を
収

録
。

(
5
1
)

英
米

百
家

詩
選

宮

森
麻

太
郎

・
小
林
安

太
郎

訳
注

(七
月
)
東
京

亀
井

忠

一
(三
省
堂

書

店
)
発

行

19

㎝
(左

開
)

緒

言

2

+
目
次

8
+

421
p

〔
60
銭

〕



5
2
」

5
3

〈
樵
夫

よ
、
彼

の
古

木
を

残
し
置

け
。
/

一
枝

に
だ
も

触

る

ゝ
こ
と
勿

れ
。/

青
年

の
時

其

の
樹
蔭

は
余

を
蔽

ひ

き
。/

余

は
今

之
を

保
護

せ

ん
と
欲

す
。
/

祖
先

は
手

つ
か
ら
/
茅

屋

に
近

く

之

を
植

え

給

へ
り
。
〉

(モ
リ

ス

「樵
夫
よ
彼

の
古
木
を

残
し
置
け
」
)

ほ
か
に
、

ペ
イ

ン
、
プ

ロ
ク
タ
ー
、

シ

ェ
リ
i
、

エ

マ
ソ

ン
、

ロ
セ

ッ
テ

ィ
、

テ

ニ
ソ
ン
、

バ
イ

ロ
ン
な
ど
。

【
明
治

42
年

】

英
米
詩
歌
集

吉
田
幾
次
郎

(英
語
界
編
輯
局
)
編
輯

(
一
月
)
東
京

田
中

岩
次
郎

(有
楽
社
)
発
行

19

㎝
(左

開
)

目
次

3
+
序

1
+
1
0
0
P

口
絵

1
葉

〔
20
銭
〕
英
文
英

語
叢
書
⑪

〈
我
と
共

に
上
れ
、
我
と
共

に
雲

の
上
ま

で
上

れ
、/
雲

雀

よ
。
汝

の
歌

は
強
大
な

る

が
故

に
、/

我
と

共

に
上

れ
、
/
歌

ひ
歌

ひ

歌

ひ

つ

ゝ
/

汝

の
近
く

に
反
響
す

る
雲
と
空
気
と
共

に
、
/
我
を
挙

げ
よ
汝

の
意

に
適
す

る
/

場

所
を

見
出
す

ま

で
我
を
導
け
、
〉

(
ワ
ー
ズ

ワ
ー

ス

「雲
雀

に
与

ふ
」
)

ほ
か
に
、
キ

ャ
ン
ベ
ル
、

テ

ニ
ソ

ン
、

バ
ー

ン
ズ
、

ロ
ン
グ

フ

ェ
ロ
ー
、

フ
ー
ド
な

ど
収
録

註
釈

近
世
英
文
学

高
橋
五
郎
編

(四
月
)
東
京

三
浦

理

(有
朋
堂
書
店
)
発
行

22

㎝
(左

開
)

小
引

1
+
目
次

2
+
3
4
5
P
〔
1
円

20
銭
〕

〈
さ
ら

ば
、

い
ざ
、
さ

ら
ば
。
わ

が
故
郷
(
ふ
る
さ
と
)

の
岸

辺
ぞ
/

青
波

の
上
(
へ
)

に

う
す

れ
行
け
。/

夜

の
風
、

幽
(
か
す
)

け
く
呻

め

き
、
白
波
た

け
び
、
/
鴎

は
叫
ぶ
。
彼
方
、
大
海
(
お
お
う
み
)

の
上
(
へ
)

に
/

沈

む
日
の
、

そ

の
行
く
方

に
、
わ

れ
等
も
急

げ
、
/

い

で
、

大

日
(
お
ほ
ひ
)

に
も
、

い
ま

し
、
わ
が
故
郷

に
も
、/

少
時
(
し
ば
し
)

、
別
れ
ん
。

い
ざ
、
寝
ね

よ
か
し
。
/
わ

が
故
郷
。
〉

(
バ
イ

ロ
ン

「
チ

ャ
イ

ル
ド
、

ハ
ロ
イ

ド
告
別

の
歌
」
馬
場
孤
蝶
訳
)

〈
昔
、
物

憂
き

夜

中

な

り
き
、/

弱
く

疲
れ

て

物

思

ひ
、
/
あ

ま
た

珍
奇

の

古
書

を

開
ら
き
、
/
忘

れ
し
、
学

に

の
ぞ

む

時
―

〉

(ポ

ー

「大
鴉

」
岩
野
泡
鳴
訳
)

ほ

か

に

、

ワ

ー

ズ

ワ

ー

ス
、

キ

ー

ツ
、

デ

ィ

ケ

ン

ズ

、

テ

ニ

ソ

ン
、

ト

ウ

ェ
イ

ン
、

キ

ッ
プ

リ

ン

グ

な

ど

。

I

西
欧
詩

の
移
入

明
治
40
年
～
44
年

七
七

R

14
-
232

R

14
ー
㎜



七
八

5
4
5
5

【明
治

44
年

】

将

軍

の
恋

ロ
ン
グ

フ

ェ
ロ
ー
作

牧

田
勝

訳

(六
月
)
東
京

宮

辺
富

次
郎

(建

文
社

)
発
行

18

㎝

序

(島
村
抱

月
)
4
+
自
序

4
+
目
次

2
+
2
5
2
+
略
伝

22

+
注

14

+
奥

広

2

P

口
絵

2
巻

〔
60
銭

〕

〈

『
ふ
る
殖
民
』

の
こ
ろ
ほ

ひ
に
/

清
教

徒

の
国
プ

リ

モ

ス

の
/

装
飾
(
あ
や
)

な
く

い
と

ゞ
か
ん

さ

べ
る
/
館

の
室
を

あ

ち

こ
ち

と
/

脚
胖
う

ち
は
き
襲
着
(
か
さ
ね
き
)

て
/

コ
ル
ド

バ
皮

の
靴
を

ふ
み
/
清
教

徒

の
隊
長

の
/

ス
タ

ン
デ

ィ
シ

ュ
は
厳

め
し
く
/

と
行
き

か
く

ゆ
き
大

股

に
。
〉

須
因
頓
氏

英
文
学

詳
解

岡
村
愛
蔵

訳
注

(
一
○
月
、

三
版

一
二
月
)
東
京

鹿

島
長

次
郎

(興
文
社

)
発
行

19

㎝
(左
開
)

緒

言

3

+
目
次

5

+
㊤
5
3
5+
㊦
5
4
7P

肖
像

23
葉

〔
1
円

50
銭
〕

〈

可
愛

の

よ
。
草
原

中

の
最

も
愛
す

べ
き
村

よ
。
健

康
と
豊

饒

が
辛

労
す

る
所

の
農
夫

を
慰

め
。
破

顔

微
笑

の
春

は

一
番

早

く
此

地

に
来

り
。
去

ら
ん

と
し

て
未

だ

去
ら

ざ

る
夏

の
炎

暑

は
逡

巡

と

し

て
此

地

に
止
ま

り
。
〉

(ゴ
ー

ル
ド

ス
ミ

ス

、)

ほ
か
に
、

シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア
、

ミ

ル
ト

ン
、

バ
ー

ク
、

ワ
ー
ズ

ワ
ー

ス
、

コ
ウ

ル
リ

ッ
ジ
、

ア
ー
ヴ

ィ

ン
グ
、

バ

イ

ロ
ン
、

シ

ェ
リ
i
、

ブ

ラ
イ

ア

ン
ト
、

カ
ー

ラ
イ

ル
、

ホ
ー

ソ

ン
、

デ

ィ
ケ

ン
ズ
な
ど
。



5
6
5
7
5
8

Ⅱ

続

・
英

米

文

学

編

【明
治

8
年

】

智

氏
家

訓

チ

ェ
ス
タ
ー

フ
ィ
ー

ル
ド
著

永
峰
秀
樹
訳

(二
月
)
東
京

種
玉
堂
発
兌

三
冊

木
版
和
装

23

㎝

㊤
査

斯
徳
費

耳
土
公
伝

2
+
目
次

2
+
24
丁
、
㊥

46
丁
、
㊦

38
丁

R
16
-
1
32
8ー

〈
几

ソ
人
慎

ン
テ
放

心
ナ

ル

ベ
カ

ラ
ズ
放

心

人
(
ウ
ツ
カ
リ
ス
ル
ヒ
ト
)

ハ
世

人

ノ
嫌

フ
処

ニ
シ
テ
自

然

友

ヲ
得

ル
少
ナ

キ

モ
ノ
ナ
リ

放
心

ニ
二
種

ア
リ

一
ハ
事
物

ノ
感
動

過
甚

ニ
シ

テ
心
意
身

ニ
添

ハ
サ

ル
モ
ノ

一
ハ
甚

ク
怯

儒
(
オ
ク
ビ
ョ
ウ
)

ニ
シ
テ
事

ニ

会

シ
手
足
ノ
措

ク
所

ヲ
得
サ

ル
若
キ

モ
ナ
リ
〉

【
明
治

12
年

】

意
訳

天
路

歴
程

バ

ニ
ヤ

ン
著

佐
藤
喜

峰
編
輯

(
=

月
)
東
京

十
字
屋
発
売

木

版
和
装

23

㎝

題

辞

(小
川
義

綏
、
中
村

敬
宇
)
4
+
緒
言

1
+
序

1
+
1
7
3
丁

R

16
-
m

〈
我

此
世

の
曠

野
を
行

不
計
(
ふ
と
ふ
と
)

一
ツ
の
穴
あ

る
と

こ
ろ

に

い
た

り
其
処

に
偃
臥
(
ふ
し
)

て
睡

り
し

か

バ

一
ツ
の
夢

を

み
た

り
〉
〈
此
書

ハ
明
治

九
年
七

一
雑
報

第
十
五
号

ヨ
リ
年

ヲ
追

テ
訳
出

セ

ル
ヲ
輯

メ
テ
編

ヲ
ナ

ス
〉

(緒

言
)

【
明
治

13
年

】

春

風
情
話

ス

コ
ッ
ト
著

橘
顕
三

(坪
内
逍
遥
)
訳

(四
月
)
東
京

中
島
精

一
出
版

R
16
1
獅

19

㎝

序

5
+
附
言

4
+
目
次

2
+
口
絵

4
+
1
0
4
P
〔
35
銭
〕

〈
聞

道
(
き
き
な
ら
く
)

、
往
昔
(
そ
の
か
み
)

「
蘇

格

蘭
(
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
)

」
州

の
東
、
「魯
志

安
(
ロ
シ
ア
ン
)

」

の
山
陰
な

る
要

衝

の
地

に
、

「
烏

林
(
レ
ペ
ン
ス
ウ
ー
ド
)

」
と

云
ふ

一
箇

の
堅

城
あ

り
、

こ
れ

が
城
主

の
名

ハ
、
同

じ
く

「烏

林
」
と

呼

て
、
遠

き
上

つ
世

よ

り
そ

の
系
統
綿

々
と
し

て
断

え

ず
、
家

門
富

み
栄
え

て
、
平
彪
武
(
ヘ
イ
ヒ
ュ
ー
ム
)

、
素

因
遁
(
ス
サ
ン
ト
ン
)

、

道

暗
(
ダ
ウ
グ
ラ
ス
)

、
な

ん
と
呼

ば

る

ゝ
当

国

の
名
高

き
豪

族
と
、
累

世
秦

晋
(
し
ん
し
ん
)

H

続
・英
米
文
学
編

明
治
8
年
～
13
年

七
九



5
9
6
0
6
1
6
2

八
○

の
縁
(
よ
し
み
)

を
結
び
、
権
勢
肩
を
並

ぶ
る
も

の
な
く
、
世
に
知
ら
れ
た
る
門
閥
な
り
〉

【
明
治
15
年
】

良
政
府
談

モ
ア
著

井
上
勤
訳

(
二
月
)
東
京

望
月
誠
(恩
誠
堂
)
出
版

19

㎝
1
6
4P
〔
60
銭
〕

〈
英
国
顕
理
(
ヘ
ン
リ
ー
)

第
八
世

ハ
戦
ヲ
好

マ
ス
其
徳

ヲ
布
ク
厚
ク
大
国

ニ
王
タ
ル
ベ
キ
ノ
君
ナ
リ

平
和

ヲ
以
テ
名
ア
ル
加

斯
遅
爾
(
カ
ス
チ
ル
)
地
名

ノ
某
公
ト
偶

々
邦
家
ノ
大
事

ニ
関
シ
争
議

ヲ
生
ス
〉

【明
治

19
年
】

王
子
羅
西
拉
斯
伝
記

ジ

ョ
ン
ソ
ン
著

草
野
宜
隆
訳

・
出
版

(㊤
三
月
、
㊦
四
月
)
東
京

野
口
愛

(奎
文
堂
)
発

売二
冊

18

㎝

㊤
1
1
0
P
、
㊦
1
1
6
P
〔各
30
銭
〕

〈
几
そ
人
と
し
て
漫
に
虚
望
を
抱
き
逸
想
自
ら
楽
み
芳
年

の
志
願

ハ
歳
月
に
随

ひ
て
必
ず
成
就
し
今

日
に
求
む
る

所
は
明
日
輙
く
満
足
す

べ
し
と
期
す
る
も

の

ハ
宜
し
く
王
子
ラ
セ
ラ
ス
の
伝
記
を
鑑
む

へ
し
〉

蘇
国
恢
復

忠
孝
美
談

篠
野
乙
次
郎
著
編

(九
月
)
東
京

早
瀬
清

(正
札
屋
)
出
版

19

㎝

緒
言
(南
柯
亭
夢
覚
)
・
口
絵

・
目
次

8
+
1
5
5
+
奥
広

3
P
〔
30
銭
〕

〈
抑
も
蘇
格
蘭

の
北
部

高

陸
(
ハ
イ
ラ
ン
ド
)

と
云
る
国

ハ
北
氷
洋
に
近
き
を
以

て
寒
気
最
も
厳
酷
し
て
山
脈
連

り
東
西
几
そ
百

里
に
満
ち
嶮
岨
云
ん
方
な
し
と

斯
る
土
地
と

ハ
云

つ
れ
ど
諸
侯
民
情
自
然
欧
羅
巴
州

の
風
俗
に
慣
れ
当
時
少
し

く
進
歩
(
す
す
み
)

封
建
制
度

に
赴
き
し
と
〉

天
路
歴
程

バ

ニ
ヤ
ン
著

W

・
J

・
ホ

ワ
イ
ト
訳

(刊
行
月
不
詳
)
倫
敦
聖
教
書
類
会
社
発
行

19

㎝
3
3
2P
挿
画

12
葉

く
我
れ
現
世

の
曠
野
（
あ
れ
の
）

を
辿

り
行
き
、

只
あ
る
洞
穴

の
辺
に
憩
ひ
ぬ
る
間
に
、
眠
気
催

ほ
し

つ
、
打
臥
せ
し
、
仮
寝



6
3
6
4
6
5
6
6

の
夢

に
、

一
箇

の
人

、
身

に
襤
褄
(
ら
ん
る
)

を
纏

ひ
、
手

に

一
巻

の
書
を
携
え
、

背
に
重
荷
を
負

ひ
、

己
が
家

宅
を
背
け

て

件
立
(
た
ゞ
ず
む
)

を
見

る
〉

再
版

天
路
歴
程

バ

ニ
ヤ

ン
著

W

・
J

・
ホ

ワ
イ
ト
訳

(二
二
年

四
月
序
)
倫
敦
聖
教
書

類
会

社
発
行

19

㎝

英
文
序

2
+
再
版
序

(
ハ
ッ
バ
ー
ト
)
4
+
目
次

4
+
3
3
7
+
広
告

4
P

肖
像

1

+
挿
画

14
葉

聖
書

の
詩
句

を
頭
注
と
し
、
章
題

・
挿
画
を
改

め
る
。
本
文

は
初
版

と
わ
ず

か
に
異
な

る
。

三
版

天
路
歴
程

バ

ニ
ヤ

ン
著

W

・
J

・
ホ

ワ
イ
ト
訳

(二
六
年

一
二
月
)
東
京

基
督
教
書

類
会
社
発
行

19

㎝

英

文
序

2
+
序

(
ハ
ッ
バ
ー
ト
、
高
橋
五
郎
)
8
+
目
次

4
+
3
4
2
+
広
告

33

P

肖
像

1
+
挿
画

14
葉

仮
名
遣

い
な
ど

で
、
再
版
と

は
細
部

で
異
な

る
。

【明
治

20
年
】

経
国
亀
鑑

一
名

チ

ャ
タ

ム
伯
ウ
ヰ

リ
ヤ

ム
ピ

ッ
ト
伝

マ
コ
ー

レ
ー
著

土
岐

？
補

訳

永
山
近
彰

訂
正

(二

月
)
東
京

長
尾
景
弼

(博
聞
本
社
)
出
版

19

㎝

序

(田

口
卯
吉
)
4
+
几
例

2
+
緒
言

3
+
4
4
8
+
跋

(永
山
)
2
+
正
誤
表

2

P
〔1
円
30
銭
〕

〈
之

ヲ
聞
ク
常

ニ
機
械

ヲ
用

ユ
ル
者

ハ
其
身
体
機
官

ノ

一
部

ヲ
傷
害

セ
サ

ル
者

ナ
シ

故

ヲ
以

テ
研
師

ハ
肺
労

ニ

テ
死

シ
織

工

ハ
生
理
ノ
発
育

ヲ
捐

シ
鍛
冶

ハ
黝
暗

ノ
眼
晴
ト
ナ

ル
如
キ

世
多
ク
其
人

ヲ
賭

ル
所
ナ
リ
〉

脚
本
ハ
仏
国
世
界
ハ
日
本

当

世

二
人
女
壻

シ

ェ
イ
ク

ス
ピ

ア
原
作

ジ

ュ
ッ
プ

レ
ー
仏
訳

長
田
秋

涛
原

訳

依
田
百
川
訳
編

川
尻
宝
岑
校

訂

(三
月
)
東
京

前

田
圓

(鳳
文
館
)
発
行

二
冊

木
版
和
装

23

㎝

㊤
序

(鴛

梁
居
士
、
末
松
謙
澄
、
鴻
斉
居

士
)
8
+
凡
例

1

+
41
丁
、
㊦
66
丁

〈

〔百
姓
〕

一
寸
物

が
御
尋
申

た
う

ご
ざ

い
ま
す
。

エ
ア
ノ
招
魂

社

ヘ

ハ
ど

う
参

テ
宜

ご

ざ

い
ま

し

ょ
う

。

〔巡

査
〕

一
町
程
往

ツ
て
チ

ッ
ト
曲

て
真
直

に
往

バ
。
直

に
招

魂
社

の
脇

へ
出

る

ワ
イ
〉

【
明
治

21
年
】

Ⅱ

続
・英
米

文
学
編

明
治
15
年
～
20
年

八

一



6
7
6
8
6
9
7
0

八
二

激
浪
濯
血

金

鉄
腸

サ

ウ
ジ
ー
著

城
慶

度
訳

(三
月
)
東
京

内
藤
加

我
発
行

19

㎝

自
序

4
+
目
録

2
+
㊤

78
+
㊦
85

P

肖
像

1
葉

〈

子

ル
ソ

ン
名

は
ホ

ラ
チ

オ

西
暦

千

七
百
五

十

八
年
九

月

廿
九

日
を
以

て
英

国

の
ノ
ー

フ
ォ
ク

県

の
バ

ー

ハ

ム
、
ト

オ
プ
村

に
生
る

父

は
同
村

の
支

配
人

に
て
講
談

の
家

に
住
す

〉

英
国
水
師
提
督
公
爵

子

ル
ソ

ン
将

軍

サ
ウ

ジ
ー

著

城

慶

度

訳

(四
○

年

九

月
十

版
)
東

京

鈴

木

種
次

郎

(修

文

館
)
発

行19

㎝

自
序

4
+
目

録

2
+
㊤

78

+
㊦

85

P

6
7

の
改
題
本
、

内
題

・
尾

題

・
目
録
は

「
激
浪
濯
血

金

鉄
腸
」
。

絶
世
奇
談

魯
敏

孫

漂
流

記

デ

フ
ォ
ー
著

井

上
勤

訳

坂
部

訓
正

校

訂

(五

月
)
東

京

長
尾

景

弼

(博

聞

本

社
)
発

行20

㎝

序

(依

田
百

川
)
10
+
3
8
2+
漂
流

記
著

者
ノ
伝

28

挿

画

14
葉

十
六
年

十

一
月
序

刊

〔第

I
期
2
2所

収
〕
の
訂
正

再
版

本
。

異
版

を

示
す

と
、

野
村

銀

次
郎

出

版

(二
十

六
年

十

月

内

務
省

許
可
、

二
十
九

年

二
月
再
版
、

三
十

年
七

月
五
版
)
、

岡
村

庄
兵

衛

(岡
村

書

店
)
出

版

(四
十

一
年
三

月
譲

受
出

版
、

四
十

四
年
三

月
増
刷

出
版
)
が
あ

る
。

内
容

は
6
9と
同

じ
。

夏

木
立

山
田
美
妙

著

(八
月

)
東
京

原
亮

三
郎

(金
港

堂
)
発

行

19

㎝

ま

え

が
き

2

+
目

録

1
+
1
3
4P

挿
画

3
葉

〔
30
銭

〕

〈

馬
(
ば
)

あ

じ

に
あ

ハ
成

程
圧
(
あ
ッ
)

ぴ

あ

す

が

鑑
定

し

た

と

ほ

り
美

し

い
。

唇

の
薄

色

ハ
腮
(
あ
ご
)

や

鼻

の
下

の
白

い

の
で
、

愈
(
い
よ
く
)

目

に
立

ち
、

眼

の
中

の
潤

沢
(
う
る
を
い
)

ハ
球

の
動

く

ま

ゝ
ま
す

く

人

を
悩

ま

せ
る
。
〉

(シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア

「籠

の

俘

囚
」
)

ほ

か

に
翻
訳

は

「
骨
ハ
独
逸
肉
ハ
美
妙

花

の
茨
、

茨

の
花
」
あ

り
。



7
1
7
2
7
3
7
4

幽
霊
(
ゆ
う
れ
い
)

シ

ェ
イ
ク

ス
ピ

ア
作

井
上
勤

訳

(十

一
月
、
再

版
二
三
年

一
月
)
東
京

久

野
木
信
善

発
行

19

㎝

序

(浮
浪
人
)
4
+
53
P

口
絵

1
葉

〔50
銭
〕

本
文

は

『
文
明
奇
談

幽
霊

と

の
対

話
』

(第

１
期
8
4所
収
)
と
同

一
。
内

務
省
納
本

・
国
会

図
書
館
蔵
本

『幽
霊

と

の
対

話
』

に
は
墨
書

で

「
明
治

二
十
年

十

二
月

二

日
版
権

免
許
」
と
あ

り
、
初

版
発
行

が

「
二
十

一
年

十

一
月

一
六

日
」
と
あ

る
が
、
他

に
初
版
所
蔵

の
確

認
が
な

い
。
再

版
を
参
考

に
収
録
す

る
。

昆
太
利
(
コ
ン
タ
リ
ニ
ー
)

物
語

ビ
ー

コ
ン
ズ

フ
ィ
ー

ル
ド
著

福

地
源

一
郎

・
塚
原
靖

訳

(十

一
月
、

四
版
二
十
九
年
十
月
)
東

京

栗
本
長
質

(
一
二
三
館
)
発
行

22

㎝

は
し

が
き

4
+
前
編

目
録

2
+
1
5
4
+
後

編
目
録
2

+
1
2
2
+
奥
広

20

P

口
絵

1
葉

〔25
銭
〕

〈
予
は
姓
名
を
昆
太
利
(
コ
ン
タ
リ
ニ
ー
)

、
布
令

民
(
フ
レ
ミ
ン
グ
)

と

い
ふ

予

が
父
は
巴
倫

(男
)
の
爵

に
て
姓
を

布
令

民
と
呼
る
、

予
が
家

は

来
撒

遜
(
サ
ク
ソ
ン
)

の
貴
族
中
最
も

旧
家

の
聞
え
あ

る
家
柄
な

り
し
が
予

の
父

の
代

に
至
り
仏
国

政
府

の
意

見
に
反
対
す

る
事

あ

り

て
数
十
年
以
前

に
故
国
を
去

り
夫

よ
り
諸
国
を
巡
歴

し
て
後
北
方

の
朝

廷
に
仕

へ
た
り
〉

【明
治

22
年

】

註
釈

克
来
貌

公
小
伝
直

訳

マ
コ
ー

レ
イ
著

田

原
徹
訳

(六
月
)東
京

神

戸
甲
子
二
郎

(顔

玉
堂

)発

行

1
9

㎝

凡
例

１
＋
1
6
5p

〈
我
等

ハ
亜
墨
利
加

ニ
於

テ
西

班
牙

ノ
政
治

ノ
史

記

ハ
欧
羅

巴
ノ
凡
テ
ノ
国

民

ニ
マ
テ
左
様
親

シ
ク
知

ラ

レ
テ
ア

ル
ノ

ニ
東
洋

ニ
於

テ
我
国
自
国
人

(英
人

ヲ
指

ス
)
ノ
大
事
業

ハ
我
等
自
身

ノ
中

デ

ス
ラ
纔
カ
ノ
興
味

ヲ
起

ス

コ
ト

ノ
其

レ
ヲ
常

ニ
奇

異
ナ
リ
ト
考

ヘ
タ
リ
〉

具
来
侮

伝
講
義

マ
コ
ー

レ
イ
著

・
安
井

二
郎
講
述

(十

二
月
)
東
京

加

藤
鎮
吉

(開
新

堂
)発

行

19

㎝

几
例

1
+
1
8
4
+
奥
広

16
P
〔
40
銭
〕

〈
吾
輩

ハ
常

ニ
怪

メ
リ

西
班
人
ノ
亜
米
利
加

ニ
施
行

セ

ル
政
治

ノ
事
歴

ハ
欧
州
各
人

ノ
膾
炙

シ
テ

ア
リ
ナ
ガ

ラ

Ⅱ

続
・英
米
文
学
編

明
治
21
年
～
22
年

八
三



7
5
7
6
7
7
7
8
7
9

八
四

我
ガ
英
人
ガ
東
洋

ニ
於

テ
成
シ
タ
ル
大
事
業

ハ
我
英
国
人
中

デ
ス
ラ
左
程
注
意

ヲ
促

ス
モ
ノ
ナ
キ

コ
ト
ヲ
〉

勤
勉
立
志

富
蘭
克
林
自
叙
伝

フ
ラ
ン
ク
リ

ン
著

望
月
興
三
郎
訳

(十
二
月
、
二
版
二
十
四
年
十
月
)
大
阪

青
木

恒
三
郎

(嵩
山
堂
)
発
行

19

㎝

序

(竹
越
与
三
郎
)
4
+
原
序

4
+
小
引

2
+
目
次

2
+
1
7
6
P

〈
卑
賤
の
家
に
生
れ
、
貧
困
な
る
生
活
の
間
に
成
長
せ
し
が
、
幸
に
天

の
祐
助
に
頼

て
豊
富
を
致
し
、
名
を
世
界

に
知
ら
れ
、
晩
年
に
至
る
迄
、
能
く
景
福
を
保

つ
の
身
と
成
り
た
る
、
予

の
経
歴
を
知
ら
ま

ほ
し
く
思
ふ
、
子
孫

の
為
に
自
伝
を
叙
さ
ん
〉

勤
勉
立
志

富
蘭
克
林
自
叙
伝

フ
ラ
ン
ク
リ

ン
著

望
月
興
三
郎
著

(三
十
年
十
二
月
)
東
京

青
木
恒
三
郎
発
行

23

㎝

序

(竹
越
与
三
郎
)
3
+
原
序
3
+
小
引

1
+
目
次

2
+
1
3
5
+
奥
広

16
P

7
5

の
第
五
版

・
改
版
。

【明
治

23
年
】

直
訳

わ
ー
れ
ん
、

へ
す
ち
ん
ぐ
す
伝

マ
コ
ー

レ
イ
著

藤
井
政
景
訳

吉
見
鋼
太
郎
校

(
二
月
)
東
京

戸
田
直

秀
発
行

細
川
芳
之
助

(細
川
書
店
)
発
行

19

㎝

緒
言

2
+
1
7
0
P

〈
吾
人

ハ
若
シ
モ
此
書
史

ヲ
精
密

ニ
検
考

ス
ル
コ
ト
ノ
替
リ

ニ
吾
人
ガ
「
ヘ
ス
チ
ン
グ

ス
」
氏
ノ
行
状
及
ビ
性
質

ニ

付
テ
吾
人
自
身
ノ
見
解

ヲ
必
要

ニ
迅
速
而
シ
テ
不
充
分
ナ

ル
方
法

ニ
於
テ
吾
人
ガ
与

ヘ
ル
可
ク
企

ル
ナ
ラ
バ
〉

夜

と
朝

第
十
冊

リ

ッ
ト

ン
著

益
田
克
徳
訳

若
林
？
蔵
速
記

(三
月
)
東
京

速
記
法
研
究
会
発
行

19

㎝
4
5
5～
4
9
9
P

挿
画
2
葉

第
１
期
1
1
9
収
録
本

の
初
版
。
分
冊
の
第
十
冊
目
を
参
考

に
収
録
。

小
説
叢
竹

餐
庭
篁
村
著

(十
二
月
、
四
版
二
十
四
年

一
月
)
東
京

和
田
篤
太
郎

(春
陽
堂
)
発
行



8
0
8

18

㎝
1
5
0+
1
3
1
+
1
1
4
+
1
4
2P

〈
世

に

ハ
誇

る
ま

じ
き
事
を

誇
る
者
あ

り

又
傷

む
ま

じ
き
事
を
傷

む
者
あ
り

傍
よ
り
見
れ

バ
笑
ふ

に
堪

へ
た

れ
ど
其
身

に
な

り
て

ハ
夫

も
道
楽

の

一
つ
な

る

べ
し
〉

(ポ

ー

「目
鏡
」
)

〈
欲
、
人
間

に
な
く

て
協
は
ぬ
性
情

の

一
な
れ
ど
有
過

て

ハ
と
ん
だ
厄
介

の
物
と
な
る
な
り

爪

に
火
を
点
す
油

町
通

り
に
佐

平
治
と

い
ふ
男
あ

り

又
兵
衛

と

い
ふ
者

と
二
人

組
合

ひ
て

一
軒

の
店
を
出
し
励

み
合

て
稼
ぐ
う

ち

又
兵

衛

ハ
病
死
し
た
り
〉

(デ
ィ
ケ

ン
ズ

「影
法

師
」
)

世
界

百
傑
伝

第
八
編

北
村
三
郎
著

(十
二
月
)東
京

野

口
竹
次
郎

編
輯

・
発
行

(博
文
館
)
発
行

19

㎝

序

(大
東
義
徹
)
2
+
目
次

6
+
3
5
6P

口
絵

(シ

ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
)
1
葉

〈
伊
太

利

パ

ツ
ア
に
豪
家
あ

り

バ
プ

チ

ス
タ
と
云
ふ

バ
プ

チ

ス
タ

の
長
女

に
、

カ
セ
リ

ン
桿
女
と
呼

へ
る
も

の
あ

り
け
り

此
女

は
性
来
桿
悪

に
し
て
気
随

な
る
よ
り
、
人
皆
な
綽

号
し
て
桿
女

々
々
と
呼

び
た

り
、
是
を
以

て
何

人
も
敢

て
此
婦
人

と
結
婚

せ
ん
と
欲
す

る
も

の
な
し
〉

(ラ

ム

「
婚
姻
奇

談
」
)

本
書

は
英
雄
、
政
事
家
、

小
説
家
、
詩

人
、

兵
家
十

二
名

の
伝
記
を
載
せ
、
詩
人

の
項
に
ダ

ン
テ
、

シ

ェ
イ

ク

ス

ピ

ア
が
収
め
ら
れ

て

い
る
。

「婚
姻
奇

談
」

は
ラ

ム
よ
り

の
訳
。

【明
治

24
年
】

今

世
名
家
文

鈔

(四
月
、

四
版
二
十
七
年
四
月
)
東
京

垣
田
純
朗

(民
友
社
)
発
行

19

㎝

例

言

2
+
目
録

3
+
2
2
9+奥
広

15
P
〔
20
銭
〕

〈
世

の
中

の
出
来
事

の
来

り
て
我

々
の
生
涯

の
運
命
を
左
右
す
る
も

の
其
数

日
に
百
千

の
み
な
ら
ず
、

然
れ
ど
も

我

々
が
之
を

認
め
得
る

は
唯

た
其

の
表

面

に
顕
れ
実
際

に
結
果
を
生
ず

る

一
半

の
み

其
来
り

て
幾
ん
ど
己

の
上

に
付
着

せ
ん
と
し

て
遂

に
付
着

せ
ず
其
ま

ゝ
に
消
え

ゆ
く

の
出
来

事
は

又
た
夥
し
〉

(ホ
ー

ソ

ン

「昼
寝
」
森

田

思
軒

訳
)

Ⅱ

続
・英
米
文
学
編

明
治
22
年
～
24
年

八
五



八
六

8
2
88
4
8
5

翻
訳
は
ほ
か
に
、
E

・
ア
ー
ノ
ル
ド

の
詩

「
仏
陀

の
教
誨
」
「
十
字
架

の
影
」

(高
橋
五
郎
訳
)
あ
り

チ
ャ
ー
レ
ス
デ
ィ
ッ
ケ
ン
ス

少
年
英
国
史

前
田
伝
五
郎
訳

(六
月
)
東
京

山
田
竹
次
郎

(桜
屋
書
籍
店
)
発
行

18

㎝

自
序

3
+
目
次
1
+
1
1
6
P

〈
若
シ
モ
汝

ハ
世
界
ノ
地
図

ヲ
見
ル
ナ
ラ
バ
汝

ハ
東
半
球
ノ

一
偶
ノ
上
ノ
左
方

ニ
於
テ
海
中

ニ
横

ル
処
ノ
二
個
ノ

島

ヲ
見

ル
デ
ア

ロ
ウ
、
彼
等
ガ

「
英
蘭
土
蘇
蘭
土
」
愛
耳
蘭
土
デ
在

ル
。
〉

小
説

春
廼
家
漫
筆

坪
内
逍
遥
著

(九
月
、
再
版
十
月
)
東
京

和
田
篤
太
郎

(春
陽
堂
)
発
行

23

㎝

序
2
+
1
9
5
P

〈
我
等
文
本
(
ぶ
ん
ぽ
ん
)

の
門
を
叩
き
し
上
清
童
子

の
仙
骨
無
け
れ
ば
又
ス
ペ
ク
テ
ー
ト

ル
の
夢
枕

に
立
ち
し

シ
ル
リ

ン
グ

の

洒
落
あ
る
に
も
あ
ら
ず

本
来

の
薄

ぺ
ら
其
身
貴
か
ら
ざ
れ
ば
半
生

の
経
歴
に
花
も
実
も
あ
ら
む
筈
な
き
を
所
望

せ
ら
る
れ
ば
と
て
表
だ
ち
て
の
身

の
上
話
し
鳴
呼
(
お
こ
)

の
限
(
か
ぎ
り
)

〉

(ア
デ
ィ
ソ

ン

「
一
円
紙
幣

の
履
歴
ぱ
な
し
」
)

【
明
治
26
年
】

痘
痕
伝
七
郎
(
あ
ば
た
で
ん
し
ち
ろ
う
)

一
名
花

の
深

山
木

シ

ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
原
作

条
野
伝
平
訳

(二
月
)
東
京

大
橋
新
太
郎

(博

文
館
)
発
行

23

㎝

彩
色

口
絵

1
葉
+
序

2
+
1
7
2
+
奥
広
6
P

挿
画
1
葉

〈
今
を
去
る
四
十
年

の
昔
嘉
永
五
子
年

の
事
か
と
よ

幕
府
旗
下

の
士
に
て
大
目
附
よ
り
宗
門
改
を
兼
勤
為
す
田

沢
美
作
守
と
言
る
あ
り

和
漢

の
学
問
に
長
じ
営
中
に
て
字
引
美
作
と
云
れ
た
る
人
な
り
〉

(オ
セ

ロ
ー

の
翻
案
)

支
那
哲
学
者

欧
州
巡
遊
通
信

ゴ
ー

ル
ド

ス
ミ
ス
著

渋
江
保
訳

(五
月
)
東
京

大
橋
新
太
郎

(博
文
館
)
発
行

二
冊

16

㎝

㊤
例
言

2
+
目
次
4
+
1
9
8
+
奥
広

12
P
、
㊦
目
次

2
+
1
7
0
+
伝
記
23
+
奥
広

5
P
〔各
20
銭
〕
寸
珍

百
種
2
8
2
9

〈
発
端

支
那
哲
学
者
林
氏

の
性
行

本
月
十
三
日
付
、
手
形
入
の
御
状
相
達
し
、
R
氏
D
氏
宛
金
四
百
七
十
八



8
6
8
7
8
8

磅

十
志

の
手

形
、
并

に
S
氏
宛
金

二
百
八
十
五
磅

の
手
形
共
正

に
落
手
仕
候

。〉

第

三
国
民
小
説

垣
田
純
朗
編
集

・
発

行

(六
月
、
三
版
二
十
七
年
五
月
)
東
京

民
友
社
発
行

19

㎝

目
録

1
+
3
0
0
+
奥
広

15
P

〔15
銭

〕

〈
其

の
鼻

の
う

へ
に

一
双

の
不
可
思
議
な

る
眼
鏡
を
掛
け
其

の
耳

の
う
し
ろ
に

一
管

の
ペ
ン
を

挿
み
て
粛
然

と
せ

る

一
個

の
人
物
首
都

の
事
務

所

の

一
隅
に
机

に
凭
り

て
端
座
せ
り
〉

(ホ
ー

ソ
ン
「
用
達
会
社
」
森

田
思
軒

訳
)

〈
け

ふ
き

の
ふ
巣
立

せ
し
二
羽

の
雛
鳥

が
世
帯
を
持
ち
た
り
と
も
、
家
政

の
術
に
不
案
内
な

る
こ
と
、

我
等

に
過

た
る
は
よ
も
あ

る
ま

じ
。
〉

(デ

ィ
ケ
ン
ズ

「
雛
嫁
」
若
松
賤
子
訳
)

目
次
―

霜
柱

(餐

庭
篁
村

)
、
用
達
会

社
、
吾

亡
妻

(宮
崎

三
昧
)
、
明
月

(原
抱

一
庵

)、

老
人
物
語

(山

路
愛

山
翻

案

)
、
巨
人
石

(遅

塚
麗
水

)、
村

落
小
説

(宮

崎
湖
処
子
)
、
宿
魂

鏡

(北
村

透
谷
)
、
夏

の
夜

が
た
り

(徳
富
蘆
花
翻

案

)
、
雛
嫁
、
女
丈
夫

(森
鴎

外
)
、
謎

の
夢

(福
地
桜
痴
)

文

明

の
弊

及
其
救
治

カ
ー

ペ
ン
タ
ー
著

(七
月
)
東
京

垣
田
純
朗

(民
友
社
)
発
行

15

㎝

序

3
+
目
次

1

+
1
3
2
+
奥
広

17
P
〔
12
銭
〕
平
民
叢
書
⑤

〈
吾
人

が
現
住
す

る
特

異
な

る
社
会

の
状
態

、
之
を
文
明
と

い
ふ
。
文
明
、
名
は
即
ち
美

也
、

さ
れ
ど
是
れ

必
ず

し
も

総

て
の
点

に
於

て
望
ま

し
き
状
態

に
あ
ら
ず
。
〉

【
明
治

27
年
】

理
想
的
国
家

モ
ア
著

萩
原
絹
涯

訳

(
二
月
)
東
京

大
橋
新
太
郎

(博
文
館
)
発
行

19

㎝

凡
例

2
+
目
次

2

+
1
7
2
+
奥

広

8
P
〔
12
銭
〕
社
会
文
庫
③

〈
飾

る
に
所

在
徳
操
を
以

て
し
て

一
大

国
君
た
る

に
愧
ぢ
ざ
る
英
王

ヘ
ン
リ
ー
八
世
は
、
最
も
沈
静
な
る
カ

ス
チ

ル
皇

チ

ャ
ー

ル
ス
に
対
し
、
鮮
な

か
ら
ざ
る
影
響
あ
る
事
件
を
有
し

て
憂
慮
す
る
処
あ
り
し
か
ば
、

そ
を
商
議

せ

ん
為

に
之

が
使

節
と
し

て
余
を

フ
ラ

ン
ダ
ー

に
派
遣
し
ぬ
。
〉

Ⅱ

続

・英
米
文
学
編

明
治
24
年
～
27
年

八
七



八
八

8
9
9
0
9
1
9
2

ロ
ビ
ン
ソ
ン
ク
ル
ー
ソ
ー

絶
島
漂
流

記

デ

フ
ォ
ー
著

高

橋
雄
峯

訳

(㊤
㊥

三
月
、
㊦

四
月
)
東
京

大
橋

新
太

郎

(博

文

館
)

発
行
三
冊

㊤

口
絵

1
+
例

言

2
+
目
次

3
+
1
8
0P
、
㊥

目
次

3
+
1
6
9P
、
㊦

目
次

2
+
1
4
0P

〔各

15
銭

〕

第

Ｉ
期
1
3
7に
三
十
年

十
月
合
本
版

を
収
録

し
た

が
、
本
書

は
そ

の
初
版
分

冊
本
。

【
明
治

30
年
】

大
探

検
(
だ
い
た
ん
け
ん
)

ハ
ッ
ガ
ー

ド
著

菊

地
幽
芳
訳

(
二
月
、

三
版
三

十
二
年

六
月
)
大

阪

大
淵

渉

(駸

々
堂

)
発
行

21

㎝

緒
言

2

+
2
4
4P
(
口
絵
欠
)

〈
文
筆

に
拙
な

き
五

十
五
才

の
余

が
自
ら
筆

を
取

り
て
余

の
小
歴
史
を
書

記
さ

ん
と
す

る
は
我
な

が
ら
怪

し

と

る
処
な

り

余

は
少
年

の
時

よ

り
亜
非
利
加
植

民

地
に

て
商
業

に
従
事

せ
し

が
爾
来

余

の
経

歴

し
来

り
し
は
商

業

と
獣
猟

と
戦
争

と
鉱
山
業

と
な

り
〉

小
説

列
国

変
局

史

一
名
世
界

大
戦
史

森

田
思
軒
訳

(十

一
月
)
東
京

和

田
篤
太

郎

(春

陽
堂

)
発

行

23

㎝

題
辞

(彰

仁
親

王
)
1
葉

+
小
引

3
+
総
評

(曽

我
祐
準

)
5
+
几
例

2

+
目
次

5

+
㎝

+
正
誤

5

P

〈
昨
夜

遅
く

よ
り
、
当

地

に

一
条

の
風
説
流

布
せ

り
。

曰
く

ブ

ル
ガ
リ

ア
国
君

フ

ェ
ル
ヂ
ナ

ン
ド

公
、
国

都

ソ

フ

ィ
ア
よ

り
南
、
約

四
十

マ
イ

ル
の
サ

マ
コ
フ
と
呼

べ
る

一
鉱

山
市

府

に
於

い
て
、
兇
徒

の
た
め

に
狙
撃

せ
ら

れ
た

り
〉

本
書

の
訳
者

は
、

肝

付
兼

行

と
あ

る

が
、

訂

正
再

版

に
実

際

の
訳
者

が
思

軒

で
あ

る

こ
と

を

明

か

し

て

い

る
。

著
者

は

「
英
国

海
軍

少
将

ピ

ィ
、

コ

ロ
ム
氏
。

陸
軍
砲

兵
大

佐

ゼ

ェ
、

エ
フ
、

モ

レ
リ

ス
氏
。

海
軍

大
佐

エ

フ
、

エ
ヌ
、

モ
オ
ド

氏

の
三
武
官

及

び

ア

ル
チ

バ

ル
ド
、

フ
ォ
ル

ベ
ス
氏
等

の
四
文

士
が
共
議

立
案

し

て
、
逐

次

倫
敦

の
ブ

ラ

ッ
ク

エ
ン
ド

ホ

ワ
イ

ト
雑

誌

に
登
載
」

(几
例

)
し

た
も

の
。

小
説

列
国

変
局

志

森

田
思
軒

訳

(三

十

一
年

四
月

訂
正
再

版

)
東
京

和

田
篤
太

郎

(春
陽

堂
)
発

行

23

㎝

題
辞

1
葉

+
小
引

3

+
総

評

5

+
几

例

2

+
目
次

10
+
4
7
0P

〔
70
銭

〕



9
3
9
4
9
5

〈
本

書

四
十

一
章

迄
は
、
其
文
章

に
森

田
思
軒

氏
を
大

に
労

せ
り
。

而
し
て
第

四
十
二
章

以
下
は
水
上
玄
洋
氏

の

佐
訳

の
労

に
資
れ
る
も

の
多
し
。
〉

(几
例

)

マ
イ

ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
版

に
は
、
表
紙

か
ら
本

文
第

一
ペ
ー
ジ
目
ま

で
と
奥

付

の
み
を
収
録
。

【
明
治

31
年
】

人

間

社

会
(
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
ー
コ
ー
ス
)

ハ
マ
ー
ト

ン
著

占
部

百
太
郎
訳

・
発
行

(十
月
)
東
京

開
拓
社
発
行

19

㎝

読
者

に
告
白
す

１
+
目
次

1
+
小
伝

4
+
2
2
2
+
正
誤

1
P
〔
30
銭
〕

〈
人
間

の
交
際

は
、
之
を

種

々
の
方

法

に
依
り

て
、
論
じ
得

べ
き

が
中

に
、
其

の
社
交
を
司
ど
る
、
自
然

の
法
則

を
説

明
す

る
に
、
科
学

的
方

法
を
以

て
、
せ
ん
と
す

る
者

の
あ
る

べ
し
。
〉

英
名
家
散
文
注
釈

井
上
十
吉
著

(十
月
、
再
版
十

二
月
)
東
京

河
出
静

一
郎

(成
美
堂
書
店
)
発
行

22

㎝
(左

開
)

86

+
68
+
74
P

〈
些
少

ニ
テ

モ
文
学

ニ
関
係

ス
ル
人

々

ハ
文
学

ハ
人

ニ
無
限

ノ
恩
恵

ヲ
与

へ
又
印
刷
物

ニ
非
常

ノ
功
労

ヲ
有

ス
ト

泛
論

シ
且

ツ
文
学

ノ
研
究

ヲ
嗜

ミ
読
書

ヲ
好

ム

ハ
価

ヲ
付

ク

ル
コ
ト

ヲ
得

サ

ル
賜
ト

シ
テ
賞
讃

ス
ル

コ
ト
今

日
ノ

流

行
ナ

リ
〉

(
ハ
リ

ソ
ン

)

ほ
か

に
、

ス

コ
ッ
ト
、

ド

・
ク

ィ

ン
シ
ー
、

ミ

ッ
ト

フ
ォ
ー
ド
、
ド
イ

ル
、

ロ
ン
グ

フ

ェ
ロ
ー
な
ど

の
注
釈
あ
り

【明
治

32
年

】

ふ
ら
ん
く
り
ん

自
叙

伝
直
訳
注
解

松
尾

豊
文
訳

(㊤
四
月
序
、

訂
正
十
版

四
十
四
年

三
月
、
㊦
三
十
三
年

十

一
月
、
六

版

四
十

二
年
九

月
)
東
京

金
刺
源
次

(芳
流
堂
)
発
行

二
冊

1
9c
ｍ
㊤
自
序

に
代

え

て
2
+
2
1
5
P
、
㊦
自
序

に
代
え

て
2
+
2
8
6
+
奥
広

64
P
〔
25
銭
、

30
銭
〕

〈
私

ハ
私
ノ
先

祖
ノ
如
何

ナ

ル
小
キ
逸
話

ヲ

モ
得

ル
事

ニ
於

テ
常

ニ
愉
快

ヲ
持

ッ
タ
〉

第

Ｉ
期
⑳

は
、
国
会

図
書
館

が
下
巻

の
み

の
所
蔵
だ

っ
た
た
め
、

こ
こ
に
後

刷
だ
が
上
下
揃

え
て
再

掲
す

る
。

Ⅱ

続
・英
米
文
学
編

明
治
27
年
～
32
年

八
九



9
6
9
7
9
8
9
9

九
○

無

人
島
大

王

ロ
ビ

ン
ソ

ン
漂
流

記

デ

フ

ォ
ー
著

巌

谷
小

波
編

渡
部

審
也

画

(五
月
、
再

版

三

十
三

年

三
月
)
東
京

大
橋
新

太
郎

(博

文
館
)
発
行

22

㎝

解
題

2
+
84

P
〔
7
銭
〕
世
界
お
伽

噺
⑤

〈
今

か
ら

三
百
年

ほ
ど
前

の
事

で
、
英
吉

利

の

ヨ
ー

ク
と
云

ふ
処

に
、

ロ
ビ

ン
ソ

ン
、

ク

ル
ー

ソ
ー
と
云

ふ
人

が

在

り
ま
し

た
。
〉
美
文
散
文

清
風

明
月

高

松
茅
村

編

(八
月
、
訂
正
再

版
九
月

)
東
京

岩
崎
鉄
次
郎

(大
学

館
)
発

行

19

㎝

序

2

+
目
次

4
+
3
2
2
+
奥

広

10

P
〔30
銭
〕
名
家

文
庫
②

〈

ゆ

か
り

の
色

の
朝

日
影

。
寂

し
き
空

に
ぞ
立

ち

の

ぼ
る
く

。

頃

し
も

花

の
か

ん

ば

せ
や

紅

深

き

ア
ド

ニ
ス

は
、

千
里

の
駒

に
鞭

ち

て
、
朝

日

の
影
を
く

る
く

く

。
狩

こ
そ
好

め
る
業

な

り
け
れ
、
恋

は

一
生

の
禁
物

と

か
や
。
〉

(
シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア

「夏
草

」
島
崎

藤
村
訳
)

大

人
国

ガ

リ

バ
ア
島

廻

下
編

デ

フ

ォ
ー
著

巌

谷
小
波

編

筒

井

年
峰

画

(十

二

月
、
六

版

三

十

八
年

七

月
)
東
京

大

橋
新
太

郎

(博

文
館
)
発

行

23

㎝

解
題

2
+
64

+
家
庭

と
児
童

12
+
奥
広

4

P
〔
8
銭
〕
世
界

お
伽
噺
⑫

〈
扨

て
カ

リ
ヴ

ア
は
、

小
人
島

か
ら

帰
り
ま

し

て
、
暫

時

は
故
郷

に
居

り
ま
し

た

が
、

根

が
航
海

の
好

き
な

男
、

而
も
小
人
島

の
島

廻

り

で
は
、

不
思
議

な
事

や
珍

し

い
事

が
、
沢

山
御
在

ま

し
た

の
で
、

面
白

く

て
く

耐

り
ま

せ
ん
。
〉

【
明
治
33
年
】

英
文
評
釈

浅
野
馮
虚
著

(六
月
)
東
京

佐
藤
儀
助

(新
声
社
)
発
行

23

㎝

序

2
+
1
0
7
P
〔
20
銭
〕

〈
グ
ラ
ナ
ダ

の
市
が
里
人
(
ム
ー
ア
)

の
手
を
離
れ

て
よ
り
後
、
し
ば
し
が
程
は
折

々
西
班
牙
国
王

の
皇
后

に
宛

て
ら
る

ゝ
の



1
0
0

1
0
1

1
0
2

栄
を

担

ひ
し

が
、
断

間
な

き
地
震

の
激

げ
し
く

て
之

が
為
め

に
は
、
多
く

の
家

は
倒
れ
、
ム
ー
ア

の
古
塔
も
底
よ

り
揺

が
さ
れ
し

か
ば
、
何

れ
も

色
を
失

ひ
て
草

々
に
退
き
玉

ひ
き
〉

(
ア
ー
ヴ

ィ
ン
グ

「古

城

の
薔
薇
花
」
)

〈
身

老
境

に
入
り
て
青
春

の
燃

ゆ
る

が
如
き
感
情
を
失

ひ
去
り
た
る
も

の
、
さ

て
は
徒
ら
に
巧
言
媚
美
、

心
に

一

点

の
誠
な
き
淫
楽

の
空
気

に
染

み
た
る
も

の
は
、
恋
愛

の
物
語

に
嘲
笑

の
意
を
も
ら
し
、
熱
誠
な
る
情

話
を

ば
唯

だ
詩
人
小
説
家

の
空
想

に
出

で
た
り
と
な
す
も

の
比

々
皆
然
り
〉

(ア
ー

ヴ
ィ

ン
グ

「
断
腸
記
」
)

【明
治

34
年

】

荒

磯

ド
イ

ル
著

山
縣
五
十
雄
訳

(十

一
月
)
東
京

内
田
正
義

(言
文
社
)
・
山
縣
操

(内
外
出
版
協
会

)発
行

19

㎝

は
し
が
き
2

+
読
者
諸
君

へ
2
+
83
+
奥
広

8
+
33
P

肖
像

1
葉

〔
20
銭
〕
英
文
学
研
究
②

〈

一
千

八
百

六
十

七
年

の
三
月

四

日
、
余

は
生
年

二
十
五
歳

な
り

し
時
、
久
し

く
心

を
悩
ま

し

思
を
苦

め
た

る

後

、
得

た
る
所
を

我
覚

え
帳

に
記
し

て
曰
く
〉

【明
治

35
年

】

恋

し
き
妻

高

野
巽
編
輯

(二
月
、
六
版
三
月
)
東
京

長
井
庄
吉

(上
田
屋
書
店
)
発
行

20

㎝
(左

開
)

序

1

+
目
次

1
+
66
+
注
釈

16
+
広
奥

6
P
〔
15
銭
〕
英
文
愛
読
叢
書
②

〈
大

意

今
よ

り
大

凡
そ
二
十
年
か
或
は
今
少
し
以
前

の
事
な

り
し

が
母
を
失

ひ
た
る

一
少
女
が
平
常
読
書
を

み
昼

は
以

て
職

と
な

し
夜
は
読

み
し
書
よ
り
し

て
種

々
の
空
想
を
起
し

ゝ
か
其

の
為
め
視
力
を
害
し
眼
を

い
た
め

し
よ

り
其

の
夏

は
読
書
を
中

止
さ
れ

て
、
少
女

が
解
し
得

る
書
物
な
き
叔
父

の
家

に
遣
ら
れ
夏

の
永
き

日
を
送
る

こ
と

ゝ
な
り
ぬ
〉

(

)

ほ
か

に
、

レ
ナ

ル
ズ
、

ウ

ェ
ル
ズ

の
注
釈
収
録
。

白

衣
婦
人
(
び
や
く
い
の
ふ
じ
ん
)

コ
リ

ン
ズ
著

菊

地
幽
芳
訳

(三
月
、
同
月
再
版
)
大

阪

大
淵
浪

(駸

々
堂
)
発
行

22

㎝

彩
色

口
絵

1
葉

+
3
0
2P
〔
60
銭
〕

Ⅱ

続
・英
米
文
学
編

明
治
32
年
～
35
年

九

一



1
0
3

1
0
4

1
0
5

1
0
6

1
0
7

九
二

〈
丁
度

七
月

の
終

り

の
日
で
あ

つ
た
、
自

分
は
倫
敦

の
生
活

に
手
傷

を
負

ふ
て
、
健
康
も

害
さ

れ
、
元
気

も
剥

が

れ
、

お
負

に
金
と

い
ふ
も

の
に
さ

へ
見
離

さ
れ
た

の
で
、

来

る
秋
を

半
田
村

の
母

の
許

に
遍
塞

し

て
暮

さ
う

と
決

心
し
た

の
で
あ

る
。
〉

ク
リ

ス

マ
ス
、

カ

ロ
ル

デ

ィ
ケ

ン
ズ
著

浅

野
和
三
郎

訳

(四
月

)
東
京

宮

川

保
全

(大

日
本

図
書

株

式
会

社

)
発
行

19

㎝

緒
言

7
+
目
次

1
+
2
7
0
P

〔
40
銭
〕

〈
丸

屋

の
死

亡
―

こ
れ
が

そ
も
く

こ

の
物

語

の
発
端

で
あ

る
、
事
実
極

め

て
明
確
、

之

に

つ
き

て
、

何
等

の

疑
を

挿
む

べ
き
余

地

が
な

い
、

埋
葬

の
登
録

に
は
お
寺

の
坊
様
も

、
書

記
も
、
葬

式
係
も

、

そ
れ

か
ら
喪
主

も
皆

調
印
し

た
、
酢

九
郎
次
も

調
印
し

た
〉

ア
リ
バ

ゝ
と

四
十

の
盗
賊

河
島
敬
蔵

注
釈

(五
月
)
大

阪

浜
本
伊

三
郎

(明
昇
堂

)
発
行

19

㎝
(左

開
)

緒

言

2
+
英

文

49
+
注
釈

44

P

口
絵

2
葉

〔20
銭
〕
英

文
学
叢

書
①

ほ
か
に
、

ラ

ム
の

「
ハ
ム

レ

ッ
ト
」

収
録
。

英
文
の
友
第
二
巻

三
美
人

国
木

田
独
歩

注
釈

(六
月
、

三
版

七
月
)
東
京

小
川
寅

松

(尚
栄

堂
)
発
行

19

㎝
(左

開
)

目
次

1

+
梗

概

4
+
英

文

93
+

17
P
+
奥

広

4

P

口
絵

1
葉

〔
13
銭
〕

の
作

品
収

録
。

人
生
之
快

楽

ラ
ボ

ッ
ク
著

本

田
信
教

訳

(六
月

)
東
京

原
亮

一
郎

(金
港

堂
)
発

行

19

㎝

序

(水

城
学

人
、
沢

柳
政
太

郎
)
12

+
自
序

2

+
例
言

2
+
目
録

3

+
4
1
8P

〔60
銭
〕
英
文
学

叢
書

②

〈

生
命

は
大

な

る
賜
な

り
。

吾
人
是

非
を

判
断
す

る

こ
と
を

得

る
年
齢

に
達
す

れ

ば
、
自

ら
問

ふ
て
言

は
ん
、

吾

人
生
存

の
主

な

る
目
的

は
何

ぞ
や

と
。
〉

日
本

と
朝

鮮

力
ー

ペ
ン
タ
ー
著

河
島

敬
蔵

注
釈

(七
月
)
大

阪

浜
本

伊
三
郎

(明
昇
堂

)
発

行



1
0
8

1
0
9

1
1
0

1
1

19

㎝
(左

開
)

緒
言

2
+
英
文

66
+
注

釈
41

+
奥
広

9

P
〔20
銭
〕
英

文
学
叢
書
②

処
世
要
訓

ヘ
ル
プ

ス
著

本

田
増
次
郎
訳

(七
月
)
東
京

大
橋

省
吾

(文
武
堂
)
発
行

19

㎝

小
引

4
+
緒
言

14
+
目
次

2
+
珊

+
付
録

47
+
奥
広

8

P
〔30
銭
〕

〈
実
務

的
知
慧

の
人

心
に
於

け
る
は
、
恰
も

引
力

の
物
質
界

に
於
け
る
が
如
く
、
事
物
を
結
合
排
置

し
て
各

々
そ

の
処
を

得
し
め
、
各
自
相
依

り
相
持

つ
て
そ

の
職
を

尽
さ
し
む
。
〉

付
録
は

べ
ー

コ
ン
の
論
文
五

編
収
録
。

フ
ラ

ン
ク
リ

ン
自
叙
伝
講
義

松
島
剛

・
星

野
久
成
講
述

(九
月
)
東
京

長
井
庄
吉

(上
田
屋
書

店
)
発
行

19

㎝
(左

開
)

モ
ー

レ
イ

の
緒

言
2
+
1
8
4+奥
広

4
P

〈
余
は
余

が
祖
先

の
逸
事
を

如
何

に
小
な

り
と
も
そ
れ
を
集

む
る

こ
と
を
楽

し
み
と
な
し
た
。
汝

が
英
国

に
余

と

共

に
居
り
た

る
時
余

が
親
戚

の
遺
書

類

の
中

に
為

し
た
る
調
査
と
其
目
的

に
て
為

し
た
る
旅

行
と
を

記
臆

し

て
居

る
だ
ら
う
。
〉

英
文
の
友
第
六
巻

不
思
議

の
あ
ば
ら

や

ド
イ

ル
著

高

野
巽
編
輯

(十

一
月
)
東
京

小
川
寅
松

(尚
栄
堂
)
発
行

19

㎝
(左
開
)

英
文

47
十
注
解

11

+
28

+
奥

広

9
P
〔
20
銭
〕

〈
此

の
八
年
間
、
友
人

ホ
ー
ム

ス
と
共
に
探
偵
方

法
を
研
究
し
従
事

し
た
る
七
十
有

余
種

の
事

件

に
就

い
て
、
余

が
覚
え

の
手
帳
を

一
見

せ
ば
悲
惨
な

る
事
件

あ
り
、
滑
稽
な
る
あ
り
、
珍
ら
し
き
あ
り
、
而
か
も

一
と
し

て
平
凡

の
も

の
非
ず

。
〉

狼
(
お
ほ
か
み
)

太
郎

キ

ッ
プ

リ

ン
グ
著

中
島

孤
島
編

(十
二
月
、
三
版

三
六
年

二
月
)
東
京

坂
本

嘉
治
馬

(冨
山
房
)

発

行
22

㎝

彩
色

口
絵

1
葉

+
序

(逍
遙
)
1

+
目
次

1
+
94
P
〔
12
銭
〕
少
年
世
界
文
学
②

〈

む
か
し
く

、

或
山
奥

に
夫
婦

の
狼
が
住

ん

で
居
り
ま
し
た
。
正
直
な
、
良

い
狼

で
し
た
か
ら
、
其

の
お
山

の

Ⅱ

続

・英
米
文
学
編

明
治
35
年

九
三



九
四

1
1
2

1
1
3

1
1
4

1
1
5

法
度
を

よ
う

守

つ
て
、

仲
間

の
も

の
に
も

か
は

ゆ
が
ら

れ

て
居
り
ま

し
た
。
〉

【
明
治

36
年

】

英
文
訳
注

奇

々
怪

々

エ
ド

ワ
ー
ズ
著

浅

野
和
三
郎
訳

(
一
月
)
東
京

田
村

奈
良
吉

(東
京
堂

)
発
行

19

㎝

緒
言

4
+
1
1
4+奥

広

8
+
英
文

64

P
〔
30
銭
〕

〈
爰

に
説
き

出

で
ん

と
す

る
物

語
は
、
今
を

去
る

こ
と

、
九
年

と
十
年
と

の
中

間
(
あ
ひ
だ
)

に
起
れ

る
事

で
あ

り
ま
す

。

セ

バ

ス
ト
ポ

ル
の
城

は
こ

の
春
早

々
落
城
、

巴
理
(
ば
り
)

の
平
和

は

こ

の
三

月
以
来
締

結
さ
れ

、
吾
人

の
魯
西

亜
帝

国

に
於

け

る
商

業
上

の
関
係
も
、

近
来

に
至

つ
て
、

漸
く
復
活

さ
れ
た

と
申
す
時

分

の
事

で
す
〉

(「
奇

々
怪

々
」
)

ほ
か
に
、

A

・
ル
ー
イ

ス

「鞄

の
間
違
」

収
録
。

質
素

倹
約

の
話

ゴ
ー

ル
ド

ス
ミ

ス
著

加

藤
眠
柳
訳

(
一
月
)
東
京

山
縣
操

(内
外

出
版
協

会
)
発

行

19

㎝

は
し

が
き

2
+
目
録

5
+
1
8
2+
奥
広

8
P

〔35
銭
〕
家
庭

夜
話
②

〈
世

に
は
生
涯
独
身

で
あ

り
な

が
ら

、
頻

り
に
人

口

の
増
減
を

説

い
て
ゐ

る
人

が
あ

る
。
ま

た
妻

を
娶

つ
た
正
直

な
人

で
、

黙

つ
て

一
大
家

族
を
成
し

て
ゐ

る
者

が
あ

る
。
〉

社

会
観

力
ー

ラ
イ

ル
著

西
川
光
太

郎
訳

注

(二
月
)
東
京

岩
瀬

寧
津

(東
文

館
)
発

行

19

㎝

発

刊

の
辞

1
+
緒

言

3

+
目

録

2
+
90

+
奥
広

6
+
英
文

44

P

肖

像

1
葉

〔25
銭
〕
英
文
学

研
究

叢
書

勿

〈
英

国

の
状
態

は
、
此

世
界

に
嘗

て
発

現

せ
し
最

も

不
祥

な

る

現
象

の

一
な

る
と

同

時

に
、

最

も

奇

怪

な

る
も

の

ゝ

一
と
称

せ
ら

る
。
〉

聖

人

か
盗

賊

か

リ

ッ
ト

ン
著

原
抱

一
庵

訳

(三

月
、
㊦

五

月
、

三
版

七

月
)
東

京

滝

川

民
治

郎

(今
古

堂

書

店
)
発

行

二
冊

23

㎝

㊤
献

辞

1
+
挿

絵

1

+
序

40

+
緒

言

6

+
目
次

2

+
2
0
8P
、

㊦
献
辞

1

+
本
書

後
篇

発

祥

の
折

に

2



1
1
6

1
1
7

1
1
8

1
1
9

+
挿
絵

1

+
序

30
+
緒

言

6
+
目
次

2

+
1
8
5
+
跋

4
+
新

聞
雑
誌

の
批
評

12

P
〔40
銭
、

45
銭
〕

〈
渠
(
が
れ
)

!

渠

は
齢

の
頃
三
十

六
七
歳

に
も
や
、
？
(
み
)

は
繊
(
ほ
そ
)

く
姿

は
搦
(
た
お
や
)

か
な

り
、
然
れ
ど
も

四
肢
恰
好

せ
り
、
光

沢
あ

る
茶
褐
色

の
長
き
頭
髪
は
肩
を
打
ち
背

に
垂

れ
、

ヤ

ゝ
突
出

で
た
る
高
尚
(
け
だ
か
)

き
前
額

は
真
白

に
滑

か
に
し
て
大

理
石

に
も
似

た
り
、
而
し

て
渠

が

一
躰

の
様

子

の
深
沈
な

る
殆
ん
ど
神

秘
に
属
す

る
も

の
あ

り
〉

仁
慈
博
愛
(
じ
ん
じ
は
く
あ
い
)

の
話
(
は
な
し
)

ス
ト
ー
著

志
津

野
又
郎

訳

堺

利
彦

編

(三
月
)
東
京

山
縣
操

(内
外
出
版
協
会

)発

行

19

㎝

は
し

が
き

2
+
目
録

3
+
1
9
9
+
奥
広

8

P
〔35
銭

〕家

庭
夜

話
③

〈

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

の
南
方
諸
州
と
北
方
諸
州

と

の
丁
度
真
中

程
に
あ

る
ケ

ン
タ

ッ
キ
ー
州

の
ピ
イ

町

で
、
頃

は

二
月

の
或
寒
き

日

の
昼

か
ら
、
奇
麗

に
飾

ら
れ
た
或
家

の
食
堂

で
、

二
人

の
紳

士
が
葡
萄
酒
を
飲

み
な

が
ら
何

や

ら
熱
心

に
相
談
し

て
居

る
。
〉

英
文

短
編

小
説
傑
作
集

古
屋
貞
光
編
輯

・
発

行

(五
月
)東
京

英

語
青
年
社
発
行

16

㎝
(左
開
)

目
次

1
+
1
4
1
+
奥
広

13

P
〔25
銭

〕

ボ

ー
、
ホ
ー

ソ

ン
、

ス
テ

ィ
ヴ

ン
ソ

ン
、
ド
イ

ル
、

バ
リ
ー
、

バ
ー
デ

ィ
の
作

品
注

釈
。

英
文
訳
注
浮
世
之
旅
（
う
き
よ
の
た
び
）

フ
ル
ー
ド
著

戸
沢
姑

射
訳

(五
月
)
東
京

田
村
奈
良
吉

(英
学
新
報
社
)
発
行

19

㎝

緒

言

4
+
86
+
奥
広

12
+
英
文

46

P
〔25
銭
〕

〈
往

ぬ
る
年
、
予
は
何
処
よ

り
と
も
な
く
、

は
た
何
処

へ
と
も
な
く
、
汽
車

に
て
旅

し
廻
り
し

こ
と
あ

り
き
、

予

は

二
等
室

に
あ

り
し

が
、
列
車

は
走

る
こ
と

既
に
久

し
く
、

尚
ほ
前
途

に
若
干

の
行

程
を
控
え

け
る
時
、
或

夜

の

事

な
り
、

思
は
ず
列
車
は
、
或
停
車
場

の
側
軌
(
よ
こ
み
ち
)

上

に
入
り
て
、

我
等

が
旅

は
中

止
せ
ら
れ
ぬ
〉

フ
ル
ー
ド
作

「
浮
世
之
旅
」

「猫

の
哲
学
」
収
録
。

小
説

泰

西
奇

文

原
抱

一
庵

訳

(九
月
)
東
京

相
見
磐

(知
新
館

)発

行

23

㎝

序

(華
巌

学
人
、
学

海

居
土
、
涙

香
陳

人
、
大
久

保
逍

遙
、
小
梅

饗
庭
、
江

戸

川
不

知
庵
)
6
+
目
次

1

Ⅱ

続
・英
米
文
学
編

明
治
36
年

九
五



九
六

1
2
0

1
2
1

1
2
2

1
2
3

+
2
0
6
+
奥

広

4

P
〔
35
銭
〕

〈
新

聞
通
信
員

の
身

に
取

り

て
、
秘
密
を

雑

へ
た
る
血
腥
さ

き
事

件
を
、
筆

に
鬼
気

を
含
ま

せ

て
、
書

き
立

つ
る

ほ
ど
愉

し
き

こ
と
あ

る
な

し
〉

(ト

ウ

ェ
イ

ン

「該

撤
惨
殺
事

件
」
)

ほ
か

に
、

ト
ウ

ェ
イ

ン

「紳

士
」

「助

言
」
、

ス
ト

ロ
ン
グ

「
造
人
術
」
、

ド
イ

ル

「
無
政
府

党
と

一
夜
」

「稀

有

の

裁

判
」

「無

音

の
瀑
」
、

エ

ッ
ヂ

ワ
ー

ス

「
愛
禽

」
、

モ
ー

パ

ッ
サ

ン

「大

頓
挫
」

「
女

探
偵
」

「
再

び
女

探

偵
」

を

収

録
。

黒
馬
物

語
(
く
ろ
う
ま
も
の
が
た
り
)

シ

ュ
ウ

ェ
ル
著

本

田
増

次
郎
訳

注

(九

月
、
三

版
三

十
九

年

十

一
月
)
東
京

山
縣
操

(内

該

出

版
協
会

)
発
行

19

㎝

彩
色

口
絵

1
葉

+
緒

言

5
+
目
次

6
+
3
5
2+
奥
広

2
P

挿
画

4
葉

〔
50
銭

〕

〈
私

が
ま

だ
よ
く

覚
え

て
居

る
最
初

の
場
所

は
、
水
底
ま

で
よ
く

見
え

る

ほ
ど

、
清
潔
(
き
れ
い
)

に
澄

み
透

つ
た
池

の
あ

る

大

き
な
奇

麗
な
牧

場

で
ご
ざ

い
ま
す
。
〉

英
国
学

校
生

活

ヒ

ュ
ー
ズ
著

岡
本

九
皐

・
村

山
具

政
訳

・
発
行

(
一
○
月
、

㊦
三

十
七
年

四
月

)
東
京

九

皐
社

発
行

二
冊

19

㎝

㊤
序

(タ

ッ
カ
ー
)
2

+
緒

言

2

+
几
例

2

+
目
次

1

+
2
7
8
+
奥

広

7

P
、

㊦
緒

言

(村

山
)
4
+
目
次

1
+
1
9
1+
奥
広

7

P

挿

絵

3
葉

〔㊦

35
銭
〕

〈
抑
(
そ
も
)

ブ

ラ
ウ

ン
家

の

一
門

が
、

サ

ッ
カ

レ
ー

や
ド
イ

ル
等

の
彩
筆

で
、

近
頃

世

に
顕

れ

た

の
は
、
今

や
大

学

へ
入

ら
ん

と
す

る
青

年
諸

君

の
能

く

記
憶
す

る
処

で
、
大

分
遅
ま

き
な

が
ら

、
既

に
そ

れ
相

当

の
声
誉

を
博

し

た

が
〉

T
h
e
 
P
i
c
k
w
i
c
k
 
P
a
p
e
r
s

デ

ィ
ケ

ン
ズ
著

上
條

辰
蔵

注

釈

(十
月
)
東
京

長

井
庄

吉

(太

平
洋

館

)
発

行

20

㎝
(左

開
)

口
絵

1
葉

+
1
1
5+
緒

言

3
+
注

釈
2
6
8+
奥

広

14

P
〔
80
銭
〕

金

色

王

ホ

ー

ソ

ン
著

菅

野

徳

助

・
奈

倉

次
郎

訳

注

(十

二
月
、

十

七
版

大

正
三

年

八

月
)

東
京

亀

井

忠



1
2
4

1
2
5

1
2
6

一
(三
省
堂
書
店
)
発
行

口
絵

1
葉

+
叢
書
序

3

+
緒

言

3
+
1
2
2
+
奥

広

19
P

青
年
英
文
学
叢
書
①

〈
其
昔
、
大
層
金
持

ち

で
、

其
上

に
王
様

の
、
味
陀
須
と
云

ふ
人

が
あ

つ
た
。
し

て
此
王

に

一
人

の
幼

い
娘

が
あ

つ
た

が
、
其
娘

の
こ
と
を
聞

い
た

こ
と

の
あ
る

の
は
唯
私
ば

か
り
〉

ヴ

ィ
カ
ー
、
オ
ブ
、
ウ

ェ
ー
ク

フ

ィ
ー

ル
ド
詳
解

上
巻

イ

ー

ス
ト

レ
ー
キ

・
喜
内
芳
樹

著

(十

二
月
、
再

版

四
十

二
年

六
月
)
東
京

金
刺
源
次

(芳
流
堂
)
発
行

19

㎝
(左

開
)

例

言
三
則

1
+
目
次

1
+
1
8
7
+
奥

広

31
P

〈
結
婚
を

し
て
多
勢

の
小
供
を
ま

ふ
け
之
を
育

て
上
げ
た
正
直

の
人

は
何
時
ま

で
も
独
身

で
居

て
口
に

の
み
人

口

増
加

の
必
要
を
嘖

々
す

る
人
よ
り
も
国
家

に
貢
献
す

る
所
大
な

り
と

の
意
見
を
私

は
常

に
抱

い
た
〉

【明
治

37
年

】

軍
事
小
説

老
将

物
語

ド
イ

ル
著

佐
藤
紅
緑

訳

(七
月
)
東
京

原
亮

一
郎

(金
港
堂
書
籍
株

式
会

社
)発

行

23

㎝

几
例

1

+
1
1
0
+
奥

広

2
P

彩
色

口
絵

1
葉

〔20
銭
〕

〈
兎

に
角
余

は
諸

君
に
感
謝
す
る
、
君
等

が
恁
(
こ
う
)

し

て
此

の
敗
残

の
老
夫
を
親

切
に
し

て
呉
れ

る

の
で
実

に
嬉
し
く

思
ふ
。

け
れ

ど
も

だ
、
君
等

が
単

に
君
等

の
前

で
卵
餅
(
お
む
れ
つ
)

を
肴

に
チ
ビ
チ
ビ
飲

つ
て
る
半
白
髭
(
ご
ま
し
ほ
ひ
げ
)

の
老
朽
(
を
い
ぼ
れ
)

軍
人

の
昔

話

を

御
情

で
聞

い
て
や
る

の
だ
な
ぞ
と
思

て
は

了
見
違
と

い
ふ
も

の
だ
ぜ
〉

英
和
対
訳
希
臘

勇
士
譚

巻

一

キ

ン
グ

ス

レ
ー
著

皆
川
正
禧

訳

(十

一
月
、
再
版

三
十

八
年

二
月
)
東
京

山
縣

操

(内
外
出
版
協
会
)
発
行

22

㎝

献
辞

1
+
キ

ン
グ

ス
レ
ー
伝

6
+
原
序

11
+
84
+
注
釈

9
+
奥
広

2

P
〔30
銭
〕

〈
今

は
む
か
し
、
遠
き
く

希

臘
(
ヘ
ラ
ス
)

て
ふ
国

の
ア

ル
ゴ

ス
と
云

へ
る
美

は
し
き
山
里
に
ア
ク
リ
シ
ア

ス
、
プ

レ
タ

ス

と
呼

べ
る
双
子
(
ふ
た
ご
)

の
王

子
お
わ

し
け
り
。
〉

Ⅱ

続
・英
米

文
学
編

明
治
36
年
～
37
年

九
七



九
八

1
2
7
1
2
8

1
2
8

b

1
2
9

理
想

郷

モ
リ

ス
著

堺
枯
川

訳

・
発
行

(十

二
月
)
東
京

平

民
社
発
行

23

㎝

肖
像

1
+

モ
リ

ス
小
伝

1

+
38
+
奥
広

2
P
〔
5
銭
〕
平
民
文
庫

五
銭
本

〈
或

夜
、
倫
敦

に
於

け
る
社
会
主
義

同
盟

の
集

会
所

で
盛

な
論
戦

が
始
ま

つ
た
。
〉

理
想
郷

モ
リ

ス
著

堺

利
彦
訳

(大
正

九
年
四
月

)
東
京

北
原

鉄
雄

(
ア
ル

ス
)
発

行

16

㎝

は
し

が
き

4
+
目
次

4
+
燭

+
奥
広

5
P

●

と
同

一
訳

だ
が

、
第

一
章

を
省
略

し
、
本
文
中

に
検
閲

の
た

め

の
抹
消
文
字

あ

り
。

ほ
か

に
、

ベ
ラ

ミ
ー

の

「百
年

後

の
社

会
」

〔第

Ⅱ
期
3
8〕
所
収
。

【
明
治

38
年

】

英

文
学
研
究

山
縣
五
十

雄
訳
注

(六

月
)
東
京

山
縣
操

(内
外

出
版
協

会
)
発

行

19

㎝
（
一
）は
し

が
き

2
+
39

+
（
二
）
は
し

が
き

2
+
読

者
諸

君

へ
2

+
43
+
（
三
）
は
し

が
き

2

+
目
次

2

+
52

+
（四
）

は
し

が
き

2

+
67
+
（
五
）
読
者

諸

君

へ
2
+
33

+
（
六
）
読

者
諸

君

へ
2

+
ト

ウ

ェ
ー

ン
論

38

+
Ⅱ

+
英
文
1
8
2+
サ

ッ

カ

レ
ー

の
小
伝

6
+
注

釈

m

P

サ

ッ
カ

レ
ー
肖
像

1
葉

収
録

内
容
―
（
一
）
サ

ッ
カ

レ
ー

「白

梅
嬢

」

〔Ｉ
1
3
9〕、
（
二
）ド
イ

ル

「
荒
磯

」

〔
Ⅳ
1
0
0
〕
、
（
三
）「
英

米

詩

歌
集

」

〔
W

2
2
〕
、
（四
）ポ

ー

「宝

ほ
り
」

〔
Ⅱ
3
1〕
、
（
五
）デ

ィ
ケ

ン
ズ

「
婿

選

び
」

〔
Ⅱ
1
5
1
〕
、
（
六
）ト

ウ

ェ
イ

ン

「
該

撤

殺

害
」

〔
Ⅱ
⑱

〕
の
合

冊
本

冒
険
小
説

百
難
旅

行

ス
テ

ィ
ヴ

ン
ソ

ン
著

渋

江
保

訳

(七
月

)
東
京

岩
崎

鉄
次

郎

(大

学
館

)
発

行

15

㎝

小
引

2

+
目
次

7
+

獅
+
奥

広

8

P

〔
20
銭
〕

〈
予

が
、
ま

だ

十
七
歳

の
少

年

の
時

で
あ

つ
た
、

一
昨
年

の
暮

に
は
母

に
別
れ
、

今

又
父
を

失

つ
て
、
あ

は

れ
果

敢
(
は
か
)

な
き

孤
独

の
身

と
な

り
、
此

の
上
は

独
立
独

行
前

途

の
方

向

を
立

て
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

い
ふ

一
段

に
な

つ

た

が
、

幸

ひ
ボ

ヘ
ミ

ア
王
国

に
は
聊

か
縁
故
も

あ

つ
た

ゆ
ゑ
、

同
地

へ
移

転

て

一
(
ひ
)

と
工
夫

す

る

こ
と

に
決

し
〉



1
3
0

1
3
1

1
3
2

1
3
3

ハ
ム
レ

ッ
ト

沙
翁
全
集
（
一
）
戸
沢
姑
射
訳

(九
月
)
東
京

宮
川
保
全

(大

日
本
図
書
株
式
会
社
)
発
行

22

㎝

全
集

序

6
+
評
伝

17
+
序

4
+
解
題

10
+
引

3
+
目
次

3
+
2
9
6
+
奥
付

1
P

口
絵

3
葉

〔
85
銭
〕

〈

ベ

ル
ナ

ル
ド

誰

ぢ

や
/

フ
ラ

ン
シ

ス

コ

其

訊
問

は
此
方

よ

り
、
停

れ
、
お
名

乗
あ

れ
/

ベ

ル

「国

王

歳
」

(定

例

の
合
言

葉
)/

フ
ラ

ン

ベ
ル
ナ

ル
ド
殿

で
厶
り
ま

し
た

か
/

ベ
ル

い
か
に
も
/

フ
ラ

ン

よ
う
時

を

違

へ
ず
御
出

下
さ
れ
ま
し
た
/

ベ
ル

今
十

二
時

の
鐘
を

打
ち

し
と
こ
ろ
、
イ

ザ
寝
(
や
す
)

み
や
れ

フ
ラ

ン
シ

ス
コ
〉

ロ
メ
オ
、

エ
ン
ド
、

ヂ

ュ
リ

エ
ッ
ト

沙
翁

全
集
（
二
）
戸
沢
姑
射
訳

(十

二
月
)
東
京

宮
川
保

全

(大

日
本
図

書
株
式
会
社
)
発

行

22

㎝

序

5

+
「
ロ
メ
オ
、

エ
ン
ド
、
ヂ

ュ
リ

エ

ッ
ト
」

に
就

て
34
+
2
4
5
+
奥
付

2

挿
画

2
葉

〔
80
銭
〕

〈
サ

ム
ソ

ン

コ
レ
、
グ

レ
ゴ

リ
ー
、
決
し

て
人

の
風
下
に
は
立

つ
ま

い
な
/

グ

レ
ゴ
リ
ー

左
様
く

、

そ
れ

こ
そ
端

下
者

と
笑
は
れ
う
/

サ
ム

い
や
、

さ
し
た
る
事

で
な
く

と
も
、
腹

が
立

つ
た
ら

用
捨
な
く

扱
か
う

と

い

う

事
/

グ

レ

い
か

に
も
劃
棘
枳
殻
(
い
ば
ら
か
ら
た
ち
)

へ
首
を
突

込
ん
だ
ら
、

一
生
懸
命

に
抜
く

が
宜

い
わ
さ
〉

【
明
治

39
年

】

ヴ

ェ
ニ
ス
の
商

人

沙
翁

全
集
（
三
）
浅

野
馮
虚
訳

(二
月
、

訂
正

四
版

七
月
)
東
京

宮
川
保
全

(大

日
本

図
書

株

式
会
社
)
発

行

22

㎝

序

15

+
三
版
序

1
+
「
ヴ

ェ
ニ
ス
の
商
人

」
に
就

き
て

39
+
2
4
0
+
奥
広

4
P

挿

画
3
葉

〔80
銭
〕

〈

ア

ン
ト

ニ
オ

こ
の
日
頃
結

ぼ
れ

が
ち

の
わ
が
心
、
そ

の
理
由
は
己
も
知
ら
ぬ
。

こ
れ
に
は
己
も
呆

れ
は
て
、

又

卿

達
(
お
ん
み
た
ち
)

も
呆
れ

る
と
や
。
さ
る

に
て
も
怪

し
き

は
こ

の
気
欝

症
〉

名
家

尺

牘

集

英

語
青

年

社

編

輯

(三

月

)
東

京

三
浦

理

(有

朋

堂

書

店

)
発

行

15

㎝
(左

開

)
1
3
0+
奥

広

14

P

〔
10
銭

〕

カ

ー

ラ
イ

ル
、

バ
ク

ス

レ
i

、

ラ

ム
、

ド

イ

ル
、

キ

ッ
プ

リ

ン
グ

、

ラ

ス
キ

ン
な

ど

の
書

翰

文

の
訳

注

Ⅱ

続
・英
米
文
学
編

明
治
37
年
～
39
年

九
九



一
〇
〇

〈
拝
啓

敦
れ

の
書
物
が
最
も
生

の
文
体
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
る
か

又
敦
れ

の
書
物

が
生
の
常
に
愛
読
す
る
処

1
3
4

1
3
5

1
3
6

1
3
7

な

る
や

に
就
き

て
重
ね

て
御

質
問

に
預
り
、

そ

の
手
柬

は
過

る
七

日
間
机
筐

の
中

に
横

は
り
居

り
、

こ
れ
を

思

ば
愈

そ

の
答
案

の
困
難
な

る
を
覚

へ
候

。
生

が
愛

諦
す

る
所

の
書
物

は
各
自
生

の
文
章

に
影
響

し
、

過
去

五
十

の
問
間
断
な

く
読

み
来

り
た
る
快
心

の
書

は

一
々
こ
れ
を
想

起
す

る
を
得
ざ

る
所

に
候
。

然
れ

ど
生

の
文

体

に

て
長
所
と

思
は

る

ゝ
所

は
主

と
し

て

バ
イ

ロ
ン
及
び

ス

コ
ッ
ト
よ

り
習
得

し
た
る
も

の
に
候
。
〉

(
ラ

ス
キ

ン
)

オ

セ

ロ

沙
翁

全
集
（
四
）
戸
沢
姑
射

訳

(五

月
)
東
京

宮

川
保

全

(大

日
本

図
書
株

式
会

社
)
発
行

22

㎝

序

2

+
オ

セ

ロ
の
悲
劇

解
説

45

+
2
6
8
+
奥

広

4

P

挿
画

5
葉

〈

ロ
デ
リ
ゴ

ー

云

は
れ

な
く

、
某

が
財

布

の
紐

の
締

括
(
し
め
く
く
り
)

を
、

貴

殿

の
自

由

に
任

す

も

何
故

、

知

り

つ

ゝ

知
ら

ぬ
振
は
、

御
不
親

切
と
申

す
も

の
/

イ

ア
ゴ
ー

決

し

て
く

左
様

で
は
な

い
が
、
よ
も
弁

解
(
い
い
わ
け
)

を
聞

い
て

呉
れ
ま

い
、
若

し
夢

に
だ

に
こ
ん
な
事

を
、
此

身
共

が
知

て
居
た
な
ら

、

そ
れ

こ
そ
如
何
な

る
憎

悪

で
も

〉

は

ゝ
心

ス
ト

レ

ッ
ト

ン
著

ブ

レ
ス
ト

ン
訳

(五

月
)
東
京

プ

レ

ス
ウ

ェ
イ

ト

(基
督

教
書

類
会

社
)
発

行

15

㎝

目
次

1
+
1
1
1+
奥

広

2

P

〈

ル

ッ
、

メ

ッ
ド

ウ

エ
ー

の
住
家

は

半
破

壊
(
な
か
ば
こ
は
れ
)

か

ゝ
つ
た
小

屋
な

の
で
、
古

い
く

草
葺
(
か
や
ぶ
き
)

の
屋

根

に
は

一
面

に
主

や
景
天
草
(
べ
ん
け
い
さ
う
)

が
生

て
居
ま
す

。
〉

探
偵
奇

談

ド
イ

ル
著

英
語

青
年
社

(十

一
月
)
東
京

三
浦

理

(有

朋
堂

書
店

)
発

行

15

㎝
(左

開
)

英
文
1
6
4+
注
釈

34
P

〔20
銭
〕

な

ど

シ

ャ
ー

ロ

ッ
ク

・
ホ
ー

ム
ズ
も

の
六

編
収
録

。
・

伝

記
物
語

ホ
ー

ソ

ン
著

吉

田
潔

訳

注

(十

一
月
、
増

訂

五
版

四
十

三
年

四
月
)
東
京

金

刺

源
次

(芳
流

発
行

19

㎝

序

2
+
増

訂
序

2

+
目
次

1
+
1
2
4+
奥

広

6
+

62

P

〔
35
銭

〕

へ年於素は=苔皇
)



1
3
8

1
3
9

1
4
0

1
4
1

〈

エ
ド

ワ
ー
ド
、

テ
ム
プ

ル
は
八
九
歳

で
あ

ッ
た
頃
眼
病

に
罹

ッ
た
。
余

程

の
重
症

で
、
そ
れ

に
眼
は
生
来
弱

か

ッ
た

の
で
、
医
者

は
少
年

が
全
く
盲

目
に
な

り
は
す

ま

い
か
と
多
少
恐
怖
を
抱
く

に
至

ッ
た
。
〉

リ
ア
王

沙
翁

全
集
（
五
）
戸
沢
姑
射

訳

(十

一
月
、
三
版

四
十
年

二
月
)
柬
京

宮

川
保

全

(大

日
本
図
書
株

式

会

社
)
発
行

22

㎝

一
言

2
+
リ
ア
王

の
悲
劇
解

説

48

+
2
7
7
+
奥

広

4
P

挿
画

4
葉

〔85
銭
〕

〈

ケ

ン
ト
伯

国

王
殿

下
に
は
、

コ
ー

ン
ウ

ヲ
ー

ル
公
よ
り
も
、

ア
ル
バ

ニ
イ
公
を
、
御
寵
愛
あ

ら
せ
ら
る

ゝ

う

に
、
御
見
受
申

し
ま

し
た

が
、
/

グ

ロ
ス
タ
ー
伯

い
か
に
も

従
来
(
こ
れ
ま
で
)

は
、
其
様

に
見
受

け
申
し
ま

し
た
。
然
る

に
此
度
、
御
領
国
御

配
分

の
御
模
様

に
て
は
、
何
れ

の
公
爵
を
、
取
分
(
と
り
わ
き
)

御
寵
愛
あ

る
と
も

申
さ
れ
ま
せ
ぬ
。
〉

【明
治

40
年
】

銀

行
盗

賊

ド
イ

ル
著

佐

川
春
水

訳

(四
月
、
五
版
十
月
)
柬
京

宮

辺
富

次
郎

(建
文
館

)発

行

19

㎝

小
序

1
+
小
伝

6
+
53

+
奥

付

1
+
英
文

29

+
注
釈
1
6
5+
世
評

6
P
〔
50
銭
〕

〈
去
年

の
秋

で
あ

つ
た
。

一
日
友
人

の
本

間
樵

麓
を
訪
問
(
た
づ
ね
)

る
と
、
生
憎
来
客
中
。

客
は
可
な

り

の
年
輩
、

で

つ
ぷ

り
肥

つ
た
赫
顔

の
、
髪

は
燃

ゆ
る
ば
か
り
に
紅

い
。
〉

か
ら
騒
ぎ

沙
翁
全
集
（
六
）
戸
沢
姑
射

訳

(四
月
)
東
京

宮

川
保
全

(大
日
本

図
書
株

式
会

社
)発

行

22

㎝

序

3
+

マ

ッ
チ
、

ア
ド

ー
、

ア

バ
ウ
ト
、

ナ

ッ
シ
ン
グ
解
説
35
+
2
3
1
+
奥
広

4

P
〔
85
銭
〕

<

レ
オ
ナ
ト

此
書
面

の
趣

で
は
、

ア
ラ
ゴ

ン
の
太
守

ド

ン

・
ペ
ド

ロ
ー
様
に
は
、
今
夜

此
メ

ッ
シ
ナ

へ
御
着
(
ご
ち
ゃ
く
)

と

の
事
。
/
使

者

最
早
追
(
お
)

つ
付
(
つ
け
)

御
着

な
さ
れ

ま
し
よ
う
。

私

へ
御
書

面
を
下
さ
れ

た

の
が
、
遂
此
先

三
里

足
ら
ず

の
処

で
厶
り
ま

し
た
。
〉

思
軒
全

集

巻

一

森
田
思
軒
著

(五

月
、
再
版

七
月
)
柬
京

金
尾
種
次
郎

(文
淵
堂
)
発
行

22

㎝

肖
像

1
葉

+
思
軒
文

の
巻
端

に
書
す

(森
鴎
外

)
4
+
序

(徳
富

蘇
峰
、
幸
田
露
伴
)
6
+
例
言

1
+
目
次

1

Ⅱ

続
・英
米
文
学
編

明
治
39
年
～
40
年

一
○

一



一
○

二

1
4
2

1
4
3

+
6
7
3
+
奥
広

10
P

〔
1
円

70
銭

〕

収
録
内

容
―

ユ
ゴ

ー

「
随

見
録
」

〔
Ⅱ
9
9〕

「
探
偵

ユ
ー

ベ

ル
」

〔
Ⅱ
8
5〕

「
ク

ラ

ウ
ド
」

〔
Ⅱ
9
0〕

「懐

旧
」

〔
Ⅱ

9
2
〕

「死

刑
前

の
六
時

間
」

〔
Ⅱ
9
9〕
、

ヴ

ェ
ル
ヌ

「
大
東
号

航
海

日
記
」

〔
Ⅱ
8
8〕

「
大
叛
魁

」
、

ツ

ェ
ッ
ケ

「破

茶

碗
」
、
ホ

ー

ソ

ン

「
用
達

会

社
」

〔
Ⅳ
8
6〕、

エ

ッ
ヂ

ワ
ー

ス

「
千
人

会
」

〔
Ⅱ
1
2
3
〕
、
ボ

ー

「
間

一
髪
」

〔
Ⅱ
2
2〕
。

本
集

成

の
既

収
録
作

品
は

〔

〕
内

に
示
し

た
。

未
収

録
は
仏

独
文
学

だ
が
、
左

に
引
用
す
。

〈

土
着
(
セ
ポ
イ
)

兵
叛

乱

の
巨
魁

の

一
人
た

る
世

子

段

徳

範
(
ダ
ン
ト
ー
バ
ン
ト
)

通
称

…
…
孟

買
府

の
管

内

に
入

り
込

め

る
よ
し

若

し
之

れ

を
殺

し
或
は

生
な

が
ら
差

出
す

者
は

二
千
磅

(
一
万
円
)
の
賞
を
与

ふ

べ
し
」
是

れ

一
千
八
百

六
十

七
年
三

月
六

日

の
タ

ア
ウ

ラ

ン
ガ

バ
ト

の
住

民
が
読

め
る
所

の
告
文
な

り
き
〉

(ヴ

ェ
ル
ヌ

「大
叛
魁

」
)

〈
ナ
ポ

ー

ル
は
実

に
カ

ン

ニ
ス
の
湾
頭

に
在

る

一
小
村

に
過
き
ず

然

れ
ど
も

ナ
ポ

ー

ル
の
名

は
プ

ロ
ウ

ェ
ン
ス

の

一
州
を

通
じ

て
善

く
知

ら
れ

り
〉

(
ツ

ェ
ッ
ケ

「破
茶

碗
」
)

出

世
暦

フ
ラ

ン
ク
リ

ン
著

菅

野
徳
助

・
奈

良
次
郎

訳
注

(五
月

)

柬
京

亀

井
忠

一
(三

省
堂
書

店
)
発

一丁

15

㎝
(左

開
)

肖
像

1
葉

+
叢
書
序

3

+
緒
言

2
+
91

+
奥
広

7
P

〔
15
銭

〕
青
年
英

文
学

叢
書
⑦

〈
我
敬
愛
す
る
読
者
-

我
輩
は
、
著
述
家

の
身
に
取

つ
て
己
が
著
述

の
勿
体
ら
し
く
外

の
著
述
家
先
生
達

に
引

用
さ
れ

て
居

る

ほ
ど

悦
ば

し

い
事

は
な

い
と

聞

い
て
居
り
ま
す

。
〉

ク

リ
ー
ト

の
迷
宮

ボ

ー

ル
ド

ウ

ィ

ン
著

菅

野
徳

助

・
奈
倉

次
郎

訳

注

(六

月
)
柬

京

亀

井
忠

一
(三

省
堂

書

店
)
発
行

15

㎝
(左

開
)

口
絵

1
葉

+
叢
書
序

3

+
緒

言

2
+
目
次

1
+
1
1
6+
奥

広

7

P

〔
15
銭
〕
青
年

英
文

学
叢

書
⑨

〈

(さ

て
由
来

は
)
ク

リ
ー
ト
島

の
王

マ
イ

ノ

ス
が
亜
善

士

に
戦

さ
を
仕

掛

け
た

の
で
あ

る
〉

(ク
リ

ー
ト

の
迷
宮

)

〈

ア

ル
ケ
ー

デ

ィ
ア
と
云

ふ
、
希

臘

の
空

麗

か
な
処

に
、

一
人

の
王

と
妃

と

が
あ

つ
て
、

其

の
間

に
は

子
供

が
無

か

っ
た
。
〉

(
ア
タ

ラ

ン
タ
姫
物

語

)



1
4
4

1
4
5

1
4
6

1
4
7

英
文

哄
笑
十

八
番

熊
本

謙
二
郎
訳
注

(七
月
)
柬
京

三
浦

理

(有

朋
堂
書
店
)
発
行

19

㎝
(左

開
)

口
絵

1
葉

+
序

1
+
目
次

2
+
此
書
を
読

む
と
き

１
+
1
6
2
+
奥
広

2
P
〔
30
銭
〕

〈

B
氏

の
耕
地

は
面
積

が
三
十
六

エ
イ

カ
あ

つ
て
、

一
切

の
遣

り
方

は
厳

正
に
学

理
に
従

ふ
の
で
あ
る
。
何

に
限

ら
ず

物
を
作
ら
う

と
す
る

に
は
必
ず
書
物
を

調

べ
て
か
ら
取
掛
る
。
〉

(ト
ウ

ェ
イ

ン

「素
人
百
姓
」
)

ほ
か

に
、

オ
ー

レ
ル

「
大
合
戦
」

「イ

ギ
リ

ス
か
た
ぎ
」
、

テ
イ

ラ
ー

「令
嬢

独
語
」
、

ジ

ェ
ロ
ー

ム

「目
移
り
」
、

オ
ー

ル
ド

リ

ッ
チ

「
ゴ
ラ
イ

ア

ス
」
、

ト
ウ

ェ
イ

ン

「く
わ

せ
も

の
」
な
ど
十
八
編
収
録
。

シ
ー
ザ

ー

沙
翁
全
集
（
七
）
戸
沢
姑

射
訳

(八
月
)
柬
京

宮
川
保
全

(大

日
本

図
書
株

式
会
社
)
発
行

22

㎝

序

5
+
ジ

ュ
リ
ア

ス

・
シ
ー
ザ
ー

の
悲
劇
解
説

43
+
2
4
2
+
奥
付

2
P
〔
90
銭
〕

〈

フ
ラ
ビ

ア
ス

往
ね
く

怠
惰

者
共
(
な
ま
け
も
の
ど
も
)

、
と

つ
と

ゝ
帰
宅
(
か
へ
)

れ
、
休

日
(
も
の
び
)

で
も
あ
る

こ
と
か
、
職
人

の
身

で
平

日
に
、

職

々
の
道
具
も
持
た
ず

出
歩

く
は
、
御
法
度
(
は
っ
と
)

と
知
ら

ぬ
か
ヤ
イ
、

コ
リ
ヤ
其
方
は
何
職
ぢ
や
。
〉

新
世
界

浦
島
物

語

ア
ー

ヴ

ィ
ン
グ
著

菅

野
徳
助

・
奈
倉

次
郎
訳
注

(九

月
)
柬
京

亀
井
忠

一
(三
省
堂
書

店
)
発

行

15

㎝
(左
開
)

口
絵

1
葉

+
叢
書
序

3
+
緒
言

2

+
1
4
1
+
奥
広

9

P
〔15
銭
〕
青
年
英
文
学
叢
書

⑫

〈

ハ
ド

ソ

ン
河

の
流

れ
を
湖

つ
た

こ
と

の
あ

る
人
は
必
ず

カ
ー

ツ
キ

ル
山
を
覚
え

て
居
ら
う
。
此
山
は
ア

ッ
パ
}

シ
ヤ

ン
連
山

の
支

脈

で
あ

つ
て
河
流

の
西

に
当

つ
て
見
え
、
隆

々
聳

え
立

つ
て
高
き
峯
を
成
し
、
其

の
辺
り

一
帯

の
地
方

に
君
臨

し

て
居
る

の
で
あ

る
。
〉

【明
治

41
年

】

表
裏
百
面

人

生

の
真

相

ジ

ェ
ロ
ー

ム
著

波

多
野
鳥

峰
訳

(
一
月
、
再
版

二
月
)
柬
京

増

田
義

一
(実
業

之

日
本

社
)
発
行

19

㎝

は
し

が
き

2

+
目
次

8
+
3
2
7+奥

広

20
P
〔
40
銭
〕

Ⅱ

続
・英
米
文
学
編

明
治
40
年
～
41
年

一
○
三



一
〇
四

1
4
8

1
4
9

1
5
0

〈
赤

地

の
之
れ

に
遊

ば
し

て
は
如
何

で
す

。

お
年

の
お
格

好
か
ら
申
し

て
も

、

ハ
イ

之
れ

が

一
番
よ
く

お
似
合

ひ

で
ご
ざ

い
ま

せ
う
』

頸

の
骨

と
腰

の
骨

と
は
、

全
く
滅
失

し
な

い
迄
も
、

既

に
骨

と
し

て

の
存

在

は
、

到
底

認
識

す

る

こ
と

が
出
来
無

い
迄
、
軟

化
し

た
四
十
前
後

の
番
頭
。
〉

英
和
対
訳

近
世

名
家

小

品

深

沢
由
次
郎

訳
注

英

語
青
年

社
編

(二
月
)
柬
京

三
浦

理

(有
朋
堂
書

店
)
発

行

19

㎝
(左

開
)

目
次

1

+
凡
例

1
+
1
7
8+奥

広

13

P
〔
30
銭

〕

〈

『
先
生
、
御
婦

人

が
見
え
ま

し
た
…

…
御
婦
人

が
』
。
書

生
は
医

師
を

揺

り
起

し

つ

ゝ
囁
け

り
。

医
師

は
今

見
し

夢

の
夢
な

る
を

全
く

信

じ
得

ず
、
最

愛
(
い
と
し
)

の

ロ
ー
ズ

が
自

ら
訪

ね
来

し

も

の
な

ら

む

と

思

ひ

つ

ゝ
矢
庭

に
身

を

起

し
。

『
ど
ん
な
婦

人
だ
。

ど
れ
、
何

処

に
P
』
〉

(デ

ィ
ケ

ン
ズ

「
黒
頭
巾
」
)

ほ
か

に
、

オ

レ
ル

「
婦
人

漫
言
」
、

ラ
イ

ン

ハ
ー
ト

「我

歟
他
歟
」
、

ダ

ー
ビ
ー

「
タ

シ

ュ
メ
イ

カ
ー
氏

の
歯

抜
機

械
」
、

デ

ィ
ケ

ン
ズ

「
酔
漢

の
最
期

」
な

ど
収
録

。

御
意

の
ま

ゝ

沙
翁

全
集
（
八
）
浅

野
馮
虚

訳

(五
月
)
柬
京

宮

川
保

全

(大

日
本

図
書

株

式
会
社
)
発
行

22

㎝

序

4

+
『御
意

の
ま

ゝ
』
解

説

29

+
2
6
4
+
訳
文
拾

遺

8

+
奥

広

4

P
〔
90
銭
〕

〈

オ

ル
ラ

ン
ド

自

分

の
記
臆

に
よ
れ
ば

確
(
た
)

し

か
斯
(
か
)

う

ぢ
や

と
思

ふ
ネ

、

ア
ダ

ム
―

亡
父
上
(
ち
ゝ
う
へ
)

は
、

そ

の
遺

言

の

中

に
、

私
(
わ
し
)

の
分
と
し

て
ざ

ッ
と
千
両

許

の
正
金

し
か

お
譲
与
(
ゆ
づ
)

り
な
さ

れ
ぬ
。

そ
し

て
今

卿
(
そ
ち
)

の
申

し

た
通

り
、

精

々

大

事

に
依

む
ぞ

と
、
私

の
薫

陶
方
(
し
つ
け
か
た
)

一
切
を

兄
者
人
(
あ
に
じ
や
ひ
と
)

に
お
任

せ

に
な

ら
れ
た

の
ち

や
。
〉

間

一
髪

熊

本

謙
二
郎

訳
注

英
語

青
年

社
編

(六

月
、
再

版

6
月
)
柬
京

三
浦

理

(有

朋
堂

書
店

)
発

行

19

㎝
(左

開
)

序

1

+
目
録

1

+
此
書

を

読

む
と
き

１

+
1
3
8+
注

釈

44

+
奥

広

14
P

〔
35
銭
〕

〈
タ

レ
ン
タ
ム
公

と
は
栄
爵

を

授

つ
た

る
後

の
名

、
昔

か
ら

朋
輩

は
矢

張

マ
ク
ド

ナ

ル
ド
と

元

の
名
を

呼

ん

で
居

る
。

見
れ

ば
将

軍

ブ
ー
ブ

ー
立
腹

の
体

で
、

ス

コ

ッ
ト

ラ

ン
ド
人

特
有

の
顔

を
顰

め
た

所

は
実

に
可
怖
(
オ
ッ
カ
)

な

い
。
〉

(ド
イ

ル

「
叙
勲

顛
末

」
)



1
5
1

1
5
2

1
5
3

1
5
4

ほ
か
に
、

ド
イ

ル

「折
衝
秘

聞
」
、

オ
ー
ピ
ー

「
み
な
し
子
」
を
収
録

驢
馬
物
語

上
野
露
村
訳

山
縣
五

十
雄
校

注

(九
月
)
柬
京

内
田
正

一
(東
西
社
)
発
行

19

㎝
(左

開
)

緒
言

1
+
90
+
奥
広

2

P
〔
20
銭
〕

〈
人

と
云
ふ
哀
れ
な
も

の
は
、
驢
馬
程
も

の
知
り
と
思
は
れ
な

い
て
、
だ
か
ら
、

こ
の
物

語

の
読
者
た

る
君
だ

つ

て
、

多
分
、
火
曜

日
毎

に
僕
等

の
田
舎

町
に
市

が
開
か
れ

て
、
而
し

て
其
処

に
、

野
菜

だ

の
、
牛
酪
だ

の
、
玉
子

だ

の
、
乾

酪

だ

の
、
果
物

だ

の
其

の
他

色

々
の
う
ま

い
物

が
売

ら

れ

て

る

つ
て

こ
と

も
御

存

じ
な

し

だ

ら

う

よ
。
〉

行
違

ひ
物

語

沙
翁
全
集
（
九
）
戸
沢
姑
射
訳

(十
月
)
東
京

宮

川
保

全

(大

日
本

図
書
株

式
会

社
)発

行

22

㎝

序

4
+
行
違

ひ
物
語
解
説

27
+
1
5
0
+
奥
広

6

〔
75
銭
〕

〈

エ
ヂ
オ

ン

此
上
は

一
命

の
御
沙
汰
を
蒙

り
、
死

ん
で
此
身

の
苦
患
(
く
げ
ん
)

を
免

れ
た
う

ご
ざ
り
ま
す

る
/
太
守

ア

イ

ヤ
、

サ
イ

ラ
キ

ュ
ー

ス
の
商
人
(
あ
き
う
ど
)

、
其

上

の
弁

解
(
も
う
し
ひ
ら
き
)

は
無

用
ぢ
や
そ
や
、

い
か
に
申
し

て
も

国
法
を
曲

ぐ
る
事

は

相
成
ら

ぬ
、

よ
う
聞
き
や
れ
、
〉

べ
ー

コ
ン
論
説
集

高
橋
五
郎
訳

(十

一
月
)
柬
京

鶴

田
久
作

(玄
黄
社
)
発
行

19

㎝

肖
像

1
葉

+
評
伝

5
+
告
示

6
+
4
1
0
P
〔
1
円

20
銭
〕

〈

『真

理
と

は
何

ぞ
や
』

と

〔総
督
〕
ピ

ラ
ト
は
譜
誰
を

弄
し

て

〔基

督

に
〕
問

へ
り
、

而
し

て
之

が
答

え
を

た
ず
し

て
下

り
ぬ
。
〉

(真

理
を

論
ず
)

天
路

歴
程

バ

ニ
ヤ

ン
著

池

亨
吉
訳

(十

一
月
)
東
京

プ

レ
ス
ウ

エ
ー
ト

(基
督
教
書
類
会
社
)
発
行

19

㎝

目
次

3
+
天
路
歴

程
由

来
並
緒

言

8
+
3
7
4
+
訳
文
自
跋

3
P

彩
色
挿
画

5
葉
、

(続
)
緒
言

1
+
目
次

2

+
2
8
1
+
奥
広

2
P

彩
色
挿
画

3
葉

〈
浮
世

の
曠

野
を
渡
り
行
き

て
、

唯
或

る
洞

穴

の
辺
り

に
休
ら

ひ
、
暫
し
身
を
横
た

へ
て
眠

る
程

に
、

一
(
ひ
)

と

つ
の

Ⅱ

続
・英
米
文
学
編

明
治
41
年

一
○
五



一
○
六

1
5
5

1
5
6

1
5
7

夢
見

て
け
り
。
〉

〈
之
れ
を

翻
訳
す

る
は
、
事
頗

る
至
難

に
属
す

。
然

り
と
雖
ど
も

国
既

に
其

の
二

つ
を

得
た

り
。

一
つ
は
中
村

敬

宇
先
生
を
後
楯

と
し

て
佐
藤
喜
峯

氏

の
手

に
完
う

せ
ら
れ
、

一
は

日
本
人
某

氏
を
助

手
と
し

て
ホ

ワ
イ

ト
氏

の
労

に
成

れ
り
。
前

者
は
我

が
初
代

の
信
徒
を
益

し
た

る
こ
と
益
だ

多
か
る

べ
く

、
後
者

は
現

に
六
版
を
重

ね

て
広

く

江
湖

に
迎

へ
ら

る
。
〉

(訳
文
自
跋

)

【
明
治

42
年

】

ク
リ
ス
マ
ス
奇
談

旅

の
恥

ト

ロ

ロ
ブ

著

佐
川

春
水

訳
注

(
一
月
、

四
版

四
十

四
年
三

月
)
柬

京

大
橋

新
太

郎

(博

文
館
)
発
行

19

㎝
(左

開
)

原
著

者
小
伝

(U

N
生
)
1
+
2
1
4+
奥
広

9
P

〔
35
銭
〕
世
界
英

語
叢
書

②

〈

千
八
百

七
十
某
年

の
ク

リ

ス

マ
ス
の
寒
気

と
云

へ
ば
、
誰

し
も
覚

え

て

い
る
だ

ら
う

。

但
し
年
代

の
点
(
と
こ
ろ
)

は
此

位

に
し
て
精
く

は
明
か

さ
ぬ
事

に
し
よ
う

。
〉

第

二
十

世
紀
予
想

論

ウ

ェ
ル
ズ
著

吉
村
大

次
郎

訳

(三
月
)
柬
京

磯
辺
保

次

(大

日
本

文

明
協

会

)
発
行

22

㎝

序

(浮

田
和

民
)
11
+
目
次

2

+
2
7
0
+
奥

付

4

P
〔非

売
品
〕

〈
本
書

の
目
的

は
、
現
在

社
会

の
諸
勢

力

が
今
後
、

如
何
様

に
変

遷
し
発

展
す

べ
き

か
と

い
う

ふ

こ
と
を
、

不
完

全
な

が
ら
、

聊

か
予
想
す

る

に
あ
り
。
〉

対
照
註
釈

ド
イ

ル
探

偵

譚

岡
村
愛

蔵
訳

注

(四
月

)
柬
京

亀
井

忠

一
(三

省
堂
書

店
)
発

行

19

㎝

目
録

1

+
ド

イ

ル
6

+
1
2
0+
奥

付

1

+
注

釈

58

+
英
文

73

+

口
絵

1

+
目
次

1

P

〔
40
銭

〕

〈
今

日
此

頃
、
僕

は
余

り

ホ
ー

ム
ズ

君

に
面
会

す

る

の
機

を
得

な

か

つ
た
。

僕

は
先
頃

妻
を

迎

へ
、

一
家

を
為

し

た
れ

ば
、

自
然

ホ
ー

ム
ズ

君
と

の
往
来

も
疎

遠
と
な

つ
た
。
〉

(女
優

イ

レ
ネ

ー
、

ア
ド

ラ

ア
)

ほ

か
に
、

「
ボ

ス

コ
ー

ム
、

ヴ

ァ
レ
ー

の
惨
劇

」
を

収
録

。



1
5
8

1
5
9

1
6
0

鬼
臭
先
生

衣
裳
哲

学

力
ー

ラ
イ

ル
著

土
井
晩

翠
訳

(四
月
・
三

版
五

月
)
東
京

宮

川
保

全

(大

日
本

図
書

株

式

会
社
)
発
行

22

㎝

肖
像

1
葉

+
例

言

4
+
目
次

4
+
4
3
8
+
正
誤
表

1
+
奥
広

6
P

〔1
円
30
銭
〕

〈
現
代
文
化

の
進
歩

は
誠
に
偉
大

で
あ

る
。
多
少

の
効
化
を
奏
し

て
科
学

の
松

明
振

り
翳
さ
れ
し

こ
と
巳
に
五
千

年
を
超
し
、
特

に
今

日
煙

々
の
光
は
恐
ら
く
前

に
比
類
な
く
、
之

に
加

ふ
る
に
無
数

の
行
燈
無
数

の
燐

寸
之

よ
り

点
火
し

て
四
方

に
耀
き
、
自
然
界
人

工
界
を
併

せ
て
殆
と
照
さ

ぬ
隈
が
無

い
〉

改
訂

英
雄
論

力
ー
ラ
イ

ル
著

土
井
晩
翠
訳

(五
月
)
柬
京

山
本
鐐
蔵

(岡
崎
屋
書
店
)
発
行

1
9
ｃ
ｍ

肖
像

１
葉

+
改
訂
新
版
ノ
序

１
+
例
言

3
+
目
次

１
＋
3
7
4+
略
注

9
+
小
伝

5
+
奥
広

6
P
〔
5
0銭
〕

〈
偉
人
世
上

に
出
現

の
状
は
如
何
、
其
世
界
史
上

に
於

け
る
形
跡

は
如
何
、
世
人
彼

に
関
し

て
何
を
思

ひ
し

か
、

彼
果
し

て
何

の
功
績
を

挙
げ
し
か
、
―

要
す

る
に
英
雄
及
英
雄

の
遭
遇
と
成
業
、

即
我
所
謂
英
雄
崇
拝
及
人
界

の
偉
績
―

如

上

の
問
題

に
関
し

て
、
?

に
少
く
講
説
す

る
所
あ
ら

ん
と
す
。
〉

か
ら
た

ち
花

深
沢
由
次
郎
訳
注

(六
月
)
柬
京

大
橋
新
太
郎

(博
文
館
)
発
行

19

㎝
(左

開
)

は
し
が
き

１
+
目
録

1
+
几
例

1
+
1
8
6
+
奥
広

9
P
〔
35
銭
〕
世
界
英
語
叢
書
④

〈
そ

の
昔
、
怪
奇
な

る
夢

、
狂
人

の
妄
想

の
実
際

の
人
事

に
現
は
れ
し

て
ふ
頃

の
事
な
り
き
、
両
個

の
人

の
定
め

の
時
刻
、
定
め

の
場
所

に
相
会

せ
る
あ
り
き
。
〉

(ホ
ー

ソ

ン

「神
お

ろ
し
」
)

〈
番

頭
は
深
く
他

の
事

に
気
を
奪

ら
れ

て
居
る
様
子

で

一
寸
頭
を
揚
げ
た

が
又
俯
向

い
て
、
彫
刻

で
も
し

て
居
る

や
う

に
ね
ち
ら
ね
ち
ら

と
帳
簿

に
記

入
を

し

て
居
る
。

『お
唯
さ

ん
お
前
今
夜

は
大
変

お
急

ぎ
じ

ゃ
な

い
か
』
五

六
分
経

ッ
て
番
頭
は
斯
う

云

ッ
た
計

り

で
あ
る
。
〉

(デ
ィ
ケ

ン
ズ

「
倫
敦

の
質
屋
」
)

ほ

か
に
、
ト

ウ

ェ
イ

ン

「
失
恋
者

に
答

ふ
」

「
口
寄
せ
」
、
ダ

ラ

ス

「真
夜

中

の
家
」
、

H

・
ジ

ェ
イ

ム

ス

「
三
浦

花

子
」
、
オ

レ
ル

「
婦
人
観
」

「婚
姻

寸
評
」
な

ど
十

一
編
を
収
録

Ⅱ

続

・英
米
文
学
編

明
治
42
年

一
○
七



一
○
八

1
6
1

1
6
2

1
6
3

1
6
4

ら
す
き
ん
氏

読
書

論

小

林

一
郎
訳

(七
月

)柬
京

辻
本
卯

蔵

(弘
道

館
)
発
行

22

㎝

肖
像

1
葉

+
序

2

+
1
5
1
+
奥
広

2
P
〔
50
銭
〕

〈
最

初

に
御
詫
を

申
上
げ
な

け
れ
ば
な

ら
ぬ

の
は
、

今
よ

り
御
話
す

る

こ
と

の
題

目

が
頗

る
曖

昧
な

る

こ
と

で
あ

る
。

固
よ
り

一
国

を
治
め

る
王
様

の
こ
と
を
御

話
す

る
積

り

で
も
無

し
、

又
金

銀
財
宝

に

つ
い
て
述

べ
る
考

へ
で

も
無

い
〉

(王

の
宝

庫
)

米
国
作
家

短
篇

小
説
集

宮

地
竹
峰
訳
補

(七
月
)
柬
京

山
縣
文
夫

(内
外
出

版
協
会

)
発
行

19

㎝

目
次

1
+
2
0
6+
奥
広

24
P
〔
40
銭
〕

〈
冒
険
小
説

に
あ
ら
ず

、
写

実
小
説

に
あ
ら
ず
、

世
界
各

国
を
舞

台
と

せ
る
物
語

の
中
よ

り
面
白

き

ふ
し
ぐ

を

集

め
た

る
も

の
は
是

れ

也
。

牡
丹
、

薔
薇

の
媚

は
な

く

と
も

、
野

に
咲
く

百

合

の
自
然

の
趣

き

は

あ

る

べ
し
〉

(は
し
が
き
)

十

一
編

の
小
説

収
録
、
原

作

不
祥
。

新
約

フ

ェ
マ
ス
物
語

ホ
ー

ル
ド

ウ

ィ

ン
著

織

戸
正
満

訳
注

(八
月
、

四
版

四
十
三

年
九

月
)
柬
京

鶴

岡

五
郎

(日
進
堂
書

店
)
発

行

19

㎝

序

4
+
目
次

5

+
2
1
9
+
奥

広

6

P
〔
35
銭

〕

〈
昔
英
国

に
、

ア

ル

フ
レ

ッ
ド

と
呼
ば

れ
た

る
聰

明
、
善

良
な

る
国

王

が
あ

つ
た
。

几

そ
今

日
ま

で

に
、

彼

ほ

多

く
彼

の
祖
国

の
為

に
尽

く
し

た
人
と

て
は
無

く
、
今

日
世

界

の
人
は
、

彼
を

ば
、

ア

ル

フ

レ

ッ
ド
大

王

と
呼

び

倣

し

て
ゐ
る
。
〉

緑

玉
冠

ド
イ

ル
著

菅

野
徳

助

・
奈
倉

次

郎

訳
注

(八
月
、

四

版

四
十

四
年

十

月
)
柬

京

亀

井

忠

一
(三

省

堂
書

店
)
発
行

15

㎝
(左

開
)

肖
像

1
葉

+
叢
書
序

3

+
1
8
3+奥

広

20
P

〔
15
銭

〕
青
年

英
文

学
叢

書
1
7
の

く

『
オ
イ

君
』

と
、
余

は
或

朝
宿

の
出
窓

の
中

に
立

つ
て
、

通

り
を

見
下

ろ
し

て
居

る
時

に
、

云

つ
た
、

『狂

人
(
き
ち
が
い
)

が



1
6
5

1
6
6

1
6
7

1
6
8

此
方
(
こ
っ
ち
)

へ
遣

つ
て
来
る
ぞ

近
親
(
み
う
ち
)

の
者

が
、

唯
独
り
出

し
て
よ
こ
す
な

ど
は
可
哀
想

だ
。
』
〉

十

二
夜

沙
翁

全
集
（
十
）
浅
野
馮
虚
訳

(十

一
月
)柬
京

宮

川
保

全

(大

日
本

図
書
株
式
会
社
)
発
行

22

㎝

序

3

+
十

二
夜
解
説

28
+
2
5
6
+
奥
広

6

P
〔90
銭
〕

〈
公
爵

恋
す
る
身

に
音
楽

が
糧
(
か
て
)

な
ら

ば
続

い
て
奏

べ
よ
、
腹

ふ
く

る

ゝ
迄
聴

い
て
、

聴
き
飽

い
て
、

こ

の
心
臓
(
む
ね
)

の
飢

が
癒

る
ま

で
所
望

で
あ

る
ぞ
。
〉

正
義
之
鐘

横
地
良
吉
訳
注

(十

一
月
)
柬
京

大

橋
新
太
郎

(博

文
館

)発

行

19

㎝
(左
開
)

は
し

が
き

1

+
目
次

2

+
1
9
1
+
奥
広

9
P
〔
35
銭
〕
英
語
世
界
叢
書
⑤

へ
(
こ
な
や
)

〈
磨
者
（
こ
な
や
）

の
ホ

ワ
ン
グ
ハ

生
ま

れ

つ
き
慾

張
り

で
あ

つ
た
、
ど
ん
な
人

で
も
ホ

ワ
ン
グ
よ
り
も
金

の
好
き
な
者

は
無

い
、

人

々
が

一
所

に
集

つ
て
金

持
ち

の
事

で
も
話
す
と
、
ホ

ワ

ン
グ
は

い
つ
で
も

『俺

は
あ

の
人
を
能
く

知

つ
て

ま
す

ぜ
、
あ

の
人
た
あ

長

い
こ
と
付
き
合

つ
て
た
ん

で
、
極
く
懇
意
な
ん

で
』
と
云
ふ

の
が
、

お
定

り

の
文
句

で

あ

つ
た
。
〉

(ゴ

ー

ル
ド

ス
ミ

ス

「大

欲
は
無
欲

に
似
た
り
」
)

ほ
か
に
、

デ

フ
ォ
ー

「
ロ
ビ

ン
ソ
ン
、

ク

ル
ー

ソ
i
」
、

ア

ン
デ
ル
セ

ン

「
皇
帝

の
新
衣
」
な

ど
収
録
。

伏
魔

殿

附
玉
手
箱

鬼
島
熊

之
助
訳
注

(十

二
月
)
柬
京

大
橋
新
太
郎

(博
文
館
)
発
行

19

㎝
(左
開
)

小
序

1
+
小
伝

1

+
2
0
0
+
奥

広

9
P
〔
35
銭
〕
英
語
世
界
叢
書
⑥

〈

多
芸
多
能

な
人

で
知
ら

れ
た

ボ

ヘ
ミ

ア
国

の
太

子

フ

ロ
リ
ズ

ル

の
君
は

(嘗

て
)
英
京

倫
敦

に
家

居

せ
ら
れ

し

間
、
愛

嬌
あ
る

そ

の
挙
動

と
思
慮

あ
る
そ

の
慈
心
(
な
さ
け
)

と

に
依

つ
て
上
下
貴
賤

の
別
な
く
皆
人

の
欣
慕
す

る
所
と
な

つ

た
〉

(
ス
テ

ィ
ヴ

ン
ソ

ン

「
伏
魔

殿

(原

名
自
殺
倶
楽
部
)
」
)

ほ
か

に
、

ホ
ー

ソ

ン
の

「
玉
手

箱
」

所
収
。

【
明
治

43
年

】

続

一
幕

物
(
ぞ
く
い
ち
ま
く
も
の
)

森
鴎

外
訳

(
一
月
)
柬
京

西
本
波
太

(易

風
社
)
発
行

Ⅱ

続
・英
米
文
学
編

明
治
42
年
～
43
年

一
○
九



一

一
○

1
6
9

1
7
0

1
7
1

22

㎝
4
0
6+
出
典

1

+
奥

付

1
P

〈
大

尉

サ

ロ
メ
女

王

の
今
夜

美
し

く
見

え
る
事

は
ど
う

だ
。
/

舎
人

そ

れ
よ

り
あ

の
月
を

御
覧

な

さ

い
。

変

に
見
え

る
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

塚
穴
(
つ
か
あ
な
)

の
中

か
ら
出

て
来

た
女

子
(
を
な
ご
)

の
や
う

な
。
死

ん
だ
女

子

の
や
う

な
。
何

ん
だ

か
死
ん
だ
者

が
ゐ
は

せ
ぬ
か
と
見
廻

し

て
ゐ

る
や
う

で
は
あ

り
ま

せ
ん
か
。
〉

(
ワ
イ

ル
ド

「
サ

メ

ロ
」
)

ほ
か
に
、

メ
ー
テ

ル
リ

ン
ク

「
奇
蹟
」
、

ス
ト

リ

ン
ド

ベ
リ

「債
鬼

」
な

ど
六
編

収
録
。

英

文
小
品
鈔

熊
本

謙

二
郎

訳
注

(六
月
)
柬
京

三
浦

理

(有

朋
堂
書

店
)
発
行

19

㎝
(左

開
)

序

1

+
目
次

1

+
此
書
を

読

む
と
き

１
+
1
4
4P

〔
25
銭
〕

〈

『
お

の
れ

残
忍
酷
薄

、
頑
迷

不
霊
、
編
執

固
陋
、

沙
婆
塞

げ

の
生
蕃

め
。
』
之

れ
は
僕

が
或

日

の
午
後

、
大

伯
父

の
雪
痴

翁
を

心

の
中

で
罵

つ
た

言
葉

で
あ

る
。
僕

は
其
鼻

つ
先

へ
握

り
拳
を
突

き
付

け
、
突

き
付

け
、
之

れ

だ
け

罵

罵
し

て
遣

っ
た
、
尤
も
復

の
中

だ
け

で

の
事

で
あ

る
。
〉

(ボ

ー

「
正
月

が
三

つ
あ

つ
た
ら

」
)

ほ
か

に
、

ジ

ェ
ロ
ー

ム

「
北
條

の
叔

父
貴
」
、

ト

ウ

ェ
イ

ン

「
更

に
又
名
誉
を

得
た

り
」
な

ど

七
編
収

録
。

各
国

滑
稽

小
説

第

一
編

佐

々
木
邦

訳

(三
月
)
柬
京

山
縣
文
夫

(内
外

出
版
協

会
)
発

行

19

㎝

は
し

が
き

１

+
目
次

1
+
2
2
7+奥

広

37
P

ト
ウ

ェ
イ

ン
肖
像

1
葉

〔
50
銭

〕

〈

二
十

七

の
時

、
私

は
サ

ン
フ
ラ

ン
シ

ス

コ
の
或

る
鉱
業
仲

買
人

の
手
代

で
、
株

式

取
引

の

一
切

に
か
け

て
は

一

廉
(
か
ど
)

の
巧
者

で
あ

つ
た
。
私

は
真

正

の

一
人

ぽ

つ
ち
、

自
分

の
才
覚

と
信

用

の
外

に
は
何

一
つ
頼

に
す

る
も

の
も
な

か

つ
た
が
、
し
か
し
此
持

つ
て
生
ま
れ
た
資
本

の
有
難
さ
で
、
私

の
足
は
先
づ
く

成
功

の
要
路
に
向

い
て
ゐ
た

か
ら
、

私
は
前

途
を
楽

し

ん

で
満

足
し

て
ゐ

た
。
〉

(ト
ウ

ェ
イ

ン

「千

万
円
」
)

ほ
か

に
、

ス
テ
プ

ニ
ヤ
ク

「
銭
」
、

ア
ミ
チ

ス

「
変
物

」
な

ど

八
編
収

録
。

【
明
治

44
年

】

著
聞

五
十

譚

ボ
ー

ル
ド
ウ

ィ

ン
著

吉

田
潔

訳
注

(四
月
)
柬
京

金
棘

源
次

(芳
流

堂

)
発
行



1
7
2

1
7
3

1
7
4

19

㎝

序

2
+
几
例

2
+
目
次

4
+
2
2
4
+
奥
広

6

P

口
絵

1
葉

〔40
銭
〕

〈
今
よ
り
数
年
前

の
こ
と
英
吉
利

に
賢
く

て
良

い
王
様

が
あ

ッ
た
其
名
を

ア

ル
フ
レ

ッ
ド
と
云

ッ
た
。
此
王
様

ほ

ど
本

国

の
為

に
尽
力

し
た
人
は
他

に
な

い
の
で
、
世
界
中

の
人

ぴ
と

は
、
今

に
此
王
様
を
ば

ア

ル
フ
レ

ッ
ド
大
王

と
云
う

て
居

る
。
〉

漂
流
物
語

ロ
ビ

ン
ソ

ン

・
ク
ル
ー

ソ
ー

デ

フ
ォ
ー

著

高

橋
五
郎

・
加

藤
教

栄
訳

(五

月
、
再
版

九
月
)
柬
京

富

田
熊
次

(文
陽
堂
)
発
行

19

㎝

口
絵

1
葉

+
序

(横

井
時
敬
)
+
例
言

2
+

ロ
ビ

ン
ソ

ン

・
ク

ル
ソ
オ

(森
林
太
郎
)
16
+
目
次

9
+
4
6
8
+
奥

広

34
P

挿

図
5
葉

(
50
銭
)

〈
余
は
千
九
百

三
十
二
年
英
国

の

ヨ
ー

ク
町

に
生
れ

た
、
父

は
素

と
独
逸

の
者

で
、
始
め

ヒ

ユ
ル
に
移
民
し

て
来

た

の
で
あ

つ
た

が
、
商

売
を
や

つ
て
多
少

の
資
産
を
作

り
、
後
商
を
廃

め
て

ヨ
ー
ク

へ
移

り
其
処

で
余

の
母
と
結

婚

し
た

の
で
あ

つ
た
。
〉

の
ら
く
ら

三
人
男

ジ

ェ
ロ
ー

ム
著

浦
瀬
白
雨
訳

(五

月
、
再
版
九
月
)
柬
京

山
縣
操

(内
外
出
版
協
会
)
発

行19

㎝

序

言

2
+
原
著

者
に
就

い
て
2
+
4
4
1
+
奥
広

6
P

口
絵

1
葉

〈

同

勢

四

名
ー

ジ

ョ
ー

ジ

、

ウ

ィ

リ

ア

ム

・
サ

ミ

ュ
エ

ル

・
ハ
リ

ス
、

我

輩

、

及

び

モ

ン
ト

モ

レ

ン
シ
ー

。

僕

等

は
煙
草

を
吹

か
し
な

が
ら
、

近
頃
大
変
悪
く
な

つ
た
と
云

ふ
や
う
な
話
を
し

て
、
室
内

に
団
居
(
ま
ど
ゐ
)

し

て
居
た
。
〉

歴
史
物
語

ボ
ー

ル
ド

ウ

ィ
ン
著

菅
野
徳
助

・
奈
倉
次
郎
訳
注

(五
月
)
柬
京

亀
井
忠

一
(三
省
堂
書
店
)
発

行15

㎝
(左

開
)

口
絵

1
葉

+
叢
書
序

3
+
緒
言

2
+
目
次

1
+
枷
+
奥
広

19
P
〔
15
銭
〕
青
年
英
文
学
叢
書
⑳

〈
多
年

の
昔

し
、

英
克
蘭

に
ア

ル
フ
レ

ッ
ド
と
呼
ば
れ
た
賢

明
有
徳

の
王

が
有

つ
た
。

(し

て
)
此
王
程
其

の
国

の
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1
7
5

1
7
6

1
7
7

=

二

為
め

に
尽
し
た
人

は
外

に
無

か

つ
た
、

で
、

今
日

で
は
世

界
中

の
人

び
と
皆
彼
を

ア

ル
フ
レ

ッ
ド
大

王
と
称

へ
て

居
る
。
〉

森
林

生
活

ソ

ロ
ー
著

水
島
耕

一
郎
訳

(七
月
、

九
版
大
正

二
年
九
月
)
柬
京

河

野
源

(成

光
堂
書

店
)
発

行

19

㎝

序
文

(山
縣
五

十
雄
)
9

+
序

4
+
凡
例

1
+
目
録

2
+
5
5
6+奥

広

17

P

口
絵

欠

〔
1
円

20
銭
〕

〈
余

は
以

下

の
頁
、
或

は
寧

ろ
そ

の
大
体
を

書

い
た

こ
ろ
、

マ
サ
チ

ュ
ー

セ

ッ
ツ
州
、

コ
ン

コ
ー
ド

の
、

ワ
ル
デ

ン
池
畔

に
、
自

ら
家
を

造
り
、
た

ゞ
我
双
手

を
役
し

て
活
計
を
立

て

つ

ゝ
、

四
方

一
哩

の
問

に
は

一
軒

の
隣

家
も

な

い
森
林

中

に
、

孤
独

の
生
活
を

送

つ
て
ゐ
た
。
其

間

二
年
と

二

ヶ
月
。

而
し

て
今

や
余

は
文

明
社
会

の
寄
遇
者

で
あ

る
。
〉

選
訳

ス
ケ

ッ
チ
ブ

ッ
ク

ア
ー

ヴ

ィ
ン
グ
著

中
村
徳

助
訳

(十

一
月

)
柬
京

魚

住
嘉

三
郎

(魚

住
書

店
)
・
山
崎

暁

三
郎

(国

華
堂
書

店
)
発
行

19

㎝

は
し

が
き

１

+
1
9
7P

口
絵

1
葉

挿
画

3
葉

(35
銭

)

〈
晩
餮
(
ゆ
う
げ
)

と

ゝ
の

へ
待

つ
人

は
。
今
宵
(
こ
よ
い
)

ぞ
ま

た
く

冷
(
ひ
)

え
き

り

て
。
身

を
横

ふ
る
と
吾

は
知

る
。
昨

夜
(
よ
べ
)

は
吾

こ
そ
其

人
を
。

部
屋

に
伴

ひ
行

き

に
け

む
。
今
宵

は
グ

レ
ー

ス
テ

ィ
ー

ル
が
。
其

の
寝

所
(
ふ
し
ど
)

を

そ

し

つ
ら

ひ
き

。
〉

(幽

霊

聟

)

【
明
治

45
年

】

リ

ヤ

王

シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア
著

坪

内

逍

遥

訳

(四

月
、
再

版

五

月
)
柬

京

荒

川

信

賢

(早

稲

田

大

学

出

版

部

)
・
坂
本

嘉
治
馬

(冨

山
房
)
発

行

19

㎝

彩
色

口
絵

1
葉

+
緒

言

14
+
登
場
人

物

3

+
2
7
4P
〔
1
円

35
銭

、
再

版

1
円

50
銭
〕

く

ケ

ン
ト

王
は

コ
オ

ン
ヲ
ー

ル
ど

の
よ

り
も

ア

ル
バ

ニ
ー
公
爵

を

一
段

御

贔

屓
(
ご
ひ
い
き
)

か

と
存

じ

て
を

つ
た

に
。
/

グ

ロ
ー

始

終

そ

の
や
う

に
も

見
え

て
を

り
ま

し

た

が
、

王
国

御
分

配

の
今

日
と
な

つ
て
は
、
何
(
ど
ち
)

ら
を

最

も
御
尊

重



1
7
8

1
7
9

1
8
0

や
ら
分

か
り
ま

せ
ぬ
。
〉

売
文
集

堺
枯

川
編

(五
月

)柬
京

高
島
大

圓

(丙
午
出
版
社
)
発
行

19

㎝

口
絵

1
葉

+
売
文
社

の
位

置

1
葉

+
序

14
+
目
次

10
+
5
6
2
+
奥
広

14
P

(1
円
)

〈

一
八
八
○
年
代

の
八
月

の
晴

れ
た
る

日
の
午
後
、
独
逸
？
茵
河
(
ラ
イ
ン
ガ
)

の
辺
な

る
、

レ

マ
ー
ゲ

ン
の
或
旅
館
(
ホ
テ
ル
)

の
庭

に
於

け

る
戸
外

食

卓
(
ガ
ア
デ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
ト
)

。
〉

(シ

ョ
ウ

「喜

劇
/

谷
川

の
水
」
堺
枯

川
訳
)

ほ
か
に
、
翻
訳

は

「
ク

レ

ン
ク
ビ

ュ
」

(
フ
ラ

ン
ス
、
大
杉
栄

訳
)
、
「
告
白
」

(ゴ
ー
リ
キ

ー
、
荒

畑
寒
村
訳
)
収

録
。
獄
中

記

ワ
イ

ル
ド
著

本

間
久
雄
訳

(七
月
)
柬
京

佐

藤
義
亮

(新
潮
社
)
発
行

口
絵

1
葉

+
序

4

+
2
0
4
+
奥

広

2
P
〔
45
銭
〕

〈

こ
と

の
お
こ
り
は

一
昨
年

の
霜

月

の
初
め

で
あ

つ
た
。
人

生
と

い
ふ
大
き
な
流

れ
は
、
今

の
自
分
と
、
か
や
う

に
隔

つ
た
月

日
と

の
間

に
も
流
れ

て
居

る
。

…
…
苦
難

は

一
種

の
長

い
瞬

間
で
あ

る
。

そ
れ
は
四
季

に
依
て
分
ち

得

る
も

の
で
な
く
、
吾
等

は
た

ゞ
そ

の
さ
ま
ぐ

な
心
持
ち
を
筆

に
止

め
、

而
も

そ
れ
ら
も

ろ
く

の
心
持
ち

の

転
廻
を

記
録
し
得

る

の
み

で
あ

る
。
〉

恩

寵
溢

る

ゝ
の
記

バ

ニ
ヤ

ン
著

松
本

雲
舟
訳

(七
月
)
柬
京

福
永
文
之

助

(警
醒
社
書
店
)
発
行

22

㎝

肖
像

1
葉

+
口
絵

2
葉

+
緒

言

5
+
目
次

2
+
序

7
+
バ

ン
ヤ

ン
伝

40

+
2
7
3
+
奥
広

4

P
〔1
円
〕

〈
わ

が
霊
魂
(
た
ま
し
ひ
)

に
な

し
た
ま

へ
る
神

の
仁
恵
(
め
ぐ
み
)

の
働

き
を
?

に
語
ら
ん
と
す

る
に
当

り

て
、
先

づ
第

一
、
私

の
家
柄

に

つ
い
て

一
言
申
述

べ
て
、

そ
れ
か
ら
私

の
育

て
ら

れ
た
方

法

に
及

ぶ
も
悪
く

は
あ
る
ま

い
。
〉
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原著者及び原著索引

英米文学編

アー ヴ ィ ングWashingtonIrving(1783-1859)

Sketchi/1'英 国 に於 け る田 舎 の生 活 ⑱/古 城 の薔 薇 花 ⑲/断

腸 記 ⑲/選 訳 ス ケ ッチ ブ ック ●/WestminsterAbbey⑮

RipVanWinkle新 世 界 浦 島物 語 ●

バ ッサ イ ッ クの 瀧 ⑩

ア デ ィソ ンJosephAddison(1672-1719)

ミル ザ ー ノ 夢 想/誇 識/ヒ ル パ ー ノ恋 愛/霊 魂 不 滅 問答 二 向 ヘ ル ケ ー

トヲ ⑧

DissectionofaBean'sHead伊 達 男 の頭 脳 の 解 剖 ⑫ ⑳

DissectionofaCoquette'sHeart媚 婦 がL'臓 の 解 剖 ⑫ ⑳

ExerciseoftheFan扇 子 の 使 用 法 ⑫ ⑳

Education18

人 の 世 の わづ らひ/マ ア ザ の 幻/妖 精 ●

SirRogerdeCoverley(Spectator)50

一 円 紙 幣 の 履 歴 ぱ な し ⑳

ア ー ノル ドSirEdwinArnold(1832-1904)

ADiscourseofBuddha仏 陀 の教 講 ⑳

TheShadowoftheCross十 字 架 の 影 ⑳

ウ ェル ズHerbertGeorgeWells(1866-1946)

TheWaroftheWorlds●o

第二 十 世 紀 予 想 論 ●

エ ッジ ワー スMariaEdgeworth(1767-1849)

名 曲 「愛 禽 」 ⑲

TheLotteryin"PopularTales"千 人 会 ●

エ ドワ ー ズAmeliaB.Edwards

TheFour-FifteenExpress奇 々怪 々 ⑫

エ マ ソ ンRalphWaldoEmerson(1803-82)

Compensation,1942.報 償 論 ⑫ ●/因 果 応 報 論 ⑮

1

　



原
著
者
及
び
原
著
索
引

2

　

Self-Reliance,1941.独 立 独 行 論 ⑬

Apology弁 解 ⑪/解 嘲 ●

MountainandSquirrel山 と栗 鼠 との 争 論 ●

TheProblem

エ リオ ッ トGeorgeEliot(1819-80)

BattleSong戦 闘 の 歌 ●

Romola,1863.

オ シ ア ン

セ ル マ の歌/カ リッ ク ス ウ ラ の 詩 ●

オ ー ピーAmeliaOpie(1769-1853)

TheOrphanBoyみ な し子 ●

カ ー ペ ン ターEdwardCarpenter(1844-1929)

Civilisation:ltsCauseandCure文 明 の 弊 及 其 救 治 ⑰

カ ー ペ ン ターChapinHowardCarpenter(1835-87)

日本 と朝 鮮 ⑰

カ モ エ ンズLuisdeCamoens(ポ ル トガ ル 、1524-80)

TheLusiadル シア ッ トの 一 段 ⑬/喜 望 峯 の 神 霊 ⑬

Adamaster,theSpiritoftheCape岬 の 神 霊 ⑰

カ ー ラ イ ルThomasCarlyle(1795-1881)

OnHeroes,Heyo-WorshipandtheHeroicinHistory英 雄 崇 拝

⑫/改 訂 英 雄 論 ●

SartorResaytus衣 裳 哲 学 ●

To-day今 日 ⑳

ThreeLuridPictures(inFrenchRevolution,1837.)三 大 怪 人 物 ●

/凄 愴 タル 画 幅 ⑮

Pastand」Present,1943.社 会 観 ●

キ ー ツJohnKeats(1795-1821)

キ イ ツ の詩 〔「野 菊 の 歌 へ る」 ほ か23編 の 訳 詩 〕 ●

OntheGrasshopperandCricket促 織 と蜷 蝉 の歌 ⑯

AChillEvening寒 き夕暮 ●

TheEveofSt.Agnesア グ ネ ス 菩 薩 の 逮 夜 ●

キ ップ リ ングRudyardKipling(1865-1936)

Lispethリ ス ペ ス ●

The/angleBooks狼 太 郎 ⑪

キ ャ ンベ ルThomasCampbell(1777-1844)



YeMarinersofEngland⑳ ⑳/英 国 海 軍 の 詩 ② ④ ⑤/汝 英 国 ノ

水 兵 ⑧/爾 等 英 国 の 水 兵 ●

Hohenlindenホ ーヘ ン リンデ ン ⑧ ⑳ ● ● ●/ホ ーヘ ン リ ンデ ンの

戦 ⑳/ホ ー ヘ ン リンデ ン戦 争 の 詩 ⑤ ⑥⑩ ⑪

ThePleasuresofHope盤 惑 ヲ供 スル モ ノハ 距 離 ナ リ、 衰 ヘ ザ ル 希

望 ⑧/与 盤 惑者 是 距 離 ⑪

TheSoldier'sDream兵 士 の夢 ⑧ ⑩ ⑰ ●

TotheRainbow虹 に与 ふ ⑬ ⑰ ⑳ ⑯

LordUllin'sDaughter羽 林 姫 ⑩/ア ル リ ン公 の 娘 ⑳/ア ル リ ン

公 の 嬢 ●/ユ ー リン公 の 姫 ●

TotheEveningStar夕 星 に寄 す る歌 ⑯

AThoughtSuggestedbytheNewYear新 年 の 感1裏 ●

キ ング ス レ一CharlesKingsley(1819-75)

ThreeFishers悲 歌 ② ④ ⑤/三 人 の漁 夫 ⑩ ⑳ ● ●

デ ィー の 砂 道 ⑩

清 や か に冷 や か に ⑩

TheHeroesorGreekFairyTales/oymyChildren希 臓 勇 士 譚 ●

ク ーパ 一WilliamCowper(173H800)

,JohnGilpinヰ リア ム 、 ク ウパ ル の戯 作 歌 ⑫ ⑳

OntheReceiptofmyMotherPictureoutofNorfolk母 の 肖像 を

贈 られ し時 ⑩/亡 き母 の 画 像 を得 て ⑫ ⑮

冬朝 の散 歩 ⑩

ク レアJohnClare(1793-1864)

MyEarlyHome幼 児 の 住 家 ●

グ レイThomasGray(1716-71)

ElegyWrittenZnaCountryChurchyard,1750墳 上 感 懐 の詩 ② ④

⑤ ⑲/埜 上 感 懐 ③/野 寺 の 庭 ⑩/田 舎 の 墓 地 に て 詠 め る悲 歌

⑫ ⑮

OdeontheSpring1310

TheProgressofPoesy(inOdes,1757.)

コ リンズWilkieCollins(1824-89)

TheWomananWhite白 衣 婦 人 ⑰

ク ロー リーGeorgeCroly(1780-1860)

Leonidas30

ゴ ー ル ドス ミスOliverGoldsmith(1728-74)

3

§



原
著
者
及
び
原
著
索
引
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.一.

五

TheDeseYtedVillage ,1770.荒 村 ⑩/荒 村 行 ⑳ ⑮

TheVicarofWakefield,1766.ヴ ィ カ ー 、 オ ヴ 、 ウ ェ ー ク フ ィー ル

ド ⑱ ●/質 素 倹 約 の 話 ⑬

Whang,theMiller大 欲 は 無 欲 に似 た り ●

CitizenoftheWorld,LettersfromaChinesePhilosopher支 那 哲 学

者 欧 州 巡 遊 通 信 ⑮

コ ウ ル リッ ジSamuelTaylorColeridge(1772-1834)

家 を離 れ て/敗 蘭 ⑩

Love恋 ⑩ ⑯ ㊥

歌 ⑩

EpitaphonanInfant児 の 碑 名 二 編 ●

TheRose花 薔 薇 ●

KublaKhanク ブ ラ 汗 ⑪

MorningHymntoMontBlancモ ンブ ラ ンの 暁 の 讃 歌 ⑯ ⑮

TheAncientMariner老 水 夫 ⑯

PassagefromChristabel50

サ ウ ジ ーRobertSouthey(1774-1843)

帰 家/宿 屋 の 下 女/蜂 ⑩

TheLifeof・Nelsonネ ル ソ ン伝 ⑬/激 浪 濯 血 金 鉄 腸 ⑰/英 国 水

師 提 督 ネ ル ソ ン将 軍 ⑱

IntheLibrary書 斎 の 主 ●

正 月元 日 ⑫

サ ッカ レーWilliamMakepeaceThackeray(1811-63)

和 音 洞 裡 ノ大 佐 ニ ュ ー カ ム/仁 ト滑 稽/善 ノ外 何 物 モ 語 ラ ル ヘ カ ラ ス

⑧

RebeccaIsinPresenceoftheEnemyレ ベ ッカ敵 の 面 前 に立 つ ●

DeFinibus(inRoundaboutPapers,1863)

シ ェ イ ク ス ピアWilliamShakespeare(1564-1616)

HenryIVヘ ン リー 四 世 ① ② ④ ⑤

VenusandAdonis夏 草 ●

ComedyOfErrors行 違 ひ 物 語 ⑫

TheRの60fLucrece籠 の 俘 囚 ●

Romeoand/ulietロ メ オ 、 エ ン ド、 ジ ュ リエ ッ ト ⑰

MerchantofVenice担 保 の 肉 ●/法 庭 審 問 の 場 ⑮/ヴ ェ ニ ス

の 商 人 ●



MuchAdoaboutNothingか ら騒 ぎ ⑳

JuliusCaesarジ ュ リヤ ス ・シー ザ ー の 埋 葬 ⑮/ジ ュ リヤ ス ・シー

ザ ー ●

AsYou・LikeIt御 意 の ま ・⑲

TwelfthNight十 二 夜 ●

Hamletハ ム レ ッ ト ① ② ④ ⑤ ⑳ ●/丁 抹 ノ 王 子 ハ ム レ ッ ト ⑧

⑭/幽 霊 ⑪

Othello痘 痕 伝 七 郎 ⑭/オ セ ロ ⑭

KingLear当 世 二 人 女 婿 ●/リ ヤ王 ● ●

Macbethマ クベ ス ●

Henry〃 ウル ゼ ー ① ④ ⑤

婚 姻 奇 談(ラ ム)⑳

人 生 七 期 ⑩

Winter

UndertheGreenwoodTreeア ーデ ンの 歌 ●

ジ ェ イ ム ズ 宜enryJames(1843-1916)

DaisyMiller三 浦花 子 ●

シ ェ リーPercyByssheShelly(1792-1822)

ToaSkylark,1820.告 天 子 ⑩/雲 雀 に与 ふ ⑳/雲 雀 に呈 す る辞

⑳ ●/雲 雀 の 歌 ⑯/雲 雀 の詩 ㊥

TheCloud,1820.⑩/雲 を詠 ず ⑳

魑 魅 之歌 ●

TheDawnし のaめ ⑳

Autumn-ADirge秋 ●

DirgefortheYear年 に ●

ASong冬 の 眺 め ●

Threnos哀qpの 歌 ⑭

AnArietteforMusic六 絃 琴 に合 して歌 ふ 手 弱 女 に 寄 す ●

Mutability無 常 ●

OdetotheWestWind,1819.西 風 の碩 ⑯

ALament悲 しみ ⑯

ToNight夜 の神 に寄 す ⑯

DefenceofPoetry,1840.

ジ ェ ロー ムJeromeKlapkaJerome(1859-1927)

OnVanityandVanities虚 栄 心 ●

5
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原
著者

及
び
原
著
索
引
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.一.

さ

OntheArtofMakingupOne'sMind目 移 り ⑭

IdleThoughtsofanldleFellow人 生 の 真 相 ⑰

UncleRodger北 条 の 叔 父 貴 ●

ThreeMeninai//の ら くら三 人 男 ●

シ ム ズWilliamGilmoreSimms(1806-70)

HeartEssentialtoGenius誠 衷 は 才 智 の 要 素 ⑱

シ ュ ウ ェルAnnaSewell(1820-78)

BlackBeauty黒 馬 物 語 ⑳

シ ョーGeorgeBernardShaw(1856-1950)

Widowers'Houses喜 劇 谷 川 の 水 ●

ジ ョ ン ソ ンSamuelJohnson(1709-84)

TheHistoryofRasselas,PrinceofAbyssinia,1759.王 子 羅 西 拉 斯 伝

記 ●

CowleyandHisContemporaries(inLivesoftheEnglishPoets,

1779-81)

TheVanityofHumanWishes,1749.軍 人 的 野 心 ノ 虚 栄 ⑮

ス ウ ィ フ トJonathanSwift(1667-1745)

TravelsintoSeveralRemoteNationsoftheWorldbyLemuel

Gulliver,1726.飛 ぶ 島(VoyagetoLaputa)⑮/大 人 国 ⑱

ス コ ッ トSirWalterScott(1771-1832)

TheLadyoftheLake湖 辺 の 淑 女 ⑧/湖 上 美 人 ⑩/湖 上 之佳 人

31

Lochinvar若 き ロ キ ンヴ ァ ⑧/ロ ヒ ンバ ー ル ⑳

ヘ プ リュ ー 娘 の歌 ⑧

リチ ャ ー ド王 、 ニ ュ ー ビヤ 人 、 及 び 刺 客 ⑧

眠 れ る兵 士 ⑩

TheLayoftheLastMinstrelミ ンス トレル の 残 光 ⑬

手 弱 女 の ほ こ り ●

TheLoveofCountry愛 国 の 情 ●/愛 国 人 ●

TheChristianKnightandtheSaracenCavalier(inTalisman.

1825)

TheBrideofLammermoor春 風 情 話 ●

ス テ ィ ヴ ン ソ ンRobertLouisStevenson(1850一94)

舟 の ゆ くへ ⑩

風 ⑩



縁 外 縁 ●

HowTheyStoppedthe"Run"●

ALittleJoke⑰

百 難 旅 行Kidnapped⑭

伏 魔 殿SuicideClub●

ス トーHarrietElizabethBeecherStowe(1811-96)

乙TncleTom'sCabin,1852.●

ス トレ ッ トンHesbaStretton(1832-1911)

N∂PlacelikeHomeは ・心 ●

ソ ローHenryDavidThoreau(1817-1862)

Walden,OYLifeintheWoods,1854.森 林 生 活 ●

ダ ー ウ ィ ンErasmusDarwin(1731-1802)

ThePowerofSteam機 器 を詠 ず ⑬ ⑰

ター ナ ーCharlesTennysonTurner(1808-79)

Letty'sGlobeれ て い一 の地 球 儀 ●

デ ィケ ンズCharlesDickens(1812-70)

青 蔦10

、4Child'sHistoryofEngland,1854.少 年英 国 史 ⑱ ⑫

AChristmasCarol,1843.ク リス マ ス ・カ ロ ル ● ⑮ ⑭/影 法 師

OO

1:)avidCopperfield,1849-50.霧 佳嫁 ●

ThePickwickPapers,1836-7.

TheBlackVeil黒 頭 巾 ●

TheDrunkard'sDeath酔 漢 の 最 期 ●

ThePawnbroker'sShop倫 敦 の 質 屋 ⑪

デ ィズ レイ リーBenjaminDisraeli(Beaconsfield)(1804-81)

ContariniFleming,1832.昆 太 利 物 語 ⑫

チ ェス タ ー フ ィー ル ドPhilipDormerStanhopeChesterfield(1694一

1773)

Letters智 氏 家 訓 ●

テ ニ ソ ンAlfredTennyson(1809-92)

ChargeoftheLightBrigade,1854.軽 騎 隊 進 撃 の詩 ② ④ ⑤ ⑳ ● ⑫

TheRevenge,1880.船 将 の詩 ② ⑳

EnochAydenイ ノ ッ ク、 ア ー デ ン ⑧ ⑳ ●

子 供 と子 鳥 ⑩

7
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毒

勇 士 の 妻 ⑩

TheLadyofShalott,1832 .シ ャ ロ ッ トの 妖 姫 ⑫ ●

TheVoyage船 た び ⑫ ⑳

Dora,1842.ド ラ女 物 語 ⑫ ● ⑳

TheComingofArthurア ー サ ー 王 来 れ り

ThePassingofArthurア ー サ ル 王 去 れ り

TheBrook小 河 ⑳/小 川 ●

無 辺 ●

TheEagle鷲 ● ●

戦 の 場 ゆ ⑩

チ ソ ー ナ ス ⑩

TheMinnieandWinnie二 人 の姫 御 子 ●

WestWind西 風 ⑯

TheLordofBurleigh,1842° ⑲

TheLastNightoftheYear除 夜 ●

⑬⑮

OO

OdeintheDeathoftheDukeofWellington,1852.ウ ェ リ ン ト公 を

朝 す ●

Ulysses,1842.

LocksleyHall,1842.

デ フ ォ・-DanielDefoe(?1660-1731)

TheLifeandStrangeSurprisingAdventuresofRobinsonCrusoe ,

1719.絶 世 奇 談 魯 敏 孫 漂 流 記 ●/ロ ビ ン ソ ン ク ル ー ソ ー 絶 島 漂

流 記 ●/無 人 島 大 王 ロ ビ ン ソ ン漂 流 記 ⑯/ロ ビ ン ソ ン ・ク ル ー

ソ ー ●/漂 流 物 語 ロ ビ ン ソ ン ク ル ー ソー ⑫

ドイ ルSirArthurConanDoyle(1859-1930)

TheAdventuresofSherlockHolmes,1892.不 思 議 の あ ば らや ⑭

⑩/探 偵 奇 談 ●/ド イ ル 探 偵 譚 ●/緑 玉 冠 ●

荒 磯 ●

TheThirdGeneration(inRoundtheRedLamp)i●

無 政 府 党 と一 夜/稀 有 の 裁 判/無 音 の1暴 ⑲

7'heExploitsofBrigadierGerald老 将 物 語 ●

銀 行 盗 賊 ●

HowtheBrigadierWonhisMedal叙 勲 顛 末 ●

AForeignOfficeRomace折 衝 秘 聞 ●

ド ・ク イ ン シ ーThomasDeQuincey(1785一1859)



OntheKnockingattheGateinMacbeth

ADreamFugue

ThePalimpsestoftheHumanBrain

トム ソ ンJamesThomson(1700-48)

HymnontheSeason四 季 に与 ふ る碩 ⑬ ⑰ ⑳

TheTravellerLostintheSnow雪 路 に迷 へ る旅 人 ⑳

RuleBritannia30

ドラ イ デ ンJohnDryden(1631-1700)

Alexander's・Feast,1697.ア レクサ ン ドル の盛 宴 ⑫ ⑳ ⑮

ドラ イ トンMichaelDrayton(1563-1631)

TheBattleofAgincourt30

ドラ マ ン ドWilliamDrummond(1585-1649)

TotheNightingale鶯 に与 ふ ⑳

ドレア ンCharlesd'Orleans

SurlePrintemps春 の詩 ② ④ ⑤

トレ ンチFredericHerbertTrench(1865-1923)

AHolyThing聖 き もの ●

トロ ロブAnthonyTrollope(1815-82)

ChristmasatThompsonHallク リスマ ス奇 談 旅 の 恥 ●

バ イ ロ ンGeorgeGordonByron,6thBaron(1788-1824)

独/羅 馬 の 夜/希 腫/ア ル プ スの 嵐 ⑩

ChildeHarold,1812チ ャ イル ド ・ハ ロル ド江 湖 漂1乏 録 ⑬ ⑯/チ

ャ イル ドハ ロル ド巡 遊 記 ⑬

TheEveofBattle戦 争 の 前 夜 ⑳

TheOcean大 洋 ⑳/大 洋 に 寄 す ●

TheEveofWaterloo30

コ リンス の 園 ●

物 言 はず ●

ISawTheeWeepい ま しが泣 くを ⑪

ThePrisonerofChillon,1916.シ ヨ ンの 囚 人 ● ⑮

MySoulIsDarkわ が魂 暗 し ⑯

Remembrance紀 念 ●

ハ ツガ ー ドSirHenryRiderHaggard(1856-1925)

大探 検 ⑳

バ トモ アCoventryKerseyDightonPatmore(1823-96)

9
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二

...

AnEveningScene夕 べ の 景 色 ●

バ ー デ ィThomasHardy(1840-1928)

IncidentintheLifeofMr.GeorgeCrookhill(inLife'sLittle

Ironies,1894)⑰

バ ニ ヤ ンJohnBunyan(1628-88)

森 の 鳥 ⑩

.Pilgrim'sProgress,1687.意 訳 天 路 歴 程 ●/天 路 歴 程 ⑮ ● ⑬ ⑭ ⑭

GraceAboundingtotheChiefofSinners,1666.恩 寵 溢 る ・の 記

80

ハ マ ー トンPhilipGilbertHamerton .

HumanIntercourse人 間 社 会 ●

ハ リソ ンFredericHarrison(1831-1923)

ChoiceofBooks9●

バ 一 ン ズRobertBurns(1759-96)

TheMother'sDream母 の 夢 ⑩ ●

夢 ⑩

Fora'That,Anda'That⑫ ⑮/と に か くに ●

JohnAnderson,myJoい と し き人 よ我 夫 よ ⑫

Bannockburnバ ノ ッ クバ ー ン ⑳ ●

ToMaryinHeaven天 な るメ リー に寄 す ●

Chlorisク ロ リス ●

ARed,RedRose君 は そ れ ●/紅 き紅 薔 薇 ⑯

Farewellさ らば よ ⑪

TheCotter'sSaturdayNight田 舎 家 の 土 曜 の 夜 ⑯ ⑮

Pleasure快 楽 ⑯

HonestPoverty正 貧 ●

ToaMountainDaisy

ビカ ー ス タ ッ フIssacBickerstaffe(c.1736-c.1812)

鳴 呼 希 望Hope⑳

ヒー マ ンズFeliciaDorotheaHemans(1793-1835)

Casabiancaカ サ ビ ア ンカ ⑩/少 年 カ サ ビ ア ン カ ⑳ ● ⑳ ●

海 の 宝 ⑩

TheGravesofaHousehold-一 家 の 墓 ⑳

貴 女 と小 児 ●

童 の 歎 ●/知 りそ め し嘆 ⑩



TheSunbeam日 光 ●

ヒュー ズThomasHughes(1822-96)

TomByown'sSchoolDays,1857.英 国 学校 生 活 ●

フー ドThomasHood(1799-1845)

今 はの 床/思 ひ そ 出つ る ⑩

Ruth路 得 ●

DomesticAsides;orTruthinParenthesis交 際 上 の蔭 言 ⑫

ブ ッシ ュネ ルHoraveBushnelH1802-76)

TheTrueHero真 正 の英 傑 ⑱

ブ ラ イ ア ン トWilliamCullenBryant(1794-1878)

彌 生/黄 董 花 ⑩

ToaWaterfow1,1815.水 鳥 ⑩/水 鳥 に寄 す ⑫ ⑳ ● ●

Thanatopsis,1811.死 観 ⑳ ●

ThePlantingoftheAppletree⑮

ブ ラ ウ ニ ン グRobertBrowning(1812-89)

Mesmerism以 心 伝 心 ⑬/催 眠 術 ⑬

郷 を懐 ふ ⑳

IncidentoftheFrenchCamp⑳ ⑳/仏 軍 営 の 一 椿 事 ⑳/仏 陣 中

の 奇 事 ⑳/仏 軍 陣営 中 の佳 話 ●

秋 の 教 ●

ブ ラ ウ ニ ング夫 人ElizabethBarrettBrowning(1806-61)

死 美 人/白 鳥 の 巣 ⑩

あ り し 日 ●

ChangeuponChange転 又 変 ⑪

ToMaryRussellMitfordメ リー 、 ラ ツセ ル 、 ミッ トフ ォー ド女 史

に呈 す ㊥

TheCryoftheChildren児 等 の 叫 び ⑪

フ ラ ン ク リ ンBenjaminFranklin(1706-1790)

Autobiography,1818フ ラ ン ク リン伝 ⑬ ⑱ ⑮/勤 勉 立 志 富 蘭 克 林

自叙 伝 ● ⑯/ふ らん く りん 自叙 伝 直 訳 注 解 ⑮/フ ラ ン ク リン 自

叙 伝 講 義 ●

PoorRichard'sAlmanac出 世 暦 ⑫

ブ ル ー スMichaelBruce(1746-67)

杜 鵤 に寄 すOdetotheCuckoo⑳

フル ー ドJamesAnthonyFroude(1818～94)

11
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二

ご

浮 世 之 旅ASidingataRailwayStation⑯

猫 の 哲 学TheCat'sPilgrimage⑱

ブ ル ー ム フ ィー ル ドRobertBloomfield

兵 士 帰 郷 の 詩Soldier'sHome② ⑤

ブ レイ クWilliamBlake(1757-1827)

反 響 の 野 ⑩

TotheEveningStar夕 づ ・に ●

ReedsofInnocence無 心 の 藍 ⑪

蝿 ●

TheTiger虎 ●

プ ロク ターAdelaidAnnProcter(1825-64)

疑 心 ⑨

死 の 王 ●

ADoubtingHeartOI

プ ロク タ ーBryanWallerProcter(1787-1874)

APetitiontoTime時 に訴 ふ ●

ベ ー コ ンFrancisBacon(1561-1626)

OfStudies学 問 に つ きて ⑫ ●/学 問 の 解 ㊥

べ 一 コ ン論 説 集 ●

OfFriendship友 誼 論 ⑮

ベ ザ ン トSirWalterBesant(1836-1901)

NoOtherWay-一 筋 道 ●

ベ ラ ミーEdwardBellamy(1850-98)

LookingBackward.1888百 年 後 の 社 会 ●

へ り ックRobertHerrick(1591-1674)

失 た る乳 児 ⑩

ToBlossoms惜 花 ⑳

ToDaffodilsだ っ ふ おで い る ⑳/水 仙 花 に 与 ふ ●

朝 露 滋 き桜 草 に与 ふ ●

ヘ ル プ スSirArthurHelps(1813-75)

EssaysWrittenintheIntervalsofBusiness処 世 要 訓 ⑪

ボ ーEdgarAllanPoe(1809-49)

TheBells,1849.鈴 声 ⑳ ⑳

エ レオ ノ ラ ●

TheRaven,1845.大 鴉 ●



目 鏡 ⑲

ThreeSundaysinaWeek●/正 月 が 三 つ 有 つ た ら

TheBlackCat,1845.1●

ThePitandthePendulum,1843.間 一 髪 ●

ホ ー ソ ンNathanielHawthorne(1804-64)

DavidSwan(inTwice-ToldTales,1837)

昼 寝 ⑳

ScarletLetter,1850.

TheIntelligenceOffice用 達 会 社 ● ⑭

●

●/過 ぎゆく禍福 ⑬/

TheGoldenTouch(inAWonder-Book,1852)金 色 王 ●

BiographicalStogies,1842.伝 記 物 語 ●

TheHollowoftheThreeHills神 お ろ し ●

ParadiseofChildren玉 手箱 ●

ホ イ ツテ ィアJohnGreenleafWhittier(1807-92)

TheBarefootBoy(inPanorama,1856)徒 歩 せ る子 ⑯/跣 足 の 童

児 ●

ホ ツグJamesHo99(1770-1835)

TheSkylark雲 雀 ●

ポ ー プAlexanderPope(1688-1744)

隠遁 の歌 ⑨

わ が望 ⑩

TheEssの ノonCriticism,1711.詩 文 批 評 論 ⑬ ⑰

Essayon/flan,1733・4.㊥

ボ 一 ル ドウ インJamesBaldwin

LabyrinthofCreteク リー トの 迷 宮 ●

TheStoryofAtalantaア タ ラ ンタ姫 物 語 ●

FiftyFamousStogies新 訳 フ ェマ ス物 語/著 聞 五 十 譚 ●/歴 史 物

語 ●

マ一 ク ・ トウ ェイ ンMarkTwain(1835-1910)

・4GhostStory怪 談 ●

TheKillingo}'JuliusCaesar該 撒 惨 殺 事 件 ⑲

紳 士/助 言 ⑲

Rev.HenryWardBeecher'sFarmビ イチ ャ ー和 尚 の耕 地 ⑭

ADeceptionく わ せ もの ⑭

AnswertotheDiscardedLover失 恋 者 に答 ふ ●

13
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む

AmongtheSpirits口 寄 せ ●

MoreDistinction更 に又 名 誉 を得 た り ⑲

千 万 円 ●

マ コ ー レイThomasBabingtonMacaulay,1stBaronMacaulay

(1800-59)

WarrenHastings.1841.ワ ー レ ン、 ヘ ス チ ング ス ノ弾 劾 ⑧ ⑪/直

訳 わ 一 れ ん 、 へ す ち ん ぐす 伝 ●

第 十 七 世 紀 田 舎神 士/ホ ラ シー ア ス/雅 典 ノ勢 力 ⑧ ⑪

Puritans(inMilton;anEssay,1825)

経 国 亀 鑑 、 一 名 チ ャ タム 伯 ウヰ リヤ ム ピ ッ ト伝 ●

LordClive.1840.注 釈 克 来 貌 公 小 伝 直 訳 ⑬/具 来 侮 伝 講 義 ⑭

マ ッケ イCharlesMackay(1814-89)

君 と我 と ⑨

夏 の 雨 ⑩

ミル トンJohnMilton(1608-74)

呪 咀 の焔 、翫 η跳 θLos'.1667.⑳

L'Allegro快 活 の 人 ⑮

LePenseroso沈 鬱 の 人 ●

Ayeopagitica,1644.検 閲 を経 ざ る図 書 出版 の 自 由 に対 す る演 説 ⑮

メ レデ ィスGeorgeMeredith(1828-1909)

TheThreeSingerstoYoungBlood三 人 の 歌 女 ⑭

モ アSirThomasMore(1478-1535)

Utopia良 政 府 談 ●/理 想 的 国 家 ⑳

我 花 園/静 け き夜 半/夏 の 残 花/晩 鐘 ⑳

モ リスSirLewisMorris(1833-1907)

TheOdeofPerfectYears19

モ リスWilliamMorris(1834-96)

Woodman,SpareThatTree!樵 夫 よ彼 の 古 木 を残 し置 け!●

NewsfromNowhere,1891.理 想 郷 ● ●

ヤ ン グEdwardYoung(1683-1765)

夜 の 想NightThoughts⑰

ラ イ ンハ ー トMaryRobertsRinehart(1876-1958)

我 欺 他 欺HisOtherSelf●

ラ ス キ ンJohnRuskin(1819-1900)

王 の 宝 庫OfKing'sTreasuries●



女 王 の 園OfQueen'sGarden⑤ ・

ラボ ックSirJohnLubbock(1834-1913)

人生 之快 楽PleasureofLife,1887-9.⑪

ラ ムCharlesLamb(1775-1834)

楽 し き心 ⑩

TheOldFamiliarFaces(inBlankVerse,1798)昔 馴 染 ●

DissertationonRoastPig(inEssaysofElia)

リッ トンEdwardGeorgeEarleLyttonBulwer↓ytton(1803-73)

NightandMorning,1841.夜 と朝 ⑱

EugeneAram,1832.聖 人 か盗 賊 か ⑮

ロジ ヤー ズRogers

TotheButterfly蝶 に与 ふ ⑬ ⑰ ⑳

AWish望 み ⑳

ロセ ッテ ィDanteGabrie1Rossetti(1828-82)

TheWhiteShip19

海 の きわ み ●

妹 が 眠 ⑫

TheSummerlsEndedゆ く夏 ●

ロセ ッチ の 詩 ⑳(秋 と嚢TheStaffandScrip/父 の御 園My

Father'sClose/木 の 葉TheLeaf/い まわ の 別離ADeath-

Parting/三 つ の か げThreeShadows/さ らば よAdieu/美 人

Beauty/続 随 子TheWoodspurge/ち ぎ りPlightedProm-

ise/閃 光SuddenLight)

SisterHelen⑲/姉 上 ヘ レ ン ⑯

真 昼/聖 燈 ⑩

TheHoneysuckle金 銀 花 ⑯/忍 冬 ●

ロ ング フ ェ ローHenryWadsworthLongfellow(1807-82)

APsalmofLife(inVoiceoftheNight.1839)玉 の 緒 の歌 ② ④

⑤/人 生 の 詩 ② ④ ⑤ ⑳/人 生 の 讃 歌 ●/人 生 の 詩 ●

Children児 童 の詩 ② ④ ⑤

TheSongofHiawatha,1855.ヒ ヤ ワサ の 山 猟 ⑨

た そ が れ ⑩

TheVillageBlacksmith(inBalladsandOtherPoems,1842)村 の

鍛 治 ⑩ ⑳ ●

TheBridge橋 ⑩ ●
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さ

わ が よむ歌/明 け す て し窓 ⑩

エ ンデ ィ ミオ ン ⑭

TheShipofState国 の 船 ⑱

TheMoonlight月 光 ⑩

征 矢 と歌/二 月 の 夕 ⑩

TheWreckoftheHesperusヘ ス ペ ラ ス 号 の 難 波 ●

TheLightofStars星 の 光 ⑮

Excelsiorエ キセ ル シ ョー ル ●

Daybreakあ けぼ の ⑯

SongoftheBell鐘 の歌 ●

TheOldClockontheStairs階 段 の上 な る古 時 計 ●

CourtshipofMilesStandish.1858.将 軍 の 恋 ⑭

Keramos陶 器 ⑮

TheNotaryofPerigueux

ワ イ ル ドOscarWilde(1854-1900)

Salome.1893.サ ロメ ●

1)eProfundis.1905.獄 中 記 ●

ワー ズ ワ 一 スWilliamWordsworth(1770-1850)

TotheCuckoo郭 公 ⑩/蜀 魂 に 与 ふ る 詩 ⑬ ⑰ ⑳/杜 鴫 に 寄 す

⑳/郭 公 に 与 ふ ●/ほ と と ぎす ●/郭 公 に与 ふ る歌 ●

ToaButterfly蝶 に ⑩/瑚 蝶 に与 ふ ⑳

母 待 つ 子/貧 女 の嘆 き/子 羊 ⑩

ToaSkylark雲 雀 に 与 ふ ⑳ ⑩ ●/雲 雀 に 寄 す ●

LinesWritteninEarlySpring早 春 歌 ⑳ ⑳

ThePrimroseoftheRock岩 間 に咲 け る蓮 馨 草 ⑳

ToSleep睡 眠 に 与 ふ ⑳ ⑩

WeareSeven(inLyricalBallads)我 等 七 人 ⑳ ⑳ ●/我 達 は 七

人 で す ●/兄 弟 七 人 ●

呼 子 鳥 に ⑳

Ode.IntimationsofImmortalityfromRecollectionsofEarlyChild-

hood● ㊥/霊 魂 の 不 滅 を示 す 幼 児 の 追憶 ●

MyHeartLeaps⑳/紅 ●/紅 に寄 す ●

TomySister妹 に寄 す ⑳ ⑯

LucyGrayル ー シ ー ・グ レ イ ⑳ ● ⑯

Lines



Michael

泉/写 真 帖 に題 す/鳩 の泉/四 月 の二 朝/あ わ れ鶯/奇 しきは 恋 の/

緑 の紅 雀 ●

TheSolitaryReaper麦 苅 る少女 ⑯/麦 苅 処女 ⑯

あ はれ の少 女 ⑩

三 月 兄 弟 川 の川 裾 な る橋 に尭 りて ⑩

カ レー の 海 の ほ と りに立 ちて ●

「熟 睡 」 は わ が魂 ⑩

WritteninMarch湖 辺 春 望 ●

DaffodilsbyUllswater湖 畔 の水 仙 花 ●

SteppingWestward西 行 ●

Duty道 義 ⑯

TheBucket桔 桿(ハネツルペ)●

AspirationsofYouth青 年 の 志望 ●

そ の 他

ア ミチ スEdmondodeAmicis(1846-1908)

変物 ●

ア ンデ ル セ ンHansChristianAndersen(1805-75)

皇 帝 の新 衣 ●

ゲ ー テJohannWolfgangvonGoethe(1749-1832)

紅 薔 薇 ⑩

HeymannandDorothea,1797.ヘ ル マ ン、 ドロテ ア 奇 縁 の 赤縄 ⑬

ゴ ー リキ ーMaksimCorki(1868-1936)

告 白(コムフェッション)●

シ ラ 一JohannChristophFriedrichvonSchiller(1759-1805)

懐 郷 ⑩

ア ル ペ ン 山の 薇 夫 ⑩

DasLiedvonderClocke鐘 の 詩 ⑬

ス トリ ン ドベ リJohannAugustStrindberg(1849-1912)

債 鬼SamlDram●

ダ ンテDanteAlighieri(1265-1321)

DivineComedy神 劇 地 獄 篇 ⑬

ハ イ ネHeinrichHeine(1797-1856)

海 に珠 あ り ⑩
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TheLoreleiQ

フ ラ ン スAnatoleFrance(1844-1924)

小 説 ク レ ン ク ビ ュ ●

ユ ゴ ーVictorMarieHugo(1802-58)

TheFlowerandtheButterfly花 と蝶 ⑳

恋 人 に ⑩

メ ー テ ル リ ン クMauriceMaeterlinck(1862-1949)

DasWunderdesheiligenAntonius奇 蹟 ●
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